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 <1 由 伎能 伊 傳波遲 (平 鹿 郡 中) 

會員 各位に 御 願 

A 秋 田 叢書 第 十 一 卷 も豫吿 より 犬に 遲れ ましたが- 畢竟 

會 費が 集らない 事に 因る もので、 此點乞 御 宥恕。 

A 會費は 本書 受領の 上 は 直ちに 振替に て 御 送金 を 願 ひた 

い。 御^$!金なき方には止むを得す 集金 郵便に て 會費取 

立 をな します。 若し 集金 担絕 になれば、 會 費に 加算して 

此手數 料 も 頂く 事になります からお 含み 願 ひます。 

^ 會費御 送金 の とき は 振替 用紙 の 裏面 に 第 何 卷分會 費 と 

必す 御明 記 を 願 ひます。 

A 本 叢書 第 一 卷 から 第六卷 まで を 第 一 期會 員と し 七卷ょ 

り 十二 卷 まで を 第二 期會 員と し、 御 入會の 方々 は 其 期間 

返會 せす に 願 ひたい。 又 別 集 丈け の 御 入 會も差 支ない。 

A 本 叢書 は以 上の 如 く會員 組織 の 頒布 本 であるから 分冊 

の需 求に は遣憾 ながら 應じ 兼ねます。 


A 本會へ の 通： ill- 及 問べ 口せ は 凡て 橫手 町の 木^ 宛 願 ひます 

A 會員の 住所 變； 史は卽 時 御 一 報； 1 ひます。 


秋 田 縣橫手 町 
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編者 序 

一 國の國 たる 所以 は國 土と 人民 ある を もって ある。 而 して 人民 を 統制し 國 土を豐 積なら しむる 

もの は、 一 に 君德の 崇高と 牧宰 施政の 適否に よるので ある。 

土地の 經 界を釐 正して 其 廣狹を 測量し 、耕地の 肥 瘠 及び 四周の 諸條件 を精资 して 施政の 根本 资料を 

求め、 而 して 耕 夫の 頭數と 耕作 能力 を勘算 し、 夫 食の 大小 を 校 量して 耕地 分配の 權衡 を畫 する は 牧宰第 

一 の 執るべき 道で ある。 「冢宰 制 二 國用, 必於 ニ歲 之抄？ 五穀 皆 入 而後 制 ニ國用 一い 用 二 地 大小 一視 二 年 之 豊耗ー 

以ニ 三十 年 之 通 1 制ニ國 用？ 量レ入 以爲」 出。」 と 謂 ひ、 「國 無二 九 年之蓄 1 曰 一一 不足？ 無二 六 年之蓄 1 曰レ 急。 無二 

三年 之 蓄ー曰 三國 非，， 其國 一也 o」 とい ふ、 牧宰の 施政に 當 つて 深く 思 はねば ならぬ 原理で ある。 

二 然るに 事實は 正に 此の 逆 を 進んだ。 檢地は 貢租 第 一 主義 を 以て 屬々 繰返し 行 はる 、 に 至 6、 檢 

地の 衝に當 る もの 亦 貢租 收歛の 多き を 以て 己が 動 功と 誇 6、 從 つて 民 ぼ 姓の 負 擔カを も 考慮せ ず 共 W 

苦 を も 顧みずに 貢租の 加重が 企てられ、 事實に 於て 苛歛誅 求が 行 はる、 に 至った。 而 して 是等 のこと 

は 何 を 齎らした であらう か 0 王朝 統一 の 制 を 破壞 して 豪族の 割據を 促進した 乙と、 やがて 實 現した 武 

家政 治 時代に 於て 正税の 外に 段 五 升の 增徵米 を 制せし めた 乙と、 足利時代に 於け るが 如く、 民政 を 全く 

經濟算 勘に 通ぜ ざる 武門の 擅斷に 委して 其の 紊亂を 招き 殆んど 貢租の 定制を 失 はしめ たこと、 纏が て 

編者 序  一 


編者 序  11 

特種なる 徳政 を赏 現せ しめたる rJ と、 さて は戰國 無統制 時代と 化した る こと 等、 何れも 民政の 本義に 乖 

離す る こと 甚 しきに 職 由す る もので なければ ならぬ。  . 

故 に檢地 制度の 整備 確立 は 民政の 根 本義に し て、 赏に國 家 存立 の 最も 緊要な る 要素た る は 言 を俟っ 

まで もない。 古聖 賢が 口 を 極めて 說 ける も 亦 乙の 故で ある。 

三 織 田 氏 天下に 覇を唱 ふるや、 民心 收纜の 要 を 痛感して 撿地 法の 統 一 を 道せ る も 成らず、 豐臣氏 そ 

の 後を享 け. て是 が實 現に 努め、 步尺を 制定して 日本 國 一 統の撿 地 を 命じ、 租法亦 五 公 五 民た るべき を g; 

言した。 王制の 二十 分 一 の租 法が ー轉 して 五 公 五 民の 法と なる、 其の 言 を 聞く だに 先づ 驚く。 (但し 五 

公 五 民 の 法と 言 つ て も 段 畝 出 米の 二分の 一分 配の 法で はない )0 續で德 川 氏に 至 つ て 其 の 業 愈 々 全備し 

力。 而 して 德川氏 は、 彼の 五 公 五 民 を 四 公 六 民と 變 じて 民の 貢租の 輕減を 思 はしめ 力が、 更に 雜税 徵收 

r 企 て 、 S 氏 の 五 公 五 民 を 超 ゆる こ と 甚だ 多 か つた。 尙ほ步 尺 及 び 地方 儉定 の 方法に 至って は 殆んど 

寸 地と 雖も 餘す處 なく、 加 ふるに、 「百姓 は 死なぬ やうに 生きぬ やうに 合點 一し 收納申 付」 くべき こと を爲 

政 者の 一 の信條 としてね たもので ある こと を 思 へば、 今日の 吾々 から 考 ふれば、 赏 時の 百姓 等 はよ くも 

是れに 耐え る ことが 出來 たと さ へ 思 はれる ので ある。 

四 座長 七 年、 殆んど 未開の 狀態 にある 邊陬秋 田に 封を遷 された 佐 竹 氏 は、 家臣 等と 共に、 先發 者の 

報 を受 くる 每に 一 喜 一 憂の 爲態 であつ それで、 制令 を發 して 先 づ七民 を 服せ しめる ことの 緊要な 


る を 家 土に 敎訓 しこれ を 實行 せしめた。 同時に、 執政に して 儉 地の 大家た る^江 政 光 をして 其の 國七 

を 測量 檢定 させた。 政 光 遺言に、 土民の 服す る/ VJ と を 奪ら として 心を盡 し 胸 を 痛め 力と ある も此 時の 

乙と である 0 

彼の » 江 氏の 檢地 法た る や、 その 步尺制 法の よく  +  、地に 適 ひたる、 四 六 定法の 分 ffi の {且 しき を 55 た 

る、 土 田 生米の 量定を 誤ら ざ る、 一 として 百姓の 傲 仰と 心服 を 青ら さぬ は 無 かつ 力。 正 稅雜税 を 合計し 

て も 〈：i: 且つ 高 十 石 (定免 六 ッ.. 1^ として) にっき 六 石 六 斗、 更に 乙れ を 出米總 量の g 六 制の 定法に よ.^ て 

ぶ  * 

分を撿 する に 一 割 八 分 五 厘 三毛 三 三の 割と なる。 貢租の 輕 きこと 自ら 肯 かる、 ものである。 今日と 雖 

も猶ほ 公課の 總數を 合算したならば 、こ れに 比して 果して 幾何の 差が ある だら うか。 以て 佐 竹 氏の 仁 

慈と 江 氏の 努力と を 窺 ふに 足る ものである。 然れば こ そ、 民情に なれざる 新 封地に 來. 0 て も 殆んど 

土民の 反逆 を 見る rJ となく、 遂に 三百 年の 久しき 治世の 甚を 築き 得た ものである U 

五 是 によつ てこれ を 見る に、 藩 政 時代の 施政 を 了解 せんとす るに は、 先づ その 根本た る 、常時の 經 

.濟 施設、 特に 田 法の 研究に その 緒 を 求めなければ ならな いのは 當然 である。 本書 は 其の 硏究资 料た る は 

勿論、 更に 進んで 經濟 研究家に 缺 くべ からざる 根本 材料 を 提供 せんとして 編纂せ る もので、 卽ち葡 藩 時 

代に 於け る儉 地、 租税 及び 其 他 財政 經濟 に關 する 權威 ある 著書 並に 重要 記錄の 代表的の もの 十 數種を 

嚴 選して 輯錄 し、 假に 「秋 田 藩 田 法 叢書」 と 題した ものである。 これに 依って、 佐 竹 氏が 民政に 意 を 用 ひ 

編者 序  -  ーュ 


編者 序  四 

る ことの 如何に 敦 かった か、 又當 時の 爲政者 達が、 これに 就て 如何に 肝を碎 きつ K あつたか は 明かに 知 

らるゝ ものである。 

ft 來秋田 藩の 田 法 は、 その 寬 仁なる 內容と 完備せ る 外形と を 以て、 德川 時代に 於て «然 特殊な 地歩 を 

占めた ものである。 而 して 其の 來由 する 處は、 一 に 漉 江 氏の 誠實と 苦心の 結晶で ある こと を 思 はねば 

ならない 0 實に^ 江 氏 は、 秋 田 藩 田 法の 父で あると 言 ふべき である。 本書 は 此の 意味に 於て、^ 江 氏の 

說を 最も 明確に 繼 承した 新田 目 氏の 自筆 原本 を 底本と して、 完全なる 「訂正 御 格式」 を 紹介す る 事の 出 

來 たの を 誇 6 とする ものである。 因に 「訂正 御 格式」 につ いて は、 「その 著者が 一 國の 重臣の 身 を 以て 自 

ら儉地 を 行った 人で あ. >、 その 行った 法が 後世の 範 となった 點 一に.^ い て、 又 その 著述の 年代 頗る 古く 

(鹿 長年 代の 此 種の 書 は 稀 有に 屬 する)、 後人の 詳細なる 註釋 ある 點；. にお い て、 地方 的な もので は あるが 

類^^：：中頗る注目すべきもの」 として 中央 學界に 紹介され たもので ある。 附記して 研究 篤志家の 注意 を 

喚起した い。 

昭和 五 年 六月 十五 日  - 

. . .  山崎眞 一 郞 識 


秋 田 藩の 檢地 家略傳 

ュま 江 內膳政 光 舊稱荒 川 彌五郞 、父 を筑後 守秀景 とい ひ 世々 野 州 小山 氏の E た 60 彌五郞 小山 氏 亡 

滅 の 後流浪 し て 常州 に 至 、 天 正 十 七 年 十 六 歲 に し て 義宣 公 に 仕 へ ^ 江 兵部大 « 氏光 の 後 を 繼ぐ0 器 

衆に 勝れ、 漸次 重用せられ 執政に 陞る。 政 光 ま. 文武に 秀で 經濟 の才ぁ 6、 夙に 織 田 氏の 檢田法 を g: て 

田 法の 研究に 心 を 潜む。 慶長七 年 佐 竹 氏 秋 田に 封を轉 ずる や、 政 光 自ら 郡 邑を巡 して 經界を 正し 賦 

傲 を 定め 大に 土民 承服の 實を擧 ぐ。 此法傳へ て永く後世の模範となる、赏に秋田藩田法の鼻祖.^^..-0 

偶々 慶長 十九 年大 坂の 役に 出陣し 今 福 口に 戰 歿す、 十 一 月 二十 六日な 6,0 行年 四十  一 0 政 光の 撿地書 

黑澤 道家に 傳 へた 6, と雖も 其の 書 何れも 亡 佚し、 唯 だ 口授の 遺言 を 記せる もの 一 卷を 同家に 藏せ るの 

み f しが、 後年 刈 和 野 給 人 梁 某 方よ 6 「御 當國御 格式 檢地 秘傳之 書」 の傳寫 本發見 さ る Q 

梅津半 右衛門 憲忠 常 州に 於て 義宣 公に 近侍し、 大坂役 凱陣後 執政と なる。 而 して 弟政景 と 共 に 

專ら政 光 亡き後の 經濟の 衝に當 6、 田 制 公賦の 確立 を 期して 土民 安堵の.^ めに 盡す處 多し。 元 和 七 年 

七月 十 一 日卒、 享年 五十 九。 

黑澤 甚兵衛 道家 もと 小 野 寺 氏の 重臣.^  6 しが 主家 沒 落の 後 流浪し、 慶長七 年 佐 竹 氏の 入 國を誘 

導す。 ^江 政 光、 道家が 羽 州の 故事に 精し きを 以て 公に 執して 家臣たら しめ、 又 小 野 寺 氏の 舊ぼ にして 

秋 田 藩の 檢地家 略 傅  HI 


秋 田 藩の 检地 家略懊  ,  お 

佐 竹家士 たる もの 何れも 道家の 推 擧に據 る ものな 6 とい ふ。 道家 政 光と 親眤 にして 親しく 其の 撿地法 

を 傅へ、 又 政 光 遺言 を 筆記して 傳ふ、 「黑. # 道家覺 愈：：」 これな 6。 元 和 九 年 八月 二十 七日 卒す、 年 五十 七 0 

黑？ 釆女元 重 多左衞 門と 稱し 致仕して 浮 木と 號す。 赏は上 曾 八 右 衞門治 利の 三男に して 黑澤和 

泉に 養 はる。 江戶 留守居 役、 裏 判 奉行、 秋 田 山 乏惣山 奉行、 郡 奉行 等を歷 仕し 元祿 十三 年 七十 九 歲に卒 

す。 學 傅く 儉 地に 精し。 儉地法 は 初め 政 光の 傳を 承く と雖も 後江 戶に在 6 て 伊奈 流 地方の 法 を 修め、 

以て^ 江 氏の 定免 法を變 じて 土 免 法と 定む。 「撿 地傳 習錄」 二 卷を著 はし 學統 多し。 

小 松 三左衞 門盛武 其 祖本莊 城主 楣岡豊 前 守に 屬し、 後 秋 田に 來 6 仕へ 旣 にして 大 番組に 入る。 

盛 武赏は 岡 見 善 左衞門 范昌の 長子に して 小 松 氏を嗣 ぐ。 蒭 勘に 堪能に して 寶曆 元年 八月 御 儉地役 を 

蒙 6、 爾來 三十 三年 間勤續 頗る 發明 する 處 多し。 「分 水 法」 を 著 はし 土 功の 術 を 明かに し、 當時檢 地 巧者 

の 第 一 にして 同役の 範た 60 

黑澤 宇兵衞 傳 不詳。 小 松 氏 等と 共に 當 時の 檢地 役た 6。 

豊島太 郎兵衛 右 同。 

戶島彌 右衛門 右 同。 

安東 兵 部季村 初め 秋 田 實季に 屬し岡 本戀地 村に 住す。 慶長 七年國 境よ，^ ffi 江 政 光 を II 導し、 ま 

た 像 地：^ び 其 他 民政 上の 故事 を說 く。 


豊田奧 衛門 ^江政光の家臣にして、政光檢地法の直接傳授を受けたる巧者な.^。 大坂 役に 出 

陣す。 

牛 九 兵 左衞門 飛 驊國に 生れ、 常 W にて 義宣 公に 仕へ 遷封 と共に 秋 田に 至る。 初め 見切 熊 藏の傳 

を 得て 儉地を 行 ひ、 常 州に 於て 永く 兵 左 衞門竿 入の 舊を 守る あ 6, とい ふ。 秋 田 轉封後 は iSlj: ら政 光に 從 

ひ 其 法 を 行 ふ。 

茂木祐 右衛門 if5 具 宗 閑と 號す。 少ょ 6 志 起して 儉地 法の 研 讚に 從ひ、 舍兄加 藤 晴邑と 相拨け 

て 漸く 其の 堂奥に 入る。 勘定 本方兩 奉行に 歷 仕し 職に 在る 乙と 最も 久しく、 老衰に 及び 尙命 によ 6 て 

官事 を 見る。 献替 する 處 多し。 「秘傳 書考」 「 一 己辨書」の著ぁ..^。 

吉 川重貞 傳 不詳。 茂 木 治具と 同時代の 人。  . . 


小 泉 吉太郎 正 房 右 同 


〇 


細 井 傳右衞 門 光久 安永 五 年 三月 家老と な，.^ 同 六 年 九月 江戶に 卒す。 天 和 年中 黑. 澤浮 木の 家に 傳 

ふる 政 光田 法の 書 を 得た 6 と雖 も、 歿後 その 書 佚す。 

吉田籐 右^門 檜 山 給 人 樋 渡 七 郞左衞 門の 二 男に して 檢地 巧者た 6。 享和 中、 刈 和 野 築 氏の 德底 

に 御 格式 を發 見せる 人。 

小 野 岡 市 太夫 義般 名門に 出で てよ く 田 法の 研究 を 積み 之に 精通す。 略 黑澤元 重の 學統を 承け、 

秋 田 藩の 檢地 〈略傳  ^ 


秋 ra 藩の 檢地 家略傳  八 

弘化中 「田 法 假字格 書」 五 卷を著 はす。 當時 斯學の 第一 人 者た，. >0 新田 目 道 茂， この 門に 出づ。 

益 戶助四 郞秀典 號 *i 洲。 多藝 多能 特に 書畫を 好く す。 刀番、 用人、 勘定 奉行 等に 歷 仕し、 茂 木 治 

具と 共に 命 を 受けて 大に a 江 氏の 田 法を究 む。 安永 六 年 七月 行年 五十二に して 歿す。 

石 川 亦. W 衞 門重祿 其 前本莊 氏に 屬し後 佐 竹 氏に 勤 仕し、 重祿に 至， - 登用 せられて 大番、 副 役、 本 

方、 鄕村兩 奉行 等を歷 仕し 寬政八 年 六 郡 境 口 手 判 出 役に 累進す。 茂 木 治具と 時代 を 同じう し、 撿地算 勘 

の學に長じ民政に令名ぁ，^^。 「御 格式」 「秘傳 書 算術」 の 著 あ 60 享和 三年 八月 八十 ニ歲に 卒す。 

石 川 茂 命 舊本莊 氏 家臣、 後 佐 竹 氏に 仕へ 旣 にして 大番に 入る。 茂 命、 寶暦七 年 二十歳に し 

て 出仕し、 同 苗 重 祿に學 を 得て 大に田 法の 研究 を 積み、 其の 法 太田秀 尊に 傳ふ。 

新田 目 轉道茂 其の 先 小 野 寺 氏に 屬し 新田 目の 莊に 住し 氏と す。 四 代の 祖義 堯久保 田に 移..^ て 

佐 竹 氏に 仕へ 宇 兵衞道 則に 至る。 道 茂 實は橋 本 甚之丞 宗武の 弟に して 入.^ て 道 則の 嗣 となる。 文化 十 

二 年 十七 歲 にして 出仕、 擧 げられ て 町奉行に 陞 6 九 年 勤 續す。 皇學を 平田大 角に 承け 特に 其の 古易傳 

を 得。 且つ 算數に 長 じ 小 野岡義 般に撿 地の 學を， 修め、 加 藤 九 右衞門 (淸邑 の 曾孫) によ 6 其の 學統を 承 

く。 然れ ども 遂に 乙れ に慊ら ず、^ 江 氏の 古法に 傾倒して 其の 究明に 專 念し、 以て 御 格式の 本質 を大に 

宣揚するに至れ，.^。 安政 三年 十一月 十七 日 歿す、 年 五十八。 著書 多く、 田 法に 關 する もの 最も 著 はる。 

加 藤 清 邑 茂 木 治具の 兄、 檢 地の 學を小 松 盛 武に修 む。 世の 檢地法 多く^ 江 氏の 故 を錯せ 


るを慨 し、 刻苦 研鑽の 末 遂に 乙れ を訂し 得。 著書 數種ぁ 60 

芳賀官 助 光起 文化 中の 人、 算數に 精し く檢 田の 術に 通ず。 又 巧 思 あ 6 ヽ 飛行 器 を 創 成し これに 


依って 傷つく 0 

木 村惣藏 正路 

道  庵 

乙ろ 或は 是な るか ( 

岩屋 彌兵 衛朝英 


芳賀 光起の 友。 「津輕 斗 代考」 を 著 はし 彼此 參 照して 硏廢を 進め 益 を 得せし む。 

何人なる を 知らず、 慶長 年中 「檢地 秘傳免 割卷」 の 著 あ 6。 黑澤元 重の 承く ると 


曩祖由 利 十 一 一 頭 岩屋 朝 盛に 出づ 。 朝 英實は 滑 川 與市左 衞門通 堅 の 三男に して 岩 

屋朝顯 の 後を繼 ぎ、 撿地 役、 本 方、 鄕村兩 奉行 等に 歴仕す。 致仕して 疊 留と號 す。 古 傅に 則 6 檢 地に 精 

し 0 

見切 熊藏 秋 田の 人なら ざれ ども 擧ぐ。 傳 不詳、 秋 田縣史 によれば、 「按ずる に 伊奈忠政、 初 

字 は 熊藏、 又忠 次と い ひ備前 守と 稱す。 江戶 幕府の 創業に あたり 撫民治 田の 政務 を專 掌し 大功 あ 6  、世 

に備. 前檢 地、 熊藏巡 見と いふ。 世々 郡 奉行と な. 0 其方 術 を 伊奈 流と いふ。」 と 0 或は 慶長 中秋 田に 來. >、 

其 法 を 牛 丸 兵左衞 門、 石 井 掃 部に 傳 ふと いひ、 或は 是は遷 封 以前 常 州に 於ての 事なる べしと する も、 鬼 

に 角 秋 田 藩 創業 當 時の 撿 地界 を 啓 發し稗 益す る處 多く、 又撿地 家中 其の 遺 法を傳 ふるもの 微 なから ざ 

りしな 6。 (伊奈 氏慶長 十五 年 六月 卒、 五十 七、 鴻 奥に 葬る。) 

秋 田 藩の 撿地 家略傳  九 


祕 傳 1115  5  ^ 


本書に、^ 江 政 光の 遺著 「御當 Si 御 格式 检 加- 祕傳之 書」 を 補訂 註釋 せる も の にして 秋 田 藩檢地 書の 隨ー である。 

天 和の 頃 右の 遣 著が 發 見され たが 扮亂 錯雜其 前後 を辩 へず、 正當 にこれ を 通讀し 解釋し 得る 者が な かった 。新田 

B 氏 日夜 苦心 研 if を靈 ね、 嘉永ニ 年 遂に 本書 を 成す に 至った。 其の 訂正 註釋 頗る 周密 懇切 を 極む るの み ならず 皆 

^江 氏の 本 3E に 適 ひ、 後學 をして 明かに 其の 就く 處を 知らし めた ものである。 新田 目 氏の 苦心の 程に 本書 自らが 

最も 雄 辯に 物 詰って 居る。  . , 

本書の 底本 は、 步尺 精辩、 四 六 精 街. -缺 借 精 術、 道家 覺書、 六 郡 生米 考 と共に、 著者の 後裔 新田 目 氏 所蔵の 著者 自筆 

本で ある 文 の 端麗なる 如く 其の 正確なる 筆致に、 實に 一 些事 をも忽 諸にせ ざ る 著者の 眞 面目 を 傅 へ て 餘藉が 

な レ 因に 和 田 圜書館 藏 本に 故 石 川 市 蔵 氏が 意を盡 して 之 を透寫 した 善 本で ある o( 但し 第 四卷 は扮 失した もの か 

他 を 以て 補って ある) 又 秋 田 市 吉川總 右衛門 氏 所蔵 寫 本に 據 つて、 前揭五 種と 共に 「近世 瓧會 1^ 濟 叢書 第 六卷し (大 

正 十五 年發 行) に收錄 されて 居る。 

本書の 最後に 「御 赏國御 格式 撿地 秘傳之 書」 の 原文 を揭げ てお いた。 篤志 究 家の 參考 にたる と 思 ふ。 

本卷を 編輯す るに 赏り 多大の 御 好意と 御 援助 を 賜った 新田 目氏當 家族に 深く 謝意 を 表する。 


慶長中 先公遷 二封 于秋田 1 也、 ュ i 江 政 光 執政 而儉ニ 校山澤 f 以 制；， 邑 SI 平 二 均 土 田 固 ニ國本 f 更 著；， 其授於 

篇ス 以貽ニ 後世？ 御 當國御 格式 檢地 祕傳 之書是 也。 文精而 意微。 非 二 其 人面 命 1 則 不レ易 n 通曉 1 焉。 且害 

已成 也、 # 有 こ大坂 役 f 政光從 レ公戎 行、 感激 率 t 衆 致 二 命 馬 前？ 是以 常時 莫 ：3 承，， 其 旨 1 者；； 者 又 未 二 能 明て 

之。 況乎 後年 書 寫認誤 極矣。 雖ニ鄕 村 檢地之 吏, 慢然 置而不 レ講、 稱；, 田 法 家, 者 妄附ニ 意見， 愈 論 愈 悖。 至 二 

二百 三十 餘年之 今日 一未 ニ嘗聞 1 レ有ァ 一 人發ーー明其義1者，^也。 可.， 勝」 嘆 哉。 町奉行 新田 目 道 茂、 深閱」 之以 

爲、 往昔 楠 廷尉正 成 赴， 一 镇川ニ 卷 文書 以胎ニ 孫 謀？ 子孫 佩 服家聲 e^々。 今 先大夫 之事頗 冇.， ^似 ：1 廷尉, 者 3 

後世 有司 何 不レ繼 二 音 於 斯篇, 也。 向 者以， n 大官 劇務 草創 多事 且有 二軍 興, 也、 作」 書 精詳 j?£ 々亦 如 レ渐。 今 

者以ニ 小官 賤役 守成 無事 相續康 年, 也、 讀.， 之 i 浪藐藐 亦 如 レ斯。 今 夫 先 公之 風聲 規模 昭然 並存、 皆 足こ以 

徵 P 之。 豈不レ 可 n 復講 明， 耶。 視 J* 暇 伏讀」 之、 夜 以繼」 曰 默坐或 達」 旦。 尙 論， 一時 世, 商 二 摧故實 f 量 二較步 

尺 1 究搜 探索、 抑 亦 苦矣。 而有ニ 自得 及 所 一 レ承也 分， 1 註 之, 抄， 1 錄之 f 其 疑者殆 者闕」 之。 蓋 其 愼矣。 數年之 

後 若. >ァ 有 * 捉，， 其 耳, 示レ之 事. H 者 h?g 然氷釋 左右 逢レ 源。 { 是先大 夫之靈 輔；， 其 篤志 一也。 於」 是訂」 訛 正」 誤 剔 

抉 磨 蘑遂復 二 舊觀？ 名 曰 n 檢 地祕傳 訂正 御 格式 f 稿 旣成而 示 ニー  二 僚友？ 皆 感，， 其 志 之 懇篤 f 且 服，， 其 論 之 

明亮 一也。 會有ー n 執政 宇津宮 公之 命 賜， 一 觀覽？ 未 二 以上 1, 之 乞 二 題言 於亭？ 々曰、 子 之 所」 明 仁政 之 本！： 之 至 

寶也。 今 也以獻 M 之 政府 1 傳ニ之 其 人, 則、 先 公 及先大 夫日監 在.， 兹。 百 僚 欽若維 民有 」鹿。 然則我 不二 唯以 
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® ：レ子 、豈？ I：」 不」 慶：, 國家, 乎。 非 二 唯 我以慶 一.， 之、 將 n 朝野 實慶 ーレ 之。 

則 善矣。 施 及 M 我 小 醜 1 豈 敢當」 之。 遂 書，， 其槪 1 以爲」 序 云。 

嘉永ニ 年 仲春 穀旦 

明 德 館 助 敎 


〇 澀江政 光之 略傳  ^ 

^江內 膳 平ノ政 光、 赏は荒 川 筑後守 秀景の 長子に して 初めは 荒川彌 五郎と 稱 す。 下野 國小. H 氏の 麼下 

^^o 天 正 二 甲 戌年 生る。 後 小山 氏 滅亡に 依. o、 政 光 流離して $ か 州に 到. 0 天英 公に 奉仕す。 文 祿元壬 

辰年 豊臣 秀吉 朝鮮 征伐の 時、 公に 從て肥 前名 護屋に 在陣す 5 欽 。歳 同 二 癸 巳年、 公 命じ て^江 兵 部 大輔氏 

光 入道 正 签の嗣 たらしむ。 氏 光 も 亦 小山 氏の 磨 下たり しが、 是ょ 6 先き 常 州に 來て闘 信 公に 奉仕せ. 00 

S 江 荒 川の 兩氏 共に 是 小山 氏の 麾下た るに よ 6 ヽ其緣 ある を 以て 此事 あ. 00 是に 依て 暫く 荒 川 氏の 

家 跡な し。 後年、 政 光末 子宣利 をして 幼稚よ 6 荒 川 を名乘 らしむ。 J:: 一利 後に 又 小 5； 勿 氏の 嗣 となる に 依 

て、 妾腹の 長子 光 庚 を 立て 荒 川の 家 を 興す 0 是を荒 川 宗十郞 と 稱す。 然して 本妻の 二子 一光 を 立て 政 

光の 嫡子と す。 後 宣光嗣 なくして 卒す、 是に 依て 光康 又 反て ft 江 を 嗣ぐ。 f 友に 於て、 後 石 s$ 巿 正義 里の 

三 子 秀友を 立て 荒 川の 嗣 とす。 3 ば、 氏 且か足 御 利  1  豕式 のの 侍践と う 光 は を誤宗 也 t 郎 政光後年采地三千石を賜は.^遂に執政た 

6  0 慶長七 壬 窗年公 羽 州へ 遷 封の 時、 公に 先立て 秋 田に 來る。 赫ュね „5  。セ曰 郡 民 服せ ざる を 以て 六 郡 を 巡 

行して 先是 を懷 くるの 事に 勞し、 更に 一 國を撿 地して 城府の 地 を 撰ぶ 0 後 遂に 命ぜられ て久保 田の 城 

を經營 し 及び 土民の 宅地 を 定む。 同 十三 戊 申年 命ぜられて 仙 北 郡 刈 和 野の 要地に 守たり。 麼 下の 士十 

人、 步卒 若干 を屬 せられ 東西南北 十五 村 を 指揮す。 政 光 執政た る を 以て、 梁 民 部 宗勝を 伍長と して 政 光 

訂正 御 格式 (前 付〕  塞 
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ンゴ 0 今の 御 格式 は此宗 勝が 家より 出た る 也。 後に 澤 S3  ^m-^Efe^^.^t  C  r  r-x^^0^  ^-^ 

^  .WW --.^ らし J- 家に 傅へ られ たる 虚の 本書 は 故 有て 失せ 果たる 也。 115.寸玉1!1:-戌<^ょらプ いに ナ君の 田地 を改 

め、 三ケ 年に して 漸に其 功を竟 へ、 然して 其 貢 法を定 む。 同 十九 甲 寅年 豫め大 坂の 役 あらん 事 を 知て、 

七月 十三 日の 夜黑澤 道家に 檢地田 法の 一 大事 を 委託して 其 窨を傳 へ、 討死の 言葉 を 遺す。 是 公に 代ら 

ん とする 故 有ての 事 也。 抑遷 封よ.. >  今年 迄 十三 年の 間、 晝は 公務、 夜 は 諸 民往々 の勞を 除かん ため 安寢 

せざる の so: 其 遺書に 見え、 然して 其 書の 法た る や 所謂る 實地 制の 法に して、 國を 治め 天下 を 平にす る 基 

た. o。 有志の 人 是を辨 へ 置 ずん ば 有るべからず。 同十 一 月遂に其役ぁ<^、政光、公に從て先鋒た..^o 同 

月 二十 六日 政 光進んで 兵 を勵し 奮戦して 敵 兵 を 破. o、 部 將矢野 和 泉 守 匿 正 を 討て 今 福の 柵 を 取る 0 爱 

に 於て 敵方よ.. - 又木 村長 門 守 重 成、 後藤 又 兵 衞基次 城 を 出て 大 い に戰 ふ。 且某 >  次 兵 を 分けて 大和 川 へ 

舟 を 浮べ 、横 合よ 6 鐡炮 三百 挺 筒先 を 揃 へ て 政 光の 陣中 へ 打 込む 0 惜 むべ し、政光其亂丸に中..^て遂に 

！ 死す。 。四 又 家 s 鈴 木 正 左 衞門重 武、 濱野平 左衞門 森延、 戶祭十 兵 衞綱宗 、來栖 修理 久次、 黑川傳 左 

衞門 a 道、 駒 野！ & 六 兵 衞某も 共に 討死す。 人又是 を稱し て^江 六 騎と云 ふ。 公 政 光の 死 を 深く 哀傷し 

て、家ぼ大森土佐に命じて政光の屍を京師に送.^五條本覺寺中に葬らしむo 光雲 院秀 山淨輝 居士と？ 孤 

す。 又 秋 田天德 寺に 於て 孝 山 全 良禪定 門と 諡 す。 後 八橋に 一 宇 を 立て 長く 政 光の 祌靈を 鎮めし む。 是 

を 全 良 寺と 云 ふ。 一:!: 寺に 於て 後 更に 又諡 して 全 良 寺 殿 孝 山 政 光大 1^5 士と稱 す。 又院內 銀山に 於て 一 山 

の 者 共  一 M 願 をた て 免許 を 得て、 銀山なる 誓願 寺と 云 へ る を 下院 內 馬場 村の 地に 移し、 是に政 光の 靈牌 


を 安置す o 其 諡を淨 珊宗光 公と 云 ふ。 是 銀山 興起の 初め 政 光 指揮して、 銀山の 事に も 亦 其 功 ある を以 

て 也。 嗚呼 忠なる 哉義 なる 哉、 政 光 主 は 是賢大 夫に して 又 開國の 功臣 也。 吾が秋田の士民今日の飽^^ 

を 得た る、 亦是 偏に 此賢大 夫の 恩德に 因る 處也。 よく 是を思 ひ、 よく 是を 知ら ずん ば 有る ベ 力らず- 

新田 目 道 茂 記 

嘉 永ニ已 酉年 九月 


訂正 御 格式 (前 付) 


此 書を訂 註せ るに 付て 云 ふ 事共 
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〇 此書刈 和 野 給 人 梁 某が 文 fi よ 6 出て、 檜 山 給 人 樋 渡 某が 手に入. 0 し時旣 に紛亂 して 本末 を 失 ひ 、極 渡 

氏是 を！ 5^ して 淸 書に 及べ る なれ 共、 よく は是 を釓 しあへ ずして、 此 時よ..^ 多く 誤りの 出來 たる 事と 見 

ゆる 者 也。 政 光 主の 黑澤 道家に 殘 された る處の 本書 は、 故 有て 跡形 もな く 失 果たる こそ 是非な き 布 

なれ 0 

〇 古今 檢地 大意の 文 は 小川 亨と 計て 訂正す る處也 0 其 他 は皆予 がー 人の 訂 註せ る處也 0 此檢地 大意の 

文に 於て はよ く 其 文 を 成せる 者 なれば、 其 漢文の 儘と して 是を 訂正せ る 也。 此檢地 大意よ. 0 以下の 

事 は 强て其 文 を 成す 事に も か K はらず、 且は 俚俗 平常の 事、 又 算用 合の 譯を述 る 等の 事に 於て は、 漢 

文 を 以て 其 意 をよ く は 述盡し 難き 事 も あるの みならず、 世の 人の 耳に も 早く 入 兼る 事故、 假字 交.，， -の 

俗文に 崩し、 よく 意の 通ず る處を 主として 訂註 せる 也。 

〇 此番讀 み 得る 事の 難き は、 上に 云 へ る 如く 漢文と はなし 難き 事 を も强て 漢文と なした るよ， CS 、漢文に 

して 漢文に 非ず、 和文の 如き 處も 有て 又 和文に も 非ず、 云 は 和漢 を かねた る 俗文 也。 さる 事よ 6 し 

セ、漢文ながら其內には皇國の古言ぁ，c^、又俗言ぁ，.^、又意は大ぃ に深くして辭甚短き處ぁ60 又漢 
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す 6- す  いる」 いる J 

字 も、 容易に 常に は 用 ひざる 字 を 用 ひたる 處もぁ 6。 其の 一 ッニッ を 云 はば 增に 贈の 字 を 用 ひ、 入に 充 

の 字 を 用； 5 たるな ど 也。 尤 字義 をば 深く 亂 して 書る 者 也。 總て さる 事共の 出た る をば 其處々 に 註す 

る を 見るべし。 是らの 事共 を 心得 置ず して は讀 得難き 者 也。 

〇 書中、 本書と 云 へ る は 訂正に 及ばざる 御 格式の 事 也 。本文と 云 へる は 訂正に 及べ る此 書の 本文の 事 也 

〇 御 格式に 云 へ る事と云 へ共、附會の事などは是を討論して除きたるもぁ..^0 

〇 本 は缺 文、 脫辭、 錯置、 錯亂、 誤謬い と 多くして 皆是を 補遺 訂 正せる なれ ど、 一 々是 を斷 るに 遣 あら 

ずして 多く は 云 はず 0 其事に依，^、云はずしては人の疑ふべき様の處は是を云 へ ，.^0 

〇 予が 註に 云 へ る 事 を も 其 一 廉 ある は、 目 錄の內 書きに して 其卷の 初めに 是を 出した. 00 是、 早く 其 事 

を 探 6 出さん とする 時の 便 6 よからん： の わざ 也。 

〇 耕地の 圆は 愚弟 堀 尾 忠恕に 命じ て 畫が 、せ，^ る 也。 

〇 註に 云と 記した る は 聞え^る 如し。 訂に 云と 記した る は、 其 註に は 非ず して 訂正せ る 趣意 を 斷れる 

也。 訂 註に 云と 記した る は、 訂正せ る處ょ 6 して 其 註 を 云 は ざれば 聞え 難き 事 有て、 訂と 註と 相 混じ 

て 云 へ る 處也。 註と 訂と 分けて 云 へ る は、 相 混ぜず して 聞え 易 からん 事 を 思 ひて 也。 . 
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是の書 ども 九 冊 V」 總 合せて そ 

代の 八 握 穎と 云 ふ。 さて 其 

こころ よめ 

意 を 作る。 


かや 


I 數 して 其數 しりね 秋 田なる 

君が 惠 みの 千代の 八 握 穎 


道 茂 


0 


i 田 目 道 茂 謹 

〇 古今 檢地之 大意  . 

〇 夫 惟、 國 之爲」 阈者 以」 有レ民 也。 民 

安レ鄉|  iiH^^U iigkMi  Mi 

遠 近囊燥 蟹不 あ。 皆 ,  iiki 凡 It 

征 I 着 世 f  I 故 令 I;;.; 司； レ； Isf  一  a 

二。 自レ此後彌 士 i 分 也。 雾身也 sutM だ ii 着老之 資-分 屯田， 而去 L 
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制， 者矣 0 大槪 述，， 其 法， 則、 城府 之 地 者 從ュ水 土之宜 『帶ニ 山川 嶮 T 而量ニ 國用之 通 f 因 二 薪 草豊？ 故此爲 ：1 國 

上品 之 地？ 民 居 亦 順 n 其 地，： N 『此皆 理之所 n 以然 1 也。 故國 三分 而又 三分。 然則三 三 九 而經界 卽如ニ 井 字？ 

故 謂 二 井田 之 法 1 也。 山林 道路 川 澤亦此 有 二 民 之 得失？ 故 辨：； 內 外六德 1 檢ニ校 不變用 1 而至 r 其 地 粟之實 

(從： 二  a 之 町 畈斗斛 之 高, 以爲ニ 貢 法 f 謂 二 之 免 1 也。 夫 實地制 之 法 者、 爲 T 治 レ國平 二 天下 若1^:,其 

制 一則：！^ 衣食 不レ 足。 衣食 不レ足 則 患 二 飢寒 1 不レ 暇レ治 一一 禮儀？ 禮 儀之不 レ治而 雖レ爲 一一 暖飽 f 無 レ敎斯 近 一一 於禽 

戮, 也。 故 使ア於 M 民食飽 1 以爲上 二 孝悌？ 制」 下 如」 此則、 民 三年 耕必有 ニー  年 之 食 f 九 年 耕必有 M 三年 之 食 f 

以， 1 三十 年 之 通， 雖レ有 二 凶 旱水溢 1 民 無二 菜 色？ 然民 衣食 充滿則 失 二 貴賤 等分 限宜？ 是以 最初 耕 レ之自 -1 五 

十 不」 過 二百 如 レ此則 井 地 均 無二 不レ 受レ 田家？ 無二 不レ 受レ 田家 1 而從ニ 先王 之 道-者 也。 

〇 註に 云。 檢 地と は 只 田 畠の 事の みに も 非ず、 山川 野と なく 海 江湖と なく、 總て 皆よ く 其 地 德の用 を 

知て 是を用 ふる 事 也。 されば 第 一 城府の 地 を 撰で 是に 居，^、 然 ふして 民に は 又 其 地の 廣狹、 遠近、 

寒暖、 燥 撮の 不同、 山林、 道路、 川澤の 得失 ある 事 を 知て 其 貢 法 を 制し、 其 地 を 實し國 を 治め 天下 を 

平にす る、 其 大本なる 事 本文の 始終に 見えた るが 如し。 

〇 又 云 0 太 經傳の 太 は經傳 を稱 たる 辭 にして、 租稅の 法 は經傳 に據ら ざれば 其 精し き 事 は 得難し と 

也 0 さて 其 收税を 二十 分して 其 一 を 貢に 取る と は、 古の 輕稅 なる を 知ら しめたる 者 也。 是 は皇國 

の 事に して、 大資の 比なる 令の 御 定め は 二十 分の 一 程に 當る S- 也 。但 "1^ に は 本居宣 長の 考へ も ある 


事 有て、 其 二十 分の 一 に は 非ず 共、 唐土の 古法 十分の 一 などょ.=^は過たる輕稅の法ならんと云 へ り 

〇 又 云。 民に 士の吏 職 あ 6, と は 是亦皇 國の審 也、 吏 は 職 事の 事に して 吏 職と 熟すべき 字 也。 さて 土 

の 吏 職 あ 6, と は 士の爲 すべき 勤め ある 事に て、 叛逆の 者 にても 有る 時 は、 農民の 家よ 6. も 一人の 兵 

士を 出さし むる 事 也。 後世に 至 6 違 敕の者 も 折 ふし あるに 付き、 王城 を 守護の ため 共 兵士 を 多く 

京師に 居ら しめたる 也。 故に 養老の 制に は 屯田 を 三分に して 二 を 去.. - たると 也。 投又屯 m とは皇 

國の 古書に 據て 書る 文字なる が、 屯 は吝也 また 聚 也と 字書に 見えて、 さる 心より 貯へ備 る， せ： に 用 ひ 

  みや ナ 

て 日本 紀に屯 倉と 書て ミヤ ケと 訓.. >0 ミヤ ケと は宮 食の 義 にして 天子の 御 米倉な..^。 さて 又內裡 

式に 御宅 田 また 三 宅 田と ある、 御宅、 三 宅な ど は 借 字に て {.n 食 田の 義 な..^。 さる 辜よ 6 屯 ffl と は 

る 者に して 屯田と は 則 公田の 事 也。 さて 武士の 多く 成りた るに 付き 公田の 三 ケニは 武士に 下さる 

、事と は 成た る 也。 乙れ よらして 後は彌 武士と 農民と 相 分る、 事と 成た ると 也。 さて 又 古に は 高 

を 下さる、 に 何 町 何 畈と云 ひて 田 を 以て 下された る 也。 後に は 斗斛の 法と 云 ひて 何 石 何 斗 

と 高に て 下さる く 事と 成た る 也。 さて 又 今 爱に云 へ る 斗 斛は粒 納めの 事 也。 今の 世 も 其 法に て 高 

と は 則 籾の 事なる が、 米 納めの 法と 成て 後 は、 高と 云 ふ は 粒の 事 也と 辨へ 知らぬ 人 も ある やうに は 

成た る 也。 さて 町畈 にて 下さる、 も斗斛 にて 下さる、 も、 民よ 6 其 調 貢 を 取る 理ゥは 同じ 事 也。 

〇 又 云 0 城府の 地 は 水 土の 宜に從 ひ 山川の 嶮を帶 、然 ふして 國 用の 通 を 量...^ 薪 草の 豊な るに 因る 云 
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索狗 
)、1 


P  、一命 


印 井 字の 如しと ある は、 御當 地の 御 

： を 出して 精し く 是を云 ふべ し。 


々a: 雜 


ま 干 f 


…士 


H. 、 

7  H 奪 ま 14.^ ヨリ 

、 、、院 ひ Oct ュ 寸&^ 

 ，！ J.  [ 


ョぉ 尺、、, 

、v ン秦 


秋口 鼓 書 4 が 十  一 ^ 

^0 故に 國を 三分して 又 一一 

城 取，^ よ 6 御國 中の 御耍ゅ 


十 ユ^ 


白！^ ョ. -院內 

六十 g 程 


一分す。 然る 則 は 三々 九に して 經界 I 

fa を 云 はれた る 事 なれば、 今 愛に 其圆 


力 平. J 


上 淀^ ヨリ.^ お 良 

ュ千 

真、 二 ，1 \  7 


右圆 形の 趣 は 茂 木 治具 旣に是 を 云 へ る 事に て、 國を 三分す ると は、 院內 よ.. -白澤 迄 六十 里程 ある を 

凡 二十 里 宛の 三分と したる にて、 院內 よ..^ 峯吉川 を 上の 二十 里と し、 上 淀川よ 6 眞坂迄 を 中央の 二 

十里とし、天瀨川ょ<^白澤迄を下のニ十里とせる也o さて 又 其 三分 を 又 三分せ る 事！： の 如くなる 0 

其 三分の 中央 大館、 久保 田、 橫手、 是を秋 田の 三 城と は 云 ふ 事 也。 さて 中央の 久保 田！ Z り、：：；^ を 地 回 

^^とは云ふ事也。 此地 回.^ の 三分 を、 古へ 御 代官と 號し、 引渡、 回 坐 を 始め 歷々 の 面々 御藏 高の 村 

々を 御預 6 致した るに て、 是な ，0 と 治具の 云 へ る は 誤 也 0 御藏 高 は御遷 封の 時よ 6 地 回 6 にの み 

有 6 たるに は 非ず、 仙 北に も下モ にも 有 6,?^ る 事 也。 地 回 6 の 三 4^ は、 圖の 如く 太平 山と 御城 下と 

御物 川と 三分せ る 者に て、 是 第一 の 御 要害な.^。 其譯は 本文に、 城府の 地 は 水 土の 宜に從 ひ 山川の 

嶮を帶 、然 ふして 國 用の 通 を 量 6 薪 草の 豊な るに 因る と あるに て 明かに 見 ゆる 事 也。 山川の 嶮を 

帶 ると 云 へ る 山は是 太平 山に して 東北の 後に 帶び、 川は是 御物 川に して 西南の 前に 帶たる 也。 然 

して 國 用の 通 を 量る と は、 仙 北、 湊、 久保 田へ 御物 川 通 船の 事 也。 薪 草の 豐な るに 因る と は 太平 山 

の 事に して、 其 山よ，. > は 薪 を 出し、 其 麓 鄕の野 谷地よ、 り は 葺萱、 称 を 出して 御城 下の 用 をな す。 是 

薪 草の 豐 なる 者 也。 地回，.^の三分は、仙北と下モの如く平地を三分せるには非ず、出川と御城下を 

以て 三分の 法に 稱 はせ たる は、 乙れ 政 光 主の 檢 地に 精し き 其 働き 也。 さて 久保田 回 6 の 中央 上 、、、に 

は 又峯の 山の 嶮 あ..^、 下せに は 又 三 鞍 鼻の 嶮 あ.^、 實に是 無類の 御城 取と 云 ふべ し。 一 國の 經界井 
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の 学の 如くに して 其 要 辔 を 堅 ふし、 然して 民. 富まし 地を實 にす るの- K 法 を 制する、 是を 井田の 法 

と 云 ふ 事と は 聞え た，.^。 获 生祖徠 などの 云 へ る 處も其 如くに 聞え て 、田地の 割、 り 方 を 井の 字の 如 

くす る 算用 合の 事に は 非ず と 云 へ 6.0 さて 一 國を 三分して 二十 里づ. ^とせる 事 は、 後の 民 德四品 

の條に 至て 引合せと なる 其 故 ある 事 あ 6,0 そ は 其條に 至て 云 ふ を 見る ベ し 0 

〇 又 云。 不變の 用 を 檢.. -校 ると は、 內 外の 六德を 以て 不變の 田 德を變 じて 然して 又是を 居え、 年々 變 

ずる 處の 生米 を 三年 平均の 法 を 以て、 年々 不變の 法と せる 事 を さして 云 へ る と 聞え た 6  0 內外 

の 六德を 以て 不變の ffl 德を變 じて 又是を 居え、 又 年々 變 ずる 處の 生米 を 、三年-平均の 法 を 以て 不鍵 

の 法と せる 其 法 方の 譯は、 其條に 至て 是 VJ 見るべし 0 其 地 粟の 實算に 至る と は、 其 地に 住める 民の 

さかん  さか， P 

物と する 粟數 を增 して、 實に する 算用 へ 漸くに して 至る と 云 ふ 意 也。 民 領を增 して 實 にす るに は 

內外六 德の法 を辨へ 三年 平均の 法な どを考 へ、 然 ふして 其 事に 至る 事 也。 爱らは $1 粒 納めの 法 を 

以て 云 へ る 事に して、 粟と は 則 叙の 事 也。 一 邑の 町畈、 斗斛の 高に 從て 以て； 真 法 をな すと は、 十 町 

順逆の 法 を 云 へ る 事に てヽ 一 邑四 田の 町 畈に從 て 其 法の 起る 事故 斯くは 云 へ る 也。 斗斛の 高と は 

何斛何 斗の 高と 云 ふ 心に して、 斗 代の 事 也。 斗 代 は 三百 步 一 反に 付 上田 一 石 五斗、 中 田 一 石 三 斗、 

下田 一石、 下田 七 斗で を お-" ま 字の 法に して、 何 拾 何 石な ど 多くの 數を 重ねた る 者に は 非ず 

して、 一 石五斗ょ.<^七斗迄の者なる事故斗石の高とは云 へる 者 也。 さて、 其 三百 步の法 を 以て 一 


邑の何 ぼ 町 にても 其 貢 法 を爲す 事故、 斗 石の 高に 從 ふと は 云 へ る 事な. り 0 夫、 赏地 制の 法 は 國を治 

め 天下 をお-にす る甚 た. 0 と 云 へ る實地 も、 地を實 にす る 制と 云 へ る審 にして、 上、.、 の、 地 粟の に 

A ご v、i  * 

至る と 云 へ るを受 たる 事 也 0  ^^^^實，ぉ、實地と云 へ る  は、 赏の算 、實の 地と 云 ふ 事に は 非す， - 赏 

ひ、 一 ーヾ】 

a など、 云 へ る 辭と问 例に して 、虚弱に 對 し實剛 なること なら。 實の 意に 取て は の 文 や： 聞 え か 

事 也 0 人よ く是を 思ぶべし 0 

〇 訂に 云。 本書に は 地 粟の 實算を 生ずと あ.. -。 然る時li、不變の用vl檢6校.，^て、其ために地粟の赏 

算が自 に出來 ると 云 ふ 意になる 事 なれ 共、 地 粟の 5t 用の 出來 たらん に は、 更に 又、 一 邑の 町贩、 斗 W 

の高に從て貢法を制する事を云ふに及ばぬ事^?3。 不變の 用 を 檢，. ^校ら て、 夫よ. 地 粟 を 赏に する 

算用に 至，.^、 其 貢 法 を 制する と 云 ふ 事に 非ず して は 聞えぬ 事 也。 故に 生 は 至の 誤..^ ならん と斯く 

は改めた..=^0 

〇 又 云。 本書に は 禮儀を 治る に 暇 あらず、 而 して 暖飽た 6 と雖と ある 車 なれ 共、 禮儀を 治る に 暇 あら 

ず、 鱧 儀 之れ 治らず 而 して 暖飽. ^6, と雖 云々 と、 禮 儀の 治らず と 云 ふ辭を 再 返して 云 は ざれば 調 は 

ぬ處 故、 しか 是を補 ひ 4^6  0  . 

〇 又 云。 敎 なき 則 は 禽獸に 近し と あれ 共、 上に 禮儀 これ 治らず、 して 暖飽た 6 と雖と 、数の 無き 趣 

意 を 云 ひ 出した る な れ ばヽ其 敎 鉦ー き は 斯禽獸 に 近し と、 期れ の 一字 を 以 て 一 て 云 ふべき 處 なれば 斯 
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く は 改めた， 90 

〇 註に 云。 三年 耕して 一 年の 食 あ， 9 と 云 ふ 一 段は禮 Si の 王制 以應 の篇を 引て 云 はれた る 事に して、 

政 光ぬ しの 田 法 を 制された る は是を 眼目と する 處 にして、 上に、 地 を實剛 にす る 事 を 述られ 力る も 

是 な..^。 三年 耕して 一 年の 食 を 得る 法 方の 事 は 後に 至て 是 を 見るべし。 さて 三十 年の 通と は、 三 

十 年 通計す る 事 也。 九 年 耕して 三年の 食 あ 6 と 云 へ る なれば、 三 九の 二十 七 年に して 九 年の 食 あ 

る 事 也 0 故に 又 三年に して 一 年の 食 あ 6、 されば 三十 年 通計して 十 年の 食 ある 事な.. 民に 菜 色な 

しと は靑き 色の 事に して、 飢 たる 色な しと 云 ふ 事 也。 . 

〇 又 云。 然れ 共、 民の 衣食 充滿 する 則 は 貴賤の 等分 限の 宜を失 ふと ある は實に 然る 事に て、 國を 治る 

者は此 意味 合 をよ く 心得べき 事 也。 是を 以て、 最初 是を 耕す に 五十 畝よ， 9 百 畝に 過ず と ある 。五十 

畝 は 唐土の 事に して 夏 后 氏の 制 也。 百 畝 は 又 周の 制 也。 如レ此 する 則 は 井 地 均く 田 を受 ざ るの 家 

なしと ある。 井 地と は 上に 圆 せし 如き 一 國 中の 經界の 事に して、 則 一 國 中の 民、 いづ M に 居る 者 も 

田 を 持ざる はなしと 云 ふ 事 也。 さて 其 如く 田 を 持ざる 者 無して、 而 して 先王の 道に 從 ふべ き 者 也 

とな. さて 一 人の 田地 五十 畝 百 畝に 限る 制め とせし は、 人力に も 限 6 の ある 者 なれば、 力に 餘る 

事に て は 手 入も屆 かずして 實 取らに 不足の 出る 事 も ある 也。 人力 あま.^ ある 時 は、 手 入 もよ く屆 

き 實取も 多く ある 事 也。 又 餘らず 足ず して 貴賤の 等分 限の 宜を失 はざる 處を 肝要と し、 又民殘 6- 


なく 田 を 持て 不同の なき 樣に する、 是 兆民 を 子と する 處也. - 今の 世 は、 水吞， ^百姓と 云 ひて 田 をば 

持たぬ 百姓の 多く ある 事 也。 人よ く：：：， 一 を 思 ふべ し。 

〇 訂に云 Q 本書に は 五十 畝 を 五 畝と ある は 落 字に 疑 ひなければ 補 ひた.. 又 田 を受 ざるの 家な しと 

云 へ る處 も、 再 其辭を 返し 而 してと 受て云 ふべき 處 なれば、 返す 離の 落た る 者な らんと 是を補 ふ 0 

又 先王の 道に 從ふ者 也と あれ 共、 可レ從 者な りと 云 ふ 意に 辭を 副て 聞くべき 處 也。 云々 して 先王の 

道に 從 ふに 成る 事 也、 と 云 ふ 意なる 者 ど。 

〇檢 地 祕傳內 外 六 德の辨  . 

0 外の 三 德附て 十二 品 

〇 註に 云 0 黑澤道 家の 覺 書に 據て考 るに、 內外六 德は織 田家 古 傳甞の 法に して 是を政 光 主の 取り 用 ひ 

られ たる 者と 兑ぇ 力，. 此六德 は 實に是 免 を 剪る 肝要の 法 也 0 精し く は 次々 に 云 ふ を 見て 知る ベ し 

〇 又 云。 外の 三徳と は. H 川 野の 三 德を云 ふ。 又 一 德每に 上中下 下の 四 品と す。 故に 三 四の 十二 品 也。 

〇 山の 德四品  ， 

<1 上德  •  . 

薪炭 豊に秣 ^深く、 是を納 るに 民力 を勞 せざる 則 は上德 とす。 上なる 時 は 上田に 准ず。 
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〇 註に 云。 薪炭餘6.有て豊に、馬にかふべき草も又多く有て、是を取..^入る、に辛勞もなき時は上德 

とする 事 也 0  .  . 

〇 又 云。 山の. は 日用の 雜木を 主として 云 へる 事に て、 松 杉 及び 諸 材木 迄の 事 を 云 へる に は 非ず。 

さる 餘勢 ある をば、 又是を 一 德 として 加 免の 法に 用 ふる 事 也。 精し く は 加 免 五箇の 傳を 見て 知る 

べし。 又 山 は 鄉山を 云 ふ、 一人 限.^ の賦 人山 を 云 ふに 非ず。 又、 政 光 主の 遺言に も 山林の 備崩 すべ 

からざる 事 を 云 はれた.. 今の 世 は 山林の 僮 を 崩した る 事 多し。 其  一 二 を 云 は -鄕 山を賦 人山と 

し、 雜木林 を 杉林と 變 じたるな ど 也。 其 外は是 に准じて 知るべし。 されば 今の 檢地は 又 此心を 得 

てヽ 山の 備を 古に 復 すべき 事 肝要 也。 只德を 分け 定 るの みを儉 地の 法と 思 ふべ からず。 

〇 訂に 云。 本書に は秣耘 深し と ある 事 なれ 共、 転 は クサ キ , と訓 みて 田の 草 を 取る 事なる を、 称 転と 

つ.： i 

云ふ辭 有るべき 事に 非ず。 耘は^^の寫誤なるべし。 ^は字書に草也とぁ.^、故に称$^と改め.^^.^0 

ム中德 

草木 あ 6, と雖、 是を納 る V に 民力 勞 する 時 は中德 とす。 中なる 時 は 中 田に 准ず。 

〇 註に 云。 上 德には 炭 迄 も 云へ..^、 是 木の 多く ある 故 抱。 中德ょ 6 以下 は 炭の ま を 云 はざる は、 是木 

の 多から ざる 故 也。 され ど 中德は 少なし と 云 ふ 程の 事に は 非ず、 只 是を取 入る 、、に 民力 を勞 する 

のみの 事 也。 草 も 又是に 同じ 0 


<1 下德 

木 稀に して 萱、 葦、 荻、 萩 多き 則は是 を下德 とす。 下なる 則 は 下田に 5^ ず。 

〇 註に 云。 木は最 稀に 處々 に 有て 林 をな さ、 る 意 也。 又萱、 葦、 荻、 萩 多し と 云へ るに て？ Of の 少なき. 

を 知るべし。 故に 是を取 入る、 に 民力の 勞 多き 事 も 又 知るべし。 故に 是を 下德 とす。 

A 下德 

草木 共に 微 にして、 是を納 るに 甚 難き 則は是 を 下德 とす。 下なる 则は下 m に 准ず。 

〇 註に 云。 草木 共に 微 なると は、 « 少なく して、. 共 無き が 如くなる 意 也。 故に 是を取 入る 、に 民 

カを勞 し、 旣に辨 用 をな し 難き 也 0 故に 是を 下德 とす。 

右山の 德 たる 者 は 草木 也。 もし 草木の 枝條曲 古なる 則 は、 其 地^に 風の 强く 吹き 常る^ を 知る ベ し。 

又 高山に 從る地 は 虫と 霜の 愁 あり。 然共 又、 出澤に 離る.^ 時 は iGj 木の 用 を 缺く。 故に 共 中間 を 校.^ て 

以て 其 制 を 爲す者 也。 古 傳は三 品の 法なる を 是に仍 て 四 品に 配す。 

〇 註に 云。 山の 德 たる 者 は 草木なる 事 は、 撿地 大意の 本文に も、 城府の 地 は 薪 草の 豊な るに 因る と あ 

る 事に して、 民 居の 地 も亦是 に准じて 知るべき 事 也 0 然して 其 草木の 枝 曲 6. 屈. 0 年 古. 0 力 る 如く 

見 ゆる は、 風の 强く當 る處と 知て 其 心得すべし。 又 高山に 近く 從 6 力る 處は^ 木 は 多：^ れ共、 風よ 

く 吹き 透さぬ に 付て は 虫 生じ 易く、 又陰氣 深き に 依て 霜の 早く 下るべき 事 を 知て 其 心得 あるべし 0 
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山の 德は 草木の 多少に 依る 事に は あれ 共、 夫に 付ても 亦 一 得 一 失の ある 事 なれば、 よく 心 を 用 ひて 

其德を 分ち 定 むべき 事 也 0  •  , 

〇 川の 德四品  J 

上德， 

堰水を 田地に 微 いで、 然して 水の 溢る、 狭な き 則は是 を上德 とす。 上なる 則 は 上田に 准ず。 

〇 註に 云。 川よ.. > 水 を堰き 上て よく 是を 田地に 微ぎ 入る ベ く、 然して 其 水 溢れて 田地 を. Jjjl ふ 患 もな 

き 也。 故に 是を 上德 とす。 

<1 中德 

堰水を 田地に 溉 い で 、是を 治る に 民力 を勞 する 則は是 を中德 とす。 中なる 則 は 中 田に 准ず。 

〇 註に 云。 上德と 中德の 本文 を 引合せて 其 意 を 知るべし。 上 德には 水の あ ふる、 殃 なき 事 を 云て 民 

力の 勞 する 事 を 云 はず、 中 德には 水の あ ふる、 事 を 云 はずして、 治る に 民力 を勞 する 事 を 云 へ .^。 

是上德 は、 水の 溢る \ 事な きに 依て 民力 を勞 せざる 也。 中德 は、 水の あ ふるく 事 あるに 依て 是を治 

るに 民力 を勞 する 也。 斯る 事に、 政 光 主の 意 を 用 ひられた る此 書の 文法 あ. ft^o 人 又よ く 意 を 用 ひ 

て是を 見る ベ し 0 

ム下德 


流水 地に 虐 する 則 は 洪水 村里 を 浸す 事 も あ 6 と 云 ふ 共、 よく 薪材を 運 流す る 水勢 ある 時は是 を 下德と 

す。 下なる 則 は 下田に 准ず。 

〇 註に 云。 是は 水の 多き 方に 過て、 流水の 地に 虐 する 時には 洪水と 成て 村里 迄 も 浸す 事 も ある なれ 

ど、 薪、 材木な ど を 出しす るに， J^i しき 水勢 なれば 是 を下德 とする SS- 也。 さて 上 德は水 あ ふる.^ W 

なき、 是 多から ず 又 少なから ざる 也。 中 德は旣 にあ ふる、 1:$ 有て 稍 多き 方に 至.. -、 下 3^ と 成て は洪 

水 村里 を 浸す 事 も 有て、 是 水の 多き 方に 過ぎた る 也。 是を 上中下 三徳の 分れ 目と す。 

〇 訂に 云。 此段は 本書の 寫 誤なる ベく、 本書の 儘に て は 聞え かぬ る 事 あれば、 予が 考按を 以て 訂正す 

る處 也。 流水 地に 虐し 洪水 村里 を 浸す と 雖と云 ひて は、 洪水 は^に ある 事の 如く 問えて 如何が 也。 

故に 流水 地に 虐 する 時 は 云々 と 補 ひ ^..=-。 又 草木 運 流と ある。， 運 流 は 舟に て 運送な どす る _ ^と は 

聞えず、 水勢に 乘 じて 其 物 を 川 流しに 流して 運ぶ 事と 聞 ゆる なれば、 草木の 草 は 常らず。 草 を、 さ 

る 事して 流した らんに は 皆散亂 して 失せ 果 べき 者 也。 されば 草木 は 薪 材の寫 誤な らんと 忍 はる。 

此段は 凡て 水勢の 强 きを 以て 云 へ る 者 なれば、 其 意 を 受て考 る 時 は、 薪材の 、澤 出し を云 へ るに 疑 ひ 

無き 事 也。 故に草木を薪材と改めた，.^。 此 二字、 かく 誤らず 共 云 ひ 難き 形なる を も 見るべし。 

〇 註に 云。 此下德 の 地 をよ く考 るに 其 水上 へ は 遠く、 然 ふして 其 川 へ は 近く、 且 低き 土地なる べし。 

故に 洪水の 患 ある 事 也。 又 水上へ は 遠き 故に 薪 材の運 羞に其 用 ある を 知るべし。 薪材述 流の 事 は 
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上中下 下の 四德 共に 必 なしと に は あらね ど、 運 流に 其 用 ある 下 德に是 を 云て、 外 三德の 事へ も掛て 

知ら しめたる 者 也。 是らの 事 も、 简古 にして 其 意 を 活用 かした る此 書の 文法 也。 

〈下德 

川 流 ありと 雖；^ 水に 曳 入る、 事 能 はずして、 堤 封に 從る 則は是 を下德 とす。 下なる 則 は 下田に 准ず。 

0 註に 云。 水 元の 事 は川掛 6 を 第一 とする 事 也。 さて 此下德 に 至て は、 其 川 水 を壞 水に 曳 入る 、事 

能 はずして 堤掛. ^と はなれる 也。 又 堤に も 大小 有て 其 大小に も 得失の ある 事 なれ 共、 詰る 處は大 

小 共に 損害 あり。 封と は 大きく 築 立た る 堤の 事に して 常に は旱 損の 患 も 無 けれ 共、 鬼 角 溜 水の 事 

なれば、 大旱に は 又 必其患 ある 事 也。 堤 は 小坡の 事に して 旱 損の 患 は 常の 事 也。 さて 堤卦 共に、 川 

掛 6 の 如く 流水の 溢る V 患 はな けれ 共、 旱 損の 患大 いなる 事 なれば 是を 下德 とする 事 也。 さて 此 

下 德は、 田地 へ は 其 川 水 を 用 ふる 事 能 は ざれば 川の 德とは 云； 3 難き 事 なれ 共、 川 流 ありた らんに は 

假令 田地に 其 水 を 用 ふる 事 能 はず 共、 薪 材の運 流と か 何 か、 一 村に 取ての 德 少し は あるべし 0 且堤 

は 則 川の 代 6. なる 者 故 川の 下 德とは 云へ る 者 也。 

右川の 四 德は其 水の 損益 を 勘 ふべ し。 地は是 水の 趣く に從て 耕地 をな すと 雖、 大流は 水の 溢る、 愁ぁ 

り、 大封は 常の 旱损 はまぬ がるれ 共、 陂 堤は總 て是旱 損の 患 あ..：： No 故に 水 土の 分量 を 以て 四 德の淺 深 上 

下の 品 を 分け 定む。 是も亦 古法の 三 品に 仍て四 品に 配す。 


〇 註に 云。 此 川の 德は、 前後なる 山野の 德とは 差へ る 事 あ 6。 そ は 如何と 云 ふに 出の は 草木 也、 野 

の 德は嵐 也な ど 云 へ るに、 此 川の 德に はさる 事 を 云 はずして、 川の 四 德は其 水の 拟益を 勘 ふべ しと 

云 へ る。 是に其 故 ある 事に して、 川の 德は 水の 多少に 依て 田 德に投 益の 生ずる $ 故 、共 水の 多少 を 

知て 其 a 益 をよ く 勘 ふべき 事 也。 さて 田地 は是 水の 趣く に從 て：：；^ を ii く 一 ひなれ 共、 其 水 多き 呤は 

あふれて 水 損の 愁 あり。 是川掛 りの 愁 なれ 共是を 中德 下德 として、 總ては 川 掛.. -を 善と す。 堤掛 

, ^と 成て は、 大封は 常 體の旱 損 は 免 かるれ 共 大旱に 至て は 免 かる \ー^ 能 はず。 大封 だけに は 其 水 

掛，. >  の 田地 も大 いなる 事 なれば、 其掛 も又大 いなる 事 也 0 小 堤 は 其 損 は 小さ けれ 共 其 旱損は 《吊の 

事 也。 されば 陂堤は 大小 共に 下. 德 とする 事 也。 さて 川掛 6 と 堤掛. 0 と、 水の 多少 分れ 目 は 斯の如 

き 事 なれ 共、 川掛. ^にも 堤掛 6, にも、 其 水の 分量に 依て 其 田地の 分量 勘 あるべき W 也。 四 德の淺 深 

と は 其 水の 多少の 事に して、 多少の 分量 定 6 たる 水に も 又 其 用 を 成す と 成ざる 15^ ある は、 其 m 地の 

分量に よる 事 也。 

〇訂 に 云。 本書に 大封は 常の 狭 を 保ん ずれ 共と 有て、 其 意 は 上に 註せ る 如く、  體の E?. 損 は 免 かるれ 

共 大旱に 至て は 免 かるく 事 能 はざる なれば、 陂堤は 大小 共總 て是旱 損の 患 あ. 0 と 云 ふ 意なる 事故、 

其ず： を 得て 聞え 易く、 常の 旱損は 免 かるれ 共と 改め， {^60^ の效を 保ん ずと は 鬼 角 開え にくき 辭也 

〇 野の 德四品 
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〇 註に 云。 此 野と 云 ふ 事に 先 云 ふべき 事 あ. rNO 抑 山川 野 三ッの 道理 は、 山冇て 然して 川 あ. CV  、川 有て 

然して 後に 野 ある 事に して、 其 野 は則是 耕地なる 者 也 0 其 野の 上德 なる 者 は 早く 田 畠と 成て 田 畠 

と極.，^、下德の、田畠と成すべからざる土地のみ空野と成てぁる事故、人は只其空野のみを野と、、ー 

得、 田 の ある 土地 をば 野と は 思 はざる 事 也。 耕地 は是 野なる 事 を 心得 ざれば、 此 野の 德の事 を 

へかぬ る 事 也。 尙其理 次々 に 云 ふ を 見るべし 0 

〈上德 

十 肥て 夏の 麥、 秋の 梁 を收 め、 是に次 r に 雜穀を 以てする 則は是 を上德 とす 0 上なる 則 は 上田に i ず 0 

〇 註に 云。 粱は あはと 訓て稻 穀の事 也。 夏の 麥、 秋の 梁と 並べ 云へ る 其 故 は、 此六 德の辨 一章の 末 文 

に、 弘 仁の 制： 炭の 麥を 取る 事 正稅の 如しと ある 如くに て、 古の 貢 制 は麥と 稻穀を 並べ 取れる 者なる 

よ 6 の 事 也。 さて 夏の 麥、 秋の 梁 をも收 るに 宜く、 又雜 穀を收 るに も宜 きょし 也。 雜穀は 貢に 取ら 

ぬ 古制 故、 其 雜穀は 民の 餘德 として 云 へ る 事 也。 故に 此 野の 德を末 文に、 野の 德は畠 也と 云 へる も 

是に 係れる 事 也。 さて、 麥も梁 も 雜穀も 皆 共に 收 るに il:! しく 是を 野の 上德 とせる を 以て、 旣に云 へ 

る 如く、 野 は是則 耕地なる 事 を へ 知るべし。 

<1 中德 

諸 菜 多くして 雜穀饒 なる 則は是 を中德 とす C 中なる 則よ， 中 田に おず 0 


〇 註に 云。 諸菜とは野菜物の事なるが、其野栾物は^1に植人手にて作る物もぁる1$なれど、«は人手 

にて 作れる を 云 ふに は 非ず。 自然 生の 野菜 物の 事 也。 諸 菜 多く 雜穀饒 なるよし を 云へ る辭 によく 

心 を 付て iJ? ふべ し 0 自然 生の 物なる 故に 多し と 云 ひ、 人手に て 作れる. ME 物なる 故に 饒 也と は 云 へ 

る 也。 自然 生物と 人手に て 作る S 物と、 ニッ 並べ 出して 云 へ るに共用ぁる^$にして、ぃ>1则餅地野の 

德の 上下 分れ 目 也。 抑 野の 德は 土の 肥^に ある 事に て、 是を四 品に 分け 定 るに、 田と ft と 多少の 分 

量 を 以て 計，.^ 定る法 ある 事 也。 上德は 土の よく 肥た るに 依て 田 は 多く、 其 分 S に應 じて.：： W も 又 民 

用に 足る 丈 は ある 也。 中德と 成て は 土の 少し 劣 6.^ るに 依. o、 其 野 皆々 は 田 畠と 成らず して 諸 菜 

の 自然 生ずる 地 も ある 事なる が、 中德 丈に は、 土 さの みの 劣らに は 非ざる 故、 諸 菜よ く 生じて 多 

き 也。 上德は 土の よきに 依て 多く 田 畠と 成 6、 諸 菜 を 生ずる 地是 少なき 也 C 又 中徳は 十の 劣れる 

方に よ 6、 田 畠の 分量、 上德 よ， 0 は 田 少し 減じ 畠 は 少し 增す事 也。 故に 雜穀饒 なる 方と なる 1$ 也。 

是其地 自然の 勢に よる 事に して、 人力 を 以て 强べ からざる の 妙 處也。 尙田白 E 分 1>| の 法、 後に 至て 精 

しく 云 ふ を 見る ベ し。 

〇 又 云。 野菜と は 食用と なる 草の 事に して、 野に 出て 摘み取る 故 野菜と は 云 ふ 事 也。 人 は $s に 口に 

は 野菜と 云 ひつ \ も、 然る 事共 心 付ず して 居る 事 ど。 又是を 雅言に は 只に 菜との み 云； 5、 其 若 やか 

なる を 若菜と 云 ふ 事に て、 歌に も 「君が ため 春 野に 出て 若菜つ む 我が 衣手に 雪 は 降つ ko」 など 讀 
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る是 也。 然る を 人 は 又、 此菜 また 若菜と 云 ふ を、 彼の 蕪の 葉の 事 を 云 へ るとの み 心得 居る め り、 是 

大 いなる 誤. ^也。 蕪の 葉 を 常に 菜と 云 ふ は、 燕 は 殊によ く 野菜に 用 ひらる.^ 事故、 是を 主に 取て 菜 

と は 云 ふ 事 也。 是らの 事 を も 心得 置べき 赛ど。 爱の諸 菜と 云へ る も是を 以て 知るべし。 

〇 又 云。 此中德ょ..^以下化稻の事を云はぬに依て、野の德には田の事は係らぬ事と思ふ人もぁるs^ 

なれ ど、 そ は 誤ら 也。 稻の事 は 上德に 云へ るに て、 跡 は 省きて 云 はぬ 者 也。 但下德 に穀を 生ずる 地 

少しと 云 ひ 下 德に穀 を長ぜ ずと 云 へ る、 是稻穀 と 雜穀と を 兼て 云 へ る 者 也。 又 末 文に 至.^ 皇の分 

量 を 云 へ るに、 四德 共に 田の 何分 一 と 云 へ るに て 田の ある 理，. ^明かなる 事 也。 

<1 下德 

穀を 生ぜし むる の 地少き 則は是 を下德 とす。 下なる 則 は 下田に 准ず。 

〇 註に 云。 稻を 始め 總て穀 を 生ぜし むる の 地方 少なき 也。 是中德ょ<^は土の劣れる事知るべしQ 

〈下 德 

士淺 くして 穀を 長ぜ ざる 則 は是を 下德 とず。 下なる 則 は 下 W に ？#ず0 

〇 註に 云。 上德に..Kの肥カるi^を云ひ中德下德には土の事は云はざれ共、此下德に至<^土の淺きを 

云へ る を 以て、 中德 下德と 次第に 土の 劣れる 事 知るべし。 土の 淺きは 則 瘠た る 也。 故に 稻を 始め 

總 て 穀を 長ぜ ざ る 事 知る ベ く  、 又 長 ぜ ざ るの み ならず 生ぜ しむる の 地 も 少なき 事 を 知 る ベ し。 


右 野の 德 たる 者 はお s 也。 其 S は 田の 五分一 に 當る則 は 民 用 S なわ〜 是を 上徳 とす。 又 田の 六 分  一 . ^は 

四 分 一 に 當る則 は 其 用餘 6 なし。 是を 中. おとす。 又 田の 七 分 一 或は 三分 一 に 常る 則 は 共 川 足らざる： is. 

あ 60 是 を下德 とす。 又 田の 八 分 一 或は 二分 一 に 當る則 は 其 用 を 缺く  0 是を 下德 とす。 

〇 註に 云。 抑 愛なる 田 白 E 分量の 法 は、 此六德 一章の 末 文に 公田 私 田 を 分けて、 一 夫の 耕す 處 W 三 反、 

畠 三 反、 二 夫に は 一 町 二 反と ある。 此 公田 私 田の 合數 一 町 二 反よ.. >  起れ る isJI^O さて 此 一町 二 反 

は 田 六 反、 畠 六 反 也。 是則 田の 二分 一 下德 なる 者に して、 此下徳 よ 6 分 6 出した る 法 術 也。 古今の 

輩此 事を辨 へ 知らざる なれば 今 先 其 法 術 を 左に 出し、 然して 其 註說を 精く 云 ふべ し。 

公田 私 田 一 町 二 反 田 畠 分量の 法 

二 一田 1 ハ反  tlLi§15  W り 一 田 一町 五 畝 

Tt  _  "^一  畠 六 反  T お パ<^ 畠 一反 五 畝 

下. W ぶ三&  一  m は！^  f.s^f  一  一  町 二 ^八 六 

1 ノ t ー尸ノ 帛四反  七^  一  a 一  反七畝 一 四 

.R> お； し WK^J 一  田 九 反  しヽ， >1- 1 田 一町 

ヰ, せに タ 畠 一一 一反  中&丄ノ,スー^:2ニ5 

h 3 E ^3 一  田 九 反 六： fi 

右田 の 分量 は此法 術の 根本 なれ 共、 是は 古法 三 ぼ 六十 步ー 反の 一 町に 付ての 法なる を、 今の 三 ぼ 

步ー 反の 町 反に 直して 一 町 二 反と せる 者に て、 此步數 は 三千 六 百步也 さて、 是を 今の 一 町に 付て 

の法とする時は步數は三、干步と成る^?^故、古法三千六ー白步に付其軿夫ニ人とせる：^なれば、；ニ干步 
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だけに 耕 夫 も减ん ずべき 事なる を、 當制は 一 町の 三千 歩に 付、 其 耕 夫 は 古法の 如く 二人と せる 也 0 

是には 故 ある 事なる が、 後々 に 至 6 其 云 ふ處を 見て 知るべし。 さて、 養 民の 法 は 古法 三千 六 百 歩の 

一 町に 付 六 人の 法なる を、 是も又 今の 三千 步の 一 町に 付き 同く 六 人の 法と せる 也。 田 畠 分量の 法 

は、 此養 民の 用 をな すと 缺 くと による 事なる が、 其 分量 を 制する に 町-反 を 以てする 時 は、 田 畠に は 

上中下 下の 四 品 有て 其 生米に 多少の 差 ひ ある 事故、 上中下 下 平均の 法に 非ず して は 養 民の 法 をな 

し 難し。 其 平均の 法 をな すに は 高 を 以てする 事に て、 高 十 石に 付 養 民 六 人に 當る事 なれ ば、 其 高 十 

石 を、 上に 出せる 町 反 分量の 法に 據て 制する 則 は 左の 如し。 

二,^ r, 一  田 五 石  IF  .Is 人 ,^3 一  田 八 石 七 斗 五 升 

7 も I  ^ 畠 五 石  タ 畠 一石 二 斗 五 升 

F おお 三ケ 1 田 六 石 六 斗 六 升 七 合  u- き ヒ\0 一  田 八 石 五牛 七 升 一 合 

1 力 > ^ニ^ 畠 三 石 三 斗 三 升 三 合  「$»v<^ 畠 一石 四 斗 二 升 九 合 

faii^^a 一  田 七 石 五斗  .p§」、t^r> 1 田 八 石 三 斗 三 升 四 合  • 

ゆ ハカ 皇ニ石 五斗  ゆ viNA 刀 畠 一石 六 斗 六 升 六合 

丄徳 五分 一 畠 二 石 

右高 十 石の 田 分量 は、 町 反の 四 田 平均 一 町 三千 步の 法に 當る 乙と 也。 さて 此上德 五分一 の 法と、 

下德 二分 一 の 法、 下 德八分 一 の 法と を 以て、 民 用の 豊 なると 其 用 を 缺 くとの 算術 を顯 はして 是を示 

すべし。 上德 五分一 の 田 高 八 石なる 則 は 此民領 高 は 二十 四 石 也。 高 は 田よ 6 出る 粒 高の 四 分 一 を 

取る 法 故、 民 領は四 分の 三に 當る 事な 6。 故に 是三 八の 二十 四 石 也。 さて 是は 粒なる 事 ゆへ、 六の 一 


出 米を乘 じて 此米 十四 石 四 斗 也。 此養民 六 人の、 扶持米 定法の 一 日 一 人 五合と して 十 石 八 斗な わ 

ば、 三 石 六 斗の 餘.^ あ. 00 是 民用豊 なる 也。 又 昌高ニ 石なる 時 は、 此民領 高 四 分の 三に て 六 石 也。 

是に 六の 出 米を乘 じて 三 石 六 斗なる が、 是六人 一 家內の 入用、 大小 豆、 、又は 大根、 蕪な ども 此石 

高へ 見込むべく して 民 用の 豊 なる 處也。 扱下德 二分 一 の 田 高 五 石なる 時 は 此民領 高 四 分の 三に て 

十五 石 也。 是に 六の 出 米 を乘 じて 九 石 也。 されば 六 人の 扶持米に も 足らず、：： 民 用 を 缺く處 也。 

其下德 二分 一 の 畠 高 は是に 同じく 九 石の 出穀 なれば、 高 を 以て 田 高の 補 ひとは 成る 事 なれ 共、 田 

高の 用 を 缺くを 以て 此を 下德 とす。 又 下 德八分 一 の 田 高 八 石 七 斗 五 升なる 時 は、 此民領 高 四 分の 

三に て 二十 六 石 二 斗 五 升 也。 是に 六の 出 米 を乘 じて 十五 石 七 斗 五 升 なれば、 田 高に 於て は 上德ょ 

..^Tp 尙 餘.. >  は ある 事 なれ 共、 白 S 高 は 一 石 二 斗 五 升なる 時 は、 此民領 高 四 分の 三に て 三 石 七 斗 五 升な 

是に 六の 出 米を乘 じて 二 石 二 斗 五 升 なれば、 六 人 一 家內の 入用、 大小 豆、 荏、 又は 大根、 蕪な ど 

の 見込 迄に は 足らぬ 事に て 民 用 を 缺く。 但田 高の 餘りを 以て 畠 高の 補 ひとはなる 事 なれ 共、 わ S 高 

は田高ょ.，^は大 い に 輕税の 法なる 者に して、 田 高よ 6, 畠 高に 民の 得分 ある 事 也。 野の 德は § 也と 

云 へ る も此故 也。 古は畠ょ..^調貢を取らざる事なるを後には取る事と成ても、取らざる古法にな 

ら ひて 輕稅と はせ る 事 也。 然る を 其 畠に 民 用 を 缺く事 あ..^、 故に 是を 下德 とす。 中 德四分 一 の 法 

は、畠高に餘<^ぁれ共田高には餘.^なしo 中 德六分 一 の 法 は 、田 高に 餘.^ あれ 共 高に は餘 なし。 
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下德 三分 一 の 法 は、 畠 高に 餘り あれ 共 田 高に 足らざる 事 あ，.^。 下 德七分 一 の 法 は、 田 高に 餘 6 あれ 

. 共 白 2 高に 足らざる 事 あ. >0 そ は、 予 が今算 せる 上德、 下德の 法に 淮 じ自算 して 辨へ 知るべし。 但此 

算術 は、 表の 法 三百 步ー 反の 石數を 以て、 早く 其 法 術の 理を 示せる 也。 別に 又、 當制裡 の 法 四百 步 

一反の 算術 あり。 そ は 後々 に 至. o、 予が云 ふ 處と算 する 處を 見て 辨へ 知るべし。 さて 田 畠 分量の 

法 術、 今爱に 精し く 予が云 へ る 如き 事 は 人の 辨へ 知らざる 事 なれ 共、 此法 方の 片端 は 民間に 傳 は..^ 

殘て、 百 石の 高に 二十 石の 畠 高 は 無くて 叶 はぬ 事 也と、 民の 口に は 今 も 云 ふ 事 也。 是 則上德 五分 一 

の 法なる 者 ど。 人よ く是を 思へ かし。 

〇 又 云。 野は是 耕地 なれば、 其 德は第  一 土の 肥 瘠に よる 事 也。 故に 四 品の 分れ 目 を 云 へ るに、 初めは 

土の 肥 瘠 を 以てせ..^。 され ど 只 土の 肥 瘠の み を 以てする 時 は 田の 德と 同じ 事 也。 故に 又 田 畠 分量 

の 法 を 以て 其 土の 肥 瘠 を 運動せ しめ、 是を 野の 德の 用と する 處 也。 土の 肥 瘠 を 運動せ しむる と は、 

肥 土 は上德 なれ 共、 田 高 畠 高の 分量に 依て 又中德 共下德 共なる 事 也」 瘠 土の 事も是 に准じて 知る 

ベ し。 

〇 又 云。 中 德の事 を 始めの 條に 雜穀饒 なりと 云； 5、 末 文に 至て は、 其 用餘. - なしと ある 事に て 紛ら は 

しき 樣な るが、 是は 上に も 云 へ る 如く、 中 德は畠 多く 成る に 付け 雜穀 は饒 なる 事 なれ 共、 田 は少き 

に 依て 米に は 除 6 なしと 云 ふ 事 也。 又 田 は 多く 畠 少なければ、 米は饒 なれ 共 雜穀餘 り 無しと 云 ふ 


事 也。 是 をよ く辨へ 置べ し 0 

〇 又 云。 茂 木 治具、 此 五分 一 、四 分 一 、三分  一、 二分 一 とぁるを、五斗、四斗、三斗、ニ斗の^1斗代の冇7な 

と 云 へ る は 笑 ふべ し。 五分 一 、四 分 一 と ある を 五斗、 四 斗の 事と 見ら るべき か は C 治具が 御 格式 

の 事 を 云 へ る、 總て斯 くの 如き 車 多し。 云 ふ も 中々 うるさければ 多 は 云 はず、 人 彼が 誣設に 惑 はさ 

る k 事な かれ。 

〇 內の三 德附て 十二 品 

つ 註に 云。 內の三 德とは 居 村民の 三 德を云 ふ。 一 德每に 上中下 下の 四 品と す、 故に 三 四の 十二 品 也。 

さて 愛に 先、 此居 村民 三德の 要旨 を述 ぶべき 事 あ..^。 此三德 は 共に 皆： 11： く 居 處の蔡 にして、 其 1^5 處 

に 付て は 人に 便利 不便 利の 事 あ.^。 さて 居と 云 ふ 則 は 百姓に 限らず、 一 國の 諸人に 付て 便利 不便 

むらる 

利の ある 居 處の事 也。 村と 云 ふ 則 は 百姓に 限て 住むべき 村 居の 事に して、 夫に は C^ISJ に i: て 便利 

不便 利の 事 あり。 民と 云 ふ 則 は 百姓の 身分に 付て、 上 へ の 勤めに 便利 不便 利の ある K 處の 事なる 

が、 民の 勤め は 貢物 を 運送して 上 へ納 るに ある 事に して、 其 運送す る 道路に 便利 不便 利の 事 あ.. ^0 

されば、 同じ 居處の 便利 不便 利に も 此三品 ある 事 也。 故に 此內德 三 品の 道理 は、 冇て 然して 村 あ 

ら、 村有て 然して 後に 民 ある 事に して、 民 一 年の 行事、 貢物の 送に て 盡る者 也。 又此 道理 は、 外德 

三 品の 山 有て 然して 川 あ P  、川 有て 然して 後に 野 あると 同じ 事に して、 其 野 は又是 耕地なる 者-なれ 
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ば、 山川の 德も皆 耕地の 用なる 者に て、 其 用 耕地に 至て 盡る者 也。 此 道理 を 早く 辨 置べ し。 

〇 居の 德四品 

A 上德 

牲來 繁多の 驛是 を上德 とす。 上なる 則 は 上田に？ ^ず。 

〇 註に 云。 一 國の內 、民 其 居處に 依て 田 畠の 外に 利德を 55 る、 是を 居の 德 とす。 さて 居の 德は、 驛場 

を 一 の目當 として 四 品に 分け 定る 事なる が、 其驛 場に も 又 上中下の 品 ある 事 也。 爱に云 へ る驛場 

は 其 上品に して 則 御城 下の 事な.^。 中 德に驛 廳と云 へ る は 訟を聽 く 役屋の 事に して、 其 役 屋迄も 

ある 驛場 なれば、 是御 城下に 次る 驛 場なる 事 知るべし。 下 德には 衢驛と 云 へ る は、 只往來 一 通. 0 の 

驛場を 云へ る 事 也。 是役屋 迄 も ある 驛 場より は 其德の 劣れる 事 知るべし。 さて 驛廳 は驛場 役處の 

事 かと 思 ふ 人 も あるべ けれど、 廳は訟 を 聽く處 のこと なれば、 馬 次ぎ 一 通 6 の 役處の 事に は 用 ひ 難 

く、 又 上德に は往來 繁多の 驛と 云； 5、 中 德には 驛廳と 云 ひ、 下 德には 衢驛と 云て 三 段に 云 ひ 分けた 

る をよ く 思 ふべ し。 驛廳 は是訟 を聽く 役屋の 事に 疑； 5 なき 者 也。 さて 居 德は驛 場 を 本と して、 共 

驛場を 放れた る 遠近に 偽て 德を 定めた る 事 なれ 共、 又其驛 場に も 上中下の 三 段 ある 事故、 是を 心得 

て 此德を 分け 定む べし。 一 國の諸 民、 諸 職人、； 商人 は、 總て皆 繁華の 地に 付て 其 利德を 得る 事な 

るが、 其 繁華の 地 は、 是御 城下なら ずして 何處 ならん。 檢地 大意の 本文に も、 城府の 地 を 國の上 口 S 


の 地と する 由に 云 はれた る も是也 o 又驛 S と 云て は、 只 旅人 往來に 付て 云 ふ 事の 如く ii ゆれ 北ハ然 

らず。 爱は 繁華に 付て 云 ふ 事 なれば 則 町 場の 事なる が、 町 場と 云て は、 商人の 住處 にして^ 民の 住 

處には 非ざる 如くなる が、 町 場の 其 只 中 は 繁華の 利德 多き に 因..^、 皆 商人の み 住む 事 也。 然して 其 

町 場に 付る 近 村 は、 民ながら も 其 利德を 得る 事 也。 早く 今の 牛： 村な ど を 见ても 知る ベ き 事 也 C 

<3 中德 

驛廳を 隣に して 市に 近き 是を 中德 とす。 中なる 則 は 中 田に 准ず。 

〇 註に 云。 是は驛 場の 隣村に して 是に據 りて 其 利德を 求る isij なる が、 且は 御城 下に は 非ず して 夫に 

次る 驛 場の 事故、 上德 よ..^ は利德 P 少なき 事 勿論 也。 次の 下德ょ 6 下德 は、 段々 と驛 場に 遠き 差別 

を 以て 德の 分れ 目と す。 驛廳 は、 旣に云 へ る 如く 役屋の 事なる を 知る ベ し。 

〈下德 

衢驛に 遠くして 市 鄺遙に 阻る、 是 を下德 とす。 下なる 則 は 下田に 准ず。 

〇 註に 云。 街道 筋 を 離れた る 村 居に して、 市 店へ 遙に阻 6 たる 也。 されば 其 市へ 出て 利德を 得る 事 

少なき を 知る ベ し。 又 衝驛は 旣に云 へ る 如く、 往來 一 通，.^の驛にして大場には非ざる事を知るべ 

し。 - 

<1下 德 
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邊地 にして 賣 買の 利用 道に 費へ、 牛馬 微力なる 是を下 德 とす。 下なる 則 は 下田に 准ず。 

〇 註に 云。 邊地 は、 片寄て 人の 往來 する 事 もな き處 にて 、山奥な どの 事 也。 されば 町 場へ はいよ いよ 

遠く、 賣 買の 利 分 も 其 道に 費して 旣に 利德は 得難き 程の 事 也。 邊 地の 事 なれば、 且は 牛馬な ども 微 

力に して 其 用 をな し 難き 也。 

〇 訂に 云。 本書に は 牛； e 微 なると あれ 共 微力の 意と 聞 ゆる 事 なれば、 力の 字 を 補遺せ る 也。 

右 は 山川 野 三重の 制 法に 從ふ處 也と 雖、 其 三重の 地に は 趣意 あ..^。 此 三重の 地に は 又 一 重式ぁ，.^o 是 

皆 其 地勢に 順 ひ、 偏..^ て 以て 擧 ざるの 弊な き處 也。 然して 此六德 に 據て民 其 用 を 得る 則 は上德 となす 

べし。 若 撰て 山川 野 三德の 上品 を 得る 共此 三重 下德の 地に 居る 則 は、 其 上と 下の 內外ニ 德を合 期し 是 

を 分て 一 德 とす。 是も亦 古法の 三 品に 仍て四 品に 配す。 

き 一え 

〇 訂 註に 云。 此本書は檜渡氏の寫誤にゃ、辭の落たる處もぁ，.^げにして、其離甚短く其意通難きにょ 

. .*^、 古今の 輩 是を讀 得た る はなし。 古今の 輩讀 得ざる を. 予 始て讀 得た.. >  と 云 ふ も、 人の 異し むべき 

事 なれ 共、 御 格式の 趣意 を 辨へ其 意 を 得、 然して 其 文章 を 見る に 於て は、 是は 文字の 誤.^、 是は 文字 

の錯置 錯亂、 是は辭 の 落た るな ど 云 ふ 事 もよ く 知らる 、事 也。 されば 予は此 故 を 以て 訂正 せ る 事 

なる が、 一 々是を 斷 るに 遑 あらず して 云 はぬ 事と したれ 共、 今 は 本書と 予が 訂正せ る處と 照し 合せ 

て、 其讀 得た る 處の差 はざる を 示す ベ し。 人心 を 平にして よく 是を 見よ かし. - 右三 赏之雖 し從： 一 制 


法 一と ある は、 右 は 山川 野 三重の 制 法に 從ふ處 也と 云 へ 共と 云 ふ 意 也 0 錯置 のこと は 置て 是を云 は 

ず、 山川 野と 云ふ辭 のな き は 落た る 者 也。 于 一， 其 地 一有 二 趣意 1 亦 三重 之 地 有： 一一 S 式 一と ある は、 其： 二 

重の 地に は 趣意 あ..^、 此 三重の 地に は 又 一 重 式 あ- >  と 云 ふ 意 也。 〇 の 印 を 付た る處を ：3- るべ し、 斯 

—り.^  くこ 化 てよ え ね Jo 其 三重の 地に 趣意 ありと に 山川 野の 事に して、 山に は 草木の 德 あり、 川に は 水の 

くに .f:.- くる ヨブす して は 通え ra.^ 德 損益の 勘 あり、 野に は 畠の 德 有て、 又 其 田 畠 分 置の 法 ある 事に て、 山川 野の 三 iEj 

に は 皆 其 趣意 ある 辜 也と 云 .J- 事 也。 此三 m の 地に は乂ー  直式ぁりとは居村民の事にして、是に山川野の三重にぉひたる^3^^な.r-共 

赏は皆 一 の居德 にして 三つ の 趣意 ある に 非ず。 され 共 是には 又 一重 式と 云 ふ^ 有て、 一 靈 式と は 其！ lis 處の 式に 依て 民に 損ハ； ^の あ 

る 事 あり。 故に 地の 式 に 從て貢 法 を 制する 事に て、 其 事 は 免の 傳の末 文に も 見えた るが 如し。 されば 後に 其條 下に 一： ムふ 43 を も 

合せ 見るべし。 又此ー 重 式 は、 居德を 以て 外の 三德を 平均して 免 を 下る に 其 用 ある i$ なり。 其 算術の 精き は、 後の 五 ッ 六 分の 免 

BM^^^ 皆順ニ地勢，以無下偏而不レ擧之弊上とぁるは、是皆其地勢に順ひ、1|.-て、：^て^^さる 

の 弊な き處 也と 云 ふ 意 也。 〇 の 印 を 付た る處を 見るべし。 斯く 云へば 聞え 易き 事 也。 民 得 二 其 用, 

則爲 ニ上德 1 と ある は、 然して 此六德 に 據て民 其 用 を 得る 時 は 上 德と爲 ベ しと 云 ふ 意 也つ 〇 の 印 を 

付た る處を 見るべし。 新く 云 はずして は 聞えぬ 事 也。 〇 印の 辭 なき は 落た る 者と すべ し。 若雖レ 

撰ニ德 上品 1 下 德之地 居 則 はと あ. る は、 若 撰て 山川 野 三德の 上品 を 得る 共、 此 三重 下德の 地に 居る 時 

はと 云 ふ 意 也。 斯く云はずしては聞ぇぬ事なるを、〇印の如くには非ざるは、本ょ..^辭の短くて足 

ざる 者 か、 又は 錯亂と 落 字 か。 何れにしても、 予が 訂正せ る處 にて 其 意 は 差 はざる 者 也 0 上下 之 二 

德合 期分レ 之而爲 ニー  德 1 と ある は、 其 上と 下の 內外ニ 德を合 期して、 是を 分て 一 德 とすと 云 ふ 意 也。 

〇 印の 如く 云 はずして 本書の 如く 上下 之 ニ德と 云て は、 外德 と內德 と、 上下の 德を合 期す る 事と は 
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聞えぬ 事 也。 是も本ょ，.^の辭誤か、又は櫓渡氏の落字せるかなるべ し。 予が斯 く 訂正せ る處 は、 前 

後 引合せ 有て 動かざる 事 也。 さて 其 引合 は、 此次 にある 五ッ 六 分の 免 を 制する の條に て 明かな 

る 事 也。 さて 此條の 大意 は、 一 重 式の 法 を 以て、 外の 上 德をも 下る 者 どと 云 へ る 事 也。 精く は 五 ッ 

六 分の 免 を 制する の條 下に 至て 云 ふ を 見る ベ し。 

〇 村の 德四品 

〇 註に 云。 居 村民 三 品の 要旨 は、 內の三 德附て 十二 品の 條 下に 精く 云へ るが 如し。 さて 此 村の 德は、 

耕地 を 村の 四方、 三方、 二方、 一 方に 受る處 に 依て 陰陽、 寒暖、 燥濕の 差 ひ あ，.^。 又 地の 高低に 依て 

水の 掛引、 其 外 種々 農事の 便利 不便 利の 事 あるべ し。 そ は 次々 の 箇條を 見て よく 辨 へ 知る ベ し。 

<1 上德 . 

山 遠く 野 平にして 地宏 く、 田畠豊 にして 春氣 早く、 五穀 甘味に して 土 肥え、 耕地 村里の 四方に 繞る則 は 

是 を上德 とす。 上なる 則 は 上田に 准ず。 

〇 註に 云。 山の 遠き は 其 地の 開け. る 也。 野 平と は、 高低な くして 水 を 引に も 便よ き 也。 地宏 しと 

は、 山 遠く 野 平なる 其 地の 形 を 云 ふ 事な.. 此 土地 は 斯く宏 く 開けた る 事故、 春氣の 早く 催す 也。 

山 は 遠く 北の方に 受 たると すべし。 耕地と は旣 にも 云 へ る 如く 則 野の 事に して、 未 田 畠と なら ざ 

る 方よ 6 は 野と 云 ひ、 田 とな.. る 方より は 耕地と 云 ふ。 さて 其 耕地 は 村里の 四方に 繞 6、 家の 


軒下よ. o. 田 c£ の ある 事故、 農 事大 い に 便利なる を 知る ベ し。 

八中德 

山 深く 野 淺く田 畠 均く して 五穀 充 熟し、 土 厚く 耕地 村里の 三方に 述る則 は： を中德 とす 0 中なる 則 は 

中 田に 准ず 0 

〇 註に 云。 山の 深き と は澤間 細長く して 奥深き 也。 されば 其 間に は 耕地と なるべき 野 もな き 也 0 野 

の淺 きと は、 上に 云 へ る 處の澤 口よ 6 開け 行た る 野の、 向 へ は 長から ずして 幅の 廣き 也。 ：：： 疋 は、々 ひ 問 

細長く して 急に 開けた る 野なる 事故、 地勢 斯くは あるべき 事 也 C 然して 此地 三方 は 耕地、 一 方 は 出 

に據 たる 村 居 也。 さて 山 は 近き なれ 共、 峯澤奧 深き 事 なれば 陰氣 もうす く、 陽 て隨 分よ き 耕地 

也。 田畠均しとは、餘..=^無けれ共足らざるには非ずして、田畠の分量も相應なる事也o そ は 下德に 

田 畠 均しから ず、 下 德に田 希に して 畠 多し と ある を 以て 辨 へ 知らる、 事 也。 さて 上德 は、 よく 開け 

たる 土地に して 山 遠く 野 平なる 事 なれば、 其 地方の 姿 目に 見 ゆるが 如くなる を、 此中德 は 其 地方の 

姿 人の 心得が てに 思 ふべき 事 も あらん かと、 其 地の 形 を 圆 して 示す 事 左の 如し 0 

ム下德 

山野 深く 田 畠 均しから ず、 暖氣遲 く 冷 II の 氣を帶 び 五穀 味 を缺き 、耕地 村里の 二方に 述る 則は是 を 下德 

とす。 下なる 則 は 下田に 准ず。 
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〇；k に 云。 山 も 野 も 共に 奧深 くして、 耕地 半分 は澤 入. 0 半分 は 開けた る處 にして、 村 は 山 添 也。 さて 

耕地 は 山に 近く 且 半分 は 澤入 なれ 共、 山 は 奥深く して 合 地に は 遠き 事故 少し は 宜し けれ 共、 鬼, 暖 

氣 逢く 冷氣は 早く 來 たる。 田皇 均しから ずと は、 田 畠の 分量 相應ぜ ずして 其 用 足らざる 事 あ， OSO 

澤 入..^ の 事故 水に は 不足な けれど、 地に は 高低 あるに 依て 田と なし 難く して 烏と なす 事故、 田 は 足 

ら ざる 方なる ベ し。 又 耕地の 二方の みに ある も 便利なら ざる 事 勿論に て、 冷^の 氣 ある もさる 地 

方の 爲也 0 此 地の 形 も又圆 して 示す 事 左の 如し。 


<1 下德 

山 を 負 ひ 野を帶 び陰氣 深く、 0 希に して 畠 多く、 耕地 村里の 一 方に 述る 則は是 を pi. 德 とす。 fli 'なる 则は 

下田に 准ず。 

〇 註に 云。 是は 村里 皆澤入 6 の 地方に して 山 は 後に 負 ひたる 如く、 野の 耕地 は 前に 有て、 帶の 如く 渾 

形に 長き 也 0 故に 陰氣の 深き 事 知るべし。 地 高低 あるに 依て、 田 は 希に して a 多し。 されば 出は旣 

に 其 用 を缺 く。 此 村の 德四 品に 田 畠の 事 を 云 へる は 田 分量の 事に して、 野の 德と 同じ 事なる を 
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知るべし 0 此 地の 形 も 亦 画して 示す 事 左の 如し。 耕地の 1 方に 連る と 云 ふ 事 も是を 以て 辨 ふべ し 0 


右 は 其 地宜に 因て 是を 制す。 凡 天地の 氣は 東南に 暖 多く 西北に 寒 多し。 又 其 地の 遠近、 廣狹、 燥！ S に 順 

て 其 制を爲 すべし。 是も亦 古法の 三 品に 仍て四 品に 配す。 

〇 註に 云。 地宜と 云ふ辭 は孝經 などに も 見えた る辭 にして、 時宜と 云ふ辭 など V 同 例の 辭な るが、 時 

宜は、 其 時の 振 合に 臨んで 其 事 を 程よ くす る 事 也。 されば 地 {^ と は 則 其 地 式の 事に して、 居 德の末 

文に、 此 三重の 地に は 又 一 重 式 ありと 云 へ る も此事 也。 式 は 字書に 樣 也と 有て 其 意に 用 ひたる 者 

にて、 平均 免の 傅なる 末 文に、 其 地の 式に 從 ふと 云 へ る辭の ある を 以て 辨へ 知るべき 事 也。 然る を 


人 はおとの み讀 て、 格式の 義と思 ふ は 誤. -也。 さて 天地の 氣は 東南に 暖 多く 西北に 寒 多き 事 なれ 

ば、 其 寒暖に 順 ふ は 勿論 なれ 共、 又 其 地の 遠近、 廣狹、 燥濕 にも 順て 其 制を爲 すべし と 也。 其 地の 遠 

近と は、 城府 又は 大 場の 地よりの 遠近 を 云 ふ 事 也。 

〇 民の 德四品  • 

〈上德 

堰水其 1^ を 得、 堤 封 其 順宜を 得、 道路 平均に して 往返.. -の勞 なく、 赏 物の 運送 五 里に 於て す。 是 を上德 

とす。 上なる 則 は 上田に J ^ず。  ， 

〇 註に 云。 瑕 水 其 式 を 得る と は 其 水 其 土地の 式に 相應 せる にて、 是を 田地に 溉 であ ふる、 患 もな き 

を 云 ふ 0 堤 封 其 順宜を 得る と は、 是も旱 損に 及ぶ 程の 愁 もな く隨 分と 水の 用を缺 ざる を 云 ふ。 さて 

水 は 田地の 用に 第一 の 物 なれば、 是を 以て、 山川 野 三德の 上た る 事 を 押 くるめて 云 へ る 者 也。 是は 

此民德 の 末 文に、 外の 三德を 借て 內の三 德に充 る V 時 は、 外の 德 上た， 0 と雖 云々 と 云 へ るに 當 6 た 

る 事に て、 外の 三德を 借て 內の三 德に充 るれば、 外の 德の 上た る も、 內の 三徳に 依て 又 其德を 上下 

する 事 也。 さて 愛に 外の 德も 上なる よしを 云 ひ 出し、 然して 是に加 ふるに 民德の 上た る • を 云 へ 

る なれば、 是內外 共の 上德 たる 者 也。 民の 中德 よ.^ 以下 は、 外の 德は 上た， ft' と雖內 の德に 依て 其德 

の 段々 と 下る 事に て、 其-意 を 示せる 也。 されば、 此堪 水、 堤 封の 事 を 愛に 云 ひ 出した るは此 條の耍 
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文に して、 下德迄 係れる 辭 也。 斯る 事は此 書の 文法 也。 人よ く 是を辨 ふべ し。 ノ 

0 訂に 云。 本書に は 堤 封 得，.， 其 順赏 一と あれ 共、 赏は宜 の 誤.^ なる ベければ 改めた 60 

〇 註に 云。 民德は 貢物 運送の 道路 遠近、 難易に 係れる 事なる が、 上德を 五 里と し 中德を 十 里と し、 下 

德を 十五 里と し 下德を 二十 里と せる は、 上に 出せる 井 字の 圖に 見えた る 如く、 一  國を 三分せ る處の 

二十 里に して、 其 二十 里 を 四 分せ る 法 也 0 民德四 品の 條に 引合せと なる 故 ある よしを、 彼の 條 下に 

云 へ る は此事 也。 さて 井 字の 圃は 三分して 又 三分せ る 者なる が、 貢 法 を 制する に は 下の 制 あるに 

仍て、 更に 又 四 分の 法 をな せる 者 也。 其よ し は、 一 國九品 際 見 取捨の 條 にも 見えた る 事 あ，.^。 尙共 

條 下に 云 ふ 處をも 引合せ 見る ベ し 0 

牛馬の 艱む道 無くして 貢物の 運送 十 里に 於て す、 是を 中德 とす。 中なる 則 は 中 田に 准ず。 

〇 註に 云 0 上德の 行程 を 五 里と せる 事なる が、 夫よ. 0 も 近き 一 里 二 里の 行程 にても 牛 を 45- はずと 

云 ふに は 非 ざれ 共、 少しき 事 は 人力 にても 事足る ベ し。 十 里に 及ぶ 時 は、 1^ に 牛馬の 力に 非ず して 

は 事 をな し 難し。 故に中德に至..^牛馬を主にして云 へ る 也。 

<0 下德 

山を越ぇ川を涉<^、道路嶮蛆にして牛馬勞する則は、行程近しと雖是を遠きに淮ずo 貢物の 運送 十五 里 


に 及ぶ、 是 を下德 とす。 下なる 則 は 下田に 准ず。 

〇 註に 云。 山 を 越す と は、 上.. >  下 6 して 勞 する 意 也。 川を涉 ると は、 舟 も 橋 もな き 川 を 牛-: に 乙き 渡 

ら する 意 也。 さる 道路の 嶮蛆に 依て 牛馬 勞 する 時 は、 十 里の 行程 にても 十五 里の 下德に ずべ し 0 

平路 にして 十五 M を 下德 とすべ しと 也。 さて 平路 にしても 十五 里に 及ぶ 時 は、 貢物 述 送の 往返 6 

一 日 二 夜に も 至るべし。 されば 牛馬の 勞 する 事 知るべし。 

<-下 德 

海 川を鄰 にす る 則 は、 行程 遠し と 云へ 共是を 近き に 准ず。 貢物の 運送 二十 里に 及ぶ、 是を 下 德 とす。 下 

なる 則 は 下田に 准ず。 

〇 註に 云。 海 川に 近くして 舟 を 以て 貢物 運送の 利 ある 時 は、 下德の 二十 里 も、 十 里 十五 里の 中德 下徳 

にも 准ず ベ き 事なる が、 又 海 川の 式に も仍 るべ き 事 也。 

〇 又 云。 此下德に至..^牛馬の事を云はざるに故ぁる事也0  二十 里 なれば、 $3； 物の 述送 往返. 0 四日 は 

掛る べし。 少 分の； 真物に て 一 度 や 二度の 事なら ば 鬼 も あれ、 多分の 貢物に て 幾度 も 運送す る 事に 

て は、 人馬の 勞を盡 すに 至るべし。 故に、 さる 處は代 銀 納めと する 相對 の事必 あるべし。 又 二十 里 

の 行程に 及ぶ 處は、 海 川 通 船の 事な ども あるべき は 地の 理な るべ し。 故に 此下德 に至ケ 、海 川 通 船 

の 事 ケ-其 初めに 云 ひ 出せる 者 也。 されば 見る ベ し、 仙 北に 取て は 御物 川 あり、 阿仁に 取て は 米 代 川 
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有て、 運送の 便利 備り たる 者 也。 

いる  みん 

右 外の 三德を 借て 內の三 德に充 る 則 は、 外の 德 上たり と雖、 民 又 居 村の 宜に從 て 上下 を 爲す。 是も亦 古 

法の 三 品に 仍て四 品に 配す。 

〇 註に 云。 外の 三德を 借て 內の三 德に充 る k と は、 上に 云 へ る 如く、 堰 水と 堤 封の 事 を 以て 外の 三德 

の 上た る 事と し、 是を 借て 內德 に充 る.^ 則 は、 其 上た る外德 も、 爱に 云ふ處 の民德 と、 又 上に 云 へ る 

處の居 德村德 の 其 宜に從 て、 又 其德の 上下 をな すと 云 ふ 事 也。 是ー 重 式と 云 ふ 事 は 居 村民の 三德 

に 係れる 事に して、 居 村民の 三德、 詰る 處は 一 の居德 なる 事 を 知るべし。 さて 此 一 重 式と 云 ふ 事の 

意 は 上に も 云 へ る 事 なれ 共、 尙も 精く 是を云 は 、：^ 、居 處の地 式に 依て 田 德と外 德をも 上下せ しむる 

事なる が、 其 上下せ しむる 內 にも、 又德を 下げて 民を惠 むに 用 ある 事故、 是を 一 ッ の 重き 地 式と 立 

て 、 一 重 式と は 云 へ る 者 也。 

〇 又 云。 外の 三德を 借る と は、 今 爱に云 ふ 處は民 德の事 なれば、 外 德の事 は 云に 及ばぬ 事 なれ 共、 德 

を 下げて 民 を惠む 一 重 式の 事 を 第一 に 云 はん 迚の 事故、 云に 及ば さる 外 德を此 處に借 出して 是を 

云 ひ、 さて 其外德 の、 內德 に仍て 上下す る 理を述 たる 事 也。 人よ く此意 を辨へ 知るべし。 

. 〇 訂に 云。 本書には外の三德を備るとぁる^5&なれ共、借るの誤..^に疑なければ改めたり0 後の 一 國 

九 品 際 見^ 捨の條 にも、 同く 借 を 備に 誤. 0 たる 事 あ. 00 是を 以て 愛 も いよ k  ^ 借の 誤 6 なる を 知 


るべ し。 

い  みつ  . 

〇 註に 云。 內の三 德に充 る \ と 云 ふ^を、 世の 人な ベ て皆充 るの S にの み？"？ める は諜 6 也。 禮；？ ^に、 

充ニ  IS 之 鹿 一と 訓 ませた る 事 も 有て 其 意 也。 斯る 字義 迄に 竞を用 ひて 政 光 主の 書れ た る 者と は、 人 

の 思 はぬ 事に して 讀 誤る 事 也。 此 書中、 處 として 斯る事 あ.. >  、よく 心 を 用 ひて 考へ讀 むべき 也。 

〇 又 云。 民 又 11；5 村の i=i に從 てと 云 へ る辭 つか ひ は、 檢地 大意の 本文に 從： 一水 土.； Pli と あると 同 例の 辭； 


つか ひに して ヽ宜 はァチ ッ ク ルと訓 みて、 俗に 云ふ鹽 梅の 事 也。 されば 此 一 句の意は、民.^-と又居 

德村 德の鹽 梅に 從 てと 云ふ義 也。  • 

〇 訂に 云。 本書に は 內の三 德に充 る、 則は雖 レ爲レ 上と あれ 共、 外の 德 上た 6 と 雖と云 はずして は、 辭 

短く して 聞え にくし。 辭の 短き は 本よ，^ の 事 か、 又 檜 渡 氏の 辭を脫 したる 者 か、 何れにしても 聞え 

易き に 隨て是 を 補； 5 た， 《N0  ！ 


;_s 正 御 格式 (卷ノ 一 )  E? 


〇 檢地祕 傳內外 六 德の辨 未 終 

A 成 免の 六 分 は 三分 二分 を 合せた る 法に して 六 ッ成定 免の 六 分と は 別なる 事 

A 田 免、 成 免、 六 ッ成定 免 三 段の 事  . 

なり めん ならし めん 

<1 成 免 は 平均 免と 云 ふ 事なる 精說  . 

< ^免 は 目 ンと云 ふ 事なる 精說 

<1 高と 云 ふ も 目と 云 ふ も 共に 同く 調 貢の 名なる 事  . 

<1 四 分 一 の貢法始<^の考 

〈鹽 味と 云ふ辭 の精說 

〈公田 私 田 一 町 二 反 耕 夫 二人の 精說 

〇 一 德四 品の 傳 

〇 公田 私 田 一 致 四 六定米 分配の 法 . 

訂正 御 格式 (卷ノ 二) 
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A 凶 備は廣 く 一  國 中に あるべき 事 

分配 米と 藏貯米 二 ッの事 附て分 米の 名義 

<1 四 田 平均 四百 步 一反の 法なる 事 - 


訂正 御 格式 卷ノ，  二 

新田 目 道 茂 謹： S 

〇 地の 德四品  ， 

〇 註に 云。 地の 字 獨，. ^て 地の 德と讀 むべ し。 其譯 は、 他處の 者に 對 して 其 處の者 を 地の 者と 云 ひ、 又 

遠 在に 對 して 近在の 事 を 地 回.^ など 云 ふに 同く して、 凡撿 地の 事 を 云 ふ 其 地體は 田の 察に て、 rM: 外 

の 六德は 他の 德也。 故に 其 六 德に對 して、 田の 德の事 を 地の 德とは 云へ る 也。 上に は 他の 六德の 

事 を 云 ひ、 今 は 地の 四 德の事 を 始めて 云 ひ 出る 處故斯 くは斷 りたる 者 抱。 

<1 上田 一反  一石 五斗 

A 中 田 一反  一石 三 斗 

A 下田 一反  一石 

A 下田 一反  七 斗 

反 合て 四 反、 米 合て 四 石 五斗、 反 を 以て 米 を 分る 則 は 一 石 一 斗 二 升 五合な.. >、是 を 四 品 一 德 とす 0 是に 

訂 正. 御 格式 (卷ノ  二)  Ml 
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內 外の 六 德を加 へ て、 以て 然して 後に 定法に 順て 免 を 剪る。 但 上中下 下の 四 品、 事 を 同じ ふせんと する 

に 依て 法 を定 む。 條々 の ロ傳、 後に 是を述 ぶ。 

〇 註に 云。 內 外の 德を 加へ て 免 を 切る 事 は 後に 見えた るが 如し。 定法に 順 ふと は是も 後に 見えた る 

如く、 山川 野の 三德を 合せて 三分し、 居 村民の 三德を 合せて 三分し、 然して 其 三分した る內 外の 德 

と 田の 德とを 合せて 是を六 分す る 事 也。 上中下 下の 四 品、 事 を 同じ ふせんと する に 依て 法 を定む 

と は、 四 品 を 平均して 皆 同じ 事と なさん とする 法 方の 事に て、 後々 に 見えた るが 如し。 條々 のロ傳 

後に 是を述 ぶと は、 則 其 事 也。 

〇 訂に 云。 本書に は 事 を 利 せんとす るに 依て と あれ ども、 利 は 同の 誤.. -に疑 ひなき 事故 改めた.. 

御 格式の 趣意 を辨へ 得、 然して 前後の 事 を 引合せて 是を考 るに 於て は 斯る事 はよ く 知らる k 事 也。 

又 本書に は條々 ロ傳 とのみ 有て 後に 是を述 ぶと 云ふ辭 のな き は、 脫 したる に 疑 ひなき 裹 なれば 是 

も 補遺せ る 也。 

0 註に 云。 ロ傳と は、 後に ある 傳に 曰くと 云 ふ處へ 先づは 係れる 事 なれ ども、 只是 のみに 非ず。 四 品 

を 平均して 是を 同じぶ する 事の 始終 へ 係れる 事 也、 故に 條々 と は 云 へ る 也。 又 ロ傳と は、 字の 如く 

口にて 傳へ 書に は 記さぬ 事の み を 云 へ るに は 非ず、 其 事の 大切なる 處を さして 廣く云 へ るに て、 祕 

傳と云 ふ 意に 同じ 事 也。 されば 其 祕傳を 後に 段々 述べた る 者 也。 人よ く 是を辨 ふべ し。 


〇 一石 五斗  山の 上德 

〇 一石 三 斗  川の 中德 

〇 一石  野の 下德 

合 三 石 八 斗 外の 三徳 上中下 

一 石 二 斗 六 升 七 合 三 德是を 均 ふす 

居の 中德 

村の 下德 

民の 下德 

內の 三德中 下下 


〇 一 石 三 斗 

〇 一 石 

〇 七 斗 . 

合 三 石 


一 石 

傳に曰 ふ 

〇 一 石 二 斗 六 升 七 合 外の 三徳 

〇 一石  內 の三德 

〇 一石 一 斗 二 升 五八 n 田の 四德 

合 三 石 三 斗 九 升 二 合 

訂正 御 格式 (卷ノ  二) 
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右 六數を 以て： 真 法たら しむる 事 ロ傳、 是に 依て 是を云 はず 0 

〇 訂に 云。 此條 本書に は錯亂 して、 ロ傳 云々 と 云 へ る 事 を 後の 五 厘 三毫と ある 處の 下に 是を 記し、 且 

是を云 はすと 云 ふ處を 誤..^ て呼レ 之と 記した るよ.. >  して、 古今の 輩 是を辨 へ 得ざ <^ し 也。 呼 は不レ 

曰と あ 6 し を 一 字に 誤. 0, たる 者と 見えた. 00 此誤. 0 に 疑 ひなき 事故 斯くは 訂正せ る 也 0 

〇 註に 云。 傳に曰 ふと 上に 記せる も ヽロ傳 是に侬 て 是を云 はずと 云 へ る此 事なる を 知る ベ し 。さて 是 

をロ傳 とする にも 及ばぬ 事なる を、 古傳 書に 口 傅と あるに 從て政 光 主 も 斯くは 云 はれた る 者なる 

べし。 是に 依て と ある 辭 にて 其 趣 知らる k 事なる が、 又 後に ある 本文の 趣 も、 共に 古傳 書に ある 處 

を 以て 云 はれた る 者と 知られた..^。 尙其事 は 後に 至て 精く 云 ふ を 見るべし。 又ロ傳 とせる 六數の 

事 も 後に 云 ふ を 待べ し。 

免 五 ッ六分 五 厘三亳 

內五ッ 六 分  成 免 

同 五 厘三亳  是を 剪捨っ 

〇 訂に 云。 上に 云 へ る 如く、 本番 は 此五厘 三亳の 下に ロ傳 云々 と 云 ふ 事 有て、 是を 剪捨 つと 云 ふ 事 は 

後の 六ッ四 分の 免の 處に 至て 其 厘毫 を剪捨 るの 斷 ある を 以て、 此處 にも あるべき 事 を 知， o、 此處に 

なき は、 ロ傳 云々 と 云 ふ 事の 此處 へ錯亂せるょ，.^の事なれば、今は斯く訂正する處也o  • 


〇 註に 云。 上に 出た る、 內外 W の 三 事 を 合せし 三 石 三 斗 九 升 二 合 を 六 分す る 時 は 五斗 六 升 五 人" 三 勺 

となる 事に て、 是則五 ッ 六 分 五 厘三亳 なる が、 厘 毫は剪 捨て 是を 民に 免し 五 ッ 六 分の K 法と する^ 

にて、 是 を成リ 免と は 云 ふ 也。 M0,M.S^^.^ さて、 此六 分す る 事 を：： S など、 云 ふに 

及ばぬ 事なる を、 古傳 書に 斯く云 へ る は 中古の 風に て、 田 法の みならず、 總 ての 事に、 動もすれば 斯 

る 事 を 云 へ る 者 也。 ロ傳 として 是を云 は ざ るよ， nN  、此 算術 を 人の 辨 へずして 惑ぶ 事 なれば、 今 は：：： ル 

を 精く 云 ふべ し。 抑此 算術 は rlT 外 田の 三 事 を 三 合せる なれば、 是を 平均す るに は 三分すべき 道！！； 

こ てヽ ま、 三 り. y ろ kc^M 也 也 こ 二  り ？  f  5^JU^M-0 地 他の 兩德 とに 旣に云 へ る 如く、 內 外の 六 德. に是 

？ V  ^  土\ニーv^ぇズ、- ネを^化グ f&zf  >^ 一 ーハ刀して ？.^^ セるませ 他の 德， は、 田の 四 德に是 也の 也。 よ內外 

の 六德と 田の TO: 德とを 合せて 平均す る 事故、 終りに は H 、地 他 兩德に 二分せ ざ わば 平均 £  、：ま nr  n  ノ  o 

の瑰 をな さ J- る 者 也。 故に 三分して 又 二分す る 事たり。 人よ く此 算術 を辨 ふべ し。 ま 

三 石 三 斗 九 升 二 合 內外田 三 事の 數  ， 

此 三分 一石 一斗 三 升 六 勺  ， 

此 二分 五斗 六 升 五合 三 勺 

斯 くの 如く、 三分して 又 二分す る 時 は是六 分す ると 同じ 理 にして、 となる 術の 如く 五斗 六 升 五八" 

三 勺と なる 事 也。 上なる 算術 は、 此ニ算 を 合せて 一 算に六 分せ る 者 也。 さて 此 三分して 二分せ る 

宵 t 術の 理を尙 精く 云 は. ：-、 山川 野の 三 德を三 合 三分して 平均の 一 德 とし、 居 村民の 三徳 を 三 合 三分 

して-牛 均の 一 德 とし、 田の 四德を 四 合 四 分して 平均の 一 德 とし、 扱 其 一 德三事 を 又 三 合 三分して 又 

訂正 御 格式 (卷ノ 二)  Ksm 
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其 一 德を 得た る なれ ども、 彼の地と 他の 兩德 いまだ 混合せ る 者 なれば、 是を g 、地 他に 二分して 始め 

て 平均の 理を盡 し、 其 一 德を 得て 賈法 とする 事 也 0 さて、 右の 五斗 六 升 五合 三 勺の 合 勺 を 上の 法に 

從て是 を 切捨、 五斗 六 升 を 五ッ六 分の 免と して、 是を田 免に 乘 じて 買 法の 活用す る處を 一 渡. 0 云 ふ 

ベ し。 四 分 一 の 田 免 高 一 石、 是に 五ッ六 分の 成 免を乘 じて 米の 五斗 六 升と なる。 是高 一 石の 入貢 

六の 出 米の 定法に て、 六 斗なる 者の 減じて 五斗 六 升と なる 處 にして、 高 一 石に 付 米 四 升 を 民 領に增 

す處 也。 又 此高ー 石、 是に 五ッ六 分の 成 免 を乘 じて 高の 五 石 六 斗と なる。 是を 六ッ 成の 定免 にて 

六 分す る 時 は 高の 九 斗 三 升 三 合と なる。 ^お 《せまれ。 是、 四 分 一 の 田 免 定法の 高 一 石なる 者の 減じて 

九 斗 三 升 三 合と なる 處 にして、 高 一 石に 付 高 六 升 七 合 民 領に增 す 處也。 然る 時 は、 定法 四 分の 一 な 

る赏 法の 田 免 ゆるみて、 四 分 二 厘 八 七の 一 に 當る事 也。 さて 高 一 石へ 五ッ六 分の 成 免 を乘 じて 高 

の 五 石 六 斗と なる。 其理 は、 田の 四 德へ內 外の 六德を 加へ 都合 十德 なる 者の 不同 を 平均した る 成 

免 故、 一 德の 上に て は 五斗 六 升、 十德， の 上. にて は 五 石 六 斗なる 事 也。 さて、 其 十德を 平均せ る處の 

六 分 一 を」 只に 取る は 六 ッ成定 免の 算理 なる が、 內 外の 六德ょ 6. も 實に其 貢 を 取る に は 非ず。 其 六 

德の餘 勢 を惜て 入買增 減の 活用 をな す 處也。 さて 免と 云 ふ 事に も、 田 免、 成 免、 六 ッ成定 免と 三 段 

の譯 ある S を 心得 置べ し。 さて 又 居 德の末 文に、 其 上と 下の 內外ニ 德を合 期して 是を 分て 一 德と 

すと ある は、 上に 見え た る 如く、 內外 田の 三 事 を 合せて 是を 三分 二分して 其 一 德を 得る 事なる を、 


1^^|は^ぃ內。外事田はのム？；^_ぉまほしニ德を合期して是を分る由にぁるょ6して人の辨へ兼る*なるが、 

田の 德ー 石 一 斗 二 升 五合 は定德 にして 上下す る 事な く、 內 外の 兩. 德に 於て は、 上中下 下の 四 品 様々 

に 入 交る 事 有て 上下す る 事故、 其 上下す るに 付て 田の 定德を も 上下せ しむる 事 也。 故に 內 外の 二 

德を合 期し、 是を 分て 德の 上下 をな さしむ る 由に 云へ る 事 也。 此理 をよ く  m 心ぶべし。 さて 內 外の 

ニ德を 以て 德の 上下 を 成さし むる 內 にも、 又 內德は 田德を 下げて 民 を 惑む 方に 用 ある 事に して、 是 

を 一 重 式と は 云 ふ 事 也。 山川 野の 上德は 得る とも、 居 村民の 上德は 得る に 難き 事と すべ し。 其 故 

は、 居 村民 三德 の目當 とする 處は、 一 國 中の 上品と する 城府の 地に ある 事 也。 されば 上に 出た る內 

外 田 平均の 一 德も、 外德は 一 石 二 斗 六 升 七 合に て 內德は 一 石 也。 扱 田 は 定德の 一石 一 斗 二 升 五合 

なる が、 外德 も田德 も、 內德の 一 石に 平均され て 其德下 6、 終に は 五斗 六 升 五八：： 三 勺の 五 ッ六 分の 

成 免と はなる 事 也。 さて  一 ノ卷 居德末 文の 條 下に 一重 式の 事 を 云； 5 て、 其 文 を訂： 止せる 處も、 五ッ 

六 分の 免 を 制する の條に 引合 あ.. > と 云 へる は 爱の事 也。 此條に 云 へ る處と 彼の 條と引 <：： せ 見て、 

一 重 式と 云 ふ 事 をよ く 心得べ し。 

若 外の 三德 に缺德 ある 則 は是を 翁き、 有德を 外の 三徳に 分て 缺德を 補 ふ。 然る 則 は 外の 三德備 はる 者 

也。 內外 田の 三德、 各 其 缺德を 補 ふ 事 皆 然.. >0 然して 三 事 是を均 ふして 免と なす。 

〇 註に 云。 缺德と は 三 德の內 其 一 德を缺 て 無き を 云 ふ。 有德とは、上下の差ひはぁ..^とも、缺けたる 
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に 非ず して 其德の ある を 云 ふ 0 抑三德 平均の 事 は 上に 見えた る 如く なれ ども、 是は缺 て 無き 德を、 

ある 處の德 を 以て 補 ひ、 平均の 一 德 とする 事 を 示した る 者 抱。 譬ば 山川 各上德 にして 三 石の 有お； ぬ 

也。 湾の 德は缺 て 無くと も、 山川 野の 三に 分て 一 石 を 得、 是を 三德 平均の 一 德 とす 0 內德も 是に同 

じ。 田 德は是 に じて、 缺德 有ても 上中下 下に 四 分す る 事 也 0 然して 三 事 を 又 平均して 免と する 

事 は、 上に 旣に 註せ るが 如し。 

古 は 天子の 藉田千 畝、 諸侯の 藉田百 畝な ど 云 ふ 事 有て、 天子 も 諸侯 も 自其田 を 耕して 民に 豊 事を勸 め、 

ヌ. 天地 山川 五穀の 神 を 祭 6 其 年の 豐熟を 祈り 玉 へ る 也 0 故に民ょく其德に歸服して調貢を奉れ，：^o 

凡 田に は 上中下の 位 あ. ^0 故によ く 其 三 德を儉 6 校，^ て 正 税と爲 す 0 是 人臣の 司 徒 職に 從て其 任 を 致 

す 所 也。 此を 以て 三 事を齊 ふして 是を田 免に 贈す。 

つ： S に 云。 藉 出と は、 天子 、諸侯の 自身と 下. HI て 耕す 田の 事 也。 是は 唐土に ての 事なる が、 皇國に 

て も、 太古に は 天子 も自 田の 事 を 物し 玉へ る は 無き に 非ず 0 天地 山川 五穀の 神 を 祭. 0 て 豊年 を 祈 

る、 是も爱 に 云 へる は it "土に ての 事なる が、 皇國 にても 上代よ 6 祈年祭と 云 ふ 事 有て、 年々 二月の 

初、 朝廷に て 天地 山川 五穀の 祌々 を 祭. 0 て、 豐年を 祈. 0 玉 ふ 重き 御 式. ある 事 也。 儉 地の 學に志 あら 

ん者、 田の 事 は國を 治る 大本に して、 古よ. 0 斯く 大事と せられし 物なる を 知ら ずん ば 有べ からず 0 

只 * 法 術 を 知る のみ は 此學に 非ず。 人よ く 是を思 ふべ し。 民 其 德に歸 服して 調 K を 奉る よしに 云 


み く にこ、、) ば  み つぎ 

へ るも廣 土の 事なる が、 貢と 云 ふ皇國 言の 義は御 續の義 にして、 民よ へ 秕稅を a る^ 也 0 され 

ば」 in 土 も 皇國 も、 凡て 共 の 趣 は 同じ 理 なる を 知るべし。 さて 田に は 上中下の 位 ある 椠故 、其 三ケ パ^ 

ちから  しょ つ-せ い 

を檢り 校り て正稅 となす 由に 云 へ るつ 其 正 稅とは 職 lg» 主税 寮の 條に 主税者 掌」 正 税 一也と 打て、 

註に、 公 E 租、 地 子、 雜稅、 奉 二 天子 一 者 都 曰 二 正稅， と ある 如く 赫贿 ほ lis おい 稻り は投 天子へ. < 卜る 

V し  V し K> 

調 貢 を さして 正 稅とは 云 ふ 事 也。 (誦 龍 軒 IS 减き f きば 駄れ f ⑩， 文总は£の上中下を險6 

校..^てょく其位を定め、不平不同の^5^なき樣に其田租を取て天子 へ奉ると云ふ」」：：^也0 さて、 是人； £^ 

の 司 徒 職に 從て其 任 を 致す 處 也と は、 是比 .n 職 lg§ よ.. >  出 たる 事に して、 司 徒 職と は 職-: S 鈔民 部^の 條 

に、 周禮 地お 大司徒 之 職 也 云々 と 有て、 註に、 徒 衆 也 主 二 民衆 一 故 稱こ司 徒 一と ある 事に して、 此民 部お 

は、 卿 一 人 云々、 此卿 爲レ重 也、 大 ® 一  人、 少輔ー 人、 名家 輩 任」 之 云々、 丞大 二人、 少 二人、 可」 然六位 

侍 任レ之 云々、 故爲 二重 職 一也 云々 と：：：^ え、 其 外此民 部将に 属せる 主計 に は、 頭 一 人、 助 一 人、 « 助 一 

人、 允 大少、 雞官 大少、 算師 一 人、 又主稅 察に も 右の 如く 官人 有て 其 任 を 受る事 化して、 是 民 部 卿 

に 從ふ處 な..^。 されば、 人臣の 司 徒 職に 從て其 任 を 致す 所 也と は 此_^?- な. 00 さて 共 任 を 致す 處也 

と は、 各 其 任に 當れる 所 を 極め 盡 して 勤る 事に て、 其 極め 盡 して 勤る 事 は、 此正稅 とす る處 にある 

事 どと 云 ふ 意 也。 此 致の 字 は 字書に 極 也と も 有て、 喪 致： ー乎哀 一止と ある は 極め Si すの-お 也と あ 

る を 以て、 任 を 致す と 云 ふ 乙との 意 を もよ く 知る ベ し 0 さて 其 任に 常れ る處を 極め 盡 して： 止稅を 
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定め、 然して 是を 取るべき 大事の 政 故、 內外 田の 三 事 をよ く 平均して 是を齊 ふし、 さて 是を田 免に 

贈す 事 どと 云へ るな 6。 贈す と は 田 免へ 成 免を乘 ずる 事 也。 さて 田 免と は 四 分 一 の 貢 法の 事に し 

て 田の 字よ 6 起れ る 事 也。 田の 字 は 四ッ 目の 形なる 事故、 其 一 を 入 K とし 其 三 を民領 とする 也 0 

又、 成 免と は 平均 免と 云 ふ 事 也、〕 ならしの らし を 反す 時 はら-となる 事 也。 故になら しと 云 ふ 事 を 

な. 0 とも 云 ひて 成 免と は 云 ふ 事なる が、 成の 字 を 書く は 借 字と 云 ふ 者に て、 皇國の 古書に は 此借字 

を 多く 用 ひたる 者なる を、 後に は 借 字と 云 ふ 事を辨 へず、 其 字に 付て、 非ぬ 說 のみ を 成す 事 也。 人 

是を辨 へ 置べ し。 扱 入貢の 定法 四 分 一 なれ ども、 田德に 上中下 あ 6 內 外六德 にも 不同 有て、 一 様に 

四 分の 一 は 取 難し。 爱に 於て、 別に 又 平均 免と 云 ふ 者 を 制し 是を田 免に 乘 じて 入貢と し、 然して 民 

額に 不同な き樣 にす る 事 也。 是 其 地の. に 從ふ處 にして、 一 重 式と は則此 事なる を 知るべし。 

但旣 にも 云 へ る 如く、 一  重 式 は 居 村民の 三德に 預.. > たる 事なる を まが ふべ からず。 

0 又 云。 免と 云 ふ 者 は 民よ 6 上に て 取る 處の調 貢の 名 也。 然るに 此 免の 字 を 書て 免す の義 也と 思へ 

るよ. 0 して、 人 皆 迷； 5 を 取. 0 積々 の說 をな せる 也 0 予旣 くよ. o、 免す の義 とせる 事の 信 難き 故 をば 

知て是 を 論じた る 事 も しなれ ど、 尙 昨日 迄は予 も亦此 字に 惑 はされ て、 其 正義 をば 知る 事 s£ 能 は 

ざ. 0 き。 今や 弘化四 年 十 一 月 十日、 初めて 是を發 明して 思 ひ 得た る も 愚 也と や 云 はん 0 抑 免と 云 

ふ言は皇國言なる者にして、目と云ふ言なるを訛..^てヽんと、はぬる韵きを副 へ 目と 云 へる よらし 


さか しら 


て、 古言と 云 ふ 事 をば 更に も辨 へぬ 後の世の 生」. 臭き 我が 日本人、 此 免の 字 を 狡 に is!: さな 

者 か、 但は又 借 字に 書きた る 者 か。 何れにしても、 此字を 書きた るよ 6 して 此 ：；- 一：： の義は 世に 12 れ果 

て、 知る 人 更に 無き 事と は 成れる 也。 果は 本書に さへ、 土に て藉 田せ る 天子、 諸侯の & を ：《- て は 

歸 服して 喜び 集 .0,、 是に調 貢 を 奉れる 也。 Kf^ は 一 に 免に 作る 0 されば 調 K を 免と 云 ふ は： y に 起れ 

なま 

る 事なる 由に 云 へ る は、 其 生 唐 臭き 人 等が 牽强附 會の甚 しき 者に して、 共 臭氣鼻 を 覆 ふべき の • と 

や 云 はん。 若さる 事な らんに は、 早く 」£ 土に て 調 貢の 事 を 免と 云 ふべき 事なる を 、彼の！： に は然云 

ふ 事の きょ ^可 こ 0 あな かしこ、 予が斯 く 一一 ムふに 本書に 對 して 政 光 主の 事 を 云 へ るに は 非ず、 此倏 は古傳 書に 一： ム へ る さ 

ンニ 一一  ジ.， 5  1^/1 /V 事 有て 其 趣き を 取り 交ぜて 書れ たる 者と 見 ゆれ ぱ、 其 古 傳書を かき 殘 せる 人の 車 を 云 ふ も のぞ。 ご 

て 目と 云 ふ 言 は、.^ の 次第す る處を さして 云 ふその 名に て、 一 ッ目、 ニッ 目、 三ッ 目な ど 云； 5、 又 目 

形の 事に 一 文目、 二 文目、 三文 目、 二十 目、 三十 目な ど 云へ る、 目と 云 ふ事是 也。 冊^ は liltzii だか、 I 

！ sisssET て 目 i,r"._iv!?<- 貢數を 呼て 目と 云 へる 其 意 を尙も 精く 云 はば、 先づ田 免と 云 ふ も 田 目と 云 ふ 

ff&o  TO: 分 一 の 貢 法 は 田の 字に 起て、 四ッ 目なる 乙 .u、rT*  r>  二  n  - 、こな ヒニヽ 匕 rrr に- f  ,c  ,  .  PTr  - 1  >  、、ゝ \ヽ 

5^ 其 一 を！^ るよ しなる 赛旣 d 云 へる が 如し。 又？ 4 田の 上 中 1 に從 て、 此 田よ 6 は 米 を 四. T 取る へ し、 

五斗 取る ベ し、 六 斗 取る ベ しと 其 貢 數の目 を {ル めて、 此 田の 目 は四ッ ヽ此 ffl の 目 は 五 ッヽ此 W の rzi は 

六ッと 様に 云 へ 6 し此 目と 云 ふ 事 を 訛 6 て、 此 田の 免 は 四ッ、 此 田の 免 は 五 ッ、 此 EE の 免 は 六ッと 

様に 云 ふ 事と はなれる 事 也 0 さて、 此目を 定る事 を 免 を 切る と 云 ふなる が、 今 $ 巾 云ふ辭 に tz を 切る 

と 云ふ辭 あ.^。 是は 見切，.^、 思 ひ 切 6 を 以て こと を定 るに 云ふ辭 也。 田の 調赏 を定 るに 云 ふと、 他 
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の 事を定 るに 云 ふと 其處 U は 異なれ ども、 其辭 の理義 同じき を 以て、 免 を 切る と 云ふ辭 は、 目 を 切る 

と 云 ふ辭の 訛， 9 なる 事よ く 知らる る 也。 又錢 目、 金目と 云 ふ 辭を錢 高、 金高と も 云 ふ 事なる が、 此 

高と 云 ふ も 目と 云 ふ も、 共に 數の 積れ る處を さして 云 ふ 箭也。 其 意よ 6 して 調 貢の 數を 高と は 云 

ふ 事 也。 然 らば、 調； 真の 數を 目と も 云 ふべき 理 明かなる 事なら ず や。 其理 明かなる に 於て は、 目 

と 云 ふ 言の 訛..^ て 目と 成 ft^  、杲は 免の 字と 成， 9 た る 理も亦 明かなる 事なら ず や。 人よ く予 が此考 

說を 思； 5 てよ。 自云 はんも 過ぎた る 事ながら、 實に是 古今に 獨步の 事なる どや。 

〇 又 云 0 免と 云 ふ も 高と 云 ふ も 同じく 調 貢の 事なる が、 是は皆 古法 粒 納めの 時の きにして 則 粒 貢の- 

車 也。 然れ ども 又 平均 免に 出る 處の數 は、 米と a と兩 段の 數に 活用す る 事 也。 此 よし は旣 にも 云 

へ る 事 なれ ど、 其 算術の 精し き 事 は、 三 ノ卷斗 代の 條 下に 云 ふ を 見る ベ し。 

グ 

〇 又 云。 田 免 四 分 一 の 貢 法を考 ふるに 鎌き 時代の 制な らん かと 思 はる。 ^■gsl^.^scf 天子の 御 

代に は 十.、 力 一 にも 增 して 輕き； 裒 法な，. ft- し を、 鎌 倉の 代と 成て は處々 に 守護 地頭と 云 ふ 者 を 置れ、 領 

主と 地頭と 雨 方へ 年貢 を 取る 事と 成た る 也。 扱 四 分の 一 を 領主と 地頭に て 分て 是を 取る 時 は、 取 

る 方に て は 八 分の 一 に當る 事に て、 取る 方よ 6 見れば、 八 を 免し 一 を 取る 井田の 法に 近し とせる 者 

なるべく、 又 田の 卞の 形よ， 9 取て 四 分の 一 とせる も、 此 比の 人の 心よ 6 出た る 事な らんと 思 はれ、 

又 後に 見えた る 公田、 私 田 を 分けて ti- め 置くな ども、 を 彼の 井田に 擬 して、 其赏 は、 地頭の 己が 取 


る 處の買 米に 減. -の 立ぬ 事 を 計 ひたる 者な らん。 ばき：3ハム後への4*田ぁ私り田、气ひ5;^??0下 公田 私 田 を 分けて 

定め 置く 事 は、 其 地に 居る 地頭なら では 成る ベ からざる 事に て、 天子の 御世な どに は あるべ から ざ 

る 事と 思 はる 0 序に 云 ふ 事 あり、 今 御當國 にて 三 田と 云 ふ 事 あるが、 是は富 民の する 事に て、 多く 

の 田 を 買 猿め、 然して、 其 田 をば 己が 手に て 作らず して、 只 取る 處の米 を 何程と 定め、 田地 を も 持 あ 

へ ぬ 貧民に 預けて 作らす る 事 也。 されば 其 貧民 は、 年貢 を 上と 又 其 富 民と に 取らる、 道理に して、 

是 領主と 地頭と 兩 方へ 年貢 を 取らる k 鎌倉時代の 事に 似た る 事なる が、 鎌倉時代の _?5f は、 兩 方へ 取 

られて も 四 分の 一 にて 濟 みたるべき を、 今 は 四 分 一 の 外に 又 富 民へ 取らる、 事 抱，」 然 らば、 共贫民 

は 其 田地 を 作，^ て も取續 きに は 成らぬ 事 かと 思へば、 辛くも 細々 の 取續き はする 事 也。 此故を 如 

何ん と 云 ふに、 是政光 主の 意 を盡 された る處 にして、 定法の 外、 民に 其 地 を 免して 民領 とす る處の 

粟 數を增 して、 其 算用 を剛 くした るよ 6 の 事 也。 然るに、 其 免した る 處の餘 勢 今 は 只 富 民の S 筋と 

のみ 成て、 貧民の 爲 筋と はならず 却て 不爲の 事と な 6 たる は、 政 光 主の 本意に は稱 はぬ 事に して 大 

いに 宜しから ざる 事 也 0 されば 第 一 、早く 此三田 を 禁ぜられ たき 事 也 0 

〇 又 云。 此段 は古傳 書に 有 c\ る 趣 を 取て 書れ たる 者 也。 其 故 は、 古例の 引 事に 過ぎて、 非ぬ 附會の 事 

さ へ 交れる も古傳 書の 風に 疑 ひなく、 又 田の 位 を 三 品と して 云 はれた る も 古 傳番の 儘なる を 見る 

べし。 されば、 傳に曰 ふと 上に 出せる は、 此 段へ も 係れる 事なる を 知るべし 0 又特. 0 此段 のみに 
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も 非ず、 後の 公田、 私 W を 分て る 古法の 事 を 云 へ る 段 迄 も 係れる 處 ある 事 也。 

〇 訂に 云。 上に 云 へ る 如く、 免と 云 ふ 事は藉 田す る 暴の 事よ 6 出た る 事 也な ど 云 へ る 本書の 趣 は、 非 

ぬ 附會の 事 なれば 是を 除きた 60 又 本書に は、 三 事を齊 ふして 是を田 免に 贈す と ある 其 下に、 或は 

曰と 云 へ る 一 說の辭 を 起して、 八 於 免 一 於 貢、 故 民勸而 貨財 運、 依レ之 與レ免 云、 是 古法 也と ある。 此 

一 說は 取る に 足らぬ 事 なれ ども、 一 說 ならん に は 別 書きに 爲 すべき 事なる を、 本文に 赛續 けたる は 

誤りと すべし。 又 其 下に、 又 內外田 之 三德以 成就、 謂 二 之 成 免 一也と ある。 是もー 說 なれば 別 書きと 

すべき 事 は 同じ。 扭、 上に は 三 事 を 均 ふして 免と 成す よしに 云 へ るに て、 成 免 は 平均 免の 意なる 事 

はよ く 聞 ゆる 事なる を 、愛に は 又、 成 免 は 成就の 意なる よしに 云 へ る。 乙れ も 取る に 足らざる 一 說 

也。 若しくは 後人の 書 加へ たる 者なる も 知るべからず。 又、 本よりの 別 書き 一 說 としても 取る に 

足ら ざ る 乙 とど も なれば、 鬼 角な きにしかざる 事故 除き. f ^り。 

〇 又 云。 本書に は 人臣 從ニ司 職, 謂 致仕 矣と ある 事に して、 致仕 は隱 居す る 事の 漢語なる 故 其 意に 

して は 更に 解し 難く、 又 職 原に 據て 書る 事と 迄に は 思 ひ よらざる 事故、 古今の 輩 是を讀 得た る 者 

なき 事 也。 仕 は 任の 誤..^、謂 は 所謂と 書く 辭の 字續き に 紛れて 、所と 書く ベ き 心に て不圆 誤て 

謂と 書る 者に 疑 ひなく、 又 任の 字の 上に は 其の 字 あるべ き處 也。 又 司 徒 職 を 略して 司 職と 書た 

る も 知 難 けれど、 徒の 字 あるに 及 かざれば、 人臣の 司 徒 職に 從て其 任 を 致す 所 也と は 訂正せ る な 


〇 海の 德四品 

〇 訂に 云〕 此條 は、 外に 何の 斷.^ もな く 海の 德の事 を 云 ひ 出 づるも 事足らぬ 心地 せらる K 處故、 上に 

又の 一 字 を 補て、 海の 德の事 を 云 ひ 出る 斷 6 となした. 00 

<1 上德 

魚 鼈 海藻 多くして、 四季と もに 浪 舟の 事 ある 則は是 を上德 とす。 上なる 則 は 上田に 准ず。 

〇 註に 云。 鼈はク ミ，、 カメと 訓み、 魚 鼈と は 魚類の 總 名に 云 へ り。 海藻 も 又 食用と なる 海草の 總 名に 

云 へ ..^0 漁 舟の 事と は 釣 舟 も あるべく、 又 網な ども 引くべく、 是も總 じての 漁業の ISj を 云 へ るに し 

て、 四季と もに 絕ず其 事 ある 也。 故に 上德 とす。 

<3 中德 

山 を 負； 5 草木 多くして、 鹽味饒 なる 則は是 を中徳 とす。 中なる 則 は 中 H に 准ず。 

〇 註に 云。 鹽 味と 云 ふ 瀞は此 時代に は總 てよ く 用 ひたる 辭 にて、 今 も 御鹽味 役な ど 云 へ る 辭は殘 6 

て 云 ふ 事 也 0 さて 此辭の 意 を考 るに、 * は 五味の 義に 取. 0 たるべし。 五.^ と は 酸、 鹹、 甘、 苦、 辛の 

五ッ 也。 五味の 內に は鹹は あれば、， M と 云 事 は 云 ふに 及ばぬ 51 なる 事 なれ ども、 共 離の 主に 副て 云 
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へ る 者に して、 其 意 は鹽を 初めと し、 五味の 者の 缺 なきと 云 ふ 方の 意な らん。 されば 御鹽味 役と 云 

ふ 事 も、 困窮なる 者の、 其 御 役に 依て 鹽 * 饒 となる 方よ 6 云 ふ 事な らん。 扱 此條に 云 へ る 心 は、 草 

木 多くして S など も燒 くに 足るべく、 其 外 魚類 藻 額、 又 田 畠の 物も饒 なる 心なる ベ し。 上德は 魚類 

藻類 は 多くして 餘ら 有て、 大いに 其 利 を 得る 也。 中德 は、 饒 なれ ども 多くの 餘 6 はなき 事 也。 是を 

上 中の 分れ 目と す。 又 上 德中德 に は 田の 事 は 云 は ざれ ども、 下 德に穀 多から ずと 雖と云 ひ、 下德に 

田 稀に してと 云 へ る を 以て、 上 德は田 多く、 中 德も亦 是に淮 じたる を 知るべし。 又 上 德下德 下德と 

も 皆 漁 舟の 事 を 云 へる に 待，.. 中德に のみ 漁 舟の 事 を 云 はず。 是鹽 味の 味と 云 ふ 事に 魚類の 事 も 籠 

れ るに 依て、 別に 漁 舟の 事 を 云 はざる 也。 多少の 事 は 鬼 も あれ、 海 邊の村 居に して、 鹽 のみ 燒 けど 

も 漁 舟の 事 は 更にな しと 云 ふ 村 居 は 有べき 事 か は。 人心 を 平にして、 予が云 へる 處の鹽 味と 云 ふ 

辭の意 をよ く 思 ふべ し。 さて 又此盥 味と 云 ふ辭を 梅 津政景 の 書狀 に、 人 へ 物 を 然るべき 様に と 云 

ひやる 様の 處へ、 御鹽味 次第に 御 坐； 候と 窨 たる 事 見え 力り。 是らは 鹽も甘 も 辛 も 然るべ く、 其鹽梅 

次第贵 意に 任す ると 云 意に 用 ひ^る 者 也。 されば 1^ 味と は、 甘く も 辛くも 夫々 に * は ひの ある 一 

體の喰 物の 事 也。 

<1 下德  .  . ， 

穀 多から ずと 云 へ ども、 漁 舟の 事 を 以て 民の 竈 乏しから ざる 則は是 を下德 とす。 下なる 時 は 下田に 淮 


oils に 云。 是は、 穀の 多から ざる を 以て 中と 下の 分れ 目と す。 又 漁 舟の j£j も、 上と 中よ 6 少しよ^ ュ 

る を 知る ベ し 0 

〈下德 

艸木を 長 ぜず田 稀に して、 春秋 泡 舟の ある 則 は下德 とす。 下なる 則 は 下田に ず 0 

〇 註に 云。 草木の 長ぜ ざる は 土の 瘠た るに して、 又 風 も强く 吹き 當る處 なるべし 0 故に 田 も 稀 こ ン 

て 漁 舟の 事 も 多から ず、 凡 半年に 當て其 利 を 得る 也。 

凡 江湖の 德も是 に 准ず る 者 也〕 外の 四 德を缺 て三德 とせる 者 は、 海 江湖に 鄰 6 なる 村 鄕は微 ふして、 り 

野に 從る邑 里 は 多ければ 也〕 爱 を 以て 外の 四德を 缺て是 を三德 とす。 所謂る 內 外の 七德は 天のお 5 、ぬ 

の 鱧た. -、 然して 又 人の 用 也〕 地方に 因て 或は 其 德を缺 き 其 用 を 失 ふ 故に、 其 缺德を 補 ひ 三 事 を 均 ふせ 

んと 欲して、 海 江湖の 德を 外の 三徳に 加 ふ 0 

〇 註に 云。 江 は 川の 大 いなる 者、 湖 は 又 陂の大 いなる 者 を 云 ふ。 江湖の 徳も 海に 淮 じて 魚.^ の 事 ご 

一 の目當 とすべし。 天の 德と は、 天よ. 0 人に 惠み與 へ 玉へ る 處の德 と 云 ふま 也。 地の K と は、 人の 

五 鱧の 如く 必具. - あるべ き 者と 云 ふ 意 也。 人の 用と は、 其 地の 體は 又必 人に 用 ある 事に して、 無て 

は 叶 はぬ 笞の者 どと 云 ふ S 也。 さて 海 江湖 是を總 て 一 德 とし、 山川 野の 三徳 と共にして 四 德の法 
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となすべき 様なる 事 なれ ども、 山川 野は是 に從ら ずして は 耕 田 を 開く ベ， からぬ 者に して、 鄕村 あれ 

ば 必此德 あ 6.0 故に 常德 也。 海 江湖 は 土地に 因て 有る と 無き との 譯 有て、 山川 野と 同じく 常德と 

は 成し 雛き 事 也" 故に 是をー ッ の別德 として、 若し 其德 ある 時 は、 外の 三德に 加へ て 三徳の 不足 を 

補 ふ 事 也。 さて 內外 六德と は雖、 海 江湖の 一 德を加 へ て實 は七德 也。 故に 內 外の 七德は 天の 德、 地 

の體た わと 云へ る 也。 

〇 訂に 云。 本 键には 因 二 地方, 或 失，， 其 德ー備 ：， 其 用 一と あれ ども、 缺 ，.， 其德 1 失；， 其 用 一と あ. - けん 上の 缺 

を 下の 失に 誤 6、 然して 其 失の 字の 處へ 筆者の 心よ 6- して 押當て に、 備の字 を 書 力る 者に 疑 ひな 

し。 共 德を缺 くに 依て 其 用 を も 失 ふ 事 也。 故に 然是 を改 ためた. =N。 


〇 一 石 五斗 

〇 一 石 三 斗 

0 一  石 

〇 一 石 五斗 


山の 上德 

川の 中德 

野の 下德 

海み 上德， 


斗 


一 石 七 斗 六 升 七 合 

右 は 海の 一 德を合 期して、 川 野ニ德 のい まだ 及ばざる 處を 補て 買 法^ら しむる 者 也。 故に 四德是 を 三 


德に均 ふす。 

〇 註に 云。 海の 德は 常德に 非ざる 事故、 三德に 分て、 川と 野の 足らざる 處へ增 す 處の理 は 本文に て 聞 

ゆる 如く なれ ども、 只 川と 野の 德 へ のみ 增 すに 非ず。 此： 牛 均した る 一 德を 以て 又 內外田 の 三 事 を 

平均す る 事故、 詰る 處は 田の 德へ 增す理 也。 故に 上なる 本文に、 其缺德 を 補；： S 、三 事 を 均 ふせんと 

欲する よしに 云 へる は 此事也 Q 

〇， 盯に 云。 故に 四 德是を 三 德に均 ふす と 云へ る處 は、 予が 補遺せ る處 也。 斯く云 は ざれば、 四 德を三 

分す る 事よ く 聞えず して 惑 はしき 事 也。 

〇 一石 三 斗  居の 中德 

〇 一石  村の 下德 

〇 七 斗  民の 下德 

合 三 石 

一 石 三 德是を 均 ふす 

〇 一石 七 斗 六 升 七 合 外の 三德 

〇 一石  內 の三德 

〇 一石 一斗 二 升 五合 田の 四德 
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合 三 石 八 斗 九 升 二 合 

免 六 ッ四分 八 厘六毫 

內六ッ 四 分 成 免 

同 八 厘六亳 是を 剪捨っ 

〇訂 に 云。 本書に は是を 剪捨 つと ある 下に、 故に 免 を 剪る と 云 ふ、 是を常 國の御 制め とすと 云 へ る辭 

を 副 へたれ ども、 是は 後人の 書 加 へたる 者に 疑 ひなし。 そ は 如何ん と 云 ふに、 若し 實に、 厘 亳を剪 

捨 るに 依て 免 を 剪る と 云 ふ辭の 出た る 事と して 其 由 を斷る 事な らんに は、 上なる 五ッ六 分の 免の 

條 にて 早く 斷 るべ き 事なる を、 さは 無くして、 此條に 至て 斷るは 取合 は ざ る 事なる に、 是を 當國の 

0  0 

御 制め とすな ど 云 へ る も、 政 光 主の 辭とは 聞えざる 者 也。 免 を 剪る と 云ふ辭 は、 目 を 剪る と 云ふ辭 

なる 事 は 旣に云 へ るが 如くに して、 厘毫 を剪捨 るより 起れ る 辭には 非ず。 故に、 さる 靠は皆 是を削 

〇 註に 云。 是 迄の 處は總 て 古法 なれ ども、 三 ffl を 四 田の 法と したる は 政 光 主の 制 也。 

右 は 公田、 私 田 を 分けて 一 夫の 耕す 處、 田 三 反、 畠 三 反な 6、  二 夫 一 町 二 反 を 職る。 但 古の 反は是 三百 六 

十 步也。 故に 此 一 町 二 反 は 古の 一 町に て 步數は 三千 六百步 也。 抑泰は 耕し 秋は赏 のる に 從て調 貢 を 連 

ぶに 至る 迄、 一 町 二 反の 蔡は皆 二 夫の する 處也。 古 は 畠に 調 貢 無し。 弘 仁の 制、： 農の 麥を 取る 事 正税の 


し。 化へ， 1^ よ 田 i を總て ：4 り-二 Bf こ£ ひ。 外 註。 弘仁は人皇五十ニ代輕哦：大^:12;ゃ號なり。 今此麥を^ 

女し ま {{ttlg を 糸 マ <^レ ，{ も I 取る 率 を 夏 成りと 一： ムふ、 夏成リ とに： 棗 物 1 ^りと 一： ムふ 意の 辭也。 j 

〇 註に 云。 公田、 私 田 を 分る は 唐土 井田の 法に 擬 したる 者に して、 鎌倉時代の 制な らんと 思 はる。 田 

免 四 分 一 の 貢 法と して、 田の 字の 形なる 其 一 分 を 公田と して 好き 地方 を 撰で 定め sa き、 其 三分 をば 

私 田と して 民の 物と 定め 置く は、 實は其 貢 米に 減. 0 の 立たぬ 様に 計ら ひたる、 地頭の 鄙吝 なる 志よ 

..^起れる事ならん0 さて 又、 二 夫に 一 町 二 反と 殊更に 分けて 是を云 へ る 其 故 は、 貢 法 四 分の 一 なれ 

ば 其 地方 も 三 四の 一 町 二 反に て、 三 反 は 公田、 九 反 は 私 ffl なる 者 なれば 也 0 其 耕 夫 二人と-: ム へ る是 

亦 貢 法 四 分の 一 に稱 へる 者に して、 四 五の 二人 也。 され， は 其 用 は、 公 W 三 反に 付 五分、 私 田 九 反に 

付 一 人 五分 當る事 也。 人よ く此 理を辨 ふべ し。 

〇 又 云。 是 迄の 處は 古法の 事 を 一 渡.^ 述られ たる 者に して、 是ょ 6 後段々 と 常 制の 事を述 出されん 

とする 事 也」 されば、 其述 出さる K 事の 次第せ る 趣 を考 るに、 此 第一 窜には 古法の 內外六 德の事 を 

云 はれた るに 付て ヽ當 制の 下 を 加 へ て先づ四品の法を云；：5出られたるに依.=^ヽ第ニ章には 一 德四品 

の傳を 云； 5 出られた る 也。 引 績き當 制の 順逆 八 鄕の事 を も 云 出さるべき 事の 如く なれ ど、 此處の 

本文に、 古法の 公田、 私 田 を 分て る 由 を 云 はれた るより して、 先づ 第三 章に は 公田、 私 を 分たず し 

て 一 致なる 四 六 分 米の 事 を 云 はれ. 1^ る 也。 其 四 六の 事よ 6 して、 ゃル四 章に は 常 制 斗 代の 起. 0 と 四 

六の 法 を 云 はれ、 第五 章に は 當制ロ 米の 起 6. と 內外四 六の 傳を云 はれ、 拔 夫よ 6 して 笛 六 章に 至. 0 
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町 反大積 6 の 事 を 云 はれた る 也。 是 順逆 八 鄕の 法、 當 制の 大事 を述ら れんと する 處の發 端 也。 人 

是らの 事 を も辨へ 置き、 然 ふして 御 格式 一 卷の 始終 をよ く 見る ベ し 0 

〇 訂に 云。 此 條は缺 文せ る處 ありと 見え、 本書の ii にて は 聞え 難く して 人の 誤るべき 事 なれば、 好く 

其 意 を 得て、 辭を 足し 加 へ て 訂正す る處也 0 此處に 云 へ る 一 町 二 反 は、 古法の 一 反 三百 六十 歩の 一 

町 三千 六百步 を、 今の 一 反 三百 步の町 反に 直して 一 町 二 反と 云 へ る 者 也。 然る を 本書に は 二 夫 職 二 

一 町 二 反 1 也、 反者是 三百 六十 步と ある 事に て、 斯く云 び ては此 一 町 二  Lt^ は、 三百 六十 步の 一 町 二 反 

なる 事の 如くに 聞え て大 いなる 差 ひと. なる 事 也。 故に 予は、 此 一 町 二 反 は 古の 一 町に て、 步數は 三 

千 六百步 也と 記した る 本文の 趣 を 見るべし 0 若又此 一 町 二！^ を 三百 六十 步の 一 町 二 反と して、 是 

に 三百 六十 步を乘 ずる 時 は 步數は 四千 三百 二十 步 となる 事に て、 此耕夫 二人の 古法 なれば、 此.^ 一  を 

當 制に は 用； 5 難き 事と なる 也。 一 町 二 反の 步數 三千 六 百 歩に 付 其 耕 夫 二人の 法なる 事故、 是を當 

制に 用 ひらる \ に 成る 譯 ある 事 也 0 其譯の 精き 事 は、 五 ノ卷養 民の 傳の條 下に 云 ふ を 見て 知る ベ 

し。 又此條 は、 此外 迚も 缺文脫 辭のぁ 6 げに見 ゆる 事故、 さる 處は 皆予が 補遺せ る 也。 例の 一 々是 

を斷 るに 遑 あら ざれば、 本書に 引合せ 見て 是を 知る ベ L0 

〇 ー德四 品の 傳 


〇 上田 

<1 上德ー 石 五斗 

<1 中德 一 石 四 斗 五 升 

< -下德 一 石 四 斗 

A 下德ー 石 三 斗 五 升 

〇 中 田 

〈上德 一 石 三 斗 

〈中德 一 石 二 斗 二 升 五合 

〈下德 一石 一 斗 五 升 

<1 下 德ー 石 七 升 五八" 

〇 下田 

〈上德 一石 

〈中 德九斗 二 升 五合 

〈下 德八斗 五 升 

〈下 德七斗 七 升 五合 
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〇 下田 

<1 上德七 斗 

<1 中德六 斗 五 升 

<1 下德六 斗 

<1 下德 五斗 五 升 

右 一 德の內 又 四 品 を 兼、 然 ふして 內 外と 田と 是を三 合して 免と 爲す。 一 德四品 をな すの 法 は、 上田 一 石 

五斗の 內、 中 田の 一 石 三 斗 を 取れば ニ斗餘 る。 是を 上中下 下の 四 品に 分る 則 は 各 五 升 宛。 中 下の 法 は 

上田の 四 品に 准ず。 下田の 一 德四品 は、 下田 七 斗の 內、 上田の 端 五斗 を 取る 則 は 二 斗 餘.. >殘 る。 是を四 

品に 分る 則 は 各 五 升 宛。 是も亦 古法の 三 品に 仍て四 品に 配す。 

〇 註に 云。 此 一 德四 品の 法 は、 上なる 內外六 德の辨 に、 共 六德を 一 德每に 上中下 下の 四 品と なした る 

に 依て、 其 一 德を四 品と なした る 斗 代の 位 を 愛に 出して 知ら しめたる^ 也。 されば 是は內 外の 六 

德に のみ 用 ふる 法に して、 田に は 用 ふる 法に 非ざる を辨へ 置べ し。 さて 此ー邑 一村の 地 も 上中下 

下の 四 品と なした る は、 田の 上中下 下 四重の 制に 從 ひたる 者に して、 其 事 は 四 ノ卷際 見 取捨の 條、 

又 五ノ卷 平均 免の 條 にも 見えた るが 如し。 然して 又此 一 德四 品の 法に 從て、 平均 免 三十 二 箇の制 

と 成た る 者 也。 爱には 其 大略 を 云 ふ。 精く は 平均 免の 條に據 て 見るべし。 


〇rt 田 私 田 一 致 四 六定米 分配の 法 

〇 註に 云。 旣に云 へ る 如く、 內外六 德の辨 の 末 文に 古法 は 公田 私 田 を 分て る 事 を 云 へ るに 依て 、愛に 

は 又 公田 私 田 を 分たず、 一 致の 法と 成 6 し 今の 事を述 たる 也。 さて 又 本書に は、 公田 私 田 一 致 分 米 

の 法と 有て 夫 にても 聞 ゆる 事 なれ ども、 此條は 四 六の 定米ニ 石 四 斗 を 分配す る 法を述 たる 者に し 

てヽ 夫より して 又、 次なる 斗 代の 起 6 四 六の 法 を述る 事に 至れる. なれば、 此章 目に  > も 四六定 米と 云 

ふ 事 を顯 はし 置く 時 は、 人の 心得：^ き 事故 斯くは 補； 5^6。 又 分 米と は 分配 米と 云 ふ 事 を 略した 

る 言に して、 一 步の 生米 四 分 一 を 凶年 備 として 引、 殘 6 三分の 一 を 貢 米と し.、 三分の 二 を 民 ffi とす 

る。 其 貢 米と 民領と 分配す る處を さして、 分配 米と も 分 米と も 云 ふ 事 也 0 そ は 後に 見 ゆる 事に し 

て、 其條 下に も 又 精く 云 ふ を 見る ベ し。 

〇 上田 高 一 石 步數 二百 步 

一 步の 生米 一 升 二 合、 內九合 は作德 分配、 同く 三 合 は 凶年の 貯 とす 

此 生米 二 石 四 斗 

• 內ー 石 八 斗  作德 分配 

同 六 斗  凶年 備  . 

訂正 御 格式 (卷ノ  二)  お m 
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〇 註に 云。 二 石 四 斗 は、 前なる 一 步の 生米 一 升 二 合 を 二百 步に乘 じたる 石數 也。 されば 一石 八 斗の 

作德 分配と 六 斗の 凶年 備も、 前の 九 合と 三 合 を 二 ぼ 步に乘 じたる 數 なる 事 同じ。 又、 以下の 中 田 下 

田 下田の 法も是 に准じて 知るべし。 又作德 分配の 法 は 後に ある を 見て 知るべし。 

〇 又 云。 此ニ石 四 斗 を 四 六の 定 米と は 云 ふ 事 也。 是、 と 中 下下の 四 田 高 一 石の 生米 定數 なる 者 なれ 

ば 也。 定 米と 云 ふ 事は是 にて 聞え べきが、 四 六と 云 ふ 事 を 加 へ て 四 六の 定 米と 云 ふ 事の 精き は、 三 

ノ卷四 六の 法の 條 下に 云 ふ を 見て よく 辨ふ ベく、 但 早く 心得 置べき 事 あ，.^。 粒 高 一 石の 出 米 六 斗 

なる が、 其 六 斗 は 又、 其 g 高 一 石の 生米 二 石 四 斗の 四 分 一 なる 入貢 米の 六 斗 也。 故に 四 六と 云ふ辭 

の 出た る 者と 知るべし。 

〇 中 田 高 一石 步數 二百 三十 ー步 

1 步の 生米 一 升 四 勺、 內七合 八 勺 は作德 分配、 同く 二 合 六 勺 は 凶年の 貯 とす 

此 生米 二 石 四 斗 內 分け 右同斷 , 

〇 下田 高 一石 步數 三百 步 

一 步の 生米 八 合、 內 六合 は 作德 分配、 同く 二 合 は 凶年の 貯 とす  . 

, 此 生米 二 石 四 斗 內 分け 右同斷 

。下田 高 一石 步數 四百 二十 九步 


一 步の 生米 五合 六 勺、 內四合 二 勺 は作德 分配、 同く 一  合 四 勺 は 凶年の 貯 とす 

此 生米 二 石 四 斗 內 分け 右同斷 

高 合 四 石 

生米 合 九 石 六 斗 

內ニ石 四 斗 凶年の 備と爲 す。 是 三年 耕して 一 年の 作 德に稱 ふ 者.^ 

同 七 石 二 斗 作德 分配 

內 一石 八 斗. 四 田是に 均し 

內六斗  三分して 其 二 を 去 6 是を 公田の 貢と す。 當 制の 定免六 ッ成是 に 

起る 者 也 

同一 石 二 斗 三分して 其 一 を 去 6. 是を私 田の 民 領と爲 す。 然して 民 其 家 を 養 

ふ 者 也 

〇 註に 云。 上中下下四田の生米を合する時は九石六斗と成..^、是をraI分すればニ石raI斗とな..^、是に 

三乘 ずれば 七 石 二 斗と なる 事に して、 是 三年 耕して 一 年の 作 德に稱 ふ 事 なれば、 此 分配の 法に 准 じ 

て 四" i を總て 一 德 とする に 非 ざれば、 三年 耕して 一 年の 食 を ij: ると 云 ふ 術に は 至 6 難き 事 也と、 

先 づ是を 以て、 四百 步ー 反、 四 田 平均 三 石 六 斗の 法 を 制し 出さん とする 意 を 示された る 者 也。 

訂正 御 格式 (卷ノ  二)  おお 
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1^1 訓、 一一に 石 至大 リゃ 精の く Ik 米 見し る. T し 法 。な さて 又、 內ー 石 八 斗 四 田是に 均しと ある は、 生米 二 石 四 斗の 四 分 

一 、六 斗 を 凶年 備に 引殘 りたる 處の 一 石 八 斗に して、 四 田 皆是に 均しき 事 也と 云 ふ 意 也。 さて 凶年 

稳を引 殘，， > の 一 石 八 斗 を 出した る は、 是を 入貢と 民領に 分配して 民領の 足らざる 處を辨 へ、 然して 

民領の 足るべき 法 を 制さん： a の所爲 なる を 知るべし。 貢 法 四 分の 一 なれば 民 領は四 分の 三なる を、 

今 は 三年 耕して 一 年の 食 を 得る の 法 を 制せん として、 先 づ其四 分 一 を 凶年 備に 引、 又 同く 其 一 を 入 

貢に 取れる 乙と なれば、 民 領は四 分の 二と 成て 一 分 足らぬ 事 也。 是、 三百 步を 四百 步と なさ 、义れ ば 

成らぬ 事の 顯れ たる 處 也。 然る を 其 四 分の 二に 當れる 一 石 二 斗の 足らざる 者 を 以て、 民 其 家 を 養 

ふ 者 也と ある は、 是政光 主の 天下の 通規を 重んじて、 四百 步の事 顯には 云 はれざる 處 也。 さて 又當 

制の 定免六 ッ成是 に 起る と は、 當 制の 六 分す る 六 ッ成定 免の 法 は、 四 分す る 田 免四ッ 成の 此六 斗よ 

^sa  fn-IPJi- 丄 レニ  き 1 こ ンにヽ 但爱に は 三分した る なれ ど も 、是は 凶年 備の g 分 一 を 引、 殘； 4-.^f:s り. K ッょ 

ら起； W る ま. と 云 ふ窟に t て りの 一 石 八 斗 を 三分した る 者： 四 分の 法と 同じ 事な り ^ ブ、 ilKf*- 

の 四 分 】 へ 其 六を乘 じ、 然して 又 是を定 免の 六 ッ成を 以て 六 分す る 事故、 其 法 屍て、 本の 田 免 四 分 

一 の 法と なる より 云 ふ 處也。 斯く云 ひても 尙 心得が てなる 人 も 有ん かと、 其 人の 爲に、 更に 又其算 

術 をな して 示すべし。 譬ば高 一 石の 生米 二 石 四 斗の 田 免 四 分 一 の 六 斗へ、 平均 免六ッ として 其 六 

を乘 ずる 時 は 三 石 六 斗の 數 となる。 然して 是を定 免六ッ 成の 法 を 以て 六 分す る 時 は 六 斗と 成て、 

元の 二 石 四 斗の 田 免 四 分 一 の 法と なる 事 也。 人此 算術の 理 をよ く辨ふ べし。 是當制 真 法の 大要 旨 


にして、 田 免 四 分 一よ 6 起て 定免六 分 一 の 法と なる、 故に 是を四 六の 法と 云 ふ。 尙 精く は、 四 六の 

法の 條 下に 云 ふ を 見るべし。 

〇 又 云。 此條は 公田 私 田 を 分たず 一 致の 法なる を、 三分して 二 を^.^ 是を公 W の赏 とす。 又 三分し 

て 一 を 去 6 是を私 田の 民領 とすな ど 云 へる は、 公田 私 田 を 分て る 古法 に准じて 公田の W の 如くす、 

私 田の 民領の 如. くす と 云 ふ 意 也。 是を辨 へ 置べ し。 

〇 又 云。 四 分の 一 を先づ 初めに 取て 凶年の 備 とする 事に 云 へる は、 是 三年 耕して 一 年の 食 を？ おる と 

云 ふ 法 を 制さん とする 處の發 端なる が、 四 六の 定米ニ 石 四 斗の 四 分 一 を M 年の 備に 取て は、 民領は 

上に 兑ぇ たる 如く 四 分の 二と 成て、 足らざる 事と なる。 爱に 於て 四 田 平均 三 石 六 斗の 生米と なる 

法 を 制し、 其 四 分 一 を 凶年の 備 となして 其 法 を 大成せ る 者 也。 扱 又 其 凶年 備 

とする 處の者 は 民の 餘 米に し て、 廣く 一  國 中へ 分散して 商人 の 手に も 渡..^、 交易 融通の 迸 を もな 

. して 沖 出と 成るべき 賣米 也。 故に 其 年の 作 合 上中下 を考へ 凶年の 貯を 計，.^、 是を 一 國中 へ 殘し置 

, き、 餘を 沖へ 出すべき 事 也。 是國家 經濟の 大本 也。 總て 凶年 備は、 ー邑 一村の 一 小お にある を 以て 

備へ とする 事に 非ず、 廣く 一  國 中に ある を 量て 備へ とする 事 也。 人よ く 是を辨 ふべ し。 

右 四 ra 合て 四 石の 高 は 四季に 配す。 生米 九 石 六 斗 を 田の 四 品に 分れば 二十 四 氣に稱 ふ。 又是を 藏貯米 

と 分配 米の 二に 分れば 十二月の 數に 至る。 分配 米 七 石 二 斗 は 則 七十 二 候に 稱ふ。 藏貯 米の 二 石 四 斗 も 

訂正 御 格式 (卷ノ 二)  ^ 
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又 二十 四氣に 配す、 均 米 一 石 八 斗 は 土用に 配す、 是を 一 候の 五に 分れば 一 年の 日 數に應 ず。 公務 は 六 斗 

也、 是を 一 候の 五に 乘 ずれば 一 月の 日 數に稱 ふ。 私用 は 一 石 二 斗 也、 是を 一 候の 五に 分る 則 は 又 二十 

四氣に 至る。 四 田 四步の 生米 を 總れば 三 升 六合 也、 是を 一 候の 五に 分る 則 は 又 七十 二 候に 稱ふ。 四 田 

四 歩の 分配 米 を 總れば 二 升 七 合 也、 是を 土用 十八 日に 分る 則 は 十五の 一 氣に應 ず。 又、 是を 三分して 一 

候に 配す。 凡 一年 は 三百 六十 日、 七十 二 候、 二十 四氣 にて 成就す。 公田 私 田の 分量 は 皆 一年の 配流に 稱 

ふ 者 也。 年には氣の盈朔の虚ぁ..^、故に三年にして閏月を置くo 田租に は 分配と 藏貯の 法 あ，. ^0 故に 

三年 耕して 一 年の 食 を 得る、 四 品 を 總て是 を 一 德 とす。 是檢 地の 良法 也リ 

〇 註に 云。 此 本文なる 法 數の氣 候 數に稱 へ ると 云 ふ は 附會の 空理に して、 田 法の 實 用に は 非ず。 考 

るに 是は 古傳 書に 出た る 事の 趣 へ、 少しく 政 光 主の 作意 を 加 へられた る 物 かと 見 ゆる 事なる が、 此 

元の 作者 はと 云 へば、 いよ、、 大 江の 廣 元な らんと 思 はる、 事共 也。 さて 是は 空理 なれ ど、 又是と 

ねん ねん 

同じ 趣の 實理 ある 事 也。 唐土 にても 年 は 稔の義 なるよし 字書に 出て、 稔は又 是稻の 事 也 。皇國 にて 

も 年と 云 ふ は稻の 事なる が、 又 其 年と 云 ふ 義は田 寄と 云 ふ 事に して、 賴 む 一が ^ 紅 U 民の 農事 を 

よさ 

爲し竟 せて、 其 田租 を 其 君へ 寄し 奉る 間 は、 一 年の 數 なるよしの 名 也。 此 道の 學に志 あらん 者は是 

らの事 を も 心得 置くべし。 本文の 趣 は 空理 なれば 强ては 註せ ず、 只 少しく 其 譯を云 ふべ し 0 一  候 

は 五日の 事に して 三 候 を 十五の 一 氣と云 ふ 0 又 一 候 五日 宛、 七十 二 候に て 一 年の 三百 六十 日 也 0 


又 一 氣十 五日 宛、 一一 十四 氣 にて 三百 六十 日 也。 又 公務と 云 へ る は 入 1 只の. 事、 私用と 云 へ る は 民領の 

事 也。 

〇 又 云。 此 本文に 據て 分配と 藏貯 趣意 はよ く 知らる、 事 也。 さて 本書に 分 米 七 石 二 斗 云々、 又 四 

步に 生ずる 分 米 を 總る時 は 二 升 七 合 云々 と ある は作德 分配 米の 事 なれば、 分 米と 云 ふ は 分配^の 

略語 也。 是に 依て 思へば、 調 貢に 當る a 高の 事 を 分 米と 云 ふ も、 分配 米の 意な-る 1$ 明かなる 者 也。 

但、今の世には分配米と藏貯米のニ ッを辨へ知らず、分米と云ふ辭は調貢のa高にのみ殘れる也。 

さて本書には斯く分米とぁる事なれども、分米と云ひては、今のffiの耳馴れたる調^::;の粒高に紛ら 

はしければ、 今 は 精く 分配 米と 云； 5 て、 調 貢 籾 高の 事 を 云 へ る 分 米と 辭を 分け、 又 其 分配 米と 云 へ 

るに 對 して 本書に 貯 米と ある を、 今 は藏貯 米と 云 へ る 也。 是則 上に も 云 へ 6 し 如く、 廣く 一  阈 中に 

ある 凶年 備の 事に して、 只 一 邑 一 村に のみ 藏め& ふ 事に は 非ず。 人よ く是を 心得 置くべし。 

〇 又 云。 四 田 四步の 生米 を 總れば 三 升 六合と 云へ る、 是此 條の大 眼目なる 者 也。 四 H 四步 にて 三 升 

六合 なれば、 四 田 四 }m 步 にて 是三石 六 斗なる 者 也。 されば 當 制の 步數、 表 は 三百 步 にして S は 四 la 

步 となした る 者なる を 知るべし。 此 算術の 精き は、 予 別に 步尺精 辨と云 ふ 者 を 顯 はして 是に云 へ 

,0、 見て 知るべし。 さて 本文の 末に、 四 品 を 總て是 を 一 德 とす、 是檢 地の 良法 也と ある は此 事に し 

て 、政 光 主の、 力を入れ てと ぢ めら れ たる 辭 なる をよ く 見る ベ し。 四 田 四百 步 にて 平均 三 石 六斗づ 
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>• の 生米と なる 事 は、 自算 しても 知らるべき 事 なれ ども、 三 ノ卷四 田の 分 米 を 云 へ る條 下に、 精く 

予が算 し 出せる を 見る ベ し。 

〇 又 云。 四 田 四步の 分配 米 を 總れば 二 升 七 合 也と ある、 是も 又、 四 田 四百 步 にて 分配 米 は 二 石 七 斗と 

なる 事 也。 然る を 本書に は、 後に 出した る 四 田 四百 步ー 反の 生米 三 石 六 斗の 分配に、 六 斗 七 升 五合 

を凶備 としたる なれば、 分配 米 は 二 石 九 斗 二 升 五合と なる 事に て 引合 はぬ 事なる が、 彼の 分配 は棺 

渡氏淸 書せ し 時の 誤りに して、 九 斗 は凶備 なる を 入貢と し、 六 斗 七 升 五合 は 入貢なる を凶備 とした 

る 者 也。 其 誤 6 を 正す 時 は 二 石 七 斗の 分配 米と なる 者 也 0 尙 五ノ卷 なる 彼の 條に、 精く 其 誤. 0 を 

正せる を 見るべし。 


訂正 御 格式 卷 ノ 三 

，目 錄 

〇 當國斗 代の 起 6 附て四 六の 法 

〈耕 夫 一 分の 耕地 は 百 八十 步 なる 事 

〈耕 夫の 耕地 百步に 付ての 分 米 は 四 田の 斗 代と 同數 なる 事 

A 分 米 は 分配 米の 義 なれば 上、、、 の 取る 處も 下モの 取る 處も 共に 分 米と い ふ 名なる 事 

<3 表 は 三百 步を 三分して 裡には 四百 步を四 分の ぼ 步に稱 はせ たる 事 

<1 總 籾と 四 分 一 の 斗 代と 二 ッに免 を 制する 精算 

<1 四 六の 法 方 極意の 算術 

〈當 高と 云 ふ 名義  ， 

A 十 德の六 分 一 を； 寅に 取る 六 ッ成定 免の 算理 

<1 四 六 數の起 元は 田の 字の 形に 備は. ^る事 

〈斗 代の 名義 
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<1 畠 斗 代の 事 

<1 四 田 平均 生米 三 石 六 斗の 精算 

〇 當國ロ 米の 起ら 附て內 外 四 六の 傳 

〈足 利 家の 貢 法 附て內 の 四 六、 外の 四 六 精算 

〈內外 四 六の 法 三分 三 厘 三の 一 を 貢に 取る 關 東の 御 制め なる 事 

^ 口 米の 事 を 政所 免と 云 ふ精證 附て 古の 代官 は 高 祿の者 勤めた る 事 


訂正 御 格式 卷ノ 
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〇 當國斗 代の 起り 附て四 六の 法 


上 一 升 六合 

〇 上田 一 步の 生米 中 一 升 四 合 

下 一 升 二 合 

上 一 升 四 合 

〇 上田 一歩の 生米 中 一升 二 合 

下 一 升 

上 一 升 二 合 

〇 上田 一 歩の 生米 中 一 升 

訂正 御 格式 (卷 ノー  10 


上作 一 年  <1 三分の 法 一 升 四 合， 


中 乍 一年 〈三分の 法 一升 二 合 


一 


下作 一 年  <1 三分の 法 一 升 
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下 八 合 J 

公三 升 六合 

1 升 二 合 

右 は 三年 平均して 是を 一 年に あて、 上田 一 步の 生米と なす。 三年の 一 度 を經、 凶年 を 計て 是が 

備 たらしむ る 者 也。 

〇 註に 云。 三年の 一 度と は、 作の 上中下 三年 を 一 度と して、 その 生米 を 一 升 二 合の 平均と なじ、 其 一 

度 を 經ては 凶年 あらん こと を 計て、 此 一 升 二 合の 內に 其備 を爲 さしめ たると 也。 其 法 は、 四 六定米 

分配の 法に 見え 力る 如く 三年 耕して 一 年の 食 を 得る 事なる が、 爱に云 へ る處の 一 升 二 合 は 上田と 

して 云 へ る 事 なれ ども、 赏は四 田 平均 一 升 二 合なる 事 を 含みて 云 へる 事な り。 人 是を辨 へ 置べ し。 

〇 一反 三百 步 

生米 三 石 六 斗 

內九斗  入貢 

同 二 石 七 斗 民 額 

凡、 百 を 分て 六十 を 民領 とし 四十 を 入貢と す。 其 分配の 法、 百 を 分配す る 則 は 民に 四十、 貢に 四十と し、 

其餘殘 二十 を 民に 分ち 與へ、 然して 民 領總て 六十 也。 然る 則 は 分配の 四十、 其 一 に 各 五， V 增 て民領 とす 


る： a 也。 此 法に 擬 して 三-. n: 步の 生米 三 石 六 斗是を 分配す る 則 は、 裁て 民に 一 石 八 斗-真に 一 石 八 斗と し、 

其 十に 五 を 增す則 は 民 領ニ石 七 斗と なる。 一 反の 生米 三 石 六 斗の 內ニ石 七 斗 取る 則 は 入 K 九 斗 也。 是 

則 四 分の J に當 る。 又 ffl 三 ぼ 步に是 を 分配す るに は、 民領 百に 六十 を 得る 法に 據.. ^三 六 を 呼で 百 八十 

步 とし、 民領 米の 二 石 七 斗 を其ぽ 八十 步に 分.^ 百 歩に 是を乘 ずる 則 は 分 米 一 石 五斗に て、 是 一 反の 斗 代 

に當る 0 百 步に是 を乘 ずる は 三百 步を 三分して 貢 地と なす 處 にして、 是其 所以 あ. 00 又 上田 一 反の 生 

米 三 石 六 斗 を、 內外六 德に是 を 分る 則 は 六 斗と なる。 又 下田 一 反の 生米 二 石 四 斗、 是を 田の 四德に 分る 

則 は 六 斗と なる。 是內外 六德に 分る は 六 ッ成定 免の 法、 田の 四德に 分る は 田 免四ッ 成の 法 也。 故に 乂、 

下田の 生米 二 石 四 斗の 四 分 一 六 斗に、 內外六 德を乘 ずる 則 は 三 石 六 斗と なる。 此六 德を乘 ずる は、 則：：：，！ 

成 免の 六 ッを乘 ずる 處也。 然して 是を定 免の 六ッ 成に 分る 則 は 又 六 斗と 成って、 二 石 四 斗の 四 分 一 へ 

1!^ る。 是を當 制 四 六の 法と 云 ふ。 又 上田 一 反の 斗 代 一 石 五斗に 六 を乘 ずる 則 は、 其 生米 三 石 六 斗の 入 

貢 九 斗た る を 知る。 其 入貢 九 斗 を 斗 代の 一 石 五斗に 分る 則 は、 斗 代 一 石の 入貢 六 斗なる を 知る。 又 

外 田の 總米を 六に 分る 則 は 其 入貢 を 知る。 凡、 反に 生ずる 米の 多少 を 以て 分 米 を爲す 故に 是を斗 代と 

云 ふ。 

〇 註に 云。 百に 六十 を民領 とし 四十 を 入貢と する は舊 法に して、 古傳 書に 出た る を 取り、 是を 本と し 

て 當制四 六の 法に 至れる 趣 を 述られ たる 也。 き 雜、 て.^/ T を內見 /しの。 さて 此 算術 は、 貢 米 一升な 
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れば 民領米 一 升 五合 也。 其 一 に 各 五を增 すと は此 事に て、 入貢の 四十へ 一 五 を乘 ずれば 民 領の六 

十と なる 事 也。 さて 又此舊 法に 擬ら へて 三 石 六 斗の 生米 を 分配す るに は、 二分して 一 石 八斗づ k 

となし、 是に 同く 一  五 を乘 ずると き は 二 石 七 斗と なって、 是三石 六 斗の 四 分の 三に 當る 民領也 0 

法 は 百 を 裁て 五十と し、 是に五 を 乘 じて 五々 の 二十 五の 數を 得、 是を 五十に 加 ふれば 七十 五に て、 

是 百に 當る四 分 三の 民領 也。 五十へ 五 を 乘 ずる は、 是 十に 五 を 增す處 也。 故に、 此 二分せ る 一 石 八 

斗 へ 一 五を乘 じて 民領 とする 事 也。 又 田の 三百 步に 分配す るに は、 民領 百に 六十と せる 法に 據て 

三 六の 一白 八十 步 とし、 是を 以て 民領 米の 二 石 七 斗 を 分る 時 は 一 步に付 一 升 玉 合と なる 故に、 是を百 

步に乘 じて 一 石 五斗の 分 米と なる。 さて 百 步に乘 ずる 譯は、 三百 步を 三分して 其 一 を； 裒地 とする 

處な るが、 是には 所以の ある 事 どと 云 へる 也 0 上に は 生米の 四 分 一 を 入貢と し 是には 步數の 三分 

一 を 入貢の 地と する、 是當ら ざる 事に 似 たれ ども、 實は 四百 步の 法と なした る 事故、 三百 步の 三分 

一 百步は 四百 步の四 分 一 百步 なる 事故、 其 事 を 隱し其 事 を 匂 はせ て 斯くは 云 へ る 者 也。 民 領米を 

田の 步數 へ 分配す るに 付て 民 領を百 八十 步 とせる、 是も舊 法に 擬し 力る ことにて、 其 實は六 德の辨 

に、 一 • 夫の 耕す 處田三 反 畠 三 反と ある 如く、 一  夫の 耕地 を 六 反と せる なれば 此步數 千 八 百步也 0 是 

を 一 反の 三百 步 にて 算 する 時 は、 耕 夫 一 人 は 一 分とな，c^、千八百步は百八十步となる事也o 故に 民 

領 米の 二 石 七 斗 を 其 百 八十 步に 分る 事 也。 然る 時 は 一 歩に 付 一 升 五合に て 百 歩に は 一 石 五斗 也。 


さて 百 歩に 一 升 五合 を乘 じて 一 石 五斗と したる は、 一 反の 斗 代 一 石 五斗に 合せた る 者に して、 斗 代 

は 一 反の 總 a 四 分 一 の 者 なれば 四 分 一 にして 一 石 五斗、 百步 にして 一 石 五斗なる を 以て、 一 反の 四 

百步 なる 事 を さとるべ く 云； 5 成し.^ る 者に して、 是政光 主の 配 意せられ し 處也。 人 は 斯る事 を辨 

へ ず、 此 算術 を！：^ て は、 非ぬ 捲へ 算術の 如く 云め る。 是御 格式の 旨 を 深く 思 は ざ る の 至..^ 也と、 予 

に 3^ パて又 例の 大息す る處 なる どや。 章 目に、 當國斗 代の 起 6 と 出された る も f 友 へ 係た る 事に して、 

天下の 通 規斗代 は 三百 步の四 分 一 に 當れる 者なる を、 當國の 斗 代 は、 四百 步の e: 分 一 に 常れ る 者 ど 

と 云 ふ 意 を 含めて 示された る 者 也。 實 に是當 制の 一 大事 なれば、 人、 思 ひ を 深め 心 を 平にして 好く 

是を辨 ふべ し。 

〇 又 云。 一 反の 生米 三 石 六 斗 を內外 六德に 分る と 云 へ るよ 6 以下 は、 又 常 制 四 六法 方の 起 元 を述叨 

したる なれば、 先、 爱に其 算術 を 精く 顯 はして 是を 示すべし。 抑 斗 代と 云 ふ は、 田 一 反よ 6 生ずる 

處の籾 を 四 分せ る 其 一 の 者なる 事 は 上に も 云 へ る 如くなる が、、 免 を 制する に は、 其 四 分 一 なる.^ 代 

を以て制する事なるょ..^、紛らはしくして入の辨 へかぬ る 事故、 總 籾と、 四 分 一 の 斗 代と 並べ 出し 

て、 免 を 制する 算術の 本理を 明かす 事 左の 如し。 但石數 を 墨に て 書た る は 總叙、 朱に て g:.^ る は 斗 

代 也。 又 今爱に 制する 處は、 六 德の辨 に 出た る 五ッ六 分の 免 也。 (s^f  。に IP 讀。 書) 

〇 
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六 石 一石 五斗 山の 上德 

五 石 二 斗 一石 三 斗 川の 中德 

四 石  一石  野の 下德 

合 十五 石 二 斗 合 三 石 八 斗 

平均 五 石 六 升 七 合 K1. 均一 石 二 斗 六 升 七 合 

五 石 二 斗 一石 三 斗 居の 中德 

四 石  一石  村の 下德 

二 石 八 斗 七 斗  民の 下德 

合 十二 石 仝 三 石 

平均 四 石 卒均 一 石 

六 石 ， 一石 五斗 田の 上德 

五 石 二 斗 一石 三 斗 田の 中德 

四 石  I 石  田の 下德 

二 石 八 斗 七 斗  田の 下德 

合 十八 石 合 四 石 五斗 


平均 四 石 五斗 I ^均一 石 一斗 二 升 五合 

〇 

五 石 六 升 七 合 一石 二 斗 六 升 七 合 外の 三德 

四 石  一石  內 の三德 

四 石 五斗  一石 一 斗 二 升 五合 田の 四德 

合 十三 石 五斗 六 升 七 合 合 三 石 三 斗 九 升 二 合 

此六分 二 石 二 斗 六 升 一 合 此六分 五斗 六 升 五合 

此四分 一 五斗 六 升 五合 

右 墨 霧き の 如く、 六 分せ る 二 石 二 斗 六 升 一 合 は是高 一 石の 定米ニ 石 四 斗なる が、 上に 見えた る 如く 

內 外の 六 德を加 へ て 田の 四德を 平均す る 時 は、 其 二 石 四 斗 は 減じて 二 石 二 斗 六 升 一 合と 成る 事 也 0 

さて 是を四 分す る 時 は 五斗 六 升 五八：： となる。 此四 分す る は是田 免四ッ 成の 法 也 0 さて 乂此 五斗 六 

升 五合 は則是 平均 免に て、 是を其 免と する に は 五合 を 剪 拾、 五斗 六 升の 五 ッ 六 分と して 田 免 ッ S 

の 籾 高 一 石へ 乘 ずる 時 は、 此 a 高 一 石の 出 米、 入貢 六 斗なる 者の 減じて 五斗 六 升と なる。 n: 疋小均 免 

を乘 ずる なれ ども、 田 免四ッ 成の 法 を 以てする 處 也。 是迄云 へ る處の 五斗 六 升 は來の 算術なる が、 

變 じて 又 a の 算術と なる。 然る 時 は 五斗 六 升 は 五 石 六 斗の 籾と なる 者 也 0 是を內 外の 六德に 分る 
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時 は 九 斗 三 升 三 合の 高と なる。 ぽ：^ M^^te^ 是六 ッ成定 免の 法 也。 然して 是に 

六の 出 米を乘 ずる 時 は 又 五斗 六 升と なる。 是高 一 石へ 成 免の 六 ッを乘 じて 六 斗と し、 定免六 ッ成 

に 分て 又 高の 一 石と し、 六の 出 米を乘 じて 又 米の 六 斗と すると 同じ 算理 にして、 成 免の 六ッは 元の 

四ッ 成に 11^ るよ しに 云 へ る 本文の 趣 は此事 也。 扱 又、 籾 高に て 制した る 免の 變 じて 米の 數と 成.^、 

又變 じて a の數 となる。 此理 如何ん と 云 ふに、 上田 下田の 叙 高 は 六 石に 四 石に して、 內外 の 六德、 

田の 四德の 數に稱 ひ、 又 其 六 石に 四 石 を 合せて 十 石なる も、 內 外の 六德と 田の 四德 にて 十德 なる に 

稱 ひたる よ 6^ の 事に して、 其 十の 數は 下田の 斗 代 一 石の 一 の 高に 稱ひ、 其 又 一 石の 生米 は 四 六の 二 

石 四 斗に て、 上田 下田の 籾 高 六 石に 四 石なる 四 六の 數に稱 へる 者 なれば、 a の 算術 は 十の 位、 米の 

算術 は 其內に 有て 一 の 位なる 者に して、 a と 米と、 四 六の 算數 皆よ く 合へ る、 四 六法 方の 妙算 也。 

扭又 籾の 五 石 六 斗と なる 其 譯は旣 にも 云 へ る 如く、 一  德每に 五斗 六 升と な.^ 十德 にて 五 石 六 斗な 

る 事に して、 其 六 分 一 を 買に 取る 六 ッ成定 免の 算理 也。 朱書きに せる 六 分の 五斗 六 升 五合 は、 墨書 

きの 如く 四 分せ ずして 五斗 六 升 五合と なる。 是斗 代は總 a の 四 分 一 な る 者に して、 初め 四 分の 一 

算加 はらた る 者 なれば 也。 此四 六法 方の 算術 尙も 精く は、 予が田 法 四 六 精 術 を 見て 知る ベ し。 

〇 又 云。 本文に 云 へ る內外 田の 總米を 六 分す る 事 は、 予が 墨書き、 朱書きに 爲 したる 處の六 分と 同じ 

く ヽ是は 旣に云 へ る 如ぐ、 三分して 又 二分せ る算理 なる 事 は 忘る ベ からず。 


〇 又 云。 反に 生ずる 米の 多少 を 以て 分 米を爲 す、 故に 是を斗 代と 云 ふよし に 云へ る。 ：：；|-は.|^傅^?:に 

ある 事 を 取て 其 儘に 記された る ものと 思 はる。 傳 者の 意 を 以て 一 渡り 是を云 は 、斗 は 十 升の 事 

にして 字書に 量る 器 也と ある 如く なれば、 一 反に 生ずる 米の 多少 を 量て 上田 一 石 五斗、 中 田 一 石 三 

斗、 下田 一 石、 下田 七 斗と 其 位を定 たる 事 は、 斗 を 以てよ く 其 米 を 量.^ 分けた る 如さ^ なれば、 斗の 

代. 0 と 云 ふ 意の 名なる どと 示した る 事なる ベ けれど、 是は 杜撰の 說 にして 取る ベ き 者に 非ず。 分 

米と 云 ふ も 斗 代と 云 ふ も、 田より 出る 處の aAJ 四 分して 其 一 に 當る調 貢の 事 なれば、 是を分 6;::,; を 

量る にも、 さる 六 ッ かしき 譯 ある 事に 非 ざれば、 斗の 代な ど、 物 六 ッ かしき 名 を 負 はすべ き现， 9 も 

なく、 又、 斗の 代と 云 ふ 意に して 調 貢の 意と なるべき 謂れ 曾て 無き 事 也。 扱、 此斗 代と 事 ふ は m 

しろ  S し， C 

代と 云 ふ 事に して、 上よ 6 田地 を 民に 預けて 作らせ 置く、 其 代に 取る 質 物の 事 也。 田 代 を古齊 にヌ 

S しろ V> しろ  ビ LA^ 

刀 代、 戶代 とも 書る を、 せ 書の 書きぶ.. > も 、古言と 云 ふ 事も辨 へ 知らぬ後の代の廢ぶり心ょ..^、刀代 

を 刀 代と 讀む 事と 心得 誤て、 田租の 事に 云 ふ 名 なれば 刀 は 當らぬ 字 也、 斗の 字に 乙 そと 狡-おに 斗 代 

と 書な したる よ..^、 元の 意 は隱れ 果て 世に 知る 者な く、 御 格式の 如き 傅說さ へ 世に- S ま.^ たる も =1^ 

非な き 事 也 0 故に 予は、 斗 代 名義 考を 著して 詳 かに 是を辨 へ 置た ，9.0 見て 知る ベ し。 さて 斗 代 は 

一 反の 總粒を 四 分せ る 者 なれば、 斗 代に 四乘 じて 一 反の 總籾を 知る。 又 反米 を 六 分しても 總 S を 

知る。 是 反米 は總 籾へ 六乘 じたる 六の 出 米 なれば 也。 又 反米 を 以て 斗 代 を 分 6 出す 一 法 あ 6、g: 
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六の 定米ニ 石 四 斗 を 以て 四 田の 反米 を 分れば 皆 其 斗 代と なる。 是 下田. の 斗 代 一 石 なれば、 其 反米 

二 石 四 斗 を 以て 二 石 四 斗 を 分り、 其 斗 代の 一 石と なる に 起れ る 算術 也。 

〇 又 云。 六 ッ成定 免と 云 ふ 事の 譯は 上に 精し く 云 へ る 如くなる が、 世の 人是を 心得 差 ひ、 四 六の 定米 

二 石 四 斗の 四 分 一 なる 六 斗の 事 を 六 ッ成定 免と 云 へ る 事なる が、 若 二 石 四 斗の 四 分 一 なる 六 斗の 

を六ッ 成と 云 は 、、三 石 六 斗の 四 分 一 は 九 斗 なれば 是 をば 九 ッ 成と 云 はで は稱 はぬ 事と なる が、 

去る 事 あるべき に 非ず。 六 ッ成定 免と は、 高 何程 にても、 押なら して 六 分す るよ 6 云 ふ 事 也。 役 方 

の 輩に 於ても 此 事を辨 へざる と 見えて、 役 方の 輩に 付て 此學 びせ る 人の 云 ふ處を 聞く に、 高 一 石の 

出 米 六 斗の 事 を 六 ッ成定 免と 心得た る 人 も 有け り。 定米ニ 石 四 斗の 四 分 一 六 斗 も、 高 一石の 出 米 

六 斗 も 同じ 事 なれ ども、 高 一 石の 六 斗 は a へ 六を乘 じて 米と する 法なる を、 六 分す る定 免と 混じ、 

乘 ずると 除す るの 算術に 心 付ざる は 如何なる 事 どや。 

〇 又 云。 四 六の 法の 事 は 上に 云 へ る 如くなる が、 四 六 數の其 起 元は、 又 田の 字の 斯る 形に 出た る 事に 

て、 六 は 共 S の數、 四 は 中の 四ッ 目の 數 也。 尙此 田の 字の 精き は 田 法 四 六 精 術 を 見て 知る ベ し。 

0 訂に 云。 此條は 缺文脫 辭錯亂 多くして、 容易に は讀 得難 か..^ し 事 也。 予は御 格式の 趣 をよ く 心に 

得、 然して 補遺 訂正せ る處也 。例の 一 々斷 るに 遑 あら ざれ ど 7P 一  ッニッ を 云 は i-、 百に 六十 を 民 

領に する 法と、 百に 七十 五 を 民領 にす る 法と 押 くるめて 一 續 きに 云 へ る 故、 共 法 方の 趣 相 混じ て、 


o  O 


聞え かぬ る 事 也。 故に 百に 六十 を民領 にす る 法の 竟 6 に、 此 法に 擬 してと 云 ふ辭を 入れて、 |m に 七 

十五 を民領 とする 法の 事 を 記した.. -。 勿論 擬 したる 法なる 事、 見て 知るべし。 又 一反の 生米 三 石 

六 斗 を內外 六德に 分る と 云 へ る 下に、 多くの 文 を 補 ひた.. ^0 三 石 六 斗 を 內外六 德に分 る は 是 六 ッ 

成定 免の 法に して、 是 よ..^ 當制四 六の 法 を述盡 すべき 處 なれば、 其 意 を 得て 是を補 ひたる 也。 もし 

： 然ら ざれば、 御 格式 中 四 六法 方の 事を缺 くに 至..^、 又 章 目に 四 六の 法と あるに も稱 はざる W 也。 爱 

C 

に此 大事 を缺 文せ るより して、 世の 人 當制四 六の 法 を 辨へざ 6 し 也。 人心 を 平にして、 予が 私意の 

補遺に は 非ざる 事 をよ く 見る ベ し。 

上 一升 二 合 - 

〇 下田 ー步の 生米 中 一升 一 上作 一年 A 三分の 法 一升 

下 八 合 

上 一 升 

〇 下田 一歩の 生米 中 八 合 

下 六合 

上 八 合 

〇 下田 ー步の 生米 中 六合 
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下 四 合 一 

合 二 升 四 合 

八 合 

右 は 三年 平均して 是を 一 年に あて、 下田 一 歩の 生米と なす。 皆 風霜 鳥 蟲の狭 を 去 6、 然して 後 

に 凶年 を 計て 是が備 となす 者 也。 

〇 註に 云。 皆 風霜 鳥 蟲の铁 を 去る と ある 皆 は、 上に 云へ る 上田 迄 係れる 辭也。 上に は此事 云 は ざ 

し 故、 皆の 一 字 を 以てよ く 押へ たる 處を 見るべし。 又此 風霜 等の 事 は 山の 德の末 文に 見えた る 

事に て、 貢 法 を 制する に は 其 心得 あるべき 事 彼の 條 下に 云へ るが 如し。 引合せ 見るべし。 さて 風 

霜鳥蟲 等の 狭に 依て 減 米と なるべき 處を 計.^ 考へ、 又 一 年の 上中下、 三年の 上中下 を 計..^ 合せて 生 

米 を 定めた る なれば、 生米 積り の 外に 民の 餘米 ある 事 を も 知るべし 0 

〇 一反 三百 步 

生米 二 石 四 斗 

內六斗  入貢 

同 一 石 八 斗 民領 

分配の 法 右に 同じ。 民領 一 石 八 斗、 是を百 八十 步に 分， り 百 歩に 是を乘 ずる 則 は 下田 一 反の 分 米と なる。 


是を 一 反の 斗 代 高と 知り、 然して 後に 入貢 を 計る 者 也。 

〇 註に 云。 分配の 法 は 二 石 四 斗 を 裁て 一 石 二 斗 宛と し、 是に 一 五を乘 ずる 時 は 民領の 一 石 八 斗と な 

る 事に して、 其理は 上田に；：^ じ。 又. 民領 一 石 八 斗 を 百 八十 步に 分り 百 步に乘 じ、 その 分 米 を 一 石と 

する 理も 上田に 同じ。 さて、 分 米と 云 ふ 事 は に 云 へ る 如く 分配 米と 云 ふ 事に して、 上、、、 と 下-. -と分 

配す る處を さして 云 ふ 辭也。 されば 上.： の 取る 處をも 分 米と 云； 5、 又 下 の 取る 處をも 分 米と は 云 

ふ 事に て 、愛に 云 へ る 分 米 は 下 * の 取る 處を云 へ る 也。 下 やの 取る 處 なる 事 は 上田の 條 下に 云 へ る 

如く、 一  反の 民 領米を 耕 夫 一 分の 耕地 百 八十 步に 分て、 一 步に付 何程の 民倾に 常る と 云 ふ 處を見 ふ 

の 法 也。 さて、 此百 步に乘 じたる 一 石の 分 米 を 以て 一 反の 斗 代 高 を 知る 由に 云 へ る、：： も 一 反の 總 

籾 四 分 一 なる 斗 代の 一 石 は、 四百 步の四 分 一 なる、 百步の 一 石な りと 云 ふ 事 を さとるべく 云； 5 成し 

たる^|^也0 さて、 然して 後に 入貢 を 計る と 云 へ る も、 是耕夫 一 分の 耕地 ぼ 八十 步に 分て 民領米 一 步 

に は 一 升 當る事 を 知り、 又 一 反 は 四百 步と爲 ざれば 稱は ね譯を 辨へ其 四ぼ步 なること を 知て、 然し 

て初めて、其入貢を何程と計.，>定る者也と云ふ事にして、此條に至.0耕4:<の分米を計，，^ 1 反 を 四百 

步となし、然して入貢を計る趣をょく斷..^て云；5とぢめたる者也0 耕 夫の 分 米 を 計る は是 養！：^ の 

法に 據る事 也。 精く は 養 民の 傳に據 て 見るべし。 さて 又 中 田 も 下田 も 其 民顿米 を；. a 八十 步に 分る 

時 は、 一 步に 付ての 分 米 は 一 升 三 合に 七 合に て、 百 步に乘 ずる 時 は 一 石 三 斗に 七 斗と なる 事に して 
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皆 斗 代の 數に稱 ふ 者 也。  ， 

〇 又 云。 上田と 下田の 生米、 三 石 六 斗と 二 石 四 斗 を 並べ 出して 其 分配の 法を述 たる、 是則當 制 四 六の 

法に して、 三 石 六 斗と 二 石 四 斗の 數に據 て 其 法 方 成就せ る 者 也。 三 石 六 斗と 二 石 四 斗 を 合する 時 

は 六 石と なる。 是を 二分す る 時 は 三石づ K の 平均と なる。 其 三 石 を 田 免の 四に 分る 時 は 七 斗 五 升 

の 入貢と なる 事 也。 四 六法 方の 理は、 不同なる 數を 合せ 平均して 同數 となし、 然して 其 四 分 一 を 貢 

に 取る 事 也。 但是 は、 內 外の 六德を 加へ ずして 只 上田 下田の 生米 を 以てせる 者 故、 六 ッ成定 免の 法 

を 用 ひざる 者 也。 內 外の 六 德を加 へ て 平均す る 時 は、 其 六 德に據 て、 六 分す る 六 ッ成定 免の 法 は 起 

る 事に て、 此 事の 精き は、 予が田 法 四 六 精 術の 算術 を 見て よく 是を 知るべき 者 也。 

中は獨 呼ぶべき 名な く、 上下の 間是を 中と 云 ふ。 下 は 下の 劣れる 者 也。 故に 上田の 斗 代 一 石 五斗の 內、 

下田の 斗 代 一 石 を 取る 時 は 五斗 殘 6 餘る 「四 六の 法 民領、 百に 六十 を 得る。 爱を 以て 五六 を 呼で 三 斗と 

なし、 是を 下田の 斗 代に 加 へ 添し め、 然して 中 田の 斗 代 を 一 石 三 斗と なす 者 也。 又 下田の 斗 代より 三 斗 

を 取て 下田の 斗 代 を 七 斗と なす。 畠 は 田の 斗 代 各 三分の 一 、是を 畠 斗 代と なす。 中國は 田の 斗 代 三分 

の 一 を 去 6 て 畠の 斗 代と なす 者 也。 

Q 上田 一反 分 米 一石 五斗 


〇 中 田 一反 分 米 一 石 三 斗 

〇 下田 一反 分 米 一石 

〇 下田 一 反  分 米 七 斗  •  _ 

〇 註に 云 C 中は獨 呼ぶべき 名な く 上下の 間是を 中と 云 ふと は、 字書に も 中猶レ 間と も ある 事 こ て、 勿 

ニッ ある 其 間の 名 也 0 されば 中 田 は 上田と 下田の 其 間の 物にして、 上田 下田の 如く 步 米の 定法ち 

る 者に 非ず、 上田 下田の 斗 代に 據て中 田の 斗 代 を 制し、 夫よ 6 して 反米、 步米を も 求め 出した る 者 

也。 下田 は 下田の 劣れる 者に して、 下田の 斗 代に 據て 下田の 斗 代 を 制した る 者 也 0 されば、 其 斗 代 

に從て 反米、 步米を 求め 出した る 事 も 中 ffl に 同じ 事なる 者 なれば、 其實は 上田 中 田 一 致、 下 m 下 m 

一 致の 物 なれ ども、 上中下 下の 四 田に 分け 其， を 劣らして、 民に 其 餘來を 翁し 與 ふる 法と 知る ベ 

し 0 

〇 又 云。 中 田 下田の 斗 代 は、 上田の 一 石 五斗よ.^ 下田の 一 石 を 取り、 殘の 五斗 を 裁て 二 斗 五 升と し、 

中 田 は 一 石 二 斗 五 升、 又 下田 は 七 斗 五 升と なせば 理.. ^{且 さに 似 たれ ども、 中 田 は 地德の れる 方に 

近く 下田 は 地德の 下れる 方に 强き 事故、 下田 は 五 升 減じて 七 斗と し、 中 W は 五 升^て 一 石 三 斗と な 

したる 者と 知るべし。 

ox 云。 畠 斗 代 は 田の 斗 代の 各 三分 一 と は ある 事 なれ ど、 三分して 又 其 升 合 を切捨 たる 者 也〕 上." 3 
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，は 五斗、 但是は 升 合の 端 はなき に 依て 三分の 其 儘 也。 中 畠 は 四 斗、 是は三 升 三 合 を切捨 たる 也。 下 一 

畠 は 三 斗、 是も三 升 三 合 を切捨 力る 也。 下 畠 は 二 斗、 是も三 升 三 合 を切捨 たる 也。 又中國 よ、 田の 一 

斗 代 三分の 一 を 去 6 其 二 を 畠 斗 代と する 由 を 云 はれた る、 是當 制の 輕稅 なる 處を 示された る 者 也， ^ 一 

〇 又 云。 此處に 至て 四 田の 分 米 を 出した る。 是、 上に 云 へ る 如く 耕 夫 一 かの 耕地 百 八十 步を 以て 四 一 

田の 民 領米を 分 6、 然して、 是を百 步に乘 じたる 處の分 米に して 斗 代の 事に は 非ず。 さて 爱に是 を： 

出した る譯 は、 上に は 上田 下田の 分 米の 事 は 云 ひ 出 たれ ども、 中 田と 下田の 分 米の 事 は 云； 5 出 ざれ 一 

ば、 愛に 又 四 田の 分 米 を 出し、 是を 以て 又、 四 田 共に 皆 四百 步の 法なる 事を智 るべ く爲 したる 者 也 o| 

さて 政 光 主に 於て は、 天下の 法 を 重んじて 一 反 四百 步の 法と 爲 したる 事 を 顯には 云 はれず、 人の 智 

るべ く 云 ひ 成して 配 意せられ たる 事 なれ ども、 人 は 其 配 意を辨 へずして 國 家の 大事 を 誤る 事故、 是 

非に 及ばず して、 今 は 先づ、 四 田 平均 四百 步の 算術 を 左に 出して 廣く 人に も 示す ベ し。 

〇 

一歩に 付 一升 二 合 


上田 一反 四百 步 生米 四 石 八 斗 

中 田 一 反 四百 步 生米 四 石 一 斗 六 升 

下田 一 反 四百 步 生米 三 石 二 斗 

下田 一 反 四百 步 生米 二 石 二 斗 四 升 


步に忖 一 升 四 勺 

步に付 八 合 

步に付 五合 六 勺 


生米 合 十四 石 四 斗 

此四分 平均 四百 步に付 生米 三 石 六 斗 

斯 くの 如く 平均して、 四 田 共に 皆 三 石 六 斗 宛の 生米と なす 事に 非 ざれば、 三年 耕して 一 年の 食 を iJ: 

ると 云 ふ 算術 も、 又 高 百 石に 付 民 五十 九 人 を 養 ふと 云 ふ 算術 もな し 難き 事 也 0 此ー 反 四百 步の算 

術、 其 事の 尙も 精き は 予が步 尺 精辨を 見て 知るべく、 又 此三石 六 斗の 分配 は、 五ノ卷 にある を 見る 

ベ し。 

〇cs 國ロ 米の 起り 附て內 外 四 六の 傳 • 

〇 納貢米 六十 石 

口 米 一石 二 斗 

右 四 六の 法 は、 百に 民領 六十、 納贯 四十 也。 然る 則 は、 三ぼ步 の民領 Si 八十 步 にて 貧 地 ぼ 二十 步也。 是 

を 外の 四 六と 云 ふ。 此 法に 據て內 の 四 六 分配の 法を爲 すに は、 三百 步を 裁て 百 五十 步 とし、 共 十に 五 を 

增す則 は民領 二百 二十 五步 とな.^ 贯地は 七十 五步 也。 內 の民領 二百 二十 五 步の內 よ.^ 外の 民領ぱ 八十 

步 取る 則 は、 內 の民領 にて 四十 五步餘 る。 又外の貢地百ニ十步の內ょ..^內の：真地七十五步取る則は、外 

の赏 地に て 四十 五步餘 る。 然して 內 の民領 にて 餘れる 四十 五步 と、 外の 貢 地に て 餘れる 四十 五 步と合 
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期す る 則 は 九十 步 となる 0 是を貢 田と し、 是に 下田 一 步の 生米 八 合を乘 ずる 則 は 七 斗 二 升 也。 內、 定法 

の 入貢 六 斗 を 取る 則 は 一 斗 ニ升餘 る、 是を名 付て 夫 米 口 米と 云 ふ 0 然して 貢に 並べ て是を 上納な さし 

む。 夫 口 を 分る 則 は 夫 米 は 八 升、 口 米 は 四 升 也。 然して 外に 課役な し。 是を內 外 四 六の 法と 云 ひ關柬 

の 御 制た.. -。 然して 當國は 草木 豊 なる を 以て、 入貢 六十 石に 竈 木 十 竈、 夏萱 一 萬 把、 藁 草 百 三十 丸、 糠 三 • . 

十 俵是を 上納せ さしめ、 春 垣 冬 垣 百姓 是を 勤む。 此外馬 三十 匹、 詰 夫 三十 六 人是を 出さし め、 寒國 力る 

を 以て、 夫 口 米 十二 石の 內十石 八 斗 を 民に 免して、 其 十分 一 を 口 米と 爲し 一 石 二 斗是を 上納せ さしむ。 

貢 米 百 八十 石に 口 米 三 石 六 斗に して 二人の 扶持 方に 當る 0 故に 是を 後に 政所 免と 云 ふ。 

〇 註に 云。 上に は納貢 米 六十 石に 口 米 一 石 二 斗なる 事の み を 出して、 次の 文 k 、右 四 六の 法 はと 云 ひ 

出した る。 右 はと 云 ふ 辭の當 6 處 なきに 似 たれ 共、 是は章 目に は 內外四 六の 傳と 出した るに して、 

其 內外四 六の 法は舊 法に して 當 制の 四 六と は 異なる 者 なれば、 其 意よ 6 して 云 ひ 出た る辭 にして、 

右 元の 四 六の 法 はと 云 ふ 意なる を 知る ベ し。 扭 百に 民 領 六十、 納貢 四十と せる 四 六 分配の 法を爱 

に 云 はざる は、 上なる 當制四 六の 法を述 たるの 條に、 其 分配の 事 は 云 へ るに 依て 也。 其 分配の 法 は 

民に 四十、 貢に 四十と し、 其 一 に 各 五を增 して 民 ffi を 六十と せる 也。 是は足 利 家に 至 6、 前代の 貢 

法 を變じ 新法 を 制した る 者なる が、 其 法 は 四 分 一 の 貢 法に 擬 して 其 術 をな したる 老 なれ 共、 其法大 

いに 異なる 事に て、 此貢法 は 二分 五 厘の 一 に 當る甚 しき S 稅 也。 貢に 四十、 民に 四十と せる は、 貢 


米と 民領 米と 並べ 出して 先 其^ じ 數の位 を 示し、 然して 後に、 其 多寡 斯 くの 如き 道^ の 者 也と、 R 

に 免し 與 ふる 處の程 を 示さん 迚の 所爲と 見えた.. ^0 さて 其 一 に 各 五 を- iv" すと 云へ る も、 是、 多く 免 

し與 ふる 者なる と 云 ふ 意 を 示さん とての 詞と聞 ゆる 者 也。 此法 は-寅 米 一 升 なれば：： 領米は 一 升 五 

合に て、 貢 米 一 升の 外 へ 五合 增て、 民 領米を 一 升 五合と する 算術なる よ 6 して 外の 四 六と は 云 ふ 

也。 さて 又 內の四 六の 法、 三百 步を 裁て 百 五十 步 とし 其 十に 五を增 すと 云 ふ 分配の 術、 是も常 制 

四 六の 法と 云 へ る條に 出た る 如く、 外の ra: 六の 分配に 擬 したる 者に て、 裁た る處 のぼ 五十 步へ 一 五 

を乘 じて 二： は 二十 五步 の民領 とする 算術の 理は、 旣に云 へ る 如くに して、 此法は 又 一升の 上に て 云 

へば、 二 合 五 勺 は 入貢に て 七 合 五 勺 は民領 也。 其 七 合 五 勺より 入貢の 二 <t 五 勺 を 引く 時 は 五 A "に 

てヽ是 一 升の 內 にて 民領の 增す處 五合 也。 故に 是を內 の 法と 云 ふ。 但足利 家の 法 も、 內の算 術を以 

てす る 事 能 はざる に は 非ず。 內の 算術 を 以てする 時 は、 一 升の 內入黄 四 合に 民領六 A:: にて、 共民領 

よ 6 入貢の 四 八：； を 引と き は 二 合と なる。 是 一升の 內 にて 民 領の增 す 處ニ合 也。 然る 時 は 前代の I：：； 

法、 一 升の 內 にて 民 I 似の 增す處 五合の 算術に くらべ 見て、足利家の赏法甚^税なる^?1-明かな る者 

也。 故に 是を， 〕5 て、 外の 算術 を 以て 內の 法に 擬し、 入貢 一 升に 民領 五八：： 增す 處の& を 示した る 者と 

見えたり。 若然ら ざるに 於て は、 百に 六十 を民領 とし 四十 を 入 K とずる 算術、 民領を るに は 一 六 

が 六と し、 入" 寅 を 見る に は 一 四が 四と して 可なる 事 を、 物む つかしく、 民に 四十 赏 に 四十と し、 共 一 
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に 各 五を增 すな ど、 は 云 ふに 及ばぬ 事 也。 此 時代の 風と も 云 ふべ けれど、 斯る 算術 をな して、 民 も 

重稅の 法と は 思 はざる 者と 心得た るに や。 足 利 家の 所爲 拙き 事と 云 ふべ し。 又 四 分 一 の 貢 法 算術 

をも此 法に 擬し、 三百 步を 裁て 百 五十 步 とし、 其 十に 五を增 すと 云 ふ 算術の 理は旣 に 云 へ る 如くな 

るが、 是も足 利 家の 比 よらせし 處の 算術な らんと 思 はる。 總て政 光 主に 於て は舊 法先規 をば 重ん 

じて、 む ざと 是 をば 捨られ ず、 其舊 きを 本と して 當 制の 事に 及ばれた る 者 也。 人是を 心得て、 此主 

の篤實 なる 處を 見るべし。 扱 又 內外四 六の 法 は、 前代の 法と 足 利 家の 法と、 其 ニッを 合せて 中を取 

りたる 者に して、 一 反 三百 步の上 を 以て 前代の 民 領と足 利 家の 民領と 競ぶ る 時 は、 前代の 民領 にて 

四十 五步餘 る。 又 足 利 家の 貢 地と 前代の 貢 地と くらぶる 時 は、 足 利 家の 貢 地に て 四十 五步餘 る。 

されば前代の法は民に四十五步の益ぁ.0/足利家の法は民に四十五步の損ぁ.^0 故に 其 損益 ある 

處の 四十 五 步をニ 合して 九十 步 とし、 是を貢 地と なした る 也。 是に 下田の 步米八 合を乘 じて 七 斗 

二 升 上納せ さしむ。 然る 時 は、 下田の 反米 二 石 四 斗の 三分 三 厘 三の 一 に 當る事 也。 さて、 其 七 斗 二 

升の 內六斗 は 定法 四 分 一 の 貢 米と し、 殘. 0 一  斗 二 升 を 夫 口 米と し、 內八升 は 夫 米と し 四 升 は 口 米と 

する 事に して、 夫 米と 云 ふ は、 當 制の 四季 民 役の 法に 當る事 也 U 故に 外に 課役な しと ある 如く、 民 

を 役 ふべ き 事 なれ 共 是を役 はずして、 其 役 ひに は 雇 を 以て 辨 ずる 事と なし、 其 雇 代 を 民よ. 0 出さし 

むる 定めと 爲 たる 者 也。 さて 其 雇 代 は 一 人 米 一 升と 定めた る 者に して、 高 一 石に 付 八 升 なれば 八 


人に て、 十 石に は 八十 人、 百 石に 八 百 人 也。 當 制の 高 百 石に 付 一 季五 十九 人、 四季 二 ぼ 三十 六 人の 

民 役と 定めた るに、 過た る 事 を 見るべし。 又 四 升の 口 米 は、 三 斗 入 一 俵に 付 ニ升づ V に 當る事 なる 

が、 是も 多き に 過た る 事 也。 當制ロ 米の 事 は 次に 云 ふ を 見るべし。 さて 是を關 東の 御 制た. 0 と あ 

るから は、 當將軍 家の 御 制た る 事 知るべし。 關 東と 云 ひ、 御 制と 云 ひたる にて 明かなる 事 也。 序に 

云 ふ 事 あ. o、 爱に關 東の 御 制と ある を 以て、 六 德の辨 なる 六ッ四 分の 免の 條に、 厘毫の を是を 剪 

捨っ、 故に 免 を 剪る と 云 ふ、 是を當 國の御 制と すと ある 辭の政 光 主の 辭には 非ず、 後人の 書 加 へ た 

る 者 也と、 予が 彼の 條 下に 云 へ る處を 見るべし。 關 束の 御 制 なれば こそ 御 制と は 云 へ、 政 光 主の 己 

が 制され 力る 當國の 制 を、 此 主にして 當國の 御 制と 云 はるべき 事 か は 0 人よ く 是を思 ふべ し。 さて 

是は關 東の 御 制なる が、 水 戶の舊 法 も 又 是に從 はれ， る 者と 見えた 60 當國 は？ of 木豐 なる を 以て、 

關柬の 御 制 を 取捨して 竈 木 以下の 課役 を 制し、 又 寒國， ^る を 以て 夫 口 米 十二 石の 內を 免して、 一 石 

二 斗の 口 米の み を 取る 事と せる 也。 寒國 たる を 以て 夫 口 米 を 多く 免した る は、 なれば 人は强 

食なる 者なる に、 又 濁酒な どの 考も 付ら れ.^ る 者なる ベ し。 

〇 又 云。 當 制の 口 米、 納貢米 六十 石に 付 一 石 二 斗 なれば 六 斗に は 一 升 二 合 也。 されば 三 斗 入 一 俵に 

に 付て 六合に 當る 事に て、 口 米の 法 數も其 宜き程 を 見る ベ し 0 

〇 又 云。 入貢 米 百 八十 石の 口 米 は 三 石 六 斗に して 二人の 扶持 方に 稱ひ、 是を 政所 免と 云 ふ 由に ある 
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が、 入貢 米 百 八十 石 なれば 高 三百 石な .0。 又 政所と は廳の 事に して ほ 代官 を さして 政所と 

は 云 ふ 事 也。 其證 は政景 日記に、 政所 免の 事 を 代官 免と も 云へ る^。 古の 代官と 云 へ る は 後の世 

の 代官 役と は 事 差； 5、 御 一 門、 宿老、 其 外と も 高 祿歷々 の 衆、 御藏 入 高の 村々 守護の 職 を 蒙り、 其訟 

を も 聞て 取 捌 をな し、 其 御物 成 を も 取 立 勘定して 上 へ 納めた るに て、 又 其 事 を 取扱 ふに は、 自分に 

て下タ 代と 云 ふ 者 二人 立 置て 使 ひし 也。 されば 其 代官 は、 祿高 三百 石 以上の 者の 勤めと 爲 したる 者 

なるべし。 扱 其 代官の 衆 は、 自分に て 取 立た る 御物 成 米の 內ょ 6 其 辛 勞免を 給 は 6 たる 者に て、 是 

を 政所 免と 云へ る 也。 又 御 百姓の 方より は、 その 口 米 を も 代官の 衆、 己が 物に 取 6 たる 也、〕 されば 

二人の 扶持 方に 稱へ ると 云 ふ は、 下 代 二人の 扶持 方に 稱へ ると 云 ふ 事なる べし 0 政所 免 は 上よ， 

下さる 、者 を 云 ひ、 口 米 は 下よ 6 取る 物にして 異なる 事 なれ ども、 代官の 衆に 取らる、 者なる 故 を 

以て、 下にて は、 後に 口 米の 事 を も 政所 免と は 云 へ る 也。 御藏 分 は、 此ロ米 をば 代官 衆の 物と して 

上に て は 取らぬ 法と したる 者なる が、 給 人 は 物 成 を 直 納めさす る 事故、 口 米 を も 貢 米に 合せて 取..^ 

たる 事 也。 さて 又、 代官と 云 ふ 名目の 意 は 今 云 ふ處の 御名 代と 云 ふ 意に して、 君 公に 代て 物す ると 

云ふ甚 重き 名目 也。 天英 公の 御 葬式 を、 義隆公 御下國 以前に、 御名 代 を 以て 御 過し 成されて 如何 か 

あらんと 云 ふ 處の辭 を、 御 代官に て 御 極め 云々 など、 政景 日記に 云 へ る を 以て 其 意 を辨 ふべ し。 a 

予が斯 く 註せ る此 一 條は、 政景 日記に ある 處を 以て 云 ふ 處也。 物の 名目 も、 辭 つか ひな ども 二百 年 


來の 事と 成て は、 春の 夜の 霞める 空に 向 へ る 心地して 覺束 なき 事との み 成.. H 仃 きたる なれば、 彼の 

日記に ある 處を 以て 尙又 精く 是を云 ふべ し。 元 和 二 年 三月 十四日の 條に、 御代せ 處 御物 成 殘. 0 な 

く 調べ 次第 御藏 へ 納め 候へ と、 下タ 正兵 衞、 長 左衞門 へ 申 遣す 云々 と ある は、 政景が 自分の 家 來の事 

にして、 下タと ある は 日記の 事故 ヽ下タ 代と 云 ふ 事 を 片言に 省きて 書る 也。 下ダ 代と は 代官の 其 又下タ 

に代て物するょ，.^の名也0 さて、 下 代 は 二人 宛 使 ひたる 者と 見 ゆる 事なる が、 政景は 町奉行 初代の 

人なる が、 此 人の 例に 習 へ る 者と 見え、 後々 町奉行の 使 へ る 下 代 も 二人に て 有し 事 也。 又慶長 十三 

年よ 6 同 十九 年 迄の 御藏 入 高 を 云 へ る條 に、 都合 高 四十 一 萬 三百 五十 七 石 四 斗 三 升 八 八"、 此物成 二 

十四 萬 七 千 二百 八十 四 石 三 斗 七 升 四 合、 但六ッ 成 一 ッ當て 外に 云々 と增米 有て、 惣合 御物 成 二十 五 

萬 八 百 四十 二 石 九 斗 二 升 七 合 四 勺、 此御拂 六 千 六 百 三十 一 石 九 斗 三 升 六合 は 政所 肝 煎に 下され 候 

分ンと 有る 事に て、 政所 肝 煎と ある は 政所 免、 肝 煎 免に と 云 ふ 意 也。 又 宽永五 年 五月の 條に、 由 利 御 

算用 云々、 寬永 三年 f 物 成 七 千 四百 八十 五 石 云々、 口 米 百 四十 九 石 七 斗、 政所 免 Is 三十 石 八 斗 三 升、 

二  口 合 二百 八十 石 五斗 三 升 云々 と 有て、 由 利の 代官 小川 源 兵衞、 半田 佐 左衞門 心得 差 ひ に て、 由 利 

の 口 米と 政所 免 を 久保田 並に 取た る を 政景の 吟味に 預り、 右二  口の 分ン 二百 八十 石 五斗 三 升 を 差 出 

したる 事 あり。 又 代官の 印に は 一 石に 付 ニ升づ \ の ロ米を 取，. >  、人足 を 遣； S 候 事 は 過分の 御 }^ に 

て 候 云々 など 云 へ る事もぁれば、代官處ょ，.^ は御定めの民役をも取て^ひたる老と兑ぇた.00 人 

訂正 御 格式 (卷 ノコ 一)  12- 
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是らの 事 を も 心得 置べ し。 年經て は、 總 ての 事 次第々々 に覺 束な き 事と なる どかし。 

〇 訂に 云。 此條は 章 目に 見 ゆる 如く 內外四 六の 傳 なれば、 外の 法、 內の 法の 事 を 辭に云 ひ 分ち、 然し 

て其內 外の 法 を 合せた る處 の、 內外四 六の 傳 なる 趣 を も辭に 云； 5 分け ざれば 稱 はぬ 事なる を、 內外 

四 六の 傳と云 ふ 事 を 章 目に 出した る 迄にして 、本文の 辭には 內外四 六の 事 を 云 ひ 分けざる は、 元よ 

fc^ の辭 短き 處 にや、 又 後の 脫辭 にや 知ら ざれ ども、 內外四 六の 事 を辭に 云； 5 分け ざれば 宜しから ざ 

る事故、予は其意を以て是を補ひ.^.=^。 又 分配の 法と 云べき 辭を分 米の 法と 云 ひ、 二百 二十 五步の 

內百 八十 步 取る 時 は 四十 五 步餘る 事なる を、 不足の 由に 云 へ るな ど は、 皆 後の 誤， りに 疑 ひなき 事故 

是を 改めた わ。 


〇檢 地 町反大 積. o の傳 

〇增 過の 町 反 四 分の 傳 

〇 町反大 積-^ の 定法 

〇 十 町 順逆 分配の 法 

<3 四 品 を總て 一 體 とする 大要の 事 附て其 精算 

〇 一 國九品 際 見 取捨の 法  • 

一 德 四品缺 借の 精算 

〈四 田 四百 步ー 反の 實分米 附て 御高 三十 萬 石に 付 十 萬 石の 延高 ある 事 

<J 一  國九 品の 算理 

〈四 田 一 德缺 借の 增步 減步 附て 三百 步 一 反の 法 を 以て 缺借 する 時 は 四百 步 一 反の 法 は 共 

理に 孕ま <=N て自に 其缺借 をな す 事 

訂正 御 格式 (卷ノ 四)  S 九 
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是らの 事 を も 心得 置べ し。 年經て は、 總 ての 事 次第々々 に覺 束な き 事と なる どかし。 

〇 訂に 云。 此條は 章 目に 見 ゆる 如く 內外四 六の 傳 なれば、 外の 法、 內の 法の 事 を 辭に云 ひ 分ち、 然し 

て其內 外の 法 を 合せた る處 の、 內外四 六の 傅なる 趣 を も 辭に云 ひ 分け ざれば 稱 はぬ 事なる を、 內外 

四 六の 傳と云 ふ 事 を 章 目に 出した る 迄にして 、本文の 辭には 內外四 六の 事 を 云 ひ 分けざる は、 元よ 

りの 辭 短き 處 にや、 又 後の 脫辭 にや 知ら ざれ ども、 內外凹 六の 事 を辭に 云； 5 分け ざれば 宜しから ざ 

る 事故、 予は其 意 を 以て 是を補 ひ. り。 又 分配の 法と 云べき 辭を分 米の 法と 云 ひ、 二百 二十 五步の 

內百 八十 步 取る 時 は 四十 五 步餘る 事なる を、 不足の 由に 云 へ るな ど は、 皆 後の 誤， りに 疑 ひなき 事故 

是を改めた，.^。 


訂正 御 格式 卷ノ四 

目 錄 

0 檢地 町反大 積. 9 の傳 

〇 增 過の 町 反 四 分の 傳 

〇 町反大 積. -の 定法 

0 十 町 順逆 分配の 法 

<1 四 品 を總て 一 體 とする 大要の 事 附て其 精算 

〇 一 國九品 際 見 取捨の 法  . 

<1 一 德 四品缺 借の 精算 

A 四 田 四百 步 一 反の 實分米 附て 御高 三十 萬 石に 付 十 H: 石の 延高 ある 事 

<1 一 國九 品の 算理 

〈四 田 一 德缺 借の 增步 減步 附て 三百 步 一 反の 法 を 以て 缺借 する 時 は 四 ぱ步 一 反の 法 は：；： 

理に 孕ま.^ て自に 其缺借 をな す 事 
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〇 檢地 町反大 積り の傳 

〇 註に 云。 是は十 町 順逆 分配の 法 を 制する に 付て、 四 田 各 高 百 石 合せて 四百 石の 町 反 步數大 積 6. を 

出し、 是を 分. 0 出して 定法の 數を 立て、 然して 後に 十 町 順逆の 法に 及べ る也0さて此大》6の；^;^ょ、 

前に 出た る 四 六定米 分配の 法、 四 田 各 高 一 石 合せて 四 石に 百倍の 法に して、 法 方の 理は 同じ 蔡なマ  1 

ども、 數の 多く 積れ るに 依て 步數に 少しく 差 ひの 出る 譯 ある 事 也。 故に 此大積 6 を 出した る 者 也。 

〇 又 云、〕 本文なる 步數を 求る 算術 は、 四 田の 步米を 以て、 高 百 石の 定米 二百 四十 石 を 分れば 四 田の 步 

數 となる。 又 其 步數を 一 反の 三百 步に 分る 時 は 四 田の 町 反と なる 者 也 0 又 四 田の 斗 代 を 以て 高 百 

石 を 分ても 四 田の 町 反 は 出る 也。 

〇 上田 ニ萬步  高 百 石  . 

訂正 御 格式 (CJ  ノ四)  二- 
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此町反 六 町 六 反 六 畝 六 六 六 

〇 中 田 二 萬 三千 零 七十 七步  高 百 石 

此町反 七 町 六 反 九 畝 二三 三 

上田に 過る 事 一 町 零 二 畝 五 七 

上田の 一 町に 付て 過る 事 一 反 五 畝 四 

〇 下田 三萬步  高 百 石 

此町反 十 町 

上田に 過る 事 三 町 三 反 三 畝 三 三 

上田の 一 町に 付て 過る 事 五 反 

〇 下田 四 萬 二 千 八 百 五十 七步  高 百 石 

此町反 十四 町 二 反 八 畝 五六 六 . . 

上田に 過る 事 七 町 六 反 一 畝 九 

上田の 一 町に 付て 過る 事 一 町 一 反 四 畝 三 

_ 步數合 十一 萬 五 千 九 百 三十 四步 

町 反 合 三十 八 町 六 反 四 畝 四 六 五 


o, 盯 註に 云。 本書に は 此步數 と 町 反の 合數 無し。 無き は脫 したる 者な らんと 思 はるれば：： を 補 ひた 

ら。 さて、 此町 反合數 三十 八 町 六 反 四 a 四 六 五 を 以て 四 ffl の 高 gr 白 石 を 分る 時 は、 一 石 三 升 五八：： と 

なる 事に して、 是順制 下鄕の 法なる 四 田 平均 一 反の 斗 代 也。 されば 順逆 八 鄕の法 は是に 起れ る 事 


し 0 

〇 增 過の 町 反 四 分の 傳 

〇 註に 云。 是は 上に 出た る 中 田 下田 下田 共に、 上田の 一 町に 付て 其增 過す る 處の町 反 を 下鄕の 法と 

し、 其 四 分の 三 を 下鄕、 e: 分の 二 を 中鄕、 四 分の 一 を 上鄕の 法と せる 者 也。 

〇 中 田 一反 五 畝 四  下 鄕の法 

此步數 阁 一白 六十 ニ步、 是を四 分す る 則 は 各 百 十五 步五宛 

〇；：E 田 一反 一 畝 五 五  下 鄕の法 

此步數 三百 四十 六步五 下鄕の 法よ 6; 白 十五 步五是 を 取る 

〇 同 田 七 畝 七  中 鄕の法 

此步數 二 HW 三十 一 步 下鄕の 法よ、 り 百 十五 步五是 を 取る 

0 同 田 三 畝 八 五  上 鄕の法 

訂正 御 格式 ノ 四〕  二  HI. 
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此步數 百 十五 步五  中鄕の 法よ. 0 百 十五 步五是 を 取る 

〇 下田 五 反  下 鄕の法 

此步數 千 五 百步、 是を四 分す る 則 は 各 三百 七十 五步宛 

〇 同 田 三 反 七 ig 五 


此步數 千 百 二十 五步 

〇 同 田 二 反 五 畝 

此步數 七 百 五十 步 

〇 同 田 一 反 二 就 五 

此步數 三百 七十 五步 

〇 下田 一 町 一 反 四 畝 三 


下 鄕の法 ， . 

下鄕の 法よ 6 三： 白ヒ 卜广ュ 步是を 取る 

中 鄕の法 

下鄕の 法よ.. M  二百 七十 五 步是を 取る 

上 鄕の法 

中鄕の 法よ 6 三百. 七十 五 步是を 取る 


鄕の法 

此步數 三千 四百 二十 九步、 是を四 分す る 則 は 各 八 百 五十 七 步ニ五 宛 

〇 同 田 八 反 五 畝 七 二 五  下 鄕の法 

此步數 二 千 五 百 七十 一 步七五 下鄕の 法よ. 0 八 百 五十 七步ニ 五是を 取る 

〇 同 田 五 反 七 1g 一  五  中 鄕の法 

此步數 千 七 百 十四 步五 下鄕の 法よ.^ 八 百 五十 七步ニ 五是を 取る 


〇 同 田 二 反 八 畝 五 七 五  上 鄕の法 ■ 

此步數 八 百 五十 七 步ニ五 中鄕の 法よ. -八ぼ 五十 七步ニ 五是を 取る 

◦ 町反大 積り 定法 

〇 註に 云。 此 定法 は、 次の 十 町 順逆 分配の 法に 用 ふる 町 反の 法に して、 上田 を 一 町の 定法と し、 中 田 

下田 下田 は、 其 一 町に、 前なる S? 過の 町 反 を 加 へたる 者 也。 

〇 上田 一町  ， 


〇 中 田 一 町 三 畝 八 五 

〇 下田 一 町 一 反 二 畝 五 

〇 下田 一 町 二 反 八 畝 五 七 五 J 

〇 上田 一 町 

〇 中 田 一 町 七 畝 七 

〇 下田 一町 二 反 五 畝 

OTW 一  町 五 反 七 畝 一 五 

〇 上田 一町  一 
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上鄕の 定法 


〈合 四 町 八 反 九 畝 八 五 


中 « の 定法 


二 五： 


下 s の 定法 

l£y?Q 定法 

〇 十 町 IT 逆へ P 配 Q 法 

C 訂に 云。 此 分配の 町 反に 高 積 6 なくして は、 其理 早く 辨へ纖 き 事 也。 故に 予は今 是に高 積 6 を 加 

へ て、 皆 人の 辩へ からん 事 を 計れる 也、」 尤 後の 平均 免の 條に 至. -、 此町反 分 の 斗 代 八 品 を 出し 

たる 故、 よく 考れ ば自 知る 、事 なれ ども、 其 出 處は此 分配の 町 反 也と は、 容易く は 人の St へ 兼る 事 

なる ベ しご a 十 町の 內分 けせる 町 反の、 上の 方に 記せる は 穎 制の 高 積 6、 下の 方に K せる は 逆 制の 

高 積 6 也。 同じ 町 反 を 上田に する 時 は 其 高 何十 石 、下田に する 時 は 其 高 何十 石と、 四 田と もに 頤と 

逆に 積 6 分け、 然して 其 平均の 一 ；逞を 見、 是を 以て 三十 ニ箇の 平均 免 を 制さん とする 者 也。 
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〇 中 田 一町  一 一  ：？S 五 五 

0 下田 一 町 三 反 七 畝 五 

C 下田 一 町 八 反 五 a 七 二 五 

〇 上田 一 町 

〇 中 田 一 町 一 IT:?. 五 ISQ 

C 下田 一 町 五 Ir- 

Q 下田 二 町 一 反 四 畝 三 


. 1 合 五^三 Ir- 口， m 七 七 五 

、 

. .Nn 五町 七 反 九 K 七 


〇 又 云。 勝地の制と云ふは逆制の事なるを、本書には上鄕の竟..^中鄕の初めとの間に、勝地の制と云 

ふ 斷.. ^を 記した るに 依て 紛ら はしき 處 あ.^。 されば 予は其 書き 樣を 少しく 替て、 人の 辨 へ 121- くな 

したる 也 0 人是を 心得 置て よ。 - 

0 順 制の 上鄉 0 逆 制の IP 鄕 f 翻；^ 珊 f 

〇 十 町 

內ニ町 二 反 四 S 七 五 七 二十 一一 ー步 

右は上鄕の定法四町四反四畝九ニ五を以て十町を分.<^是を得る處にして、順には上田、逆には下 

田と す 0 

上田 三十 三 石 七 斗 一 升 四 合  下田 十五 石 七 斗 三 升 三 合 

同 二 町 三 反 三 畝 四十 一一 步 

右 は 中田增 過の 定法 一 零 三 八 五 を 上田の 町 反に 乘じ 得る 處 にして、 順に は 中 田、 逆に は 下田と 

す 0 

中 田 三十 石 三 斗 四 升 二 合  下田 二十 三 石 三 斗 四 升 

同 二 町 五 反 二 畝 八 五一 一十 六步  ， 

右 は 下田 增 過の 定法  一 一 二 五 を 上田の 町 反に 乘じ 得る 處 にして、 順に は 下田、 逆に は 中 田と す。 
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下田 二十 五 石 二 斗 八 升 五合 中 田 三十 二 石 八 斗 七 升 一 合 

同 二 町 八 反 八 畝 九 八 一一 十九 步 

右 は 下田 增 過の 定法  一 二八 五 七 五 を 上田の 町 反に 乘じ 得る 處 にして、 順に は 下 W 、逆に は 上田と 

す。 

下田 二十 石 二 斗 二 升 九 合  上田 四十 三 石 三 斗 四 升 七 合 

合 百 九 石 五斗 七 升  合 百 十五 石 二 斗 九 升 一 合 

十 町 平均 一 反に 付 一 石 九 升 六合 十 町 平均 一 反に 付 一 石 一 斗 五 升 三 合 

〇 順 制の 中鄕 0 逆 制の 下鄉 

〇 十 町 

內ニ町 零四献 一四 四步 

右 は 中鄕の 定法 四 町 八 反 九 畝 八 五 を 以て 十 町 を 分り 是を 得る 處 にして、 順に は 上田、 逆に は 下田 

とす 0  . 

上田 三十 石 六 斗 二 升 一 合  下田 十四 石 二 斗 九 升 

同 二 町 一 反 九 畝 八 六 一一 十六 步 

右 は 中田增 過の 定法 一 零 七 七 を 上田の 町 反に 乘じ 得る 處 にして、 順に は 中 田、 逆に は 下田と す 0 


中 田 二十 八 石 五斗 八 升 二 合  下田 二十 一 石 九 斗 八 升 六合 

同 二 町 五な 五 畝 一 八五步 

右 は 下田 增 過の 定法  一 二 五 を 上田の 町 反に 乘じ 得る 處 にして、 順に は 下田、 逆に は 中 田と す。 

下田 二十 五 石 五斗 一 升 八 合  中 田 三十 三 石 一 斗 七 升 三 合 

同 三 町 二 反 八  一 二十 四步  . 

右 は 下田 增 過の 定法 一 五 七 一 五 を 上田の 町 反に 乘じ 得る 處 にして、 順に は 下田、 逆に は 上田と 

す 0  • 

下田 二十 二 石 四 斗 五 升 七 合 . 上田 四十 八 石 二 升 二 合 

合 百 七 石 一 斗 七 升 八 合  合 百 十七 石 五斗 七 升 一 合 

十 町 平均 一 反に 付 一 石 七 升 二 合 十 町 平均 一 反に 付 一 石 一 斗 七 升 六合 

〇 順 制の 下鄉 0 逆 制の 中鄉 

〇 十 町 

內 一町 八 反 七 畝 

右 は 下鄕の 定法 五町 三 反 四： B 七 七 五 を 以て 十 町 を 分.^ 是を 得る 處 にして 、順に は 上田、 逆に は 下 

田と す 0 
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上田 二十 八 石 五 升  下田 十三 石 九 升 

同 二 町 零 八 畝 五 九十 八步 

右 は 中田增 過の 定法 一 一 一 五 五 を 上田の 町 反に 乘じ 得る 處 にして、 順に は 中 田、 逆に は 下田と 

す 0 

中 田 二十 七 石 一 斗 一 升 七 合 下田 二十 石 八 斗 五 升 九 合 

同 二 町 五 反 七 畝 一 一 一一 ー步 

右 は 下田 增 過の 定法 一 三 七 五 を 上田の 町 反に 乘じ 得る 處 にして、 順に は 下田、 逆に は 中 田と す。 

下田 二十 五 石 七 斗 一升 一 合  中 田 三十 三 石 四 斗 四 升 六合 

同 三 町 四 反 七 畝 三九步  • 

右 は 下田 增 過の 定法 一 八 五 七 二 五 を 上田の 町 反に 乘じ 得る 處 にして、 順に は 下田、 逆に は 上田と 

す 0 

下田 二十 四 石 三 斗 一 升 一 合 上田 五十二 石 一 斗 一 升 五合 

人 n}ai 五 石 一 斗 八 升 九 合  合 百 十九 石 四 斗 六 升 

十 町 平均 一 反に 付 一 石 五 升 二 合 十 町 平均 一 反に 付 一 石 一 斗 九 升 五合 

〇 順 制の T 鄕 0 逆 制の 上鄉 


〇 十 町  •  ， 

內ー 町 七 反 二 畝 五十 五步 

右 は 下鄕の 定法 五町 七 反 九 畝 七 を 以て 十 町 を 分. 0 是を 得る 處 にして、 順に は 上田、 逆 こよ 下田と 

上田 二十 五 石 八 斗 七 升 五合  下田 十二 石 七 升 五合 

同 一 町 九 反 九 畝 零 七ニ步 

右 は 中田增 過の 定法 一 一 五 四 を 上田の 町 反に 乘じ 得る 處 にして、 順に は 中 田、 5 に は 下田と す。 

中 田 二十 五 石 八 斗 七 升 九 合  下田 十九 石 九 斗 七 合 

同 二 町 五 反 八 畝 七 五 二十 一一 ー步 

右 は 下田 增 過の 定法 一 五 を 上田の 町 反に 乘じ 得る 處 にして、 順に は 下田、 逆に は 中 田と す。 

下田 二十 五 石 八 斗 七 升 五合 中 田 三十 三 石 六 斗 三 升 八 合 

同 三 町 六 反 九 畝 六 八 二十 步 

右 は ft- 田增 過の 定法 二 一  四 三 を 上田の 町 反に 乘じ 得る 處 にして、 順に は 下田、 逆に は とす。 

下田 二十 五 石 八 斗 七 升 八 合  上田 五十 五 石 四 斗 五 升 二 合 

合 百 三 石 五斗 七 合  合 百 二十 一 石 七 升 一 合 
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十 町 平均 一 反に 付 一 石 三 升 五合 十 町 平均 一反に 付 一石 二 斗 一升 一 合 

.p 部 村の 上下に 從て、 千 萬 町と 云 へど も 定法 を 以て 是を 分る 則 は、 特り 上田の 町反顯 る、 者 也。 もし 四 

重の 地 各 勝地 あらば、 其 法 逆 を 以て 順に 向 はしむ る 則 は 其 制 民に 厚薄な し。 凡 萬 物 は 五行 を備 へ 物 名 

相 應の象 を 具す。 田 は 天 惠の至 盛、 地勢の 巨德 た.. ^0 故に 是を 制する に 九 井の 法 あ.^。 是を 撰ぶ に 四 

品の 法 あり。 然して 其 位 皆 人の 形に 准ず。 爱を 以て 上田 は 人の 頭に 稱ひ、 中 田 は 人の 胸に 應じ、 下田 は 

人の _ ^に 准 じ、 下田 は 人の 足に 譬ふ。 是を總 て. 一 體 となす。 是檢 地の 大要 也。 もし 此 分配 を. K ふ 則 は 

不具の 人に 同 ふして、 村民 をして 惑亂 なさし むる 者 也。 故に 田 畝の 多數を 積み、 而 して 分 米 を 以て 民の 

• た つ  あて 

^きに 任て 是を 課す J 其據 たる 者 は 皆 一 步の 生米 斗斛の 定め を 以て、 畝 步の增 減す る 處に從 て 町 反の 

分配に 至れる 者 也。 

〇 註に 云。 此十町 分配の 法 は、 上に 出た る 町反大 積..^ の 定法 を 以て、 上中下 下の 四鄕 ともに、 上田 は 

其 十 町 を 分 6、 中 田よ 6 以下 は、 其 十 町 を 分 6 たる 上田の 町 反へ 增 過の 定法 を乘 じて 其 町 を 制す 

る 事、 上に 見えた るが 如し。 扭又、 逆 制 を 勝地の 制と 云 ふよし は 旣に斷 6 たる 如くなる が、 其 意 は 

地の 德の 勝れた る 事に て SI^SH 膝 ■Im  、鄕 位の 定法 先 づは順 制の 四 段と する 事 なれ ども、 其 定法 

よ. 0 も 地の 德の 勝れた る鄕の ある 時には、 順の 法 を 逆に 向 はしめ て 上田 を 下田と し、 中 田 を 下田と 

し、 下田 を 中 田と し、 下田 を 上田と する 事 也。 然 する 時 は 上に 見えた る 如く、 順 制の 上鄕 平均 一 反 


の 斗 代 一 石 九 升 六合なる が、 逆 制の 下鄕 平均 一 反の 斗 代 一 石 一 斗 五 升 三 合と なる。 是 勝地の 制 は、 

上田 中 田 多くして 下田 下田 少なければ 也。 餘は 是に淮 じ、 上なる 十 町 分配の 處 へ 立 反 6、 よく 是を 

見て 辨 ふべ し。 此法を 以て 順逆 八鄕に 分く る 時 は、 實に是 民に 厚薄な き 者 也。 

〇 又 云。 萬 物 は 凡て 木 火 土 金 水の 五行 を備 へ、 各 相 應の象 を 具足す る よしを 云 ひ 出た る は、 田の 四德 

を 人 體に譬 て 云 はんとす るよ.^ の 事 也。 さて 田はヽ 天の 人に 惠み與 へ 玉へ る處の 至て _ ^なる 者に 

て、 是に 生ずる 處の 米穀 は、 是又 地勢の 巨い なる 德に仍 る 事 也。 故に 此法を 制する に は 九 井の 法 あ 

るよ しに 云 へる は、 一 ノ卷檢 地 大意の 條に nw? えお るが 如く、 一  國の經 界を三 三の 九に して 井 字の 如 

くにする 事 也。 是を 撰む に 四 品の 法 あ..^ と は、 當制は 又 田の 四 品の 法に 仍て、 三分の 地 を も 更に 又 

四 品の 制と なした る を 云へ る 也。 さて 又、 田の 上中下 下 四 品 を 人體に 比した る 事 一 渡り は iS えた 

る 如くなる が、 是 にも 少しく 其 故 ある 事 也。 上田 を 人の 頭に 比し 中 田 を 人の 胸に 比した る は、 是三 

ノ卷斗 代の 條 下に 予が云 へ る 如く 中 田 は 上田に 近き 方、 又 下田 を 足に 比した るは是 下田に 遠き 方 

なる 趣 ある 事 を 思ぶべし。 さて 此四品 を總て 一 體 とする は檢 地の 大要に して、 此 町-反 分配の 法 を 

1^ ふに 於て は、 不具の 人と 成.. > たると 同じ 理 にして 四 田の 其 働き をな さ れば、 民 をして 惑亂 せし 

むる 者なる どと 其 大事 を 示された る 也。 さて 又 四 六定米 分配の 末 文に は、 四 品 を 總て是 を 一 德と 

す、 是檢 地の .c ^法な りと 云 へ るに 同じ 事なる が、 少しく 差； 5 あり。 彼處は 四^ の 生米 を總て 平均 三 
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石 六 斗 宛の 一 德 となすべき 事 を 云； 5、 此處は 又、 四 田 を總て 人身 一 體の 如くに 其 働き をな さしめ、 

四 田と もに 其民領 となる 處に 厚薄 不同の 事な からし めんと する 者 也。 人此 理を辨 へ、 政 光 主の. 心 

を盡 された る處を 見るべし。 

〇 又 云。 故に、 田 畝の 多數を 積て 云々 と 云 へ るよ 6 以下 は、 是 上に、 四 品 を總て 一 體と なさ 1- れば民 

を惑亂 せし むる よしに 云 へ る を 受てヽ 一 體 となす 其 法 方の 所以 を 述べた る 也。 さて 田 畝の 多數を 

積む と は、 上に 出.；^ る 町反大 積.. >  の 事に して、 其大 積.. >  の內 にも 又 上田 は 二 萬步、 下田 は 四 萬 二 千 

八 百 五十 七步 にて 步數の 多少 大いに 差； 5 あ， 00 然して 其 生米 は 共に 同じく 二百 四十 石 なれば、 民 

の も 父 司じ麥 なる； ？ ^る、 7  -0 民の 分 米と に 、耕 夫 一 人. の 耕地に 赏れる 民領の 分配 米 を 云 ふ 事 也。 此事は  一一 ノ 

ジダ n 々^タ 0E し？ S る を， ij^ る し ^斗 代の 起り に 出た る 分 米の 條 下に 精く 云へ るが 如し。 人是を 忘れて、 入貢に 

！^^ ほ^れ。 まカ 步數 多くして 田地の 廣 きに 付て は、 民の 勞 する 處も 多し。 然る を、 上田 も 下田 も 民の 

あて 

分 米 同じ 事に て は 濟ぬ事 也。 故に 民の 勞 する 處を其 分 米に 任て、 貢 米に 差 引 を 付 ざれば 叶 はぬ 事 

*- たつ  あて 

なる を 知るべし。 分 米 を 以て 民 の^きに 任て 課すと は此事 也。 ば；^ぃ子其^&ほのる>と民ぁのり勤2は錢=き2锦 

き*^1-也。 然る を 古今の 輩、 斯る 字義 をよ くも 5! しあ へずして、 民の 勤めに 任せて 課すとの み 讀み其 文意 をよ く， へ 得 .5  C a 

ざる は、 御 格式 の 旨 を 深く 思 はざる の處 也。 又 課する と は、 貢の 數を 何程と 定めて、 斯く 納めよ と 民に 云 ひ 付る 率 也。 さて ま 舅 

米に 差：；？ を 付た る は、 順 制の 下鄕 なる 平均 一 反の 斗 代 一 石 三 升 五合 は 是れ其 大本に して、 四 田の 四 

百 石 を、 其 總町反 三十 八 町 六 反 四 畝 四 六 五に 分て 平均せ る 者 也。 此四田 を總て 一 體 とは爲 ざる 處 

の、 只 上中下 下の g 品に 分て 平均せ る 斗 代 は 一石 一斗 二 升 五合に て =  平 卜1  口、 者セ J;  一； f 順 制 下 


鄉の法 一 石 三 升 五合と くらべて は是九 升の 差 ひ 也。 下田 下田の 多き 鄕 村へ は 浙く差 引-ど 付て 入 • 一 M 

を 減じて、 民の 分 米 を 增す事 也。 人よ く是を 思ぶべし、 實に是 檢地貢 法の 大耍 也。 さて 又 田 a の 多 

い.：」 つき あて 

數を 積て、 民の 分 米 お 其 勤 に 任て 其 貢 法 を 量 6 たる 其據 は、 四 六定米 分配の 法なる 一 步の 生米 定 

め を 以て、 四 田 高 一 石に 生米 二 石 四 斗と する 步數 の增 減に 從； 5 たる 11^ にて、 夫より して 町 反の 大職 

.0 をな し 此十町 分配の 法に も 至れる 者 也と、 其據て 起. 0 たる 處を述 たる 也〕 

〇 又 云。 町反の大積6をなしたる所以は彼の條下にも云る如く、大積..^となす時は步數に少しく差 

ひの 出る 事に て、 高 一 石 を 以て 算 する 時 は 下田の 步數は 四百 二十 九 步也。 高 百 石 を 以て 積る 時 は 

下田の 歩 數は四 萬 二 千 八 百 五十 七步と 成る 事 也。 是 一 石の 時には、 八步餘 の處を 切上げて 漸くに 

九步と 成た るが、 百 石と 成て は、 八 步餘の 處は八 百 五十 七步 となる。 是 少しき に似て 又 多き なる 事 

なれば、 大 積.^ の 方 は 爱に其 用 ある 事なる を 知る ベ し 。扨 一石の 時には 一 步 にも 足らぬ 耕地 なれ 

ば、 耕 夫の 勞も あげて 云 ふべき 程の 事に 非ぬ を、 百 石と なる 時 は 八 百 五十 七步 となる 故、 一 夫 耕 

地の 定法 千 八 一白 步に當 て 見る 時 は、 己に 半人前に 近き 事 也。 さて 又 耕 夫の 分 米 は 上田 一 步に 付. 一 

升 五合の 定法 故、 高 百 石の 二 萬 步に付 三百 石 當る事 也。 下田の 軿夫分 米 は 一 步に付 七 合の 定法 故、 

上田の 步數と 同じく ニ萬步 として は 百 四十 石よ， 0 當ら ず〕 是十町 分配の 法 を 以て、 K 米に^ 引 を 

付ず して は 叶 はぬ 處也。 高 百 石の 四 萬 ヒ千八 百 五十 七步 として、 漸くに 二百 九十 九 石 九 斗 九 升 九 
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八" の 耕 夫 分 米と は 成る 事 なれ ども、 其 軿夫は 又、 田 二 萬 步の耕 夫 一 倍 餘に當 る 事 を 知るべし。 是 

らは皆 貫 法 を 量る 處の 要旨 なれば、 人よ く 是を辨 ふべ し。 但耕 夫と 養 民の 法 は、 古法と 當 制と 少し 

く差ひぁる事ぁ..^。 五 ノ卷養 民の 傳の條 下に 至 6 精し く 是を云 ふべ ければ、 引合せ 見る ベ し。 

〇 訂に 云。 本 害に は 田 畝の 多少 を 積み 云々 と ある 事 なれ ども、 上に 註せ る 如く 是は町 反大積 6 の 事 

を 云 へ る 者に して、 其 多數を 積みた るに 其 用 ある 事 を も 上に 云 へ る 如くに して、 多少 は 多數の 誤. 0 

し 0  いたつ 含 あて 

に 疑 ひなき 事故、 然 改めた 6。 又 反米 を 以て 民の 勤 に 任て 云々 と ある 事 なれ ども、 反米 を 以て は 

民の 勤に 任て 見るべき よしなき 事 也。 分 米 を 以て 民の 勤に 任て 課すべき 事 は 上に 註せ る 如く なれ 

ば、 是も分 米の 誤. 0 に 疑な き 事故 改めた， ^0 

〇 一 國九品 際 見 取捨の 法 

さいみ  •  さ • 

〇 註に 云。 際 見と 書く は 後の世の 俗にて、 割 見の 義 なるべし。 田地と 田地の 堺を 割て 見る、 其 印に 立 

る 物故の 名と 聞 ゆる 者 也。 薪 を 樵る 山 子の 辭に、 割き 損じた る 薪の 木 端 を 割 端と は 云 ふ 事なる. が、 

是らを 以て も、 割 CD- と 云ふ辭 を考へ 合せて 知るべき 事 也 0 

〇 訂に 云。 此章 目に も 次なる 本文に も、 取捨 を 守捨と 本書に ある は 誤りなる ベければ 改めた.. >。 

0 註に 云 是は、 一 德四 品の 法 を 以て 缺法借 法の 算術 を 論ずる 時 は、 一 國九 井に 淮じ 力る 九 品の 法と 


なり、 又缺 借す る 處の理 を 早く 示さん とする に は、 際 見取 拾の 法と 云 ふ 事 あ 6 と 云 ふ の t+ 目 也。 

精く は 本文の 條 下に 云 ふ を 見る ベ し〕 

檢 地の 法 は 皆 三重の 制に 從ふ處 也。 然れども當制は下の制ぁ..^、故に其法四重たる者也〕 地に 入-一：：； の 

遠近 あ 6、 用 物の 多寡 あ.^、 强て是 を 同じから しめんと す、〕 爱を 以て 一 國 三分の 地 を 更に 又 四 かして 其 

制 を爲 すの み。 一 邑 一 村 もまた 其 地 を 四 分して 上中下 下の 地と 爲 す。 然れ ども 上品の 地に 下品の 地 あ 

6^、 下品の 地に 上品の 地 ある こと を 知て、 兼て 鄕 村の 上下 を 撰で 其 法 を定 む。 故に 町 反 を 制する に 際 兌 

取捨の 法 あ 6-。 其 大槪を 云 はんに、 譬ば 上品の 地縱 横と も十步 なる 則 は 其 有 地 百步. 60 是を 下品の 

地に 制する に は、 一 方の 十 步を缺 て 九十 步 とす。 是 民に 其 地 を 免し、 然して 又 側の 足らざる 處を袖 ふ 所 

以 也。 又 下品の 地 を 上品の 地に 制する に は、 百步の 地に 十 步を增 して ぽ十步 とす。 是 上品の 地に は、 缺 

て捨て.^^る處の十步を取て下品の地に增す處にして、側の隱德を勤むる所以也0 或は 有 地 を缺き 或は 

{仝地を借る、故に是を缺法借法と云ひ、又是を際見に縱を取.，^横を捨て、横を取 6縱を捨る ニ辨の法と 

す。 其 法た る や、 皆 制 術の 早く 修め 爲し 安き 其理を 示す 處 也。 

〇 註に 云。 是 迄の 一 段 は 際 見 取捨の 法 を 述.？ る 者に して、 是ょ. 0 次 は 又 一 國九 品の 法を述 力る の 一 

段 也〕 されば 此章は 二 段と し、 先此 段の 事よ， 9 云 ふべ し。 扭檢 地の 法 は 三重の 制に 從ふ處 なれ ど 

も、 當制は 下 有て 四重の 法た るよ しに 云 へ る は 聞え たる 如き 事 なれ ども、 是も亦 裡の法 は、 一 反の 
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步數も 四百 步 なると 云 ふ 意 を 含んで 云 ひ 出した る 者に して、 一 國 三分の 地 を 更に 又 四 分せ るよ し 

に云ひたるょ，.^、又 一 邑 一 村の 地 も 亦 四 分せ るよ しに 云 へ る 迄、 四 分の 事 を 繰返して 精く 云 へ る。 

是を 以て も、 又 一 反の 四百 步 なる 趣 を も 知れ かしの 下心なる 事 を 知るべし。 さて 又 地に 入貢の 遠 

近 ある よしを 云 ひて、 一 國 三分の 地 を 更に 又 四 分せ る 由に 云 へ る は、 是民德 四 品の 條 にも 見え.^ る 

如く、 一  阈を 三分して 二十 里 宛と 爲し、 其 二十 里 を 五 里、 十 里、 十五 里、 二十 ai の 四 段と なした る 事 

なる を 知るべし。 

〇 又 云。 此條 は、 上に 十 町 分配の 法 を 以て 八鄕 位の 斗 代 を 制する 事 を 云 へる に 付て、 さる 分配 を爲し 

難き 鄕 村の 有た る 時に、 又是を 分配すべき 缺 借の 法 を述る 事なる が、 其 初めに 入貢の 遠近と 用 物の 

多寡 を 云 へる は 如何ん と 云 ふに、 鄕位は 地の 德の勝 劣に 仍る事 なれ ども、 居 村民の 三德 も又鄕 位に 

添たる者なる.ょ..^の事也0 用 物と は 其 土地よ 6 出て 民 用と なる 物の 事に して、 田 畠の 物 は 勿論、 草 

木、 野菜 物 迄 を 取 總て云 ふ 事 也。 

〇 又 云。 一 邑 一 村の 地 も 四 分して 上中下 下の 地と なすと は、 田の 四 品 は 勿論に て、 山川 野、 居 村民の 

六 德も皆 四 品の 制と なした る を 云 ふ 事に て、 一 村の 內 にても 又、 其 上中下 下 あるべき 勿論 也。 

〇 又 云。 上品の地に下品の地ぁ..=^、下品の地に上品の地ぁ..-と云 へ る 事 は 田の 事に して、 上下の 辭に 

上中下 下の 四 品 を 兼た る 也。 さて上中下下の入交..^、是を 一 方に 極めて 均 ふせ ざれば、 十 町 分配の 


I 


法 をな し 難き 事 あ 6. 。 故に、 兼て よ..^ 其鄕 村の 上下 を 撰 6 分けて、 其 法 を 制して 是を 定め K と 也。 

さて 共 法 は 際 见の取 松と 云 ひて、 上品 ぽ步の 地 を 制して 下品の 地と する に は、 十 步を缺 て 九十 步と 

する 事 也 ^ 然る時は、其十の地を，民に免す道理に似.^^れども然らぬ事にて、又側の足らざる處を補 

ふ 所以に して、 下品の 地 を 上品の 地に 制する に は 又 百 步の地 を； 白十步 とする 事 なれば、：： 上： の 地 

に は 免して、 隱れ たる 處の 田德を 下品の 地 へ 勤め 出して、 共に 担 益の ある J^f に は 非ざる 11H を 示せる 

也。 さて 上に も 云 へ る 如く、 上下の 二 品 を 云 へる に は 皆 上中下 下の 四 品 を 兼た る i$ な るが、 愛に 上 

下の 二 品 を 百步 宛と して 云 ひたる は、 中 品と lii- 品 も 又百步 宛なる べき 事 知られ、 然る 時 は 一 反 四-白 

步 なる 事 は自に 知らるべく 云； 5 成した る 者に して 、後の、 一 德四 品の 法 を 以て 爲 せる 缺^ の 法と 引 

合た る 事 也。 扱缺 法と 云； 5 借 法と 云 ふ 事 は 本文に て 聞え たるが 如し. - 際 見に 縦横 取 松の 一 $ はニ辨 

の 法と は爲 たる 者の、 縱と橫 に 差 段の あるに は 非ず、 捨 ると 取る に 差 段の ある W 也 0 然る を 本文に ヽ 

あや 

縱を 取. 0 横 を 松て、 横 を 取. 0 縱を 松る ニ辨の 法と すと 云 へ る は ヽ只游 の 文に 云 ひ 成した る 者と 知る 

ベ し。 元よ ft^ 此法 は、 下 文に 斷. 0 とおめた る 如く、 其 制 術の 修め 爲し 易き 现 をのみ 示せる：； g の 者に 

して、 百步に 付、 かならず 十步 の缺惜 すると 云 ふ 事に も 非 ざれば、 際 見 取捨の 法と 云 へ る も、 實に共 

法 を 以て 其 事を爲 すに は 非ず。 其 法 を 早く、 譬て云 は 、渐 くの 如き 理の 者なる どと 示せる のみの 

事 也。 されば 其缺 借す る赏 用の 算術 をば、 又 一 反 三百 步の 法に 託して 後段に 精く 是を述 たる 者 也。 
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〇 又 云。 際 見 取捨の 法と 云 ふ 時 は、 田.： IS の實 地に 向て 彼の 標 しに 立た る 其 物 を 見て、 是を 取捨す る 事 

の 如く 聞え てヽ人 はさる 事な らんと 思 ふべ けれど 然らぬ 事 也。 總 て此缺 借の 法 は、 赏 地に 向て赏 に 

其 上田 を 下田に 制し、 其 下田 を 上田に 制する に は 非ず。 檢地 帳に 向て、 地の 德の勝 劣 を 見て 其^ 

位を定 むる 時に 當り、 缺 借の 法 を 用 ひて 十 町 分配の 法 を 成す 事 也。 されば 際 見 取捨と 云 ふ 辭も檢 

地 帳に 向て 云 ふ 事に て、 云 は 上田 何十 何 町、 下田 何十 何 町と ある 其方 限の 界を 取捨す る 事 也。 然 

る 時 は、 際 見と 云 ふ 若 は 元 是界を 見 分る 標 しに 立てた る 其 物の 名なる が、 轉 6 て は 其 界の事 を も 際 

見と は 云へ るに こそ。 是に 依て 又 思へば、 際 見と 云 ふ 辭は界 の義 なる にや。 ぽれヅ ばが、 の キ参德 

化 m  、とサ も ベ をし サ。 名の 義は、 人 其 好き を 取 6 ねかし。 

〇 訂に 云。 此條 は缺文 脫辭認 誤い と 多ければ、 予は 例の、 此書 一 卷 前後の 意 を 得て 補遺， 訂正す る處 

也。 其 一 ッ 二 ッを云 は -、、 一 圃之地 四分而 爲，， 其 制， 而已と 本番に は ある 事 なれ ども、 一 國の地 を 只 

に 四 分せ るに は 非ず。 一 國の地 を 三分して 更に 又 ral 分せ る なれば、 其 意 を 得て 訂正せ るな ..^o 三 

分と 云ふ辭 のな きは脫 したる に 疑 ひなし。 又 ぼ 步の地 を缺て 九十 步 とする 事 を 云 へ るに、 于レ民 

免レ 地所  一二 以補： 不一 レ足 云々 と あれ ども、 地 を 免して 足ら ざ るを拖 ふと 云 ふ 辭足ら ずして 聞え 難 

し。 是は 上田に は 十步を 免し、 下田に は 其 十步を 取て、 足らざる 處を補 ふ • なれば、 予は 民に 其 地 

を 免し、 然して 又 側の 足らざる 處を補 ふ 所以 也と 訂正せ る 也、〕 餘は 例の 多く は 云 はず。 


蓋 一 國九 品の 法 を 論ずる 則 は、 又 各 一 德四 品の 法 を 以てす。 共 制た る や、 一 反 三百 步の {ル 法に- 

田 中段の 分 米 を 一 石 四 斗 五 升と し、 其 分 米 を 以て 三 百 步を 分る 則 は、 上田の 中段 一 石の 步はニ ぼ 七步た 

ら。 上田の 定步 二百 步是を 取る 則 は七步 を殘す Q 是を 其定步 二百 步に 分る 則 は 百步に 付三步 五に 

る。 然して 是を 百步の 地に 增 して 百三步 五と す。 中 田 下田 下田 も 亦是に 准ず。 是 中段 を 制して 卜： 段と 

する 處也。 下段 下段 も皆此 制に 從ふ者 也。 上田の 地 を 制して 中 田の 地と する に は、 又 中 田の 定步 二：. U 

三十 一 步ょ 6 上田の 定步 二百 步を 取る 則 は 三十 一 步殘る 0 是を 一 德四 品の 四に 分る 則 は 七步じ 五に な 

る。 是を中 田の 定步 二： 白 三十 一 步に 分れば、 百 步に付 三步三 五に あ. る、〕. 是を； 白步の 地よ 6 缺て 九，！' 

六步六 五と す。 下田 下田 も 亦 是に淮 ず。 是上段を制して中段とするの處な，.：^o 又 上田の 地 を 制して ド 

田と し、 中 田の 地 を 制して 下田と し、 又 上田の 地 を 制して 下田と する 則 は、 其 法に 顧て、 然して 後に 四 分 

二の 法、 四 分 三の 法 を 以て 百 步の法 を 知る。 もし 借法缺 法相 並ぶ 則 は、 過不及 を 勘校して 常れ る 逬に順 

ふべ し。 其 精 法 後に 是を述 る もの 也。 

〇 上段の 制 

〇 上田 一石 步數 二百 步  分 米 一石 五斗 

〇 中 田 一 石步數 二百 三十 ー步 分 米 一 石 三 斗 

〇 下田 一石 步數 三百 步  分 米 一石 
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0 下田 一 石步數 四百 二十 九步 

四 分 一 の 法 

〇 上田 を 中 田に する に は 

〇 中 田 を 下田に する に は 

〇 下田 を 下田に する に は 

四 分 二の 法 

〇 上田 を 下田に する に は 

〇 中 田 を 下田に する に は 

四 分 三の 法 

〇 上田 を 下田に する によ 


分 米 七 斗 


百 步に付 

三步三 五； 


七步五 

六步七 

十 一 步五 

十步 


是を 減ず 


是を 減ず 


是を 減ず 


0 中段の 制 

〇 上田 一 石步數 二百 七步  分 米 一 石 四 斗 五 升 

但 上段の 百 步に付 三 步五增 す 

〇 中 田 一 石步數 二百 四十 五步 分 米 一 石 二 斗 二 升 五合 

但 上段の 百 步に付 六 步增す 


〇 下田 一 石步數 三百 二十 四步 分 米 九 斗 二 升 五合 

伹 上段の 百 步に付 八 步增す 

〇 下田 一 石步數 四百 六十 ニ步 分 米 六 斗 五 升 

但 上段の 百 步に付 七 步七增 す 

四 分 一 の 法 


〇. 上田 を 下段に する に は 

〇 中 田 を 下段に する に は 

〇 下田 を 下段に する に は 

Q 下田 を 下段に する に は 

四 分 二の 法 

〇 上田 を 下段に する に は 

〇 中 田 を 下段に する に は 

〇 下田 を 下段に する に は 

〇 下田 を 下段に する に は 


百 步に付 

三分 五 

六步 

八步 

七步七 


百 步に付 

七步 


十二 步 

十六 步 

十五 步四 


〇 下段の 制 
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〇 上田 一 石步數 二百 十四 步  分 米 一 石 四 斗 

但 上段の 百 步に付 七 步增す 

〇 中 田 一 石步數 二百 六十 一 步 分 米 一石 一 斗 五 升 

但 上段の 百 步に付 十三 步增す 

〇 下田 一 石步數 三百 五十 三步 分 米 八 斗 五 升 

但 上段の 百 步に付 十八 步增す 

〇下 田 一 石步數 五百步  分 米 六 斗 

但 上段の 百 步に付 十七 步增す 

〇 

〇 下段 へ 缺 法の 減步、 上田、 中 田、 下田、 下田と もに 中段 四 分 

OT 段の 制 

〇 上田 一 石步數 二百 二十 ニ步 分 米 一 石 三 斗 五 升 

但 上段の 百 步に付 十 一 步增す 

〇 中 田 一 石步數 二百 七十 九步 分 米 一 石 七 升 五合 

但 上段の 百 步に付 二十 一 步增す 


o 下田 一 石步數 三百 八十 七步 分 米 七 斗 七 升 五合 

但 上段の 百 步に付 二十 九 步增す 

〇 下田 一 石 步數五 ぼ 四十 五步 分 米 五斗 五 升 

但 上段の 百 步に付 二十 七 歩|? す 

〇 訂に 云。 此 一 德 四品缺 借の 法 は、 一 反 三百 步の 算術 を 以て 一 反 四 ぼ步の 法なる 1$ を 知らし めんと 

して、 政 光 主の 意 を盡 して 捲へ 出された る 面白き 算術 也。 さて 共 借 法 は、 上中下 下の 四 W とも、 共 

一 德每に 上中下 下の 四 品 ある 事と して、 上田 中段の 分 米 一 石 四 斗 五 升 を 以て 定法の 三 Hn 步を 分る 

時 は、 上田の 中段 一 石の 步は 二百 七步の 法に 當る ことと 見て、 是を 上田 上段の 定步 二百 步に 分る 時 

は ヽ百步 に 付三步 五の 增 しに 當る事 となる。 故に 是を 中段の 百 步に增 して、 百三步 五と すれば 上段 

の 百 步に當 る。 さて斯の如く中段に借法して上段となし、下段に^法して中段となし、下段に^2法 

して 下段と なす！^ なれば、 百步 宛の 四 段に て、 都合 四百 步の 一 反なる 乙と、 は 知らる KisJ 也。 =: んは 

裡の 法に て、 表の 法 は 三： 白步の 一 反なる 事故、 又 其 一 反三百步にて缺借する？？；術をも示せる^^に 

て、 是は 缺借實 用の 算術 也。 さて 其 算術 は、 缺 法の 初めに 出した る 四 分 一 の 法、 四 分 二の 法、 四 分 三 

の法是 にて、 四 分 一 の 法 へ 四乘 ずれば 上田 を 中 田に、 中 田 を 下田に、 下田 を 下田に 缺法 する 減步と 

な.^、 四 分 二の 法へ ニ乘 ずれば 上田 を 下田に、 中 田 を 下田に 缺法 する 減步 とな 6  、四 分 三 の 法 は 三 

訂正 御 格式 (卷ノ 四)  Ig 
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分して 又是 に四乘 ずれば、 上田. 下田に 缺 法す る減步 となる 事な.. =v。 是は 三百 歩の 算術 を 以て 四 

百步の 算術に 持へ たる 者 故、 其 本 法へ 戾す處 也。 さて 一 德四 品の 法と なした る 上 は 上段 を 中段に 

缺法 する 事故、 上段 を 中段に する に は 云々 と 書くべき 事なる を、 上田 を 中 田に する に は 云々 と 書き 

たる は、 是 表の 法 三百 步 一 反の 上田 を 中 田に する、 百步 の減步 なる 事 を も 知らし めん 迚の 所爲 也。 

其 以下の、 上田 を 下田に する に は 云々 と 書きた る 迄 皆 是に淮 じ. {^ る 事 なれば、 人よ く 此意を 心得 置 

くべ し。 さて 一 德 四品缺 借の 算術 を 精く 云へば、 上田の 中段に 借 法して 上田の 上段と する に は、 法 

の 如く 百步の 地へ 三步五 を增し 百三步 五と して、 是に 中段の 分 米 一 石 四 斗 五 升 乘 ずれば 上段の 

一 石 五斗と なる。 又 上田の 下段に 借 法して 上田の 中段と する にも、 同く 百三步 五と して、 是に 下段 

の 分 米 一 石 四 斗を乘 ずれば 中段の 一 石 四 斗 五 升と なる。 又 上田の 下段に 借 法して 下段と する にも 

同く 百三步 五と して、 是に 下段の 分 米 一 石 三 斗 五 升 を乘 ずれば 下段の 一 石 四 斗と なる 事 也。 是本 

文に、 百步の 地に 三步 五を增 して 百三步 五と す、 中 田 下田 下田 も 又是に 准ず と ある は此 事に て、 中 

田 下田 下田 共に、 中段の 增步を 百 步に增 して 下段 を 下段と し、 下段 を 中段と し、 中段 を 上段と する 

事 は是に 同じ 理 6 也。 又 上田の 下段に 借 法して 上田の 上段と する に は、 法の 如く 百 歩の 地 へ 七步 

を增 して 百七步 とし、 是に 下段の 分 米 一 石 四 斗を乘 じて 上段の 一 石 五斗と なる。 又 上田の 下段に 

借 法して 上田の 中段と する にも 同く 百七步 とし、 是に 下段の 分 米 一 石 三 斗 五 升を乘 じて 中段の 一 


石 四 斗 五 升と なる。 又 上田の 下段に 借 法して 上田の 上段と する に は、 法の 如く ぱ步の 地 へ 十一 步 

を增 して 百 十 一 步 とし、 是に 下段の 分 米 一 石 三 斗 五 升を乘 じて 上段の 一 石 五斗と なる 事 也 0 是亦 

本文に、 下段 下段 も皆此 制に 從ふ者 也と ある は此 事に して、 中 田 下田 下 出 も 皆 下段に ffi 法して 上段 

とし、 下段に 借 法して 中段と し、 又 下段に 借 法して 上段と する 赛、 ともに 此 制に 從 へ る 者 也。 さて 

又缺法 は、 上田の 上段 を缺 法して 上田の 中段と する に は、 法の 如く 百步の 地よ.^ 三 步三五 を 缺て九 

十六 步六 五と し、 是に 上段の 分 米 一 石 五斗 を乘 じて 中段の 一 石 四 斗 五 升と なる。 又 上田の 中段 を 

缺 法して と 田の 下段と する にも：：！： く 九十 六步六 五と し、 是に 中段の 分 米 一 石 四 斗 五 升を乘 じて. ト 

段の 一 石 四 斗と なる。 亦 上田の 下段 を缺 法して と 田の 下段と する にも 同く 九十 六步六 五と し、 是 

に 下段の 分來 一 石 四 斗を乘 じて 下段の 一 石 三 斗 五 升と なる 事 也。 是 本文に、 百步の 地よ 6 三步三 

五 を缺て 九十 六步六 五と す、 中 田 下田 も 亦 是に淮 ずと ある は此 事に て、 中 田 下田と もに 上段 g: 分 一 

の 減步を 以て 上段 を 中段と し、 中段 を 下段と し、 下段 を 下段と する 1$ は 此理に R じ。 さて 此缺法 上 

段の 制 は 旣に云 へ る 如く、 表の 法 三ぼ步 一 反の 百步に 常れ る缺 法の 減步を 以て 四 分 一 の 法 、四 分 二 

の 法、 四 分 三の 法と なし、 其 儘 表の 法に 擬 して 上田 を 中 田に する に は 云々、 中 W を 下 m にす るに は 

云々、 下田 を 下田に する に は 云々 と甞 きたる に仍 て、 四 分 一 の 法 は 下田 を 下^ に缺 法す る 迄にて 共 

法盡 きたる 事なる が、 是を 一 德四 品の 法に する 時 は、 下田の 上段 を も 下田の 中段に する 缺 法の 算術 
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も 無れば 叶 はぬ 事なる を、 其 算術の なき は缺 けたる 如く 思 はる、 事 なれ ども、 然らぬ 事 也〕 下田 を 

下田にする缺法の七步五とぁるは下田の上段を下田の中段にする缺法にて、百步の地ょ.，^七步五 

を 缺く時 は 丸十 ニ步 五に て、 是に 下田 上段の 分 米 一 石を乘 ずれば 中段の 九 斗 二 升 五合と なる。 又 

此 九十 ニ步五 へ 下 M 上段の 分 米 七 斗を乘 じて 下田 中段の 六 斗 五 升と は 成る 事 也。 人是を 心得 置べ 

し。 本文に も此缺 法の 處に は、 下田 を 除きて 中 田 下田 も 又 是に淮 ずと 書きた る は、 擬 したる 表の 法 

に據 6.^ る 所爲と 知る ベ し。 又 上田の 上段 を缺 法して 上田の 下段と する に は、 百步の 地よ， 0 六步 

七 を缺て 九十 三步 三と し、 是に 上段の 分 米 一 石 五斗 を乘 じて 下段の 一石 四 斗と なる。 亦 上田の 中 

段を缺 法して 上田の 下段と する にも 同く 九十 三步 三と して、 是に 中段の 分 米 一 石 四 斗 五 升 を乘じ 

て 下段の 一 石 三 斗 五 升と なる。 又 上田の 上段 を缺 法して 上田の 下段と する に は 百步の 地よ. = -十步 

を缺て 九十 步 とし、 是に 上段の 分 米 一 石 五斗 を乘 じて 下段の 一 石 三 斗 五 升と はなる 事 也。 さて 此 

缺法 は、 上段の 制に は 四 分 一 の 法、 四 分 二の 法、 E: 分 三の 法 有て、 四 分 一 の 法 は 上段よ 6 中段、 中段 

よ. 0 下段、 下段よ 6 下段と 順に 段々 と缺 法す る 也 0 四 分 二の 法 は 上段よ 64 ^段、 中段よ. 下段と 其 

間の 一 段 を 飛して 缺法 する 也。 四 分 三の 法 は 上段よ 6下 段と、 其 間の 二 段 を 飛して 缺法 するな. 00 

中段の 制と 成て は 中段よ. 0 下段と、 其 間の 一 段 をと ぶ 法よ. 9 なき 事故、 四 分 一 の 法と 四 分 二の 法の 

みに て、 四 分 三の 法 はなき 事 也。 下段の 制と 成て は 下段へ 缺 法す るよ.. >  無き 故、 四 分 一の 一法と 


なる 市 J 也 o さて 此 g 術 は、 本文の 初めに 一 反 三 ざ步の 定法に 託して 云々 と ある 1# にて、 1^ してと 云 

一 言 を 以てよ く 知らる，、 事に して、 三 ぼ 步の算 術 を 以て 四百 步の 算術 を爲 したる：^ なる が、 乂 t 一 

德 四 品の 術 は、 只 其 一 "反 四ぼ 步 なる！^ を 知らし めんと する、 假の |；5 術なる * を辨 ふべ し。 ^する 

と 云ふ辭 にて 共 意 明かなる si- 也。 されば 一 德四 品の S 術 は 四；. m 步の 法と は爲 し. る 者の、 北 (分 米 

ち 二百 步の分 米なる が、 政 光 主の 意に 從て四 田 四百 步の赏 分 米 を 心得 置べき 也。 是を 心 W るに 

於て は、 予が步 尺 精 辨に云 へ る 御高 三十ず：： 石に 付 十 fHj 石の 延高 ある 事 も 明かに 知らる > "事に て 、已 

に 彼の 精辨を も 待つ に 及ばぬ 事 也。 三百 步の分 米 を 四百 步の分 米と なすに は、 四 m ともに： S 分 米 

を 三分して 是 に四乘 ずる 市 J 也。 三分して^:^^ずるは、三；1::步に分て}1»步の法を知6:::,-を四}0步に 

乘 ずる 術 也。 其 四百 步 一 反なる 四 田の 分 米 左の 如し 0 

上田 二 石 

中 田 一 石 七 斗 三 升 三 合 

下田 一 石 三 斗 三 升 三 合 

下田 .p^ 斗 三 升 三 合  . 

是は常 制裡の 法、 政 光 主の 祕傳 とされた る、 四百 步 一 反の 四 田よ， り 正に 出る^の a を 四 分して んズ 

に 常る 分 米、 赏は斯 くの 如き 事 也 0 然る を 表の 法 は.、 一 石 五斗に、 一 石 三 斗に、 一 石に、 七 斗と せる 
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事に て、 仁慈の 制なる を 知るべし。 さて 裡の法 下田の 分 米 一 石 三 斗 三 升 三 合なる 時 は、 表の 法なる 

一 石に 付 三 斗 三 升 三 合の 延高 也。 此三斗 三 升 三 合、 實は又 三 斗 三 升 三 合 三 勺 三才 三々 不盡 となる 

算術 故、 是に 三十 萬 石 を乘 じて 十 萬 石 也。 尙此 算術の 精き 事は步 尺よ.^ 起る 事故、 步尺 精辨を 見て 

よく 是を辨 ふべ し 0 

〇 又 云。 四 分 一 の 法と は、 表の 法 三 一白 步 一反の 百 步に當 れる處 の、 上田 を 中 田に する 缺 法の 減 步 十三 

步四 AJ  、一. 德四 品に 四 分して、 其 一 に 當れる 三 步三五 を 以て 上中下 下 四 段に 缺法 する 事 也。 中 田 下 

田の 四 分 一 も是に じて 知るべし。 四 分 二の 法と は、 其 四 分せ る 三 步三五 を 二 合して 六步 七と し 

て、 一 段 飛びに 缺法 する 術 也。 四 分 三の 法と は、 四 分せ る 三 步三五 を 三 合して 二 段と びに 缺法 する 

術 也.〕 中段の 四 分 一 、四 分 二の 法も是 に准じて 知るべき 事 なれ ども、 上段の 如き 本 法 を 以て は 其 術 

をな し 難き 事 あ. 其 故 如何ん と 云 ふに、 上段の 一 德四品 は 其 分 米 は 五 升づ， ^の 差 ひに て、 中段の 

一 德四品 は 其 分 米 七 升 五合 宛の 差 ひなれば 二 升 五合の 當.^ ある 事 也。 されば 上段の 法 を 押して 中 

段に 共 術 をな し 難き 事故、 中段 は 借 法の 增步を 取て 缺 法の 減 歩と なした るな.. >o 借 法の 算術 は 一 

德四 品の 分 米 を 以て 分 6 出し 力る 增步 故、 其 中段の 缺 法に 用 ひても 其 算術 はよ く 合 ふ 事 也。 人此 

理を辨 へ 置く ベ し。 

〇 又 云。 借 法 は 下田の 下段 を 制して 下段と する 一 品 あり、 下段 を 制して 中段と する 一 品 あ，.^、 中段 を 


制して 上段と する 一 品 あ.^。 是四段 三 品の 法 也。 又 下田の 借 法 も ぼく 四 段 三 品 也. - 又 中 田の 惜法 

も 同く 四 段 三 品 也 0 故に 是を三 三 九 品の 法と せる 處也。 但、 上田に も 又 四 段 三 品の 借 法 は ある 事 

なれ ども、 上田 は 上田よ，.^ 上 へ 借-法して 移るべき 活用な き 事故、 是 をば 置て 云 はざる 事と なした る 

者 也。 抑 一 德四 品の 法 を 以て 缺惜 せる は、 裡の法 四百 步の 一 反なる 事 を 知らし めんと する 假の術 

にして、 下田の 借 法 三 品 を 合せて 下田 を 下田に 借 法す る 事 を 知らし め、 下田の 借 法 三 品 を 合せて 下 

田 を 中 田に 惜法 する 事 を 知らし め、 中 田の 借 法 三 品 を 合せて 中 田 を 上田に 惜法 する を 知らし め 

る ものに て、 借 法の 本 術、 實は是 にて 盡 きたる 事 也。 故に、 上田の 借 法 三 品の 華 は =1^ を 置て 云 は 

ざる 者 也〕 人よ く此 所以 を辨 ふべん。 又缺法 は、 上田の 上段 を 制して 中段と する 一 品 あ. o、 中段 を 

制して 下段と する 一 品 あ.. > 、下段 を 制して 下段と する 一 品 あ.^、 是又四 段 三 品の 法 也。 又 中 田の 缺 

法 も M く 四 段 三 品 也。 又 下田の 缺法も 同く 四 段 三 品 也。 故に 是亦借 法と：！ 1： く 三 三 九 品の 法と せる 

處也。 此缺法 も 亦、 上田の 缺法三 品 を 合せて 上田 を 中 田に 缺法 する 事 を 知らし め、 屮 田の 缺法三 品 

を 合せて 中 田 を 下田に 缺法 する 事 を 知らし め、 下田の 缺法三 品 を 合せて 下田 を 下田に 缺法 する^ 

を 知ら しめたる 者に て、 缺 法の 本 術 赏は是 にて 盡き たる 事故、 下田の 缺法三 品の 事 も、 又 置て 是を 

云 はざる 者 也 0 さて 上よ 6 段々 と 云へ る 如く、 此 一 德四 品の 缺 ffi は 四 w 步 一 反の 法なる 膝 を 知ら 

しめんと する 假の 算術に して、 又 其 算術 を 以て、 表の 法 三百 步の 一 反に て缺 W する 術 を も 知らし 
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めんと せる 政 光 主の 配 意 なれ ども、 人 は 其 意 を辨へ 得ず して 惑へ る 事 なれば、 今 愛に、 其 三百 步 一 

反に て缺 借す る實 用の 算術 を 知ら しむべし。 一 德四品 を 以て 缺借 する も、 四 田の 一 德 にて 缺 借す 

る も 其理を 押す 時 は 同じ 事 也。 心 を ひそめて 人よ く是を 見るべし。 

借 法の 增步 


下田 を 下田に する に は 

下田 を 中 田に する に は 

中 田 を 上田に する に は 

〇 

下田 を 上田に する に は 

下田 を 中 田に する に は 

〇 

下田 を 上田に する に は 

缺 法の 減步 

上田 を 中 田に する に は 

中 田 を 下田に する によ 


百 歩に 付 

四十 三步 

三十 步 

十五 步五 


五十 步 

八十 五 步七ー 

百 十四 步五 .， 


百 歩に 付 

十三 步四 

二十 三步 


下田 を 下田に する に は  三十 步 

〇 

上田 を 下田に する に は  三十 三步四  . 

中 田 を 下田に する に は  四十 六步 一 五 

〇 

上田 を 下田に する に は  五十 三 步三八 

右 四 田 一 德の借 法、 下田 よら 上田 迄 段々 上. CV に 借 法す る 事 は、 一 德四 品の 借 法、 下 段よ. CV 上段 迄 段 

々上.，^ に 借 法す ると 同じ 趣に て、 上に 云 へ る 如く 、下田 は 四 段 三 品の 借 法に て 下田の 一. 德七 斗の 分 

米へ 反.^、 下田 も 同く 四 段 三 品の 借 法に て 下田の 一 德ー 石の 分 米へ 戾-^ 、中 田 も 同く 四 段 三 品の 借 

法に て 中 田の 一 德ー 石 三 斗の 分 米へ 戾る事 也。 さて 然して 後に、 又 其 一 德を 以て 下田よ. 0 上田 迄 

借 法す る、 其理の 同じ 趣なる 事 を 示せる 者 也。 又 下田より 上田へ、 下田よ 6 中 田へ 一段とび こ i:- 法 

する 事 も、 ー德四 品の 下段よ. 0 上段へ、 下段よ 6 中段へ 1 段と びに 借 法す ると 同じ 趣 ^flo 又 下 U よ 

ら 上田 へ 二 段と びに 借 法す る 事 も、 一 德四品の下段ょ..^上段へ ニ段とびに借法する事と同じ«也0 

さて f 德四 品の 缺借は 上段よ.. > 中段、 又 下段 よら 下段と 段々 に缺 借して、 四 品の 分 米 を 元の 一 德へ 

腐す に 用 ある 事故、 實は 一 段と び 二 段と びに 缺借 する 事 迄 を 云 ふに 及ばぬ 事 なれ ども、 g 田 一 德の 
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缺 借に は、 一 段と び 二 段と びの 缺借 もなくて は 叶 はぬ 事故、 一 德四 品の 缺借 にも 其 法 方 をな して 示 

せる 者なる を 知るべし。 缺法は 借 法に 對 へる 法に して、 百 歩の 步數を 法に 從て增 すと 減ずる の 差 

ひのみに て、 其 理は皆 同じ 事 也。 さて 又缺 法の 上段 は 旣に云 へ る 如く、 表の 法なる 本^の 減步を 一 

德四 品に 四 分して 捲へ 出した る 法 故、 其 本 術へ 戻す 時 は、 今爱に 記した る 如き 缺法ぁ 術の 減步 とな 

る 事 也。 此缺法 を 本 術 へ 1:^ す 事 を辨 へ たる 上 は、 又 借 法の 本 術 も 是に淮 じ て辨 へ 知らる K 事 也。 

其譯 は、 本文に 缺 法の 事 を 云 ひて、 中 田の 定步 二百 三十 一 步ょ 6 上田の 定步 二百 步を 取る 時 は 三十 

一 步殘 る、 是を 一 德四 品の 四に 分る 則 は 七步七 五になる、 是を中 田の 定步 二百 三十 一 步に 分れば、 

百 步に付 三步三 五に 當 ると ある 事に て、 一 德四 品に 四 分 すれば. M そ 三步三 五と はなれ、 中 田の 定步 

二百 三十 一 步 よ.. - 上田の 定步 二百 步を 取て 殘.. >  たる 三十 一 步を、 其 儘 中 田の 定步 二百 三十 一 步に 

分れば 十三 步四 となる 事に て、 是、 上田 を 中 田に する 缺 法の 減 步を分 6 出す 本 術 也。 然して 此缺借 

末文に、右增減の法或は增步ょ，o減步を取，，^、減步ょ.o增步を取るとぁるは此事に て、 中 田の 上田 

に增 したる 三十 一 步 よら 分. 0 出し セ、 上田 を 中 田に する 缺 法の 減 歩と はする 事 也。 されば 又 中 田 

を 上田に する 借 法 は、 中 田の 定步 より 上田の 定步は 三十 一 步の減.，^也o 故に 是を 上田の 定步 二百 

步 にて 分る 時 は 十五 步五 となる 事に て、 是 上田の 減步 よ..^ 分. 0 出して、 中 田 を 上田に する 借 法の 增 

步と はする 事 也。 餘は是 に准じて 知るべし。 さて、 上に 記せる 惜 法の 曾 步 にて 下田 を 下田に する 


に は、 百步の 地に 四十 三 步を增 して 百 四十 三步 とし、：： 一疋に 下 w の 分 來七斗 を乘 ずれば 下 口の 一 石と 

なる 0 又 上田 を 中 田に する 缺法 は、 百步の 地よ 6 十三 步四 を缺て 八十 六 歩 六と し、 是に 上田の 分 米 

一 石 五斗 を乘 ずれば 中 田の 一 石 三 斗と なる 事 也。 1  へ 法 借 法と も、 餘 は皆是 に准じて 知るべし 0 扨、 

新く 表の 法なる 三百 步ー 反の 術 を 以て 缺借 する 時 は、 四 kn 步ー 反の 法 は 其裡に 孕ま 6 て、 自 に其缺 

借 をな す 事 也。 人よ く是 を辨 ふべ し。 是は 是實に 此條の 大要 ijtii 也。 

〇 訂に 云。 本書の 一 德四 品の 缺借 術 をよ く爲し 見る に、 借 法の 算術 は： 一.^ はず。 又缺 法の K 術 も、 上 

段の 上田 を 中 田に する 四 分 一 の 法の みは 差-は ざれ ども、 餘は其 3； 術 差 へ る 事 也 0 さて 其 差 へ る 事 

を 知れる は 如何ん と 云 ふに、 抑此 算術 缺法は 借 法に 對 へる » 術 なれば、 借 法 に准じて 缺 法の 5- 術 も 

自 知らる V 事なる に、 況ゃ缺 法の 箅術も 初めの 一 段差 はざる 事 なれば、 此箕 術に 從て 後の 術 も W 

よく 知らる k 事 也。 人 先よ く 此理を 悟るべし 0」 扱 一 德を四 品に して 其 四 品 を缺惜 する 審 なれば、 

缺法は 上田 を 中 ffl にす る減步 十三 步四を 四 分して 三分 三 五と せる 算術の 如く、 中 田 を 下 ffl にす る 

減步 二十 三 步を四 分して 五步七 五と し、 下田 を 下田に する 減步 三十 步を四 分して 七步 五と して、 其 

四 品を缺 法すべき 算術の 理也. - 然る 時 は 上田 中 田 下田 下田と もに、 上段よ， 0 下段 迄 段 々下 6 の缺 

法と なる 事に て、 借 法の 下田 下田 中 田 上田と も 、下段よ. 上段 迄 段々 上. 0 に惜 法す ると； 1^ じ簿 ig! の 

理 になる 事 也 d 又 四 分 二の 法、 四 分 三の 法 を 以て 一 段と び 二 段と びに 下る 缺法 も、 ^ 法の 一 段と び 
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二 段と びに 上る 算術と 同じ 理 にして、 借 法に 對 へる 缺 法の 算術 なれば、 必斯く あらで は稱 はぬ 事 

也。 然るに 本書に は、 上田 を 下田に する 一 段と びの 缺法 減步 三十 三 步四を 四 分して 八步三 五と し、 

上田 を 下田に する 二 段と びの 缺法 減步 五十 三 步三八 を も 四 分して 十三 步三 四と なした る は、 皆 誤 

れる事 也。 是 上段より 中段と なすの 制 なれば、 其 八 步三五 を百步 よう 缺て 九十 一 步六 五と し、 是に 

上田 上段の 分 米 一 石 五斗 を乘 じて 下田 中段の 分 米 一 石 二 斗 二 升 五合と なれば 好き を、 一 石 三 斗 七 

升 五合と 成て、 一 德四 品の 法に なき 分 米の 數と はなれる 事 也。 又 其 十三 步三四 を百步 より 缺て八 

十六 步六 六と し、 是に 上田 上段の 分 米 一 石 五斗 を乘 じて 下田 中段の 分 米 六 斗 五 升と なれば 好き を、 

一 石 三 斗と 成て 下田 上段の 分米數 となる も 又 営らぬ 事 也。 又 三分の 法と あるに は、 中 田 を 下田に 

する 缺法 減步 二十 三步を 三分して 七步六 七と し、 中 田 を 下田に する 缺法 減步 四十 六步 一 五 を 三分 

して 十五 步三 八と なした る も 誤れる 事 也。 是中 田の 上段よ..^ 中段に 缺法 する 制 なれば、 其 七步六 

七 を 百步ょ 6 缺て 九十 ニ步三 三と し、 是に中 田 上段の 分 米 一 石 三 斗を乘 じて 下田 中段の 分 米 九 斗 

二 升 五合と なれば 好き を、 一 石 二 斗と 成て 一 德四 品の 法に なき 分 米の 數とは 成る 事 也。 又 其 十五 

步三八 を百步 よ. 0 缺て 八十 四步六 二と し、 是に中 田 上段の 分 米 一 石 三 斗を乘 じて 下田 中段の 分 米 

六 斗と なれば 好き を、 一 石 一 斗と 成て、 是亦 一 德四 品の 法に なき 分 米の 數とは 成る 事 也。 又 二分の 

法と あるに は、 下田 を 下田に する 缺法 減步 三十 步を 二分して 十五 步 とし. る も 誤れる 事 也。 是下 


田の上段ょ..^中段に缺法する制なれば、其十五步をk^步ょ6缺て八十五步とし、是に下田上段の分 

米 七 斗 を乘 じて 下田 中段の 分 米 六 斗 五 升と なれば 好き を、 五斗 九 升 五合と 成て、 是亦 一 德 四 品の 法 

になき 分 米の 數と はなれる 事 也 されば 此 算術に 於て は 政 光 主の 誤られた る 者に て、 後人の 寫誤 

とも 見えざる 事なる が、 其 誤られた る 所以 を 考 ふるに、 此 一 德四 品の 缺借， i5 術 は、 一反 三百 步の法 

を 以て 一 反 四 ぼ步の 法なる こと を 知らし めんと する 假の 算術に して、 實 用の ft 術に は 非ざる 事故、 

其 算術の 理は 兼て よ 6 よく 考へ 出して 置かれた る 者の、 筆 を 取て 紙面に 向 はれた る 時に、 此 理に 

て 有しよ と 早く 思； 5 を 決められて 書きな さ：；；、 惜 法よ 6、 缺 法の 上田 を 中 田に する 初めの 一 段 迄 は 

を も 入れて 見られた るに 差 はざる 事 なれば、 是 にて はよ しと、 後の方 へ は算を も 入れて 見られ ざ 

る不 II せし 危 相よ 6 の設 6 なるべし。 さて 又 四 分の 法と ある は 四 分 一 の 法、 二分の 法と ある は 四 

分 二の 法、 三分の 法と ある は 四 分 三の 法に て、 然云； 5 ヽ然算 せず して は稱 はぬ 事 也。 そ は 旣に云 へ 

る 如く、 上田 を 中 田に する 缺 法の 減 步を四 分して、 共 一 に當れ る步を 以て 上田の 上中下 下 四 段 を 段 

々と缺 法し、 又 上段 を 下段に、 中段 を 下段に 一 段と びに 缺 法す るに は 四 分 二の 法 を 以てし、 又 上段 

を 下段に 二 段と びに 缺 法す るに は、 四 分 三の 法 を 以てすべき 算理 動ざる 事 也。 此 a^gl; は、 政 光 主に 

して 心得られざる 事 あるべき に 非ず、 心得られた るに 仍 6 却て 此算理 の 趣に 意 を 引れ たるに て、 上 

田 を 置て 中 ffl と 下田 下田の 三 田 を缺 法す る 事故、 三分して よき 理 ならん と 不岡思 ひ 誤られ、 又 上田 

訂正 御 格 式. (卷ノ 四)  S 


秋 田 叢書 第 十一 卷  IB 八 

中 田 を 置て 下田と 下田の 二 田を缺 法す る 事故、 二分して 好き 理 ならん と不圖 思； 5 誤られ、 又 四 分の 

法 も、 上田 を 中 田に する 四 分 一 の 算理に 意 を 引れ、 上田 を 下田に する にも、 上田 を 下田に する にも、 

皆 共に 四 分して 好き 理 ならん と 不圆思 ひ 誤られた る 事 どもと 見えた 60 中段 下段と も、 此 誤..^ は 

皆 同じ 事故 是を 改めたり。 又 借 法 は 乍 段よ 6 中段に て盡 き， る 事 也。 故に 本書に も 上段の 借 法 を 

ば 記されず。： ー是旣 にも 云 へ る 如く、 一  德四 品の 缺借は 四 段 三 品に して、 元の 一 德へ 戻して 四 田の 缺 

借に 移る 處を耍 旨と せる 事に て、 上段よ..^ 上 へ は 移るべき 處 なきよ 6. の 事 也。 是に對 へ る缺 法な 

れば、 上段よ 6 起，^ 下段に て盡 たる 事 也 0 然るを本書には下段の缺法をも記されたる、是も誤.^也 

故に 今 は 是をも 削た 6。 又 此段は 本文 も 誤.^ いと 多く、 皆是を 補遺 訂： 止せる 也。 例の 一 ッニッ を 

云 は 、借 法の 術 三步五 を； 白 步に增 して 百三步 五と なす 事に 云 ふべき 處を、 誤て 三 步五を 缺て九 

十六 步五 とする 缺 法の 事に 云； 5、 又缺 法の 算術 三 步三五 を百步 よ. 0 缺て 九十 六步六 五と なす 事に 

云 ふべき 處を、 誤て 三 步三五 を 百 步に增 す 借 法の 事に 云 へ る 也。 是も、 政 光 主にし て、 此事を 辨へ 

ずしての 事に あるべき よし は 無き 事なる を、 只不圖 したる 其 時の 筆先き にて 誤られた る 者 也 0 さ 

て、 總 ての に 於て はいと も 愛た き此霄 なる を、 此條に は斯る 誤. 0 の ある も 飽かぬ 事なる が 如く 人 

の 思 ふべき 事 なれ ど、 座長 十九 年 七月 十三 日の 夜此事 を黑澤 道家に 託して、 同年 中には 討死と 思 ひ 

決められ たる 事 なれば、 公私の 諸 用に 付け、 さすがに 心 の^も 鬧 しか 6 けん。 然る 事よ. o、 斯る誤 


.o も 又 少し は 交. o たる 者に 乙 そと 思 ふに 付けても、 道 茂が s は 殆んど 落る どかし。 

右增 減の 法、 或は 增步 よ，^ 減步を 取， 0 減步 よ. 0 增步を 取. or 然して 是を 增；： g す。 何れも 餘殘を 以て 其 制 

を爲 すの み 0  - 

〇 註に 云。 增步 よ，. >  減 步を取 6 減步ょ 6 增步を 取る と 云 ふ 事 は、 旣に云 へ る 如く、 增步ょ 6 減 步を分 

, り 出し 減步 よら 增步を 分 6 出す 事なる が、 是は、 表の 法なる 三百 步 一 反の 百步に 付た る增減 步數を 

分. 0 出す 事へ 掛て 云へ る 事 なれ ども、 又此 一 德四 品の 缺 借へ も掛て 云へ る 者 也。 そ は 如何ん と 云 

ふに、 抑 一 德四 品の 算術 は、 表の 法なる 三百 步 一 反の 百步に 付た る缺 法の 減 步を四 分して、 一 德四 

品に 分配し 見て、 其 法に じて、 借 法の 增步を も 其 一 德四 品の 分 米に て 分 6 出した る 者 也。 然して 

其 缺法も 亦、 中段に 至.^ て は 上段の 法 を 以て 押す 事 能 はざる 譯は旣 に 云 へ る 如く、 一  德四 品の 分 米 

に 五 升 劣.^ と 七 升 五合 劣..^ の 差 ひ あるよ.. -の 事故、 其 分 米 を 以て 分 6 出した る 增步を 取て、 缺 法の 

減步 ともなし たる 者 也 0 斯る事 迄 も 意 を 用 ひて 其 末 文 を も 書れ、 然して 其 算術の 事を甞 き 誤られ 

たる は、 是 只不圖 したる 筆先の 誤なる 事 を 知るべき 者 也。 

〇 又 云。 一 德四 品の 增減 步數 へ、 其 四 品の 分 米を乘 じて 缺 借の 分 米と はなる 事 なれ ども、 其 分 米に 合 

勺の 差； 5 出る 事 あり。 是は 下地の 四 田 一 德の步 數と分 米に も 切捨、 切上げ あ.^、 又 一 德四 品と なし 

-. 力る 步數と 分 米に も、 又 切捨、 切上げ あるよ.， >  の 事 也。 人是を 心得 置べ し。 
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〇 又 云。 上に、 四 田 一 石の 定步と 一 反の 分 米と、 又 一 德四 品の 步數と 其 分 米 を も 出した る は、 步數 の 

多少 を 以て 缺 借の 增步減 步を算 し 出し、 然して 後に 其 分 米 を乘 じて、 其 算術の 差 へ る や 否や を 量ら 

見ん とする 用意の 所爲 なれば、 人是を 心得 置て よ 0  , 


o 一  德四品 十六 段平 均 免の 傳 

〈平均 免に は六ッ 成七ッ 成な ど は 云 ふま じき 所以の 事 

〈物 成と 云 ふ 名義 ， 

〇 加 免 五箇の 傳 

〈養 民の 六 分 は 耕 夫の 法よ.^ 起れ る 精算 

<1 慶長 中の 一 家 六 人口 數の調 

天 保 四 年の 御領 中 總人數 調 

〇 當制高 百 石の 養 民 五十 九 人の 傳 

むつ ラ  しょす 

〈無 業の 日 七十 二日の 精說 附て： 止 月よ 6 極月 迄 十二 箇月の 名 

〈四 田 平均 四 ぼ步ー 反の 生米 三 石 六 斗 分配の 精算 

<1 高 百 石の 生米 三百 六十 石の 分配に 依て 其 餘米を 知るべき 事 ， 

訂正 御 格式 (^1$1ノ五) 


秋 田 叢書 第 十 一 卷  § 

A 養 民の 法、 六十 一 人 八 分と 六十 一 人と 六十 人と 五十 九 人の 精說 

〇 四季 民 役 分配の 次第 

<1 古 一 人の 五合 扶持 は 本回シ の 升目なる 事 

<1 藁 と 糠 を 納めさす る 所以の 精說 

<1 民 役の 銀納 となれ る 沿革の 次第 附て其 代 銀 定め 

0 追加 苗代 步 積り の傳 

A 四 田 平均 一 反の 苗代 八 歩の 精算 但七尺 坪の 三百 步を 六尺 坪に 直す 時 は 四百 八步 となる 

事に て 其 八步は 苗代なる 事 

附錄 

〇 六 郡 坪 割の 圖 


【編者 附錄】 

御 當國御 格式 檢地纏 傳之書 (原文) 


訂正 御 格式 卷ノ五 

■ 新田 目 道 茂 謹 "細 

〇 一 德四品 十六 段平 均 免の 傳 

〇 註に 云。 t 平均 免よ、 內外六 德には 一 德四 品の 法 を 用 ひ、 其 一 德四品 を 主として 順逆 八 鄕の法 を m 

ひ 平均 免 を 制する 處也。 されば 一 德四 品に 從て順 制の 上 郷を四 段の 免と し、 中 鄕下鄕 下 鄕も又 同 

く 四 段の 免と せる 也 0 故に 四々 の 十六 段と な，.^、 又 是を逆 制勝 地の 法に 變 じて は 三十 二 段の 制と 

なる 事 也。 扱此章 目に 平均 免と 書きた る は 予が意 を 遺た る處 なる が、 是は ニノ 卷 にも 旣に云 へ る 

如く、 成 ■ と は 平均 免と 云 ふ 事 なれ 共 人 は斯る 事を辨 へざる 事故、 平均 免と 云 ふ 事 を 常に 云 ひ 習 は 

せ、今ょ..^後、周く世の人に知らしめん迚の所爲也o さて、 此三 十二 段の 免は赏 によく 平均した る 

者なる 事 は、 十 町 順逆 分配の 條下 にも 云 へ る 如く、 四 田の 四百 石 を、 其 四 田の 總町反 三十 八 町 六 反 

四 畝 四 六 五に 分て 平均す る 時 は、 一 反の 分 米 は 一 石 三 升 五合と なる 者に して、 順 制の 下鄉 一 石 三 巧 
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一 m 


五合の 法は是 也。 さて 是を其 大本と して 順逆 八鄕の 法と なし、 然して 是に加 ふるに、 又內外 六德の 

ならし めん 

一 德四品 を 以て 平均せ る なれば、 此傳の 大要 旨は是 平均 免と 云 ふ 事に ある 者.^。 人よ く是を 思 ふ 


べし 0 


〇 一 石 五斗 

〇 一 石 五斗 

〇 一 石 九 升 六合 

合 四 石 九 升 六合 

〇 一石 二 斗 一升 一 合 


上段 四 品 

山川 野 三 品 一 德 

居 村民 三ュ 

田の 四 品 一 德 


.1 


上の 上 

上の 上 

上 鄕の法  - 

免 六 ッ八分 

田の 四 品 一 德 勝地の 法 

右 勝地の 法 を 用 ふる M は 免七ッ 

〇 註に 云。 右 四 石 九 升 六合 を 六 分して 六ッ八 分の 免と なる。 但此六 分 は 旣にー 1^ へ る 如く、 三分して 

又 二分す る 算術 を 合せ 力る 法なる 事 を 忘るべからず。 勝地の 法 を 用 ふる 時には、 上 鄕の法 一 石 九 

升 六 八：： を 取て 勝地の 法 一石 二 斗 一升 一 八：： を 加 へ、 是を 合せて 六 分す る 察 同じ。 以下 も是 に准じて 

知るべし。 木 文に 六 分の 事 を 云 はざる は、 內外六 德の辨 なる 五ッ六 分の 免の 條に旣 に 是を云 へ る 


事故.、 略き て 云 は， さる 者 也。 さて 此 平均 免の 事 を も、 人 は六ッ 成、 七ッ 成な ど 云 ひて、 何分と 分の 付 


かぬ 免 をば 比 .n 幾ッ 成と 云 ふ 者と 心得た る は、 田 免、 ギ均 免、 六 ッ成定 免の 三 段 を辨へ ざるよ 6 の 誤 

也。 此三. 段の 事 は旣に 云へ る 如くに して、 六ッ 成と 云 ふ 事 は 六ッに 成る と 云 ふ の 辭也。 ； l^ts 

さて、 六ッに 成る と は 則 六ッに 分る 事 也。 平均 免の 六ッ、 七ッ など は、 六と 七を乘 

ずる 者に て 分る 者に 非 ざれば、 六ッ 成、 七ッ 成な ど \ は 云 はれざる 事 を 知る ベ し。 故に 此御 格式 中 

六 ッ成定 免に 限，. H ハツ 成と 云 ひて、 平均 免に は 成と 云 ふ 事 を 云 はぬ 者 也。 人よ く 是を辨 へ 置て よ Q 

又 物 成と 云 ふ 事 も 六ッ物 成と 云 ふ 意の 事に して、 六ッに 分て 其 一 を 我が物に 成す 事 也。 ； のて 恢帆針 

きひ 瞻き は 六 人 是らの 事 を も 心得 置べ し。 

〇 一石 四 斗 五 升 山川 野 三 品ー德 上の 中 

〇 一石 四 斗 五 升 居 村民 三 品ー德 上の 中 

〇 一石 九 升 六合 田の 四 品ー德 上 鄕の法 

合 三 石 九 斗 九 升 六合 免 六 ッ六分 

〇 一石 二 斗 一升 一 合 田の 四 品ー德 勝地の 法 

右 勝地の 法 を 用 ふる 則 は 免 六 ッ八分  • 

〇 一石 四 斗  山川 野 三 品ー德 上の 下 

〇 一石 四 斗  居 村民 三 品ー德 上の 下  - 
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〇 一石 九 升 六合  田の 四 品ー德 上 S の 法 

合 三 石 八 斗 九 升 六合 免 六 ッ四分 

〇 一石 二 斗 一升 一 合 田の 四 品ー德 勝地の 法 

右 勝地の 法 を 用 ふる 則 は 免 六 ッ 六 分 

〇 一石 三 斗 五 升  山川 野 三 品ー德 上の 下 

〇 一石 三 斗 五 升  居 村民 三 品ー德 上の 下 

〇 一石 九 升 六合  田の 四 品ー德 上 鄕の法 

合 三 石 七 斗 九 升 六合 免六ッ 三分 

〇 一石 二 斗 一升 一 合 田の 四 品ー德 勝地の 法 

右 勝地の 法 を 用 ふる 則 は 免六ッ 五分 

中段 四 品 

〇 一 石 三 斗  山川 野 三 品 一 德 中の 上 

〇 一石 三 斗  居 村民 三 品 一徳 中の 上 

〇 一石 七 升 二 合  田の 四 品ー德 中 鄕の法 

合 三 石 六 斗 七 升 二 合 免六ッ 一 分 . 


〇 一石 一斗 九 升 五合 田の 四 品ー德 勝地の 法 

右 勝地の 法 を 用 ふる 則 は 免六ッ 三分 

〇 一石 二 斗 二 升 五合 山川 野 三 品ー德 中の 中 

〇 一石 二 斗 二 升 五合 居 村民 三 品ー德 中の 中 

〇 一石 七 升 二 合  田の 四 品ー德 中 鄕の法 

合 三 石 五斗 二 升 二 合 免 五 ッ八分 

0 一石 一斗 九 升 五合 田の 四 品ー德 勝地の 法 

右 勝地の 法 を 用 ふる 則 は 免六ッ  . 

〇 一石 一斗 五 升  山川 野 三 品ー德 中の 下 

〇 一石 一斗 五 升  居 村民 三 品ー德 中の 下 

〇 一石 七 升 二 合  田の 四 品ー德 中 鄕の法 

合 三 石 三 斗 七 升 二 合 免 五 ッ六分 

〇 一石 一斗 九 升 五合 田の 四 品ー德 勝地の 法 

右 勝地の 法 を 用 ふる 則 は 免 五 ッ八分 

〇 一石 七 升 五合  山川 野 三 品ー德 中の 下 
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〇 一石 七 升 五合  居 村民 三 品ー德 中の 

〇 一石 七 升 二 合  田の 四 品ー德 中 鄕の法 

合 三 石 二 斗 二 升 二 合 免五ッ 三分 

〇 一石 一斗 九 升 五合 田の 四 品ー德 勝地の 法 

右 勝地の 法 を 用 ふる 則 は 免五ッ 五分 


下段 四 n 


〇 一 石 

〇 一 石 

0 一  石 五 升 二 合 

合 三 石 五 升 二 合 

〇 一石 一 斗 七 升 六合 


山川 野 三 品ー德 下の 上 

品ー德 下の 上 


田の 四 品ー德 下 鄕の法 

免五ッ 

田の 四 品ー德 勝地の 法 


右 勝地の 法 を 用 ふる 則 は 免五ッ 二分 

〇 九 斗 二 升 五合  山川 野 三 品ー德 下の 中 

〇 九 斗 二 升 五合  居 村民 三 品ー德 下の 中 

〇 一石 五 升 二 合  田の 四 品ー德 下 鄕の法 


合 二 石 九 斗 二 合  免 四 ッ八分 

〇 一石 一斗 七 升 六合 田の 四 品ー德 勝地の 法 

右 勝地の 法 を 用 ふる 則 は 免 五 ッ- 

〇 八 斗 五 升  山川 野 三 品ー德 下の 下 

〇 八 斗 五 升  居 村民 三 品ー德 下の 下 

〇 一石 五 升 二 合  田の 四 品ー德 下 鄕の法 

合 二 石 七 斗 五 升 二 合 免 四 ッ 五分 

〇 一石 一斗 七 升 六合 田の 四 品ー德 勝地の 法 

右 勝地の 法 を 用 ふる 則 は 免 四 ッ七分 

〇 七 斗 七 升 五合  山川 野 三 品 一徳 下の 下 

居 村民 三 品ー德 下の 下 

田の 四 品ー德 下 郷の法 

免四ッ 三分 

田の 四 品ー德 勝地の 法 


〇 七 斗 七 升 五合 

〇 一 石 五 升 二 合 

合 二 石 六 斗 二 合 

〇 一石 一 斗 七 升 六合 


右 勝地の 法 を 用 ふる 則 は 免 四 ッ 五分 
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It. 段 四 品 

〇 七 斗  山川 野 三 品ー德 下の 上 

〇 七 斗  居 村民 三 品ー德 下の 上 

〇 一石 三 升 五合  田の 四 ー德 下 鄕の法 

合 二 石 四 斗 三 升 五合  免四ッ 

〇 一石 一斗 五 升 三 合 田の 四 品ー德 勝地の 法 

右 勝地の 法 を 用 ふる 則 は 免四ッ 二分 

〇 六 斗 五 升  山川 野 三 品ー德 下の 中 

〇 六 斗 五 升  居 村民 三 品ー德 下の 中 

〇 一石 三 升 五合  田の 四 品ー德 下 鄕の法 

合 二 石 三 斗 三 升 五合  免 三 ッ八分 

〇 一石 一斗 五 升 三 合 田の 四 品ー德 勝地の 法 

右 勝地の 法 を 用 ふる 則 は 免四ッ 

〇 六 斗  山川 野 三 品ー德 下の 下 

〇 六 斗  居 村民 三 品ー德 下の 下 


01 石 三 升 五合  K の 四 品ー德 下 鄕の法 

合 二 石 二 斗 三 升 五合  免 三 ッ七分 

0 一石 一斗 五 升 三 合 田の 四 品 ー德， 勝地の 法 

右 勝地の 法 を 用 ふる 則 は 免三ッ 九分 

〇 五斗 五 升  山川 野 三 品ー德 下の 下 

〇 五斗 五 升  居 村民 三 品ー德 下の 下 

〇 一石 三 升 五合  田の 四 品ー德 下 鄕の法  • 

合 二 石 一斗 三 升 五合  免三ッ 五分 

〇 一石 一斗 五 升 三 合 田の 四 品ー德 勝地の： a 

右 勝地の 法 を 用 ふる 則 は 免 三 ッ七分 

右 十六 段の 免 は、 勝地の 町 反に 變 ずる 則 は 又 三十 二 段と なる。 大槪 一 德四 品に 從て 順逆の 制を顯 はす 

者 也。 順行の 極 免 六ッ八 分、 逆行の 極 免七ッ とす。 又三ッ 五分、 三 ッ七分 は 順逆の 終 免 也。 是 四重 本末 

の 法な. 00 蓋、 山川 野の 德 勝る、 則 は 居 村民の 德劣. > 、居 村民の 德 勝る 、則 は 又 山川 野の 德 劣る 者 也。 

六 德を齊 しふす る 事 能 はざる は 天の 常 也。 上中下 下の 四 段 を 兼て 其 地の 鄕 村に 勘校し、 然して 地 の 勝 

劣、 德の 多寡 を 撰み、 其の 一 段 地の 鄕村を 分けて 四 ッと爲 す。 然して 應に其 免 を 剪るべし。 若し 其德を 
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違 へ ざれば 免 を 同 ふす。 然ら ざる 則 は 次第に 分け 劣らす P 故に 六ッ 成の 定免を 三十 二 笛の 制と なす。 

W くの 如き 則 は 其 制 盡る事 無 けれ 共、 餘は是 に准じて 知るべし。 若し 一 德の 用滿ち 足て 他鄕に 勝る K 

則 は 加 免と なすと 云へ 共、 其 制七ッ 五分に 過ず。 又、 三ッ 五分よ 6 劣れる は 無し 0 是を 當國の 制と す。 

然れ共 又 四重の 制に 預ら ざる 山 谷の 地、 或は 甚 しき 濕 燥の 地、 甚 しき 災 5^ の 地に 於て は、 此 制に 拘 はら 

ずして 其 地の 式に 從ひ、 然して 其 法 を 施す 者 也。 

〇 註に 云 。大槪 一 德四 品に 從て 順逆の 制を顯 はすと は、 大槪は 一 德四 品に 從て 四々 の 十六 段と は 成し 

たる 者の、 只 夫の みに は 非ず、 一 德 四品缺 借の 法に 仍て 順逆の 制 を も顯 はした る 者 也と 云 ふ 意 也。 

缺 借の 法 は、 百 步の地 を缺て 減らす と、 借て 增す とに 活用の ある 事に して、 缺法は 上段よ 6 下段 迄 

段々 下. 0 に缺 法し、 借 法 は 下段よ 6 上段 迄 段々 と 上. 0 て 借 法す る 事 也。 此 順逆 八 © の 法 も、 順 制と 

逆 制と、 田の 四 品 ー德 一石 一 斗 二 升 五合の 定法よ..^、 減、 りすと 增す とに 活用の ある 事に して、 順 制 

の 町 反 を 逆にな し、 上田 を 下田に 變じ上 鄕を下 鄕に變 じたる は、 缺 借の 順逆す ると 同じ 道理 也。 さ 

て 順逆 三十 二 段の 免なる が、 順 制の 極 免 を 六ッ八 分、 終 免 を三ッ 五分、 逆 制の 極 免 を 七ッ、 終 免 を 三 

ッ七分とし是を本末四段の限，c^とする事にて、其譯は、極免の 一 德四品 は 皆 上段、 終 免の .ー 德四品 

は 比む 下段なる 故、 極 免 は 六ッ八 分と 七ッ にて 盡き、 終 免 は三ッ 五分と 三ッ七 分に て盡 き. る 事 也。 

此四 段に て 本末の 限 6 は盡 きたる なれ 共、 實 地に 至て は 六 德の齊 しからざる 事 天の 常理 にて、 上德 


のみ 揃 ふべき 樣 もな く下德 のみ 揃 ふべき 様 もな き襄 なれば、 本末の 間にて は、 其 免 様々 に 勁き て此 

三十 二 段に は 限る ベから ざれ 共、 餘は是 に准じて 知るべき 一？ な 6 と 云 へ る 也。 さて 其 鄕村を 上 中 

下下の 四 段に 校 6 定め、 然して 此順 制と 逆 制と 八 鄕の法 を 以て 地の 德の勝 劣 を 撰び、 又 他の 德の多 

寡 を も 撰て、 其 一 段 地の 鄕村を 又 四ッに 分けて 免 を 剪るべし と 也。 さて 初めに、 先 づ其鄉 村 を 上 中 

下下の 四 段に 校 6 定 るに 如何にして 校. 0 定 ると 云 ふに、 其」 鄕の  一 K に 付た る六德 を 以て、 四 段の 

內 なる 一 段に 定め 置、 然して 又 其 一 段の 內 にて、 田の 德をも 順 制の 四 段と 逆 制の 四 段に 撰び 分け、 

內 外の 六德を も、 一 德四 品の 四 段に 撰び 分けて 免 を 剪る 寧に て、 其 法の 三十 二 段 は 前に 見えた るが 

如し。 然れ 共、 若し 又 其德を 差へ ざる 鄕村 あれば 一 鄕其免 を 同 ふし、 又 其 四 段の みに も 限らず ケ 3 の 

同じから. さる 鄕村 あれば、 何 段に も、 次第に 其 免 を 分け 劣らす と 也。 本文に 地の 勝 劣と ある は、 上 

に 云へ る 如く 田の S の 事 なれば、 Pg6 て^の 勝 劣と 讀む べし。 msBS^S^ されば 

德の 多寡と 害る は 又 六 德の事 也 。人 是を 心得 差 ふべ からず。 さる 事共 故、 上に 勝地の 法と ある を も 

勝地の 法と 歸 むべき 事 を 知 6、 又此 勝地と 云 ふ 名目 は、 田の 四 品 ー德 一石 一 斗 二 升 五八 ：！ の 定法よ 6 

は、 勝れた る 法なる よ..^ 云 ふ 事なる を 知るべし。 さて 又 一徳の 用滿ち 足る と は、 一 の秀德 有て、 共 

用 一 鄕に滿 ち 足て 他鄕に 勝れた る 事に して、 然る 時 は 是を加 免の 法と する _5 &也。 共 法 は、 次に 見え 

た るが 如し。 加 免と 云へ 共 其 制 七 ッ 五分に 過ぎず、 三 ッ 五分よ，. >  劣れる 者な しと 有て、 七 ッ 五分の 
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免 は 次なる 加 免の 傳に 出て 其 如くなる 事 なれ 共、 此七ッ 五分の 免 は、 田 法 四 六と 云 ふ 事の 大本なる 

者 也。 其事長ければ、別に田法四六精術と云ふものを著して精しく是を云へ.，^o見て知るべしo 四 

重の 制に 預からざる 山 谷の 地 云々 と は、 山 谷なる 極 下の 地に して、 一 段の 地 を 又 上中下 下の 四ッに 

分る 事 も 能 はず、 又、 必三ッ 五分 を 限. > 共 成し 難き 甚 しき 濕地、 又は 燥 地、 或は 甚 しき 災 狭の 事 も 年 

々定式の 如くに ある 土地の 事に して、 然る 土地に 於て は此 制に 拘 はらず して、 其 地の 曉樣に て、 

三ッ 五分の 以下に も 免 を 剪る ベ しと 云 ふ 事な. o。 さて 其 地の 式と ある 式の 字 は、 旣に云 / る 如く、 

樣の 字義に 用 ひたる 者 也〕 人 是を思 ひ 誤るべからず。 

〇 訂に 云。 本書に は、 六ッ八 分の 定免を 三十 ニ箇の 制と する 由に ある 事 なれ 共、 六ッ八 分の 免 を定免 

と云メ へき 所以な く、 又 六ッ八 分の 免 を、 三十 ニ箇の 制と なす 由に 云 ふべき 所以 も 更にな き 事 也。 

是に仍 て 是を考 るに、 六ッ八 分の 定 免と は六ッ 成の 定 免と 云 ふ 事に して、 成の 草 走 (^本 I 體 yx) 様に 有け 

んを、 八 分の 二字に 誤 6 たる 者に 疑 ひなし。 六ッ 成の 定免を 三十 ニ箇の 制と なすと は、 田 免 四 分 一 

の 買 法 を 上下せ しめて、 三十 ニ箇の 制と なす 者 どと 云 はんが 如し 0 其譯 は、 六 ッ成定 免の 法 は 田 免 

の 四 分 一 よ.. -起 6 たる 者に して、 其 四 分 一 へ 平均 免の 六 ッを乘 じ 是を六 ッ成定 免の 六に 分る 時 は、 

其 法 反て、 元の 田 免 四 分 一 となる 法 術の 者 なれば 也。 故に 予は六 ッ成定 免と 改めた， 90 又、 四重の 

制に 預からざる 山林の 地と ある 林の 字 も、 蘭え 苦しき 事なる に K て考 るに、 是は S の 草 (If 草!;.) りた 谷 


の 字と 似た る 所 ある を 以て、 山 谷 を 山林と 誤 6 窨きた る 者なる ベ し。 出 谷の 地と し て は 好 く^ゅ 

る 事 也、 故に 是も山 谷と 改めた.. ^0 又 實に濕 燥 云々 と ある も、 甚 しき； S 燥 云々 とし て is え M 勿く ヽ是 

も 字形の 似た る處 あるよ 6 の 誤. CV なる ベ ければ、 甚 しき， 濕燥 云々 と 改め 補 ひた 60 

〇 加 免 五箇の 傳 

〇諸材、雜木多く、茶園、藥園、漆、楮、桑畠等ぁ..^て綿帛豊に、或は紅花、藍なども共地に生ずる^^ぁ6Q 

而 して 是を 諸方に 遺て 民用滿 足る 則 は 貢に 償つ 0 

〇 註に 云。 諸 材とは 家作、 其 外 器物 等に もなる べき 木の 類 を 云 ひ、 雜木は 薪炭 を 第一 として、 總て雜 

事に 用 ふべき 木の 類 を 云 ふ。 茶園、 藥 園の 事より 桑畑の 事 を 云 へ るよ 6. して、 綿 帛の豊 なる 事 を も 

云へ る 也。 綿は眞 綿、 帛は 賴頻り 事に して、 是は 桑畑に 付た る 養 蠶の德 也。 さて 其 地よ 6 生ずる 諸 

物總て 一 ト方タの逢物とな..^、諸方に賣さばき、其の利用民に滿足る時は加免とする事也。 值 は字霄 

あつる  あ  あて 

に當 也と あ. o、 されば 貢に 償つ と訓 むべき 事 也。 田德の 外に も餘德 あれば 是を赏 に惯て 取る 堪也。 

常の 如く  « ふと 人 は 訓む事 なれ 共、 償 ふと 云 ふ 時 は、 有るべき 害の 物が 無き 爲に是 を 償； 5 出す 事と 

成て、 理.， 少しく 差へ る 事 也 0 

しんち 

〇 大川他 鄕の通 ひ を 得、 貢物の 運送、 或は 涉し 舟、 船 泊.^、 或は a 獵の事 有て 鄕村娠 » する 則 は 貢に ffi 
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〇 註に 云。 大川 有る に 付 他. 鄉 への 通 ひ を 得、 貢物 は 勿論、 其 外 諸 物 共 送して 舟 渡しの 往來 しげく、 

又 K 物 を其處 よ.. > 舟 積みして 城下 へ 運送す る 往來の 泊り 舟 も あ 6 ヽ又 漁獵の 事な ども 有て、 鄕村其 

利德を 得て 娠ふ時 は 加 免と なす 事 也。 

〇 訂に 云。 本書に は 他 鄕を他 邦と ある 事 なれ 共、 他鄕の 誤りに 疑 ひなし。 此條 は、 ー國 中に \ ^物 蓮 

送の 便利なる 舟 場 を 云 へ る 者 也。 他 邦の 通 ひ を 云 へる は 次の 條 にして、 一 國 中の 通 ひと 他 邦の 通 

ひと 兩條に 云 ひ 分けた る其理 明かなる 事 也。 依て 予は 他鄕と 改めた 6.0 

〇 江湖 海 川、 船 著き の Si: 湊、 或は fj 獵の事 他方に 勝れ、 賣買其 利 を 得る 則 は 貢に 償つ。 

〇 註に 云。 江、 湖、 海、 川の 四ッを 並べて、 廣く 諳國通 船の 場處を 云へ る 也。 川 は 無く 海の みに して 船 

着の 場處も ある 事に て、 是を 間と は 云 ふ。 御當國 にて は 戶賀、 舟 川な ど是 也。 總て船 着の^ 湊は交 

易 の 利 を 得る 事大い 也。 或は 又、 獵の事 他方に 勝れて 大いに 其 利 を 得る 時 は、 共に 是を加 免 

とする 事 也 0  , 

〇 牛 "：^,!. 充 ち巿鄺 多く、 賣買豊 にして 人迹 繁多の 地た る 則 は 貢に 償つ。 

〇 註に 云。 抑 加 免 五 窗の傳 は、 內外 六德の 秀德を 撰べ る 者なる 事 は 末 文に も 見 ゆる 如くに して、 此條 

は 居德の 上德を 云 へ る 者なる が、 獨り 居の 上德 のみに 非ず、 居 村民 三德の 上德を 兼た る 者 也。 牛 


の充 たるに て 田 畠の 豐な る 事 を も 知る ベく、 是 村の 上德 也。 市鄺 多く、 賣買豊 にして 人迹の 繁多な 

る を 以て E の 上德、 又 民の 上德 たる を も 知る ベ し。 さて、 市鄺 多き よ 6 人迹の 繁多なる 迄の 事 は 皆 

是 居の 上 德也。 民德 は、 城下 を 放れず、 道路 平 かにして 貢物 運送の 勞な きを 第一 とする 事なる が、 

人迹の 繁多なる を 以て、 道路の 平 かなる と 城下 を 放れざる 地なる 事 も 押て 知るべき 者 也。 渐く、 內 

の三德 兼備 は 6 たる 事故 是を秀 德の加 免と する 事 也。 

〇 訂に 云。 本書に 人迹を 朕迹と ある は、 音の 近き よ.^、 筆者の フト 紛れ 誤 6 たる 者なる べし。 字形に 

於て は甚 相違の 事 なれ 共、 是 は前條 に、 漁 獵の事 他方に 勝. れ云々 とま：： きたる 事 も 有て、 此 勝の 字に 

意 を 引れ 臉の 字の 形 は 出た る 者と 思 はる。 故に 予は 人迹と 改め 補 ひた 6。 

〇 百 ェの事 を爲す 乙 と 有て、 是を 諸方に 遺て 衣食 を備 へ、 鄕村賑 職なる 則 は 貢に 償つ。 

〇 註に 云。 百 ェは諸 職人 也。 事 を 爲す事 1^ ると は 其業體 を爲竟 せる 事 也。 さて 其 細工 物 を 諸方に K 

さばき、 是を 以て 衣食 を も 贿へ鄕 村 娠ふ時 は 加 免と する 事 也。 

右 五箇 條は 所謂る 內 外六德 の秀德 なる 者に して、 耕德 に比べ て 民 用の 助と 爲 すべし。 其财太 いにして 

民 を 扶持す る 則 は 必民聚 る。 又 財 用： S ねから ざれば 民 多から ず。 爱を 以て 民數を して 德の淺 深 を 知 

る。 故に 鄕 村の 民 數を總 ベ 其 町 反 を 以て 是を 分る 則 は、 田 一 町の 養 民 凡 六 人に して、 一 反に は 六 分に 當 

る。 是を、 田の 民 を 養ふ定 數と爲 す。 若し 六 分に 過る 則 は、 其餘る 處是を 四に 分て 分 米と なし、 內外田 
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の 三德に 合せ 加 免と して 貢 を勸む 0 養 民の 多寡に 從て 以て 民の 潤德を 知る は、 實 に是檢 地の 大要な. oO 

其 法 左の 如し。 

〇 田 一 反 此養民 九分 一 町に は 九 人、 十 町に は 九十 人。 是を 定數の 六十 人に 宛る 則 は 三十 人の 過 養 

也。 然る 則 は是を 免に 加 へ て 貢を勸 む。 

內六分 田の 養 民 定數な 6。 是を 四に 分る 則 は 一 反の 分 米 を 知る。 故に 過 養の 民數を 

四に 分て 分 米と なす 者 也。 

同 三分 潤 財の 養 民  ， 

此分米 七 斗 五 升 

〇 註に 云。 上なる 本文の 趣 は 聞え たる 如くなる が、 民數の 多寡に 從て鄕 村の 財 利 を 量る は、 實に檢 地 

の 大要と 云 ふべ し。 さて 一 鄕の民 數を總 べ是を 一 鄕の總 町 反に て 分 6、 其 養 民 一 町に 付 凡 六 人 を 

定數 とし、 其 定數に 過^る をば 潤 財の 養 民と して、 是を 四に 分 6 其 分 米と する 事なる が、 其 算術の 

譯は、 定法の 養 民 六 分 を 四に 分る 時 は 一 石 五斗と なる 事に て、 是 上田 一 反の 分 米 也 0 されば 此 法に 

從て、 過 養の 民 を も 又 四に 分て 分 米と する 事 也と 示せるな り。 是 にて： g 算術の 譯も 聞 え 力 る 事な 

れ共、 尙も又 精く 是を云 ふ 時 は、 上田の 斗 代 一 石 五斗 を 養 民の 定數六 分に 分れば、 養 民 一 分に 付 其 

分 米 二 斗 五 升に 営る。 故に 養 民 四 分に て 下田の 斗 代 一 石と なる 事 也。 其 元は 此 下田 一 石の 一 の.^.? 


よ. o 起. o たる 事に して、 民數を 四に 分て 其 分 米と なる は此 故なる をよ く 知る ベ し。 

〇 又 云。 田 一 反の 養 民 を 九分と して、 定法の 六 分に 宛て 潤 財の 養 民 を 三分と なし、 然して 是を爱 に 出 

したる 其 所以 は、 加 免と 云 へ 共 其 制 は、 七ッ 五分に 過ざる 事と なした るに 據れる 者に て、^ 财の養 

民 三分の 分 米 七 斗 五 升 を 加 へ て、 七ッ 五分の 免と なる 算術 は 次に 出した るが 如し。 又、 一 反に 九分 

として 十 町に は 九十 人なる 由 を 殊更に 此條 にて 斷 6 たる 其 所以 は、 次の 條 なる 養 民の 傅に、 平均 

高 百 石の 養 民 を 五十 九 人の 大積 りと なした る、 其大積 6 と见 合せの 爲 也。 是らの 事 を も 心得 ベ 

し 0 

〇 又 云。 養 民 六 分の 定法 は 耕 夫の 法よ 6 起れ る 事に して、 內外六 德の辨 なる 末 文に、 一 夫の 耕す 處田 

三 反 畠 三 反と 有て、 一 夫の 耕地 田 畠 を 合せて 六 反と せる 也。 故に 一 夫 を 六 反に 分る 時 は 一 反の 耕 

夫 一 分 六 六に 當る、 是を 一 反の 三百 歩に 分る 時 は 一 步の耕 夫 五 五三 三に 當る。 是を當 制裡の 法な 

る 一 反の 四 ぼ 步に乘 ずる 時 は、 四百 步 一 反の 耕 夫 二分 二 餘に當 る。 此ニ餘 の處は 切扮て 一反の 耕 

夫 をば 二分と 定め、 是に副 ふべき 父母 妻子の 四 人 を 四 分と し、 是を 合せて 六 分と は E:aJ6 定め^る 者 

也。 さて 一 町に は 六 人の 養 民に して、 是 父母 兄弟 妻子の 六 人に て、 是を 一 家の 口数と はする 處也。 

然して 二人の 兄弟 は 耕 夫に して、 弟 は 未だ 妻子の なき 者と して 量 6 合せた る 者 也。 人よ く、 此 一 家 

口 數の事 を辨へ 置くべし。 凶年 飢歲の 時な どに は 必ず 用 ある 事 也。 愛に 六 郡 坪 割の 園と 云 ふ 者 あ 
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60 是は此 御 格式の 事に 皆 引合 ふ 事共 なれば、 是 はた 政 光 主の 物され た る 者 ならん と S はる。 其 

坪 割の 圖へ 書き記し たる 事の 內に、 六 郡 總村凡 八 百 五十 ケ村、 此家數 五 萬 九 千 五 百戶、 但 一 村 七十 

家、 此人數 三十 五 萬 七 千 口、 但ー 家 六 人と あり 0 又 天 保 四 年の 大凶に 依て 御領 中の 總人數 を 調べた 

る 時に、 總人數 四十 三 萬 五 千 二百 六十 二人、 內六 郡の 民 数 は 三十 六 萬 九 千 四百 八十 一 人な i  g 一 Jj 

千 三百 五 入 は 雄 勝 郡、 五 萬 千 七 百 三十 八 入 は 平 鹿 郡、 萬 五 千 七 百 七十 七 人よ； p 北 郡、 ニーお 

四千 七 百 一一 十 S 人 は川邊 郡、 十二 萬 六十 一 人は秋附郡、£ー3-^^-ん1^;^れ5^川^^«1^5  & 長と 天 保と 二百 年 餘-を へ 

だち.^ る 事 なれば、 人 數も殖 たる 事なる ベ けれど、 天 保の 調べ は、 其 人數に 向て 食物 を 上よ fts 渡さ 

れ たる なれば、 下にて は 少しく 其 人 數を增 して 書き出した らんと 思 はる、 譯も ある 事なる が、 何,^ 

にしても、 古今 其 大數差 はざる を 見るべし。 されば、 平均 一 家 六 人の ロ數と 量， 0 定め 力る は 動か ざ 

る 事 也。 

〇 訂に. 云。 本書に は、 養 民の 六 人 定法に 過て 餘る處 を 四に 分て 反米と なす 由に あれ 共、 反米と は 上 旧 

なれば 一 反 三 石 六 斗、 下田 なれば 一 反 二 石 四 斗と、 其 一 反に 付た る 定.： >  ある 處ょ 6 反米と は 云 ふ 事 

なる を 、愛 は 一 反に 付た る 定りを 云 ふ 事に 非 ざれば、 反米と 云 ふべき 處に 非ず。 されば 反米 は 分 米 

の 誤 6 に 疑 ひなき 事故、 分 米と 改めたり。 

0 一  石 二 斗 六 升 七 合 山川 野 三 品 ー德ー 、上野、， 

0 一  石 三 斗 五 升  居 村民 三 品 一徳 ザ- ^ 


〇 一石 一 斗 五 升 三 合  田の 四 品  一 $:】 で，」 

r さ 

〇 七 斗 五 升  潤 德の加 免 

合 四 石 五斗 二 升 

此成リ 免七ッ 五分 

〇 註に 云。 右 四 石 五斗 二 升 を、 例の 三分 二分の 合法 を 以て 六 分す る 時 は、 七ッ 五分 二 厘三亳 となる 0 

厘毫は 例の 切捨 たる 也。 六 分す る 事 も 切 拾る 事 も 本文に 云 はざる は、 皆 旣に云 へ る定法の^$故、略 

きて 云 はざる 者 也。 さて 又 此七ッ 五分の 免 、愛に は斯く 一  德四 品と 順逆 八 鄕の法 を 用 ひて 制した 

るなれ共、前文に云る如く、七ッ五分に過ぎざる事となし^^るには其故ぁる事にして、其實法は、內 

外の 六德も 田の 四 品 も、 皆 上德の 一 石 五斗と なした る 者 也。 さて 山川 野 三 品の 一 德 一 石 五斗、 e 村 

民 三 品の 一 德 一 石 五斗、 田 四 品の 一 德 一 石 五斗、 合て 四 石 五斗 を 六 分す る 時 は 七 ッ 五分と なる 寧 

也。 內外 六德、 田の 四德、 都合 十德 なる 者の 殘 6 無く 上德 なる 時 は 其 免七ッ 五分 なれば、 是ょ. 0 上 

るべき免の無き理，《^也o 又三 ッ五分を下免の限，.^とせるは、十德殘りなく下德の 七斗にて三 ッ五 

分と なる よ.^ の 事 也 0 

〇 當制高 百 石の 養 民 五十 九 人の 傳 
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凡 農民の 食 一 日 七 合 半と す。 有 業の 日 は 二 合是を す。 一 年 三 • 白 六十 日の 五分 一 是を 取る 則 は 七十 二 

日ヽ是 を， K 、： 業の 日と し、 二百 八十 八日 は 有 業の 日 也。 此 定め は 古法に 據る處 也。 養老 元年 行 基 民 食 を 制 

す 0 一夫 一日 一升 二 合、 一民 は 七 合 半、 是當 制に 稱ふ者 也。 一年の 民 食 三 石 二 斗 七 升 六合 を 以て 一反の 

作 德民領 二 石 二 升 五合 分る 則 は、 一 反の 養 民 六 分 一 八に 當 る。 田の 四 品 を 總て是 を 平均す る 則 は、 大 

槪高百 石の 養 民 五十 九 人た る 者 也。 

〇j^ こ 一 1,^0 一  年の無業有業日；gりの事古法に據.oたる由なるは、行基の制法に據..=^た る事と聞ぇた 

AVO  . き 業 七十 二日の 數は 七十 二 候の 數に 據.^ たる 者に して、 其の 無 業の 日數は 極月と 正月に て 六 

十日、 殘 6 十二 日 は 霜月 へ 掛 ての 事 也 0 さて、 如何なる 故にて 極月と 正月と、 霜月 へ 掛て無 業の 日 

數 とすると 云 ふに、 抑 如月、 彌生 など 云 十二 箇月の 名 は 皆 農業の 事に 付て 云 ふ 名なる が、 霜月に 至 

て は 漸くに 其 農事 を 爲し竟 て、 極月、 正月 は いよ V  、無 業に して 休足す る 月 なれば 也。 さて 其 月 

の 名の と を 一 渡. -云は 月 は 月の 義 にて；^"  isl^ss 一  年 一 周して 其 本の 初に 返る t あ 名 

さ、？ ら；？ き さら ぎ  か 舌  ，力 音  ，  ， ：  ,,:  -  .  rr  ] 

也 0 如月 は耕更 耕の 義 にして、 去年の 春 耕た る 田 を 更に 又 耕 直す 事に して、 此 月よ 6 農事 へ 掛.. >  初 

る 月 也。 彌生は 稍 生の 義 にして、 苗の 稍 生 出る 月 なれば 也。 四月は植月の義にして田^«田の物を植 

さっき  みなつ 舌み <si  ^ 

る 月 也。 五月 は 早苗 月の 義 にして、 早苗 を專ら に 植る月 也。 六月 は 水引 月の 義 にして、 田へ 水 を：.： > 

く 事 Ai にす る 月 也。 ひれ！^ S 健， .4- 月 は穗見 月に て、 出穂 を 見る 月 也。 ，5,^1.1 八月 は 穂 赤 熟 月 


の義 也。 t ひ" tl^ け。 時 は 九月 は^ 刈 月の 義也。 十月 は神嘗 月の 義 にして、. 新稻を 神へ 奉 .0、 己れ も 

し も つき  しむ 

喰 初めて 祝 ふ 月 也。 十一 月は領 月の 義 にして 貢に 納め 竟て、 其作德 を、 民の 吾が 物に 領る月 なれば 

也。 常に 霜月と 窨くは 借 字 也。 I れ" 化。 十二月 は 終 月の 義 にして 一 年の 終 6 なれば 也。 終 6 の 事 

を 古言に シ 、ノ と は 云 へ る 也。 ス は 月の 義 にして ヽキを 略き ッ なる を、 連 聲故轉 じて スとは 云 へ る 也。 

さて 行 基の 民 食 を 制した ると ある は 釋の行 基 也、 此人は 養老 年間の 人 也 0(， 續 P ム瞧 き、 千』 订代 % 就默 

一一 一. 5-.^  J して、. 七 ひり 同 十七 年に 至る 迄 十 ケ* 年の 間、 諸國の 郡鄉、 邑里、 村 巷を定 撰せ しむ。 東 國は泰 澄是を 制し、 驟 JH- ょン 

り 中 國迄は 行 基是を 制し、 中國 より 西 國は吉 備公是 を 制す。 此 比に は 此人々 斯る事 を 物せ し 也。 養老，^ 祌. l,、Jj;fg- と 1« る 年^.^。 

一 夫 一 升 二 合と ある 一 夫 は、 玉篇 にヽ庶 人往レ 役曰レ 夫と ある 如く、 民の、 上の 爲に ^1 はる、 を ifK と 云 

ふ 事に て、 其 役 はる \ 時には 米 一 升 二 合 取らす る 事 也。 常に は 七 合 半の 食と 定めた る 事に して、 當 

制 は 是に稱 へ ると 也。 有 業の 日 は ニ合增 して 九 合 半と し、 一 年の 民 食 都合 三 石 二 斗 七 升 六合と 稷 

ら たる 也 0 さて 是は 所謂 ル本 回シの 升目なる 事故、 是へ 定法の 一 一 を乘 ずる 時 は 三 石 六 斗 三 八：； 六 勺 

の輕 升と なる 事に て、 大凡、 一 日 一 升の 積り となした る 者なる を 知るべし。 一 反の 養 民 六 分 一 八に 

して、 百 石に は 五十 九 人なる 其 由の 註說 は、 後に 云 ふ を 見る ベ し。  • 

〇 三百 六十 日  一 年の 大數 

內 七十 二日  柔 業の 日 

此民食 五斗 四 升  一 日 七 合 半 
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同 二百 八十 八日  强 業の 日 

此民食 二 石 一 斗 六 升 一 日 七 合 半 

同 五斗 七 升 六合 增食 一 日 二 合 

合 三 石 二 斗 七 升 六合 一年の 民 食 

〇 田 一反 此 生米 三 石 六 斗 

內九斗  凶備 

內六斗 七 升 五合 民領 の凶備 

但 

同 二 斗 二 升 五合 入貢の 凶備 

殘ニ石 七 斗 作德 分配 米 

內六斗 七 升 五合 入貢  . 

同 二 石 二 升 五合 民領 

〇 註に 云。 此田 一 反と ある は、 四 田 平均の 四百 步 一 反 也。 故に 上中下 下の 品 を 云 はず、 菅に田 一 反と 

は 書る 者 也。 さて 又此 分配の 九 斗と ある は 凶 備にして、 六 斗 七 升 五合と ある は 入貢 也。 然る を 本 

書に 誤て 九 斗 を 入貢と し、 六 斗 七 升 五合 を凶備 としたる 也。 是は樋渡某が淸書せる時ょ^^ の 誤と 

見えたら。 此三石 六 斗 分配の 事 は 御 格式 中 一 大事の 耍處 なる を、 樋 渡 某 旣に是 を辨 へず、 三 石 六 斗 


の 四 分 一 なる 九 斗 故入賈 ならん と 思 ひ 誤 6、 入-哀 と 凶 備の斷 .0 を 前後に 記した るよ. 0 して、 11^ 和 二 

年 以來百 六十 餘年、 人又是 に惑亂 して 田 法の 大事 ケ-辨 へ 得ず して、 久しく 國 家の 大本 を 失 ひたる は 

歎息の 事共 也。 予、 其 誤なる を辨へ 得た る を 以て 九 斗 を 凶備と 改め、 六 斗 七 升 五合 を 入貢と は 改め 

たる 也。 さて 又、 其 凶 備九 斗の 內 にも 入貢と 民 領のニ ッに當 る處を 仕分け、 又、 其の 九 斗 を 引き 殘 

ら たる 處のニ 石 七 斗 を 出した る。 是らは 皆、 人の 辨へ易 からん 事 を 思 ひて 補 ひたる 也。 さて 此三 

石 六 斗 は 四 田 平均の 四百 步 一 反なる 事故、 入貢 は 又 四 田 平均の 定法 三 }n: 步 一 反の 竹_; 術 を 以て 積. CS 

出した る 者 也。 其 入貢 平均の 算術 左の 如し。 

上田 三百 步 一 反の 生米 三 石 六 斗  一 ^ュ I  此四分 一 入貢 九 斗 、 

中 田 三百 步 一反の 生米 三 石 一斗 二 升 此四分 一入 貢 七 斗 八 升 

下田 三百 步 一反の 生米 二 石 四 斗 ト 41  此四分 一入 赏六斗 

下田 三百 步 一反の 生米 一石 六 斗 八 升 な I 此四分 一入 貢 四 斗 二 升  + 

入貢 八：： 二 石 七 斗 此四田 平均 六 斗 七 升 五合 

當制裡 の 法 は 四百 步 となした る 者 なれ 共、 表の 法 は、 三百 步ー 反と して 其 生米の 四 分 一 を 入 K とせ 

る なれば、 四 田 平均の 入貢 は 此六斗 七 升 五合なる 事 也 0 さて 又 九 斗 は凶備 なる 其譯 は、 四 田 平均の 

生米 三 石 六 斗 を 四 分して 其 一 の 九 斗 を凶備 とし、 其 三の 二 石 七 斗 を 分配 米と せる にて、 凶 備の九 斗 
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を 三年 合せて 分配 米の 二 石 七 斗と なる。 是、 三年 耕して 一 年の 食 を 55 ると は此事 也。 然して 又 其 

分配 米 を 四 分して、 其 一 の 六 斗 七 升 五合 を 入貢と し 其 三の 二 石 二 升 五合 を民領 とせる 處は、 四 六の 

定米 分配の 法に 稱 はせ たる 者なる が、 其 入貢 六 斗 七 升 五合 は、 上に 算し 出せる 如く 田 平均 三百 步 • 

一 反の 入： 寅 六 斗 七 升 五合に して、 其 算術の 動かざる 處を 見るべし。 又 凶備九 斗の 內、 六 斗 七 升 五合 

は 民 領の凶 備に 當れる 事に して、 是を 三年 合せて 民 領のニ 石 二 升 五合と な，. -、 同 二 斗 二 升 五合 は 入 

K の 凶 備に 當れる 事に して、 是を 三年 合せて 入貢の 六 斗 七 升 五合と なる 蔡 也。 又 民 Ig の 凶 備六斗 

七 升 五合と 入貢の 六 斗 七 升 五合と 同數 なる は、 四 六の 定米 分配の 法に、 定米ニ 石 四 斗 を 四 分して 凶 

備と 入貢 を 六 斗の 同數 となした るに 稱へ る 者 也。 さて 此 分配の 法 は、 總て 四， 六の 定米 分配の 法よ 

出た る 事なる が、 彼の 法 は 定米を 四 分して 其 二の 一 石 二 斗 を民領 とせる にて、 民 其 家 を 養 ふと は 

あれ ども、 實は 一 石 二 斗 を 以て 其 家 を 養； 5 難き 事な..^。 當制は 凶備を 引、 殘 6 を 四 分して 其 一 を 入 

貢と し、 其 三 を民領 とせる 者 なれば、 此貢法 は 五分 三 三 三の 一 に當る i$ にて、 他に 比類な き 輕稅の 

法なる を辨へ 知るべし 。然して 其 凶 備の法 は 古聖 人の 道に 稱 へる 者に て、 儉地 大意の 文に も 云 はれ 

たる 如く、 禮 記の 王制に 、無二 九 年之蓄 Imn 不足 f 無二 六 年之蓄 1 曰レ 急、 無二 三年 之蓄 1 曰 m 國非： ー其國 1 

也、 三年 耕必有 一一 一 年 之 食 f 九 年 耕必有 一一 三年 之 食： 以ニ 三十 年 之 通 1 雖 U 有 単 水 溢 一民 無 一一 菜 色 一と あ 

る 事に て、 四 田 平均 三 石 六 斗の 生米と なし、 其 四 分 一 の 九 斗 を 凶備 とし、 三年に して 作 徳分 配 米の 


二 石 七 斗と 成て、 一 年の 食 を 得る 事と なした るは此 本文に 據れる 事 也。 されば 此 分配 の 法 に 於て 

は 、 所 謂 " 靑 は 藍より 出て 藍より 靑 し 共 云 ふべき な ら ん か 0 

〇 又 云。 一 反の 養 民 六 分 一 八の 法 は、 上の 本文に 見えた る 如く、 一  年の 民 食 三 石 二 斗 七 升 六 八ソて 以て 

民 額の 二 石 二 升 五合 を 分る 時 は、 其 養 民 一 反に 付 六 分 一 八に 當る事 也〕 . 定法 は 六 分なる を、 一 八 過 

ぎても 養 はる、 に 足る は、 當 制の 法 方 いよい よその i 且 きを 得た る處を 兌. 0 ベ し。 されば この 六 分 

一 八の 算術に 從て、 更に 又 養 民の 一 法 を 制して 民數を S? し、 十 町に は 六十 一 人と しぶ、 是を 田の 四 

品に 平均して、 高 百 石に 付 五十 九 人の 當制養 民の 定數 とは爲 し、 是を 以て 又 四季 民 役の 法 を も 制し 

たる 者 也。 さて 又此 五十 九 人の 養 民 年 均の 法 を 以て、 高 百 石の 平均 生米 三百 六十 石の 分配 を く 

算 する 時 は 左の 如し。 

三百 六十 石  裡の法 四百 步 一 1^ 四 田 平均 高 百 石の 生米 

內六 十七 石 五斗  表の 法 三百 步 一反 四 田 平均 高 百 石の 入 K 

同 百 九十 三 石 二 斗 八 升 四 合 五十 九 人の 民 食 

同 二十 二 石 五斗  入貢の 六十 七 石 五斗に 當る 21 備 

同 六十 四 石 四 斗 二 升 八 合 . 民 食の 百 九十 三 石 二 斗 八 升 四 合に 當る 凶備 

同 十二 石 二 斗 八 升 八 合 . 民の 餘米 
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當制は 高 百 石に 付、 男女 老少 を總て 五十 九 人 を 養 ふと ある 事 なれ 共、 皆壯 夫と 觅て民 食 を 積..^ 斯く 

の 如く 餘 米の ある 事 なれば、 尙此 外に も餘 米の ある 事 を 知る ベ し 0 又 凶 備とは 云 へ 共、 入貢の 凶備 

に當る 二十 二 石 五斗 は 民の 物に 非ざる 事故、 是も餘 米に 准ず べし。 若し 今 予が算 せる 如くなら ず、 

又 予が云 ふ 如くなら ずして 餘 米と 云 ふ 者 更にな く、 民 領は皆 民 食と な..^、 凶備は 凶備と 成. て ある 事 

ならん に は、 民、 何 を 以て 家宅 を 作， 0 衣服 を 製し、 然して 又 一 家 一 年の 渡世 を爲す 事と せん。 凶備 

と 一 年の 食の み 有て 濟む 事に 非ず。 人よ く 予が算 せる 處を 見て、 政 光 主の 意を盡 された る 程 を 思 

ひ辨 ふべ し。 本文なる 分配の 九 斗 を凶備 とし、 二 石 二 升 五合 を 民領 とし、 是を六 分 一 八の 養 民 食用 

とせる は、 予が 上に 算 せる 如きの 事 を！； 1.0 籠め たる 者 也。 又 民 食に 當れる 凶備の 六十 四 石 四 斗 二 

升 八 合、 是も 三年に して 必 凶年の あると 云 ふに も あらねば、 民の 融通と なるべき 事 也。 されば 四 六 

の定米 分配の 條下 にも 云 へ ^し 如く、 凶 備は廣 く 一  國中 にあるべき 事に して、 是を 量..^ 知る は 田 法 

の 肝要 也。 

〇 又 云。 養 民 六 分の 定法 は、 耕 夫の 法よ 6 起れ る 由の 事 は 加 免の 傳七ッ 五分の 條 下に 云 へ る 如く、 又 

耕 夫 一 分の 耕地 は 百 八十 步に當 る 事の 由 は、 三 ノ卷斗 代の 起..^ の條 下に 云 へ る 如くなる が、 當制裡 

の 法 四百 步 一 反の 耕 夫 を 二分と する 時 は、 耕 夫 一 分に 付 耕地 二百 步 となる 事に て、 古法よ 6 は 耕地 

二十 步の 過と なる。 然る 時 は 耕 夫に 其の 勞を增 し、 若しくは 又、 其 耕 夫の 手に も餘 るべき 事な らん 


かと 思 ふ 人 も あるべ けれど、 是は 二分の 耕 夫に 副 ふべき 父母 妻子の 四 分 も、 更に 耕地の • に は预ら 

ずと 云 ふに も 非ず して、 耕 夫の 手傳 はする 事 なれば、 夫れ らをも ： 直り 合せた る もの 也。 民領 を. f:: 法 

よ 6 多く 增 したる 丈に、 耕地の 法 も 少し は增 すべき 事 を 思 ふべ し。 さて、 當 制の 凶備 を引殘 6 力る 

處の民 領ニ石 二 升 五合 を、 當 制の 耕 夫 一 分の 耕地 二百 步に 分る 時 は、 耕地 一 步に付 四 田 平均 一 升 一 

勺ニ才 五の 分 米に 當る。 又 民 領のニ 石 二 升 五合へ 凶 備の九 斗 を も 加へ、 二 石 九 斗 二 升 五八：： として 

餅 地の 二 ぼ步に 分る 時 は、 耕地 一 歩に 付、 四 田 平均 民の 分 米 一 升 四 合 六 勺ニ才 五に 常る。 又 入 の 

六 斗 七 升 五合 を 耕地の 二百 步に 分る 時 は、 耕地 一 步に付 三 合 三 勺七才 五の 分 米に 當る事 也。 人"： ル 

らの事 を も 心得 置て、 當 制の 輕税 なる 處を 知る ベ し。 

〇 上田 六 町 六 反 六 畝 六 六 六 二十 步  高 百 石  此養民 四十 一 人 

〇 中 田 七 町 六 反 九 畝 二三 三七步  高 百 石  此養民 四十 七 人  . 

〇 下田 十 町  高 百 石  此養民 六十 一人 

〇 下田 十四 町 二 反 八 畝 五六 六十 七 歩  高 百 石  此養民 八十 八 人 

町 反 合 三十 八 町 六 反 四 畝 四 六 五十 s: 步 高 合 四百 石 養 民 合 二百 三十 七 人 

右二 百 三十 七 人 を 田の 四 品に 分る 時 は、 高 百 石に 付民數 五十 九 人の 定數 となる 者 也。 行 某 > 養 老年 中の 

制 は、 一 町よ， >禁 庭へ 傭 夫 十 人 を 出さし む。 古の 一 町 は 三千 六 ぼ 步也。 當 時の 一 町 は 三千 步故、 田の 四 
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品 是を總 て 其 步數は 十 一 萬 五 千 九 ぼ 三十 四 步也。 是を 古法 一 町の 三千 六 百 歩に 分る 時 は、 傭 夫 三百 二 

十二 人と なる。 然る 則は當 制に 過る 事 八十 六 人 也。 储 夫の 數 古法に 及ばざる は、 是ー 反の 生米 多少に 

依る 處也。 當制は 男女 老少 總て、 高 百 石に 付 五十 九 人 を 養 ふ 者 也。 もし 仂扶 ある 時 は 民聚て 其數を 

增 すべし。 然る 則 は 六 分 を 定法と して、 是に 過る を 加 免の 法と す。 凡そ 夫 は 耕 舞 を 勤め、 婦は蠶 織 紡績 

を 業と して 飢寒の 愁を 除く。 故に 民力 を 用 ふる 一 年の 法 を 四日と す。 是を 四季 民 役と 名 付く。 然る 則 

は 五十 九 人の 民 役、 一 年の 四日に は 二百 三十 六 人なる 者 也。 是 古制に 從て其 役 を 定る處 也。 

〇 訂 註に 云。 本書に は 一 町 二 反より 傭 夫 十 人 を 出さし むと 有て、 其 步數を 四千 三百 二十 步 として 算 

したる は 差へ る 事 也。 一 町 二 反と 云 へ る は、 古法の 一 反 三百 六十 歩の 一 町 を、 當 時の 三百 步 一 反に 

直して 一 町 二 反と 云 へ る 者 也。 然る 時 は 其 步數を S し 出す に は、 其 一 町 二 反に 當 時の 三百 步を 乗 

じて 三千 六 Hn 步 となすべき 事 也。 然る を、 當 時の 町 反に 商した る 一 町 二 反に 古法の 三百 六十 步を 

乘 じて 四千 三百 二十 步 也と 云 へる は、 是政光 主の 不 11 したる 其 時の 誤り 也。 さて 其 誤.^ なる 其證 

は、 令の 田 令に 凡 田 長 卅步廣 十二 步と ある 事に て、 十二 步へ卅 步を乘 ずる 時は是 三百 六十 步 にて 是 

一 反 なれば、 一 町 は 三千 六百步 なる 事 也。 然して！： T じ 賦役 令に 凡 正 丁歲役 十日と 有て、 此 十日と は 

十 人の 事なる が、 一反に は 一年に 一人、 一町に は 一 年に 十 人 役 はる \w にして、 本 寄の、 古法 禁 庭へ 

傭 夫 十 人 を 出さし むと 云 へ る は此事 也。 故に 今予 は、 令の 本文に 據て政 光 主の 誤 を； 止し、 此 本文 を 


改る處 也。 さて 當 時の 一 反 は 三百 步故、 上なる 四 3 の 町 反 三十 八 町 六 反 四 a 四 六 五 へ 三百 步を乘 

じて、 十一 萬 五 千 九 百 三十 四步 也。 古法の 一 町 三千 六 百 步に付 储夭十 人なる 事故、 三千 六ぱ 步を以 

て 右 四 田の 步數を 分る 時 は、 其の 步數に 當れる 古法の 储天數 出る 1^ 也。 さて 其 傭 夫數は 三百 二十 

二人に て、 當 制の 民 役 二百 三十 六 人に 宛る 時 は 八十 六 人の 過な.^。 储夫數 の. f:: 法より 不足なる は 

一 反の 生米 多少に 依た る 事に して、 古法 は 一 反 三百 六十 步 なれば 步 数に 六十 步の^ ひ ある^に し 

て、 生米 も 其れ だけ 當制は 少なき 事故、 储 夫の 法 を 劣らした る老 也と 斷 6 たる 事 なれ 共、 是は 表の 

法 三百 步 一 反の 上よ ..>云 へ る 事に て、 裡の法 は 又 四百 步 一 反なる に 其 民 役 は 二 ぼ 三十 六 人 なれば、 

是を其 四ぼ步 一 反の 一 町に 當て五 人 九分 也。 されば、 古法よりも-: i: 劣て 輕き 賦役の 法なる を 知る 

ベ し 0 

〇 又 云。 本書に 若 有 ニ仂扶 一則 民 數聚而 夫 耘レ之 耕レ之 云々 と 有て、 仂扶 とは餘 6 ある 扶持と 云 ふ義に 

して、 米穀 货 財の 餘. >  ある 時 は、 五十 九 人 定數の 外に も 民の 來 6 聚 ると 云 ふ 意に して 其 事 は 聞 ゆれ 

共、 其聚. 0 たる 民の、 是を耘 6 是を 耕す 如く 云 へ る は 聞えぬ 事 也。 抑仂 抉と 云 ふ は、 定法の 外に 民 

を 扶持す る货 財の 餘 6 ある 事に て、 養 民の 五十 九 人に は 高 ぼ 石の 耕 夫 も備は 6 て ある 事故、 新 力に 

來 6 聚れる 民の 手 を 以て、 更に 又 耕し 耘 るべき 謂れな き 事 也。 されば、 民の 聚る に 云 へ る 其 下に 

は 決めて 缺文 ある 事 也。 其缺 文の 趣を考 ふるに、 民數の 定法に 過， { ^る 時には 仂袂 ある 峯を 知て、 加 
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免の 法 を 施すべき 事 を 云 はずして は 叶 はぬ 處也。 故に 予は、 本文に 加 免の 事 を 補 ひ 加へ たる 也。 

〇 又 云。 養 民の 法 は、 民領 米の 二 石 二 升 五合なる に 依て 算 する 時 は 十 町に 六十 一 人 なれ 共、 是を又 田 

の 四 品に 平均 すれば 百 石に 五十 九 人と なる 事なる が、 定法 は 六十 人と 立た る 事故、 其 法に 從て過 養 

の 民 を；； 直る 時には 六十 一 人の 一 人 を 減じ、 五十 九 人に 一 人 を增て 六十 人と はせ る 也。 又 民力 を 用 

ふる 储 夫の 時には、 一 人 を 減じて 五十 九 人と なし.？ -る 也。 然して 其 民 食 は 又、 六十 一 人 八 分 迄 を 養 

ふに 足る 事と なした る 者 也。 人よ く 是らの 事 をも辨 へ て ヽ政光 主の 意を盡 された る處を 見る ベ し。 

〇 四季 民 役 分配の 次第 


ハ人 

內 九十 人 

同 三十 人 

同 四十 人 

同 四十 人 

夫 米 合 二 石 

同 三十 六 人 


高 百 石 


寵 木十签 此夫米 九 斗 

春 垣  此夫米 三 斗 

夏 萱ー萬 把 此夫米 四 斗 

冬 垣  此夫米 四 斗 


外に 馬 三十 匹 

右 は納賈 米 凡 六十 石と する 則 は、 夫 米 二 石 を 民に 免して 五十八 石 を 入赏 となす。 詰 夫は自 扶持 是を勤 

む。 後年 は 役 銀 納めに 及ぶべき 者 也 P 若し 詰 夫 三十 六 人、 馬 三十 匹 役 はしむ る 則 は、 夫 米 九 斗 六 升 入 __zl; 

よ..^ 割 い て是を 免す。 外に 藁 百 三十 丸、 糠 五斗 入 三十 俵是を 納めし む。 

〇 訂 註に 云。 本書に は 夫 米 共 扶持米 共 云て 共に 同じ 事の 如くに 記し たれ 共、 然らぬ S 也。 上に 出た 

る 養老 年中の 制 一 夫 一 升 二 合と 云 へ る 事の 如く、 夫 米と は、 民 を 夫に 役 ひて 其储ひ 代に 取らす る^ 

の 事 也。 故に 一夫 一 升の積..^也。 扶持米と 云へば 飯米の 事に て 別 也。 I! 米の 倏に、 口 米 三 石 六 斗 

の 事 を 二人の 扶持 方に 赏 ると ある を 以て、 一 人 五合と なした る 古よ.^ の 定めなる を 知る ベ し。 さ 

れば政 光 主の 誤て 混じ 書れ たるに は 非ず、 後人の 誤て 混じ 書る 者に 疑 ひなし。 されば 今 は、 扶 Si 米 

をば皆夫米と改めた，.^。 序に 云 ふ 事 あ..^。 古の 一 人 五合と したる 扶持米 は 本： S シの升 W にて、 是 

に 定法の 一 一 を乘 ずれば 五合 五 勺と なる 事 也。 然る を 他國は 知らず、 吾が 秋 田に て 今は輕 升の 五 

な n とよ. るね J0  f 欄外 註。 天 保 二 卯年 菊 地 啓 左 衞門存 し 付 申立に て、 姓 町人の 御 扶持 一 同輕 升と は 成た る 也。 此比迄 は 

AI  I  F-/^- 1 1,^ 鄕の 御藏 元回シ にて 渡された る處も 有し 也。 此時輕 升と 定められた るに も、 御 格式の 車な ど 心得て 

御 勘定 奉行の 申 合た るン 

にや、 心 元な き 事 也。 j 

〇 註に 云。 詰 夫に は 夫 米 記さず して、 末 文に、 詰 夫と 馬 を 役 ふ 時には 夫 米 九 斗 六 升 を 取らす る 由に 

ある は、 是每 年の 定 役に 非ず、 臨時の 民 役 なれば 也 0 又 詰 夫は自 扶持 是を 勤む と ある は、 詰 夫 三十 
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六 人に 限 6 自分 賄 ひする 事の 如くに 聞 ゆれ 共、 是は、 春 垣、 冬 垣の 定 役に は 夫 米 積. 0 の ある 事なる 

が、 詰 夫 は 臨時の 役に て 夫 米 積 6 も 無き 事故、 それに 付て 斯くは 云 へ る 者に して、 此方へ 來て役 は 

る 、、事 なれ 共 賄 は 自分に てす る 事に て、 其 代 6 に は 又 夫 米 を 取らす る 事 也と 云 ふ 意に して、 春 垣 も 

冬 垣 も 夫 米 を 取らす る 事故、 賄 は 同く 自分に てす る 事 也と 云 ふ 意 を 響かせた る 者 也。 さて 又、 詰 夫 

と を 役 ふ 時の 夫 米 九 斗 六 升よ 6 詰 夫 三十 六 人の 三 斗 六 升 を 取れば、 殘. H ハ斗 にして、 馬 三十 西の 

一 匹に 付 二 升に 當る 事なる が、 是は 又、 必馬に は 付 副 ふ 人 も あるよ 6 の 事と 知る ベ し。 

〇 又 云。 藁と 糠 を 納めさす る 所以 は 如何ん と 云 ふに、 馬の 飼料に せし 事 也。 政景 日記 元 和 五 年 二月 

十四日の條に、撗手御米藏にて難、藁、繩算用ぁ..^。 馬 一 匹に 付 一 日に 糠 一 升 五合 づ K の 由。 l^t 杯 

五升づ X と あれ 共、 多き に 過た る 事に て 疑 ふべ し。 されば 一斗 一  V ヽ f  二  y 一  こ 一 ョ こ 司 #-4:51:?  と3^3  i,J、b^ 

If- 升 は 一升 五合の 誤りな らんと、 今 は 愛に 改め 記す 處 なり c 1 ^ 目し 日 >„f  I^t±15 々と 貝え ヌ Sfl; 

澤多左 衞門元 重が 書る 檢地覺 書と 云 ふ ものに、 高 ぼ 石に 付ての 摺 糖と 藁 は、 馬 一 匹 一 年の 飼料に 不 

足な しと 云 へ る 事 も 見えた るが 如し。 又 藁と 糠 を 以て 其 年の 其稻の 出來不 出來を 見て、 貢 米に 偽 

りの 出ざる 法と 爲 したる 者なる ベ し。 さる 故 ある 事 なれば こそ、 本文に、 藁と 糖 をば 代 銀 納めと な 

すべき 事に 云 はぬ 也。 然れ 共 後 に は、 藁 も 糠 も 皆銀納 の 法と は 成た る 事なる が、 赏は、 政 光 主の 意 

に は 叶 はざる 事なる ベ し。 さて 又、 今御國 にて 據に駄 貸と 云 ふ K の ある も、 此糖 納めの 事より 出て 

世に 殘. る 者なる ベ しと、 予は又 例の、 斯る 事に 付ても 感慨の 意 を い だく 處也。 


〇 又 云。 樋 渡 某が 跋文に、 笕永五 年、 梅 Si 政景民 役 を 改めて 役 銀と なした る 由に 云 へ るが、 政景 日記 

に は此事 えず。 去ながら、 政景の 比よ 6 役 銀 納めと は 成た る 者と 兄 ゆる 也。 後年に は 役銀納 

めに 及ぶべし と は、 旣に政 光 主の 言なる が、 又 政景の 比に 至て は、. E 然と 銀 納に爲 さ -、 れば 成らぬ 

故 ある ポ也。 北(故如何んと云ふに、政光主の時には野谷地多くして葭萱に不^::由なく山林又多し0 

政景の時に至ては、旣に新田開發の事盛ンと成て野谷地不足とな..^、又殘6.f^る野谷地も述上と云 

ふ事始ま..^、運上を出して野谷地の葭萱を持っ者ぁ.^、山林も漸く伐減らしたるに、同く述上 にて 

持っ者有て、民の、自分にぉ：：4を刈..^薪を伐て納る事ならず、買立にて納る様に成たるょり、自然相對 

にて 代 銀 納めの 事 始ま ク、 夫より して 遂に 代 銀の 御 定め も 立た る 也 0 其 御 定め 左の 如し 0 

高 百 石に 付 

銀 五十 目 春 垣 代、 但 人足 三十 人 

同 六十 目 夏萱 一 萬 把、 但百 把に 付 鈒六分 づ、、 此 人足 四十 人 

同 六十 目 冬坦 代、 但此 人足 四十 人 

同 ぼ 八十 目 薪 十签、 伍長 さ 二 尺 四 寸竪撗 六尺 三寸 四方 一 签に付 銀 十八 匁 宛、 此人足 九 人 

同 十五 匁 褶糖 五斗 入 三十 俵、 但 一 石に 付 銀 一 匁づ 、 

同 六十 五 匁 藁、 六尺 結繩 にて ず 三十 丸、 一 把づ K 打 違へ 其 中へ 繩を當 る、 但ー 丸に 付 銀 五分 (§ 
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同 十八 匁 詰 夫 三十 六 人、 但 一人に 付 銀 五分 づ k 

同 三十 匁 馬 三十 匹、 但 一 匹に 付 銀 一 匁づ 、 

合 四百 七十 八 匁 

右 は 古 銀 也。 是に 一 三 五を乘 じて 文 銀 六 百 四十 五 匁 三分 也。  ， 

〇 又 云。 高 百 石の 入貢 米 六十 石よ 6. 夫 米 二 石 を 民に 免し、 五十八 石 を 入貢と する 由に ある。 是は、 三 

ノ卷ロ 米の 起り なる 政所 免の 條 下に 云 へ る 如く、 御藏 入 高の 村々 を 守護せ しめられ たる 代官の あ 

6- し 時の 事に して、 口 米 をば 其 代官に 取らせられた る なれば、 五十八 石 を 入貢と は 云 へ る 也。 今 は 

其 代官 を 止められた る なれば、 納貢米 六十 石に、 一 石 二 斗の 口 米 を も 上に て 取らる、 事と 成た る 事 

故、 五十八 石に 口 米の 一 石 二 斗 を 加へ、 五十 九 石 二 斗の 入貢と は 成た る 也。 此 時の 代官と 云 ふ 者 は 

高 祿歷々 の 面々 其 家 株の 如に せる ものに て、 事なければ 代々 勤めた る 者 也。 天和三年ょ..^此代官 

を 止められ 代官 役と な..^、 其 人の 其 時限. 0 の 勤めと は 成た る 也。 人 是らの 事 を も 心得 置べ し。 

〇 又 云。 詰 夫と 馬は每 年の 定 役に 非ず して、 役 はる 、時 は 夫 米 を 取る 定めなる を、 銀納の 法と 成て は 

定 役の 如く 代 銀 積. >を なした る なれ 共、 夫 米 は 取らせ ざれば、 其 代 銀 積. 0 に 差 引 を 付て 夫 米 を 取ら 

する 如くに なした る 者 也。 泰垣 代の 五十 目 は、 人足 三十 人 故 一 人に 付 一 匁 六 分 六 厘に 當， ft^ 、冬 垣 代 

の 六十 目 は、 人足 四十 人 故 一 人に 付 一 匁 五分に 當る 事なる が、 詰 夫 は 一 人に 付 五分、 ItT は 一 匹に 付 


て 一 匁なる を 見て 是. て 知る ベ し 0 

〇J;P こ 云。 木 書に は、 納貢. ^き 六十 石と する 則 は 云々 と ある 事なる が、 此大 底と ある 齚は 如何ん 共^ 

ぇ^？き處也。 是に 依て よく 思へば、 _ ^そと 云ふ辭 は元是 大凡と 云ふ辭 なる. * 故、 其辭の と 大凡と 云 

ふ 文字の 形と 二つより 移.^ て、. ^きの 文字に 誤. - たる 者に 疑 ひなし。 凡と してよ く M ゆる 處也。 

されば 凡と は 改め 補 ひたる 也。 

〇 追加 苗代 歩 積り の傳 

0 今 升 S 雜：： 的 平 寸&六 百 四十 二分 七厘  • 

右 開き 方 二 尺五寸 四分六 厘 一 毫 

此米三 萬 八 千 八 百 九十 六 粒 

日 一 一 寸 四方に 米 六十 粒 置に て、 堅 六 粒撗十 粒、 方 一 寸を 合せた る 者 也 

〇 註 こ 云 0 お 算術よ、 方 二 尺五寸 四分六 厘 一 毫 なる 事故、 是を乘 じ 合せて 此寸坪 六 百 四十 八 坪 二分 七 

厘と なる 也。 是へ 六十 粒を乘 じて 三 萬 八 千 八 百 九十 六 粒と なる。 奴是を 米と は ある 事 なれ 共、 a 

を も 米と 云 ふ 事に して 爱は 籾の 事 也。 此法は 籾 一升の 粒數 なる が、 

又 米 一 升の 粒 數は六 萬 四千 八 百 二十 七 粒の 法に して、 平寸 坪の 一 寸 四方に 米 なれば 百 粒、 粒 なれば 
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六十 粒 入る 法の 者 也。 予是を 様し 見た るに、 其 法 差 はざる 者 也。 さて a と 米との 算法 い は ゆる 六 

の 出 米に て、 升數の 時には a 一  升 へ 六を乘 じて 米 六合と なる 事なる が、 粒數の 時には 米 百 粒 へ 六 を 

乘 じて a 六十 粒と なる 事に て、 其 法に 體 用の 變化 ある 事 也。 是を 心得 置べ し。 又 序に 云 ふ 事 あ. 

米 一 升の 法 は 六 萬 四千 八 百 二十 七 粒 なれ 共 、粗の 粒數 Ad 以て 米の 升數を 量る 時には、 a に掛 て粃、 

又は 割れ 捨 6 の 出る 處を考 へ 合せ、 六 萬 四千 八 百 二十 七 粒へ 千 百 七十 三 粒 を 添 へ 六 萬 六 千 粒を以 

て 一 升と する 法に て、 籾の 粒 數を六 六に て 分れば 米の 升 數とは 成る 事 也。 人又是 を も 心得 置べ し。 

〇 六尺 五寸 四方 平寸 坪 四千 二百 二十 五坪 

. 此置米 二十 五 萬 三千 五 百 粒  ♦ 

但ー 寸 四方 六十 粒の 法 

上 苗 百 六十 九 把 五寸 四方 一 把、 定粒數 千 五 百 粒 

中 苗： 白 十七 把 六寸 四方 一 把、 定粒數 二 千 百 六十 粒 

下 苗 八十 六 把 七 寸匹方 一把、 定粒數 二 千 九 百 四十 粒  ， 

下 苗 六十 六 把 八寸 四方 一 把、 定粒數 三千 八 百 四十 粒 

總サ E 合 四百 三十 八 把 

. 內百九 把 半  四 分 一 德、 是を 定法と す 


一 |,- 

m 

の 

術 

も 
是 
に 


總粒數 合 一 萬 四百 四十 粒 

內ニ千 六 百 十 粒 四 分 一 德、 是を 定法と す 

〇 註に 云。 上 苗： 白 六十 九 把五寸 四方 一 把の 算術 は、 五寸 四方の 寸坪五 五の 二十 五 S. を 以て、 六尺 五寸 

四方の 寸坪 四千 二百 二十 五坪 を 分て、 此 W 百 六十 九 把と なる 事 也。 中 W 下 W 下 ： ： ： 

じて 知るべし。 さて 五寸 四方、 六寸 四方、 七寸 四方、 八寸 四方と 四 段の 竹 # 術 は、 五寸六 寸七寸 八寸是 

を 合せて 二 尺 六寸、 是を四 分して 六寸 五分と なる よ，^ の 事 也 0 其六寸 五分 は 六尺 五寸の 十.、 力 一 な 

る 者に して、 此定數 の 粒粒 は 二 千 五 百 三十 五 粒 なれ 共、 五寸 よ，^ 八寸 迄の 四 段 を 平均して、 粒數の 

增す處 を 以て 二 千 六 百 十 粒 を 定法と せる 者 也。 又范の 定法 も、 四 段 を； 牛 均して 把數を $p したる 

は 同じ 事 也。 

0 上田 一 反 

此苗 三百 把 苗 一 把に 付 刈稻四 把の 積. 

此粒數 七十 八 萬 三千 粒 升 數ニ升 一 勺 三才、 a 數三升 三 合 五 勺五才 

右 苗の 田 二 坪 七 分 三 厘九亳 定法 

二 坪 七 分 三 厘九亳 透 

合 五坪 四 分 七厘 八毫  ， 
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高 一 石に 付 三 坪 六 分 五 厘ニ亳 

〇 註に 云。 此 算術 苗 一 把に 付 刈稻四 把の 積..^ 故、 苗の 三百 把へ 刈 稻の四 把を乘 じて 刈稻千 二百 把 也。 

但十把 一 束に て 百 步に付 四十 束、 一 反の 三百 步に付 百 二十 束なる が、 旣に 云る 如く 當制裡 の 法 四百 

步の 一 反なる 事故、 其 四百 步に 付て は 百 六十 束 也。 然る 時 は 苗 も 亦 四百 把な，.^。 是を 心得 置べ し。 

贿 お ^。き」 さて 此 三百 把へ、 粒 數四分 ー德の 定法 二 千 六 百 十 粒を乘 じて 七十 八 萬 三 

千 粒なる が、 此法は 苗の 四 分 一 德 定法 百 九 把 半へ、 粒數の 定法 二 千 六 百 十 粒を乘 ずるよ 6 起れ る 法 

にして、^ の 百 九 把 半 は 六尺 五寸 四方の 法、 粒の 二 千 六 百 十 粒 は六寸 五分 四方の 法 也。 六寸 五分 は 

六尺 五寸の 十，、 力 一なる 者に して、 其 一 の少數 なる 法 を 以て 其 十の 多數 なる 法へ 乘 ずる 事故、 十增倍 

の 法と はなる 事 也。 故に 七十 八 萬 三千 粒 を 粒 一 升の 粒 數三萬 八 千 八 百 九十 六 粒に 分て 升 數ニ斗 一 

合 三 勺なる；^、 其 十，、 力 一 を 取て 升數 二 升 一 勺 三才と はせ る 也。 さて 又、 如何なる 故に 十倍の 法 を 

施し、 後に は 其 十.、 力 一 の 法と なした ると 云 ふに、 粒 を 苗代へ 一 面に 透 間な く 置に は 升の 算法 を 以て 

する に 成る 事 なれ 共、 種 籾 を 苗代へ 蒔に は、 其 如く 透 間な くす る 者に は 非ず 0 又薛 たる 籾も殘 6. な 

く 生る ものに も 非ず。 されば 其 籾 を 量る にも、 生た る 苗 を 量る にも、 升の 算法 を 以て は爲し 難き 事 

な 60 故に 其 生た る 處の苗 を把數 にして、 透 間な き處の 粒數と 引合せ 見て 其 法 を 定めた る 者に て、 

其 法 は 透 間な き處の 十，、 力 一 と 中 勘し. る 者 也。 一  =M^ff し^  m 又 升 數のニ 升 一 勺 三才 は 


則： g の 升 数なる を 米の 升數の 如く、 更に 又 共 升 數を六 分して a 数 三 升 三 合 五 勺五才 とせる。 ：： ぶ い 

は ゆる 祕傳共 云 ふべき 事に して、 吾が 政 光 主の 法 方 を辨へ 得ざる 者 は 更に 知る ベ からざる の W 也 0 

上田 一 反の 三百 步 にて は、 此種粒 二 升 一 勺 三才に て 大凡 足るべき 法 なれ 共、 旣に云 へ る 如く、 拖の 

法 一 反 を 四百 步と なした る 事故、 苗 も 四百 把なくて は 成らぬ 事 也。 故に 此法を 施し、 稀 S の 二 升 一 

勺 三才へ 一 升 三 合 四 勺 二 才を增 し 三 升 三 合 五 勺五才 とし、 其 足らざる 處を補 ひたる 者 也。 若、 今予 

が 云 へ る 如くの 事に 非 ずん ば、 粒の 升 數ニ升 一 勺 三才 を 米の 升數の 如く 六 分して、 更に 又 籾 数 三 升 

三 合 五 勺. 五才 とせる 算術 を 如何ん とか 見る。 人よ く 思 ひ を 深め 心 を-牛 かにして 是を 'へ、 ，cr 卜 a に 

は、 其 苗數の 算術 を も 精し く 云 ふ を 見るべし。 扱、 此籾數 三 升 三 八：： 五 勺 五才の 粒數は 十三 萬^ 九 

十六 粒なる が、 六尺 四方 一 坪の 植苗 三十 六 株の 法に、 一 株 八本 立の 法と して 一 坪の 粒數 二せ 八十 八 

粒に て、 表の 法 三百 步の 一 反に 付 八 萬 六 千 四： 白 粒、 裡の法 四 ぼ 步の 一反に て は 十一 fSnl 五 千 二 ぼ 粒と 

なる 事故、 定法の 叙 三 升 三 合 五 勺五才 にて 餘る 程に 積. 9 たる 者 なれ 共、 是には 又、 W て も 生ざる 粃 

など も あるべき 事 迄 も 量.. > 合せた る 者と 知るべし。 又 二 升 一 勺 三才の 粒 數は七 K 八 千 三 Hn 粒 なれ 

ば、三百把に分..^ 一  把に 付 二 ぼ 六十 一 粒に て、 粒の 四 分 一 德 定法 二 千 六 • 白 十 粒の 十，、 力 一となる 。さ 

て 上に 云 へ る 如く、 三十 六 株に 八本 立の 法と して 積る 時 は、 苗の 一 把と 一 坪の 粒數ニ  • 白 八十 八 粒と 

なる 事故、 定法の 十、、 力  一 、二百 六十 一 粒に て は 二十 七 粒 足らぬ 事なる が、 彼の 二 升 一 勺 三才へ 一 升 
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三 合 四 勺 二 才を增 し 三 升 三 合 五 勺五才 となした るに て、 四百 步の 百步 だけ を 補 ひたる のみならず、 

三百 步の 方に て 二十 七 粒 宛 足らぬ 處迄も 補 ひたる 者なる を 知るべし。 

〇 又 云。 黑澤浮 木が 傳習錄 に、 六尺 一 坪の 苗 株 を 四十 九 株と ある 事 なれ 共、 是は中 國邊の 法と 見 ゆる 

者 也。 吾が 秋 田に て は 三十 六 株の 法なる が、 是も予 、其 田 面へ 向 ひ 六尺 竿 を 以て 様し 見た る に、 其 

法 違 はざる 者 也。 中 國邊の 四十 九 株と せる は、 土の 瘠た る 故なる ベ し。 

〇 又 云。 ぁる田法書に、高十石の種籾積.^を米にて三斗とせ..^o 然る 則 は此籾 五斗に て、 高 一 石に 付 

五 升なる が、 是は 精し き 算術 を 以てせる に 非 ざれ 共、 又 故な くして せる にも 非ざる ベ し。 必、 農民 

等が 云る 處 など を 聞て 物せ る 事な らんと 思 はる，^ 者 也。 此傳 なる 下田 一 高 一 石に 付 四 升 四 合 七 

勺 三才、 又 下田 一 反 高 七 斗に 付 五 升 一 合 四 勺 三才と あるに 其の 大凡 稱へ る を 以て、 此傳の 法 方 精し 

くして、 其 違 はざる 所以 を 知るべき 便. 0 となすべし。 

〇 又 云。 苗の 田 二 坪 七 分 三 厘九毫 とせる 算術 は、 一 反の 植苗 三百 把 を 六尺 五寸ー 辟の 定法 百 九 把 半 

に 分て、 三百 把の 苗代 田 は 二 坪 七 分 三 厘 九毫と 知らる k 事 也。 さて 是は、 上に 云る 如く 苗の 透 間 を 

も 量. < ^合せた る 法 なれ 共、 表の 法 三百 步ー 反の 算術 故、 裏の 法 四百 步ー 反と する 則 は 范百把 だけ 足 

らぬ事 也。 又 苗代 も 苗と 苗との 透 間の みならず、 畝 際の 透に 水口な どの 透 も ある 事故、 夫ら をも考 

へ 合せ、 更に 又 其 透 間 を 倍して 二 坪 七 分 三 厘九毫 とし、 合て 五 坤四分 七厘 八毫の W 代と は SS れる事 


也。 中 田 下田 下田の 算術 も其理 同じ 事 なれば、 人是 を自算 して 辨へ 知るべし o 

0 中 田 一 反 

此苗 三百 四十 把 定法の 三百 把 を 上 ra の 一 石 五斗に 分る 時 は 二と なる 0 然して 上 m 一  石 五斗の 

. 內、 中 田の 一 石 三 斗 を 取る 則 は 二 斗 殘る。 是を 上田の 一 石 五斗に 加れば 一 石 

七 斗 也 0 是に 初めの ニを乘 じて 其數を 知る 0 

此粒數 八十 八 萬 七 千 四百 粒 升 數ニ升 二 合 八 勺 一 才、 粒 數三升 八 合ニ才 

右 苗の 田 三 坪 一分 五亳  定法  . 

三 坪 一分 五毫 透 間  ， 

合 六 坪 二分 一 厘 

高 一 石に 付 四 坪 七 分 七厘 六毫 

〇 註に 云。 此四田 一 反 W 積り の 法、 上田の 三百 把 を 一 石 五斗に 分て 二と せる は、 是 上田 一 石の 地 こ 二 

百 把の 定法と せる 事なる が、 中 田 は 上田よ. 0  二 斗の 位下 6 故、 其 下れる 位 を 上田の 一 石,， ， 斗 こ^し 

て 一 石 七 斗の 位と なし、 是に 二百 把を乘 じて 三百 四十 把と せる 也。 是中田 は 中 田 だけ 十の 位 劣れ 

る 事故、 稻の モ テ 〃處 不足なる 事に て、 苗 を 上田よ.^ は大 株に 植 ざれば 成らぬ 事故、， ト5 の 多く 入る 

事 也。 上田に 劣れる 位 を 中 田に 增て、 其 苗 積. 0 を 多くな したる 考 への、 面白き 處 なる を见 るべ し。 
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下田 下田の 法も是 に じて 知るべし 0  . 

〇 又 云。 此中 田の 法 三： 白 四十 把 も 亦 表の 法 三 步の i 儿め 故、 K の 法 四 ぱ步 にて は 四 五十 三 把な. 0  0 

其 I？ す 處は旣 に 云る 如く、 粒の 升數 を； 史に又 六 分して、 其升數 を增 したる 法に 依て 出る « 也。 

〇 下田 一 反 

此サ 2 四：， 把 上田 一石 五斗の ft  、下 E の 一石 を 取る 則 は 五斗 殘 る0 是 を 上田の 一 石 五斗に 加れ 

ば 二 石 也。 ：：：.！ に ニを乘 じて 共 1:^ を 知る。 

此粒數 _白 四 fsi 四千 粒 升 二 升 六 八" 八 勺 四才、 a 數四升 四 公 七 勺 三才 

右 苗の 田 三 坪 六 分 五 厘 三毫 定法 

三 坪 六 分 五- M 三亳 透 間 

合 七 坪 三分 六毫 

高 一 石に 付 七 坪 三分 六亳 

〇 註に 云。 此 下田の 法 四 ぼ 把 も 又 表の 法 三百 步の 定め 故、 裡の法 四贸 步 にて は 五ば 三十 三 把 也。 是 

を 心得 置べ し。 さて 又 當制四 六の 法 は 上田と ド W と 八" て 其 法に 當る 事なる が、 今此 isjg6 下田な 

る 表の 法 四百 把に て、 上田なる 裏の 法 四；. n 把に 的當 せる も 妙と 云 ふべ し。 

0. 下田 一 反 


此サ s 四百 六十 把 上田 一 石 五斗の 內、 下田の 七 斗 を 取る 則 は 八斗殘 る。 是を 上田の 一 石 五斗に 

加れば 二 石 三 斗 也。 是に ニを乘 じて 其數を 知る。 

此粒數：^11ニ十}51六百粒 升 數三升 八 勺 六才、 叙 數五升 一 合 四 勺 三才 

右 T ぼの 田 四 坪 二分 定法 

四 坪 二分 透 間 

合 八 坪 四分 

高 一石に 付 十二 坪 

右 W 代 四 田 合 二十 七 步三九 四 但定法 透 間 共 

〇 註に 云。 此四田^5代の總步數ニ十七步三九四は六尺五寸坪の積り故、是に六尺五寸四方の尺坤四 

十二 坪 二 五を乘 じて 此尺坪 千 一白 五十 七 坪 三 九 六 五と なる。 是を 六尺 四方の 尺：^ 三十 六 坪に 分て 三 

十二 步ー 四 九九と なる。 是を 四 田に 分て、 平均 一 反に 付て 八 步零三 七と なる。 さて 又、 常制步 尺の 

事 は步尺 精辨に 精し く 云る が 如く、 竿 をば 六尺 五寸 となし ニ間績 きの 一 竿に て 一 丈 三尺、 是を 打に 

越 足の 法と 云， ふ て、 畝 引と 竿の 勾配 減寸差 引殘. 0 此延 一 間に 五寸 にて、 竿の 延五寸 と 都 八" 一 問 

に 一 尺の 延 有て、 水田 計. 0 七 尺と なる 法 也 0 されば 其 七 尺 一 坪の 尺 坪 四十 九 坪、 是に 一 反の 三百 步 

を乘 じて 此尺坪  一 四千 七 百 is- となる。 ：：：儿 を 六尺 一 坪の 尺 坪 三十 六 坪に 分て 四： 白 八步三 三. 三と な 
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る 事 也。 然る を、 此八步 三 三 三 を 捨て 四ぱ步 とせる 裡の 法なる 事 は旣に 段々 と 云る 如くに て、 其捨 

4^ る 八 步三三 三 は又是 苗代 引きに 見込た る 法に して、 爰に 出した る 苗代 步 積..^ の 平均、 一 反に 付 八 

步零三 七は是 也。 三 三 三と 零 三 七 は 相互の 分.. -埃 にて、 双方 共是を 捨て 八步の 苗代 引と する 處也。 

さて又此^:E代の步積..^に步尺を六尺五寸としY」算したるは、竿を六尺五寸となしたる上ょり、W代 

をば 其 六尺 五寸の 竿に て 別に 尺..^ 分る 心 持に て、 六尺 五 寸の法 を 以て 積れ る 者 也。 愛に 六尺 五寸 

の 法 を 以て 算 したれば とて、 生米 積ら も 六尺 五 寸とは 思 ふべ からず。 生米 は 六尺 坪 を 以て 稿れ る 

者に して、 其 算術の 事 は 上より 旣に 段々 と 云る 如くなる が、 其 精し き は、 彼の 步尺 精辨を 見て よく 

辨 ふべ し。 

〇 又 云 0 彼の浮木が傳習錄に、跡々ょり^:2代渡す定めなきにょ6、天和年中に己が定めて、其法を撿 

地 役へ 殘 したる 由に ある 事なる が、 是旣に 云る 如く 當 制の 步尺は 七 尺に して、 其 七 尺 坪 三百 步の內 

にサ S 代 引 迄 も 量..^ 込めた る 法なる よ.^、 別に は 苗代 渡す 定めな き 事 也。 此浮木 他 國の田 法 を 少し 

心得、 是に 因て 政 光 主の 法 方へ 過失 を 出し.^ る 者 也。 然る を 檢地役 も又是 を辨 へずして、 遂に 浮 木 

が 定めに 從ふ 事と なれる は 歎息すべし。 人是を 思へ かし。 ま い If! 、り を。 

〇 又 云。 此下 S の 法 四百 六十 把 も 又 表の 法 三百 步の 定め 故、 裡の法 四 ぱ步 にて は 六 百 十三 把 也。 是 

を 又 心得 置べ し。 


〇訂 に 云。 此 苗代 步積 6 の 終 6 に、 四 田の 總步數 を，？ g したる は 予が補 ひたる 處也 0 此總 步數を 記さ 

るょ.^^、此步數を四田 へ 平均して 見る と 云 ふ 事に も 人 は 心 付ざる にこ そ。 扱、 此步積 6 の 傅 は 樋 

渡 氏の 追加せ る なれ 共、 其 人 旣に其 正 異を辨 へずして、 其 趣 を 末 文と なした るは不 念なる 事 也。 さ 

れば共 末 文 は 皆削捨 た，.^。 但、 正 保 以來功 者 相 傅の 法なる 由に 云る は 其 如くなる べき 事に して、 斯 

く 御 格式の 法 方に 引合た る 者 なれば、 是政光 主よ，.^ 役 方の 輩が 相承の 古傳 なる 事 明かなる 者 也。 

樋 渡 氏 正 異を辨 へざる ながら も、 追加と して 今日に 殘 したる は 仰ぐ ベ し。 時來 らんに は、 又 此法方 

の 用ら る V 事 も あ. 0 ぬべ し。 予は其 時 を 待 もの 也。 あな かし N/。 
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此ー 卷 は^江 內 膳の 書 殘 せる 處也。 傳へ 聞く に、 御 當家慶 長 七 年 御當國 へ御遷 封に て、 其始 は先づ 先主 

の 法に 從 ひて 租税 賦役 を 薄 ふし、 郡 民 を 賑恤し 玉 へ . ^と 云 へ .^o 稍關 東の 御 政務 をも參 交し 給 ひし を、 

國民 等御憐 政の 深き 所以 をも辨 へずして 或は 叛き、 或は 服す。 叛く者 をば 悉く 是を 乙ら し、 服せ る 者 

ば是を 愛 愍し玉 ふ。 されば 其御惠 みは 稻 花の 風に 相 和し、 蔓草の 自に 君德に 延び 偃す。 御仁 政 を 堪水 

の 流に 浸して 畦 畝の 外 迄 も 澗 し 玉 ひし かば、 民族 遂に 悅 びて 懷き 奉る。 爱に 於て 萬 世 治 國の甚 を 開き 

，一 

玉 ふ 0 然して ffi 江內 膳、 六郡鄕 村の 上中下 下 を 勘校し 土 田の 生米 を算 し、 內 外の 六 德を考 へ 四 六の 法に 

因て 分 米 を 量 6 斗 代 を 定め、 同じ 十五 年よ. 0 郡 邑を撿 地し 三箇 年に して 漸其功 なれ.， >0 然して 內膳、 其 

郡 邑を巡 見して 免 を 剪 6 諸 役 を定 む。 又寬 永年 中、 梅津 主馬 助 國郡を 巡 見して 竿 を も 直し、 或は 境々 を 

定め、 四時の 民 役 を 改めて 役 銀と なす。 爰に利 世 安民の 御 政 整； 5、 其 光.^ を 後代に 輝し 玉 ふ 御 事 も 偏に 

二子の 功に よる 處. な 6,0 然..^と云 へ共、耍用の傳世に隱れて是を知れる者稀な.^。 爱に、 梁 某が 文筐の 

內に久しく貯 へ置る»ぁ6しを取て、予が祖父袖中に藏し來て、皓老の龜手ょ.<^是を授た.^。 不思議に 

も 此害を 得て 是を 開き 見る に、 御 當國御 草創 檢 地の 書是な 60 其 書紛亂 して 本末 を 失 ひた..^。 然.. ^と 

云へ 共 偶是を 礼し 得、 淸 書して 一 冊と なす。 恐らく は 文字の 謬.^、 章句の 違 ひ あらん 事 を 患る もの か。 

^江內 膳 は、 其 始め 小山 家の 麾下に して 荒川彌 五郎と 號し、 若 冠に して 御當 家に 來る。 其 容貌 泰 かに、 

心ざま優にして資乙く、幸ひに義宣公 へ仕 へ奉り、勸んて眤近の臣となれ..^。 澀江、 荒 川 は元是 共に 小 


山 氏の 麾下た るに して、 其緣 ある を 以て 後に^ 江の 嗣 たらしめ 玉 ひ、 遂に 執政た.. 又 牛 丸 兵左衞 門と 

云 ひし 者撿 地の 功 者な.. >。 黑澤 甚兵衞 よく 御 當國の 先蹤を 知れる に 因て、 此 兩士內 膳の 智力 を 助けて 

先蹤に因..^、古法に從；5、又是に加るに1織田家の法を以てし、然して 又關東の御制めに耍き六郡の：ー只法 

を 制す。 其 高論 を 精く 書きと k めた る は此書 也。 是 御當國 井田の 良法た るべき もの か。 是 古老の 語.^ 

傳る處 なれば 是を 末代に 傳 へんた め、 愚なる 筆に 任せて、 書の 後 へ に 述る者 也。 

天 和 二 年 九月 吉日 

道 茂 云。 右 は 樋 渡 氏の 跋文 なれ 共、 本書に ある 處は其 文章 辭調 はず、 又、 さすが 在 給 人の 襄 なれば 

城府の 事 をば 閜 差へ、 覺 へ 誤，.^ たる も あるに、 黑澤 道家の 覺書 など は 見た る 事な きと 見えて、 此害 

の 田 法 は 第 一 織 田家の 法よ.. > 出 たる 事 を 知らず して、 此 跋文に 然る 事 を 云 はずして、 只 先蹤と 古法 

に 因れる 由に のみ 云 へ る も 宜しから ず。 抑 天 和 二 年よ 6 以來、 此趿 文に 依て 人の 又 誤 6 心得た る 

事 も 有て、 此 後々： a も 其 恐れ ある 事 なれば、 是非に 及ばず して 予は 今是を 訂正して 添削 を 加 へ、 然 

して 此處に 載る 者 也。 其 一 ッニッ を 云 は，. -、 寬永五 年に 梅津 主馬 國郡を 巡 見して、 田の 制 三 貧 を變 

じて 四重と なした る 由に 云. ひたれ 共、 是 は黑澤 道家の 覺 書に 予が精 しく 註せ る 如く、 四 直の 制なる 

は慶長 中よ.. >  の 事 也。 又 此寬永 五 年 は、 梅津 主馬 江戶へ 登りて 御 國には 居らぬ 年なる どや。 去な 
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がら、 寬永 中には 六 郡 を 巡 見し 竿 を も 直し、 境な ども 定め けんと 思 ふ 趣 は 政景が 日記に 見えた.. 

然る 事 は、 其 心して 是を 改めた，. ^0 又 內膳を 惣十郞 とし、 足 利 家の 侍と 云へ る も 宜しから ず。 是ら 

は ゆ S 江の 家系に 明かなる 事故、 是に 依て 是を 改めたり。 ，お. ド.^ ぶこ ま" 

〇 

のれ こ ぞ  &んな づき  の り  いた  せ  み せ 

予、 去年の 十月の 比よ 6 此 田の 法の 學 びに 勞 つきた る は、 政 光 主の 十年餘 6 三年 

やすい 

と 云 ふ 間 安 寢し玉 はざる を 心と しての 事 也。 

新く ばか. 0 勞 つく 我 を 何故と 子 だに 知らず も勞 つく 我 を。 

こ tV  やよひ なか ク」  ^  •  I 

と 迄に も讀 6 ける は、 今 は 又 去年と な..^ て 其 三月の 中旬 比な..^ しが 書畢 たる は 

う つき  こ s し  i^-  か- V.V め  きさ. J ぎ 1 

其 四月の 朔日 なりし を、 今年 又、 再 是を訂 し 正さん として 書初た る は 二月の^ 日 

かき をへ  やよひ  はっか  -.^ お-のれ？ 

にて、 書畢 たる は 三月の 二十日な.^。 今 は 漸く 心 も 長閑なる やう なれ 共、 予は尙 

斯 くの みなん。 

ぉ&  ながめ 

古の 事し 田 心 ほ ゆ 春の 夜の 霞める 空 を 打 は 眺て。 
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六 郡の 田地 一間へ 一 尺の 竿延 にて 槪考 左の 如し 0 


重 


ム 


間 一一 

町 


六十 坪 


鄕高ニ 斗 

但 平均 下田の 積.. > 

〇 道 茂 云。 右 六十 坪 は、 一 間に 一 尺 延の七 尺 坪 を 六尺 坪に 直した る處の 六十 坪 也。 されば、 元の 七 尺 

坪に して は 四十 四 坪 零 八 一 六と なる。 此 算術の 理は步 尺 精辨を 見て 知るべし。 以下の 算術 も 皆 同 

く、七尺坪を六尺坪に直したる處の算術な，.^0 是を 心得 置て 見る ベ し。 


t 1 r 

^  一  P 


<1 


< - 


二 町 一一 

, 一 里 

一 里 

四方 

一 里 一一 

-十里 


六十 間 

四方 

六十 間 

二 千 百 六十 間 

一 一千 百 六十 間 

二 千 百 六十 間 

二 千 百 六十 間 

二 萬 千 六 百 間 


三千 六 百 坪 


十二 萬 九 千 六 百 坪 


四百 六十 六 萬 五 千 六 百 坪 


四千 六 百 六十 五 萬 六 千 坪 


一 町 

鄕高 十二 石 

四十 三 町 二 反 

鄕高 四百 三十 二 石 

千 五 百 五十 五町 二 反 

鄕高 一 萬 五 千 五 百 五十二 石 

一 萬 五 千 五 百 五十二 町 

鄕高 十五 萬 五 千 五 百 二十 石 


四 里- 1 八 千 六 百 四十 間  六 萬 二 千 二百 零八叮 

一 億 八 千 六 百 六十 二 萬 四千 

, 十 里  二 萬 千 六 百 間  鄕高 六十 二  }35；  二 千 零 八十 石 

右總 坪の 內五千 零 三十 八 萬 八 千 四百 八十 坪  ， 

右 は 四 里に 十 里の 地面に て 一 間に 一 尺づ k 延た る處の 分な 60 但ぱ 坪に 付 二十 七 坏の積 60 

右 算術の 理は步 尺 精辨を 見て 知る ベ し。 

此町反 一 萬 六 千 七 百 九十 六 町 一 反 六 畝 

此鄕高 十六 萬 七 千 九 百 六十 一 石 六 斗 

此當高 十 一 萬 千 九 百 七十 四 石 四 斗 但免 平均 四 ッ の 積，. > 

右 一 尺 延坪 數の內 三百 七十 三 萬 二 千 四百 八十 坪 

右 は 苗代に 當る分 ざ 但四 里に 十 里の 地面なる 坪 數の百 坪に 付 ニ坪づ V の稷 60  twjs 

1 反に 八 坪 三 三 三と なる 算術 なれ ども、 其 三 一一 ニー 一は 切捨た I き， HS5S?.51 F  ^-15  こ ン C ヽ nrvj 

る 算術な り。 此 算術の 理 精く は 步尺 精辩を 見て 知るべし。 當時 總 御高 二十 七, 石餘に L て 田せ；^ 

許..^ は 二十 四 萬石餘 なれ 共、 元祿の 調べ に據 6 總 御高 三十 四 萬 石と する 時 は a 高 三サぉ 

石 程、 屋敷 高 一 萬 石 程に して、 田 高 許.. >  三十 萬 石 あるべき 積.^ にて 苗代の 積.^ も 右の 如 

し 0 

此町反 千 二百 四十 四 町 一 反 六 畝 
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此鄕高 一 萬 二 千 四百 四十 一 石 六 斗 

殘 

鄕高 十五 萬 五 千 五 百 二十 石 

此當高 十 萬 零 三千 六 百 八十 石 免同斷 

右 は 一 間に 一 尺 延の內 にて、 正に 百姓の 得分 ン となる 積..^。 但是を 凶年の 備 とする 事に 

て、 三年 耕して 一 年の 食 を 得る と 云 ふは是 なる が、 是を 三年 合せて、 後に 出せる 總 高よ 

り は 少し 過と なる。 其 譯は旣 に 上に も 斷.. ^たる 如く、 苗代の 坪數は 四百 步の 一 反に 付 

八 坪 三 三 三と なる 算術 なれ 共、 其 三 三 三 は 切捨て 是を 民に 免し、 八 坪 を 一 反の 苗代と 立 

たる 當 制の 法 故、 其切捨 たる 處の 三. 三 三 は、 百姓 得分の 方へ 加 6 たるよ 6 の 事 也。 割り 

埃の 事と 云へ 共、 多くの 坪數 にか、 る 時 は 少なき に 非ず して、 是等も 仁慈の 制度に 係れ 

る 事 也。 人是 心得 置べ し 0 


殘 


鄕高 四十 五 萬 四千 百 十八 石 四 斗 

此當高 三十 萬 零 二 千 七 百 四十 五 石 六 斗 免同斷 

〇 道 茂 云。 右高 積り の 算術、 本書に ある 處は 甚く 差へ る 算術な 6^。 故に 今 は、 予が 別に 算し 直せる 處 


也。 其譯、 後に 精く 云 ふ を 見るべし。 

八 六 郡 總村數 凡 八 百 五十 力 村 一 力 村 平均 七十 軒 

此家數 五 萬 九 千 五 百 軒  ： 

一 家 六 口 平均に て 三十 五 萬 七 千 人 

此 屋敷 一 軒 平均 二十 間 四方 

此坪數 四百 坪 

五 萬 九 千 五 百 軒に て  ， 

此 屋敷 總坪數 二 千 三百 八十 萬 坪 

f 竪五里 三 町 三十 五間餘 

此里數 

, 横 一 里 

〈處 持下タ 屋敷 坪數 

院內、 湯澤、 横手、 角 館、 檜 山、 大館、 十二 處 Q 右 七 ケ處給 人 御 足 輕共ー カ處 二百 軒 平均に て 家 數千四 

百 軒 位の 考。 一 軒 四百 坪の 平均 

此 總坪數 五十六 萬 坪 

此里數 竪 一 里 

訂正 御 格式 (卷ノ 五)  110U- 
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横 四 町 十九 間 程 

<1 街道 筋 長 五十 五 里、 幅 四 間。 但御 境近處 山道 除きた る考  、 

此坪數 四十 七 萬 五 千 二百 坪 

外に 處々 道路 大凡 考百 二十 萬 坪 程 

合て 百 六十 七 萬 五 千 二百 坪 

f 堅 一 里 

此里數 

I 橫 十二 町 五十 五間餘 

右 處持下 タ坪數 と 道路 坪數 へ 、御城 下 並に 土 崎湊、 能 代湊の 地面 差 加 へ竪ニ 里に 撗 一 里 位の 考 

<1 空 野 

平 鹿 郡 十五 野、 仙 北 郡 六 鄕柬山 通りよ. 0 前 北 浦 迄の 野、 川 邊郡大 張 野、 山 本 郡 金 光寺、 志戶橋 野、 能 

代 向 、培、 石 川 野、 秋 田 郡 阿仁 大野 臺、 其 外處々 野 形 空地 少なからず 有るべく、 凡 田地の 一 倍と 差 積 

竪十 

此里數 

I 横 八 里 


御物 川 幅 平均 ざ 五十 問、 長 二十 七 里 位。 川口 芝の 渡よ 6 院內村 下 迄 

此坪數 八 百 七十 四 萬 八 千 坪  ， 

米 代 川 幅 平均 ぼ 間、 長 十八 Si 位 0 能 代よ 6 十二 處町下 迄 

此邱數 三 fc 八十 八ず r 八 千 坪 

右の 外 小 安川、 增田 川、 北 浦 川 、横手 山內 川、 岩 見 川、 馬場 目 川、 阿仁： g 川、 久保田 町 川、 共 他 小川 は 百 

を 以て算 ふべ く、 並に 堰根筋 共 差 積. 0 三千 二百 萬 坪 位 

右總坪 合て 四千 四百 六十 三 萬 六 千 坪 但山 谷の 間 通る 處の坪 は 除きた る考 

_堅 九 Hi 二十 町 二十 四間餘 

I 横 一 里 

<1 湖水 沼塘  . 

八 龍 湖廣狹 平均 三 里 半 四方の 考、 田澤 湖水 一 里 四方に 少し 足らざる 考、 其 外處々 沼 « 共 犬 凡 

ー竪 二十 七 里 位 

此里數 

,橫 一里  . 

A 空 山 

< -雜木 山 但賦 人山 共の 考_ 

訂正 御 格式 (卷ノ 五)  1  一 
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右は坪割..^色分けの通..^大凡の考  . 


此里數 


此 木立 


竪十里  . 

横 四 里 

一 里 四方 四十 六 萬 六 千 五 百 六十 本 

四 里に 十 里 千 八 百 六十 六 萬 二 千 四百 本 

但 六尺 一 間の 十 坪へ 靑木 一 本 立の 考 

右 は 杉、 檢、 黑檢、 姬松、 外御留 木、 雜木共 入 交. 0 の 積，^ にて 大凡 斯の 如， 

此坪數 六 千 百 二十 五 萬 坪 

竪 十三 里 九 町 十四 間餘 .  ， 

. 横  一 © 

右 坪 數の內 

千 六 百 五十 三 萬 七 千 五 百 坪 

右 は 一間に 一 尺づ \ 延 たる 處の 分ン。 但百 坪に 付 二十 七 坪の 定法 田地に n 


殘坪數 四千 四百 七十 一 萬 二 千 五 百 S-  . 

此町反 一 萬 四千 九 百 零 四 町 一 反 六 畝 六 六 

鄕高四 萬 四千 七 ^1 十二 石 五斗 但 平均 下 畠 の 積..^ 

此當高 二 萬 九 千 八 百 零 八 石 三 斗 三 升 三 合 免 平均 四ッの 稿.^ 

〇 道 茂 云。 右 六 郡 坪 割の 鬧は、 賀藤景 林木 山方吟 * 役に て、 文政 中 御 勘 {此 奉行 濑 谷 勝： せが 言 ある を以 

て、 算者能 代の 相 と 計 6 て是を 著し、 勝 晋へ差 出した る處の もの 也。 予：：；^^を初め川尻述赏に得 

て、 其 本書 は、 &江 家の 家士隱 寺 波 江と 云る が處 持せ るを寫 せし 也と 連赏が 云る を 聞き、 且、 一 問 

に 一 尺延 と、 一 家 六 口の 事に 書る は 御 格式の 法 方に 稱 へる 事なる に 驚き、 是 はた 政 光 主の 物され. 

る慶長 中の 制な らんと 思 ひて、 前に 云へ りし 訂正 御 格式 中の 一 事 は 予が誤 也。 人是を 心得 玉 ひね 

かし。 後、 景 林が 男景琴 に此事 を 聞て 其 草稿せ る 處の圖 を 見、 又 勝晋へ 出した る處の 本書 は 其 家に 

らて  かれ こ I 

藏め 狩る によ..^、 其 本 * を も 覚め 出して 是を 見る に、 彼と 此と 少し 差へ る處 など も あれば、 共 二 つ 

を 校合して 今 爱に是 を附錄 する 者 也。 勿論 此圖は 其 大凡 を考 へたる 物 なれば、 皆 能 其赏に 合へ る 

と 云 ふに も 有る ベから ね ど、 其 大體を 知る 檢 地の 心得に はなるべき 者なる どかし 0 

〇 又 云。 田地 一 間に 一 尺 延の事 は、 延寶以 來黑澤 元 重、 茂 木 治具が 輩の 知らざる 處 にして、 又 御 格式 

の 上に て は 容易に 見えざる 事なる を、 此坪 割に は 此事を 云る に 付 予始に は 驚き， る 事な. 0 しが、 後 
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見る に、 一 尺延 とも P ねて 別に 積り 直して 見 2 事な ども ある なれば、 景林 全く i 式 

一  家 六 口の 事 は 御 格式の 上 にても 顔 はに 見 

え、 又此 さは S 兄弟 擎の六 人に して 、是を 六親と も 5 事 は 掌な どに 1 え .^1 なれ 

v< 、夫ら に 因ての 事なる へし。  パ 

0; 云。 一間に 一尺 延 ss 旣 にも 斷 りたる 如く、 如何 I 事？ けんず く，.^ る 算術 MIr そ 

よ 一間に  一 11 一  間に 一 町と し 其 SI んに は、 延 なしの St して"" 

暴 故、 延 あらば f の？ べき 52 迄 も？ 奮らず や 。然る を、 錄 f 減して す 

と？、？ 押して、 四 里に 十 里の 地面へ 及ぼせる 故大 いなる 差 ひとは 成れる 也。 さて、 ナ ー坏但 レ是 

一 に 一 尺.？ する 5 八十  一 SHO 此 |の理は步 尺精辨 I て 知る、 へ し。 は、 

び S  一 は パ， お； S はお^が^ SIS^ 時 又、 一間に 一 町と せる 處の六 十， 一 尺の f 

.H 十 坪と なる 谆 術な リ .i^ .a- を、 ん f てち 尸^^  .  ：  ,  wLiiT  c、 う 

；;, 十へ， 六十， らば、 予が算 し 直せる 如く 元の 七 § として は 四十 四 s となる 算術 故 初め 

こ ss.i 管 以て f ずし 5 叶 S 事 也 。然る を 本書 ま i し 

て、 四 里 こ 十 里に て I 當重 十一 萬 千 碧 石 八 斗と，、 予が算 せる 處は 上に 見 i る 如く、 一 

§ に f 處の霍 十 一 萬石餘 の分ン きェ i 二十 萬石 餘 となる 事？、 旣に十 萬 石 餘予が 算術 

の 方 こて 過と f  、其 過と な.^ 2 處は却 i 格式の 法 方に 稱 5 一年 耕して 一 年の 食 I ると 云 


ふ 算術と はなれる 也。 是 計らざる 處の 妙に して、 景 林が 幸； 5 と 云 ふべ し。 ，？if/ifp 均 m 卢 、"い，" 妹 

何 にゃあらん。 或 入の 六 郡 平均の 免を考 へ たる に は五 ッ となしたる^^^ぁり。 予此四ッ と五 ッ の兩段を考ふる ニ、五 ヅ は 少し 强く、 

四ッは 少し 弱 からん か。 然る 時 は 其 中の S: ッ 五分と して 可な らん か。 其四ッ 五分と して は 11; 十四 寓石餘 と なる 事に て、 ra:le? 石 

ほど は 過と なる 事 なれ 共、 定法 一 尺延の 外に も 亦 牟延切 添 へ など云 ふ^^fもぁるべ ければ、 夫れ と 見ても 可な らん か。 又 五ッ とし 

て は 三十 七 萬 八 千石餘 となる。 若 五 ッの考 へ 當れる 事な らんに は、 其內 ral 萬 石 程の 分ン は實に 過なる ベ し。 然る 時 は 四 里に 十 

里の 地面の 內、 右 四 萬 石 丈の 地面 は此圖 の稷り 過と 見る ベ し。 其當 

高 四 萬 石 丈の 地面 は 一 里に 四里餘 なり。 人 此事を も 心得 置べ し。 

〇 又 云。 本書に、 畠 地 は 何に 因て 積，. - 出すべき 樣 なき 由に 云 ひて 其.： US 地の 坪 割りな きを 見れば 、田地 

四 里に 十 里の 內へ 積.^ 込みた る 事に や。 然れ ども 予が算 せる 處 にて は、 田 計 6 四 M に 十 厘の 赏. 0 

と はなれる 也。 是に因て予は今、別に總山坪割りの內ょ..^ヽ 一 里に 十三 里餘を 取て.： S 地の 坪 割と は 

なした る 也。 又民家居下ダ坪割.，^の下に、 一 里に 三 里程の 分ンを 割餘. 0 の 坪と なした る なれ ど、 總山 

よ 6il£ 地 を 取れる 譯も あれば 是は總 山へ 加へ.^ る 也。 此坪 割. の！！ は 束 西南 北の 總坪數 を 考へ置 

き、 其內ょ 6 其 坪 分けの 坪數 を考 へ 出して是を取..^、殘6 を總山となした る物と 見 ゆれ ば、 其總山 

の內 よ. 0 五 里 や 十 里 を 他の 坪 割. 0 へ取，.^たるとて、此坪割..=^ 一  體の 差； 5 と はならざる i$ な，. >0 又 

田地 S 地の 積 6 分け は、 予、 天 保 九 年の 御高 調べに 據. 0 又 元祿の 調べと 引合せ、 田 高 を 凡 三十^ 石、 

せ？？ を 比 三 翁 HHf と t るせ n 也 0  V 曰 y ヒ、. rj^nky レ 0 此畠高 も、 免 を五ッ とする 時 は 一一 一 萬 七 千石餘 となる 故、 右 

sl-r を/三- fi-7,-H^L.JT- ス廣七 メ 日 K を、 ん v^aH へ し 七 千 石 丈の 地面 は 一 里に 十三 M 餘の內 より 過と なる ベ し。 

是は 聊の審 ながら、 人此  - 

審をも 心得お くべ し。 

〇 又 云。 右の 外なる 坪 割..^ 算術の 事 は、 差へ る 事 も 無ければ 本書の 通，^ となした 60 但街 道筋の； g 
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を、 勝晋へ 出した る 本書に は 三 間と して 積.^ たる なれ ど、 草稿に は 四 間と して 積 6 たるに て、 四，.^ 

の考 -f 方な らんと 其 四 間の 考 へ を 取れる 也。 f しても、 一里の 坪 割へ は當， 。出る 丈 の 差 ひ は 

無き 事 也。 a 田地 坪 割. -の箕 術 は 誤 6 たる 事 なれ 共、 御高 を 三十 萬 石と 見て せる 處の本 體は差 は 

ず。 又 其外 一 ssi? へに？ は、 景林、 よく 其實地 £ て其大 f 心 S るに 因れる 事に し 

て、 急 度 其 實には 合 はず 共、 多くの 差 ひ は 有る まじく 思 はる、 事 どもね ぢ 

0 又 云。 菌 某が 考 へに、 雄ぽ i 矢 立 i 南北 I 凡 四十 里、 東軍 均 凡 十 里 位と f。 景林又 

是 おへて、 相澤$ への 如く  I ベ けれ 共、 山 S 割 6, は 別段の f あるべく、 又 西 S 男 鹿と 

云 ふ 別 f あれば fs 考へ 合せて、 東西 は 少し 延て考 へたる 由に 云气是 1 る 事な らんま 


【編者 附錄】 

^江 政 光 遺著 樋 渡 氏淸書 

115 檢地祕 傳之書 • 

古今 檢地之 大意 

夫 惟 以爲國 之 國者有 民 以爲民 之 民 者 有 五穀 以故 王者 以 四海 爲家 

兆 人爲子 一 夫 不耕： 大下 受其飢 一 婦不 織： 大下受 其 寒 是以善 爲國之 

國者必 先 富 民然後 5^ 之 民 富 则安鄉 ^家 安鄕 重家训 敬上畏 E 非 敬 上 

£バ 罪则易 治 也民贫 則危鄕 輕 家 危鄉輕 家 训敢陵 上 犯 禁陵上 犯 禁則 

治 也 故 爲租稅 法 者 不據太 經傳爭 應難得 其 微精乎 凡 有 于地廣 狭 

化；：」 近 寒暖 燥濕以 不同 皆 之 M 以勸民 之^ 業 而從秋 實熟而 使 其收稅 

於 二十 分爲其 一 調 袁 受保其 餘而養 民 数 口 之 家 也 古 者 民有 士 職 

故國有 is^F 则民毎 家逍出 ： 入 之 農兵 而從王 命 征伐 之然 後世 世 有 遠 

烦賊， W 王城 守護 下司 等 0= 其 数 今 京^ 居 故 養老 之 制 屯田 三分 而ニ 

於 去. H 此後， 彌士民 相 分 也 若 賞 綠其地 有功 則 以町. 畈之名 後 昏父設 

7^斛ほ然化：名異皆從古制^}「矣大槪述其法則城府之地者從水土^ 

1^2 山川 險 而置 國用之 通 W 薪 革豊 故此 國之爲 上品 之 地 民 居 亦顺其 

地 S 所以 此 iia 理然 也故國 一一-分 而乂； 一-分 然則 三； 1: 九而 I  二" 界卽如 井 

字 故 IS 井田 之 法 也 山林^ 路川澤 亦 此有民 之 得失 故辨 内外 六德撿 

^不 變用而 や： 其 地 粟實從  一 a 從 町. 败之制 斗斛高 以爲赁 法 謂 之 

也 實地制 之 法者爲 治阔 平； 大下基 若 其 制 則此民 不足 衣食 不足 衣 

,!；5 正 御 格式 (澀江 氏 原文) 


八： J{ 則 飢 s^.- 不暇 治禮俵 W 雖^ 暧飽無 敎則近 於^ 默&于 民 < ^飽敎 

以使爲 孝悌 如此制 下则民 一；： 年 耕必有 一 年 之 食 九 年耕必 有； 一-年 之 

食以 三十 年 之 通 雖^ い 水 溢：^ 無 菜色然 Kfl 衣食 则失 貴賤 等分 

限せ 是以 最初 耕 之，！ E 五^ 不過 fnig 如 此训井 地 均不受 E 無 家而從 

先 下： 逍者也 

撿地秘 傅 外 六 德之俳 

外 之 三德附 十二 品 

山之德 1： 品 

上德 

薪炭 豐林 耘深納 之不勞 民力 训爲之 上 德上則 准 上田 

巾德 

雖有 草木 納之 民力 勞則爲 之 中 德中則 准 中 田 

下德 

木 希 登  一 荻 荻 多 则爲之 下 德下則 准 下田 

下 々德 

草木 共 微而納 之甚難 则爲之 下々 德下 々則 准 下々 田 

右爲 山之德 Iff 草木 也 若 木 之 枝^ e 古 则其地 可 知 常 强風從 高山 

地 者 有 虫 霜愁亦 離山 澤則缺 草木 W 故 校 其 中 問 以爲其 制 仍三品 配 

四 品 

川之德 w 品 

上德 

堰水^ 田地 而 無水 溢 災^ 則 爲之上 德上则 准 上田 

S 
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中德 

雖漑堰 水田 地 治 之 民力 勞則爲 之 中 德中則 准 中 田 

下德 

流水 地虐 洪水 雖浸 村里 草木 運 流 則 爲之下 德下則 准 下田 

下々 徳 

雖有川 流 不曳堪 水 從堤封 則爲之 下々 德下々 則 准 下々 田 

右 德之可 勘 損益 地 者 是從水 之 趣雖啓 耕地 大流者 有 水 溢 愁大封 _ 

者 保 常 跌陂堤 者 有旱減 .SE- 故 水 土 分量 以分四 德淺深 上下 之 品定仍 

三 品 配 四 品 

野 之 德四品 

上德 

土肥收^3-麥秋粱次之以雜穀則爲之上德上則准上田 

中德 

諸 茱多而 雜穀饒 則 爲之中 德中則 准 中 田 

下德 

A 穀之地 少則爲 之 下 德下則 准 下田 

下 々德 

土 淺不長 穀則爲 之 下々 德下々 則 准 下々 田 

右爲野之德^！？皇也其地田之五分 一 而以民 用 璺則爲 上 德田之 六 分 

之 一 或 g; 分 一 而其用 無餘則 爲中德 m 之 七 分 一 亦 三分 一 而冇 不足 

則 爲下德 田 之 八 分 一 亦 二分 一 而缺其 用則爲 下々 德 

內之 一一 一徳 附 十二  as 

居之德 £ 品  . 


一二 は 

上德 

往來 繁多 之 驛爲之 上 德上則 准 上田 

中德 

驛廳鄰 市 近 爲之中 德中則 准 中 田 

下德 

衝驛遠 市 鄺遙阻 爲之下 德下則 准 下田 

下々 德 

邊地 而賣ヌ 利用 于道費 牛 徵 -爲 之 下 々 德 ： 卜々 則 准 下々 田 

右三 靈之雖 從制法 于其地 有 趣意 亦 三 ま. 之 地 有 一 直 式告頌 地勢 以 

無 偏 而不擧 之 弊 民 得 其 用 則 爲上德 若 雖撰德 上品 下 德之地 居 則 上 

下 之 二 德合期 分之爲 一 德仍： 一一 品 配 四 品 

村 之 德四品 

上德 

山 遠 野 平 而地宏 田 白 S 豐舂氣 早 五穀 甘味 而土肥 耕地 村里 繞 ra. 方 則 

爲之上 德上則 准 上田 

中德 

山？ i£ 野 淺田畠 均 五穀 充熟土 厚 耕地 村里 連 一一 一方 則 爲之中 德中則 准 

中 田 

下德 

山野 深 W 畠不 均暧 氣連帶 冷^ 之氣 五穀 缺味 耕地 村 連 二方 則爲之 

下德下 則^ 下田 

下々 德 

食 山 帶野陰 氣保田 希 而<1^ 多 耕地 村 連 一 方 則. 爲之 下々 德下々 則 准 


下々 田 

右 a 其 地 宜制之 天地 氣 東南 暖多 西北 案 多 又 頓 遠近 廣狹燥 濕爲其 

制 仍三品 配 四 品 

民 之 德四品  • 

上德 

堰水得 其 式 堤 封 得 其順實 道路 平均 而無 往返 之勞 貢物 運送 於 五 里 

爲之上 德上則 准 上田 

中德 

牛馬 無艱道 貢物 運送 於 十 里 爲之中 德中則 准 中 田 

下德 

越 山涉川 險蛆而 牛馬 勞則雖 行程 近 准 之 遠 貢物 運送 及 十五 里爲之 

下 德下則 准 下田 

下々 德 

海 川 鄰則雖 行程 遠 准 之 近 貢物 運送 及 二十 里爲之 下々 德下々 則 准 

下々 田 

右 備外三 德充內 三 德則雖 爲上民 又 頓居村 宜而爲 上下 仍三品 配 四 

品 

地 之 德四品 

上田 一反  一石 五斗 

中 田 一反  1 石 三 斗 

下田 一反  一石 

下々 田 一反 七 斗 

反 合 四 反米 合 四 石 五斗 反 於 以宛分 米 則 一 石 一 斗 二 升 五合 是爲 w 

訂正 御 格式 (^江 氏 原文〕 


a 一  德也 加內外 之德以 然後頓 定法 而免 於切但 上中下 下々 s 品 依 

利 事 法定 倏々 ロ傳 

一石 五斗 山 之上德 

一石 三 斗 川 之中德 

一石  野 之下德 

合 三 石 八 斗 外 之三德 上中下 

一 石 二 斗 六 升 七 合 ョ 德均之 

一石 三 斗 居 之中德 

一石  村 之下德 

七 斗  民 之 下々 德 . 

合 三 石 內之 三德中 下下々 

一石  三 德均之 

傳曰 

一 石 二 斗 六 升 七 合 外 之三德 

一石  內 之三德 

一 石 一 斗 二 升 五合  田 之四德 

合一 一； 石 一一： 斗 九 升 二 合 

右 以六數 使 爲貢法 

免 五六 分五漦 ir 毫 

內 五六 分  成 免 

同 五 釐三毫  口 傳依之 呼 之 

若 外 于三德 有 缺德則 省 之 有 德於外 之 于三德 分 之 補 缺德則 備外之 

コー德 者 也 內外田 之 三德各 補其缺 德然 一一 一事 均 之 爲與免 古卷； 大子爲 

111 五  . 
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一二 六 


藉田千畝樣而朱紘躬^来邾諸侯爲藉田ほ畝：；免而靑紘躬^^^-耒耜以 

事： 大地 山川 社 枝 先 公敬 之 至 也 民 其淳化 德歸而 I： 免 主 泰稅斂 呼之誚 

調. な：；^: 與ぉ乎 後世 乂免作 凡 田 有 上中下 位 故撿校 一一 一 德爲正 税是人 

臣從ぉ職謂致仕矣是以三^$齊而贈田免或ー：ム八於免 一 於袁 故民勸 

而ル il-M, 述依 之與免 一： ム此 古法 也 乂內外 田 之 三德以 成就 謂 之 成 也 

海之德 s: 品 

-上德 负避海 ぷ 1： 季 共有 漁 舟 審則爲 之 上 德上則 准 上田 

中德 負 山 草木 多 s.^ 饒則爲 之 中 德中训 准 中 田 

下德 雖不穀多以^^！^^不乏民燈则爲之下德下則准下田 

下々 德 不ね， ーハ： • 木 m 稀而 春秋 有 漁 舟^ 则爲 下々 德下々 則淮 下々 

田 

t.?:.;d 湖 之德准 之^ 乎 外之缺 四 德爲 H 德者海 江 鄰村鄕 微而從 山野 

as- 多是 以外 缺 §: 德 ^三徳 所謂 内外 七德 Ji^ 爲； 大德地 之 體也人 

之 川 也 S 地方 或 失お 德催其 川 故 補缺德 一一； 毐均而 海 江 之 德加外 三 


石，. 斗 

石 三 斗 

石 

石 五斗 


山 之上德 

川 之中德 

野 之下德 

海 之上德 


合 五 石 三 斗 

內 一 石 七 斗 六 升 七 合 

海 之 一 德合期 而補未 及 川 野 ニ德而 使爲貢 法 者 

也  』 


一石 三 斗 居 之中德  . 

一 石  村 之下德 

七 斗  民 之 下々 德 

合  一二 石 

內 一 石 三徳 均 之 

一石 七 斗 穴 升 七 合 外 之 一一！ 德 

一石  內 之三德 

一石！ 斗 二 升 五合 田 之四德 

合 三 石 八 斗 九 升 二 合 

免 六 s: 分べ 釐六毫  . 

內六 S 分 成 免 

同 八 釐六毫 剪 捨之故 IS 免 於  一 M 也是爲 當 國之御 制 

右 者 分 公田 私田而 一 夫 之 耕 所 田 二； 反 畠 三 反 也 二 夫 職 一 町 二 反 也 

反. 打是 三百 六十 步從 秋赏！ ^1 調赏然 弘仁之 制 取 夏 麥如正 稅其後 

ra 帛而 年之贡 定 ， 

一 德四 品之傳 

上田 上德 一石 五斗 

同 中德 一石 斗 五 升 

同 下德 一 石 四 斗 

同 下下 德 一石 三年 五 升 

中 田 上德 一石 三 斗 

同 中德 一石 二 斗 二 升 五合 


同 下 ほ ！石！ 斗： 九 升 

同 卩下， ほ 一 石 て开五 合 

下田 上德 一石 

同 中 X:- 九 斗 二 升 五合  - 

同 下？： ：- 八 斗 五 升 

同 下々 德 七 斗 七 外 五合 

下々 m ヒ セ斗 

同 中德 六 斗 五 升 

同 下德 六 斗 

同 下々 德 五 斗 ：.^;• 升 

右 一 德之內 又 四 品 兼 而內外 田 之 H 合 而爲與 免 也 一 德四品 之 法 上 

田 一 石 五斗 之 內中田 一 石 三 斗 取 二 斗餘是 上中下 下々 之 四 分 之 則 

各..^.,升宛中下之法淮上田四品下下田 一 德 品 下々 田 七 斗 之內上 

田 端 五斗 取 则ニ斗 餘殘是 四 品 分 則 各 五 升 宛 仍三品 配 四 品 

公田 私 田 一 致 分 米 之 法 

上田 一石 歩数 二百 步 一 步 生米 一 升 二 合內九 合作 德 分配 同 三 

合爲 z 年お 

此出米 二 石 W 斗 

內 一石 八 斗 作德 配分 

同 六 斗  爲 5： 年 倔 

中 田 一 石 步數 二百 一 二十 一 步 一 步 生米 一 升 四 勺 內七合 八 勺 作 

德 分配 同 二 合 六 勺爲 凶年 備 
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此 51 米 二 石 四 や 右！： 新 

下田 一 石 歩数 二百 歩 一 歩 生米 八合內 六合 作德 配分 同 二 合 は 

凶年 貯 

此出米 二 石 i: 斗 右同斷 

下々 田 一石 步数 W 百 二十 九 歩 や； 米 五合 六勺內 ra: 合 二.： r 作德分 

配 同 一 合 四 勺爲 M: 年貯 

此出米 二 石 3： 斗 右 21； 斷 

高 合 s: 石 

生米 九 石 六 斗 

内 二 石 i: 斗 爲 凶年 偏 一一-年 耕而 一 年之稱作德^151也 

同 七 石 二 斗 作德 分配 

內 一 石 八 斗 mn? 均 之 

内 六 斗  一一： 分而ニ 於去爲 公田 之 貢 也當時 之定免 

六 成 于此起 者 也 

同 一 石 二 斗 一一-分 而其 一 於 去 爲私田 之 民 領也然 民 其 

家 養 者 也 

右田 合 W 石 配 四季 生米 九 石 六 斗 田 之 四 品 分之稱 二十 四 氣貯配 之 

于 二分 之 則 至 十二月 之 數分米 七 石 二 斗 者卽配 七十 二 候 貯米ニ 石 

m 斗 亦 配 二十 E 氣均米 一 石 八 斗 配 土用 一 候之于 五分 之则稱 一 年 

之數 公務 六 斗 一 候 之于： P: 乘 之則應 一 月之數 私用 一 石 二 斗 一 候 之 

.于 五分 之 則 亦 至 二十 E 氣 ES: 步之 生米 總則 一一-升 六合 一 候 之于五 

分 之 则乂稱 七十 二 候 田 生 s: 步分米 總则ニ 升 七 合 土用 十八 日 分 之 

則應 十五 一 氣亦 三分 之而配 一 候 凡 一 年 者 三百 六十 日 七十 二 候 二 
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十四 氣而 成就 公田 私 田 之 分量 者皆稱 一 年 之 配流 者 矣有ギ 氣盈朔 

虚故 一一：： 中 而悶月 於 置于. S 有配 貯法故 三年 耕而得 一 年 之 食 四品總 

而爲之 一 德是 地 之 良法 也 

當國斗 代 之 起 四 六 之 法 


三分 之 法 

1 升 四 合 

三分 之 法 

一 升 二 合 

II 一分 之 法 

1 升 


上 一 升 六合 

1 步 中 一 升 w 合  上作！ 年 

下 一 升 二 合 

上 一 升 四 合 

1 步 中 一升 二 合  中 作 一年 

下 一升 

上 一 升 二 合 

1 步中 一升  下作 一年 

下 八 合 

合 三 升 六合 

1 升 二 合 三年 平均 而是 一 年 宛 上田 一 步之爲 生米 一 一一 年貍 

.  一度 計 凶年 而使爲 之 傰者乎 

1 反  I 一一  百步 

生米 一一 一石 六 斗 

內九斗  爲入貢 

二 石 七 斗 民領 

凡百 於分而 六十 於 爲民領 四 十於爲 入貢 其 分配 之 法 百 於 分配 則于 

民 w 十于赏 四十 餘殘 二十 于民分 與而民 領總而 六十 也然則 分配 之 


H 十其于 一 各 五 於^ 而 爲民領 三百 步 生米 三 石 六 斗 是爲分 米則于 

民 一 石 八 斗于贡 一 石 八 斗お 叙 一 石 八 斗 于十其 五 於^ 則 爲ニ石 七 

斗 一 反 之 生米 三 石 六 斗 之 內ニ石 七 斗 取 則 入貢 九 斗 也 《ts 之 四 分 一 

亦 田 三百 步 分配 之 則 民 領于百 得 六十 則 百 八十 步民之 納米ニ 石 七 

斗于百 八十 步分 之于： 6 步乘之 則 分米當 一 石 五斗 是 一 反 之 斗 代 也 

于百步 乘之者 三百 步 一一： 分而 所以 爲貢地 也 一 反 之 生米 一一-石 六斗內 

外 于六德 分 之 則 爲六ヰ 一 反 之 斗 代 一 石 五斗 乘之則 生米 一一-石 六 斗 

入貢 知 爲九斗 者 也 內外田 之 總米于 六 分 之 知 入貢 也 入貢 九 斗 於 一 

反 之 斗代于 一 石 五斗 分 之 則 斗 代 一 石 之 入貢 六 斗 也 生 于反以 米 之 

多少 爲分米 故 謂 之 斗 代 也 

上 一 升 二 合 


ー步 中 一升 

下 八 合 

上 一 升 

ー步 中 八 合 

下 六合 

上. <合 

1 步 中 六合 

下 四 合 

合 二 升 四 合 

八 合 


三分 之 法 

1 升 


I 一一 分 之 法 

八 合 

三分 之 法 

六合 


上作 一年 


中 作 一 年 


下作 一年 


i ニキ 平均 是 一 年 宛 下田 一 步之爲 生米 皆 風 

霜 鳥 虫 、去 然後計 凶年 爲之備 者 也 

三百 步 


生米 二 石 四 斗 

內六斗  爲 入貢 

同一 石 八 斗  民^ 

分配 之 法 右 同民領 一 石 八 斗 于百八 十 步分之 于百步 乘之則 下田 一 

反 之 爲分米 知 之 一 反 斗 代 高 然後計 入貢 者 也 

中 者 獨可呼 之 無名 而 上下 之 間 謂 之 中 下々 者 下 之 劣者 乎 故 上田 之 

斗 代 一 石 五 斗 之內下 m 之 斗 代 一 石 取 則 五斗 餘殘四 六 之 法 民領于 

百 得 六十 以是 五六 呼而 五六 爲三斗 下田 之 斗 代 加 添 然爲中 田 之 斗 

代^|^也亦下2之斗代ー「斗取而爲下下田斗代也白田者田之斗代各三 

分 一 是爲. =5 斗 代 也 中國者 S 之 斗 代 一一： 分 之 一 去 而爲畠 之 斗 代 乎 

上田 一反  分 米 一石 五斗 

中 田 一反  分 米 一 石： 一； 斗 

下田 一 分 米 一石 

下々 田 一反 分 米 七 斗 

常 國ロ米 之 起 內外四 六之傳 

納貢米 六十 石 

口 米 一石 二 斗  . 

右 四 六 之 法 靑于 百民領 六十 納 貢？： 十 也然則 三百 步之民 領爲百 八 

十 步分米 之 法 者 三百 步裁而 百 五十 步于 十而五 於^ 训民^ 爲 二百 

二十 五步而 二百 二十 五 步之內 百 八十 步取則 四十 五步 不足 民領三 

百步貢 地 爲百ニ 十 步然分 米 之 法 三 百 步之內 二百 二十 五 步取則 貢 

地 七 T 五 せ. 也 ぱ 二十 步之內 七十 五 步取則 貢 地 四十 五 步餘 也然而 
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民領之 不足 貢 地 之餘合 期則爲 九十 歩 是^！ 則 一 步之 生米 八 合 

算則七 斗 二 升 入 S 六 斗 1^ 則 一 斗ーー升餘名之謂夫米ロ米然于赏^^ 

上納 之 分 夫 u 训夫米 者 八 升 口 米 升 也 然^ 外 無 諫^ ほ M 東 之 

御 制然赏 國者以 草木 登 入 頁 于 六十 石 f2 木 十搭： 炭 tii  一  1 ^把. ほ^ 百 

11 一十 丸 竦 三十 俵. ぎお 冬-垣 百姓 勤 之此外 馬：： 一十 匹；：；， i 夫 二-十六 人出 

之 以爲寒 1 夫 ：！ 米 や 二 石 之 內十石 八 斗 免 于民而 其 十分 一 號ロ米 

一石 二 斗 上納 之 1^ 米 百 八十 石 口 米  一一 • 石 六 斗 常 ： ； 人 扶持 方 故 後 is 

政所 免 乎 

檢地 町反大 積之傳 

上田 ニ萬步  高 百 石 

此町反 六 町 一，、 反 六： 六 六 六 

自 上田 于 一 町附 一 反 マ • 畝 1： 過 

中 3  二 萬； r 千 七十 七步  高 百 石 

此町反 七 町 六 反 九 畝 二三 コー 

內 一 町 二 畝 五 七勝于 上田 

自 上田 于ー 町 附五反 過 

下田 三萬步  高 百 石 

此町反 十 町 

內ー r 町 一一 • 反 三 畝 三 三勝于 上田 

自上 E 于 一町 附 一町 一 反 四 畝 三 過 

下下 田 TO: 萬 二 千 八 百 五十 七步 高 百 石 

此町反 十四 町 二 反 八 畝 五六 六 
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內七町 六 反 一 畝 九膨于 上田 

增過之 町 1!^ 四 分之傳 

中 m 一反 五 畝 四  下下 鄕之法 

此步数 四百 六十 二 步是四 分 則 各 百 十五 步 五お 

同ー反ー畝：.^-五  下 鄕之法 

此步数 三百 四十 六步五 

自 下下 鄕步百 十五 步五取 

同 七 畝 七  中^ 之 法 

此步数 二百 一一； 十 一 步 

自下 鄕步百 十五 步五取 

E:ir 畝 八 五  上 鄕之法 

此歩 数百 十五 歩.. 

自中 鄕步百 十五 步五取 

下田 五 反  下下^ 之 法 

此歩数干五百步是2:分則各三百七十五步^^ 

同 三 反 七； 五  下 鄕之法 

此歩數 千 百 二十 五步 

自 下下 鄕步 三百 七十 五 步. 取 

同 二 反 五 畝  中 鄉之法 

此步數 七 fn 五十 步 

CI 下鄉步 三百 七十.； 歩 取 

i— i  —.ys, 法  [ 


き 

此 歩数 三百 七十 五步 

自中 15 步 V 百 七十 五步 1^  い- 

下下 田 一 町 一 反 5： 畝： 一一 下下 瑯之法 

此 歩数 三千 w 百 二十 九 步是四 分 则各八 百 五十 七 歩 二 五 

同 八 反 五 畝 七 二 五  下 鄕之法 

此步鼓 二 千 五 百 t 十 一 步七五 

自 下下 鄉步八 百 五十 七 步ニ五 1!^ 

同 五 反 七 畝 一 五  中 鄉之法 

此步 数千 七 百 十四 步五 

自下^ 步八百 五十 七 步ニ五 取 

同 二 反 八 畝 五 七 五  上 鄕之法 

此步數 八 百 五十 七 步ニ五 

自中^ 步八 百；. P; 十七 步ニ五 

町 反大積 定法 

上田 一町 

中 田 一 町 三！ fg 八 五 

下田 一 町 一 反 二 畝 五 

下下 田 一 町 二 反 八 畝：. 七 五 

合 ra: 町 gt 反 四 畝 九 二 五 上鄕 定法 

上田 一 町 

中 田 一 町 七 畝 七 

下田 一 町； 反五駄 


下下 田 一 町 五 反七歙 一 五 

合 四 町 八 反 九 畝 八 五 中鄕 定法 

上田 一 町 

中 田 一町 一反 一 畝 五 五  - 

下田 一 町： r 反 七 畝 五 

下下 田 一 町 八 反 五 畝 七 二 五 

合 五町； 一； 反 四 畝 七 七 五 下鄕 定法 

上田 一 町 

中 田 一町 一 反 五 畝 四 

下田 一 町 五 反 

下下 田 二 町 一 反 w 畝 三 

合 五町 七 反 九 畝 七 下々 鄉：； 法 

十 町 順逆 分配 之 法 

勝地 下々 鄕之制 

1、 上 鄕十町 定法 四 町 s: 反 四 畝 九 二 五分 之 

下下 田 

內ニ町 二 反 七 五 七 (二十 一一 ー步) 上田 

下田 上 ra 之 畝 定法 一 零 一 r 八 五乘之 

同 二 町 一一； 反 三 畝 rax 十二 步)  中 田 

中 田 上田 之 畝 定法 一  一 二 五 乘之 

间 二 町 五 反 二 畝 八 五 (二十 六步) 下田 

上田 上田 之 畝 定法  一 二 五 七 五乘之 
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同 二 町 八 反 八 畝 九 八 (二十 九步) 下下 田 

勝地 下 鄉之制 

一 、 中 1- 十 町 定法？： 町 八 反 九 畝 八 五分 之 

下々 田 

內ニ 町；！ 畝- 一 四 (四 步)  上田 

下 E 上 H 之 畝 定法 一 零 七 七乘之 

1:^ 二 町 一 反 九 畝 八 六 (二十 六步) 中 田 

中 W 上田 之 畝 定法  一 二 五乘之 

同 二 町 五 反 五 畝 一  >, 、(五 4}^)  下 H 

上田 上田 之 畝 定法 一 五 七 一 五乘之 

同：. 町ニ反八ニ(ニ十.：^-歩)  下々 田 

勝地 中 鄉之制 

一 , 下 鄉十町 定.； 五町 一一： 反？；；^ 七 七 五分 之 

下々 田 

內ー 町. へぼ 七 ：^ぉ  上 K 

下 B 上 E 之 ^定法 一 一 一 五：. 乘之 

冋ニ町 八 畝 五 九 (十八 歩)  中 2 

巾 m 上 m 之 畝 定法 一 三 七 五乘之 

同ニ町：.^-反七ぺ1 一 一 (三 歩)  下 5 

上田 上 W 之： g 定法 一 八 五 七 二 五 If- 之 

！ iM 一： 町 5： 反 七； (九 歩)  下々 田 

勝地 上^ 之 制 

1 、 下下 鄕十町 定法 五町 七 反 九 畝 七 分 之 
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下下 田 

內 一町 七 反 二 畝 五 (十五 歩)  h 田 

下田 上田 之 畝 定法 一 一 五 W 乘之 

冋 一町 九 反 九 畝 零 七 (二 步)  中 田 

中 田 上田 之 畝 定法 一 五乘之 

1: 二 町 五 反 八 畝 七 五 (二十 三步) 下田 

上田 上 W 之 畝 定法 二 一  四 一一： 乘之 

冋三町 一 ハ反九 畝 六 八 (二十 步) 下々 田 

從鄉村 之 上下 雖千 萬町以 定法 分 之则獨 上田 之 町反顯 T 祈 也 若 四重 

地各有勝地^_?:其法以逆向^則其制無于民厚薄者乎0^カ物者1".^- 

行 具 物 各相應 6^ 田 者 爲天惠 之 至 盛 地勢 之 巨 德故制 之 有 九 井 之 法 

撰 之 有 四 品 之 法 而其位 皆 准 人 之 形以是 上田 者 稱人之 中 2 者應 

入 之 胸" 卜 ra 者 准 入 之 腹 下下 EH 者 譬人之 足 總而爲 之  一 ^是撿 地 之 

大要 也 若 1.^ 此 分配 則 不具 人 之 问 而使爲 村民 惑 亂者乎 故 積 田 畝 之 

多少 而以 反米 任 民 之 勤 課 之 爲其據 者皆以 一 步 生米 斗斛定 從畝步 

！ 5pi^ 而使爲 町 反 分配者 也 

一 國九 品際兑 守 捨之法 

検地 之 法 者皆頓 11 一重 之 制 處也然 赏制有 下下 制 故 其法爲 四重 者 也 

于 地入贡 之 有 遠近 有 多寡 强令 之 同 乎是以 一 國之地 s: 分而爲 

其 制而已 一 邑 一 村 亦 H 、地 於 四 分而爲 上中下 下下 之 地也然 上品 之 

于地有 下品 之 地下 品之于 地. S 有 上品 之 地而兼 撰鄕村 上下 其 法定 

故 制 町 反 有 守 捨之法 槪從其 則 E 十 步側之 模十歩 則 爲有地 百步是 


爲 九十 歩 于民免 地 所以 補： 小足 皆 從其制 者 也 上田 于地有 中 下田 側 

之 則 百 步地於 順法 而爲百 十 步民之 借 空地 所以 勸瞎德 或 缺有地 或 

借ル；^地：^于際見豎守橫捨撗守豎捨之有ニ^^呰、5^-其法欲"化修爲安 

者 也 

蓋 論 1 國九品 之 法則 乂各以 一 德 W 品 之 法 爲其制 也 託 三百 歩爲 一 

石 il 斗 五 升 則 以其米 分 米 則 上田 一 石 之歩爲 二百 七步 上田 定步取 

二百 步則七 步於殘 是定歩 分 二百 七 步则于 百 步赏三 步半然 百步地 

缺三歩 半而爲 九十 六 步半于 民 免 其 地 所以 補 不足 中 田 下田 下下 W 

亦 准 之 是爲中 品 之 制 下品 下下 品 告從此 制 者也然 上田 之 于地制 中 

下 S 則 中 田 定步自 二百 三十 一 步 上田 定步取 二百 步則 二： 十 一 歩殘 

田 之 w 品 分 之 則 當七步 七 五 是中田 定步于 二百 三十 一 步分 之： 白步 

附三步 三 五 中 田之備 空地 使爲有 地下 田 下下 田 亦 准 之 中 田 之于地 

制 下田 下下 田 則 順法 而後 田 之： r 品 分之而 下下 田 于定步 分 之 51 13 

步之法 若 借法缺 法相 並 則 勘校 過不及 而可順 當道其 精 法 後述 之 者 

乎 

上段 之 制 

一、 上田 一石 步數 二百 步  分 米 一 石 五斗 

一、 中 3 一石 步數 二百 三十 ー步 分 米 一石 三 斗 

一、 下田 一石 步數； 一一 百步  分 米 一 石 

一、 下下 田 一石 步數 W 百 二十 九步 分 米 七 斗 

中 田  一 一； 步三五 

四 分 之 法 上田 之于 地下 田 百 步附八 步三五 滅之 

下下 田  十三 步三五 


下 ：5  七 4x  ,-、  .1 ゝ 

一一： 八 刀 之 法 中 田之于 地， ，J 百 歩附， ， 、翱之 

下々 田  十五 步三八 

二分 之 法 下田 之于 地下々 田 百歩附 十五 步 滅之 

中段 之 制 

于百 步附； ユ步 五！^ 

、上田 一石 步數 二百 七步 分 米 一石 2： 斗 五 升 

于 fa 步附 六步^ 

、中 田 一石 歩数 二百 十五 步 分 米 一石 二 斗 二 升 五合 

于 百步附 八步槽 

、下 3 一石 歩数 三百 二十 四步 分^ 九 斗 二 升 五合 

于百步 附七歩 七^ 

、下々 田 一石 歩数 四百 六十 ニ步 分 米 六 斗 五 升 

中 田  三 步八七 

w 分 之. 法 上田 之于 地下 田 百 步附九 步零三 诚之 

下下 田  十三 步八 

%  下田  ，、お  一二 

三分 之 法 中 田之于 地； 百 歩附ノ  诚之 

下下 田  十五 步六 

二分 之 法 下 S 之于 地下 下田 百步附 十四 步九 M 之 

下段 之 制 

于 百步附 七步^ 

、上田 一石 步数 二百 十 g: 步 分 米 一石 四 斗 

于 百歩附 十一 一； 步^ 

、中 S 一石 步數 二百 六十 ー步 分 米 一石 一 ヰ 五 升 


于： .a 歩 附十人 歩せ 

、下 3 一石 歩数 jil 百 五十 三步 分 米. へ 斗 • 太 升 

于 百步附 十七 歩^ 

、 下下 田 一 石 步数 五百步  分 米 六 斗 

中 田  四 步五 

TO: 分 之 法 上 m 之； 十 地下 口 百 步附九 步八四 滅之 

下下 田  十 四 歩： 一一 

下田  \  42^  "ヽ \ 

ir 分 之-:^; 5 中 田 之于地  百歩附  減 之 

下下 田  十五 步カ 

二分 之 法 下 3 之于 地下 下田 百 歩附十 四 步七 減 之 

下下 段 之 制 

于百 歩附十 一 歩^ 

，上田 一石 步数 二：. a  二十 ニ步 分 米 一石： 一； 斗 五 升 

于 百步附 二十 一 歩^ 

、中 田 一石 歩数 二百 七十 九 歩 分 米 一石 七 升 五合 

于 百步附 二十 九步^ 

、下田 一石 歩数 三百 八十 七 歩 八 刀 米 七 斗 七 升 五合 

于 百歩附 二十 七 歩^ 

、下下 田 一石 步数五 百 四十 五步 分 米 五斗 五 升 

中 田  五步 一 一 

分 之 法 上田 之于 地下 a 百 步附十 や^ 七 诚之 

下々 H  十四 歩 八 
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秋 田 叢 

三分 之 法 中 田 之于地 


第 十 

下田 


卷 


, ア . 九步三 

百步附 

下下 田  十六 步三 


M 之 


二分 之 法 下田 之于 地下 下田 百步附 十四 步五 減 之 

右^？诚之法或自^步減步取自ぉ步^步取而^^之何餘殘以爲其 

制而ヒ 

一 德四品 十六 段 之 免 之傳 

/ 上段 四 品 

、 上 一 石 五斗  山川 野 三分 一 德 

、 上 一 石 五斗  居 村民 三分 一 德 

上段 之 法  勝地 之 法 一 石 二 斗 一升 一 合 

、 一 石 九 升 六合  田 之 w 品 一 德 

加 勝地 之 法則 免 七 

合 四 石 九 升 六合  免 六 八 分 

、 上 之 中 一 石 w 斗 五 升  山川 野 三 八 刀 一 德 

、 上 之 中 一 石 四 斗 五 升  居 村民 三分 一 德 

上段 之 法  勝地 之 法 一石 二 斗 一升 一 合 

、 一 石 九 升 六合  田 之 四 品 一 德 

加 勝地 之 法則 免 六 八 分 

合 三 石 九 斗 九 升 六合 免 六 六 分 

、 上 之 下 一 石 四 斗  山川 野 三分 一 德 

， 上 之 下 一 石 四 や  居 村民 三分 一 德 

上段 之 法  勝地 之 法 一 石 二 斗 一升-合 


i 

、 一 石 九 升 六合  田 之 四 品 一 德 

加 勝地 之 法則 免 六 六 分 

合. 1; 石 八 斗 九 升 六合 免 六 四 分 

、 上 之 下々 一 石 一一 一斗 五 升  山川 野 三分 一 德 

、 上 之 下々 一 石 三 斗 五 升  居 村民 n. 分 一 德 

上段 之 法  勝地 之 法 一石 二 斗 一升 

、一石 九 升 六合  E 之 四 品ー德 

加 勝地 之 法則 免 六 五分 

合 三 石 七 斗 九 升 六合 免 六 三分 

中段 四 品 

、 中 一 石： ニキ  山川 野 一一 一分 一 德 

» 中 一 石ョ斗  居 村民 三分 一 德 

中段 之 法  勝地 之 法 一 石 一 斗 九 升 五合 

、 一 石 七 升 二 合  田 之 四 品 一 德 

加 滕地之 法則 免 六 三分 

合 三 石 六 斗 七 升 二 合 免 六 一 分 

、 中 之 中 一石 二 斗 二 升 五合 山川 野 三分 一 德 

、 中 之 中 一 石 二 斗 二 升 五合 居 村民 三分 一 德 

中段 之 法  勝地 之 法 一 石 一 斗 九 升 五合 

、 一 石 七 升 二 合  田 之 四 品 ！ 德 

加 勝地 之 法則 免 六 

合一 「石； 五斗 二 升 二 合 免 五八 分 

、 中 之 下 一 石 一 斗 li- 升  山 mn; 分 一 德 


V 中 之 下 一 石 一 斗 五-升  居 村民 三分 一 银 

中段 之 法  勝地 之 法 一 石 一 斗 九 升 五合 

、 一 石 七 升 二 合  田 之 品 一 德 

加 勝地 之 法則 免 五八 分 - 

合一 r 石 一へ 斗 七 升 二 合 免 五六 分 

、 中 之 下下 一 石 七 升 五合  山川 野 一一-分  一 m 

, 中 之 下下 一 石 七 升 rf- 合  居 村民 三分 一 德 

中段 之 法  勝地 之 法 一 石 一 斗 九 升 五合 

、 一石 七 升 二 合  田 之 四 ni 一  德 

加 勝地 之 法則 免 五 五分 

合コ； 石 二 斗 一！ 升 二 合 免 五三 分 

下段 四 品 

、 下 之 上 一 石  山川 野 三分 一 德 

、 下 之 上 一 石  居 村民 一一-分 一 德 

下段 之 法  勝地 之 法 一 石 一 斗 七 升 六合 

、一石 五 升 二 合  田 之 四 品ー德 

加 勝地 之 法則 免 五 二分 

合 三 石 五 升 二 合  免 五 

, 下 之 中 九 斗 二 升 五合  山川 野 三分 ！ 德 

、 下 之 中 尤斗ニ 升 五合  居 村民 三分 一 德 

下段 之 法  勝地 之 法 一 石 一 斗 七 升 六合 

、一石 五 升 二 合  田 之 四 品 一 德 

加 勝地 之 法則 免 五 
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合 二 石 九 斗 二 合 

, 下 之 下.^ 斗 五 升 

、 下 之 下 八 斗 五 升 

下段 之 法  勝地 之 法 

, 一石 五 升 二 合 

加 勝地 之 法 

合 二 石 七 斗 五 升 二 合 

、 下 之 下下 七 斗 七 升 五合 

， 下 之 下下 七 斗 七 升 五合 

下段 之 法  勝地 之 法 

、 一石 五 升 二 合 

加 勝地 之 法 

合 二 石 六 斗 二 合 

下下 段 四 as 

、 下下 七 斗 

、 下下 七 斗 

下下 段 之 法 勝地 之 法 

、 一 石 三 升 *r?- 合 

加 勝地 之 法 

合 二 石 四 斗 三 升 五合 

、 下下 之 中 六 斗 五 升 

、 下下 之 中 六 斗 五 升 

下下 段 之 法 勝地 之 法 


山川 野 ：1; 分 一 德 

居 村 Ki 一； 分  一 ic- 

！ 石 一 斗 七 升 六合 

a 之 S 品 一 德 

則 免 s: 七 八 刀 

免 四 五八 刀 

山川 野 三分  一 ic- 

居 村 ：！^ II； 分 一 德 

一 石 一 年 七 升 六合 

田 之 四 品 一 德 

训免四 五分 

免 四 三分 

山川 野 三分 一 德 

居 村民  一 r 分  一 ^ 

一 石 一 斗 五 升  一 i; 合 

田 之 i: 品 一 德 

則 免 m  二分 

兌 四 

山川 野 三分  一 ^ 

居 村 K: 一； 分 一 德 

一 石 一 斗 五 升 三 合 


i 


秋 田 蕺書第 十 一 卷 

1 、 一 石 三 升 五合  田 之 四 品 一 德 

加 勝地 之 法則 兌 四 

合 二 石 H 斗； 一-升 五合 兌 三 八 分 

一 、 下下 之 下 六 斗  山川 野 三分 一 德 

1 、 下下 之 下 六 斗  居 村民 一一 一分 一 德 

下下 段 之 法 勝地 之 法 一 石 一 斗 五 升： ！• 合 

1 、 一 石 三 升 五合  田 之 四 品 一 德 . 

加 滕地之 法 训免三 九分 

合 二 石 二 斗 三 升- rfU 口 免 三 七 分 

1 、 下下 之 下下 五斗 五 升  山川 野 三分 一 德 

1 、 下下 之 下下 五斗 五 升  居 村民 三分 一 德 

下下 段 之 法 地 之 法 一 石 一 斗 五 升 一 「合 

1 、 一 石； r 升五合  田 之 s: 品 一 德 

加 勝地 之 法則 免 三 七 分 

合 二 石 一 斗 n: 升： J1<:1 免； 一； 五分 

右 十六 段 之 免 者 勝地 町 反於變 则亦爲 三十 二 段 大槪從 一 德 叫 品而 

顯頌逆 之 制 者 也 陋行極 免 六 仄分ほ 逆行 極 免 七 又 三 五分一 一一 セ分頌 

逆 之 終 免也是 SI 重 本末 之 法也盖 山川 野 之勝德 則 居 村民 之 德劣居 

村民 之 勝 則 亦 山川 野之德 劣者 也 不能 齊六德 者 天 常 也 上中下 下 

下 四 段、 # 勘校 其 地 鄕村而 地 之 勝 劣 撰德之 多寡 其 一 段 之 地 之鄉村 

55 分 之 叫 然應免 於 〈s- 不逮其 德免於 同 不然則 次第 分 劣 故 六 八 分 之 

定免爲 一一： 十二 筒 制 如 此則無 其 制 盡餘准 之 若 一 德 足 勝 他： 鄉則 

雞爲加 兌 其 釗不過 七 五分 亦 無自三 五分 劣者 此爲 《s 屈 制乂不 


重 制 山林 之 地 於 或 實濕燥 或 災^ 之 地 者 不抱此 制 而從其 地 之式然 

施 其 法 者 乎 

加 免 五箇 之傳 

諸 材雜木 多 有 茶園 藥園 漆挤桑 皇 等 綿帛豐 紅花 藍 或 有 生 其 于地物 

咸$3諸方民用^1足則償貢 

大川得 他 邦 之 通 貢物 送 或 涉舟船 泊 或 漁獵^ 鄕村版 *4 則 償 

江湖 海 川 船 著 之 津湊或 漁^ 勝 他方 寶 買得 其 利 则償貢 

牛馬 充市鄺 多賣買 璺 爲朕迹 繁多 之 地 則惯貢 

有 百ェ之 爲 $ 造 諸方 備 衣食 鄕村 服ぬ. 則 償 • 一  贝 

右 五 倏者謂 所 內外六 德之秀 德比耕 德而助 民 用 其 財 太 扶持 民则必 

民聚亦不偏财用不多民以是^數^^^：而知德淺深故鄉村之民数總之 

反 於 以分之 則 田 一 町 養 民 六 人？！ 一  反 六 分 此爲田 民 於 養 定数 也， 過 

于六人 則 其餘. 分 之 于四爲 反米 內外田 之； 一： 德併而 加免勸 n 只 從 

茭民之 多寡 以知民 之. 潤德是 へぬ 地 之 大耍也 

H 一反 此養民 九分 一町 九 入 十 町 九十 人 宛則于 定数 三十 人 過 

養 然則加 免勸貢 

內六分 爲田之 養 民 定數也 分 之 于四則 知 一反 之 分 

米 故 分之于 S 者 乎 

同 三分 潤 財 之 養 民 

此分米 七 斗 五 升 

1 ， 一 石 二 斗 六 升 七 合  山川 野 一一 *分 一 德 

1 ， 一 石 一一： 斗 五 升  居 村 E 三分  一 ^ 


一石 一 牛 五 升 1 

七 斗 五 升 

合 四 石 五斗 一 升 七 合； 

此成免 七： 力 ■ 分 - 


田 之 四 品 一 德 

潤德之 加 免 


. 當制高 百 石人數 五十 九 人 養之傳 

凡 農民 之 食 一 日 七 合 半 有 業 日 二 合^ 之 一 年 三百 六十 日 五分 一 取 

之 則 七十 二日 無 業 日 二百 八十 八日 有 業 日定據 古法 處也茭 老之年 

行 基 制 民 食 一夫 一日 一升 二 合一 民 七 合 半 是稱常 制 者 乎 一 年 之 民 

食 一一； 石 二 斗 七 升 六合 於以 一 反 之 作 德民領 二 石 二 升 五合 分之则 一 

反之茭 民 赏六分 一 八 田 之 四 品 總而均 之 則 大槪高 百 石 養民爲 五十 

九 入 者 也 

一年 之大數 

柔業之 日 


一一-百 六十 日 

內 七十 二日 

此民  五斗 四 升 

同 二百 八十 八 B 

此民食 二 石 一 斗 六 升 

同 五斗 七 升 六合 

、合一 1 一石 二 斗 七 升 六合 

田 一 反 

此ゃ； 米！  r 石 六 斗 

內九斗 

同 六 斗 七 升 五合 


七 合 半 

强業之 日 

七 合 半 

^食 二 合 

1 年 之 R 食 


入 贡 


同 二 石 二 幵：. ；^合  民 

上田 六 町 六 反 六 畝 六 六 六 (二十 步) 高 百 石 

此養民 四十 一 人 

中 田 七 町 六 反 九 畝 二三 三 (七 步)  高 百 石 

. 此養民 四十 七 人 

下田 十 町  高 百 石 

此養民 六十 一 入 

下下 田 十 m 町 二 反 八 畝 五六 六 (十七 步) 高 百 石 

此養民 八十 八 人 

田 合 三十 八 町 六 反 s: 畝 四 六 五 (十四 步) 高 四百 石 

養 民 合 二百 三十 七 入 

五十 九 人 田 之 四 品 分 之 則 高 百 石 者民數 五十 九 入爲定 数 者 

也 行 某 養老 制 於 一 町 二 反 遣. 出 禁庭储 夫 一 人 古 一 

町 二 反者爲 四 千 三百 二十 步 常時 之 田 四 品 總之則 

十 一 萬 五 千 九 百 三十 四步 古法 于 四千 三百 二十 步 

分 之 則 爲傭夫 二百 六十 八 人 過 於 常 制 一一 一十 一 入 民 

数 之不及 古法 者是依 一 反生米多少者乎常制^5^ 

女幼童總而高百石五十九人養^^也^冇仂扶训民 

數聚而 夫 転 之 耕 之 其婦蠶 織 紡^ 使 爲與業 則飢塞 

愁除然 後 用 民力 歲不過 w 日號之 g: 季 K 役然則 一 

年之勤夫者ニ百三十六人^從古制而其役定^！？也 

四季 民 役 配分 之 次第 


訂正 御 格式 (^江 氏 原文) 


1 一一 一七 


秋 ra 鼓 書 お 十 一 卷 


一一 一； 八 


二百 三十 六 人 

內 九十 人 

此 扶持米 九 斗 

同 三十 人 

此 扶持米 三 斗 

同 四十 人 

此 扶持米 s; 斗 

同 四十 人 

此 扶持米 四 斗 

同 三十 六 人 

扶持米 合 二 石 

右者納 1K 大底爲 六十 石 則 夫 米 二 石 免 于民而 五十八 石爲 入貢 也 詰 

夫自扶持勤之後季及役銀納^}^若詰夫三十六人馬三十匹.；5_.^仕则扶 

持 米 九 斗 六 升 入貢 割 而免之 外 藁 百 三十 丸 糖 五斗 入 三 十 俵 納之也 


高 百 石 

竈 木十饞 

春 垣 

夏萱 一 萬 把 


追加 苗代 步積 之傳 


今 升 


ロ廣 ra: 寸 九分 


K}- 寸坪六 百 四十 八 坪 二分 七 澄 


深. 二 寸七分 

右 開方 二 尺五寸 四分六 麓 一 毫 

此米！ 一一 萬 八 千 八 百 九十 六 粒 

1 寸 ™I 方 米 六十 粒 置 .豎 六 粒 橫十粒 方 一 寸合者 也 

六尺 五寸 ra: 方 

年寸 "绅四 千 二百 二十 五 Ifl: 


此置米 二十 五 萬 三千 五 百 粒 一 寸 四方 六十 粒 之 法 

上 苗 百 六十 九 把 五寸 e: 方 一 把 定粒數 千 五 百 粒 

中 苗 百 十七 把 六寸 四方 一 把 定粒數 二 千 百 六十 粒 

下 苗 八十 六 把 七寸 11 方 一 把.) ん粒數 二 千 九 百 四十 粒 

下下 苗 六十 六 把 八寸 四方 一 把 定粒數 一一 一千 八 百 四十 粒 

總苗合 1： 百 三十 八 把 

内百-f^,把半 四 分 一 德爲之 定法 

同 粒 数 合 一 萬 四百 四十 粒 

內ニ千 六 百 十 粒 四 分 一 德爲之 定法 

、上田 一反 

此苗 三百 把 苗 一 把 刈 稻四把 之 積 

此粒數 七十 八 萬 三千 粒 

米 升 數ニ升 一勺 三才 

靱數三 升 五 勺五才 

右 苗 田 二 坪 七 分 一一； 釐九毫  定法 

二 坪 七 分 ！r 釐九毫  透 間 

合 五坪 TO: 分 七 釐八毫 

高 一 石 付 三 坪 六 分 五 釐ニ毫 

、巾 田 一反 

此苗 三百 四十 把 定法 三百 把 上田 一 石 五斗 分 之 爲與ニ 上田 

一 石 五斗 之 内中 田 一 石 三 斗 坻則ニ 斗殘上 

田 一 石 五斗 加 一 石 七 斗 也 二乗 之 時 知 其 数 

此粒數 八十 八 萬 七 千 四 百お 


升 數ニ升 二 合 八. tr 1 才 

粗數 一一： 升 八 合ニ才 

右 苗 田 三 坪 一 分五毫  定法 

三 坪 一 分五毫  透 間 ■ 

合 六 坪 二分 一 釐 

高 一 石 付 四 坪 七 分 七 藍六毫 

、下田 一反 

此苗 四百 把 上田 一 石 五斗 之內 一 石 取 則 五斗 殘 上田 一 

石 五斗 加 二 石 也 ニ乘之 知其數 

此粒數 百 四 萬 四千 粒 

升 數ニ升 六合 八 勺四才 

粗 數四升 s: 合 七 勺 三才 

右 苗 田 三 坪 六 分.. P: 釐ー r 毫  定法 

三 坪 六 分 五釐； 一 一毫  透 間 

合 七 坪 三分 六毫 

高 一 石 付 同上 

、 下下 田 一 反 

此苗 四百 六十 把 上田 一 石 五斗 之 内 七 斗取则 斗殘 上田 一 

石 五斗 加 二 石 三 斗 也 ニ乘之 知其數 

此粒數 百 二十 萬 六 百 粒 

升 數三升 八 勺六才 

靱數五 升 一 合 四 勺 三才 

右 苗 田 四 坪 二分  定法 

訂正 御 格式 (澀江 氏 原文) 


四坏 二分  透 間 

合 八 坪 四 分 高 一石 付 十二 坪 

右 苗代 步積 之傳此 一 卷漏者 也 然正保 以来 功 者相傳 之法雖 顯今此 

未 辨其正 異者乎 

此瓷卷 は、 傳聞 くに、 御 (お 國 樣慶長 七 御 《：S1I 御 受領 の 始 は、 晳 

く 先主の 法に した かひ 給 ひて 祖稅 賦役 を 簿し郡 民 を 服 恤し給 ふ 

と い へ とも、 粗關 東の 御 政務 を參 交した まひし 故に 國民 • 御憐 

政の 其 深を辦 すして、 或は 叛、 或は 服す。 叛 しもの を は 悉く 是を 

懲し給 ひ、 服せ る もの をは是 を愛愍 した まふ 御惠 は稻花 の 風に 

和し 給 ひ 、藁 草 をの つから 君德に 偃す。 御仁 政 を は 1^ 水の 流に 浸 

し 給 ひ 畦： fi の 外 まて 潤した ま ひ しか は、 民族 悅ひ 懐き 奉る。 

に 萬^ 御！ I の 基 を 爱に處 した まふ。 然し て^江 內 ii 密に六 郡の 

鄕村を 勘校し、 土 田の 生米 を $3- し、 四 六の 法に 闪て分 米 を E!^, り 斗 

代 を 定め、 同 十五 年より 郡 邑を檢 地して、 三ケ 年に して 漸其 功な 

れり。 然して 後に 內膳郡 鄕を巡 見して、 鄕 村の 免 をき り 諸 役 を 

定む。 又 寬永五 年梅淨 主馬 助 國郡を 巡 見して、 三 靈を變 して n 

S となして 田の 制 をな し、 或は 境々 を 定め、 i; 時の 民 役、 後世に 

民の 力の 勞 せん を考 へ 量， リて是 を 改て役 銀と なす。 

安民の 御 政、 後代に 蹿 した まふ 御 事 も 偏に 二子 共 功に よれり。 し 

かりとい へ とも 要用の 傳、 世に- 滅て是 を しれる も の 稀な り。 爱 

に 梁 某 か 文 粒の ほに、 腿 父 か 久しく 貯 置る 喾 ありし を 取て 袖 中 

美  . 


秋 田 叢書 第 十 一 卷 

にサ おて 來て、 4" 老龜 手に 授 たる もの あり。 不思議に 此書を 得て 

是を 開き 見る に， 御 赏國御 草創の 檢 地の 書な り。 其 書 扮亂し て 

本末 を 失、 然と も 偶 是を紅 得て 情 出して 一 冊と なす。 恐 は 文字 

の 謬り 章句の 遠 あらん 寧 を 俎る もの か。 ^江 內膳は 其 始は足 利 

家の 侍 荒 川惣十 郞と號 し、 若 冠に して 御當 家に 來る。 其 容貌 恭 

にして 心さ ま 優にして 賢く、 幸義宜 ヘム へ 仕 奉りて、 勤て 呢近 忠臣 

となれ り。 後に ま J 江の 家を繼 しめた まひ、 剩ぇ 國 の 柄 を 執 る。 

然るに 牛 丸 兵左衞 門と いひし もの 乂檢 地の 秀才 あり。 ELt 甚兵 

衞能御 當國の 先從を 知り、 此雨 侍、 內膳か 智力 を 助て 或は 古法に 

まかせ、 或は 先 從に耍 き 六 郡の 11 只 法 を 制す。 其 高論 を 立、 方に 書 

と X めた る そ則此 書た る 亊を傳 ふ。 是 御赏國 井田の 良法た るへ 

きもの か。 是 古老の かたり 傳 へし 所な リ。 實に 君恩の 大 なる 事 

を 末代に 是を傳 へ ん爲 め、 愚なる 筆に まかせて 書の 後へ に述る 

ものな り。 

天 和 二 年 九月 吉日 


>^  、  i ひきね s こ §甚 んで甲 「訂 sg」ss した 新田 目 氏 は、 こ . に g 

レ^-^^^-？^ぼ^-こ！^^って 苦心に苦、.^を^ぉ胡《«.-  tsf  f  --  5-  S 

^  、？  也 ま 等が 爲し つ ^ あった 方法 も、 又 田 法 者と 稱 する 

.  i  JJX^  ro  t 、目.^ ら見 ると， やい 時の 檢. fl- ハ.^ せ 一， 力 f 

而も、 其 s? 直ちに 國 

入々 の sif  、餘 つ"； の 根で ま」 ナ れ；， f;.tlt 新田 I の silt ま f 所であった。 斯くて 

.X の！^ 谬を di- きつ X あつたの て これ」 赤 や I  i 

もこれ に § して、 我が S 式の 響 臭 衍 する こと ま，. si 

說 くことの お y と it  nr.- に il-K-s&o ーッ である。 

き 大山 I 氏 所蔵 本で、 此他 S 法 裏， 共に、 is 書 を 以て 同 巧に？ お， 素群 の 一 


俗 田 法論 辯 上ノ卷 

新田 目 道 las 述 

吾が 年 田の 大人の 講談の 言に、 凡て 世の中の 市：〉 にも 物に も、 名が 違て 同じ 物が あく 又 名はガ くて^の 

遠て 居る が あ. 夫 をよ く 調べ 《；- へぬ と 大いに 心得 違が 出來た 6、 又攀强 附會と 中して、 彼と 此 とよ 《 

, >  J ぶ  あながち ひき  っナ あよ 

た 筋の にて 居る 事 をも强 に i; ゆよ せて、 1^ じ 物 じ やと^^さん とする やうな 誣說 も出來 るで 御.. -る。 さ 

れば物 學ぶ人 は (；乂 らの譯 をよ く 心得て ほらぬ と、 折，^ 學ん だる 事 どもが、 諺に も勞 して 功な しと 中す 如 

く、 むだ 骨折と 成て しま ふ 事が 多く あるで 御 坐る。 熟々 世間の gf 者 を 見ます るに、 夫が、 けしから ず 多 

くして 傍よ. 0 兄る に 見 かねる 程、 さてく 筑の 毒な 物で 御 坐る と 申された るが、 是は何 « にチ けても 5 

にと ひ 合 は さ る、 事なる が、 今 吾が 秋 m にて、 檢地^ 方の 輩が 物す る處の 0 法と 云 ふ もの を 見る に、 

夫 は に牽 强附會 の謹說 たら/^ なる のみに て 甚だお の 《 な 物なる が、 夫 も 只^して 功な きのみの 

一 ならん に は 其 輩が 一 分に て 濟 むべき 事故、 傍より 道 茂が 彼此 申す 心 もな き 事なる が、 共 心^ 差 ひよ..^ 

して、 三十 四 S 石なる 御 S 「は 二十 七 fa? 石と 成て、 七 石 ® 高の 無く 成 リし事 也 0 人 は 如何に mM らん、 

^  m  ^  0  (上) 


秋 田蕺書 十 一 卷  i 

ni- 旣に國 家の 大事に 係れる 事な らんと 道 茂が 心に は g はる、 事 也。 ^ま Isum 、ひ ％ くま 寬れ  1  にの 碟 S ば。 口 故 

に、止む|5^-を得ずして申すも亦氣の|;,ぉなれど、彼の^が物する處の非なるを精しく論辯する處な.^。 さ 

て 檢地役 方の 輩、 いかなる 故に 政 光 主の 田 法 を 誤. 9 たる 事な らんと 其 根本 を 熟々 考 るに、 是は 先づ黑 S 

家に 於て、 政 光 主より 傳 へられた る 處の田 法 を餘 6 に祕し 過して、 其 傳書共 を も 人に 見す る 事 を 禁じ、 

彼の 家に のみ 藏め 持る よ， 9 の 事 也。 さて 其 事の 趣 を尙も 精く 云 はんに、 政 光 主の 田 法 黑澤家 へ 傳來の 

故 なれば こそ 甚兵衞 道家の 孫 甚兵衞 道 重 迄 も 郡 奉行に て、 此道重 延寶八 年 迄 勤め 中 川 宮內と M 役た.. 

如何なる 故に や 同年 道 E 郡 奉行 御免に て、 其 代. に は 黑澤多 左 衞門仰 付ら れ中川 宮內と 同役た.^。 き I 

SSSL#^ 、卞ゲ f を驻 IP とべ 同し 氏。 然して、 宫內は 少しく 政 光 主の 法 方を辨 へたる 處の あ.^ げに見 ゆる 事 も あ 

る は、 道 重と 同役せ る 故なる べし。 多左衞 門に 於て は 聊も其 法 方 を辨へ ざ る 者 也。 さて 後 安永 六 年、 執 

政 細 井 光久 主 江^へ 登らる、 時、 政 光 主の 田 法 を 窺 ひ 見られん の 志 あ.^ て、 黑 家より 其傳寄 ども を 借 

S て持參 せられし とど。 其 迄 は家祕 として 其 門 を 出さ る 事と 見 ゆる を、 執政と 云； 5、 且 親族の 緣 ある 

を 以て 此 事に 及べる となん。 然るに 共 年、 光久 主 不幸に して 江戶に 於て 卒された，. 是に 依て 追々 其 

iss" ども 江戶ょ 6a 井家へ 下れる を、 故 あ 6. て其番 共 を、 皆 彼の 家に て 失； S 果たる 也。 面き 一 II がと りた" 

赠 I  一 f む 5 臂 さて 是ょ 6 前享保 中、 旣に吉 田 藤右衞 門、 彼の 梁 某が 文筐ょ .0 出た る 處の御 格式 を 檢地役 

らへ傳 へし 事なる を、 虽§ 家に 於て は是を も 知らず して、 尙獨 吾が 家に のみと 祕し 置る 事に や。 


1^ ゆ II。 抑黑澤 家に 於て、 其 初めよ 6 家祕 として、 此事を 鹿く 他へ 傅へ ざ. - しは^ 心？ 件が たき ポ なれ ど 

も、 此家 にて 郡 奉行 勤めた る內 は、 其 事 を 主宰して 檢地 役ら を 指揮す るに 付て は、 _ ^によ.. -其法 方 を も 

t ゝ 2  ノ  T ト ，_,i.,:i，，- ご、延寶九年御巡見^御下りの時の書付なる付札の趣、天和ニ年に中川ゥ^內、ゅ严深多左衞門へ出し^-る^ 

傳 へたり し と 見 ゆる を « 役の 刪、 茂-木 治：：^ へ 先^の 傳 へたる^ を、 .Is 式の にせる is  ¥v 一 兌て：： ¥」 ^るべ し。 又 iq; 

ぱれ 践旅 一お 諫 WJZ^V^t な延 H 八 年に 道 重 郡 奉行 御免に て 其 翌天和 元年 死^。 同 三年よ 6 は、 

又 如何なる 事に ゃ此 I 行 の富ば 止められ 力る 也。 

§^^00^.L^  "やらの 战 どもに 依. -此後 はいよ く 政 光 主の せ 傅す たれて 、世に は る、 事 

と 成. 0 に けん。 黑澤 家に 於て 郡 奉行 勤めた る 時 迄 は、 免 を 切る 事の 一 段 は、 傳來の 古法 を 以て 邵^ 行の 

せし_$にて、檢地役らの预らざる事な6しと^:3-ゅるを、此天和三年郡奉行相止められ て の 後 は、 免 を 切 

る ー$迄 も皆檢地 役 の す る ^^と な れ る が、其檢地 役 は 古 法 の 傅來を ば 知らざ る を 如 何 ん せ ん 0 是 m 法 の 

亂れ- 初めた る 其 所以な.. 免 を 剪る の 一 段 は 誠に ぼ 家の S 事に して、 輕々 しく 檢地 役ら へ 任せ IS かる 

、^^5-には非ずかし。 扭檢地 役 等 は、 黑澤 家の 指揮に 预 6,^ る 問に は 少しく 其 法 方 を 傅へ られ^る も 

ありし なれ ど、 其傳 $1 など は 見.^ る 事 もな く、 其 皆 傳を受 るに も 非 ざれば、 此遗 には甚 たど 》/\ ^しか 

し を、 黑澤 多左衞 門、 己が 得.^ る 處の土 免 法 を 以て、 撿地 役ら が 云 ふ處を も押镜 めて らに北 (セ免 法 

を 唱へヽ 後に は 彼の 傅？： 錄 など を 著して 是を 世に 殘し， るに 因.^ ヽ い つ， JJ 無く 其 十 免 法に 移，.^ 行つ 、、 

享 保の 比に 至て は 〈¥- に 其 土 免 法と 成... S たる 也。 此 時に 當.^ て 漸に、 彼の 御 格式 檢地 役の 手 へ 渡れる 
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也 0 然れ ども 其 書 霧 誤 旣に極 6, たる 物にして、 並々 の 輩が 讀み 得べき 事に 非ず。 且其輩 は、 己が 得た る 

土 免 法の- ぜ」： を 以て 是を窺 はんとす る 事故、 更に 解し 得る 事に は 至ら ざ 6 じ 也。 然して 其 輩、 只に 空く 是 

を祕 書との み稱 して 重々 しく 其 頂に 頂き 持て、 先輩 三人の 外に は 見す る 事 を も 禁じた ると 也。 己も讀 

得る 事 能 はずして 人に も 見す る 事 を 禁じた るな ど は、 鳴呼是 何て ふ 心 どや。 今は漸 世に 廣ま 6 て 人 皆 

見る 事と な，. >  、是に 依て 道 茂 も 訂正 御 格式 を 著した る 事なる が、 此趣を 聞た らんに は、 彼の 祕 書と も稱 

して 是を 頂き 持べき 輩 は、 馳巢. 0. て も 共に 其 事の 論 を もしつべき 事な らんと 思に る \ を 、今 此 事に は 又 

耳に 手 を 塞ぎて 居る か は 知らず、 是も亦 何て ふ 心 どや。 是道 茂が、 又 例の 大息す る處 なる どかし。 さて 

旣に 云る 如く 、座長の 古 傅 を 亡失せ る は 彼の 土 免 法よ 6 起れ る 事なる が、 政 光 主の 言に、 諸 國は年 免の 

法に して、 檢 地と 云て 定ま，. - たる 事な しと 云 はれ. る 事の 如く、 年 免は檢 地の 法と も 云 ふべ くも 非ぬ 事 

なるが、土免法は其年免ょ6出たる他國の法にして其他國ょ6•入來れる物なれば、先其他國の事ょ.<^是 

を 云ぶべし。 近 比、 伊賀 人 村 田 佐 十郞と 云る が 書る 地方 指南と 云 ふ ものに、 

石高 は 粒 納めよ 6 始 る。 粒 百 石 納る村 を 高 百 石の 村と 云 ふ、 粒 千 石 納る村 を 高 千 石 の 村と 云 ふ 0 

此 石高の 事 は 天 正の 比よ 6 始 る。 元 和 年中に 至 6、 粒 納め 止て 米 納めと 成た..^。 借 米 納めと 成て 

見れば 十： 地の 善惡、 年の 豊凶に 依て、 救 一 升 招て 米 六 七 合 或は 二三 合 得る も あり。 是に 依て 反 取..^ 

と云ふ^* 始ま，.^て、高と、納め米と別々に成，^..^0 今の 高 は、 納め^と 百姓の 作德 米と を 結びた る 


を 云 ふ 


論ずる. 皆 

是に 同じ。 


石高よ f^. 納めより 始 -^、  a 百 石 納る村 を 高 百 石の 村と 云 ふ 由に 云る は 其 通." の 事なる を、 高と、 おめ 米 

と別々に成-^、今の高は、納め米と百姓の作德米とを結びたる物の由に云るは甚しき^リなる物にして 

高と 云 ふ は-せ (に 取る 粗の 事なる を、 田よ 6 出る 總 米の 事と 心得た る 也。 然る 時 は、 高 百 石と 云へば 米ば 

石の 事に して、 內 六十 石 を 納め 米と し、 殘り 四十 石 を 百姓の 作德 米と する 事なる が、 共 云 ふ 處に從 て "ぶ 

, 1  Z 一  石五牛の斗ゃ、の$を、此；^狐にてに浙く云 ふ事なるが、斗代は^;7 一  ぼ こ化(..1«-1^ 

を箅 せんに ヽ譬 へば 十五の 石 盛 6 として l.^;3、，rwa  (ふぽ リ，、 1^ なる をお として 云へ る ものな リ B 一  ぼ，^,. -^Iri 

を f て此米 十五 石 也。 さて 是を當 制の 定法 田 一 町の 養 民 六 人、 此民食 一年 一人に 三 石 二 斗 七 升 六合と 

ノ是ら の？ -.fl 御 f ぷ 十九 石 六 斗 五 升 六合と なる 事故、 總取. CS 十五 石と して は、 其 民の 食 米に も 足. らぬ事 

？  ^ を 見て へ 知るべし -ノ  ， 

國處 によ， OS 民の 法な ど 差 ふ處も あるか 知ら ざれ ども、 一 町の 耕 夫 二人、 其 一 家 六 人の 口  ^ とせる 

中 勘、 多くの 差 ひ は 有る まじき 事 也。 もし 又、 闘 束 よ. > 上方 筋の 民は不 食なる 者と しての...^ 力。 夫に 

しても、 平 人の 如く 五合 抉 持と して 六 人に は 十 石 八 斗 也。 さて 此 流の 云る 五 公 五 民の 法と して、 總取 

り 米の 十五 石へ 五 を 乘て此 貢 米 七 石 五斗 なれば、 民の 食 米と 合せて 十八 石 三 斗と なる 雍故、 十五 石に て 

五公五ほょりは輕き贡^もぁ^-事なきれど、〔ぉュ，^まハ^^^0て然るを9?る入贯民§^^當の^^.*もなくヽ 

は^も 足らぬ 辜 也 1: ムふ處 なれば、 其 中 を 以て 其 上下の 程 を も辨へ 知る ベ し。 夕-/ るお， ： ' jf 

斗 代の 一 石 五斗 を、 田 一 反よ. >  出る 處の總 米と 心得た る は 如何なる 事な らん。 國處 によ. て は - 反よ 
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の 出 米に も 少し 差 ひの あるか は 知ら ざれ ども、 吾が 秋 田に て は、 上 a 一  反よ 6 三 石 六 斗 出る 事なる は 

人 皆 心得，^ る 如くなる を、 一 石 五斗よ 6 出ぬ と 云 ふ 事、 废. 大竺は 如何に あらん、 日本 國 中には 有る ベ き 

事な らん や。 扱 又 云 ふ 迄 もな き 事 なれ ども、 高 ぼ 石と 云 ふ は a の 百 石なる 其譯 は、 今 吾 も 人. も 知行せ る 

處の高 百 石 は則是 粗の 百 石なる 事故、 其 a 一  升に 付、 米 六合 招 6 の 六の 出 米 を V 一； 秋て 六十 石の 物 成と はす 

る 事 也。 もし 今 も 古法 を 以てせん とならば、 高 百 石に は 其 儘 a ぱ石 納めさす る 事 也。 さて、 其 粒 百 石 を 

自分に て 13 れば則 米の 六十 石と なる 事に て、 叙 納め も 米 納め も、 外に 變.^ のな き 事 也。 但 自分に て 招り 

たらん に は、 碎け 米な どの 二番 米と 云 ふ 物 は 外に あるべき 事 也 0 是は、 云 は 、：^ 粗 を 招る 處の 手間 代と 見 

るべき もの 也。 さて 粒； S めと して は、 高 百 石の 其 叛百石 を？？ なく 上 へ 納め、 又米納 め として は、 其 招..^ 

米 六十 石 を殘. 0 なく 上 へ納る 事故、 高 百 石の 外に、 民領 とする 處 なくて 叶 はぬ 明 かならずや。 然る を 

此 、此事 を辨へ 得ざる は 如何なる 事 どや。 但高 百 石 を 米の 百 石と せる に は其譯 あ..^、 そ は 後に 至て 云 

ふ を 見るべし 0  , 

〇 土地の 善惡、 年の 豐 凶に 依て、 粒 一 升 招て 米 六 七 合よ.. M 一三 合 迄の 多少 ある 事に 云る。 是則土 免 法に 

して、 共 者 流の 必云 ふ處 なれ ども 然らぬ 事 也。 米 取.. > に 多少の ある は 通え 力れ ど、 土地の 善惡、 年の 豐 

凶に 因て は 先 其 a に 多少の ある 事に して、 粒 を 米に 褶て 初めて 其 多少 ある ものに は 非ず。 但 a にも 善 

惡 なきに は 非 ざれば、 其 善-追に 因て は 少しく 其 出 米に 差 ひの なきに も 非 ざれ ど、 六 七 合よ..^  二三 合 迄な 


どの 差 ひ は 決してな き 事に て、 押なら して は 六合の 出 米 動かさる 者 也。 さて、 土地の ^：^: 惡に 因て 粒 取. 0 

に 多少 ある。 是は其 土地の 善惡に 因て 斗 代 を定る 事に て、 其 斗 代の 位に 兼て 其 善 isi ，ど 分け S くもの な 

る 事故、 土地の 善惡は 年の 豊凶の 事 と共にして 云 ふべき 事に は 非ず。 此兩條 の譯を も先辨 へ ベ し。 

«此 地方 指南と 云る もの K ヽ爰に は斯く 、粒の 出 米に 六 七 合よ.. M 一三 合 迄の 差 ひ ある 物の 事に 云る が、 

又 毛 見 坪 刈.. >  の 事 を 云る 條に は、 直に 叙 を rJ きこなし、 干さず して 直に 斗る 時 は 粒 一 升 を 五八 "招り に 積 

る 也。 粒 を 干して 斗る 時 は、 一升 を 六合 招. 0 に 積る 定法 也と 云る は 如何に。 さて 前に 云る の 如く、 六 

七 合よ. CN  二三 合 迄の 不同 ある 物なら んに は、 干す と 干さ るに て 五合と 六合の 定法に 立ら るべ き か 

は。 又、 さる 定法の 傳へ なくして 新る 事 を も 云； 3 出べき 由緣 あらん や。 人よ く是を 3.^ ふべ し 0 凡て、 此 

生 田 法 者 等 はよ く 其 本 原 を辨へ 得ず して、 其 處此處 と 其 片端 づ \ を 聞 取..^、 其 生 心得なる 事共 を 取 6. 合 

せて 是を云 ひ 丸めん とする よ，. >  、斯る 前後の 取. 0 合 はざる 事 を 云； 5 散らして、 然る、 取. 0 入：： は ざる と 

しも 心 付ず して 居る 事に や。 さて 旣 にも 云る 如く、 六合 招 6 は 古よ 6 の 定法に して、 今 招，^  し をして 

見ても 六合 褶. 0 は 差 はざる 者 也。 又 a を 干さず して 斗る 時には、 千して 減る 處の考 ある 故 五合と 立 

たる 定法、 是も亦 動かざる 處 也。 然る を 後に 又、 其 干さ ，：-るには非ずして干したる處の法を五合招..^と 

し、 或は 七 合 褶.. ^の 法に 立てた る 事 も あれ ど、 是は、 其 國處に 因て 貢 法の 差 引 を 成さん とする 假 6 の算 

術に 立てた る 法に して、 其實は 六合 招ゥと 同じ 事 也。 されば、 此六七 合よ. 9 二三 合 迄の 差 ひ ある 事と せ 
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るも是と同じ事にして、其土地の其豊凶にょ.，=^、免の上下を付んとする算術の上にのみ立てたる虛法な 

^0 然る を 是を辨 へ 得ず して、 a よ 6 出 米の 實 法と 心得て 云る は、 是生田 法 者 流の 生 田 法なる 處 にして 

笑 ふべ し。 此事、 後に 至 6 尙も 精く 云 ふ を 見るべし。 又 同書に、 

石 盛 6 斗 代 を 積る 事、 譬 へば 一 坪の 稻を刈 6 其 粒 一 升 あれば、 米に して 五合と なる 時 は 一 反に 付 一 

石 五斗になる。 是を 十五の 盛 6 と 云 ふ。 石 盛 6 と は 地面に 石數を 盛， 0 付て 置く と 云ふ義 也。 又是 

を 斗 代と 云 ふ は、 其 地面 何 斗に 代る と 云 ふ義な 6  0 又 分 米と は、 反別に 其 位 切. の 石 盛 6 を 乘て上 

の 分 ンの米 何程、 中の 分 ンの米 何程、 下の 分 ンの米 何程、 下々 の 分 ンの米 何程と、 夫々 米 を 仕出す に付き 

分 米と 云 ふ。 

是は旣 に 論 辯せ る 如く、 高と 云 ふ もの も、 又 斗 代と 云 ふ も 分 米と 云 ふ も 皆 米と 心 i£ たる、 誤..^ の甚 しき 

者 也。 前條は 高の 事の み を 米と して 云； 5 し なる が、 此條に 至て は、 斯く斗 代と 云 ふ も 分 米と 云 ふ も 比，. I 

米の lej として 云る を 以て ヽ いよく 其 誤らの 誤. 0 にして、 然 心得た るに 差 はざる を 思； 5 定 むべ し。 又、 

五合 招 6 を も 其 K 法と して 云る 事の 誤. 0 なる を も 見る ベ し。 さて 斗 代と は 其 地面 何 斗に 代る と 云ふ義 

なる 由に 云る は、 其 地面が 一 石 五斗の 位に 定り たるの 意に 解きな したる 事 なれ ども、 一 石 五斗の 位に 定 

6 たる 事 を 一 石 五斗に 代る と 云 ひて 通 ゆべき か は。 又 分 米と 云 ふ も、 上の 分ンの 米、 中の 分ンの 米と 共 

品位 を 分けた る 米の 事 を 只に 分 米と 云 ひて、 上の 分く 中の 分 ンと云 ふ }ej に 通 ゆべ き 事 か は. - 比む、 强附 


會の Si 說也。 又 ある ま" に は、 斗 代と 云 ふこと は めの^に 云 ひ 初めた る辭 にして ゴ f」^ 粗^け  1 也 a 

の 代 銀 何程と 定め、 一 斗 代、 二 斗 代、 三 斗 代、 四 斗 代、 五斗 代な ど、 圆處 に從ひ 銀納の 法お て、 粗 何 斗代敛 

何程と 云 ふ 事 を つ 、 めて 斗 代と 云 ふと ある 事 なれ ども、 a:!: 斗の 代 銀 何程と 云 ふ-おの 事 を、 只に 斗 代と 

のみ 云 ひて 其 事と 通 ゆべき Is! か は。 又 代 銀に て納 る遠國 にて は、 よし 斗 代と 云 ひなした る 物と しても、 

a にて 納 る近國 にて は 其 a の 事 を も 斗 代と 云 ひたる にや。 又は 何と 云 ひけん。 更に 尻 口の 合 はぬ • 

-ヒ しろ  ， 

して、 是も亦 杜撰 附會 の誣說 な- N  。斗 代と 云 ふ 事 は 元是田 代と 云 ふ 皇國の 古言に して g ーュ t";^  ^4;- は 古 W 

や J しろ  ヾ J しろ ザ/ ン しろ  *y たい 

には其田代を刀代、戶代なども書るを字昔に刀代と讀み誤，9、後には斗代と愈：：く^^とはなれる也0 さて 

S しろ 

田 代と 云 ふ 言の 義は、 田地 は 其 國を領 せる 君の 物にして、 其 君よ. 0 其 田地 を 民に 预け 5f りし 作らす る g6 

しろ  し ろ 

の 物故、 民よ 6 は 其 預けられ たる 田の 代と して、 其 年の 赏 を 其 Jj;^ へ 奉る よ. 0, の 言に して、 田 代と は、 则ヌ 

一 反に付て奉る處のKの名な，.^。 斯る 事と は此 輩の §; 々にも 知らざる 事に して、 甚く 驚くべき 事な らん 

か。 精く は 斗 代 名義 考 を. 嵐て よく 辨へ 知るべし。 又 分 米と は 分配 米の 略言 にして、 入 (：：3； と K  と に 分 

配せ る 其 入貢に 當れる 分配の 米 を 云 ふ 事 也 0 さて 米と は 云 へど、 a 納めの 時よ 6 の齚 にして 则粒の^5!|？ 

也。 是も 精く は 訂正 御 格式 を 見て 知るべし。 さて 又 彼の地 方 指南に、  . 

免と 云 ふ も 厘 付と 云 ふ も 同じ 事に て、 高 一 石の 取 米 を 云 ふ。 然れ ども 厘 付 は a 招 6, よ ，0 起 6 ヽ免 

は 古き 詞 にて、 是程 年貢 を 出させ 其 餘は 百姓に 免す と 云 ふ^なり。 
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免 は 古き 詞 なる 由に 云る は 然る 事に て、 御 格式に 田 免と 云る 詞も 有て、 田 一 反よ 6 出る 處の總 粗 四 分の 

一 なる 入貢の 事に して、 則 斗 代の 事 なれば 粗 納めの 時 よらの 詞 な.. >0 去ながら、年貢を取..^其餘は百姓 

へ 免す の 意なる 由に 云る は、 例の 生 田 法 者 等が 誤.^ 也。 其誤..=^なる事を訂し、免は目と云ふ事の？^言に 

ヒ めん  ヒめ  め. 

して、 田 免と 云 ふ も S 目と 云 ふ 意の 事に て、 ffl の 字の 象の、 四ッ 目なる 處の其 一 ト目を 貢に 取る 由 の詞な 

る 事 は、 訂正 御 格式に 精く 云る 如く なれ ども、 今 一 渡 6、 世俗の 可笑しき 事 を 以て 早く 是を逾 すべ き 事 

あり。 博 变の詞 に 一よ.. H ハ 迄の 數を 目と 云 ふ 事なる が、 是を人 は、 其赛に •  ••  .• など 目の ある 其 象よ 

りの み 云 ふ 事と m 心 ひ 居るべき 事 なれ ども、 其 正字の  一 二三な ども 亦 是其數 の 目 を 象に る 物にして、 目 

カキ- り-^ 

と 云 ふ 事 は、 是其數 其 物の 次第せ る、 其疆々 を さして 云ふ辭 なる 事 をよ く 思ひ辨 ふべ し。 又 其 博 、なる 

彼の 俗に、 摑み源 兵 衞と云 ふ ものに、 六の 目 をば 其 筒 を 取る 者の 取.. >  目と 定めて、 其 六の 目の 出た る 時 

に は 成と 云 ひて、 筒 を 取.^ たる 者 其 場の 錢を殘 りなく 取る 事なる が、 是は 六ッ成 6 定 免と 云 ふ 事よ. 0 設ケ 

出した る戯と 見えた る 物にして、 申す も畏き 事ながら、 御 判 紙に は六ッ 成.^ と ある 事故 其 六 をば 亭主の 

取. 0 目と 定め、 凡て 其 筒に 當れる 者 を 其 時の 亭主の 意に 取. 0 なし、 六の 目の 出た る 時には、 夫 吾が 家な 

る 御 判 紙の 六ッ 成. 0 の 六に 成た ると 云； 5 て、 其 亭主の 取る 事と なした る 物なる ベ し 。然もな き 事に て は、 

六の 目の 事 を 成 6 と 云 ひて、 筒 を 取る 者の 定取. 0 目と 立てた る は 分らざる 事なら ず や 0 人よ く是を 思 

ふべ し。 さて 是は、 彼の 博奕なる 赛ゃ 札な どやう の 物 をば 持 あへ ぬ士 類の 者の、 一 時假 のた はふれ に設 


け 出した る 15^ と 見 ゆる 物 也。 此鉞の_5.^^を以ても免は目と云ふ事にして、六グ成.^定免と云ふ^5?-も亦六ッ 

と £37 レ る Vir1..< 'や， 4、7  ノ  0 此戯を 設け 出せる は慶長 以來の 事なる ベ きを、 其 比に 免 は H と 一： ム ふ 事な りと 

成.^>定目と云乂15^ なるを昍？^  へ し 自 によく 辨へ 居たり し 故、 斯る戯 を も 設け 出した る 物なる 事 をよ く 思 ふ ベ し。 

又ヽ其六ッ成.c^と云ふ事は六ッに成ると云ふ意の事にして、六ッに成るとは六ッに分る華にて、內外の六德、 

田の 四德を 合せて 平均した る 十. 德の粒 高 を 六ッに 分て、 其 一 を贯に 取る 常 制の 法なる こと を 人 は 先よ く 

辨 ふべ し。 御 判 紙に 何百 石六ッ 成と ある は、 此六ッ 成の 意 を 知るべく 示された る 物にして、 其 高の 內には 

七ッ 五分よ 6 三ッ 五分 迄 何 段に も 免 は ある 事なる が、 其 免の 儘なる 高に て 下さる V 事に て は、 譬 へ ば 高^ 

石づく  二人へ 下さる、 時に、 一 人の 分.^ は殘. ^なく 免七ッ 五分 なれば 高 百 石へ 其七ッ 五分 を乘 て、 一 德七 

十五 石づ \ 十德 にて 七 百 五十石の 位と なる。 是を定 免の 六ッ 成りに 除て 百 二十 五 石の 當 高と なる。 一 

人の 分ン は殘. - なく 免三ッ 五分 なれば、 高 百 石へ 其三ッ 五分 を乘て 一 德三 十五 石 づ、、 十徳 にて 三百 五十 

石の 位と なる。 是 を六ッ 成.^ の定 免に 除て 五十八 石 三 斗 三 升 三 合の 當高 となる 事に て、 其 免に よ 6 其 

高大い に 不！： となる 事 也。 故に 其 高へ、 其鄕 位に 應 じたる 夫々 の 免 を乘て 十德總 叙の； を 立て、 然 ふし 

て 其 六 分 一 を貢に取る定免の六ッ成に除，c^、當高となしたる處の物にて百石づ \下さる 、$にして、其、 

六ッ 成..^ に 除て 當高 となした る處の in 石なる どと 云 ふ 印に、 六ッ 成と 記して 下さる、 寧 也。 さて、 其 高 

と 云 ふ は 則 入貢に 當れる 粒 高の 事故、 其 a 百 石 を 其 儘に 取る は 其 本式に して、 是則 古の a 納めの 法 也。 

然る を 今 は 米 納めの 法に て、 其 粒 を 百姓の 手に て 招ら せ 出 米の 六十 石に て 取る 事故、 百 石へ 六合 摺 りの 
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六を乘 て 六十 石と し是を 六の 出 米と 云 ふ 事なる が、 今の 人 は 其 米に て 取る 事に のみ 馴れて、 a にて 取る 

事 を 忘れ 果たる よ 6 して、 六 除す る 六 ッ成定 免と 六乘 する 六の 出 米と 混じて、 六の 出 米 を 六 ッ成定 免と 心 

たる 人 も ある 様に 成 6 たる 也。 1^ お 1§SKly^ もし 六の 出 米 は 六 ッ成定 免な らん 

に は、 彼の 御惯 高な どの 米 を 受取る 時に も、 其 出 米の 事 を 六 ッ成定 免と も 云 ふべき 事なる を、 此 時には 六 

の 出 米との み 云 ひて 六 ッ成定 免と は 絕て云 はぬ 事なる を 以て、 六の 出 米と 六 ッ成定 免と 別な る譯 をよ く 

m 心ひ定 むべ し。 尙此六 ツ成定 免の 算理 は、 四 六 精 術 を 見て よく 辨へ 知るべき 車 也。 さて、 上に 云る 處の 

七ッ 五分よ. 0 三ッ 五分 迄の 免 をば 成 6 免と 云 ふ 事に して、 此成 6 免と 云 ふ もの は內外 六德の 一 德四 品、 田 

の 德の顺 逆 八 鄕の法 を 以てよ く 其 鄕位を 平均し、 上に て 取る 處の四 分 一 へ は 增減を 付け、 下にて 取る 

處は皆 四 分 三の 算 勘に 當る樣 にして ヽ 民の 手 內 不同の 無き 處を其 要旨と せる 物なる を附 

ば： 年 免の 國々 にて は 其 本 を 忘れて、 民の 取る 處の算 勘 をば 云 ふ 事な く、 免と 云 ふ は 啻に 高 一 石よ 

^上に て 取る 處の 事との み 心得、 其 取る 處に、 減..^ の 立ぬ やうに する を 要旨と する 如くに は 成れる 也。 

Ig 付と 云 ふ も 則 其 意 よらす る 事に て、 年 A 、の 取 6 米 を 其 村每の 帳面へ 記し 置て、 年々 の 取 米 減 を 見合 

せ、 其 取 米 を 其 高に て 除 6 ヽ高 一 石に 付 其 取 米幾ッ 何分 何 厘 何 毛 常れ ると 云 ふ 事 を 見て 置く 事^る が、 厘 

付と 名 JL^ 云ふ譯 は、 何： 艇何毛 迄 も、 切り 捨 ずに 付て 取る 事なる より 云 ふ 事と 云り。 ば P 、の 坪 ^^.1% 拾 きせ.；： 

さて 其： e 付 を 記して 年々 の 見合せ をす る も、 只、 其 取る 處に 多くの 減 6 を 立て まじ さとの^ 構 へのみ に 


して、 民の る處は 何程に て、 其 食 米 其 凶 備等は 何とす ると 云 ふ 布 w の 一 ッも 見えぬ は、 の爲に 立てた る 

田 法なる べし や。 其 輩に 聞 まほし。 

〇 米 納めの 法と 成て 以來、 年 免の 國々 にて^ 取ら 米と 云 ふ 名の 出て K 法 を 物す る 事に て、 斗 代の 粒なる 

物 を 、田 一 反よ-^ 出る 處の 米と 心得た る 事の 誤. „ ^なる 由は旣 に 論じた る 如くなる が、^ 納めの 時には、 

其 免の 屬々 にても、 其 へ 免 を 施して 粒 を 取る 贯 法 は 有.^ けん を、 米 納めと 成て は、 粗 へ 免 を 施す， 

よ 入、 事の 如くに 成 6 たるに 付き、 一 反の斗代なる粗ょ..^、米にて取る處の^:;法を制したる者也0 

故に 是をば 取り 米と 云 ふ。 さて、 其 貢 法 はと 云 ひても 別に 是を 制した るに は 非ず、 ffl 納めの 法を轉 じて 

，^めの. £ に 用 ひたる 物に て、 斗 代の 一 石へ 七ッ 五分の 免 を 乘れば 七 斗 五 升の 米と な ft^  、六 ッの免 を 

乘 ひよ 六 斗の 貢 米と なる 事故 是を反 取 6. 米の 法と 立てた る 事なる が、 さて 七ッ 五分より 三ッ 五分 迄. I 石 

の. H?^ より 其 出 米の 減少して 行く 事故、 是を 土地の 善 惡に 因て、 其^より 出る 米に 多少 ある _ ^と 立てた る 

法に して、 是土免 法の 據て 出た る 其 根本な 60 さて 共 法 は、 粒 納めの 法 を 米 納めの 法へ 轉用 せる よ.^、 

其 免の 上下に 活用す る處を 、叙よ 6 出る 米の 多少に 负せ たる 假の虚 法な，. >o  a へ 免 を 施して a にて 取 

る 一! 貝 法、 他國は 如何にせ し 乙と にや 知ら ざれ ども、 當 制の 法 なれば 斗 代の 一 石へ 七ッ 五分り 免を乘 て、 お 

にて 一 德七斗 五升づ く十德 にて 七 石 五斗の 位と なし、 是を定 免の 六ッ 成に 除て 一 石 二 斗 五 升の 入 赏粒 高 

とす。 又 六 ッの免 を 乘ては 一 德六斗 づ，^ 十德 にて 六 石の 位と なし、 是を定 免の 六ッ 成に 除て 一 石の 入 S 
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§g とす。 是則 粒に て 取る 處の 法に して、 其 入貢に 當れる ® 是を當 高と は 云 ふ 事 也。 i^f」 ば li^^lt^ 

は、 內 外の 六德と 田の ra: 德を 以て、 平均 免 を 制する. M の 算理を 以て 云る 事なる が、 其 七 石 五斗と 穴 石 は 田 一 反より 出 さ c4r>>!T5 1 

る 處の總 粗に て、 其總 粗へ 多少の 位 を 立て 其 六 分 一 を贡に 取る 常 制の 法 也。 精く は 四 六 精 術 を 見て 辨へ 知るべし。 さ 「ま I 

石 二 斗 五 升へ、 定法 六合 褶 6 の 六 を 乘て七 斗 五 升の 米と な.^、 又 其當高 一 石へ、 同じ 六 を 乘て六 斗の 米 

となる 事 也。 故に 米 納めの 法と 成て 後 は、 斗 代の 一 石へ 七ッ 五分 又は 六ッ など を乘 て、 早く 其 貢 米 を 知る 

事と なした る 者 也。 是に 依て 思へば、 他國の 法と 云 へ ども 其 元は 當 制の 法と 同じ 事な..^ けん を、 早く 其 

貢 米 を 知る 算術よ. 0 假に 立てた る 土 免の 法、 後に は是 を其實 法と 心得て 物す る ゃラに 成た るより、 他 H 

にて は 其 元の 法 を 失 ひ 果たる 也。 さて 粗 納めの 時には、 田 一 反より 出る 處の a を 量て 其 何分 一 を K に 

取る 事と なした る 物故、 米 納めと 成て は、 田 一 反よ 6 出る 處の米 を 量て 其 何分 一 を贯に 取る 事と なすべ 

き 道理 なれ ども、 然して は 古よ.. H 见て 來.. ^たる 斗 代の 法 も 拾..^、 且 高と 云 ふ 名 も 差 ふ 事と なる 故 此法は 

.r^J, 、斗 代 は 一 反の 高 を 云 ふ 名に して、 斗 代と 云 ふ も 高と 云 ふ も、 共に 同く 貢に 取る 處の 粗の 事 なれば、 この 斗 代と 云 ひ 高と 云 ふ 

お カクく 粗 納めの 法 を 捨て 米 納めの 法の みに する 時 は、 高と 云 ひし 粗の 一 石 は隱れ て、 其 出 米の 六 斗 を 高と 云 ふべき 率と 成て、 高と 

一お ま 差 愛に 於て 其 斗 代 も 高 も 元の 如くに 立て 置て、 斗 代の m 一  石 を假に 一 反の 米の 如き 物と な 

して、 其內ょ 6 入貢の 米 を 取る 積.，^ に 設け 成せる 者 也。 然る 時 は 一 反の 正 粒 も 正 米 も 隱れ杲 て、 求め 出 

すべき 様な き 事の 如くなる を、 此流 にて は是を 一 のロ傳 など、 立て、 斗 代の 一 石 を 一 四が 四と して 一 反 

の 粒 四 石なる を 知..^、 一  六が 六と して 入貢 米の 六 斗なる を 知..^、 又 其 四 六 を 合せ 呼んで 四 六の 二 石 四 斗 

として 一 反の米を知る_^&となし、是を四六の法など^云ひ、田法は下田の斗代 一 石よ..^ 起るな ど 云 ひな 


る 勿と a^-?-  2Ayo 是迄 云る 虔 3 斗 代 を 一 石と せる は、 下田の 斗 代 を 定法と して 一： ムる事 也。 上田 0 1 石 五 ^Ir^  /  ^^ft 

^ス^と J まプ 斗 も 中 田の 一 石 一一 一斗 も 下田の 七 斗 も、 夫々 の 免 を 乘て皆 其 貢 米と たるに 同じ 事な り。 お へ RJi- を S 

て 其 貢 米 を 知. o、 又 斗 代の 一 石 を 一 反の 米に せる も、 始めに は 其 事の 元 を 心得て、 假に 其虚法 をな し.？ - 

る 事故 先づ はよ けれども、 後に は其虚 法を實 法と 心得、 此ニ 段の 虚 法と、 又 其 元の 實 法と、 三 段 を 一 段に 

打； ^,3 じて 云る 事故、 皆、 其 前後 取合 はざる 事と なる も亦宜 ならず や。 斗 代と 云 ふ もの 、籾 かと 忍 へ ば、 

又 米に もなる 異 しき 物なる よ，.^ して、 此 末流 を 汲る 輩是 に惑亂 して、 吾が 秋 田 にても、 後に は い よ./ \. 

益異 しく 可笑しき 算術 を もな して、 是を 祕傳 のロ傳 のと 云る は 笑 ふべ し。 そ は 後に、 段々 と是を 出して 

云 を 見る ベ し 0 さて 斯る異 しき 田 法 を 此秋田 へ 引 入れて、 吾が 政 光 主の 法 方 を亂し 初めた る 者 は 誰な 

らんと 云 ふに、 旣 にも 云る 如く 黑澤多 左衞門 元重此 魁な. >。 此元 重、 延寶八 年より 天 和 三年 迄 I ケ郡奉 

行た.^。 後隱 居して 浮 木と 云る 時に、 彼の 檢地傳 錄と云 ふ を ニ卷 著した. OO 其傳， 錄に、 

免定 るに、 此處は 如何 やうの 土に て 上 土な.^。 然して 其 田の 水掛 6、 日當 6 等 諸事 何 にても 不足な 

き處 にて 米 何程 取る、 是 上田 也。 其 次の 土 は 米 何 取る、 是中田 也 。其 次の 土 は 米 何程 取る、 n:,rl 田 

也 0 下田ょ.c^も米少なきは皆下田な..^o 又 上 土 にても、 何 ど 不足 あれば 中 田 下田と もす る 也。 此 

米 取. 0 に は 考ゃラ 有て、 田よ，， >  の 出 米何ガ 一 を 物 成に 納めさせて 能き 處ど、 其 定鑑の 免 は 何程に し 

て 能き どと 積.. > 、是を 以て 斗 代 を 定る法 也 0 譬ば、田ょ..^出米の四，、カ 一 を 物 成に 納め、 定鑑の 免六ッ 

成に する 處の內 にも、 勝れて よき 土地に て 米 取. 0 多く、 六ッ 成に して は、 四.、 力 一 物 成に 納る 法よ 6 は 
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百姓の 取. >  分 ン 多き 處は、 七ッ 成の 免に も七ッ 五分 成の 免に もすべし。 また 土地よ からず 米 取 6 少な 

くて、 六ッ 成の 免に して は、 四，、 力 一 物 成に 納る 法よ 6 百姓の 取 6 分ン 不足の 處は、 五ッ 成の 免に も四ッ 

五分 成の 免に もす ベ し。 田よ 6 出 米の 五ガ 一 、三.、 力 一 物 成に 納る 作法の 處も是 に准じて 知る ベ し。 

斗 代の 位と、 田よ.. -出 米の 何，、 力 一 物 成に 納る 作法と、 此ニッ は 其 領內皆 同じ 事に 定め、 上田 中 田 下田 

と 位 を 付る 事 は、 其 村々 の 位に 因て 上中下 を 定る物 なれば、 村に 依て 米 取..^ の 多少 あ..^。 夫 は 免に 

て 指 引、 物 成納る 作法に 合 ふや ラに する 也。 

此 云る 處、 土の 上中下に 因て 米 取 6 の 多少 ある 事 は 聞え たれ ども、 是 所謂る 土 免 法に して、 土の 上中下 

共に 出る 處の a に は 多少な く、 其 a よ 6 出る 處の 米に 多少 ある 事と して、 是を 以て 免の 上下 を 付る 法な 

る 事 は、 村に 依て 米 取 6 の 多少 あり、 夫 は 免に て 差 引、 物 成納る 作法に 合 ふやう にす る 也と 云る にて 知 

るべ く、 免と は 其 a よ 6 出 米の 出目の 事に して、 譬ば 六合の 出目 を 七 合の 出目と して、 其 四.、 力 一 を 物 成 

に 取る 様に 算用す る 事 也。 さて、 其四ガ 一， を 取る やうに 算用 を 合する も 聞え たれ ど、 粒よ..^ の 出目 は 六 

七 合よ. 0  二三 合 迄の 差 ひ は 無き 事 なれば、 旣 にも 云る 如く、 是只 免の 上下 を 付けん とする 假の虚 法なる 

を：： るべ し。 又 米 取りに は考 やう 有て 云々、 是を 以て 斗 代 を 定る法 也と； g ありげ に 云る。 是、 實は斗 代 

と 云 ふ の 名義 を辨 へざる よ..^ して、 斗 代と 云 ふ 事に は、 何ど譯 にても ある 物の 如くに 云 ひ 紛らした る 

者 也 0  5 て、 其 出 米の 考ゃ うはと 云へば、 田よ 6 の 出 米 何.. 力 一物 成に 納め.^ t, せて 能き 處 どと 考へ 積る 由 


なる が、 其何ガ 一 納めさせて 能き 處 どと 云 ふ 事 を 如何にして 考る ど。 是に は、 必共法 方なくて は 叶 は 

ぬ 事 也。 有らば 其 法 方 を 云 ふべき 事なる を、 云 はぬ は 如何に。 然 らば 其 法 方と て は 無き か。 無き に 於 

て は 所謂る 雲 を摑 むの 類と 云 ふべ し。， 又、 其 定鑑の 免 は 何程に して 能き どと る 由なる が、 n:^ は定 免の 

事なる べきが、 定免は 六の 出目に 一.3:6 たる 物なる を、 是を も考を 以て 別に 定るは 如何なる $ ど。 是らは 

云 ふに も 足らぬ $ 也。 さて、 何 せ 、に 取. て 能き 處 どと 考る 事は是 -赏 法の 一  にして、 常 制に は 內外六 

德の 一 德四 品、 田の 四 德の十 町 順逆 八鄕の 法と 云 ふ 事 ある 由は旣 にも 云る が 如し。 さて、 斗 代 は 田 一 反 

の高にして入^:?に當る處の粒なれば、田ょ6出る處の粒を量..>調べ て、其四.、カ 一 にても 五.、 力 一 にても 其 

田の 斗 代と する 事なる を、 外に 何の 法 あらん や。 人よ く 是を辨 ふべ し。 但ド 田よりも 米の 少なき は §u 

下田と する 事の みは、 少しく 其 法と も 云 ふべ しゃ。 さて 又六ッ 成、 七ッ 五分 成な ど、、 凡て、 皆 其 免に 成と 

云 ふ 事 を 付けて 云 ふ 事と 心得た る も、 此元 重が 誤.. >也0 是に 因て 後々 の 輩 も 此事を 誤 6 たる あ. o。 六ッ 

^  ,E^tt  ,  -  M  6  C  ^'  -K  0  ご オナニー w"、、/ き 5^,00 斯 く六ッ 成定 免と 一： ム ふに、 土 免 法に 一： ムふ虚 の 六の 出目な； 0 

.i^T, 北 免し., らてナ 成と成の字を：^;^てー一,^乂 へ き靠 な，^ 六乘 ずる 定 免の 事に は 非ず、 六 除す る？ 制の 定 免の 事 也。 

上に 六 ッ成定 兌と 一： ムる は、 土 免 法の 云る 處に 從て然 云る 也。 そ は 其 ：y、ff  0.3 よ nJT しヽ卞 円 ほ ビ rt  \し る、 7 き： U5;  ^6 る： A ヽ 1> ^七 

處の Is^ に 意 を はけて 見れば 分る 事 也。 人 是を見 まが ふ 奉な かれ。 まま グ由 U にブ を てタ るへ き. =V なる 力 ヌュ 

1* は、 後に も 其  一？？ の 出る に從て 其條に 云 を も 3- るべ し。 又 同書に、 

此田、 中 田に て 步數三 畝、 高 三 斗、 免 は六ッ 成に て 物 成 一 斗 八 升に て 候。 田の 位高くて の 登 6 候た 

めか、 作 人物 成 米 出し 兼 候と 云 ふ 事 ある 時に、 
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此處は 斗 代 上 ffl  一  K 一  斗 五 升、 中 田  一 K 一  斗 三 升、 下田 一 畝 一 斗、 下田 一 畝 七 升、 物 成 は 田よ みの 

出 米四ガ 一 納る 作法な .=-0 

此通 6 の 定めなる 處 ならば、 其 田の 作 人、 其處の 名主、 其 田 近 處の作 人 等 を 出して 問 ふに、 其 度 ご 

と 皆 同く、 稻 三十 束 刈. 0 米 は 一 束に て 二 升づ. -取 ると 云 は .：^、 總 束の 米 合て 六 斗な.^。 然 らば 定免 

は 六ッ成 なれ ども 此鄕免 は 五ッと 見て 其 五と、 物 成納る 作法の 四と 取 6 合せ 四 五の 二十 なれば、 其 二 

を 以て 米の 六 斗 を 除 6 三 斗と 知る 0 是 高な. oo 步は三 畝 なれば、 三 斗の 高 を 其 三に 除て 一 斗と な 

る 0 是 下田 一 畝の 斗 代な. 0,0 然 らば 此田は 下田に 極. 0 た 6,0 兼て 中 田と したる は 位 も 差； 5、 免 も 

六、 V 成と なした る は 誤 6 也 0 下田に 直し、 免 も 五 ッに改 むべ し。 然 する 時 は、 一 斗 八 升の 物 成 減じて 

一斗 五 升と なる。 

是も 聞え たる 事なる が、 免 を 五ッと 見る 算術 は、 六 斗の 米 を四ガ 一 納めの 四に 除て 一 斗 五 升 故、 是を三 斗 

の 高に 除て 免 五 ッとは 知る 也。 さて 其 免の 五と、 物 成 米納る 作法の 四と 取..^ 合せ 四 五の 二十と して 六 斗 

の米を除る事、是實は、五に除.=^又四に除るべき事なるを、其ニ算を合て四五のニ十として 一 算にニ 除 

せる 也。 其譯 は、 物 成の 一 斗 五 升 を 高の 三 斗に 除て 五ッの 免と 知. >  たる 如く、 此五ッ の 免と 云 ふ もの は、 

a 一  升より 米の 出目 五合に 當る處 を 云る 物に て、 六 斗の 米 は、 元是 粒へ 其 米の 出目 五合 を乘て 出た る笞 

の 米 なれば、 元の 粒へ 反すに は、 其乘 たる 處の 五に て 除る 事 也。 故に 其 米 六 斗 を 五に 除て 一 石 二 斗の 粒 


と 知 6、 是を 四ガ 一 納めの 四に 除て 三 斗の 高と は 成る $也0 さて 是 へ 又、 彼の 米の 出： HI なる 免の 五を乘 

て 一 斗 五 升の 物 成と 成る なる が、 此 一 斗 五 升 は 又、 上に 算 せる 如く 米 六 斗の 四， 力 一 納めに $3 る isa- 也。 

此0;術の理を：：3-て、高と云ふ物は田ょ..^出カる粒の四分 一 ヽ物成 は 田よ ft- 出た る 米の 四 分 一 に て、 又 其 

田よ 6 出た る 米 は、 其 田よ. 0 出た る 粒 へ 其 出目なる 免を乘 たる 處の出 米なる を辨 ふべ し。 伍 、其 出 tn: な 

る 免を乘 たる 處の出 米に て、 其 四.、 力 一 を 物 成に する 算術に は あれ ども、 其 米の 出 目 は赏の 出 trn に 非ず し 

て、 免の 上下 を 付けん とする 虛 法なる を 忘るべからず。 されば、 物 成の 四ガ 一 も赏の 四.、 力 一 に は 非ざる 

事 を 知るべし。 さて 又、 三 斗の 高 を 三 畝に 除て 下 B  一  ！ S の 斗 代なる を 知る W なる が、 斗 代と 云 ふ は元來 

田 一 反の 高 なれ ども 、愛の 算術 は 其 一 反 迄に 及ばざる 事故、 一 反の 十ガ 一 なる 一 畝 を 以て 斗 代の 位に 立 

たる 者 也。 さて 一 反に て は 其 斗 代 一 石なる が、 然る 時 は、 三 反の 高 三 石 を 三 反に 除て 一 反に 一 石なる 事 

故、 斗 代と 云 ふ は 一 反の高に云ふ名なる事を知<^ヽさて其斗代と云ふはヽ 一 反の 粒 を 四 ッに除 6 たる 物な 

る 事 迄 をよ く辨 ふべ し。 さて 此條 なる 算術の 理は よけれ ども、 土 免 法なる 15=;- 故、 其 流に てす る處 の株榮 

かぶ はえ 

A^s^uu-O 力 ベ は 株榮の ハ H を 約め て へ となる を、 ブ へ £、#  i;  、一  JB^  二， 41 义 リ ： f^fl-^  ^  Jn^  tM 1 P  >に こ 二 

^-i^  f  を 又 約め てべ となる 搴故 、力べ と は 云 ふ 事 也。 せ it は 一 束 二 升 取 6 なる 時 は、 一 束 はニ坏 牛に て 

一 束と なる 當 制の 法 故; f のか g ぉ碟 ほ 二 升 を 二 坪 半に 除て 一 坪に 付き 八 合に て、 是 下田の 生米 定法 也。 

然る 時 は、 三 畝の 步數は 九十 步故、 八 九の 七 斗 二 升と なるべき 生米の 積 6, 也 0 又束數 も； 白步に 四十 束の 

定法 故 ぽ 5，^ ほ 九十 步 にて は 四 九の 三十 六 束 あるべき 積 6 也。 然る を 六 束 減じて 三十 束と せる 
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事故、 夫 だけ 生米 も 減じて 六 斗と なれる 也。 さて 一 步の 生米 八 合 を 一 反の 三百 步へ乘 て 二 石 四 斗、 又 四 

田と もに 高 一 石と する 時 は、 其 生米 は 皆 此ニ石 四 斗と なる 事の ss!; 術 は、 今の 儉地役 も 皆 心 iS てす る 事な 

らずゃ 0 然る を 此株榮 劣.. >  の 法と する 時 は、 三十 束 を 九十 步に 除り 百步 に付き 三十 三 束 三 把 三 三の 法 

となる 事故、 是を 三百 步へ乘 て 百 束と なる。 是 へ 二 升 を 乗て 二 石 故、 高 一 石の 生米 二 石 四 斗に は 四 斗 足 

らぬ 事と 成て、 彼の 四田萵 一 石の 生米 二 石 四 斗の 定法 も、 皆 破れて 立.？ -ぬ 事と なる を 如何にす る。 但此 

二 石 四 斗の 定法に も、 免 は七ッ 五分より 三ッ 五分 迄 ある 事 は 同じ 事に して、 免五ッ とする 時 は、 斗 代の 一 石 

へ 免の 五 を乘て 一 反の a 五 石の 位と なる。 是を 六ッ 成の 定 免に 除て 八 斗 三 升 三 合の 當高 となる。 さて 是 

へ、 定法 六の 出 米 を乘て 五斗の 貢 米と なる 當制六 ッ成定 免の a^g" な.^。 さて 二 石 四 斗の 四，、 力 一 納め 六 斗 

なる 物の 免五ッ なる に 依て、 一 斗 を 減じて 五斗と なる 事なる が、 是は內 外 六德の 法と 十 町 順逆 八 » の 法 

に 因て、 六 斗 取るべき 物 を 弛めて 五斗と なる 樣に する 一?^ にて、 二 石よ..^ 無き に付き、 其 四，、 力 一 五斗 を 取 

る 譯には 非ず。 さて 內外 六德、 順逆 八 鄕の法 は、 事 長く して 今 爰には 精く 是を述 がた ければ、 訂正 御 格 

式、 四 六 精 術 等 を 見て 辨へ 知るべき 事なる が、 其 ーッを 以て 云ば K 、一里 二 里の 近 村 なれば、 四ガ 一 の定 

法 六 斗 を 其 儘に 取ても よけれ ど、 十 E 丄 二十 里の 遠 村と 成て は、 其 K 米 を 運ぶ 處に 運賃 又は 減 米な ども あ 

る 事 也。 是を 同く 定法の 六 斗 取て は 遠 村の 民に 迷惑 あ 6、 爱に 於て 其考を 付て、 一 斗 を 弛めて 五斗 を 取 

る 1$ 也。 二 石 四 斗に 足らぬ 事よ 6 弛る に は 非ず。 人よ く：：： ケ VI 辨ふ べし。 さて 土 免 法の 如く、 四 斗 足ら 


ずして 二 石なる 故に、 其四ガ 一 なる 五斗 を 取る 事と して は、 其 村 もし 遠方に て、 運 e3;、 減 米 等の $ あらん 

に は、 二 石の 內 五斗 を 入 K とし、 又 一 斗 を 其 運 減と なさば、 殘 6 一  石 四 斗の 民 なる i$ 也。 然るに 彼 

の 近 村 は、 二 石 四 斗の 內 定法の 六 斗 をのみ 納め 殘 6 一  石 八 斗の 民領 となる W にて、 民 〔ゆ 大いに 不 1^ の あ 

る 事なら ず や。 る 事なる 物な らんに は、 豈是を 田 法と も K 法と も 云 はるべき 事なら め や も。 さて、 彼 

の 土 免 法 は I に 云る 如く 虛 法なる が、 是を又 實 法に 取るべき 事 あ..^。 彼の 流 は元是 年 免なる 物にして、 

其 年の g 凶に 依て 其 免 を定る |sj ゆ ゑ、 其 年に 依て、 其 同じ 田 にても 株榮の 優劣、 米 取りの 多少 ある 時 は、 

JJ 牛つ a  く  ノて： y ぶ vrv.) る iEytt ぶ 去せ 0 然れ ども 是は 株榮 劣りと して 束數を 減じた る なれば、 其极联 りに て诚 じた る 

丄：^の，^^くして：？：：|ノ？；|^を1.兀る1:>兀ま|貝；^せ を 知る ベ し。 彼の 反 取り 米の 法なる 斗 代 を 定法に すゑて、 化： 米の 出 U にて 免の 

上下 を 付けた ると は 同じから ず。 彼の， 流 は、 其 元を辩 へずして 其 處此虚 を 大； ろ V 一え ヽ -^-foav^:;?! こ， A  、 よら： U 寸り ま^な 

取り合せ て 一： ムふ 事故、 かに かくに 取合 はざる 事 どもの いで 來る IT そかし。 . ^"る をヌ <?r の alc^fe.4 力、 はらす 木^  ^ 

どに 因ても、 上 件の 如く 六ッ と五ッ などに 免の 上下 を 付 ざれば 成らぬ 第の ある 時には、 遠 村 をば 五ッ 免、 近 

村 をば 六ッ 免と する 事なる が、 其 米 取.. -、 實にニ 石 四 斗と 二 石の 差 ひ あるに は 非ず して、 共に：：^  く  二 石 四 

斗 なれ ども、 彼の 年 免の 實法を 假.^ ffi して 、愛に は 又 其 虚法を なす 處也。 且其年 免の 法 を 取ら へ て、. I！ 止 

免の 如くに 云； 5 なし， る も當ら ざる 事 也。 さて 後の 輩 は、 此虛實 の 二 法と、 年 免と 定 免の 差 ひ ある を も 

辨へ 知らず して、 皆其實 法との み 心得た る 事なる が、 其 心得 差 ひ は 心得 差 ひとし、 虚 法は虛 法と しても、 

共 貢 法 をな す處に 不同の 事なければ 好 けれども、： せ (法 は 只 其 土 免の みに て 行く 事に 非ず、 內 外の 六. と 

十 町 順逆の 法に よらず して は、 好く 平均の 贯法 をな し 難き 1$ 也、) そは旣 にも 云る 如く、 訂正 御挤 式と 四 
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六 精 術 等 を 見て 辨へ 知るべし。 又 同書に、 

此田 上田に て 步數ニ 畝 五分、 高 四 斗 二 升 五合、 免 は七ッ 成に て 物 成 二 斗 九 升 七 合 五 勺に て 侯。 田の 

位高くて 高 登， 0 候た めかと、 前の 如く 云 ふ 事 ある 時に、 

• 此處の 斗 代 上田 一 畝 一 斗 七 升、 中 田 一 畝 一 斗 四 升、 下田 一 畝 一斗 一 升、 下田 一 畝 七 升に て、 物 成 は 

田よ.. > 出 米の 五ガ 一 納る 作法な.. ^0 

此通..^の定めの處ならば、其田の作人、其處の名主、其田近處の作人呼出し問ふ事前に同じ。 稻三 

十五 束 刈. o、 米 は 一 束に 三 升 五合 取る と 云 は i-、 總束數 の 米 合て 一石 二 斗 二 升 五合な.. ^0 夫 を七ッ 

成の 七と、 物 成 米納る 作法の 五と 取合せ 五 七の 三十 五 なれば、 其 三 五 を 以て 米の 一 石 二 斗 二 升 五合 

を 除. 9 三 斗 五 升と 知る。 是 高な 60 步數はニ畝五分なれば、右三斗五升の高をニ五にて除..^ 一  斗 

四 升と なる。 是中田 一 畝の 斗 代な. 00 然 らば 是中 田に 極 6 た .，^0 兼て 上田と なした る は 位 差 へ る 

. 故、 中 田に 直し 高 三 斗 五 升と 改むべ し。 然 する 時 は 二 斗 九 升 七 合の 物 成 減じ て 一 一 斗 四 升 五合と な 

る 0 

是も 聞え たる 事なる が、 免 を 七ッと 見る 算術 は、 米の 一 石 二 斗 二 升 五合 を、 五.、 力 一 納めの 五に 除て 二 斗 四 

升 五合の 物 成と なる。 是を 高の 三 斗 五 升に 除て 免 七 ッとは 知る。 さて 是は 免に 差 ひ はな けれども、 只、 

中 S を 上田に 位 差 ひして 高 積.^ せる 譯 なる を 知るべし。 免の 七ッ と、 五ガ 一 納めの 五と 取合せ 五 七の 三 


十五と して、 米の 一 石 二 斗 二 升 五合 を 其 三 五に 除 6 三 斗 五 升の 高と 知 6 たる は、 免の 七に 除 6、 五.. 力 一 

納めの 五に 除るべき 兩算を 合せた る 法に て、 前條に は、 四 五 を 合せて 二に 除 6 たると 同じ 算術の 现 なる 

を 知るべし。 さてニ畝五分の步數は七十五步なるが、是に束の定法四十束を乘、三十束なるを三十五^^ 

f せる は前條 なる か 株 の K にて、 是は又 か 株ぞ優 6 の 法 也。 曰お？ ほ， を. f ばし. f のる I がれとば f てぶ お ひひね 柳 

us^.^ 扱、 米の 一 石 二 斗 二 升 五合 を 七十 五步に 除て 一 に 付 一 升 六合 三 勺 三才と なる 事なる 

が、 當 制の 法 は 上作 年の 上に て 一 升 六合と し、 其 上作 年に も 上中下の 三 段 あり。 又 中 作 年に も 三 段 あ 6 

下作 年に も 三 段 あ 60 其 三年の 九 段 を 平均して、 上田 一 坪の 生米 一 升 二八：： と 立てた る 法 也。 此ト" 免 法 

は是 一 升 六合^ あれば、 其 有りの 儘 一 升 六合 餘 として 云る を 以て、 年 免の 法なる を辨 ふべき^ 也。 い か 

に 上田 なれば 迚年々 定式に 一 升 六合 餘 など は 無く、 又 株榮も 定式に 優 6 て、 三十 束 刈るべき 處ょ 6 三十 

五 束づ、 年々 刈る 事 はなき 者 也。 且是は 中 田 なれば 尙更の 事と 知るべし。 其 年に 依て 出來 力る 免を定 

免の 如くに 云 ひなした る は、 皆 後の 輩の 誤..^ なる 事 ど。 

〇 同書に、 常 陸よ 6 御讓替 にて 御當 領總檢 地の 時、 功 者 有て 斗 代 を 付け 免 を 定めた ると 見えた 6。 然る 

に撿 地の 法を祕 して 敎 へざる 故、 四 六の 法と 計ら 心得、 何の 故に 四 六と 云 ふ 其 本 を 知れる 者な し。 四 は 

米 取りの 四、、 力 一 を 物 成に 納る 事と 知，.^、 六 は、 諸 給 人に 下さる.^ 知行、 平均 六" 成 なれば 夫 故と m-^ ふ 也 云 

々と 云る が、 檢 地の 法を祕 して 敎へ ざ ると は、 是 先役 道 重 を 始め 總て 其黑澤 家へ 當テ 付けた る辭 にして、 
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其意ょ，.^、#當領總檢地の時功者有て斗代を付け免を定めたると見ぇた.，^と云ひて、政光主の斗代を付 

け 免 を 定めた る を も 知ら ぬげに して、 其 言の 底意 を 政 光 主 迄 へ も 及ぼせる は 過言と 云 ふべ し。 延寶の 

比に 居て 郡 奉行 を も 勤めた らん 人、 吾が 秋 田の 田 法 は、 政 光 主の 物され たる. 事と 知らざる べき 由緣 あら 

V  H.^  ^  S  >^  < し 0 抑黑澤 家に 於て 撿 地の 法 を祕 して 敎 へざる 事の 宜しから ずと 思 ひたらん に は、 其 旨 君 公 へ. a- 上ても、 

/メ  ノフ I- , い I 其 敎へ其 傳へを も受て 物すべき 窜 なる を、 さはな くして 密に是 を 誹りつ- 1  、己 是を辨 へ 知らざる 車 迄 

も、 强て辨 へ 知れる 事と して 云る は、 是ー兀 重が 心の 直から ざる 處 にして 惯む べき 事なる が、 是に 0< 乙 tyv>.5  ：ト 、 ヽ TJ 

因て 是を思 へ ば、 道 重 郡 奉行 御免と なれる も、 此 人の 方寸より 出た る棋 ならん も 知る ベ からず。 扨ヌ 四. K の：^ と 計， 、. ^得 何 

の故に四六と云ふ其本を知れる物なしとは時の檢地役を云る辭にして、此比ょ..^、檢地役は四六の法と 

云 ふ 事の 名目 は 心得 たれ ども、 共 術 をば 辨 へざる を 知るべし。 拔 四，、 力 一 を 物 成に 納め、 諸 給 人に 下さる 

、知行 平均 六ッ 成なる を 以て 四 六の 法な らんと 元 重が 思； 5 たる は、 四と 六の 數を 漸に尋 出した る 迄の 事 

にして、 四と 六 は 何の 用た る 四 六なる どと 云 ふ 其 事の 本を辨 へざる 事 は、^ 儉地役 等と 同じ 事なる を、 

只 其儉地 役に のみ 其 罪 を 負せ 力る は 笑 ふべ し。 此十免 法 者 流 は、 免と 云 ふ もの は、 只 土の 善惡 にの み 依 

て 制する 物と 心得た る 事故、 四 六の 本 g を辨 ふべき よしなき も 然る 事なる どかし。 四 は 地の 四 德の四 

に、 六 は 他の 六德の 六に して、 又 四 は 五に 數の 一 ッ 足らざる 物、 六 は 五に 數の  一 、v 餘れる 物 ゆ ゑ、 其 數の足 

ら ざる 四と 其數の 餘れる 六と 合せて 平均す る^ 術に して、 免と 云 ふ もの は、 此 四と 六に て 割出せる 物な 

る どや。 共 精き 事 は 四 六 精 術 を 見て 知るべし 0 

〇M« に、 儉 地して 臂 ば 上 二 反 六 « 十八 步、 分 米 三 石 九 斗 九 升と 竿 打た る 時、 其 作 人に、 此 田に 


て稻 何程 刈.^ 米 何程 取る と 問 ふ 時に、 此 田に て稻 三百 二十 束 刈， -、 米 は 一 束に 付 二 升 七 合 取る と 云 ふに 

一 割 增シニ 升 九 合 七 勺 取 るべき と 心得、 三百 二十 束 へ 二 升 九 合 七 勺 を 乘れば 米 九 石 五斗 四 合な. >。 此米 

を 三 石 九 斗 九 升の 高に て 除 6. 夫 を 又 四に て 除れば、 五ッ 九分 五 厘の 免と 知る と撿地 役の 者 共 云 ふ 也。 一 

割增 して 用す る 事 誤 "也。 もし 百姓の 云 ふ 如く 二 升 七 合に 偽.. - なくば 一 割增しは高免にな.„^、百姓永 

代の 損と なる 事故、 土の 位よ 6 始て 諸事 を考 へ、 其 上に 稻チ 刈. 0 米 取. 0 を 云 はせ、 吾が 考 へより 米 取. 0 少 

なくば 一 坪の 稻を 刈らせ 束數を 積..^、 夫 を 米に する か 又は a を數 へて、 升の 法に 勘定して 爲 べき 事 也 云 

々と 云る。 是も 一 渡. 聞え たる 事ながら、 元 重 己が 心得た る 法 を 以て、 粒より 米の 出目なる 土 免 を 兄る 

處の 算術 を儉地 役に 問た る 故に、 檢地役 も 其 意 を 得て、 其 土 免 法の 算術と 己が 聞傳 へたる 當 制の 法と、 

程よ く考へ 合せて 答た る 物と 見 ゆる 事共な. 00 そ は 如何" と 云 ふに、 當制は 三年 平均して 上田 稻ー 束に 

付 米 三 升 取， -の 定法 ■Ij^lljtgg"^ おれれ、 I ぼ 又 a 一升に 付 六合 措. 0 の 定法 を 以てする 事 也 0 さて 

定法 三 升 取 6 の 物なる 故、 一一 升 七 合へ 一 割 增しニ 升 九 合 七 勺と し、 七 勺 を 切 上れば 三 升と なるや ラに爲 

したる 也。 此法 は假に 設けた る 事なる ベ けれど、 其 實に據 らば、 百姓 も 一 割 位の 掛引は 申さぬ とも 云 ひ 

難き 事なる を も 知るべし。 さて 米の 九 石 五斗 四 合 を 高の 三 石 九 斗 九 升に 除 6 、又 四に 除. 0 て 免の 五ッ九 

分 五 厘と 知る 算術 は、 米の 九 石 五斗 四 合 は 其 田よ 6 出た る總 米に て、 高の 三 石 九 斗 九 升 は 其 田よ. 0 出た 

る 籾の 四 分 一 なる 物 ゆ ゑ、 高に て 除り たる 米 を 其 高なる 粒と 同じ やうに 四 分 一 の 四に 除て、 其 粒 一 升に 
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付 米 五合 九 勺 五才の 出目に 當る 事なる を 知れる にて 是 免の 五ッ 九分 五 厘なる が、 是も切 上れば 六ッ にて、 

定法の 六合 潛 に 相稱ふ 様に して 答た る 者 也。 然る を 元 重 は此辨 へな く、 一  割 增しは 故な き押當 ての 

考 /と 見て、 檢地 役の 云る 處を 咎めた る 者 也。 さて 當制は 三年 平均の 法 を 以て 米 取 6 を 定め、 又 斗 代 を 

も 定め、 免 は內外 六德、 十 町 順逆 八 鄕の法 を 以て 其 斗 代へ 差 引 を 付た る 物にして、 竿 を 打た る 其 年に 當 

.OS 、其 年 一 力 年の 米 取り を 以て 其 米へ 免の 差 引 を 付る 事に は 非ず。 又 此土免 法： a も、 其 年 一 力 年の 米 取 

..^AJ 以て 長く 其 免 を定る 事に 非ず。 是皆年 免に して 其 年限.^ の 法なる を、 元 重"；^ を辨 へ 得ず して 定免 

の 如くに 云 ひなし、 一 割 增しは 百姓 永代の 損と なるべき 由に 云る が、 作に は 上中下の 不同な き 物と 心得 

たるに や。 其 一 力 年の 米 取り を 以て 永代の 免 を 定めた らんに は、 百姓の 損なるべき か 得なる べき か、 必 

5:- とも 極む ベ からざる 事なる ベ し。 さて、 粗よ 6 出る 米の 出目に て 免の 上下 を 付る 事 は、 假の虚 法なる 

事 は旣に 云る 如く なれば、 元 重 も 土 免 法の 事 を 云 ふに、 前に は株榮 劣.^ 株榮 優りの 事 を 以て a 取 6 に 多 

少の ある 事 を 云る が、 又 愛に は 其 事 を 忘れて 、粒よ 6 米の 出目に 多少 ある 事の 法 を 出して 云る 也。 贯米 

を 其 高に て 除れば 其 免と な..^ ヽ其免 は 其 粒の 出 米に 當る 算術と はなる 事 なれ ども ヽ是は 彼の 反 取り 米よ 

.0 起れ る虛 法に して、 其 免 は 免の 數に 合へ ども 實の 免に は 非ず。 f  if 免の の に 五て.^>の て.？ るに 實 ての、 Ml  。外 

比 七 石 五斗 を定 免の 六ッ 成に 除て 一 石 二 斗 . 4:. 升の 當高 とす。 是に 六の 出 米 を 乘て七 斗 五 升の 米と なる し 高 一^へ 七ッ. 五 > ほ ぼ 

氷 d 貢 米 S はなる 事 なれ ど 、內外 六德、 地の S: 德 にて 制した る 處の數 は 七 石 五斗に て 七 斗 五 升に は 非ざる を て 七 斗 五 升 は 

赏， SItv と」 ム 其 粒の 出 米に 當る 事と せる 算術に 於て は、 誠に 虚の虚 にして 更に 常らざる 算術 也。 コーク 


五分の免は三合五勺の出米に當る事なるが、如何なる奴にても招..^様しをして 見 る ベ し 0 三  <" 五 勺よ 

. ^米の ffi ざ. る a とて は 決して 無き 事に て、 又、 押なら して は 六合 摺. 0 に 極 6 たる 物 也。 されば 此 -:u^ を 

其 高に て 除て 其 免 を 21 ^る 5* 術 は、 只 席上に 於て 其 高と 貢 米 出し、 其 免 は 何程な らんと 云 ひて、. 子に 

わり かけ  いた つら. C ざ 

其 除乘の 算術 を敎 ふる 如くなる 假の空 術に して、 其 免の 數 となる 事 は 成れ ども、 共 數も 十と 一 との 位盖 

ひなる 物 なれば 其 免の 赏用を なす 事 能 はざる は 勿論に て ヽ又其 免と 云 ふ もの は、 其 高なる a の 出^と 心 

得て 物す る 事 は、 上に も 云る 如く 誠に 是虚 なる 物にして、 聊も其 K に 合 はざる 事なる どや。 人よ く バル を 

鮮ふべ し。 然る を 儉地役 等が 祕傳 など 迚書 きたる 物 を 見る に、 土 免 を 見ん とする s?; 術 を、 此元 K に i 介へ 

たる 通りなる 上田 二 反 六 畝 十八 步、 分 米 三 石 九 斗 九 升の 術 を 以て 其 法 を 書 成した る 也 0  ulii に 因て 

是を 思へば、. K 免 法の K 術 を 檢地役 も 物す る 事と なれる は此 時よ， 9 の 事に して、 是其始 と 見えた. 00 然 

らざれば、同く十免を；13-んとする算術を書成さんとする^5-も多かる中に、元重が极地役の答へ たる^?5と 

て， る 事と、 又檢地 役が 後の 敎に 立て 書な せる 事と、 斯 くもよ く 引 八 ：！ ふべき 由緣 あらん や。 人是を 思 ふ 

べし。 さて 儉地役 は 是を其 始めと して、 是を 好き 事と なして 其敎 へに 立てた る は 歎息すべし 0 此比迄 

は 儉地役 も 政 光 主の 法 方 を 少しく 心得 居た. 0 し を、 此元 重が 爲に土 免 法へ 引 入れられ、 段々 と 古法 をば 

失 ふ 事と なれる 也。 少しく 其 古法 を 心得た， 0 しは此 次の 條に、 田 上中下 下の 四 段の 位、！ g 尻の 町 反に て 

免 切る と 云 ふ 者檢地 役に 多し と ある 事に て、 是則十 町 順逆 八 鄕の 法よ. 0 出力る 也。 ^ぜ 
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の悸 へ、 其翦の あると 一： ムふ其 名目の みは 心得 たれ ど、 其銜 をば よく 俥 へ 得ざる 者と 見えて、 其檢地 役ら が、 帳 なる 四 田の 町 反に て 免 を 

きる 法と て 書る 事 を 見る に 、第一 缺 借の 法を辨 へ 知らぬ よりして、 非ぬ 事 どもに て 云 ふ 迄 もな き 事故、 是は 置て 論ぜず。 其 事の あると 

お； K 鼓お 、と If ふ をべ 辨 しへ。 然る を 又 元 重、 是を 床しみ 思 ふ 心 もな く 免 切る 法に 非ず として 云る 事に は、 上の 

土地の 村の 四 段の 町 反と、 中の 土地の 村の 四 段の 町 反と 同じ 事なる 村 ある 時 夫 を 同 免に 切たら ば、 中の 

土地の 免 高くて 迷惑すべき 也。 其 故 は、 中の 土地に も處 上と て其處 にての 上 を 上田と し、 其 次 を 中 田と 

する 也。 さて 斗 代 は 何方も 同じ 事 なれば、 中の 土地 は 高 は 登る 事なる を、 是は米 取. 0 の考 へ にて 免を以 

て 差 引す る 物 也。 譬ば 御領 分に て 雄 勝 郡 は 上の 土地 也。 此村々 の內に 上田 合て 一 町 五 反 七献、 中 田 合て 

二 町 三 反 四 畝、 下田 合て 四 町 七 反 三 畝、 下田 合て 五町 八 反 二  K とも あるに、 御領 分 川 邊郡は 下の 土地な 

るが、 此村々 の內 にて 右の 町 反に 合た る あ..^、 雄 勝 郡に て は 高 十 石に 付 米 二十 八 石 取. o、 川邊 郡に て は 

二十 石 取る を 同 免に 切て は、 川邊 郡の 村續 くべ からず 0 川邊 郡の 村 能き やうに 免 切て は、 雄 勝 郡の 村輕 

過て あしかるべし。 右の米取リならば雄勝郡の村は七ッ納<^、川邊郡の村は五ッ納.oに免切るべしo 夫に 

て さへ、 物 成 納て雄 勝 郡の 村 は殘米 二十 一 石、 川邊 郡の 村 は 十五 石 なれば、 下の 土地の 村 は 能から ぬ 故、 

共 處の諸 を考へ て、 物の 入る 事 も 上の 土地の 村に 替ら ずば、 四ッ 五分 免に も 切る ベ し 云 々と 云る。 是 

も 一 渡 6 尤の やうに は 開 ゆれ ども、 土 免 法よ.^ 云る 事 どもに て、 土地の 上下に より 籾の 出 米に 多少の あ 

る 事と しての 用なる が、 雄 勝 郡 は 七の 出 米に 當る 事故 七ッの 免と して、 二十 八 石の 四ガ 一 七 石 を 貢に 

取 ftN  、川 邊郡は 五の 出 米 化 営る 事故 五ッの 免と して、 二十 石の 四ガ 一 五 石 を 貢に,^ る 事なる を、 其 算用の 


通..^ に 取て 川邊 郡の 村 能から ぬ 事に て は、 其 算用 は 何のた めの 用なる ど。 是旣に 其 化の 皮の 顯 はれ 

たる 處 にして、 a の 出 米に は 其實、 さる 多少の ある 物に 非ず。 是は彼の反取..^ょ..^起れる處の虚法なる 

事、 旣に 段々 レ」 云る が 如し。 さて 化の 顯れ たる をば 夫れ として ヽ五ッ 免 を四ッ 五分に ゆるめ 四 石 五斗 取て 

も殘米 十五 石 五斗に て、 雄 勝 郡の 二十 一 石に 競べ ては大 いなる 差 ひなれば、 僅に 五斗 を ゆるめて 何の 用 

を かなす。 又、 其 五斗 を ゆるめる にも 如何なる 算用 有て 是を 弛る 事 ど。 只 押 稿..^ にす る^な らんに は、 

初め よら 比； I 押 積り にして 免 を 定めて 可なる ベ し。 さて、 傍より 見て 斯く其 尻 穂の 顯 はに 能く 兌 ゆるが 

なる を、 此 化物 は 己 其尻穗 あると は 知らず、 實の 人間と 心得て 一 生 を 送 6 たるに や 0. 然 らば 此 化物 は 化 

物にして、 醉生夢 死の 類と や 云 はん、 憐む べし 0 さて其化物噺しは差置き、土地の上下に因ては、田ょ.<^ 

出る 處の a に は 多少の ある 事 也。 故に 吾が 政 光 主の 法 方 は、 其 土地の 上下に よ..^ 上中下 下と 田の 位 を 

分け 定る 事なる が、 其處の 上下に 因て は 上田 中 田 多く 下田 下田 少なく、 又、 下田 下田 多く 上田 中田少 く、 

又 上田 は 一 圓 なく、 下田の 一 圓 になき 處な ども あるべし。 故に 其 帳尻の 町 反に 依て 八鄉 位の 斗 代 を 分 

け 定め、 又是に 加る に內外 六德の 一 德四 品の 法 を 以て、 せ C 一  鄕の免 を も 亦 四 段に 分け 定る 精密の 法なる 

物にして、 元 重が 云る 如き、 處上 などの 事 は 此八鄕 位の 法 方 中に ある 事に して、 上田 中 田 下田 下 ffl とも 

に、 其鄕 位に 從て皆 八段づ k に 分かる 事なる どや。 此土免 法 者 流 等が 土の 位 一 ッを 以てする 粗 法と、 豈 

同日の 談 ならん や。 人是を 辨へ 得ざる は 如何に 0 さて 免と 云 ふ もの は 貢に 取る 處の 名に て、 其、 上に て 

俗 田 法 諱 辯 (上)  一 S ル 
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取る 處を增 減して 下にて 取る 處に 不同な き樣 にす る 事に て、 是則貢 法の 要旨なる を、 今此元 重が 云る 如 

く、 雄 勝 郡に て は 高 十 石に 付 米 二十 八 石 取る 內、 七ッ 納めに して 七 石 引 殘.. M 一十 一 石の 民 額なる を、 川邊 

郡に て は 高 十 石に 付 米 二十 石よ 6 取らぬ 事 なれば、 貢 を 取らず しても 一 石 足らぬ 事故、 五ッ 免四ッ 五分 免 

處には 非ず、 免 を 施すべき 術な き 事 也。 土地の 上下に か、 はらず、 四 田と もに、 高 十 石 なれば、 生米 は 二 

おもて  うら 

十四 石の 法なる 事 は 今 誰も 皆 心得た る 事なら ず や。 但、 此ニ 十四 石 は 又當制 表の 法に して、 裡の法 は 四 

田 平均 三十 六 石づく ある 事なる どかし。 是を辨 へざる 人、 早く 訂正 御 格式 を 見るべし。 

〇 同書に、 中 下の 土地の 處 にも 上田に する は、 竿を延 て、 米 取ら 上の 土地の 上田に 合 ふや ラに爲 ると、 儉 

地 役の 內に云 ひたる 者 ある は あし.^ 云々 と 云る。 口 1^ らは あし 、と 云 ふ 迄 もな く、 然る 事 あるべ き に 非 

ず。 m 心 ふに 是は、 處 上の 事 を 以て 元 重に 問 詰められた るに 付、 彼の 八 鄕の法 をば 辨へ 得ざる よ 6 斯る事 

云る 物な らん。 又斯る事を云るも、缺借の法を心得差ひしての事と思はる、事どもな，.^0 さて、 彼の 缺 

借の 法 を 以て 上田 を も 中 田に し、 中 田 を も 上田に する 術 ある 事の 由 は聞傳 へたれ ど、 其 術 をば 辨へ得 ざ 

6 しょ. o、 其 術の 名目に 付て 此 術の 通 辭 となした る 物に 疑 ひなし。 されば 此 比の 檢地役 は、 御 格式の 法 

方少 しづ.^ 其 片端 を 心得た る 事 知るべし。 

〇 同書に、 其 土地に 餘勢 ある 處は人 多く 薬. -物 なれば、 十五 歲の 人よ 6 總人數 男女 共に、 一 人 一 升づ k 出 

す積..^に免入るべ しと云ふ^9ぁ6云々と云るも、极地役の斯く云ひたる事にして、共云ふ處の法術に^ 


へ る 事 は あれ ども、 民 數を算 して 加 免の 法と する 事の 名目 は傳は 6 殘て 有つ るよ 6、；g る を も 云る 物 


〇 同書に、 御當 額の 一 步は七 尺 四方 なれ ども、 生米 は 六尺 五寸 四方 を 以て 積れ る 物なる 由に 云る は、 是、 

第一 の大 いなる 誤.^ 也。 此誤 6 の 精き 事 は步尺 精辨に 云る 事故、 其 書に 付て 兄るべし。 生米 は、 天下の 

通規 六尺 四方 を 以て 積れ る 者なる どや。 人 是を思 ひ 誤る ベ からず。 

〇 同番 に、 苗代 渡し 定めの 事 を て 示した る も 誤 6 也。 此誤 6 の 精き 事 も、 訂： 止 御 格式に 註せ る 如くな 

れば是 に 付て 見るべし。 苗代 は 七 尺 四方の 內へ 籠め たる 法 なれば、 別に 苗代 渡す に 及ばざる 事 也。 人、 

是をも 思 ひ 誤るべからず。 扱 上よ 6 段々 と 云る 如く、 此 比の 撿地役 は、 未熟ながら も 御 格式の 法 方なる 

名目の趣などは心得て、元重にも云るを、元重己が見識に誇..^、檢地役等が未熟なるを侮6、其云ふ處を 

も 押 橈め て 十 免 法 を押廣 めた る 者なる が、 此元重 初め 御 留守居に て 江戶に 1^6 たる 比、 彼の地に 於て 土 

免 法の 事 を 少しく  S3 ひ 得た る 物な らんと m 心 はる。 後 郡 奉行 をば 凹 力 年 勤.' たる 其 問に は、 檢地 役ら が 云 

る泰 には少 しづ .、 其 趣 も ある • なる を、 是を よくも 聞認 ずして ヽ只 己が 心得た る 土 免 法の W にの み 慕り 

つ.^ 物し、 後 遂に、 御高 七 萬 石な く 成るべき 事の 根ざしと は 成せる 也。 されば 駭に云 ふ 彼の：：：^ 兵法なら 

で ヽ是は 生 田 法國に 大疵の 本と 云 ふ、 今よ 6 後の 蘇に もな すべき 事な らんが。 

俗 H 法論 辯 (上)  § 


俗 田 法論 辯 下ノ卷 

新田 目 道茂述 

〇後の檢地役等が田法の祕傳とて書綴，c^たる 一 卷に、 慶 長の 初めに 政 光 主の、 牛 丸 兵 左 衞門を 竿 頭 とな 

し 雄 勝 郡 院內ょ 6 竿 だてし、 六 郡 十八^ 石 を總 高と せる. H に 有て、 御 遷 封の 比に は 十八^ 石よ，： >  御高の 

無か.^し事の如く聞ぇて、人の思ひ誤るべき一.供なるが、是は權現樣ょ..^の御證文には、^出羽K之内秋^ 

仙 北 兩處進 置 候 全 可 有 御 知行 候 也 o」 とのみ 有て 御高 付けな きに 依て、 其當座 淨光院 様よ. 0 御 伺 成され 

力る 處、 十八 萬 石の 御 役 高に 成され 然るべきの 旨 御 差圖に 付、 御 役 高 をば 十八 S 石の 事に 成された るに 

て、 赏の 御高 は 其 比よ，. M 一十 四 五 萬 石 は 有た る 也。 其 後台 德院様 御代に、 領分の 高 二十ず！： 石餘 ある 事故 

ニ十萬石の御役なされ度事に御願なされ、其時ょ6,ニ十萬石の御役高とな.，^たる也0 其 後、 大 « 院様御 

代 二十 五 fHl 石の 御 役 高に 成され 度 3 曰 御 願 成され たれ ども、 何れの 御差圖 なしにて 有つ る處、 宽文四 甲 辰 

年中 嚴猷院 様 御朱印 御 改めの 事 有て、 其 時 公儀へ 書 出した る處 の黑澤 多左衞 門が 覺書 左の 如し。 

出 羽 國之內 六 郡 領地 之 高目 錄 

^田 法論 辯 (下)  Ig 
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高 三十 一 萬 九 千 八 百 四十 七 石 

內 二十 萬 石 

同 五 萬 九 千 四百 六十 六 石 

同 六 萬 三百 八十 一石 

下野 國之內 二 郡 領地 之 高目 錄 

高 五 千 九 百 四十 六 石 

內五千 八 百 十八 石 

同 百 二十 八 石  . 

高 都 八 3 三十 二 萬 五 千 七 百 九十 三 石 

內ニ 十六 萬 五 千 二百 八十 四 石 

同 六 萬 五 百 九 石 


御 役 高 

古田 之 過 

新田 


古田 


新田 


古田 

新田 


秋 m 、仙 北の. fi: 田 新田と も 三十 一 萬 九 千 八 百 四十 七 石、 前齊の 通 6 書 出した る處、 御 役 高 は 二十 萬 石 故、 

過 高の 分 は 目 錄ズの 外 に 致すべく 御盖 簡 にて 其 通 6 に 改めて * 出された る 也。 御 分限 高 を 二十 萬 五 

千 八 ぼ 石 餘と云 ふ 事 は、 秋 田、 仙 北の 御 役 高 二十 萬 石と 下野 御 ffi の 古田 五 千 八 百 十八 石 を 合せた るに し 

て、 此御 まば 上ケょ 6 斯くは 成 6 たる 也。 此 御高 書 上ケの 事に は譯の ある 事 有て、 此 時の 事に は此多 左衞門 


k  ^  r-tt-^^^  ^25ff^0 此 時には 多左衞 門、 御 SS 守 居に て 江戸に 居り 合せて さニヽ 勿よ 3:1 二、 ヒ、.；.！ ご；. お. PVJtL- 

プレ >v  土ノ  ニノ を 1^ し. K る lilllt- 七 の is^f 也、 後 郡 車 行と なれる も是ら に^りての 事に や。 さて ^は 凡て =?=k 本 を I^f  ^ て 

かざる と大 い に 其 事 を 誤る 事 あり。 御遷 封の 時の 御高 は 十八 萬 石なる 泰と 心得て は、 後に 三十 四 ^Hrs:; 

と成，りたるは竿のへー；，1,り.？^な打出し故、又後に減，^てニ十七；^1石と成.0^るも、然る^1;0の，なら，<-と心ゃ化 

K る 様になる 事 也。 三十 四 f5f 石と な 6 たる は 新田 開發の 盛ン となれ る元祿 巾よ. 0 の：？ i; にして、 l^-l の： i.: 叫 

. ^に は 非ず。 又、 御高の 減る 事と なれる は 御 格式 檢地 役の 手へ 渡 6、 土 免 法の 股に て： y を たる 享 

呆 中 よ. 0 り S り. -0  .-^ょ/、：：どヒ 、.：3".^^:ュ、7  \0 尙是を 如何 にゃあ らんと 思 ふ 人 も あ 

,.^4 よ 6  7 一.， 斗 七 ス J  く U, スを、 ん^ E  し らば、 御金 蔵に 寄て 吟味 をすべし。 

〇 同書に、 豐臣太 閥の 代に 日本 國中總 高調べ ぉリ て、 御當^ へ见切 熊 藏來て 六 郡へ 竿 を 入る 、時、 牛 丸 兵 

左衞門 此熊藏 よ， 9 田 法 を^ ひ 得、 此法を 兵左衞 門よ， CS 政 光 主へ 傅へ たる 由に ある 0, 是らの 事 は、 三歲之 

童子も心得て笑ふべき事なれば云ふ迄もなき^^なれども、天英公の御遷封、豈太問ょ.0の御遷封ならん 

や。 太 閥 は慶長 三年に じ 玉 ひ 御遷封 は 同 七 年の 事なら ず や。 又 政 光 主 は 兵左衞 門な どより 田 法 を受 

玉 ふべき 様の 人な らん や。 斯る事 を さ へ 云 ひ 散らす 田 法學者 なれば、 其 他秘傳 など  て 云 へ るポ ども 

も 如何なる 事な らんと、 先是を 以て 押 量. 0 知るべき 事に こそ。 但 見切 熊 藏は大 、閣の 御 在世中、 日本 國中 

總 高調べ のため^^陸 へも此出羽 へも來，.^し事にて、常陸に於て、熊藏ょ<^兵左衞門は田法をぉ；5たるも 

知る ベ からず。 又 兵左衞 門も檢 地に 功 者なる 事 は 功 者に て、 《：e 陸の 內 にも、 此 兵左衞 門が 竿 を 打た る SI 

なる，鄉村も今に有，.^と云 へ，.^0 又 同書に、 

俗 田 法論 辯 (下)  11 六 五 
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〇 免七ッ 五分  分 米 一石 

稻 八十 束 刈. 0 米 三石定 取， cs、 一  束に付三升七合五勺取.^、又 一 坪に は 一 升 五合 取 6 也。 三 斗の 米 は 

八 束に 常る。 是を當 高 一 石の 定米ニ 石 四 斗に 割 6 込む 時 は、 六十 四 束に て 二 石 四 斗 出る。 其 六十 

四 束の 步數は 百 六十 步也。 右 六十 四 束 を 八十 束の 代と して 當高を 積る 也。 高 一石の 二百 步 よ.. >  八 

十 束 刈 6 米 三 石 取る は、 是鄕 高の 積 6 也。 

道 茂 云。 此 算術ば 高 一 石の 定米ニ 石 四 斗 を、 稻ー 束の 取.^ 米 三 升 七 合 五 勺に 除. H ハ 十四 束と 

^50 此理は 二 石 四 斗の 定步は 二百 步 にて、 其 乂定朿 は 八十 束なる 事故、 何程 にても、 其 一束の 取り 米 を 以て 八十 束の 總 

プ 2- 取り 米 を 除り 其 取リ 米の 束數と はなる 事なる が、 又 一 束の 取り 米 定法 は 三 升なる を、 爱は ご： 升 七 合 五 勺 取り にて 

i| お m;-?- 一一^ P そとれ る丈％也^ 又 其 定米ニ 石 四 斗 を、 一 S- の 取り 米 一升 五合に 除て 百 六十 步 とな 

る 故に、 六十 四 束 を 百 六十 步に 除て 百 步に付 四十 束の 法と なる。 

〇 免六ッ 五分  分 米 一石 

稻 八十 束 刈.^ 米 二 石 六 斗 取る、 一 束に 付 三 升 二 合 五 勺 取. 又 一 坪に は 一 升三合取..^也0 三 斗の 米 

は 九 束 二 把に 當る。 是を當 高 一 石の 定米ニ 石 四 斗に 割込む 時 は、 七十 三 束 八 把に て 二 石 四 斗 出る。 

其 七十 三 束 八 把の 步數は 百 八十 四 步也。 右 七十 三 束 八 把 を 八十 束の 代と して 當高を 積る 也。 一 c2 一 

石の 二百 步 よ..^ 八十 束 刈 6 米 二 石 六 斗 取る は、 是鄕 高の 積. 0 也。 

道 茂 云。 此 算術 は 高 一 石の 定米ニ 石 四 斗 を 積、 一 束の 取り 米 三 升 二 合 五 勺に 除て 七十 三 束 八 


把と なる。 又 其 定米ニ 石 四 斗 を、 一 ls•の取.^米 一 升 三 合に 除て 百 八十 四步 となる 故に、 七十 一二 

束 八 把 を 百 八十 四步に 除て、 百 步に付 四十 束の 法と なる。 

〇 免 六ッ成  分 米 一石， 

稻 八十 束 刈. 0 米 二 石 四 斗 取る、 一 束に 三 升 取.，， /又 一 坪に は 一 升 二 合 取. ^也。 三 斗の 米 は， 十 束に 當 

る。 是當高 一 石の 定法に て、 上田 二百 步に付 八十 束 刈.，、 米 二 石 四 斗の 取 6 也。 中 田 下田 下田と も 

步數 にて 增す 事故、 其 步數へ 八十 束の 法 を 乘て皆 二 石 四 斗の 取らと なる。 免 商 下の 村々 へ 竿 入る 

く 時、 其お の鄕 土の 免 次第に 竿 入る K と 云 へ ども、 此當 高の 定法に 合せて する 也。 故に 八十 代と 云 

ふ 事 此六ッ 成 を 根元と す。 又 村々 にても 八十 代と 云 ふ は、 鄕高ー 石に 八十 束 刈る 事 を 云 ふ 0 

道 茂 云。 此 算術 は 高 一 石の 定米ニ 石 四 斗 を、 稻ー 束の 取り 米 三 升に 除て 八十 束と なる。 又 其 

定米ニ 石 四 斗 を、 一 坪の 取，.^ 米 一 升 二 合に 除て 二百 步 となる 故に、 八十 束 を 二百 步に 除て 百步 

に 付 四十 束の 法と なる。 

〇 又 云。 此六ッ成に涯.^て成リと云ふ辭を付て六ッ成と云；5、外四段の免には成リと云ふ辭をォ 

けぬ を 見れば、 此比 迄の 檢地役 は、 此事を 心得た る 物と 見えた， ^0 六 ッ成は 御 國の定 免に して、 

高 へ 夫れ夫れの 免を乘 け、 夫れ を又定 免の 六ッ 成に 除て 當高 とする.^ なれば. 5^。 さて 六ッ成 

と は 六に 成る と 云 ふ 事に て、 則 六ッに 除る 事 也。 伹 愛に 六ッ 成と 云る は、 六ッに 除る 事 迄 へ 卦て 

俗 田 法 諭 辯 (下)  i 
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云る 事 は 如何に あらん。 外 四 段の 免の 如く 只 其 六 を 乘る處 よ， 9 云る にも 有る ベ けれど、 此六タ 

なごり 

免に 涯 りて 六ッ 成と 云る を 以て、 此比迄 は 古 傳の餘 波 有る 事 を 知るべき 者 也。 

〇 又 云。 中 田 下田 下田と も 定法の 六合 摺 6 を 以て 算 する 時 は、 其 步數の 增す處 も 定法の 如く、 

中 田 は 二百 三十 一 步、 下田 は 三百 步、 下田 は 四 ぼ 二十 九步 となる 事 なれ ども、 土 免 法 を 以て 七 

合五勺摺..^、六合五勺摺.=^など、して算せる事故、上に見ぇたる如く步數は減じ て、七合五勺 

ず6は百六十步とな，.^、六合五勺ず6.は百八十四步となる事也0 又 下に 見 ゆる 如く 五合ず. 

三合五勺ず..^など\して_.4する時は步數增して、五合摺..„^はニ百四十步とな.ft^、三合五勺招<^ 

は 三百 四十 三步 となる 事 也。 本文に、 免 高下の 村々 へ 竿い る k 時、 其 村の 鄕 土の 免 次第に 竿い 

る、 と 云 へど も、 此當 高の 定法に 合せて する 也と 云る は此事 也。 此土免 法に て 云 ふ處の 免と 

云 ふ 物 は、 旣 にも 云る 事の 事く 粒 一 升よ.. - 米の 出目の 事に して、 其 實には 更に 當ら ざる 處の虛 

法 なれば、 其 虚法を 以て sn- し 出せる 步數、 束 數の增 減 も、 其實用 をな す 事 能 はざる、 只 席上の 空 

術 也。 尙其論 辯 は、 後に 精く 取 總て云 ふ を 見るべし。  .  . 

五ッ  分 米 一石 

稻 八十 束 刈 6 米 二 石 取る、 一 束に 二 升 五合 取.，^ 又 一 坪に は 一 升取.c^也o 三 斗の 米 は 十二 束に 當る 0 

是を高 一 石の 定米ニ 石 四 斗に 割 6 込む 時 は、 九十 六 束に て 二 石 斗 取る 0 共 九十 六 束の 步數は 二 


百 四十 步 也。 右 九十 六 束 を 八 卜 束の 代と して 當高を 積る 也。 高 一 石の 二百 步ょ 6 八十 束 刈 6  二 石 

取る は、 是鄕 高の 積 ft- 也 0 

道 茂 云。 此 算術 は、 高 一 石の 定米ニ 石 四 斗 を稻ー 束の 取 米 二 升 五合に 除て 九十 六 束と なる。 

又、 其 定米は 二 石 四 斗に て 一 坪の 取..^ 米 は 一 升なる事故、其步數はニ百四十步と知る13^也。 故 

に 右 九十 六 束 を 二百 四十 步に 除て、 百 步に付 四十 束の 法と なる。 

〇 免三ッ 五分  分 米 一 石 

稻 八十 束 刈. -米 一 石 四 斗 取る、 一 束に 一 升 七 合 五 勺 取 6 ベ 又 一 坪に は 七 合 取.^ 也。 三 斗の 米 は 十七 

束に 當る。 是を高 一 石の 定米ニ 石 四 斗に 分.. > 込む 時 は、 百 三十 七 束 二 把に て 二 石 四 斗 出る。 其 百 

三十 七 束 二 把の 步數は 三百 四十 三步 也。 右 百 三十 七 束 二 把 を 八十 束の 代と して 當高を 積る 也。 高 

一 石のニ百步ょり八十束刈.=^米 一 石 四 斗 取る は、 是鄕 高の 積 6 也。 夫々 の 免へ 四 を 乘け分 米 一 石 

の 生米と なる。 是を 八十 束に 除て 一 束の 米 を 知る。 

道 茂 云。 此 算術 は、 高 一 石の 定米ニ 石 四 斗 を 積、 一 束の 取 米 一 升 七 合 五 勺に 除て 百 三十 七 束 二 

把と なる。 又 其 定米ニ 石 四 斗 を 一 坪の 取..^ 米 七 合に 除て 三百 四十 三步 となる。 右 百 三十 七 束 

ニ把を三百四十三步に除..^、百步に付四十束の法となる0 

〇 又 云。 夫々 の 免へ 四 を 乘け分 米 一 石の 生米と 成る 譯は、 定米ニ 石 四 斗の 四 分 一 なる 入貢の 
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六 斗 は、 則此 流に て 云 ふ處の 十-免 六の 出 米なる 事故、 其 六 へ 四 を 乘て四 六の 二 石 四 斗 也。 外 四 

段の 免 共に 分 米 を 一 石と 立て、 免 は 其 出 米と たて、 又、 其 出 米と して 貢に 取る 處は、 其 田よ 6 出 

る 米の 四，、 力 一 に當る 事と 立た る 法 故、 其 算用の 上に て は 皆 其 法の 如くなる 事 なれ ども、 共赏に 

至.. >  て は 更に 然らぬ 事 也。 そ は 次の 論 辯に 云 ふ を 見るべし。 

右 五段 共、 步數 二百 步に、 其 分 米 を 皆 一 石と たて.？^ る は 先 づ當ら ざる 事 也。 分 米と 云 ふ 物 は 其 田よ 6 出 

る處の a を 四 分して、 其 一 に 當る處 を 貢に 取る a 納めの 時の 辭な るが、 さて 其 分 米. にも、 上中下 下の、 田 

一 反に 付て 何程 づ 、と 定め を 付けた る 物に て、 是を斗 代と 云 ふ 事なる が、 當制は 上田 一 石 五斗、 中 田 一 

石 三 斗、 下田 一 石、 下； H 七 斗と 定めた る 物故、 上田 は 二百 步 にて 其 分 米 は 一 石に當，.^、中田はニ百三十 一 

步、 下田 は 三百 步 1^、 下田 は 四百 二十 九步 にて 其 分 米 一 石づ、 となる 事 也。 然る を 其 田の 上下 を も 分か 

たず、 步數を 二百 步、 分 米 を 一 石と たてた る は 皆 上田と して の 事 か。 比 其 上田な らんに は、 其 免に 七， 

五分よ 6 三ッ 五分 迄の 差 ひ あるべき にも 非ず。 免の 上下 をな したる に は、 必其 田の 上下 あるべき 事 也 0 

然るに、 其 分 米 を 皆 一 石 其 步數を 皆 二百 步と 立てた る は、 斗 代の 定め 無き 事に や。 斗 代の 定め あらんに 

は、 上下 ある 田の 分 米 を 皆 一 石と する に 步數の 差 ひ 無くて 叶 はぬ 事 也。 然る を く 分 米 を 一石、 步數を 

比^:ニ百步と立てたるは、是所謂る土免流なる物にして、其實には當らざる處の虚法也0 其譯 如何ん と 云 

ふに、此流は田の上下に因て、共田ょ..^出たる籾の、米に出目の多少ぁる |$と立 て：：：， i を 其 免と 立て^る 


事故 、其！？ は 上 ffl も 中 田 も 皆 一石 なれば 一 石と して 事す る 筋 故、 サ； (步數 も 又 共に 二  ^歩な ろボ w〕0  . 扱 田 

よ 6 出る 處の粒 を 1：：；? ゑて 其 出 米に 增減を 忖る法 故、 其 法に 從て する 時 は. 1；： の 如くなる せに そ、 又 上 E も 

中 田 も 高 一 石と 成- -は 同じ 位の 物と 成-りたる 事故、 免 も 同 免と なして 好き 事 なれ 共、 tt は 位の！ r じから 

v^^n.w?.s<ヽ旣に云る如く、上田の斗代は 一 石 五斗 故 二百 步 にて 分 米 一 石と たり、 中 田の 斗 代 は 一 石：！： 斗 故 二百 三 十 一 步 にて 一石と な 

さ スポ古 る 事なる を、 今に 中 田 も 二百 歩と なした る 事故、 其 二百 歩 へ 中 田 一 步^ 分 米 定法 四 三 一 一一 を 乗て は、 其. K 其 分 米 八 斗 六 升 六 

そ i ノ，^ gii バ ^ ヌぷ/ If 其 實に從 て、 上田の 免 を七ッ 五分と も 七ぶ ちす る 時 は、 中 田の 免 をば 六ッ 五分と か 六" 

とかにする^^-也。 斯く 位の 同じから ざる 物 を、 假に其 位 を 上て 皆！ 1： じ 位の 一 石と する 車 故、 赏は斗 代の 

法 方 破れて 斗 代の 算術 を 云； 5 難き 事に も 至れる 也。 されば、 此高 一 石 を 米の 一 石と 立て、 是 へ 其 免 を 乘 

て 入貢と し、 其餘 は民領 とせる 事の 虚 法な ども、 是ょ. 0 起れ る 事なる を 知る ベ し 0 さて 又 五段の 免と も 

に、 斯る虚 法の、 非ぬ 事 を 以て、 實 法なる 高 一 石の 定米ニ 石 四 斗に 割り込み たる 3； 術 は、 本文に も 見えた 

る 事の 如く、 第 三段目なる 六ッ成 上田 二百 步 にて 高 一 石、 稻 八十 束 刈ら、 米 二 石 四 斗 取る S -術是 -.:：^： 如くな 

る 事なる が、 是を其 次の 四 段 目なる 五ッ 免、 取 6 米 二 石の 法へ 割 6 込て は 九十 六 束に て 二 石 四 斗と なり、 

步數は 二百 四十 步 とな，.^、 是を 以て 當高を 積る 由に 云る 襄な るが、 是を 積る に は 如何にして SS る 事なら 

ん。 抑 田地 へ 竿 を 入れ 其 步數に 向 ひ、 其 田の 位に 因 6 其 斗 代の 定め を 以て 高 積 6 する 物なる が、 竿ケ； 入 

れて其 步數は 二百 步也。 田の 位 上 なれば 其 斗 代の 定め は 一 石 五斗に て、 一 歩の 分 米 {.i- 法 は 五 なれば、 二 

百 步へ五 を 乗て 一 石 故 聞え たれ ど、 此田は 其. 位 上の 次なる 事故 屮 田なる べし。 然る 時 は、 其 斗 代の 定め 

俗 田 法腧辯 (下)  im 
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は 一 石 三 斗に て、 一 步の分 米 定法 四 三 三 なれば 二百 歩へ 四 三 三 を 乗て 八 斗 六 升 六合 故、 分 米 を 同く 一  石 

と 立てた る は 合 はず。 又 下田の 位と する 事に て は、 其 斗 代の 定め は 一 石に て 一 步の法 は 三 三 三 なれば、 

二百 步へ三 三 三 を 乘て六 斗 六 升 六合 故い よく 合 はず。 さて 此法 は、 上田 二百 步 にて 分 米 一 石、 生米 二 

石 四 斗 故、 中 田を此 法に 合せん とならば、 其步數 二百 四十 步 として 生米 二 石 二 斗と なる 事 を 云る にある 

ベ けれど、 夫に しても 分 米 を 共に 一 石と せる は、 上に 云る 如く 斗 代の 法に は 合 はざる 事 也。 故に 又 其 二 

百 四十 步へ、 中 田の 斗 代 一 步の法 四 三 三を乘 て、 其 分 米 一 石 三 升 九 合 二 勺と なる 事 也。 分 米 は 其 田よ .ク 

出る a を 四 分せ る 法の 物故、 此 一 石 三 升 九 合 二 勺へ 四乘 じて 此籾四 石 一 斗 五 升 六合 八 勺と なる。 是へ、 

定法 六の 出 米 を 乘てニ 石 四 斗 九 升 四 合八才 にて、 是此中 田 二百 四十 步の 生米に 當る事 なれば、 かに かく 

に此 算術 は實 法と は 合ざる 事 也。 其 故 如何ん と 云 ふに、 斗 代の 法 を 捨て 分 米 を 皆 一 石と 立て、 然して 其 

免と 立てた る虚 法の 出 米 を 以て 割 6 出した る 束 數步數 故、 其 實には 一 ッ. も 當ら ざる 事な .o-o さて、 田の 

上下 を 押なら し 步數を 二百 步、 分 米 を 一 石と立てたる事故、鄕帳に向ひ、斗代の法を以て高積.=^すべき 

様な き 事なる は、 上よ 6 段々 云る 通 6 の 次第なる が、 免 を 切る にも 先 其 高 積 6 をして 後に 其 免 を 切る 物 

なる を、 高 積 6 なくして 如何にして 免 を も 切る 事 ど。 人よ く是を 思 ふべ し。 但、. 此流 にて は 斗 代の 法 を 

用 ひざる 事に や。 然れ ども 御 當國に は 斗 代の 定め ある を 如何にす る。 さて、 る 取る 手； P なき 事 を も 

尙、今の^^地役らは己が流の法術と心得居る事^らんが、されど又斗代の定法に從て卜ー出をニ；白步、中 


田 を 二百 三十 一 步、 下 W を 三 _ 白步、 下田 を 四百 二十 九步 として、 四 田と もに 高 一 石、 生米 二 石 四 斗と する 

事の 法 を も、 彼の 辈は 心得て する ならず や。 然 らば 又、 彼 をも是 とし 此を も是 とする 事なる は是 如何 

に 0 さて 七 "五分 免の 條に、 三 斗の 米 八 束に 當 ると 云る 事と、 凡て 八十 代と 云 ふ 事に は 云 ふべき 事 あれ 

ども、 今 愛に は 云 はず、 後に 至て 其 云 ふ 事 ある を 見て 知るべし。 又 五段 共に 步數を 二百 步、 分 米 を 一 石 

と 居 ゑた る は 常らざる 事 なれ ども、 束數 を、 百 步に付 四十 束の 法と せる 事の みは 是 常 制の 法な り。 又 M 

書に 云る 一 法 は 左の 如し。 

〇 上田 六 反 六 畝 二十 步ニ 千步  分 米 十 石 

此 生米 二十 四 石、 一 坪 三十 六 株に て 一 株 八本 立く 一  本の 生. Mr 白 四十 粒、 今 升の 法 五 七 六に 除り 一 

坪 一 升 二 合。 但四六の法ロ傳ぁ..^o 此刈八 百 束、 三 斗の 米 十 束に 常る。 右 法 は、 一 升 二 合 を 三十 六 

株に 除り 三 三 三と なる、 此三三 三 を 以て 三 を 除り 九 株の 一 把と 知る、 此九 にて 三十 六 株 を 除り 一 坪 

の 刈 四 把と なる。 されば 二 坪 半に て 十 把の 一 束と なる。 一 束に 三 升 取.. > 、八十 束に て 二 石 四 斗の 

道 茂 云。 此 算術 は 一 本の 生 6 二-白 四十 粒へ 八本 立 チの八 を 乘て千 九 百 二十 粒、 夫れ へ 三十 六 株 

を 乘て六 萬 九 千 百 二十 粒な.^。 是を今 升の 法 五 七 六と 云 ふ 物に 除て、 一 坪に 付 一 升 二 合な. ^0 

If^s か！！〕 f ほ。 に さて 一 升 二 合 を 三十 六 株に 除て 三 三 三と なる、 これ は 一 株に 付 三 勺 三才 三の 當 
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りと 成た る 也。 其 三 三 三 を 以て 三 を 除る と 云る 三 は、 三 手打チ 一 把の 三 也。 ば^ % 打の チ三 一と の I 一 おば 

云^ず 只に 三 を 除る 由に 云る は、 此 輩の 何事 もロ傳 の祕傳 のと 云 ひたがる 處の癖 にして、 意地 わ ろく 斯くは 云る 物 也。 又 

此三手 打 チの事 も、 地回り 下 筋な どの、 凡て 風當 りょくして 稻の 乾き 易き 處は、 三 手 打 チの大 把に する 事 也。 地回りと 云 へ 

ども 澤入 り、 又は 仙 北 筋な どの、 凡て 風 あたり あしく して 稻の乾 文 こヽ. y 、お.^ る t っ^よ. 《^ 朱 こて ヽ ay 一  巴り 

き 惡き處 は、 二手 打 チの小 把に する 事 也。 人是を 心得 置べ し。 あ ー  力る カ^ 婁 プ枒 iv-  /  -  t  ^ 

株數 也。 さて 又、 其 一 把 九 株の 九に て 一 坪の 定法なる 三十 六 株 を 除る 事故、 一 坪の 刈 四 把と は 

知る 事 也。 又 一 坪 四 把 故 十 坪の 四 束、 百 坪の 四十 束 也。 又 一 把 九 株 故 一 束の 九十 株な，.^。 是 

へ 一 株の 三 勺 三才 三 を乘て 一 束三升取..^、是をニ百坪の八十束に乘てニ石四斗な..-。 

〇 中 田 七 反 六 畝 二十 九 步ニ千 一一 I 百九步  分 米 十 石 

此 生米 二十 四 石、 一 坪に 付 一 升 四 勺、 株の 法 は 右に 同じ。 此刈八 百 束、 三 斗の 米 十 束に 當る。 一 升 

四 勺 を 三十 六 株に 除 6  二八 八 八と なる。 其 二八 八 八 を 以て 三 を 除り 十 株 零 四と なる、 是 一 把の 稷 

6 也。 此十株零四を以て三十六株を除.^、 一  坪の刈..^三把四六となる0 是をニ 千 三百 九 步に乘 て 

八 百 束な. o。 同く 一  束 三 升 取. 0 にて 八十 束に 二 石 四 斗の 積り 也。 

道 茂 云。 此算術 は 一 坪の 一 升 四 勺 を 三十 六 株に 除.^、 一  株に 付 二 勺 八才八 八と なる。 扱、 一 把 

は 十 株 零 四 故 一 束の 百 四 株な.^。 是 へ 一 株の 二 勺 八 才八八 を 乘て三 升と なる。 又 一 坪の 刈り. 

三 把 四 六 故 百 步に付 三十 四 束 六 把な.. >。 是を 心得 置べ し。 此他の算術凡て^上田の^$|^に同 

じ なれば、 彼の 條 下に 云る 事 どもに 準じて 知る ベ し。 


〇 下田 一町 三千 步  分 米 十 石 

此 生米 二十 四 石、 一 坪に 付 八 合、 株の 法 は 右に 同じ。 此刈 6 八 百 束 三 斗の 米 十 束に 常る。 八 合 を 三 

十六 株に 除り ニニ  ニニと なる、 其 ニニ  ニニ を 以て 三 を 除 6 十三 株 五と なる、 是 一 把の SS6 也。 此十 

三 株 五 を 以て 三十 六 株 を 除り 一 坪の 刈.. M 一把 六 六 六と なる Q 是を 三千 步に乘 て 八 百 束 也。 同く 一 

一 三 升 取， 0 にて 八十 束に 二 石 四 斗の 積-' 也。 

道 茂 云。 此 S 術 は、 一 坪の 八 合 を 三十 六 株に 除.. - 一 株に 付 二 勺ニ才 ニニと なる。 扱、 一把 は 十 

三 株 五 故 一 束の 百 三十 五 株な 6 ヽ是 へ 一 株の 二 勺ニ才 ニニ を 乘て三 升と なる。 又、 一 坪の 刈 二 

把六六六故百步に付ニ十六束六把六な.=^。 是を 心得 置べ し。 此 他の 算術 凡て 皆 上田の； 总理に 

同じ 事 なれば、 彼の 條 下に 云る 事 ども に准じて 知る ベ し。 

〇 下田 一町 四 反 三 畝 s¥  二百 九十 步  分 米 十 石 

此 生米 二十 四 石、 一 坪に 付 五合 六 勺、 株の 法 は 右に 同じ。 此刈八 百 束、 三 斗の 米 十 束に 常る。 一 坪 

の 五合 六 勺 を 三十 六 株に 除..^ 一  五 五 五と なる、 其 一 五 五 五 を 以て 三 を 除 6 十九 株 二 九と なる、 是 一 

把の 積， 0 也。 此 十九 株 二 九 を 以て 三十 六 株 を 除， 9 一  坪の 刈 一 把 八 七と なる。 是を 四千 二百 九十 步 

に乘て八百束な..^o 同く 一  束三升取，.^にて八十束にニ石四斗の積6也。 

道 茂 云。 此 算術 は、 一 坪の 五合 六 勺 を 三十 六橡に 除.^ 一  株に 付 一 勺 五卞五 五と なる。 扭、 一 把 
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は 十九 株 二 九 故 一 束の 百 九十 二 株 九な り。 是 へ 一 株の 一 勺 五 才五五 を 乘て三 升と なる。 又 一 

坪の 刈 一 把 八 七 故 百 步に付 十八 束 七 把な 60 是_ を 心得 置べ し。 此 他の 算術 は 凡て 皆 上田の 算 

理に 同じ 事 なれば、 彼の 條 下に 云る 處を 見て 知る ベ し。 

右の 如く、 此條に 云る 處は 上田 中 田 下田 下田と も 分 米 を 十 石と し、 生米 を 二十 四 石と し、 一 坪の 生米 を 

一 升 二 合に 一 升 四 勺に 八 合に 五合 六 勺と して 算し、 上田よ 6 下田 迄、 斗 代の 定法に 從て步 數を增 したる 

處 迄の 事 は皆當 制の 定法の 如くなる が、 其 步數の 多少に か、 はらず 刈 は 皆 八 百 束と 立てた る 事故、 百步 

に 付 上田 は 四十 束、 中 田 は 三十 四 束 六 把、 下田 は 二十 六 束 六 把 六、 下田 は 十八 束 七 把と なる。 是、 土地の 

上下に 因て は株榮 にて 優劣の ある 物と 立てた る 法なる が、 是も 起る 處は、 彼の 反 取 6 米の 法に 因ての 事 

也。 其譯を 精く 云 はんに、 前 條の法 は 步數の 多少に 因て は 其 刈 も又增 減す る 事に て、 百步に 付て は 皆 四 

十束づ K の 法 故 其 事 はよ： S れ ども、 土地の 上下に か K はらず、 步數を 皆 二百 步づ k と 居 ゑて 其 分 米 を 皆 

一 石と なした るに 付て は、 予が旣 に 云る 如く 斗 代の 定法 も 破る、 事と なる 物 なれば、 此輩も 底に は扭は 

と 心 付て、 是を 如何 かと 思 ひけん。 是に 因て 爰には 又、 斗 代の 定法 を 以て、 步數に 增減を 付て 分 米 を 一 

石と する箕 術に は從 たる なれ ども、 然 する 時 は 又 土地の 上下に 因て は、 其 田よ.^ 出る 其 粒に 多少 ある 事 

かな  力 •〈 

と 成て、 其 粒の 出 米に 多少 ある 事と せる 彼の 反 取りの 法に 稱 はず。 爱に 於て 株榮劣 6 の 法 を設て 束數 

を 減らし、 土地の 上下に か.^ はらず、 分 米 一 石の 地に は 皆 八十 束づ V 刈る W と 成した る 也。 是表 は、 斗 


ひそか 

代の 定法に 從て分 米 一 石の 步數に 多少 を 付た る なれ ども、 裡は 陰に 又、 彼の 前 法なる 二百 步づ、 と步數 

を 居 ゑて、 分 米 を 一 石と せる 法に 從て、 分 米 一 石の 刈 を 其 法の 如く 八十 束 宛と なした る 物なる どや。 人 

よく 是を辨 ふべ し。 さて 土地の 上下に か、 はらず 分 米 を 一 石、 刈.^ を 八十 束づ、 とする 時 は、 是 其^も 

亦 則 一 石づ、 となる 事 也。 其 a 一  石へ 上田 なれば 六く 下田 なれば ニー ッ 五分と も、 此 輩の 思 ふ に 其 免 を 

施して：：；；， ど 其 貪 米と なし、 其-寅 米 は 又 其 田よ. 0 出る 米の 四.、 力 一 に當 ると 云 ふ 事の 算術 をば、 よく 成す に 

なる |5j 也 0 扱此 輩の 心よ 6 云 ふ 時 は、 土地のと 下に か、 はらず 分 米 を 一 石、 步數を 二百 步づ 、と 居 ゑた 

らんに は、 道 茂が 如き 者 あ 6 て、 夫れ にて は 斗 代の 定法 破る、 事なら ず やと 側より 不審な ど を 入れられ 

ん 事の 苦し さに、 斯く、 斗 代の 定法に 從 ひたる 積 6 の 算術 を もな したるな らん。 是 にて、 其 不審 を 防ぐ 

ばナ  *tj ナ 

べき 備へ のよ く 調 ひたる 事と 思 ひての 事 か。 道 茂爱に 有て 又、 此 化物の 化の 皮 を も見顯 はした る 上 は、 

ばナ 

其 化 損じた る處の 不審 を も 殘らず 是を云 ふべ し。 さて 斗 代の 定法に 從； 5、 分 米 一 石の 生米 を 二 石 四 斗 

づ k と 表の 法に は 立てた る 事なる が、 此分米 一 石 を 陰に 立てた る裡の 法なる 下田の 一 石と して、：：：：. 一 へ 其 

免三ッ 五分 を乘 て、 前條 なる 第五 段 目の 法の 如く 三 斗 五 升の 貢 米と な..^、 其 三 斗 五 升へ 四 を乘て 一 石 四 

はけ 

斗の 生米と なる 事に て、 其 化の 皮の 顯 はれ 出る を、 表に は 二 石 四 斗の 生米と 立てた る を 如何にす る。 但 

前 法に 云る 事の 如く、 此 一 石 四 斗は鄕 高の 積.^ にて、 又 二 石 四 斗は當 高の 積.^ 也な ど K 此 化物 は云 はん 

が、 分 米 を 一 石と して 其 生米に 一 石 四 斗と 二 石 四 斗の 二 法 ある を 以て、 鄕高、 當 高の 二 名 をな す 物に は 
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非ず。 生米に 二 法 ある を 以て 其 名 をニッ にす る 事な らんに は、 鄕米、 當米 とも 云 はば 可な らん かなれ ど、 

然る 事 は あるべき に 非ず。 鄕 高と は 則 分 米の 事に して、 未だ 免 を 施さざる、 其鄕の 儘なる 高 故 » 高と は 

云 ふ 事 也。 さて 其鄕高 一石へ 三ッ 五分の 免 を 乘ては 三 五の 位と なる。 ハ い 是を定 免の 

六ッ 成に 除て 五斗 八 升 三 合の 當 高と はなる 事に て、 此 こと も此 輩の 心得て する 事なら ず や。 然る を 上に 

論じた る 如く、 鄕高、 當 高の 名 を さへ に 差 ひたる は、 是亦此 化物の 化 損じた る處の 一 ッな 60 又旣に 論じ 

たる ことなれ ど、 土地の 上下に か. - はらず 分 米 一 石 步數を 二百 步と居 ゑ、 是を定 米の 二 石 四 斗に 割.. -込 

む算拇、百步に付て刈，.^の四十束となる事のみはょけれど、第五段目なる三ッ五分免な る 下田の法の如 

く、 百 三十 七 束 二 把に て 生米 二 石 四 斗と な 6 其 步數は 三百 四十 三步 となる 由に 云るな ど は、 其 免 を 以て 

割 6 出した る虚 法なる 事故、 其 十六 盤の 上に て は 合 ふ 事 なれ ど其實 法に は當ら ざる 事 どもに て、 是亦化 

損じ 力る 處のー つ 也。 其 實法は 步數は 四百 二十 九步、 刈 6 は 百 七十 一 束 六 把と なる 事 也。 に^； 

^賤^5，5^ュ0て錄；^"?5^> 又 斗 代の 法に 從て步 數を增 減し、 然 ふして 其 分 米 を 一 石と する 時 は、 土地の 上 

下 一 車 は其步 數の增 減に て 差 引の 濟ん だる 事 也。 然る を、 い つも 定式の 如くに 上田 は 六、 ッ免、 下田 は三ッ 

こ C に、 PTC2VU^ 二  in  gLI o  ,3、.H 地の 上下に 步 數の增 減に て 差 引す みたる 審故、 其 生米 も a 田と もぶ 

五分 免と する 窜 にて は 四田定.^ニ^^四斗ク內 二  斗と はなる 事 也。 四 田 共に 分 米 を 一石に 揃える 時 は、 生米 は 二 

1^ほ是キ.};;米とと^」プ定1事の/りゅ上田は六ッ免の六斗を納めて引殘6 一  石 八 斗、 下田 は三ッ 五分 免の 三 斗 五 升を納 

めて；^ 殘. 0  二 石 五 升と なる 事に て、 下田 は大ぃ に 民の 得分と なる C 如何 さま、 此 化物の 所 爲には 然る 事 


など も あると 35- えて、 今 も 上田の 免 高き 處は 收納な 6 難き 由に て、 每 年の 如くに 毛 3!- を 願 ふ： es- とする « 

村な ども あり、 又 遂に は 彼の 御高 七 萬 石 無くなる やうな 大變も 出く る 事に て、 此 化物の 化拟 じたる 處 

の、 いとく 大 いなる 大尻 穂と 云 ふべき 物 也。 人よ く 思； 5 を 深め 心 を 平にして 此大： ^德を 兄と めて、 彼 

れに狂惑されたる處の股を開くべき^$になん。 さて 又、 上 ffl 一  本の 生 6 を 二  W 四十 粒と なした るも乂 

常らざる 事 也。 是は、當制の步米稿.=^へ引合せんとて考へ出したる偽術也。 共譯は 上に 註せ し 如く、 上 

田 一 坪の 總籾數 六 fsi 九 千 百 二十 粒 を、 升の 法 五 七 六と 云 ふ 物に 除て 一 升 二 合と なる は 聞え たれ ど、 籾の 

粒數を 升の 法に て 除る 事故、 出る 處の 一 升 二 合 は a なれば 好 けれども、 此 一 升 二 合 は 求なる は 如何に。 

もし 此步米 一 升 二 合 を 粒と 心得ての 事に や、 笑 ふべ し。 但又彼の條に、四六の法ロ傳ぁ..>など云るは=:疋 

らの^$か。 然 らば、 此 一 升 二 合 を 六に て 除.^ 房し 粗の 二 升と なし、 是をニ 千 步に乘 け 其 總籾を 四十 石と 

知 6  、是に 又 六の 出 米を乘 て、 二十 匹 石の 生米 を 知るな どの 事な らん か 0 豈是を 四 六の 法と 云 ふべき^ 

ならん や。 され ど是を 置て は、 四 六の 法ロ傳 あ， 9 と 云る 事の 法 術 は、 極めて 無き 事 也。 此輩四 六の 法と 

云 ふ 事を辨 へざる は、 彼の 傳習錄 に證文 有て 上 卷に辨 へ 置け るが 如し。 又、 升の 法 五 七 六と 云 ふ 事 も 天 

下の 赏ー 1$ 法に は 未だ 開ざる 事なる が、 此事は 後條に 至て 云 ふ を 見る ベ し。 又 同 齊の內 に、 

〇 平均の 斗 代 一 石 一 斗 二 升 五合、 是を 三百 步に 除. 0 一  步の斗 代 三 合 七 勺 五才、 是则ー 把の 取 6 米な 6。 

是へ四 を乘て 一 升 五合と なる、 是 一 步の出 米 也。 此四 を乘る は、 一 步の 刈り は 四 把の 定法 なれば 也。 
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一 步の出 米 一 升 五合 へ 五を乘れば七ッ五分の免となる、五を乘るは五合摺.=^の定法なれば也。 中 田 下 

m 下 ffl 共に、 一 把の 取リ米 へ 四 を 乘て皆 其 一 步の出 米と なり、 其 出 米 へ 五 を 乘て其 免と なる 審皆 同じ。 

〇 上 土の 鄉{ 牛 法 五の 位、 一 歩 三十 六 株に 一 株 八本 立チ、 一 本の 生- M 二百 粒に て 出 米 一 升 五合、 免七ッ 五分。 

道 茂 云。 定法 五の 位と 云る は、 斗 代の 一 石 五斗 を 三百 步に 除り 一 歩に 付 五合の 位と せる 事に て、 

是を 二百 步に乘 て 一 石の 分 米と なる 0 さて 一 步の刈 6 四 把の 法 故 百 步に付 四十 束に て 二百 步に 

は 八十 束 也。 又 一 把の 取 米 三 合 七 勺 五 才へ四 を乘け 一 步の出 米 一 升五合とな..^、是へ五を乘て 

免七ッ 五分と なる。 又 一 升 五合 を 二百 步に乘 て 取 6. 米 三 石な.. > 、又 一 束に は 三 升 七 合 五 勺 取..^。 

又 一 本の 生. M 二百 粒へ 八本 立 チの八 を 乘てニ 千 四百 粒、 是へ 三十 六 株 を 乘て八 萬 六 千 四百 粒 也。 

是を 彼の 升 法 五 七 六に 除て 一 升 五合な.^。 愛らの 算術に 付 セは皆 其 論 あ.^、 そ は 後に 至て 云 ふ 

を 見るべし。 

〇 中 土の 鄕 定法 四 三 三の 位、 一 歩 三十 六 株に 一 株 八本 立チ、 一 本の 生， 9 二百 六十 粒に て 出 米 一 升 三 合、 免 

六ッ 五分。 

道 茂 云。 定法 四 三 三の 位と 云る は、 斗 代の 一 石 三 斗 を 三百 步に 除..^ 一  步に付 四 合 三 勺 三才の 位 

とせる にて、 中 田の 定步 二百 三十 一 步に是 を 乘て分 米 一 石と なる。 又 一 步の出 米 一 升 三 合 を 刈 

6 の 四 把に 除 6 三 合 二 勺五才 故、 一 束に は 三 升 二 合 五 勺 取 也。 又、 二百 三十 ー步へ 刈. 9 の 四 把 


を乘て 九十 二 束 四 把と なる、 是へ 一 束の 三 升 二 合 五 勺を乘 て、 取.. > 米 三 石と なる。 又 二百 三十 ) 

步へ步 米の 一 升 三 合 を 乘ても 同じ 三 石と なる。 此 他の 算術 は 上の 法 に准じて 知るべし。 

〇 下 土の 鄕 定法 三 三 三の 位、 一 步三 十六 株に 一 株 八本 立チ、 一 本の 生，^  二百 粒に て 出 米 一 升、 免 五、 V 成、 總 

粒 數五萬 七 千 六 百 粒、 今 升の 法是 な，^。  • 

道 茂 云。 定法 三 三 三の 位と 云る は、 斗 代の 一 石 を 三百 步に 除..^ 一  步に付 三 合 三 勺 三才の 位と せ 

るに て、 下田の 定步 三百 步へ是 を 乘て則 分 米 一 石 也。 又 取 6 米 は 一 把に 付 二 合 五 勺、 一束に は 二 

升 五合に 三百 步には 三 石 也。 刈 は 三 kn 步に付 ぼ 二十 束、 百 步には 四十 束な 6。 算術の 理は 上の 

法に 從て 知るべし 0 

〇 下 土の 鄕 定法 二三 三の 位、 一 步三 十六 株に 一 株 八本 立チ、 一 本の生，^百四十粒にて出米七合、免三ッ五 

分。 

毒 

道 茂 云。 定法 二三 三の 位と 云る は、 斗 代の 七 斗 を 三百 步に除 6 一  步に付 二 合 三 勺 三才の 位と せ 

るに て、 是を 下田の 定步 四百 廿九步 へ 乘て分 米 一 石と なる。 又 取 6 米 は 一 把に 付 一 合 七 勺 五才、 

一 束に は 一 升 七 合 五 勺に 四百 二十 九 步には 三 石 也。 刈 は 百步に 四十 束に て 四百 二十 九 步には 百 

七十 一 束 六 把な .0,0 其 算理は 又 皆 同じ 事 なれば、 上の 法に 從て是 を 知るべし 0 

右 四 段の 法、 分 米 を 一 石と 居 ゑ、 步數を 斗 代の 定法に 從て增 減した る は 好 けれども、 生米 を 三石づ 、と 
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立てた る は、 上に 出せる 雨條の 法と は 又 差へ る 事なる に、 一 步の出 米と 云る は 四 田 平均の 斗 代 一石 一斗 

二 升 五合 を 三百 步に 除..^、 一  步の斗 代 三 合 七 勺五才 也と 云て、 其 斗 代の 粗なる 物 を 取らへ て 米と し、 是 

を 一 把の 取. 0 米 也と 云 ひて、 一 步の四 把に 乘て出 米 一 升 五合と したる は、 斗 代と 云 ふ 物 は 米と 心得ての 

あつ- 

事 か 0 是 例の 粒と 米と を 混亂 せる 算術な. さて 其 米と も 成，.^ 粒と も 成 6 異 しき 物 を、 上 土の 一 步に 

は 一 升 五合と し、 中 土の 一 步には 一 升 三 合と し、 下 土の 一 步には 一 升と し 、下士の 一 步には 七 合と して、 

斗代の十五、十三、十、七ッの數へ合せたるち亦.^^笑しき^^也。 扱 四 田の 斗 代 を 四 田に^ 6 其 上に 三百 步 

に 除れば 三 合 七 勺五才 なれ ども、 四 田の 斗 代 を 其 儘 三百 步に 除れば、 一 步に付 上田 は 五合に 中 ffl は 四 合 

三 勺 三才に、 下田 は 三 合 三 勺 三才に 下田 は 二 合 三 勺 三才なる 事 は、 此傳者 も 心得て 本文に も 云る 通 6 の 

事なら ず や。 然る 時 は、 一 升 五合に 一 升 三 合に 一 升に 七 合になる 處の數 は 是三步 に 當れる 斗 代に て、 三 

百步 一 反の 百、、 力 一 の 法なる 者 也。 さて、 其 三百 步 一 反の 百、、 力 一 に當る 三步の 法なる 物 を 取て、 一 步の法 

となした る は 何て ふ 摘 術 どや 0 又 一 本の 生數を 立てた る處を 見る に、 上 土 を 三百 粒と し、 中 土 は 四十 劣 

6のニ百六十粒とし、下土は六十劣..^のニ百粒とし，、下土を又六十劣.oの百四十粒となした るなど、是 

らも、 此傳 者の、 非ぬ 附會の ゆみ を 揮 ひて 四 六の 數に稱 はせん 迚の 所爲と 見えた.^。 然 ふして 下 土の 總 

粒五萬七千六百粒とな.=^て、其 一 步の出 米 を 下田の 斗 代なる 一 石の 數に 合せて 一 升と 爲 たるよ 6 して、 

其 五^七 千 六 tn: 粒 を 以て、 則 其 一 升の 法と 立てた る 偽 術 也。 是を偽 術の 本と して、 共 偽 術 をな したる 處 


の 趣を詳 かに 是を云 はんに、 其 五 fsi 七 千 六 百 粒 を 上 土の 一 升 五ん" に乘て 見れば 共 粒 數は八 ts? 六 千 ral ぼ 

粒と なる 事なる が、 一 株の 八本 を 一 坪の 三十 六 株に 乘て 二百 八十 八本なる 故、 是を 以て 共 粒 數を除 6 一 

本の 生 6 を 三百 粒と たて、 又 彼の 五 萬 七 千 六 百 粒 を 中 土の 一 升 三 合へ 乘て 兄れば、 其 粒數は 七？ ぬ 四千 八 

百八十粒となるにょ.=^、4^をニ百八十八本に除..^ 一  本の 生 6 を 二百 六十 粒と たて、 又 彼の 五一 M 七 千 六 1：11 

粒 を 下 土の 七 合へ 乘て 見れば 其 粒 數は四 萬 三百 二十 粒と なる によ 6、 是をニ kn 八十 八本に 除. 0 一  本の 

生 6 を 百 四十 粒と たてた る 物 也。 一 株の 八本 立チ とたて たる 法 も、 苗 を 田へ 桢る 時の W 數を： 一 3- る 中 勘に 

立た る 法に して、 穗數の 事 を 云る 法に は 非ず。 八本 植て其 穂 數も皆 八本な らんに は、 大凶と 云 ふべ し。 

德 數は必 優.^ も 出る 物に て、 十本 餘 十八 九 本より 二十 本餘も ある 事 也。 されば、 一 本の 生 6 は 又 三ぽ粒 

などは決して無き事にして、此生6積，=^は又大 い に 過分なる 者 也。 斯く、總て其實に當らざる^^!-どもな 

る は、 是其僞 術なる 處 の明證 ならず や。 今 升の 法 は a なれば 三 八 千 八 百 九十 六 粒、 又 米 なれば 六 ffi 四 

千 八 ぼ 二十 七 粒に て 一 升と なる 物 也。 さて 此 輩が 云る 處の升 法 五 七 千 六 ぼ 粒 は、 旣に 云る 如く、：：： 疋も 

米と a と を 紛らした る異 しき 物なる が、 是を 籾の 赏 法なる 三 萬 八 千 八 百 九十 六 粒に 除れば 一 升 四 八：： 八 

勺と なる 事に て、 一 升に は 大いに 餘る。 又、 米の 赏； a 六 K 四千 八： a 二十 七 粒に 除て は 八 八 勺八才 とな 

る 事に て、 是は又 一升に 足らず。 是 a にしても 米に しても 其算數 大いに 差へ る ^也。 さて 此今 升の 法、 

p?-三iq-T.>\;'t:^l^4;:?4^な立 こ长 し、 i^qx^alxlrM 1 卜ヒ立 ま！. ^Ffo51 見乜 0 此今 升の 谆術、 精く は 訂正 御 格式 五ノ^ *3 

J^-- -ん「/!1|「/ rri ブづ 1 ノ ォ， -\fuIlEivtl 尸て I 1l-»v.^zs 一 リ 1 グ i え あせ . ^步積 りのお. トに 云る.， お を 見て よく 辨ふ 
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ズレ。 然る を 五 萬 七 千 六 百 粒の 法は此 輩が 私に 立た る 法 か。 升の 法 を 私に 立るな ど は 所謂る ir 升つ かひ 

にして、 天下の 大禁を 犯せる 事と 云 ふべ し。 扱 此條の 法 も、 四 田と もに 刈 は 百 步に付 四十 束と し、 一 步 

の 位 も 斗 代の 定法に 從ひ、 免 も七ッ 五分よ，. M 一一 ッ 五分 迄の 事と し 云るな どは當 制の 古傳 なる が、 其 古傳の 

原を辨 へ ざるよ 6 して 其 古傳の 片端 を 取ら ま へ て、 是に斯 く、 非ぬ 妄說を 加 へたる 者 也。 さて 尙も云 は 

、四 田と もに  一 If の 出 米 へ 五を乘 て^ 其 免と 成る は、 五合ず 6 の 定法なる よ. 0 の 事と 心得て 云る なれ 

ど、 是も亦 然る 事に は 非ず。 此五を 乘る箕 術、 實は 二に 除る 法なる を、 二に 除 6 て も 五 を乘 けても、 其 出 

る 處の數 は 同じ 事と なる 物 ゆ ゑ 五を乘 けたる 也。 さて、 如何なる 故に 二に 除る と 云 ふに、 古傳 なる 當制 

四 六の 法に は、 地 他に 二分し 四 德に四 分す と 云 ふ 算術の ある 事なる が、 此條の 法 は 四 田と も 一 坪の 出 米 

を 斗 代の 數に 合せた る 物にして、 其 斗 代と 云 ふ 物 は 田よ 6 出る 處の籾 を 四 分せ る 物に て、 是を四 德に四 

分の 法と 云 ふ。 さて 其 • 四 分の 法 を 加へ たる 上田の 斗 代 一 石 五斗、 是を地 他に 二分して 其 免七ッ 五分と は 

成る 事 也。 さて、 此條の 法 上田 一 坪の 出 米 一 升 五合 故、 是を 二分して 七 五の 數 となる 事 同じ。 中 田 下田 

下田と も 二分して 皆 其 免と なる 事是に 同じ。 是當制 四 六 極意の 算法 を 以て 云 ふ 事 也。 其 精き 事 は 四 六 

精 術 を 見て 知る ベ し。 此輩四 六法 方の箕 術 をば 更に も辨 へ 知ぬ 事ながら、 斗 代 を 二分して 其 免と なると 

云ふ事の傳へ のみは、其始めに有..^っる事と見ぇて斯る事をも云る也0 然るに 其 五 を乘る 算術、 是を五 

合ず.. >  の 法と 心得た る は、 後に 米 納めの 土 免 法に 馴れて、 免と 云 ふ 物 は 粒の 出 米に 云 ふ 名との み 心得た 


るよ 6 の 誤 6 にして、 古傳の s 術と 辩へ 知らぬ は憐 むべ し。 他^は知らず、库：：|^以來御常刷に於て は、 

六合ず りの 法 を 置て 五八：： ず 6 の 法と せる 事 あらん や。 人よ く 是を思 ふべ し。 又此 五合ず. 0 を 出 米の 定 

免と立たるょ..^、下田 一 坪の 出 米 一 升、 免 五.' の處 にの み 成 リと云 ふ 辭を添 へ て五ッ 成 6 と 云； 5、 外 三 段の 

免に は 成 6 と 云 ふ 辭を添 へ ぬ 也。 是五ッ にても 六ッ にても、 失れ を 定 免に 居る 事 なれば 夫々 の 免 を乘 け、 

夫 を 又其定 免に 除て 當高 とする 物なる 故、 此五 ッの定 免に 涯て、 成.^ と 云 ふ游を そ へ て 五ッ成 6 と は 云る 

也。 是を 以て も、 當制は 又 六 ッ成定 免に 涯て成 6 と 云 ふ辭を そ へ て 六ッ成 6 と 云 ふべき^ を辨 へ、 又此比 

迄の 檢地役 は 斯る事 を 心 居た るに して、 傳習錄 などの 如く、 何 免 にても 總て 成 6 と 云 ふ辭を そ へ て 

云る と は 異なる 事 を 知るべし。 扱 上よ， 0 出せる 三 箇條の 法、 や.^ 一  は 土の 位 を 五段と し、 其 五段と もに 分 

米 一 石に 步數を 二百 步と すゑ、 刈 を 百步に 四十 束と 立て 生米への み « 減 を 付け、 第二 は 常 制の 如く  g:m 

の 法と し、 上田よ 6 下田 迄步數 にて 段々 增 しとな して 分 米 を 一 石と 居 ゑ、 其 生米 を 二 石 四 斗と なし.^ 

るが、 刈.. -は又 上田よ 6 下田 迄 段々 と 減じて 株榮 劣りの 法と なして、 共 步數の 多少に 拘 はらず 分 米 一 石 

の 地に は 總て皆 八十 束づ \ 刈る 事と し、 第三 は 同く 四 田の 法に て、 分 米 を 一 石と 居 ゑ步數 にて 段々 I？ し 

たる 事 も 同じ けれども、 其 生米 をば 又 三石づ くと 立た るに て、 刈 は 又 百 步に付 四十 束と せる 也。 共 外 共 

算術の、 其實に 引合 はざる 事 は 精く 論じた るが 如し。 同書に 云 ふ 處の法 三 筒條、 く 別々 にして  一 § 

らざ る は、 是、 此擎其 田 法 の 本 原を辨 へ 知ら ざ るよりの 事に して、 面々 只 思； 5 /\ の說を 立 て 、自作 せ し 
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偽 法なる 處 の明證 なる 物なら ず や。 人よ く 是を思 ふべ し 0 又 同 害に ヽ 

〇 昔よ ら御當 K に 於て 八十 代と 云 ふ 事、 七ッ 五分 免、 上田 分 米 一 石、稻八十束刈-^、米三石取る。 中 田 下 

田 下田と も 同じ 刈 ，0 也。 稻ー 束に 付 三 升 七 合 五 勺に て、 三 斗の 米 八 束 穗に當 る、 此割. 0 を 本と す 云 々o 

此 根元 を 知る 事 四 六の 法 を 以てす 云々 と 云る、〕 此八 十代と 云 ふ 事に も 三 法 ある  一 なる が、 爰に 云る 處 

の は 旣に云 ふ 第三の 條 なる 法の 如く、 上田 高 一 石に て、 步數 二百 步の 地よ 6 稍 八十 束 刈 6 米 三 石 取る 

事に て、 中 田 下 ffl 下田 も 同く  二百 步に 八十 束 は 刈れ ども、 土の 位 劣れる に 依 6 取 6 米 は 三 石な き 事故、 

步數と 束 數を增 して 三石づ V 取る 樣に する 事に て、 其束數 何十 束と 成ても、 上田 高 一 石の 定法 八十 束 刈 

る 代に 立て 高 積 6 すると 云 ふ 意よ，， ^、八十 代と は 云 ふ 事 也 0 又 一 法の 八十 代 は、 旣に 云る 第一 の條 なる 

法の 如く 高 一 石、 步數 二百 歩の 地より 稻 八十 束 刈 6 米 二 石 四 斗 取る 處を 定法と して、 田の 位 をば 五段と 

なし 此ニ石 四 斗の 法 を 中段に 置て、 外 四 段の 步數と 束 數を增 減して 二 石 四斗づ K 取る やうに する こと 

にて、 其 束數墦 減して 何十 束と 成ても、 中段なる 高 一 石の， 定法、 八十 束の 代に 立て 高 積り すると 云 ふ 意 

にて 八十 代と は 云 ふ 事 也。 此ニ法 は、 四 田の 法と して 生米 を 三 石に 揃 ふると、 五段の 法と して 生米 を 二 

石 四 斗に 揃る とに 付て は、 其步 數の增 減す る處 にも 其 差； 5 ある 事 也。 精く は、 前條に 云る 處へ立 返て よ 

く是を 見るべし。 又 一 法の 八十 代 は、 旣に 云る 第二の 條 なる 法の 如く、 上田より 下 W 迄 斗 代の 法に 從て 

步數 を！？？. g し、 分 米 を 一 石 生米 を 二 石 四 斗と たて、 其 步數の 多少に 拘 はらず、 高 一 石 生米 二 石 四 斗の 地 


は とも 皆 八十 朿づ、 刈る w となし、 刈り 招の 株榮 にて 劣らし、 然 ふして 其 束數を s へたる 法.^。 さ 

て此 八十 代と 云 ふ 事 は、 御 當國に 於て #3 よ. 0 の 法なる 由に 云 へ れど、 北 (法の 斯く三 段別々 なる を 以て 北：：！ 

ょりの^5&にてはなく、後の輩が設け出したる附會の說なる事先っ知るべく、八十代と云ふ$の」总を傳者 

含 こ 

の々 >: に從て 上に 云る 如く なれ ど、 是は 通えぬ 事 也。 抑 斗 代と 云 ふ 物 は、 田 一 反に 付て iiS れる 高の 名に し 

て、 下田 は 一 反に て 其 斗 代なる 高 一 石 也。 上田 は 其 斗 代 一 石 五斗なる 第 故、 是を 一 石に； S るに は 二 ぼ 歩 

にて 一 石と なる 事 也。 さて 其 刈 も、 下田 一 反の 一 石に て 百 二十 束なる 事故、 上田の 一 石 二 ぼ^ にて は 八 

十束となる^6^也0 總て其 高 を 一 石に 積らん とする よ.. リ、 其 田の 位に 因て 步數も 束數も 共に ^減す る • 

にて、 高の 一 石 は 下田の 一 反 元と する 事 也。 されば、 下田 一 反の 一 石 を 元と して 上田 を 一 石と する に 

は、 其 一 反に滿ざるニ.ぉ步とし、刈も、其百ニ十束に足らざる八十束とする^9&故、其八十束をこそぱニ卜 

代と も 云 は 三 K ふべき にて、 其 ほ 二十 束 を 八十 束の 代に 立る と 云て は、 其 事の 现は裡 表の 差 ひとなる 

也。 又其§^の差へ る事は置ても、稻何十束を何十束の代に立て高 一 石に積ると云ふ.^:^の事を、只に何十 

き) 

代と 云て、 其 意の 事と 通 ゆべき 辭 の理義 ならん や 0 是は 彼の 斗 代と 云 ふ 事 は、 其 地面 何 斗に 代る と 云 ふ 

義也 など 云る » の 、理義 を も辨へ 知らぬ 誣說 家の 誣說辭 と 云 ふべ し。 是に 依て 是を考 るに、 彼の 順逆 八 

鄕の法 は 斗 代 八 品と なる 事故、 是を 八鄕斗 代と か、 又は 八 斗 代の 法な ど、 も 云 ひなし けん 其 片端 を^ 取 

はち じ-, 'だ い 

へ て、 八十 代の 法と 心得 設.^  、上田 一 石の 八十 束 刈る 處 へ 附會 して 此八 十代と 云 ふ« を 設け 出した 
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る 者なる べし。 又 三 斗の 米 八 束 德に當 る、 此 割..^ を 本と すと 云る。 此八束 穗と云 ふ 事 は、 其 元は 日本 紀 

神代 ノ卷に 出た る 事に して、 能く 成 6 出て 實 のれる 長き 穗の事 也。 然る を 何の 辨 へ もな き 輩、 偶々 其 八 

束 稼と 云 ふ 事 を 見 當れる 儘、 八 束と は 把に 云 ふ 八 束の 事と 心得、 又是 を附會 して、 八十 束の 八十 代と 云 

ふ も此八 束德ょ 6 出た る 事と し、 又 此八束 穗と云 ふ 事 は 日本 紀 より 出.？^ る 事に 思 ひ 合せての 事に や、 

斗 代の 名 を も 大和 斗 代な ど、 云 ふ 事と なした る は、 い よ/ \笑 ふべき 事 也。 もし 大和 斗 代と 云 ふ 事 あ 

らんに は、. IS 斗 代と 云 ふ 事 も あるべき にや、 此 輩に 聞 まほし。 扱此 大和 斗 代と 名に 負せ たる 處の法 術な 

ど、 如何なる 事な らんと 其 云る 處を 見る に、 帳尻なる 町" k を 以て 其 分 米 を 除て、 其 鄕位を 知る 事と せる 

也。 町ダを 以て 分 米 を 分る は 十 町 順逆 八鄕の 法より 出た る 事 なれ ども、 十 町 順逆の 法 方 をも辨 へず、 又 

缺 借の 法 方 を も辨へ 知らず、 啻に、 町ダを 以て 分 米 を 除 6  るの みに て 鄕位を 知るべき 道理 あらん や。 

可笑しき 事ながら、： ：3 十 町 順逆 八鄕の 片端 をば 聞傳 へ ての 事と 見 ゆる 事 ども 也。 是に 依て 是を思 ふに、 

はちゲ う  やさ ヾ J 

旣に 云る 八鄕斗 代の 法と 云 ふ 事 を 又 八鄕斗 代と も唱 へたる にや。 此唱へ を 又 聞 誤り、 又 彼の 八 束 穗の事 

を も 思 ひ 合せ、 彼是 を 取 6, 交 へ て 大和 斗 代な ど、、 は 云 ふ 事と なした る 者な らん。 又、 上に 云る 處の 本文 

に 免の 七ッ 五分なる 事 を 云 ひ 出して、 末に は、 此 根元 を 知る 事 四 六の 法 を 以てすと 云る 處の 趣を考 るに、 

四 六の 法 は七ッ 五分の 免よ，. >  起れ る 由の 傳へ のみ は、 此輩 にも 其始ぁ 6 つる 事な らん。 され ど 其 法 術 を 

ば 傅へ 得ざる を 如何ん せん。 其 事の 名目 は傳へ ながら 其 術 を 傳へ ざると は 、其 藥方を 失 て 、其 能書き を 


のみ 殘せ ると 同じ 事に して、 傍よ. O 是を： 15」 は.^ 瘅き！ @ へ 手の： 11： き.：^ ると か 云 ふ 心地の せらる 、^のみ 

なん。 さて 此八 十代と 云 ふ « の眞 說を詳 かに 云ん に、 予此比 IS 役して、： の S- にか、 つら ひ 郷村 を 巡 

見せる 事 有て、 其 序、 豊 夫ら に 此 八十^の 事 を 問 試みた るに 八十 代と は 云 はずと。 ぼ 代 二.： a 代 三.. e 代な 

ど は 云る^ 有て、 ぼ 代と 云 ふ は、 田地 をば 地方の 詰 "て 位の 上.^ たる 田地と して 云 ふ $ な るが、 ぼ 代と は 

稻百束 刈て 高 一 石の 田地なる を 云 ふ 事 也。 さて 此ぼ 代と 云 ふ は、 赏は此 輩が 云 ふ處の 八十 代に して、 二 

百步を 一 石と せる 上田の 市. If 也。 さて、 百步に 四十 朿 刈る 定法 故に 二百 步に 八十 束 刈るべき なれ ども、 

百 束 刈る は 如何ん と 云 ふに、 當制は 例の 一 步に 一 尺づ \ の延 ある 七 尺 坪の 二百 步故、 共 二 ぼ步 へ 一 三 三 

三 を乘て 六尺 坤の 二百 六十 六 歩 六と なる 事 也。 一お ひ|7 姆 sfj- 是へ 定法の 四十 束を乘 て： 白六朿 

六 把 四 分と なる 事 なれ ども、 農夫ら は步 数の，？ 4 用 八：： ひな どの W には拘 はらず、 U=H  (刈 ^束. まの 火 凡を以 

ヾ J  く 

て 心： _ む ほる にて、 是を百 束 刈る 事と して 云る 也。 さて、 其 八十 束 刈るべき 處 よ.^ In _ ^刈て 二十 束の W 

ある 審 なれ ども、 土民ら は 此步數 の 法 方 をよ く辨へ 知ら ざ る蔡 故、 其 得 を も 又 得と も辨へ 知らず して 其 

百 束 を 定法と 心得て、 是を 常の 言に して 云る 也。 是を 以て も、 予が $ 巾に 云ふ處 の 一 ：冲に  一 R づ、 の延有 

て、 其 延は是 三年 新して 一 年の あ. 0 と 云 ふ 難 有き 法なる を 人 はよ く 思ぶべく、 又、 十 K ら にも 此譯を 

ばよ く辨へ 知らし めて、 御仁 慈の 制度なる を 示し 置クべ き 事 也。 さて、 ぼ 束 刈に 高 一 石なる m 地の こと 

を 百 代と 云 ふ は、 如何なる 意の 辭 ならん と-:^ も 精く 其 乙との 元 を 云 はんに、 せ く：^ 化芥抄 に、 七十 二 步爲ニ 
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十代 一 五十 代爲， 一 一 段 1 と 有て、 令の 義 解に は 段 地獲稻 五十 束と ある 事なる が、 七十 ニ步 は、 一 反の 三百 六 

十步を 五分せ る步數 也。 其 七十 二 步を稻 十 束 刈る 地方と なし、 其 十 束 を 合せて 五十 束 刈る 地方 を 一 反 

とせる 事に て、 代と は 其 地方 を さして 云 ふ 事 也。 百 代と 云 ふ も 則 其 意に して、 稻百束 を 得て 高 一 石の 貢 

を 計る 地方 を さして 云 ふ 事 也。 職： 1: 一 1! き II、 る卢に も 二百 代 三百 代と 云 ふも是 に准じて 知るべし。 さ 

て、 事の 序に 古今の 法 を 引合せ 考 るに、 今 は 百步の 地方よ..^ 四十 束 刈る 事なる を、 古 は、 三百 六十 步の 一 

反 地よ， 0 五十 束 刈る と 云 ふ は、 引 八：： はぬ やうなる 事 なれ ども、 令の 義 解に 束 稻舂得 米 五 升 也と ある 事に 

て、 五十 束に は 二 石 五斗 を 得る 事 なれば、 中古の 法、 三百 六十 步の 一 反なる 下田の 斗 代 一 石、 其 生米 二 石 

四 斗と 立た るに 大體稱 へる を 見るべし。 今の 一 束 は 平均 凡 二 升 取 6 とする 物故、. の 一 束 五 升 取りと 

する 則 は、 古の 一束 は 今の 二 束 半に- t ッ 00 されば せの 租稻 は、 其 把に 法 有て 大把 にせし 物なる べし。 古 

の 一 束 を 今の 二 束 半に 當て算 し 見. は、 古の 五十 束 は 今の 百 二十 五 束に 當る。 是を 一 反の 三百 六十 步 

に 除て 百 步に付 三十 四 束 餘に當 る。 當制は 四十 束の 法 なれ ども、 土の 瘠た る處 など は 三十 四 五 束 刈" 處 

も あるべき 事 也。 又 三代 格に は、 令 制の 租法熟 田 五十 代 二百 五十 步爲ニ 五十 代 1 とも ある 事なる が、 此五 

十 束 を 上の 如く  二 束 半の 法に 営- T 百 二十 五 束と し、 是を 二百 五十 步に 除る 時 は 今の 束に て 百步に 五十 束 

常る 事 なれ ども、： 白步に 五十 束 刈る 事 は 心 元な き 事 也。 且、 此法は 步數も 詰.. -て 百十步 の差ヒ なれば、 令 

の 五十 代の 五十 束と は 2 じからぬ 審 にして、 此五 十代の 五十 束 は小杷 なりし 事 知るべし。 總て此 古へ、 


朿 納めの 時には 其 束の 大小に 法 有て、 今の ？棠 を 納めさす る 其 一 丸に、 法 を 立た る やうの^ ならん と 忍 は 

る。 さて 又 序に 驚し 置く 事なる が、 令の 本文に 段 租稻ニ 束 二 把 町租稻 二十 二 束と ある i$ なる が、 の 机 

法 二十 分の 一 とする 時 は 二 束 五 把に ヒ 十五 束と あるべき • なる を、 恐らく は 上なる 二に 押されて、 下 を 

も 皆 二に 誤りた る 者なる まじ や。 共 や  1-6 とする 時 は、 彼の 本居宣 長が、 ト：： の租 法に 疑 ひ を殘 せる も^ 

5  、^； レニ よ V.-  予先キには、此宣長が疑を起して考 へ を付たる事の趣に據て、訂不-御格式 - ノ^に註せる^5^ぁ 双ヽ T.^ ご 

ズ a  、！： ^と 一 了 一  22  A 力 り。 今 云 ふ 處の考 へ も 常れ る や 常らざる や 知ら ざれ ども、 試に 驚し 班 故 引合せ 見る ベ し。 お r- 扎を 

ひ！ W し ろ  けフ 

さして 代と 云 ふ 由の 事 を尙も 精く 云 はんに、 袖 中抄に 一 反 を 一 代と 云る 由の も 兄え、 日本 紀に は！ 3 を 

も W 呂と 訓.^ 。 一  頃 は 百 畝の 事、 一 反は十畝の事にして廣狹の差ひはぁる^^.なれども、其廣：狹には拘は 

たク ころ  し ろ  ひ、、 J しろ 

らず、 只 其 田地 を さす 方より、 頃 を も 反 を も 共に 銜呂と は 云る 也。 然は あれ ど、 又 一 代と 云 へば、 一 反の 

むね  ビ しろ 

辜 を 土と する 言と は 成る 事 也。 其譯 如何と 云 ふに、 抑 田 代と 云 ふ 物 は 一 反に 付て 定めた る ものにして、 

み •、> しろ  、/J ころ  うつ  た？ J ころ  しろ 

共 御田 代と して 奉るべき 稻を植 る 料の 地なる 故、 其 意を轉 して はやが て 其 田地 を も 代と は 云ぶ にて、 

ひ-、 しろ  、/」 ころ  ひ、/」 しろ  だい  だい 

一 反 は 其 一 田 代 を 奉るべき 地なる よ. =-、 一 代と は 云 ふ 事なる をよ く 思 ふべ し。 a 今 は、 彼の 百 代 二；. ni 代 

しろ 

など 皆 字音に 云 ふ 事 なれ ども、 又、 今 も 田 を 扱く を 代を搔 くと 云； 5、 又、 其搔 きたる 田 を ギら になら す 事 

しろ 

を 代す るな ど 云 ふ 言の ある を も 思 ふべ し 0 

〇 茂 木 治具が、 四 六の 法 斗 代 免の 辨 とて 云る 事に、 四の ft は、 一 步の 生米 を 四 分して 一 分 を K とし、 三分 

を 民 額と す。 故に 14 、四 分の 四 也。 六の 数 は、 上田 一 步の 生米 一 升 二 合 を 四 分 すれば 三 合 也、 此 三の 數へ 
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田 法定 数 三 步の三 を 加 ふれば 六の 數を 生ず。 則是を 免の 數 とす。 ：r.^ に 、常 國田法 四 六の 定法と なる 處 

也と 云る。 四の 數は 少しく 據る處 も あるに 似た るが、 六の 數の事 は、 餘 6 に當ら ざる 襄也。 ー步の 生米 

一 升 二 合 を 四 分して 三 合と なる。 其 三 合と、 一 反 三百 歩の ぽ，、 力 一 なる 三 歩の 算術 を 云 ふ 事な らんに は、 

三 合 へ 三 步を乘 て 入貢 九 合と なる 事よ 6 外に 云 ふべき 事の なき 算術なる を、 一 步の 入貢 三 合と、 反 法の 

小 數三步 と、 其 三の 數 二つ を 並べ 合せて 六の 數を 生ずと 云る は、 是 何て ふ痴術 どや。 更に 取.. >  も 合ざる 

事に て、 耳 取て 鼻 を かむ と 云 ふやうな る 算術と 云 ふべ し。 又 四 六の 法 を 以て、 上田 一 步の贯 米 三 合 を 六 

に 除て 五合と なし、 上田 三步ー 升 五合の 斗 代と 定る處 也な ど、 物め かしく 云る も 可笑しき 事 也。 貢 米 三 

合 を 六に 除る は、 六の 出 米 を 元の 粒へ 除り 反す 算術に して、 四 六の 法と 云 ふ 物に 非ず。 此輩は 四 六の 法 

と云ふ事を辨へ知ラざる事故、四六の數だに出れば、只もの四六の法四六の法と云ふ^&なるどゃ。 又、 內 

外 田の 三 1$ を 合 期して 六に 除て 免と 成る 也、 是、 上田 三步の 生米 三 升 六合 を 六に 除れば 免と なる 處 也と 

云る。 是は內 外 田 三 事の 三に 田 三 步の三 を 引合せ、 又 內外田 三 事 を 六に 除る 處と、 三步の 生米 三 升 六合 

を 六に^る 處と 引合せて、 其 六に 除て 六合と なる を 以て、 又、 六合 招，. -の六 ッ成定 免と 云 ふ 事に 引合せて 

云る：.：^-なるが、內外田の三事を六に除るは、三事の三に除り、地他のニに除る兩算を  一 it に 合せて 六^ 

せる K 術に して、 其 法の 別なる 事 をも辨 へずして 引合せた る 也 お f 四 J ハ の、 知 術 >、"5。 さて 又 六 

合の 數八" へば 迚、 三 升 六合 を 六に 除て 其 一 なる 六合と、 一 升へ 六を乘 たる 六合の 六 ッ成定 免と 云 ふ 事と、 


曰 y 又 司 じ と、 い 辱た」 る や^  r!^ こ 0 六ッ成 « ^と 六の 出 米と は 六 除と 六乘 にて 其 算術 大 いに 異なる を、 此 Slat は是 を：^ じ C 、六 

_^3r ま, や ^4/  ,  ^ii の 出 米 を 六 ッ成定 免と 心得た る 也。 今爱に 云る 處も 彼れ が 、し 得た る 41! に- ^ て.^ ムる 也" 

B^S^§§M^^9 皆是、 牽强附會 の 算術なる 者 也。 但 一二 升 六き 六に 除る は、 

御 格式なる 四 六の 傅に、 上田の 生米 三 石 六 斗 を、 內外 六德に 分る 時 は 六 斗と なると ある を 思 ひての 事な 

るべ けれど、 其內外 六德に 分る は 是實に 四 六法 方の 六に して、 六の 出 米の 六と は 大いに 異なる^ mo 是 

らの事 は、 此 輩の 夢にも 知らざる 事なる ベ し。 六の 出 米の 六 は 算術の 法より 出た る 物に は 非ず、 只 其？^ 

を 招 6 様して 見る に、 一 升よ. 0 六合の 出 米と なる よ 6, の 事なる どや 0 

〇 治具が、 上田 六ッ 成、 中 田五ッ 二分、 下田 四ッ、 下田 一一 ッ八 分と して、 四 田に 地 德の土 免 ある 事と せる 0 是 

は傳 錄の 法に 習 ひ、 上中下 下の 四 田と もに 其 田よ. 0 出る 處の a に は 差-ひな けれども、 其 叙よ. り 出る 處 

の 米に 多少の 差； 5 ある 物と して 、十五、 十二 一、 十 ヽ七ッ の 斗 代に 向 ひ 設け 出した る 算術なる が、 其 斗 代よ 6- 

設け 出して、 却て 又 其 斗 代の 法 を 失； 5 たる 算術 也。 さて 其 設け 出せる 處の 算術 を詳 かに 云 はんに 、上田 

の 斗 代 一石 五斗、 是 に四乘 じて 總粒六 石 科 り 旣中ビ <_ム 粗る の.^ 刀し 一 の是 に、 六の 出 米の 六 を乘て 生米 三 石 六 

斗、 是を其 六に 除、 り 房して a 一  升に 米 六合の 出なる 事 を 知 6、 是を 六ッの 免と 定め、 斗 代の 一 石 五斗へ 共 

六ッ免 を乘 て入贯 米の 九 斗なる を 知. -、 其 九 斗 は 又、 生米 三 石 六 斗の 四 分 一 に 常る ザと する f?; 術なる が、 

是を其 法の 元と して、 其 次よ 6 は 中 田の a を も 亦 六 石と し、 其 生米の 三 石 一 斗 二 升なる 物 を 同く 六に 除 

る 則 は 五に. なる。 是& 一升に 米 五合 二 勺の 出に 當る 事と する 處也。 |§ 贿 お.^ ま t^tt 料；^^ I 一一^ ぽ^ I 
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筋 なれ ども、 六合ず りの 定法より 云 ふ 則 は、 米の 三 石 一 斗 二 升 を、 a 一  升に 米 六合の 六 に 除り 戾 して 見る 箅理ゅ ゑ、 此五ニ 實は是 五 石 二 

斗に て、 米 三 石 一 斗ニ升に赏る處の粗となる亊にして、其法衷裡の差ひとは成るi9^fなるが、治具はこ の- 銜は 成した る なれ ども、 此 法に 

其表裡 ある 现迄を 心得て なした るに や、 心 元な き 事 也。 人よ く 义 vrpl^o  とも. -へ； n と レ、 y、J4.1 长ニ  UTm?^*^  一  IF  く. 1 ヽこ 

此表裡 の を 心得 置べ し。 下田 下田の 算理も 皆是に 同じ。 ヌ！^-ョグ 4^をミ ュノ^^とし ゴ ノ tljl.::?^ 一  s,-i=:i^ をに く. 

除て 粒 一 升に 米 四 合の 出なる を 知る 一？！ f とし、 又 下田の a を も 六 石と して、 其 生米 一 石 六 斗 八 升 同く 六 

に 除て、 a 一  升に 米 二八 n 八 勺の 出なる を 知る 事と せる 也。 さて 四 田と もに 其 粒 を 六 石と 立た る 事故、 斗 

代 も 亦 四 W ともに 一 石 五斗 づ 、となる 理 にして、 其 一 石 五斗へ、 上田 なれば、 其 免六ッ を乘て 上田 定法の 

S 米と なる 0 中 田 なれば 其 免五ッ 二分 を乘 て、 中 田 定法の 貢 米 七 斗 八 升と なる。 下田 なれば、 其 免 四ッを 

乘て 下田 定法の 貢 米 六 斗と. なる。 下田 なれば 其 免 ニッ八 分を乘 て、 下田 定法の 貢 米 四 斗 二 升と なる。 さ 

て 上田の 一 石 五斗 は 斗 代の 定法に 合へ ども、 中 田よ 6 以下 を も 皆 一 石 五斗と 立た る 事故、 斗 代の 法 を 失 

ひたる 也。 然 らば 其 斗 代の， 法 を 皆 拾.^ るかと 思へば、 又 其 算法 をば 貢 米の 數に 取て 是を 合せた る 物 

故、 四 m ともに 斗 代の 法に 付て 設け 出した る 算術なる を 知る ベ し。 斗 代の 定法 十五、 十三、 十、 七ッ へ、 皆 

定法の 六 八 "ずり を 乘る則 は 上 件の 如き 貢 米と なる 定法 なれ ども、 其 定法の 如くに して は、 此 輩が 心得 1〃 

る處の 十： 免 法 を 施すべき 術な きに 因て、 其 苦し さの 餘 6、 斗 代の 法に 付て 斗 代の 法 を 破 6.^ る、 筒 様の、 

非ぬ？$術をも設け出したる者^^。 夫れ も 只 苦しき 餘 りの 遺れ 術に せる 假の 所爲 にて、 是 を其實 地に は 

用 ひざる le^ なれば 好きが、 もし 是を 其實 地に 用 ひて 下 ffl をば 必ニッ 八 分と し、 其 高 一 石 へ 一 マ 八 分 を乘て 

二 斗 八 升の 贯米 とし. らんに は、 旣に 云る 三ッ 五分の 免よ.^ も是 は又尙 下りた る 事に て、 大.. に 百姓の 得 


分に のみ 過た る 事と なる 也。 高の 一 石 は、 步數 にて 土の 上下 差 引は濟 みたる 物故、 四 田に 土 免の 上下 を 

定め 置 事 は 決して 無き 審 ど。 人よ く 是を思 ふべ し。 

〇 御 格式に 成 免と 云る 事の ある を 見て、 治具が 是 免へ 幾 ッ 成と 成の 字 を 付る 證也。 此法 久しく 絕た 6 と 

云へ ども、 御黑 印に 幾ッ 成と 記し 來れる 也，〕 帳尻 帳 紙に も 成の 字 記して しと 云へ 60 是ょ 6 後 は、 此 

治具が 云る 如く 成の 字 を 記す 事と は 成れるな るべ し。 此法 久しく 絕た 6 と 云る は、 是 久しく 絕 たるに 

ならし 

は 非ず、 元よ. 0 無き 事の 證 なる 物 どかし。 人よ く是を 思. ふべ し。 扨、 成 6 免と 云る は 平均 免と 云る 事に 

して、 幾ッ 成と 云 ふ 成と は 別なる 事 也。 但、 六 ッ成定 免に 涯.. >  て 六、 V 成と 云 ふべき i$ は、 旣に 云る が 如し 0 

ならし 

又 成 6 免と は 平均 免と 云 ふ 事なる は、 訂正 御 格式 を 見て 知るべし。 又御黑印へ幾ッ成と記せるは|^.^な 

るが、 是は 、黑渾 多左衞 門な どが 心得 差 ひよ..^ の 事な らんと W 心 はる。 

〇 治れが 御 格式 一 己の 辨書末 文に、 右 記す 處愚を 顧ず と 云へ ども、 其 本 3：： の 違 はん を 恐る。 希 はく は 

後學、 予が愚 を 助け 理術を 明かに して 後世に 傅へ、 檢 地の 旨 先哲の せし 處と 一 統 せば、 上の 御 3^ みに 叶 

ひ 民の 爲た るべ し。 祕 して 其 用 足ら ざらん 事 を 恐る、 のみ。 無學 にして 意の 通ぜ ざらん か、 才の 拙き 

を 耻づ。 後舉是 を詳 かにせ よ。 寶歷八 {m; 年、 五十八 歲 にて 雄 勝 郡 山 田 村 を-平均して 是を 調ぶ ると 云へ 

ども、 未だ 心に 全くせ ず。 此年御 本 方 奉行 へ 役替 にて 暇な く、 明 和 四 年 亥 六十 七歲 にて 淸窨 して 祕$^ に 

添へ、 初心の 助けに 是を殘 す。 于時 同年 三月、 茂 木 祐右衞 門 治具 誌し 之と あ. >。 又！： 人お 辨 害の 附錄 に、 
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前！^ 予 三十 ハヰ 此^に 心 を 寄す る泰 怠な しと 云へ ども、 才 短く 祕 書の 旨に も 熟せず して、 中略 同志の 友と $巾 

々土地の 變易、 村々 の 盛衰 を も論談 して 互に 助け合 ふ 事 怠な くば、 五 年 十 年 にても 此 道に 明達す る 人 も 

あるべ し。 今の 如くに して 菅に年 を 歷、 深秘 とて 手に も觸れ ざらん に は、 大 先哲の 萬 代 不易の 旨を考 へ 

著 はされ たる 赛も、 無が 如くな らん 事 を 哀しむ。 石 川 重祿、 小 正 一お、 吉 川重貞 同志た るに 因て、 共に 家 

々の 子孫に 殘し 置かん とする が 故に、 文の 拙き を も耻 ずして 是を 記す。 此根 原に 因ら ざれば、 御 一 國の 

備へ亂 れん 事 を 恐る V 者 也。 是を 心に 得て 此 道に 明 逡. な る 者 出 で、 忠孝 を 兼備 へ、 父祖の 志 を 紹 ぎ祕誊 

の ij:" を 全 ふせん 事 を 願 ふの み。 因て、 一 己の 辨 書に 附錄 して 俾る者 也。 安永 七 戊戌 年 三月、 茂 木 治具 行 

ハ 4- 七十 八と ある を 以て、 此 治具 此 道に は 心 を 寄せ たれ ども、 此道 を辨 へ 得 ざ る 事の 明かなる を 知る ベ き 

事 也。 义：； ：d 瀬 某が、 御 格式の 法に 依て 見る 時には 當高十 石の 取 米 二十 四 石の 內六 石の 物 成 を 納め、 残 十 

八 石に て は 此養民 六 人の 扶持米に も 足らず。 然 ふして 又 凶年の 備 へと 云 ふ 事の ある は 心得ざる 旨 を 問 

たるに、 治具の 答た る 事に、 元來 土民 百姓 は 粟稗粃 等の 雜物を 喰 ひ、 又は、 山野 wif 木の^ ふべき 物 を糧と 

し、 士太 夫と： く 类腊を 調へ て 食すべき 者に. あらず。 かて を 出して n を 養 ひ、 然 ふして 田よ. りの 出 米 を 

餘 して 凶年の ために 貯ふ、 是 民の 生業 也と 云へ り。 上に 出し 力る 辨寄 の. 文に も、； S して 其 用 足ら 

ざらん 事 を 恐る-^ のみと 云る は是 にて、 二十 四 石の 取 米に て は 赏に其 用 足ら さる 事 也。 故に 治具、 此佐 

.1,; なひぢ み た：：  rT^^ ひ； fn- こ 

，が ^ に窮 して 斯る^ を 云る 也。 いかに 土民 なれば^、 彼の 手 肱に 水沫 力き 垂，. -、 向 股に 泥 十-力き よせ 


て勞 きに 勞き、 其 果には 其 米の 飯 を だに i 压ふ事 能 は ざらん に は、 誰か 曲 5^ 業 をな す 者 あるべき。 人よ く是 

を 思ぶべし 0  土民と 云 ふ 者 は、 士 太夫の 如く 美食す る 者に 非ざる 事 は 聞え 4^ れど、 强業 をす る 丈に 米に 

於て は、 士 太夫よ 6 も 却て 多く 喰 ふ 者なる どかし。 故に 御挤 式の 法 は 一 家 六 人の ロ數、 老少 男女 を も總 

て 一日 一 升づ 、 の 食 米に 積.. ^る 者 也。 然 ふして 又 外に、 三年 耕して 一 年の 食 を 得る と 云 ふ、 W 年の 怖 

へ も ある 事 也。 是常制裡の法、高十石の取米三十六石ぁる物なるょ，.^の事也。 此 事 精く は、 訂 御 格式 

を 見て 知るべし 0 扱 治具 は、 此裡の 法 三十 六 石の 事を辨 へざる よ，.^ して、 表の 法 二十 四 石に して は： S 川 

足らざる に 付、 齡旣に 八 旬に 至る 迄 生涯 此 一 事に 苦しめる は S なる 事 なれ ども、 御 格式 をば 仰ぎ 尊む ベ 

き 物と 心得、 此 道に 心を盡 せる 處の忠 々しくして、 上 件の _£.J- ども を 言に 殘 して 後 を 期た る は、 彼 の 輩 巾 

の 一 人に して すべし 0 其 子孫 其 役 方の 後學 たらん 者、 此 治具が 書き 遺せる 趣 を 會 得した らんに は、 共 

志に 基き て 物すべき 蔡 なる を、 然る 輩の 見えぬ は 如何に。 其 子孫 其 役 方に も 非ざる 道茂此 事に 勞 して、 

先き に は 訂正 御 格式 並に 其 外の 寄 ども を 物し、 今 又此論 辯に 及べ る も、：！： 疋 誰が 御 爲 なるべし や。 あはれ 

是を、 秋の 田の 稻葉も そよ と 云 ふ 人 もがな 0 

〇 古歌 獨 して 物 を 思へば 秋の 田の 稻葉も そよ と 云 ふ 人 もな し。 

いで  も  ひ ミリ ごち 

と吟じ 出ら る、 所爲 にて、 山 田 守る 案山子の 人げ 無き 方に 打 向 ひつ、、 思 ふ 心の かぎ，^ を獨 一一 ：！： 爲 力る】 

さもめ、 らぽ あれ 

ども なれば、 廣くは 如何に 任 他 、同じ 心ならん 人に はと、 奧 書きの 心 を 道 茂み づ から 云 ふ。 
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追加 一箇 條 

延寶九 年 御 巡 見 使 御 下.. の 時、 百姓 取 6 分く 地頭へ 納め 方 勘へ の書附 

i^E ほ 八 上田 は 十 石に 付 稻八百 束 刈 6 申 候 故、 八 石に て 六 百 四十 束 刈 申 候。 一束 三 升 取り。 

此出米 十九 石 二 斗。 

外に 

上 ffl 八 石の 田 面長 横 四十 間 四方、 此步數 千 六 百， 步。 但ニ間 一 竿に 付 一 尺の 延を 打ち、 此延 六尺 五寸 

竿の 稷 6 にして X;- 横 四十 三 間 四方になる。 此步數 千 八 百 四十 九步。 內千六 百 步引殘 て 二百 四十 九 

步。 此分米 一 石 二 斗 四 升 五合。 

七 i.^ 二  乂 dr 人き 六尺 五寸 竿の 外に 11 間 一 きに 

此 出.^  一  尸 <1ロ 付 一尺 づ \ の 延を打 出目 也。 

：^: 札に て  .  - 

〈梭 地の 竿 一 間 六尺の 物に 御 坐 候處、 御當 方に て は 一 間 六尺 五寸に 成され、 二 間 竿に て 一 丈 三 尸 

に 御 坐 候。 一竿 立ながら 打 申 候 故、 ナ X へ 申に て 五寸は 詰.^ 申 候" 二 間 竿 打 申 候て 一足 運び 

竿 打 申 候。 此延 一 尺 五寸、 內五寸 は、 ナ X へ の五寸 詰り 申 候に 引殘て 一 尺。 然れば 六尺 五寸の 


二 間 一 竿に 一 尺の 延御坐 候處、 此延、 上田 八 石の 內 にて 二百 四十 九邱。 此出米 二 石 九 斗 八 升 八 

合、 中 田 下田 下； W は 位下， 0 申 程 田 面 廣御坐 候 故、 夫に 應じ延 申 候 故 出 米 同前。 

1  一^ II 田の 出 米 二十 二 石 一 斗 八 升 八 合。 

上 畠 二 石の 面長 さ 四十 間 横 三十 間、 此步數 千 二百 步。 竿の 延ニ間 一 竿に 付 二 尺、 此延 六尺 五寸 竿の 

積に して 長さ 四十 六 間 横 三十 四 問になる。 此步數 千 五 ぼ 六十 四 坪。 內千ニ ぼ 步引殘 て 三 六十 四 

坪。 此分米 六 斗 七 合。 

本高出13,^たまヒ；0\キニ十0 但 一石に 付 三 

目と も. nit^ プー Rj-vh^ バ 、ユー ヂ 石の jgi: 取り。 

內 一石 八 斗 二 升  延の. 

付 札に て. 

一 鄕の高 百 石の 內、 田 高 八十 石、 白 £ 高 二十 石の 積.^ に 御 坐 候。 尤 過不足の 鄕 多く 御 I 候 へ ど 

も 御 當方此 積 6 に 候 故、 高 十 石の 內畠高 二 石に 仕 候。 田 は 二 間 一 竿の 延 一 尺、 n5 は 二 間 一 竿に 

て 二 尺の 延に打 申 候。 此延 三百 六十 四 坪に 御 坐 候。 

以下 是を 略す Q 

道 茂 云。 是 は延享 三宙； 年中 御 巡 見 使 御 下.^ の 節、 御 財 用 奉行 秋 山宮內 よ.^ 檢地役 小 松 三左衞 門へ 渡せ 

る 書附の 寫な るが、 延寶九 年 御 巡：： 使 御 下 ， ^の 時には 品々 御 尋の事 これ あ. り 、其 上江戶 へ 御歸 の 上に も 
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十三 ガ條 の御尋 ありし に 付、 中 川 宮內を 江 戶へ指 登せられ 御 答申 上た る 事 も 有.^ る なれ ども、 其 答留書 

は 見えず、 此 百姓 取 6 分ン 勘へ の書附 のみ 有て、 是も其 時の 寄附 なれば、 心 にも 成るべく やの 譯を 以て 

渡され. る 趣、 三左衞 門が 筆記に 見えたり。 扱此付 札なる 朱の 〈印の 一 カ條 を、 或 人の、 延寶九 年 御 巡 

見 使の 問に、 百姓 共の 答た る留 書の 內付 札と して 寄た る 物 を = ^て、 予も其 心 を 以て 彼の 步尺 精辨に 記せ 

ュる jJS つ  はるみつ 

る 如きの 事なる が.、 此比 綿引發 光が 寫し 置る 處の其 精き を發 光より 得て 是を 見た るに、 上 件の 如くなる 

事 なれば、 百姓 共の 御 巡 見 使へ 答^る に は 非ず。 さて 此 本書に は 年月 名 印 も 無 かりし 由なる が、 此 記者 

は 何人な らんと 是を考 るに、 以下 是を 略せる 由 を 云へ る 其 末の 本書に、 小 役 銀の 事 を 云 ひて 其 付 札に、 云 

々、都合 四百 七十 八 匁 納め 候 樣に申 付 候と 云 ひ、 又 百姓の 手 取 6 となる 殘 米の. If を 云る 其 付 札に、 云々、 

大ー 兄の K は 米よりも 安く 御 坐 候へ ども、 納め 方 四 力 一 、百姓 取ら 分 ン四ケ 三に 合 申 様に 檢地衆 積 6、 米 同 

様に致候と云る處の辭ぶ6_を以て見れば、郡奉行の^^るものとは知らる\事なるが、其外 一 體の文 i 竹-を 

以て 考ル に、 黑澤多 左. 衞 門が 番る 物な らんと 思 はる、 が、 是に又 論ずへ き 事の 數多 ある 事故、 今 又 是を精 

く  £1 辯す る處 也。 此 記者の 云る 處を兒 るに、 二百 四十 九 歩の 出 米 二 石 九 斗 八 升 八 合の 事 を、 六尺 五寸竿 

の 外に、 二 間 一 竿に 付 一 尺 宛の 延を打 出目 也と 殊更に 是ヲ斷 て、 六尺 五 寸を當 制 一、 坪の 法と なし、 其 六尺 

五寸の 外なる 五 寸をー 坪の 延 とせる 也。 是傳 習錄に 云る 通りの 事に して、 元 重が 心なる 事 著明し。 然 

るに 其傳， 錄には 越 足の 延をニ 尺と し、 內 一 尺 を ナ バ へ の 詰 6 とせる 事なる が、 今此付 札に は 越 足の 延 


を 一 尺五寸 とし、 內五 寸をナ バ へ の 詰 6 として 云る は 引合ぬ にして、 是は 又、 元 重が 心よ 6 出た る 1^ 

に は 非ざる 事 知るべし。 扭此 田の 竿の 事に は、 一 尺 五 寸の內 五寸を 引て、 一 尺 を 一 竿の 延 とせる 事なる 

が、 次なる 畠の 事 を 云る 條に 至て は、 俄に 一 竿の 延をニ 尺と して、 田 は 一 竿に 一 尺延、 a は 一 竿に ニ尺延 

の 法なる 由に 云る なれ ども、 M は慶長 以來、 古今の 輩が 言に は 未だ 聞ざる 事 也。 さて 未だ 聞ざる 事な が 

らも、 二 尺の 延 とせる は 越 足の 延な るべき に、 是には ナパ へ の 減 寸を云 はざる は 如何に。 但爱 にナバ へ 

の 減寸を 云ざる は、 前條に ナパ へ の 減寸を 五寸と 云る に 譲て 云 はざる 事 か。 然 らば、 爱には 其 減 寸を加 

へ て 越 足の 延をニ 尺五寸 とする 事 か。 越 足の 法 は、 人々 常に 步む處 の 一 足の 運びなる を、 一 ：：ル の；. r び 

二 尺五寸 とする 法 あるべき 事 か は。 さて 愛に、 斯く 取合ざる 事 を 云る に 因て 是を思 ふに、 二 間 一 竿に 二 

尺の 延と 云る は、 是 天下の 定法なる 六尺 一間の 二 間 一 竿に 二 尺の 延を 云る 慶長 以來 の古傳 なる を、 元 S 

己が 心得 差 ひの 六尺 五寸 坪の 二 間 一 竿に 二 尺延の 事と なし、 此畠 高の 事 へ 取 用 ひて 云る 物な らん。 さ 

て、 彼の 傳習錄 に は 越 足 を 二 尺と して 云る も 、愛に 云る 處の此 二 尺と 同じ 心よ 6 出て 云る 事な らんと 思 

ふに、 又 其 傳習錄 に は、 內ー 尺 を ナパ へ の減寸 として 殘.. >  一 尺の 延 とせる 也。 是爱 に、 田の 延はニ 間 一 

竿に 一 尺と云るに引合せたるにして、此傳^錄の時に至..^^、漸に元重、己が思ふ處の六尺五寸坪の說を 

立竟 たる 所爲の 趣と 見 ゆる 事 ども 也。 さて、 今此畠 高の 條には 一 竿の 延をニ 尺と 云る のみに して、 ナ バ 

へ の 減寸を 云 はざる 其 It 如何ん と 云 ふに、 二 間 一 竿に 二 尺の 延 なりと 云 ふ 古傳の 動かし 難き 譯な ども 
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有" て、 是 を.： ：5 の 法と して 云 ひて 見し 事 なれ ども、 己が 六尺 五寸 坪の 說を立 置ての 事故、 其 六尺 五 寸の內 

よ.. >  五寸の ナパ へ 詰，.^ を 引く とも 云 ひ 難く、 又 延のニ 尺より、 田の 法の 如く 五寸の 詰..^ と 云 ひて は其延 

一 尺 五寸と 成て、 古 傳のニ 尺と 云る 說に叶 はず。 又 二 尺の 外に 五 寸の詰 6 ある 事と して は、 越 足 は 二 尺 

五寸と 成て 其 尺 不都合の 事と. なる。 又、 傳^ 錄に 云る 如く 一  尺の 詰 6 として は、 田の 條には 五 寸の詰 6 

と 云る に 合 はず。 然 らば 田の 條に云 へ る 事 を も、 傳^ 錄に 云る 如く 越 足 を 二 尺と し、 內 一 尺をナ バ へ の 

詰.. >  となした らんに は、 皆 引合 ふ 事と 成て よかるべき を、 然せ ずして 越 足 を 一 尺五寸 とし 五 寸をナ バ へ 

の 詰. 0 とせる は、 是も 亦、 古傳の 動かす ベ からざる 譯 有て の 事と 見えた. 元 重是に 苦しんで、 愛に は 

紛らして、 ナパ への 減寸を 云ざる 物に 疑 ひなし。 されば 上に 云る 事の 如く 錄の 時に 至て、 元 重始て 

其說 を立竟 たるに 差 はざる を、 人よ く 思ひ辨 ふべ し。 さて、 此 上田 八 石の ffl 面 四十 間 四方に て 此步數 千 

六 ぼ步、 是を 六尺 五寸 坪と なし、 其 六尺 五寸の 外なる 五 寸の延 ともに 七 尺なる を、 六尺 五寸 坪に 直-二」 四 

十三 間 四方に な..^、 此步數 千 八 百 四十 九 坪と なる 由に 云る は大 い に 差 へ る 也。 されば 先づ、 四十 間 へ 

五寸 宛の 延は四 五の 二十 尺なる が、 是を 六尺 五寸に 除て 六尺 五寸 間の 三 間と 五寸 になる 事に て、 四十 三 

間五寸 四方な 6。 五 寸は聊 なる に 似 たれ ども、 四十 三 問 四方へ 付て 回る 五 寸故少 き 事に 非ず。 极、 其 七 

尺 坪の 千 六 ぱ步を 六尺 五寸 坪に +肚す 算術の 定法 は、 其 千 六百步 へ 七 尺 四方の 尺 坪 四十 九 坪 を乘 て、 此尺 

坪 七ず：： 八 千 四 は 坪と なる。 是を 六尺 五寸 四方の 尺 坪 四十 二 坪 二 五に 除て、 六尺 五寸 坪の 千 八； 白 五十 五 


坪 六と なる。 內、 本 坪の 千 六 百 坪 引て は 二百 五十 五坪 六の 延 となる。 內、 本書に 云る 處の ニぱ 四十 九 

坪 を 引て 六 坪 六の 過と なる 泰 にて、 是 少なき 差 ひに 非ず。 此 記者 は此 術 を辨へ 知らず して、 太 凡に 四 

十三 間 四方と して 云. -は笑 ふべ し。 さて 朱の 〈印 付 札なる、 檢 地の 竿 一 間 六尺の 物に 御 li 候處 云々 と 云 

る 全文 始終の 趣を考 るに、 もし 傳^ 錄 有て 是を 心得た る 後の 人の 云 ふ 事な らんに は、 越 足の 延をニ 尺と 

し、 ナ バ へ の 詰 6 を も 一 尺と 云 ふべき 事なる を、 越 足 を 一 尺五寸 とし ナ バ へ の 詰 6, を も五寸 と：； ムる は、 

未だ、 傳習錄 と 云 ふ 物の 無 か 6 し 時の 事なる 物に 疑 ひなく して、 是其古 傅なる 事 を 知る ベ し。 是に 因て 

尙又 思へば、 步尺精 辨に云 6 し 如く、 前に 六尺 五 寸のニ 間 竿に て 一 丈 三尺なる 由 を 云 ひて、 竿に 先ゾ 一 尺 

の延 ある を 斷.. ^、後に は 越 足の 一 尺五寸 よ.^ ナパ へ の 五寸を 引殘. 0 一  尺の 延 とし、 然れ ばと 前の 1$ よ 6 

受て、 六尺 五 寸のニ 間 一 竿に ニ尺づ k の延 御座 候と 云 ふべき 語勢の 處 なる を、 誤て 一 尺と W る 物な らん 

と 思 はる。 然る 時 は、 上田 八 石と ある も尙九 石の 誤 6 と定 むべ し。 然ら ざれば、 本番に 云る 處の K 術 は 

差へ る 事に して、 合 はざる を 如何にす る。 さて 又 上 畠 二 石に て 四十 間に 三十 問、 是を 一 竿に ニ尺延 とし 

て、 此 術、 六尺 五寸 坪の 積. 0 にて 四十 六 間に 三十 四 間と 云る も 差 へ る 術 也。 されば 六尺 五寸 坪の 外 

に 一 尺づ \ の延 とする 則は、 先づ 四十 間にて 一 四が 四十 尺と な.^、 是を 六尺 五寸に 除て 六 と 一 尺に な 

ft^  、又 三十 間に 一 尺づ 、 の延 とする 時 は 一 三が 三十 尺と なり、 是を 六尺 五寸に 除て 四 間 と 四 尺になる 事 

にて、 其 間に 一 尺と四尺の差；5ぁる事なるが、四十間と三十間に付て回る^?!!-故、是も大ィなる5!な.^。 さ 
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て此坪 割の 竹 一; 術 は、 六尺 五寸の 外に 一 尺の 延 ある 事故 七 尺五寸 とな.. -、 此尺坪 五十六 坪 二 五と なる。 是 

に 本 坪の 千 二百 步を乘 て 此尺坪 六 萬 七 千 五 百 坪と なる。 是を 六尺 五寸 坪の 尺 坪 四十 二 坪 二 五に 除て 六 

尺五寸 坪の 千 五 百 九十 七 坪 六 五と なる。 內、 本 坪の 千 二百 步を 引て 三百 九十 七步六 五の 延 となる 事に 

てヽ本 S: の 三百 六十 四步と あるよ， 9 は、 是三 十三 步六 五の 過と なる 事 也。 さて 此記 者の 云る 處、 ^2!; せる 

處 、共に 皆斯く 取合 はざる 事の 非なる を 以て 是を考 るに、 朱の 〈印 付 札の 趣 は、 御 巡 見 使 へ 百姓 共の 實 

に 差出シ たる 答 書に して、 是らの 事よ 6 品々 御 尋の事 も 有しに て、 此付札 も 則是、 御 巡 見 使よ 6 下， 0 て 御 

尋 となりた る 物に 非ざる か。 元 重 は 御 格式の 趣 を 辨へ 知らざる 事故、 二 間 一 竿に 一 尺の 延と ある を 二 

尺の 誤り、 上田 八 石と ある も 九 石の 誤 6 と は 思 ひ 得ず して、 此 一 尺と 八 石の 算術に 苦しみ、 八 石 は 田と 

ins の 分量に 付た る 八 石な らんと 思 ひ、 此付 札の 趣 を 本と して 是ょ 6 考へ 出せる 本文に して、 二百 四十 九 

步の 延ビ步 へ 强て 引合せん として、 斯る箕 術 を 成した る 者な らん かと 思 はる。 八 石と 二 石の 田 分量の 

は 野の 德に關 リ，？ ^る 事に して、 其德の 上下 を 量 6 免 を 切る 時に 用 ある 事に て、 百姓の 取. 0 分ンを 勘る 時 

の 用に は、 更に 關ら ざる 事 也。 高 十 石の 取 6 分ンを 見ん とする に は ヽ其十 石の 內に 田の 上下、 又は 高 有 

て も、 夫 レは皆 斗 代の 法に 其 差 引 有て 高の 十 石と 成 6 力る 物故、 皆 共に 二十 四 石の 取 米 定法なる 事 を、 此 

記者 は 知らざる 事に や。 本文に、 上田 八 石六ッ 成と 記した る も先プ 可笑しき 事な.. -0 もし、 此萵八 石 は 下 

田なら ば 此出米 は 十九 石 二 斗なる ベく、 免 も亦必 六. V 成に 非ず して 四ッ 共なる 事な らんが、 上 W にても 下 


田 にても 高 八 石 なれば、 是へ 定法の 二 四 を乘て 共に 十九 石 二 斗の 出 米と はなる 事な ft,0 又 此六ッ 成と 記 

したる も、 例の 土 免 法の 心に てせ る 六の 出 米の 事 也。 六の 出 米の 事 は、 上田 も 下田 も 差 ふ 事な き 物なる 

どや 0 されば、 上田と 記した る も六ッ 成と 記した る も 所謂 "蛇足と 云 ふべき 事なる が、 是も亦 付 札の 上 山 

と あるに 敎 へ られ ての 事なる べし。 付 札の 上田と ある は步 尺の 事よ. 0 云； 5 出た る 事に て、 共 一 步に付 

ての 生米 を 以て 其 算術 を 云 ふ 事故、 上田 下田の 斷 6 を 云 はずして は 叶 ハぬ事 也。 されば 上田 八 石と 云る 

も、 高の 事に は 非ず して 生米の 事なる を 先 思. ふべ し 0 さて 生米の 事なる 故 を 知 6 たらん に は、,， ^石 は 九 

石の 誤..^ なる 事 も. 0 に 知らる、 事なら ず や。 是を 以て も、 此付 札の 趣 は 別人の 物せ る ものにして、 此：^ 

札に 付て 思 ひ 設けた る 本文の 趣なる を 思； 5 辨 ふべ し。 さて 又、 以下 是を 略せる 處の木 g: に、 蘂の 代錢な 

ど を も 積. 0 て 米に 直し、 夫 を も 合せて 米 大豆 共、 三十 二 石 八 升 八 合の 百姓 總取 6 分と 積れ る 也 0 是に因 

て 又是を 考 るに、 是高十 石の 定法 取. 0 米 二十 四 石に て は、 此養民 六 人の 法と して 共用 足らざる 處の筋 を 

以、 # 巡 見 使よ 6 御 不審の 事な ども 有つ らん。 是に 依て、 非ぬ 涯. 0 の考 へ を盡 して 斯る _s ^を 云る 物なら 

ん。 十石の內ニ石を^^高とし、其大豆を以て、百姓取，0分ンの石數を增したるも非ぬ事なるを、藁までを 

米に 直した る 事 あるべき 事 か は。 然、 あらぬ 涯. 0 の考 へを盡 しても 尙 未だ 足らざる を 如何に せん 0 あ 

K 此 記 者よ、 斯る 非ぬ 考 への 涯 6 を盡 しつ k  、己が 心得 差 ひの 六尺 五寸 坪の 事に のみ 迷 ひ、 六尺 坪 は 天 

下の 定法に して 當制は 其 六尺 坏の 定法に 從； 5、 然 ふして 其 六尺 坪に 一 尺增 して 是を 凶年の 備へ にたて、 

俗 田 法論 辯 (下)  i 
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四 田 平均 高 十 石の 總取 6 米、 三十 六 石の 法なる 事 を 悟. 0 得ざる は憐 むべ し。 さて、 元 重 は 六尺 五 寸の說 

を 立 たれ ども、 步 尺精辨 にも 云る 如く、 其 比の 撿地役 は 定法の 六尺 坪に 一 尺增 しの 法なる 事 を 心得た る 

なれば、 百姓 共 も 亦 其 事 は 心得 居たり けん。 御 巡 見 使の 御領 中 を 通らる- - 時には 郡 奉行 中 川 宮內、 御 境 

目 奉行 小川 九 右衛門 御附添 勤.^ たる 趣 なれば、 申 上べき 箬の事 は 申 上た るべ けれど、 又密に は、 百姓 共 へ 

やす 

尋られ たる 事の なしと は 云 ひ 難 かるべ し。 此 時の 御 巡 見 使 は 保 田 甚兵衞 、佐々 木 喜 三郞、 飯 田 傳右衞 門 

と 云 はれた る 人 々にて、 一 體の 事へ 念 を 入れて 聞；^ された る 事と 聞 ゆる 事な 60 さる 事 どもよ..^、 役人 

の 云る 處と 百姓 共の 云る 處と 引合 はざる 事の 有た るに 付、 江戶 へ御歸 6, の 上に も、 十三 カ條 などの 御尋 

も 有た るな らん。 さて 彼の 天 和 二 年の 泰、 儉地 役よ.^ 步 尺の 事 を 書き出させ たる も、 今 思へば、 其步尺 

の 事 を も 御 巡 見 使よ 6 尋られ たるに 付ての 事に 差； 5 なく、 是に 因て 考 るに、 御 巡 見 使よ 6 は 彼の 朱の A 

印 付 札の 趣 を 書取 6 にて、 領民ら の 云 ふ處銜 くの 如く も 聞 ゆる 事なる が、 右 書取， 0 の 如く なれば 二 間 一 

竿に 一 尺延の^1^にも聞ゅれど、又ニ間 一 竿に 二 尺延と 云ふ樣 にも 聞 ゆる 事なる が、 是らの 事 は 如何にと 

尋られ たる 事なる まじ や。 愛に 於て 元 重、 其 越 足 を 一 尺五寸 として、 內五寸 を ナパ へ の詰..^となしたる 

事 も 動かし 難く、 又 二 間 一， 竿にニ尺の延とせる事も動かし難くして、彼れをも取.-此れをも取-^、又、己 

が 思 ふ處の 六尺 五寸 坪の 說をも 立て、 斯る泰 を 記して 時の 執政へ、 先 づ是を 出して 見せた る處の 物なら 

んと忍 はる.、 1$ ども 也。 但斯く 云； 5 て は、 予が步 尺 精辨に 云る 處の葡 說を强 て 立ん とする に 似 たれ ど、 


予が考 へ の 如く 一  尺 を 二 尺の 誤り、 八 石 を 九 石の 誤 6 とする 時 は 其 算術 皆 其 古 傅に 引合 ひ、 其 理も亦 差 

はざる 事なる が、 其 算術の 古傳に 引合 ふ は 偶然の 事なる かも 知ら ざれ ども、 本書に 云る 處の事 は 旣に段 

々と 論 辯せ る 如く、 皆其理 にも 叶 はざる、 取.^ も 合 はぬ 事なる に、 其 算術 又 差へ る 事に して、 其 合せた る 

事の 合 はざる を 如何に せん 。人尙 よく 是を 思へ かし。  . 

嘉永 三年 十 一 月 七日 記畢之 


嘉永三 庚 戌年 十二月 廿 六日 
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本誊 は、 土地 s に 際して 用 ひられる 歩 尺の 積算が、 一 

粒.、 I へられた 方法に 依る こと i し、 旦 っ是を 

i し £ 江 政 光の 古法 を 究明した もので、？？ 

野 岡義 般と學 間 上の II ずるに 至って、 一層 こ. - 

g 的宣， § を i して I され t ので t 

本書 は 「訂正 御 格式」 を宇都宫 公に 上る 一年 前の 奢 作と 

、 >£ になって 居る が、 SS 、旣に 「訂正 I 式」 を 完成 

し 其の 再訂 を も 終った 後の ものである 事 は、 序文 其 他に 

よって 知られる 通り だ 0 

^^本は新田目氏所藏の著者自筆本でぁる。 
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綿引發 光、 兼て よ 6 儉 地の 步 尺に 關.^ たる 事 を集錄 せる 物 有て、 弘化ニ 年の 秋、 是を予 が 師に與 ふ。 是、 

古く は 延寶、 天 和、 後 は 安永、 寬政、 享 和の 人 等の 筆記 也。 師是に 依て 步尺考 、越 足 古 傳定說 、越 足 誣說論 

辯と 云る 書 共 を 物され た， 9。 予是を 師に 得て 是を 合本と し、 初めに は其師 說を敏 て、 更に 又步尺 諸方 書 

と 表題して 藏し置 た. 0 しが、 御 格式の 再訂 成て 後、 是を 出して 更に 又よ く是を 見る 處、 師は第 一 、黑澤 浮 

木の 傳^ 錄に從 て 步尺を 六尺 五 寸と思 ひ 誤られ、 慶 長の 古傳を 以て 步尺を 六尺と せる、 延寶の 百姓 答 書 

の 算術 をも辨 へられず して、 傳習錄 と 一 致の ものと され、 其 外と も 總て皆 誤られた る 事の みに して、 取 

難く なん 0 此步 尺に 於て は、 國 家の 大事に か 、れる 事に して 私の 事に 非 ざれば、 足 を 運び 意 を盡 して 師 

にも 是を云 はざる に 非ず。 され ど 如何が はせん、 師は予 が 言 を 入れられず。 愛に 於て、 是非に 及ばず し 

て 思 を 決め、 師の 編れ たる 者と は 思 へ ど是を 破て、 更に 又是を 編み 成す 事と は 成れる 也" 但、 師の誤 を 

深く 論ずる も予が 本意に は 非ず して、 且は 無益の 事 なれば、 早く 其 本義 を精辨 せる 也。 是を譬 て 云 は -、 

師は 人に 魚 菜 を 得て、 是を 切.. -是を 刻みて 其 料理 を 物され たる 也。 然れ ども 師は、 其 物の 味 をば よく 辨 

へられず して 其 料理 を 誤られた る 也。 予是を 得て、 更に 又 其 料理 を 料理して、 其 料理 を 調へ たる 也 U 然 

して 是を 佳； S 珍客に も 進むべき の 者と す。 曰 K 師を 犯して 其 功 を 奪へ るに は 非ず。 謹で 師の賜 を 賜と せ 

田法步 尺精辨  さ£ 
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る截 也。 人よ く 是を思 へ かし。 

新田 目 道 茂 (花押) 

嘉永 元年 九月 廿日 


田 法 歩 尺精辨 

新田 目 道 茂 著 

抑檢 地の 步尺は 六尺 四方 を 一 步 とし 三百 六十 步を 一 段と す。 又是を 一 反と も 云 ふ。 又 一 步をー 竿と も 

云 ふ 0 是を 尺る 竿の 法 左の 如し。 

一竿 一 丈 二 尺 零 二分 竿頭 入レ土 二分 之 法 

是は 所謂る 置 竿の 法に して、 地に 竿 を 置き 其 竿 先 を 以て 地 を 彫 6 目標 を 付け、 進み 行て 共 處こ竿 本を當 

て 又 初の 如くす る 也。 其 竿 先の 土に 入る 處を計 6 考. て 二分と す 0 其 竿 を 以て 尺，， 行く 姿 は 竿 を 以て 地 

を 打 行く 如く 見 ゆる 故に、 竿 を 打と は 云 習 はした る 也。 豐臣 家に 至て、 一 反の 步數 三百 六十 步を 、二て 

三百 步 とす。 然して 斗 代 反米の 法 は 本の 如し。 愛に 於て 一 變 して 又 重院の 法た， 00 師説に 一： ム。 古書に は、 登 

- - >  I  r  -f  ^  f  ^ 臣 家より 前に 三百 步に 

變 じ.， J」 る 核に 見 ゆる 事 あり。 然るに 璺臣 家より 古法 を變 じた 

りと 一： ムふ は、 新 井 白 石、 荻 生征徠 などの 云 ふ虔に £ へる；^ り。 是 よ，？ ぉ來 今に 至る 迄 諸 國通規 の 法た. oo 爱に 御當家 

の^江 政 光 主、 慶 長御遷 封の 度 土民 を 服 さしむ るの 事 を 計て、 竿 を 六尺 五 寸と爲 して 民に 早く 其 竿延を 

知らし め、 又 此竿を 打に 一 足 運び 越して 是をも 民に 免す 事と なして、 是を越 足の 法と 云 ふ。 共 精き jsj は 

田法步 尺精辨  一一 一二 
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，、こ、 -ズ - <lc  P5< ン o 師說にー：ム。 古に ー歩を六0-五寸とした.<$ぁり。 又足利家の末？"^1_】豕の初にゃ、セせる^55£り 

次々 に  一 S ふ を 見て， iK るへ し し 様に 見えた リ。 然れ ども 皆 永く も われぬ^ なれば、 押なら して は 六尺の 法 也と 云ても 可なる 

ビ。 扱 又 太古に は、 田 を 尺る に 足 を 以て 蹈 分け.；^ る 者に て、 其 法 方 四 度 足 を 上げ 是を 六尺 一 間と す。 人 

の 大小 押なら し 足の 長 ケ七寸 五分、 其 足 を 運ぶ 足と 足の 間七寸 五分、 て 一 尺 五寸を 一 足と す。 故に 四 

度 ra- を述て 六尺と なる。 無意に して 步 めば、 足と 足の 間 は 足の 長 ケを隔 つ 者 也" 然るに、 或は 三度 足 を 

上げて 六尺と する 乙と もせ 書に 見えて 一 定 なき 様 なれ ども、 意 有る 事 有て 歩む 時 は 二 尺 を 中 勘と すべ 

し。 無意に して 步む 時には 一 尺 五 寸を中 勘と すべし。 此田蹈 に 足 を 運ぶ 處の 一 尺 五 寸とニ 尺の i^-J は、 

後の 越 足に 用 ある 事故、 師說の 趣 を 約め て 云ふ處 也。 さて 後に は、 竿 を 以て 尺 6 繩を 以て 尺り たる も 

有た る を、 遂に 一 定 して 竿の 法と は 成た る 也。 

〇^ 政 中越 足の 法を廢 して 一 步方七 尺、 一 竿 一 丈 四 尺の 置 竿と す。 享和中 一 步方七 尺 五寸、 一竿 一 丈 五 

尺と す。 是を試^^千と云ふ。 文化 中に 宽 政の 改革に 復し、 今に 至る 迄 一 定の 法たり。 宽 政の 改革 以來年 

を歷る 事旣に 五十 年 程に して、 今 は 精く 越 足の 法 を 知れる 者な しと は 師の言 はれ.^ る 事 なれ ども、 爱に 

延§:^九年、御巡見使の問に百姓共の答たる留害有て、越足の法は勿論にて、御格式の法方、政光主ょり慶 

長 以來の 古 傳を窺 ひ 知るべき 者は是 也。 

延 5^ 九 年 御 巡 見 使の 問に 百姓 共 答た る留 害の 內附札 ， 

儉 地の 竿 一 間 六尺の 者に 御座 候 處御常 方に て は  一 ^六尺 五寸に 成され、 二 間 竿に て 一 丈 三尺に 御 


座 候。 一 竿 立ながら 打 申 候 故、 ナ バ へ 中に て 五 寸は詰 6 申 候。 二 間 竿 打 申 候て 一 足 述び竿 打 申 候。 

此延ー 尺 五寸、 內五寸 は 、ナパ への 五寸 詰. -中 候に：； 1^ 殘ー 尺、 然ば 六尺 五寸 宛の 二 間 一 竿に 二 尺-: S 

の延 御座 候處、 此延上 ffl.^ 石の 內 にて 二百 四十 九 坪、 此出米 二 石 九 斗 八 升 八 合、 中 田 下 m 下 W は 位 

下 6 申 程 田 面 廣く御 鹿 候 故、 夫に 應じ延 申 候 故 出 米 同前。 

此答書 不文に て 聞え 惡き處 も あれ ど、 竿 は 六尺 五寸 故、 一 間に 五寸 宛の 延 にて 二 間 竿に 一 尺の 延 ある 事 

にして、 又 一 足 運ぶ 處に 一 尺 五 寸の延 あ 6。 されば 二 間 一 竿に て其延 合て 二 尺 五寸、 內五寸 、竿の ナ バ 

へ に 引、 殘 6  二 間に 二 尺の 延故 一 間に 一 尺の 延な 6 と 云 ふ 事に て、 則當 制の 一 步は七 尺 也。 さて 本 ま：： に 

は、 然ば 六尺 五寸 宛の 二 間 一 竿に 一 尺 宛の 延 御座 候と あれ ども、 一 尺 は 二 尺の 寫誤 也。 故に 二 尺と 改め 

^6^0 其 誤なる 故 は、 前に 竿の 一 尺延 にて 二 間の 一 丈 三尺なる 由 を 云 ひ、 又 一 足： 述ぶ處 に 一 尺 五 寸の延 

ある 事 を 云； 5、 內五寸 を引殘 一 尺と 云 ひて、 然れ ばと 前の 事よ 6 受て云 へ る なれば、 二 間 一 竿に、 二 尺の 

延 也と 云 ふべき 處 なる 事 明かなる 者 也。 又 本 愈：： に は 上田 八 石の 內と あれ ども 是も九 石の 寫誤 也。 故に 

九 石と 改めたり。 抑此答 書の 算術 は、 上田 千 坪の 內 にて 定法の 六尺 坪と、 當 制の 七 尺 坪の 延に 常る 處を 

算し 分けて 見せ 力る 者に して、 千 邱の內 七 百 五十 坪 は 定法の 六尺 坪に 當る處 也。 故に、 上田の 生米 定法 

一 升 二 合 を 是に乘 ずる 時 は 九 石 也。 さて、 其 七 百 五十 坪に 三十 三步 三を乘 じて 二百 四十 九 坪 七 五と な 

る。 II 趙き ■I 碰 f5。 く 實は此 七 五 を 切 上て 二百 五十 坪と 爲 すべき 事なる を、 切捨 たる は此， 術の 誤な 
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6-0 さて 二百 四十 九 坪へ 生米の 一 升 二 合を乘 じて、 上に 見えた る 如く  二 石 九 斗 八 升 八 合なる が、 切捨て 

一 坪 足らぬ 丈 生米 も 一 升 二 合 足らず 0 扱 又 此© 術 は、 六尺 一 坪の 尺 坪 三十 六 坪 也。 又 七 尺 一 坪の 尺 

坪 四十 九 坪 也。 此四 十九 坪へ 三百 步を乘 じて 此尺坪 一 萬 四千 七 百 坪と なる 0 是を 六尺 坪の 三十 六坤に 

分て 四百 零 八 步 三 三 三と なる。 此八步 三 三 三 を 除きて 四百 步 とす。 ぺ $ゅ^ 一一 一 ii;^ 層 J:^;^f ば。 扭七尺 坪の 

三百 步を、 六尺 坪に 直して 四百 步 とすれば 百 步の增 し 也 0 是を 四百 步に 分.，^、 百 步の內 にて 增す 處の步 

數ニ 十五 步也。 又 三百 步に 分れば、 百步の 外にて 增す處 の步數 三十 三步三 也。 故に 千 坪の 內 にて 增す 

處の 步數を 見る に は、 二十 五步 を乘 じて 二百 五十 坪と する は 本 術 也。 然る を、 外にて 增す處 の 三十 三步 

三 を 七 百 五十 坪に 乘 じて 二百 四十 九 坪 七 五と し、 夫 も 切 上れば 好き を切捨 たる は、 聊の差 ひなれ ども 誤 

なる 事 上に 云 I る：^^, ン 0 へ^ 外 註。 千 坪 は 六尺 坪 なれば 二 五 を乘て 二百 五十 坪の 延と 知る ベ し。 七 百；. 十： 牛 は 三 三 三 を \s 

一-一- ILIS  〈ス 力ん し 1乘てーー百五十评の延と知るべし。 然る時は其七百^十^！もぉ尺！-と直：：な象んロ；！-^！^；^；たゾ ) さ 

て 七 tin 五十 坪へ 一 升 二 合を乘 じて 九 石に、 二百 五十 坪へ 又 一 升 二 合を乘 じて 三 石に して、 坪數 合て 千 坪 

生米 合て 十二 石と なる 事に て、 此答 書の 算術 を 以て、 生米の 積 6 は 六尺 坪の 定めなる 車^ かに 知らる 者 

也。 又 、ナパ へと は 勾配の 事に して 此減寸 を五寸 とし、 越 足 を 一尺 五寸 とせる も慶 長以來 相承の 古 傅な 

る 叨 かなる 者に して、 此答 書に 於て は 御 格式の 法 方 を 誤ざる 正眞の * なれば、 他の 誤を釓 すべき 規矩 

準繩 とすべ LO さて、 一 丈 三尺の 竿 本 を 帶に當 て 其 竿 先 を 地に 付け 其 勾配の 減寸を 試る に、 人の 大小に 

依て其差ひもぁる^5*なれども、夭體三寸を中勘とすべき者也0 然る を攻光 主にして、 此辨 へな く 五寸と 


定 むべき 由 有ん や 。人よ く 是を思 ふべ し。 されば、 五 寸の內 二 寸は畔 引の 內へ 見込た る 者 也。 又 越 足 

を 一 尺五寸としたるは、無意にして步む處の古法に據たる事なれども、竿取に奸有て、有^:^を以て步ひ 

處のニ 尺と なる 事 を も、 政 光 主にして 是を辨 へられ ざらん や。 されば、 其實ニ 尺なる を五寸 減じて 一 尺 

五寸 とし、 勾配に は 二 寸を增 し 越 足に は 五寸を 減じ、 其增減 合て 七寸を 一 竿の 畔 引と は 見込た る 者 也。 

さて 此七寸 は 二 竿に て 一 尺 四寸を 得、 四 坪と 四 坪の 間に 此畔ー つ 宛 ある 事に て、 田に も 大小 ある 事 なれ 

ども、 其 大體の 中 勘宜さ 見るべし。 扱 又 其 畔を引 殘七尺 宛の 水田と して、 是を 三百 步 はか 6 六尺 坪に 

直して 四百 零 八 步三三 三と なる。 此八步 三 三 三 を 除き、 四百 步 として 四 田 平均 三 石 六 斗 宛の 生米と な 

したる 者に て、 八 步三三 三 をば 又 苗代の 見込と したる 者 也。 そ は 樋 渡 氏、 御 格式の 卷 末に W 代步 SS6 の 

傳と云 ふ を 追加して 其 末 文に、 右 苗代 步 積ら の 傳は此 一 卷に »る\ 者 也。 然れども、正保以來功者相傳 

の法な..^o 今 爱に顯 すと 云 へ ども 未 其 正 異を辨 へ ざる 者な..^ と ある 事に して、 其 意 は、 古傳 なれ ども 此 

御 格式に 漏れた る 者 なれば、 正眞の 者に て、 御 格式の 法 方に 稱 へる や 否や を 知らず と 也。 是に 依て 予是 

を算し 見る に、 其 傳の范 代 四 田の 步數を 合て 二十 七 步三九 四な り。 是 六尺 五寸 坪の 積.. >  故 、是に 六尺 五 

寸 四方の 尺 坪 四十 二 坪 二 五を乘 じて 此尺坪 千 百 五十 七 坪 三 九 六 五、 是を 六尺 四方の 尺 坪 三十 六 坪に 分 

て 三十 ニ步ー 四 九九、 是を四 田に 分て、 平均 一 反に 付 八 步零三 七と なる。 扱 三 三 三と 零 三 七と は 聊の差 

ひに て、 双方と も是を 切捨て 八步 也。 然る 時 は 此步禎 6 の傳 は、 是政光 主よ. >  役 方へ 相承の 古 傅なる « 
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明かなる 者 也。 但此傳は、四百八歩の八步を^5代引とせるも、其積6なくして物せる事には非ず0 其 積 

6の法方を云ふ時は斯の如き者也と、八步.ヒ^5代^とせる其法方の所以を傳へ たる事也。 狗 ボ^ 贿 ホ 

と4--るを？^ても、人は4^-米猪りも六尺五寸を以てせる事と思ふべ けれど、然らぬ事也。 此歩 積り の 傳は竿 を 六尺 五 寸に称 へたる 上に て 

精り たる 者 故、 其 六尺 五 寸牟を 以て 積り 出した る なれ ども、 生米 は 定法の 六尺 坪 を 以て 精り たる 者 故、 其 六尺 坪に 直して 八步 となる 様 

扱 又、 樋 渡 氏 其 正 異を辨 へずと 云へ る を 以て 見れば、 御 格式の 法 方 中 

に八步の^5代引ぁる事を辨へざ6し也。 天 和の 比に 居て、 此 書の 紛亂 せる を 礼して 淸書 もせし 人、 斯る 

事を辨 へざる は不 念と 云 ふべ し。 是に 依て 思へば、 彼の 四 田 平均 三 石 六 斗の 分配に、 九 斗の 凶備を 誤て 

入貢と し、 六 斗 七 升 五合の 入貢 を 誤て 凶備 とせる もさる 事な らんと 思 はる。 是ょ 6 して、 後の 檢地 する 

者い よい よ 是を辨 へ 知らず して、 此步 積..^ の傳を 以て、 七 尺 坪 三百 步の 外に 苗代 引す る 事と 思 ひ 成 6 ぬ 

る は、 實に 大息の 事と も 也〕 さて 七 尺 坪 三百 步を 六尺 坪に 直し 四百 八步 となる 事なる が、 四百 步 へ 生米 

JS りせ る 法 方の 算術 は 訂正 御 格式に 精く 註せ る 如く、 八步は 苗代 引と せる 法 方なる 事 は、 今此 苗代 步積 

らの傳 を徵證 として 精く 解る が 如し。 然して 畔 引の 事 は 上に 精く 云 へ る 如く なれ ども、 是は、 只 予が考 

按 にして 徵證 もな き 事な らんと a はんが、 是 にも 徵證の ある 事に して、 天 和 二 年に 檢地 役よ 6 黑渾多 左 

衞門、 中 川 內へ 出せる 書冊 是也。 

天 和 二 年 二月 廿 七日 檢地 役よ 6 黑澤多 左 衞門中 川 宫內へ 出せる 寄 册の內 

〇 竿 は 六尺 五 寸に 御座 候 へ ども、 內證 五寸宥 赦是ぁ 6 候 間 七 尺 四方に 積る。 


""^^^ "^、 


ひ竿餘 りの 事、 譬ば 三尺 五寸餘 6 候へば 七 尺に て 勢れば 五分 也。 横 間なら ば、 竪 の へ 掛る時 何 

fe^  ：  j60  J- 二 ご \r>、」 二 l:UJ- ね 10 此條 本書に は、 譬 ばを縱 ばと _e るに {I!-. "から ざれば 改めたり- 又 五分 を 五 歩と iti 

.i^ と はる 3 ヌを i;R ス 1J  一  h\  \丄 も 宜しから ず、 五分と は 則 半 問の 事 也、 五 歩と 書て は 五坪の 事と 盼 る，. 也。 又^^ 六 

間と あれ ども 六の 字 は 之の 字の 課 也。 六 の 五 間のと 間 を り 云 ふ 

ベ き. -M に 非ず、 故 に 堅 間 の 間と 改めたり。 又 步入も 分 入と 改めたり。 

〇 竿 を 入る、 心得の 事、 畔を 引き、 水田ば か 6 七 尺 ある 積 6 に 竿 入る 、也。 田地に 商 下是 あらば 畔 

廣き狹 きを 心得べき 也。 

右 書冊 は 精し からず と 云へ ども、 延寶九 年の 百姓 答誊と 其 意 通 ひて 同じ 事 なれば、 彼と是 と 照し 八：： せて 

畔 引の 法 方 を 知る 龜鑑 とすべし。 扭 第一 の倏 は、 竿に は 五 寸の延 と 外に 五 寸の延 ある 乙と にして、 是は 

則 越 足の 延な るが、 是を內 證と云 へる は 竿の 五寸 延に對 しての 辭 にして、 竿の 五寸は 押顯れ たる 事故、 

越 足の 延 をば 內證と 云 へ る 也。 さて、 都合 一 尺の 延 にて 七 尺 なれ ども、 定法 は 六尺の 者 也と 云 ふ 总の籠 

れるを 見るべし 0 當制 は、 六尺 五寸の 一 坪 定法と なした る 者 どと 云 へ るに は 非ず。 第二の 條は、 三尺 五 

寸を七 尺に 分て 五分と せる を 以て も、 當 制の 一 步は七 尺と せる を 見るべし。 扱、 分 入 6 と は、 竿餘. 0 の、 

一 步に 足らぬ 三尺 五寸を 五分に 直し、 是をも 加 へ て步積 6 する 事故、 是を分 入 6 と は 云 ふなり。 第三の 

條は、 水田 計 6, 七 尺 ある 積り に 竿 を 入る V と 云 へ る、 是 肝要の 處。 也。 畔を引き、水K計6七尺ぁるts<^ 

何として 竿 を 入るべし や。 是には 必其法 方なくて は 叶 はぬ 事な り。 其 法 方 はと 云へば 旣 に 云へ る 如 

、勾配の 減 寸實は 三寸なる を ニ寸增 して 五寸 とし、 越 足の 奸を 計，.^、 實はニ 尺なる を 五寸 減じて 一 尺 
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五寸 とし、 墦減 合て 一 竿に 七寸、 二 竿に 一 尺 四寸を 得て 是を畔 引と せる 事 明かなる 者に して、 延寶九 年 

の 百姓 答 書と 此 書冊と、 彼れ と是を 照し 合せて、 畔 引の 法 方 を 知る ベ しと 云 ふは此 事な，.^。 さて 又 田地 

に 高下 是 あらば、 畔の 廣き狹 きを 心得べき 也と 云へ る。 是も亦 さる l^is- にて、 一 尺 四 寸の畔 引 は 平 田の 中 

勘なる ベ ければ、 高低 ある 田地に は、 又 少しく 心得すべき 事なる ベ し。 

〇 黑澤多 左 衞門は 實名を 元 重と 云く 隱 居して 後に は 浮 木と 云 ふ。 延寶八 年より 天 和 三年 迄鄕村 奉行た 

6 ヽ 然して 天 和 二 年の 春、 檢地步 尺の 事 を 役 方よ 6 書 出さし む。 思 ふに、 其 前年の 延寶九 年に、 御 巡 見 使 

へ 百姓共ょ6^出し，^^る答書の事を知らざる由なきに似たれども、知.0たらんには、元重己が心に乘ら 

ざる 事故、 議論 を 入れて 其 如くに は 書 出させ まじく、 但 同役 宮內、 又 役 方の 輩な ども 云 ふ 事 有て、 止む を 

得ず 是に從 ひたる か 知ら ざれ ども、 再び 役 方より 書 出させた る を 見れば、 百姓 答 書の 事 を 後に 知..^、 是 

に 依て ヽ又役 方よ， 9 も 書 出させた る 者な らん かと 思 はる。 ffi  く 是を書 出させた る は、 元 重 己が 見識の 一 

說 あるよ.. > の let にして、 是旣 に、 彼の 傳習錄 を 物 せんとす る、 其 前の 顯れ たる 處也。 さて 傳習錄 は、 元 

隱 居して 浮 木と 云 へ る 時の 著述なる が、 是には 勾配の 減寸を 一 尺と し 越 足 を 二 尺と し、 又撿 地の 竿 は 六 

尺の 者 也。 御 當領は 六尺 五寸 也。 され ども、 免 を 剪る 時 も 六尺 五寸 四方の 稻を刈 6 米 取 6 を考る 故、 是 

は、 さして： C 姓の 徳分に もなら ぬ 也と 云 へ 60 扭延寶 の 百姓 答 書に. 越 足 を 一 尺五寸 とせる を、 元 重是を 

知ら ざらん や」 又 知らず しても、 役 方の 輩に も 問を掛 ず、 故な くして 二 尺と せんや。 貰 地. に 試る 處ニ尺 


也、 然る を 一 尺五寸 とする 様に も 聞 ゆる は 如何ん と 尊 たるべし。 共 貧 は 二 尺 なれ ども、 五 寸は畔 引に 

込た る傳 へなる 由 は 答 へ たらん。 又ヽ勾配の減寸を赏地に試る處三寸^^^なるに、是も五寸とするは如何 

んと尋 たるべ し。 是も 其赏は 三寸 程 なれ ども 、一 一寸 は、 同く 畔 引に 見込た る傳 なる 由の こと は 答 へ たら 

ん。 愛に 於て 元赏 己が 見識 を 立て、 越 足と 勾配の 二つよ.. >畔 引 を 0- 込む は、 何とせ る ことに や 紛ら はし 

き 事 なれば、 越 足 は 其赏を 以て 二 尺と し、 畔引 は、 殘 なく 勾配の 減寸 へ P "込た る は ンと爲 たる 者な らん 

と 思 はる。 其 故は傳 錄に、 勾配の 詰 6 を 一 尺 迄 は あらね ども、 是を 一 尺の 詰 6 とする 由に 云へ るを以 

て考へ 知る ベ し。 扭畔 引せ る殘 6 水田の 歩 尺 はと 云へば、 百姓 答 霜の 如く、 七 尺 沖の 三百 步は 六尺 坪の 

四 ぼ 歩と なる^にて、 一 步に付 一 尺 宛の 延は、 百 步に付 二十 五 歩なる. a の 事 は 答へ たらん。 但七尺 坪の 

三百 步に は、 八步の ffi 代 引 迄 を 籠め たる 者なる 由の 精き 事 は、 如何に や 有ん。 同時の 樋 渡 氏： ：- 儿を辨 へ ざ 

る を 以て 疑 ふべき 事 也。 さて 愛に 於て 又 元 重 己が 見識 を 立て、 竿 は 六尺 五 寸と政 光の 定めた る 上 は、 當 

制の 坪 積り は 六尺 坪に は 非ず 六尺 五寸坪 也と 云 ふ 論 を 起し、 抑 古法 は 六尺 坪の 三百 六十 步 にて、 上 W の 

斗 代 を 一 石 五斗と す。 然る を、 豐臣 家に 至 6 六十 步を 減じて 三百 步 とし、 然して 斗 代 は 又 元の 如し。 故 

に 甚重稅 の 法た 6。 故に 政 光、 六尺 五寸 坪と して 三百 步 はか. 、是を 六尺 坪に 直す 時 は 三 一白 五十二 步と 

成て、 古法の 三百 六十 步に僅 カ八步 足らぬ 事なる が、 是には 又竿延 などの 考を加 ふる 時 は、 古法の 三 Hn 六 

十 步に當 る 事と 政 光の 考 なして、 古法に 復 せる 趣 を 以て 民 を 喜ばしめ たる 者 也。 又 竿 を 六尺 五 寸と爲 
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したる は、 政 光の 考按を 以て 初て 六尺 五 寸と爲 したる に は 非ず、 古に も 六尺 五寸を 用 ひたる 事 あ. 00 さ 

れば、 六尺 五 寸の竿 V- 以て 尺り. ながら 六尺 坪と して 生米 を 積 6、 一  反の 步數を 四百 步 とし 其 延を 一 坪に 

付 一 尺 宛と し、 百 步の內 二十 五步 宛の 延 ある 事と する 理 あるべ けんや。 但、 云る \ 處の 如き 徵證 の古傳 

ft にても あ 6 やな ど、 役 方の 輩に 問 詰 たるべし。 此 時には 御 格式と 云 ふ 者 は 世に 隱れ て、 紛亂 せる 一 冊 

漸に撾 渡 氏の 手に のみ 入 6 しゃ 否やの 時 なれば、 役 方に は 只 相承の 古傳を 云ひ殘 せる のみの 事に して、 

徴證 となすべき 傳書 もな く、 且 未熟に して 其 法 方 をよ くも 辨へ得 ざ 6 し 事故、 元 重が 云 ふ處の 道理め け 

るに. 驚きて、 然る ことな らんと 答た る 者 も あるべ く、 又 鬼 や 角 申した る 者 も あ 6 つらん。 爱に 於て 元 重 

はヽ役 方の 輩が 云 ふ處、 未熟に して 取る に 足らずと 思 ひ 誤て、 己が 見識に 募 6 役 方の 言 を押撓 めて、 遂に 

傅^ 錄 を著ハ したる 者と 思 はる。 さて 豊臣 家に 至，. >  步數を 減じ、 斗 代 を 元の 如くに せる なれば 重税の 法 

と は 成た るべ けれども、 此 比に は 彼の 見切 熊藏 など 云 へ る 檢地功 者の 者 も 有つ る 事 なれば、 其 見 積，. >  も 

なくして 步. 數 のみ を 減ずべ けんや。 上作 年に は 一 歩の 生米 一 升 六合 迄 も ある 事なる を 以て、 其 趣 を考 

ふべ し。 然れ ども 又、 步數を 減じた る 丈 は 民に 迷惑の 事な きに 有ら ざれば、 爱に 於て 政 光 主、 當 制の 斗 

代 を 改めて 其 迷惑， て も 補 はれた 6。 古の 斗 代 は 上田 一 石 五斗、 中 田 一 石 三 斗、 下田 一 石 一 斗、 下田 九 斗 

にて、 ニ斗づ 、の 劣り 也。 當制 は、 上 W と 中 田 は 古法の 如く 一  石 五斗と 一 石 三 斗 なれ ども、 下田と 下田 

は 一 石に 七 斗に して 三 斗 宛の 劣. ft- なる が、 古」 おの 一 石 一 斗より 當 制の 一 石 引て 下田に て は 一 斗 を 弛め、 


古法の 九 斗よ 6 當 制の 七 斗 引て 下田に て は 二 斗 を ゆるめた る なれば、 都合 三 斗の ゆるめ 也。 さて、. 法 

の 斗 代に て 六十 步づ、 步數を 減じた る處 の締. ^は 四 田に て 八 斗 程なる を、 內三斗 は 常 制の 斗 代に て 弛 

めた る を 知るべき 事 也。 元 重 は斯る 事を辨 へた.. -ゃ 如何ん。 さて又予、或人の處持せ る极地覺^^と云 

ふ 者 を 得て 是を 見る に、 元 重が 書る 者に て鄕村 奉行 中の 覺 書と 見得、 傳習錄 は 後に 又是 を墦梳 せる 者と 

見えた. csO 共 撿地覺 書に、 檢 地の 斗 代 を 付け 免 を 切る と 申す 事大 切の 事に て、 傳受 なくして 成る i$ に"；^ 

なく 候と ある を 以て、 元 重は撿 地の 事に も 心 は 用 ひたれ ども、 其奧儀 をば 心得ざる を 知る ベ し。 元よ..^ 

御 格式と 云 ふ 者 をば 見 も 聞 もせざる 元 重なれば、 其 事 を 心得べき 由な き 事 也。 然る を 又 其 覺害 にも、 免 

を 剪る 考 へ の 時、 六尺 五寸 四方の 米 取 を 以て 積る と 云て、 免 を 剪る 事 を 心得た. りげ にした る は 聞えぬ 事 

也。 免 を 剪る 時に 至て 初て 其 田の 米 取 量る 者に は 非ず、 田の 上中下 下に 依て 兼て 斗 代の 定" ある W に 

て；^^^=||ぉ8§1?^:?然して其斗代を十町順逆八郷の法と、內外六德の 一 德四 品の 法 を 以て 

免 をば 剪る 乙と 也。 元 重此法 方を辨 へずして、 免 を 切る 考 へ の 時に、 六尺 五寸 四方の 米 取り を 以て る 

事の み を 如何にして 心得た る。 若、 六尺 五寸坪 として 生米 を 積.^ たる 者と する 時 は、 當制高 百 石に 付 五 

十九 人の 民 ケ-養 ふと 云 へ る 法 方の Him も 立ず、 三年に して 一 年の 食 を 得る と 云 へ る^*も破れ、總て御袼式 

の 法 方 は 皆 空言と なる 事 也。 人よ く 是を思 ひ、 元 重が、 當 制の 步尺は 六尺 五寸の 定法と したる 者に 云 へ 

る は、 御 格式 を 知らざる の 誤なる を 群 ふべ し。 さて 活眼 を 以て 御 格式 を 見る に 於て は、 步 尺の 六尺なる 
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事は叨 かに 見 ゆる 者なる を、 元 重より 後の 輩 茂 木 治具 を 初めと して、 役 方 其 外と も、 人 51、 傳習錄 の辭に 

雷同して 歩 尺 を 六尺 五 寸と思 ひ、 御 格式 を 見る 眼 を さ へ 閻 まされて、 久しく 國 家の 大事 を 誤た る は 愚昧 

と 云 ふべ し。 元 重が 誤も惽 けれど、 是は御 格式と 云 ふ 者 を 知らざる よ 6 の 事 なれば、 中々 に 其 罪 をば 免 

さる、 方 も あらんが、 御 格式 世に出て、 是を 見た らんに は 早く 元 重が 誤リ を訂 すべき 事なる を、 さる 人な 

くて 午 日 こ-や 一れ るよ、 た 5 & こ甚 ざるり 至. 0 なら： U や 0 斯く云 ふ は嘉永 元年 稻刈 月の 事に して、 政^ 主の 御 格式 を か き 

マ 力 a レ {Nrrlf ズ {  一 ノ/」 i せ、 ラ /  ま /  >^ 殘 された る慶ぉ 十九 年より 二百 三十 五 年、 又、 御 巡 見 使へ 百姓 共 

よ り 甞を差 出 し た る 延变九年 よ り 百 六 十 八 年、乂 元 ^311が 步 尺 の _e を 蒈出 さ せ た る は 其翌年 の 天和 二 年 に て 百 六 十 七 年也。 又 、御格式 

を 極 渡 氏より 役 方の 手 へ 申受 たる は享保 中の 由なる が、 何年 9ー$ にや 知ら ざれ ども、 元年と して 百 三十 三年 也。 又 樋 渡 氏、 紛亂 せる 御 

格式 を 就して 書せ る は-大和 二 年なる 

由 は、 御 格式の 践 文に 見えた るが 如し。 

〇 茂 木 治具、 齢 八 旬に 至る 迄の 間、 生涯 坐 右に 置た る 御 格式の 頭書に、 

せ 人の 曰、 御 當國は 一 竿に 一 足 免す、 此高凡 十 萬、 石。 是を 知る 人な し。 御 家老、 御 本 方 奉行、 其 年の 

作 豐凶を 考へ出 米を考 へ、 御領 中の 人民 數に 仍.^ 、食 米、 備米を 考而餘 を 沖へ 出すべき 事。 

是亦、 延寶九 年 御 巡 見 使へ 百姓 共よ 6 差 出した る 答 書と 同じ 算術の 事なる が、 彼れ は 步數と 生米 を 以て 

算し、 是は高 を 以て 算 したる 者 也。 人は此 算術 をよ く辨 へずして 國 家の 大事 を 誤た る^ 故、， 延寶 の答窨 

と此 s?.^;: の 算術と 照し 合せて、 其 算術 を 示す 事 左の 如し。 

上 ffl 千 坪 

內七 Jni 五十 坪  但七尺 坪 を 六尺 It に 直して 定法の 六尺 坪に 當る處 


此 生米 九 石  一 坪に 付 一 升 二 合 

此奴 十五 石  但九石 を 六 分す 

此高三 石 七 斗 五 升 但四分 一 の 定法 

同 二 ぼ 五十 坪  一 坪に 付 一尺 延の處 

此 生米 三 石  一 坪に 付 一升 二 合 

此 a 五 石  但三石 を 六 分す 

此高 一 石 二 斗 五 升 但四分 一 の 定法 

此高 一 石 二 斗 五 升 を、 定法の 六尺 坪に 當る七 百 五十 坪の 高 三 石 七 斗 五 升に 分て 一 石に 付 

過 高 三 斗 三 升 三 合 三 勺 三才 三 三 ^ 

右 過 高 を 御高 三十 ® 石に 乘 じて 是十萬 石 也。 

人 は、 當制は 定法の 六尺 坤に 一 尺增 して 七 尺と し、 生米 は 定法の 六尺 t- を 以て 定めた る 者なる をよ く 

心得た る 故、 斯 くは傳 へたる を、 治具、 己が 處 持の 御 格式 へ 其 事 を 頭書に 爲 ながら、"； んを辨 へ ずして 非ぬ 

事 を 云 へる は、 元 重が 六尺 五寸 坪の 說に惑 はされ たる 事と は雖 も、 愚昧の 甚 しき 者 也。 人此 一 を 以て 

も、 治具が 云 へ る 事の、 總て 取る に 足らざる を 思ひ辨 ふべ し。 S はが 誤に  1^;, 大の略 事 4f ムふ  1.ff もてな/る J なしれ。 & 一  竿に 

一 足 免す と ある、 一 足 は 二 尺と して 云 へ る 也。 故に 一 坪に 一 尺 宛の 延 にて、 御高 卅萬 石に 付 十 萬 石の 過 
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高と なる 事 也。 是は 上田 を 以て： 一:S したる が、 延寶の 答 • に 云 へ る 如く、 中 田 下田 下田 は位ド 6 て 歩数の 

す^にて、 譬ば高 十 石 なれば 上田 は 二 千步、 中 田 は 二 千 三百 七 歩 七と なる 事故、 高 も 出 米 も 皆 同 前 也。 

但此 竹_; 術 も、 上に 言 へ る 如くなる 四百 八步 の八步 をば に 引、 殘 6 たる 處の 算術なる を 心得 置べ し。 

〇 田 法耍書 と 云 へ る 者 は傳^ 錄に 依て 書る ものな らんと 思 はるが、 是 にも 一 間の 延 をば 一 尺と 云 へ 

其耍ま W に、 

撿 地の 尺 は 六尺に 極 6 たる 者 也。 然る を 御 常 方に て は 六尺 五寸 竿に して、 夫 を、 ニ間續 きの 竿に て 

打に 一 足 運びて 又 竿 を 打、 幾 竿 にても 其 如し。 一 足の 尺 は 二 尺の 者 なれば、 一 足に 二 尺の 延と 竿の 

尺 一 尺の 延とを 合せ、 二 間 一竿に 三尺 宛の 延ぁ 6_o 然れ ども、 竿の 本 を帶に 付け 先 を 地に 付け 立な 

がら 打 故、 竿の ナパ へに て 一 尺 詰り、 二 尺の 延 になる。 一 間に付、世間の竿ょ..^は 一 尺づ、 御當方 

の 竿 は延候 也。 此延は 高 一 石の 三百 坪に 付 百 坪 也。 

此 霧に 云 ふ 處の越 足 を 二 尺と し、 ナパ へ の 減寸を 一 尺と せる は傳習 錄に據 6 たる 者と 見えた. 0,0 然れ 

ども、 俊 地の 尺 は 六尺に 極 6 力る 者 也と 初めに 斷. o、 末に は 一 間に 一 尺つ 、の延 なる 由に 云 へる を 見れ 

ば、 元 重が 云 へ る 如く 六尺 五寸 坪の 定法と して 生米 を 積 6、 民の 徳分と なる 延は 五寸ょ 6 なしと せる に 

は 非ず。 扱 又 本書に は、 一 間に 一 尺づ、 の延 として 此延高 一 石に 付 三" 白 拾 坪 也と あれ ども、 一間に 一尺 

〈s^の延にて、此延高 一 石に 付 三百 十 坪と 云 へ る は 更に 當ら ざる 算術 也。 是に 依て 思へば、 商 一 石の 三 


百 坪に 付と 云 ふ 事. ヒ 誤て 顚 倒し、 一 石に 付 三百 坪と 書き、 又 下に も 百 坪と 寄ク べき を、 一 の 商なる に 依り 

誤て 拾 坪と 書る 者なる べし。 三百 坪に 付 百 坪の 增 しなる 事 は、 上に 旣に 云へ る， S 術の 如し。 又、 一石の 

三百 坪と 云へ る は 下田 を 定法と して 云へ る 事 也。 此 誤に 疑 ひなき 事故し か 改めた.. さて 此 さの 作者 

は 知ら ざれ ども、 傳 B 錄 有て よら 後の 事な らんと 思 はるが、 其 中に、 赏時檢 地 役人 ども 相談に 及べ る 由 

の ある を 以て 見れば、 元 重 は 役 方の 言 を押撓 めて 六尺 五 寸坪を 以て 定法と せる 一 說を 立て， れ ども、 其 

後：^ も 元 重が 說を 信ず、 六尺 坪 定法の 一 尺延 なる 古傳 を申唱 へ ^る 役 方の 輩 も 有て、 此 作者に 傳 へたる 

fr^5,< づ 按ずる に、 此 作者 は 中 川宮內 ならん か 

孝なる パ し と 思 はる." 處も あり。 尙も考 ベ し。 

〇 是ょ 6 後の 輩 は、 元 重が 六尺 五寸 坪の 說に 雷同して 六尺 坪の 古 傳を云 ふ 者な く、 後々 に 至て は、 元 重 

が 云 へ る處 の、 五 寸の延 さ へ に 無き 事の 如くに 云る は 何事 ど。 爱に 岩屋 彌兵 衞朝英 は、 初め 檢地役 を 勤 

め 後に 本 方 奉行に 鄕村 奉行た るが、 隱 居して 疊留と 云 へ る 時に 執政 HI 田定 4. 巾 主の 問に 答た る留害 有て、 

是は 他の 輩が 云 ふ處に 雷同せ ず、 獨誠實 の 言 を 出せる 者 也。 

寬政六 年 匹 田 定常 主の 問に 岩屋 疊留の 答 

. 一 丈 三尺の 二 間 竿に て 打 候 事に 候へ ども、 總 じて 水田 七 尺の 積， 9 に考 候。 畔差引 等の 事は是 なき 

事と 心得 候 0 

此答書 は 定常 主、 時の 役 方へ 撿地步 尺の こと を 問 はれた るに、 六尺 五 寸のニ 間 竿に て 一 丈 三尺に 候へ ど 
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も、 收納 の諸考 共に 六尺 五 寸坪を 以て 積 6 たる 者 故、 是は 百姓の 德 分に ならず。 又 一 竿に 二 尺の 越 足と 

云 ふ 事 も あれ ども、 是は又 一 尺 を畔に 引き 一 尺 を 勾配に 引く 事に て、 百姓の 徳分と する 餘地 とて は 無き 

由に 答た る を 以て、 隱 居ながら も、 疊留 は檢地 役よ 6 鄕村 奉行 迄 も 勤た る なれば、 此審 如何ん と 問 はれ 

たるに答たる者と見ぇた..^。 是は 定常 主の 集錄 に、 予が 上に 云 へ る 如き 役 方の 答 を 記し、 其 次に 疊留の 

答 を 記し ある を 以て 其 趣 を 知らる、 事 也。 さて、 此疊留 が 答 は 短く して 精し からね ども 誠 實の事 なれ 

ば、 延寶、 天 和の 古傳に 引合せて 考„ ^時 は 、其 意よ く 聞 ゆる 事 也。 水 m 七 尺の 積 6 に 考へ畔 差 引 等の 事是 

なしと あれば、 畔 引の 事 は 越 足と 勾配の 減 寸に量 6 籠め たる 者なる を 知るべく、 然して 又 水田 許， 0 七 尺 

の SS6 にした る を 以て、 六尺 五寸 坪の 外に 五 寸の延 ある 事 知られ、 其 延は又 二 間 一 竿の 越 足よ 6 出る 事 

なる が、 越 足の 尺 はと 云へば 此五寸 宛の 延、 二 間に 一 尺な 6。 然して 勾配に 五寸、 畔 引に 五寸の 見込な 

くて 叶 はぬ 事 也" 故に 越 足 は、 其實ニ 尺なくて は 叶 はぬ 者なる を も 知らる、 事 也。 伹 勾配の 五 寸は其 

赏 三寸に して、 二 寸は畔 引の 內へ 見込み、 畔 引の 見込，、 は 一 竿に 都合 七寸 にて、 二 竿に 一 尺 四 寸の畔 を 得 

る 由の 赛は、 旣に云 へ るが 如し。 扱又此 答に は、 步尺 生米 積 6 の 定法 は 六尺 五寸 也と も 六尺 也と も此差 

段 は 云 は ざれ ども、 云 へ る 處の法 方 は 延赞、 天 和の 古傳に 同じければ、 六尺 五寸の 定法 也と 云 はぬ に、 六 

尺の 定法な りと 云 ふ 意 は 押て 知るべき 事 也。 さて 定常 主、 一 步を七 尺と して 越 足の 法を廢 し、 一竿 一 丈 

四 尺の 置 竿と 改革せ る は、 偏に 此疊留 が 答に 據れる 事なる を 知るべし。 


〇 定常 主寬 政の 改革 は、 改正 竿の 減 高年 を 積て 洪大に 至. o し は、 越 足の 法 方に 奸惡 の^ある 故なら， <  と 

思 はれ、 置 竿の 法と なされた る 者なる ベ し。 越 足に も 奸惡の 事な きに は 非ざる ベ けれども、 旣に 其奸を 

量て 二 尺と せる なれば、 竿 を 打す るに 役 方の 輩 付添て 爲る 事故、 竿 取の 足 を 運ぶ にも 左 迄の 奸は爲 し 難 

き 事 也。 抑 改正 竿の 減 高 洪大と 成.^ る 其 所以 は、 役 方の 輩 未熟に して 御 格式の 法 方 をよ く辨 へざる が 

上に、 又 元 重が 步尺を 誤た るに 起れ る 事 也。 其條ク 左の 如し。 

〇 第 一 四 田 平均 三 石 六 斗 宛の 生米と なした る 者なる を辨 へず、 且其 分配、 九 斗 は 凶 備にして 六 斗 七 

升 五合 は 入貢なる 事 を辨 へず、 九 斗 を 入貢と 誤 6 六 斗 七 升 五合 を 凶 備と誤 6 たるよ. o、 三年 耕して 

一 年の 食 を 得る と 云 へ る 算術 も 合 はず、 又、 高 百 石に 付 五十 九 人の 民 を 養 ふ 事 も 能 はずと 心得 誤 6 

たる 事 0  . 

〇 第二 七 尺 坪の 三百 步を 六尺 坪に 直す 時 は 四 ぼ八步 となる 事に て、 四百 步へ 生米 積..^ をし、 八步は 

除きて 苗代と し， るを辨 へず、 七 尺 坪 三百 步の 外に 苗代 引す る 事と 成た る 事。 

〇 第三 六尺 坪の 定法 を 以て 生米 積 6 せる 者なる を、 元 重是を 誤て、 六尺 五 寸坪を 定法と して 生米 積 

らせる者としたるょ..^、 一  坪に 付 一 尺の 延は五 寸の延 とな..^、 御高 三十 萬 石に 付十离 石の 延 とせる 

^9^. ン VJ ヽ £5no\y 一 レー、、 1 き y^r-  so 是 迄の 一一 一箇 條は實 地に 其 高 は あれ ども、 心得 ■ 誤て 其 を诚 じたる^ 本な り。 

者の：.！ して 玉^11^?の^^と、..=??ゃ1:5^木る# 次の ニ箇， 俊 は 實に其 高の 荒 也と 成て 減る 根本 也。 尙 精く は 後に 一； ムふを 見 


て 知る 

ベ し 0 
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〇 第 四 政 光 主の 大禁 とされた る 新田 開發 する 事故、 侧ょ 6 は 又 古田の 荒 地と 成る 事。 

〇第£ 四重の 制に 预ら ざる 山 谷の 地と 云 ふ 事 を辨 へず、 其 山 谷の 地 を も 四重の 制と し、 又 免 は 三 ッ 

五分よ. 0 劣れる 者な しと はせ る 者の、 甚 しき 濕 燥の 地、 甚 しき 災铁の 地は此 制に か K はらず と ある 

事 を もよ く辨 へ ざるより して、 當ら ざる 免 を 施す 故 荒 地と なる 事。 

右 五 筒，.^ よ 或 高の 洪大と 成た る 根本 也" さて 第一 の條 は、 予が 云へ る 如きの 誤よ， 9、 貢 米 を引殘 りの 米 

にて：！^ 共 家 を 養 ひ 難き 事と 思 はる V に 付、 御高 を 減じて、 民 領へ延 を 付る 様に する 事と は 成た る 也。 第 

二の 條は 苗代 引 を 二重に 引 事故、 それ 丈 御高の 減る 事 は 明かに 見 ゆる 事 也。 第三の 條は、 古の 十 萬 石 を 

民 の^とせ る 者の、 今 は 五 萬 石よ 6 なき 事と 思； 5 誤れる よ， 、是も 御高 を 減じて 民領 へ 延を 付る 様に 

する 處の 一 つ 也。 第 四の 條は、 新田 開發 する に 付又侧 より 古田の 荒 地と 成る。 其 所以 を 精し く 云 は、. - 

せ m の 上田 七 百 五十 步 にて 龍が 肚 I ば まば 1:5^ お 健な 此高三 石 七 斗 五 升、 此貢米 は 二 石 二 斗 五 升 也。 

然して 此 5 の 生米 は 十二 石 故 のて 事 るるへ なしれ 貢 米の 二 石 二 斗 五 升 を 引て 九 石 七 斗 五 升 を 民 

の 徳分と す。 又 新 E の 下田 同く 七 百 五十 步 にて は S ほ 评此髙 二 石 五斗、 此の s 米 一石 五斗な. ^0 

然して 此 m の 生米 は 八 石 故、 貢 米の 一 石 五斗 を 引て 六 石 五斗 を 民の 德分 とす。 さて 新田 なれば、 上田に 

並ぶ 處 にても 位 を 一 段 も 二 段 も 下る 事 也。 故に 上田に 並ぶ 處をも 先づ下 m とす。 五 七 年 も 立てよ く 熟 

田す る 待 は 上田の 米， 仅 6 となる。 然して 贯米は 二 石 二 斗 五 升と 一 石 五斗の 差 也。 さて 新田 多くなる に 


足て 山林 も盡 るの みな. らず、 水 は 多くの 田 へ 用 はる 、事故 不足す る 事と なる に 至ら、 又 百姓 も W の 多き 

はよ けれども、 手の 合 はぬ 事な どの あるに 至て は、 彼の K 米 を 多く 取らる、 古田 をば 捨て 荒す _ ^也。 七 

百 五十 步を 開て 七 百 五十 步を 荒す に 於て は勞 して 功な きのみ ならず、 上田 を 松て 下田と する 事故、 本 商 

へ 減 6 の 立つ 事 也。 但、 新田 千 坪 開けば 必 古田 千 坪 荒る \ と 云 ふ 事に は 非ず。 又、 新田 千 坪 ^ て必千 IT 

丈の 益 あるに は 非ず。 新田に は、 必斯る ffi の 付て 回る 者 也。 人よ く是を 思ぶべし。 第五の 條、 是は 早く 

其 實地を 以て 云ぶべし。 予が 知行せ る 處の內 、雄 膨郡輕 井澤 村 は 所謂る 山 谷の 地に して、 上中下 下 四 S 

の 位 を 分け 用 ひ 難く、 又 免 も三ッ 五分 を 限..^ と は爲し 難き 鄕村 也。 然る を 四重の 制と し、 免 も三ッ 五分 を 

限と せる 也 0 予が 知行の 分 ンは享 保 十三 年の 竿に て 新田なる が、 新田 丈に は 位 を 下げて 皆 下田と 爲 し.？^ 

るが、免はニ段にて四ッと三ッ五分にてニ十石の高な6しが、段々と荒て今は六石餘と成..^、又、：srs: 一  石 

三斗餘 の宥赦 をす る 事と 成 6 たる 也。 是四ッ にても 三ッ 五分 にても、 其 免 は其鄕 村に 當ら ざる 事故 荒る 

K 處 也。 又 殘れる 高の 內へ も宥赦 せず して は 成らぬ と 云 ふ は、 四重の 制と 爲 たるに 據る 事に て、 免の 高 

き 高 を、 免の 易き 高 を 以て 補な は ざれば 成らぬ よりの 事 也。 

〇 御高 三十 四^ 石と せる は、 元祿の 比よ 6 享保 迄の 間な 6。 享保に至6御格式世に出て、是を見誤.0た 

るょり御高を減じ初めたる者な..^。 寶曆、 明 和の 比に 至て は、 旣に 三十 萬 石と 成た るな.. >。 安永の 比 治 

具が 御 格式の 頭書せ るに、 古人の 曰、 御 當國は 一 竿に 一 足 免す、 此高 十 萬 石 云々 と 有て、 當時は 五 萬 石 
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ち あるべ しゃと 云 へ る を 以て 考 るに、 十 萬 石と 云 へ る は、 古 へ 御高の 多 か 6 し 時の 事に や。 當時は 御高 

も 力る 事 なれば、 延高も 五 萬 石 も あるべし やと 云 へ る心なるがヽ？!|？^ もチし鴻ほ、^?}^仏，に延!|の五！5？ 

石と 成た る は 皆 御高の 诚 りたる 故。 とする 時！ 1^、 古へ のまへ 五 萬 石- V ^、歩 の 1 延を 五寸延 と、 い 得 口 #リ たるよ.. > の 事に 

御高 は 六十 萬 石 有しと 思へ るに や 愚なる 事な り ま ノョ， 3{  ^1 ノジ IJ-.3、<.-3-  5-  i .4  f プ 

て、 一 尺と する 時 は 十 萬 石 故、 此 時に も尙 御高 は 三十 萬 石なる が、 是ょ 6 餘程 早く 三 十 萬 石と な 6 し 事 

を 知るべし。 抑 新田 開發の 事は寬 永の 比よ、 りの 事 なれ ども、 殊に 盛んと 成し は 元 祿の比 なれば、 此 程に 

は 三十 四 萬 石 あ 6 しな.^。 扱、 減.. >  初めた るは享 保の 比よ..^ にして、 其 後 は い よ. く 御高の へ る 事と 成 

る 也。 天 保 九 年の 調 を 以て、 今の 御 有 高 を 精細に 記す 事 左の 如し。 

御高 三十 四 萬 石 

內六 fHS: 七 千 百 八十 七 石 荒 地、 川缺、 御 竿 減、 休 高と も 

殘ニ 十七 萬 二 千 八 百 十三 石  御 有 高 

內八千 二百 二十 石 

右 は 屋敷 高に て 實は其 地より 出穀 のな き 事故、 別に 見る ベ き 事。 

殘ニ 十六 萬 四千 五 百 九十 三 石 

內ニ 十四 萬 二 千 百 五十六 石 田 高 

同 二 萬 二 千 四 ぼ 三十 七 石  白 E 高 


〇 御豐 十四 3 と Hs 石と 二十 七 i、f  is 革と して、 一 邱 S き 一 尺延の 高と 生米 基 

^出して、 仁慈の 制度なる を 示す 事 左の 如し 0 

御高 三十 四ず！： 石 

此延高 十 一 萬 三千 三百 三十 三 石 三 斗 二 升 二 合 

此出米 六 萬 七 千 九 百 九十 九 石 九 斗 九 升 三 合 

是を 民に 免して 取らす。 

右 算術 は 延寶九 年の 百姓 答 * と、 治具が 御 格式の 頭書と 照し 合 て^せる 處の、 高 一 石に 付.. - 

延高三 斗 三 升 三 合 三 勺 三才 三 三の 算術 也 0 精く は 上に 立 反て 見るべし 0 以下よ 是こ 同じ 0 

御高 三十 四 萬 石  . 

此延 生米 二十 七 萬 二 千 石 

此田免 四 分 一 の： 寅 米 を 求れば、 上なる 延 高の 出 米と なる 事 也。 

右 算術 も 上に 云へ る 如く なれば、 精く は 上に 立 反て 見るべし。 但是 は、 上に 算 せる 千 坪こォ 

ての 延 生米の 三 石 を、 七 百 五十 坪に 営れ る 高 三 石 七 斗 五 升に 分て、 高 一 石に 付 生米の 延は八 

斗 也。 此處迄 は 上 S せざる 雲 今 云 ふ f 見て 知るべし。 さて 三十 四 萬 石に 八 斗 i じ 

て M の 如し。 以下 は是に 同じ。 
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御高 三十 萬 石 

此延高 十 萬 石  • 

此出米 六 萬 石 

是を 民に 免して 取らす。 

御せ 2 三十 萬 石 

此延 生米 二十 四 萬 石 

此田免 四 分 一 の 賈米を 求れば、 上なる 延 高の 出 米と なる 事 也。 

御 一. 2  二十 七 萬 石 

此延高 八 萬 九 千 九 百 九十 九 石 九 斗 九 升 一 合 

此出米 五 萬 三千 九 百 九十 九 石 九 斗 九 升 五合 • 

是を 民に 免して 取らす。  • 

御 一. S  二十 七 02 石  . 

此延 生米 二十 一 萬 六 千 石  ， 

此 免 四 分 一 の K 米 を 求れば、 上なる 延 高の 出 米と なる 事 也。 

〇 是 にて 常制步 尺の 算術 も 其理 も述盡 したる なれば、 是ょ 6 は 又 元 重が 傳ぉ錄 を 初め、 後々 の 輩が 云 へ 


る處の 非なる を 一渡ら 云 ふべ し。 

田 法傳習 錄の內 

檢 地の 竿 は 六尺の 者 也。 御 當領は 六尺 五寸 也。 され ども 免 を 切る 時 も 六尺 五寸 四方の 稻を刈 6 米 

•  取 を考る 故、 是は 、さして 百姓の 德分 にも 成らぬ 也。 其 六尺 五 寸をニ 間 竿に して 一 丈 三尺の 竿に て 

檢地 する 也。 其 二 間 竿の 本 を 我が 帶の處 に 付て 竿の 先 を 地に 付け、 夫に 目 を 付て 其 處に步 み 行き、 

夫よ. 0 ー步ミ 運びて 又 右の 如く 打 也。 此步ミ は 二 尺の 延也。 されば、 帶に本 を 付け 向； 3、 ナバ へて 打 

の 詰..^ は 一 尺 迄 は あらね ども、 是を 一 尺の 詰，.^ にして、 殘る 一 尺 は 一 竿の 延 なれば 一 間に 五寸 宛の 

延な. 00 六尺 五寸 竿に 又 五 寸の延 なれば 御 當領の 一 步は七 尺 四方 也。 其內免 切る 時 は 六尺 五寸四 

方 を 一 步に考 へ、 又五寸 宛の 延は 百姓の 德分 也。 此延、 御 當領高 三十 萬石餘 なれば 四 萬 八 千 石 程の 

延な るべ し。 

六尺 五寸 四方の 米 取 を 以て、 免 を 切る 時の 考 とする 由の 誤なる 事 は、 旣に云 へ る 如く、 又、 越 足 を 二 尺と 

し. ナパ への 詰 6 を 一尺と する 事の 由 も、 旣に 云へ るが 如し。 扱、 高 三十 萬 石に 付 延高四 萬 八 千 石と せる 

此 算術 は、 七 尺 坪の 尺 坪 は 四十 九 坪 也。 是に 三百 步を乘 じて 一 萬 四千 七 百 坪 也。 是を 六尺 五寸 坪の 四 

十二 坪 二 五に 分て、 六尺 五寸 坪の 步數を 得る 事 三 kn 四十 八步 にて、 四十 八步の 過と なる。 是に 下田の 生 

米 八 合を乘 じて 三 斗 八 升 四 合、 是を六 分して 此粒六 斗 四 升、 是を田 免の 四に 分て 此高 一 斗 六 升に て、 是 
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を 三十 萬 石に 乘 じて 四 萬 八 千 石 也。 此 算術の 理 はよ けれども、 御 格式の 法 方 を 知らざる よ 6 此 算術に 

及べ る 者に て、 御 格式の 法 方に 取て は 誤なる 事 也。 そ は 如何ん と 云 ふに 此 算術 は、 七 尺 辟の 三百 步を殘 

なく 六尺 五寸 坪に 直して 三百 四十 八步 とせし 事なる が、 御 格式の 法 方 は 旣に云 へ る 如く、 六尺 坪に て 生 

來を 定めた る 者 故、 七 尺 坪の 三百 步を 六尺 坪に 直し 四百 八 歩と し、 八步を 除きて 苗代と し 四百 步へ 生米 

をした る 者に て、 此 術よ. 0 爲る時 は、 苗代 引せ る 上に、 五寸 宛の 延は五 萬 石と 成る 事なる を、 六尺 

五寸 坪の K 術 は 共- tm 代 を 加 へ て 四 萬 八 千 石に て、 共に 五寸 宛の 延 としても 其 差ひ大 いなる 事 也。 人、 此 

誤に 惑 はさる. -事 勿れ。  . 

安永の 末 茂 木 治具が 中 山 盛 履の 問に 答た る 越 足の 法 方 

A 檢 地の 竿 は 政 光の 定めに て、 六尺 五寸を 一 間と し ニ間續 きの 竿 也。 竿 を 打 時、 竿の 本 を 帶の邊 へ 

付て打な..^。 竿の 先の 常る 處を 目印し 差 はぬ 樣 にし、 其 目印し の處 よ. 0 一  足 越して 打 也。 然れ ば、 

竿に て 五 寸づ、 の延 合て 一 尺、 一 足 越す 處ニ尺 位 も あるべし。 都合 三尺 程の 延也。 然れ ども、 帶の 

處ょ 6 勾配 下 6 て 行く 丈 詰る 故に、 畢竟 は 二 間にて 二 尺 計 6 の延 なるべし。 陆" 纏 f 肚」" ： ^"ば，， し 一、 ほ 

合 二 尺 程の 廷也 云々。 #竟 は 二 問に て 一 尺 計りの 延な るべ しと あれ ども、 S 足 を 一 尺と 一； ム ふべき 由な く、 此^. H 想て f 習錄 こ^ 

て 一： ム へ る なれば、 越 足の 事の み を 異なる 事に 云 ふべ き樣 もな く、 又 治具、 已が御 格式の Ig- 書に も 二 尺の i^" を 以て 一： ム へ る なれ ば、 

乂に 1 尺と ある は 二 尺の 寫，？ ^、也。 初； C, を 一 尺と P 、たるより 次の 一一-尺 を も 二 尺と し、 又 りの 二 尺 を も  一 0> とせる 

也。 故に 今に 二 尺 Q 精り に 改めたり。 師は是 を iisl.^ 、とに 思 にれ ずして、 治具が 新案と して 誹られた る は 誤な り。 

.  <l竿を入れて見るに打減する事ぁ..^、打出す事ぁ.o^。 是は 昔の 延迫 か、 今の 竿の 延迫 ，0 なる ベ し。 


<3 竿 を 打者 三人 も 五 人 も ある 時、 每晚 せべ 者 を 並べ て 足の 澗狹 なき 様に 試し を させて、 歩みの 不 M なき 

様に 試し をす る 事 也。 但兩足 一 直にして 參 差せず、 前足の 跟、 後足の 指頭に 接して 進む G 

檢 地の 竿 は 政 光の 定めに て 六尺 五寸を 一間と しと 云 へ る は、 六尺 五寸 坪と せる と 云 ふ 意に して、 是傅 s^: 

錄に從 ひたる 第一 の 誤に して、 治具 は、 御 格式 を 見て 御 格式 を 知らざる 者 也。 越 足 を 二 尺と し 勾配の iii 

り を も 一 尺の 積.. > に 見た る も、 傳^ 錄に從 ひたる 者に して 古 傳とは 差； 5  4^ れ ども、 都合 三尺の 延ょ 6 一 

尺 を 引て 勾配と 畔 引の 考へ 付け、 水田 計り 七 尺の 積，.^ に爲 たる 處は 同じければ しけれ ども、 七 尺 坪 三 

百 步の內 に、 苗代 引の 法 ある 事 を 知らざる 者な り。 竿の 打 減..^ 打 出す る 事 は 聞え たれ ども、 打 出す る 事 

はいと 稀なる 事の 又聊 なる 事なる べし。 打 減、 りする 事 は 度々 の 事に して 又大 いなる 事なる べし。 そ は 

御 格式の 法 方を辨 へざる よ. 0 の 事に して、 御高の 減る 所以の 五箇 條は旣 に 云 へ るが 如し。 竿 を 打者、 試 

し を させて 步 みの 不同な き 様に する 事、 是は さも あらん。 但兩足 一 直にして 參 差せず、 前足の 跟、 後足 

の 指頭に 接して 進む と は、 其 不同な き樣に 稽古す るに は、 己が 足を規 として 足と 足 を はなさず して 步み 

なれ、 扱 然して 後に、 又 足 を 放して 不同な き 樣に步 み 見る 事 也。 然る を師 は、 上に、 越 足 を 一 尺と ある は 

二 尺の 寫誤 なりと は 思； 5 辨 へられず、 一 尺と せる は 治具が 新 按と思 はれた るよ..^、 前足の 跟、 後足の 指 

頭に 接して 進む と 云 ふ 事 を 越 足の 事 也と して、 是 治具が、 越 足 を 一 尺と せる 新 按の證 なる 由に 云 はれた 

る は 誤 也。 もし、 足と 足と を 放さず して 足 を 運び 是を越 足と する 事な らんに は、 步 みの 不同な き 様に Si? 
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せ も 試し も 入らぬ « なる を 思 ふべ し。 扭又此 治具が 御 格式の 頭書の 內、 

〈御 常 W 一  竿の 越 足、 間數の 多寡に 依て 些の差 ひ あれ ども、 平均 百 歩に 付 大凡 二十 六步 也。 

〈二十 六步を 三に 是を 除て、 八步 六々 を畔 敷に 是を引 十七 步三々 となる。 是百步 の 赏延步 也 0 

<1 一 反 三百 步に 五十二 步 也。 此 生米 一 步八 合に して 四 斗 一 升 六合、 四に 分.^ 貢 納 一 斗 四 合、 六 ッ成高 

一 斗 七 升 三 合。 

<1 一 萬 石に 付 千 七 百 三十 石、 三十 萬 石に して 高 五 萬 二 千 石、 此取米 十二 萬 四千 八 百 石 也。 

平均 步に付 大凡 二十 六 步の延 なる 由 は、 何と 算 したる 事に や 知ら ざれ ども、 治具 旣に傳 め〕 錄の 說に從 

ひたる なれば、 百步に 十六 步の延 也と 云 ふべき 害なる を、 愛に は 又 二十 六 歩の 延 とせる は 如何。 是に依 

て：：；^ を W 心 ふに、 傳 g:: 錄の說 には從 ひたる 物の、 役 方 先輩の 傅へ に は 又 六尺 坪なる 傅の 事 も 有つ らん 0 是 

に 依て r?; し 見る 時 は、 七 尺 坪の 三百 步は 六尺の 四百 八步 にて、 百 步に付 二十 七 步の延 となる。 然る を 又 

延« の 百姓 答 書に 云る 處の 如く、 六尺 坪の 四百 步 とし、 百 步に付 二十 五 步の延 也と 云 ふ 傅の 事 も 亦 有つ 

らん。 八步を _a 代 引と せる 事 は 治具 是を辨 へざる なれば、 此 二十 七步と 二十 五 步の靠 術に 迷 ひ 其 中 を 

取て 二十 六步 とし、 是を 三分して 八步六 六を畔 引と し、 十七 步三三 を 百步の 赏延步 とせる は、 傳^ 錄の 

十六步に引合せんとしての所爲と兄ぇた..^o されば、 初めに 云る 處の辭 を も 紛らして 落着け ず、 一 竿の 

越 足 ii: 數の 多寡に 侬て些 の 差 あれ ども、 平均して 大凡 二十 六步 也な ど 云る 者なる べし。 步 延びの 事 は 


間數に 依て 差の 出る 者に も 非ず、 又 元よ 6 平均す る理 もな き 事 也。 人よ く 是を思 ふべ し。 又、 勾配の 一 

尺に 畔引を 籠た る 者 なれば、 更に 又畔 引す る 事 も 非ぬ 事 也。 扱、 再畔 引せ る 八 步六六 を， 5- し 見る 時 は 一 

ig- に 付六寸 三分 六 厘に て、 一 竿に 一 尺 二 寸七分 二 厘、 二 竿に は 二 尺 五 寸四分 四 厘、 是に 又、 下タ 地の 一 尺 

四寸を 合する 時 は 二 竿に 三尺 九 寸四分 四 厘の 大 いなる 畔 にて、 實に甚 しき 非理の 誤 也。 是 偏に、 赏の古 

傳と傳 習錄と 差へ る 事を辨 へず、 無理に 引合せた るよ..^ の 事 也。 後の ニ箇 條は闓 えたる 如くなる が、 六 

ッ成高 一 斗 七 升 三 合と 云る 六 ッ成は 當らず P 六ッ 成と は 六 ッ成定 免の 事に て、 田德 へ 六 德を加 へ て-牛 均し、 

其 六 分の 一 を； 裒に 取る 事 を 云ふ辭 也。 但 、愛の 算術 も 六 分せ る なれ ども 米 を 粗に する 算術に て、 則 田 免 

四 分の 一 を 貢に 取る 譯 なれば、 當 制の 六 ッ成定 免と は 大いに 差 へ る 事 也。 御 格式に 田 免 四 分 一 の を、 

當 時の 六ッ成 定免是 よ，. > 起 ると 云る を 心得 誤て、 四ッ 成の 田 免 を も六ッ 成と 覺 たるに 乙 そ 0 されば 治具 は 

六 ッ成定 免と 云 ふ 事 を さ へ に辨 へ ざ..^け.oo 

〇 寬， 政 中 匹 田 定常 主の 問に 檢地 役の 差 出した る 答 書の 大意 は、 岩屋 疊留が 答 書の 條に 云る 事 なれ ども、 

尙其答 書 を 記し て 其 非なる を 論ず。 

宽政六 年の 正月 匹 田 定常 主へ 檢. 地 役の 答 書 

竿 は 六尺 定めに 御座 候へ ども 五 寸延の 儀 御尋に 候。 御國替 以來御 百姓 相 服し 中 さ るに 付、 御當 

國檢 地の 御 仕 法 五寸延 置れ、 六尺 五 寸をニ 間 竿に て 一 丈 三尺、 收 納諸考 共に 六尺 五寸 四方 を 以て 差 
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積.. > 巾し 候へば、 五 寸延の 儀 御 百姓に 弛め 置れ 候 次第に 御座な く、 一  竿に 二 尺の 越 足に 是 あ.. > 候へ 

ヒ 、ヽ マ ニコ y,^  1 n> ご I ヽで 1 n> よ ギご I、 師の 書れ たる 本書に は、 竿 は 六尺 定めに 候へ 共 五 寸延の 御 

共、 右二 尺の 內には 勾配の 一 尺 を P 一  尺は畔 を？. - 尋に 候へ ども 云々 と ありて、 下の 候へ ども は寫 誤と 見 ゆれ 

ば别 りたり。 〇 一 丈三尺^_5考共にとぁれども、是は收钠の 二字 を脫 したる 者と 思 はるれば 其 二字 を^ ひたり。 〇六尺^?^寸を差1" 

り 申 へ 共と あれ ども、 是は 以てと 云 ふ辭を脫し、候 へ ばと云 ふ^を誤りた る者と見ゅれば、しか^^ひ改めたり。 〇 一 足に 三尺の 

越足 とぁれどもニ尺の寫，？l^に疑なき^?sf故、ニ 尺と 改めた り。 內 一 尺 を 勾配に 引、 同 一 尺 を畔に 引と 云る にて 明かな，^. lJS^-¥ こ 

る ^也。 又もし 三 尺 也と せぱ、 今 一 尺 は 何に する 率と せん。 乂ー兀 より 一足に 三尺 は步 まるべ き樣 なき^な らずゃ Nnf  W  i 

は 太き 細き も是ぁ 6 候へ ども、 地面 irl き處 にても 畔根 一 尺より 細き は是 なく、 併 田 坪 5=j き 處は田 形 

大きくなる 物に 御座 候。 高下の 地方 は 畔幅廣 く、 至て 谷地 は 畔幅餘 分に 田 數も是 あ.. - 候へ ども、 畔 

押なら し 一 尺に差積..^、越足は往古ょ..^右を加 へ置れニ尺に定置れ、御百姓相服し候御取扱に相見 

得 候。 右二 尺の 越 足 は、 全く 前文の 通の 勾配、 畔に 至る 迄 御 差 引に て 弛め 置れ 候 儀と 存じ 奉. 9 候。 

越 足 を 初めに 三尺と 寫し 誤りた るより 下に 至る 迄 比. n 三尺と 誤り たれ ども、 二 尺と 改めたり。 師は、 是を 元よりの 辭 

りと して 、竿の 五 寸％ 一  尺の 延 となる 處を加 へ て、 三尺の 越 足と 云る 者な りと 一： ム はれ たれ ども、 然るに は あらず。 

收納 諸^ 共に 六尺 五寸 ra: 方 を 以て る 事故、 竿の 五寸延 は、 御 ぼ 姓の 爲に 弛めら れ たるに 非ざる 由に 云 

る は、 傅お 錄に從 ひたる 誤 也。 越 足 二 尺の 內ー 尺 を 勾配に 引た る も俾？ 錄に從 ひたる 事なる が、 傳， 錄 

は 共 一 尺に 畔引を 籠め たる なれば 好き を、 是は 外に 畔引 をして、 勾配 計..^ を 一 尺と したる 也。 實に 一 尺 

と ひての 誤 か、 一 尺 迄 は あらぬ 事 を 心得ながら、 僞て云 へ る 事 か。 何れにしても 甚 しき 非 也。 勾配 は 

三寸 程の 者なる 事 は旣に 云る 如くに して、 七 寸は畔 引の 見込なる を 外に 又 一 尺を畔 引と する 時はヽ 一 竿 

に 一 尺 七寸. の畔 引と なる 事 也。 然る を、 畔、 押なら して 一 尺に 差 積る と 云る は 如何なる 事 ど。 又 一 尺に 


「田 法 四 六 精 術」 及び 「四 田 缺借精 術」 は、 共に 檢地施 一 わ 上 

の 取扱 方法 を 懇切に 說ぃ たもので ある。 检地は 土地の 糜 

狹を 度り 土質の 善惡を 測る のみならず、 實に周 園の 諸事 

情を參 酌して 土地と 八と の 交錯 を 巧に 平均し、 以て 租稅 

の 均銜を 理想と する *J でなければ ならぬ と して、 田 法 四 

六の 法、 四 田 .缺 借の 法 を 諄々 と 叮嚀に 說 明して 居る。 勿 

論 こ の 理法 は 「訂 正 御 格式」 中に も說 いて 居る が、 彼 の 精 

しからざる を是に 補足す る ものである。 

兩誊 共著者 自筆 本に 據 つて 本 集に 輯錄 した。 


て も 畔引は 多き に 過た る 事に て、 一 竿に 七 寸宛ニ 竿に 一 尺四寸 は、 中 勘の 宜き由 は旣に 云る が 如し。 又 

斯く越 足の 二 尺 を 勾配と 畔 引に する 時 は、 此 輩の 先達と 仰ぐ 元 重と 治具が 云る 處の、 一 坪に 五 寸の餘 地 

も 又な き 事と なる を 如何にす る。 此輩慶 長の 古傳は 知らず とも、 元 重、 治具 等が 云る 乙と を 知ら ざらん 

や、 知 6 ながら、 其 傅へ を も 偽て 公ケを 欺く は 惟むべし。 又、 時の 長官 斯る詐 偽の 物 を 心得て 時の 執政 へ 

出した るか、 心得ず して 差 出し. K るか。 心得た るに 於て は 其罪大 也と すべし。 心得ざる に 於て は 共 

任に 堪ざ るの 事と 云ぶべし。 旣に 云る 如く、 此 時に 當て 岩屋 疊留 致仕の 身ながら も、 獨誠赏 の 言 を 出せ 

る は 賞す ベ し。 是に 依て 七 尺の 置 竿と は 成た るが、 古法の 七 尺 は、 勾配と 越 足の 法 を 以て 畔を 引き 水田 

計りの 七 尺なる を、 置 竿と 成て は畔 共に の 七 尺 也。 去 6 ながら 是には 又、 古法 一 反に 八步の 代 籠りた 

る 者 故、 是を算 し 見る 時 は 七 尺 一 竿に 付 一 寸 九分に て、 一 竿に 三寸 八 分 二 竿に 七寸六 分の 餘地 ある 乙と 

にて、 古法の 二 竿に 一 尺 四 寸の畔 よ.. >是 を 引て、 六寸 四分畔 引に 足らず。 されば 此 Is!; 勘 あるべき 事なる 

を、 此 時の K 斯る事 をも辨 へずして、 置 竿 七 尺の 外に ffi 代 引す る 事 は 勿論に て、 外に 畔引を もす る 事と 

し、 55 夫 にても 飽足ラ ぬ « と へる にや、 又是 よ.. >  以後の 改正 竿に は、 免 を 下げて 高 を 減らす べしと 議定 

せる 筆記 を 殘 せし 由に 聞 ゆる 事なる が、 鳴 呼、 此高は 誰が 御高なる どや。 更に また 大息に 堪 ざるの 至. ft. 

也。 

右步尺の^^は田法の大本也0 故に 是を正 ふして 然して 後に 四 田の 位 をよ く 分 定め、 定法 四 分 一 の 

田法步 尺精辨  き究 
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分 米 を 御 帳に If 一積 付け、 然して ま.^ 成 免 をば よく 平均し、 當高を 成るべき 丈 は 位 を 下げ、 隨分 

K に 免して 一? 也。 是御 格式の 法 方に して 則 政 光 主の 心 也。 步 尺と 四 田の 位 正しから ざれば 御領 中 

の赏 生米 を 見る 事 能 はず、 其實 生米 を 見る は 田 法の 大要 旨 也。 故に 步尺を 以て は、 猥りに 免す ベ か 

ら ざる を辨 7 べし。 序に 云 ふ 事 あ 6.0 予が 今上に 云る、 一 坪に 付 一 寸 九分の 餘地 ありと 云 ふ 算術 を 

く 云 ふ 時 は、 一 反に 付て 八 步三三 三の 苗代に て、 是は畔 ともに の 七 尺 坪 故、 尺に 直して 五十八 尺 

三寸 三分 也。 是を 三百 步に 分て、 七 尺 坪の 一 坪に 付て 一 寸 九分に 當る事 也。 又 治具が、 百 歩に 付 八 

步六 六の 畔引 とせる 算術 は、 古法の 步尺 にて 水田 計 6 を 七 尺と せる 者に て、 外に 七寸 宛の 畔引を 一 

竿に 籠め たる 也。 されば 其畔 引と も 一 坪 七 尺 三寸 五分 也 e 故に 八 歩 六 六へ 此七尺 三寸 五分.^」 乘じ 

て此尺 六十 三尺 六寸 五分に て、：：： 失. a 步に 付ての 尺 なれば、 一 坪に 付六寸 三分 六 厘に 當る事 也。 步尺 

の 梨 を， する にも、 慶 長の 古法と 寬 政の 新法に 依て 渐る差 ひ あ..^。 上のーっ處には算！^を細かには 

云 は ざり し 故、 此處に 云 ふ 者 也。 人 是も又 心得 置べ し。 


田 法 四 六 精 術 


新田 目 道^ 著 


u  tpt  T?i き A せる 如く なれ ども、 sf  ?は實£?ま§ 術に 

其 1 よく 云 はんとす る S 、事 長く し ssss し f  id 

^失て 人 i 術 li i 、偶予 が 訂正 御 格式 i  " " は 

の たん r、"il! して 精し く  者 也。 さて、 古 は g めの 着 t-::^: 

の法と.1%た るょ.^^、；H、ニ 去目昆、ニ匚，^  >  \  , ト  ノー  ふ 

，一 ぉネ、 ほ.^ して 紛らしき 事 あ.^。 されば 先、 g ョり F^^^s,,.  :t ぉ气 ト 

べし。 其 法 左の 如し。  四 田の 救 と 米 積. -の 事より 辨へ 匿 

〇 上田 一 反 

此救六 石 

此米三 石 六 斗 , 

內ー 石 五斗 i  g 是 t^t 

f と レ.^ 

田 法 四 六 精 術 

Is 
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此米九 斗 ， 

同 四 石 五斗 民領 

此米ニ 石 七 斗 

〇 中 田 一 反 

此叙五 石 二 斗 

此米三 石 二 斗 二 升 

. 內 一石 三 斗 $  0^ 

此米七 斗 八 升 

, 同 三 石 九 斗 民領 

此米ニ 石 三 斗 四 升 

〇 下田 一 反 

此奴 四 石 

此米ー 一石 四 斗 

內 一石 人 貢 

此米六 斗 


同 三 石 民領 

fcfe  CJ\Ir 但是を 均 

此米 I  1^ 尸、、 ィ 米と 云 ふ 

。下田 一 反 

此 a  二 石 八 斗 

此米 一石 六 斗 八 升 

內七斗 人 貢 p.^t  • 

此米四 斗 二 升 

同 二 石 一 斗 民領  . 

此米 一石 二 斗 六 升 

右田よ 6 出る 處の粒 にても 米 にても、 四 分の 一 を 入貢、 四 分の 三 を 民領 とする 處 也。 斗 代と 云 ふ 事の 名 

義 又は 四 六の 定米、 均 米な ど 云 ふ 事の 譯は、 訂正 御 格式に 註せ る 事 なれば 云 はず。 但四 六の 法 は 此四六 

の定 米よ 6 起.^、 又 凡て 田 法 は 、下田より 起れ る 事と 思 ふ は 抑 末 也。 さて、 入貢の 定法 は 四 分 一 なれ ど 

も、 民の 居 處には 廣狹、 遠近、 寒暖、 燥濕の 同じから ざると、 又 山林、 道路、 川澤の 得失 も ある 事に て、 一 様 

に 四 分の 一 は 取 難き 事 也。 故に 當制四 六 平均の 法 を 以て、 其 地の 式に 從て貢 米を增 減せ しむる 事に て、 

其 精 術 左の 如し。  . 

田 法 四 六 精 術  S 
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〇 內 外の 六德、 是を 他の 德と云 ふ。 田の 四德、 是を 地の 德と云 ふ。 是を地 他の 兩德と 云 ふ。 是四六 多寡 

の數 にて 陰陽の 象 也。 又內 の三德 平均の 一 德、 外の 三德 平均の 一 德、 田の 四德 平均の 一 德、 是を內 外 田 

めん 

の 三 事と 云 ふ。 此三事 は 天地人の 三才の 如く、 地 他の 兩德は 父母の 如く、 然して 平均して 出る 處の目 は 

子の 如き 理 にして 誠 ^姻れ おは 郝 ^ 謹 ば 又六德 に四德 合て 十德 なる は 一 の 商に て、 是亦太 極と も 云 ふ 

べき 理也。 尙 精く は 次に 記す 處を 見るべし。 

〇 粒 六十 石 右 は、 十 德を皆 上德の 六石づ 、として 斯の 如し。 平均の 法 は 左の 如し。 

-三 事に 三分し 


〈他の 六德 にて 六 六 


二十 六 石 


—六 德に六 分し 

( 1 ) 

是 父の 如し 


中央の 點線 及び 括弧 內の數 j 

字 は 原本 朱書な り 11 編者、 


地の 四德 にて 四 六 二十 四 石  是 母の 如し 

(二)  .^^1 

I 四 德に四 分し 

(四) 

I 地 他に 二分す  M 

右 六德の 三十 六 石 は、 上田の 生米 三 石 六 斗の 數に合 ひ、 四德の 二十 四 石 は 下田の 生米 二 石 四 斗の 數に合 

ひ、 又 上田の 粒 は 六 石に 下田の 粒 は 四 石に して、 他の 六德、 地の 四 德の數 に 合； 5、 又 其 粒 六 石に 四 石 を 合 

せて 十 石なる は 地 他の 總德十 品の 數に合 ひ、 又 下田の 斗 代 は 一 石に して、 四 六の 數を 合せ 力る 十の 數に 


稱 へる 老 にして、 a の 算數は 十の 位、 米の 算數は 一 の 位に 居て、 四 六の 算數 皆よ く 八 " へ る、 四 六法 方の 妙 

算也 0 さて 三十 六と 二十 四の 數を 分.^ 出し 行く に、 六 分し、 四 分し、 三分し、 二分せ る 處に朱 引し、 又 朱 

にて  一 二三 四と 記せる 處を 見て、 陽德の 六數ょ 6 起ら 陰 德の四 數に移 6  、其 四數ょ 6 又 陽 德の三 數に移 

.CS  、其 三數 よ， 0 又 陰德の ニ數に 移て 其 術畢. 0 たる 趣 をよ く考 ふべ し。 但、 四 も 六 も 共に 調の 陰數 なれ ど 

も、 六 は 五に 一 の 加..^ たる 者に して 數の 餘れる もの、 四 は 五に 一 の 除かり たる 者に して 數の 足らざる 者 

なれば、 是則 陰陽の 象 也。 此三 十六と 二十 四の 數に かく 平均の 法數備 はら、 且、 六 分よ 60 一分 迄 次第せ 

る 處の趣 を 以て 此算理 の 妙 を 知るべし。 さて、 御 格式の 算術 は 斗 代 を 以て 免 を 制した る 者 なれ ども、"： ん 

は 其 本 術に 非ず。 總粒を 以て 算 する は 其 本 術 也。 されば 上に 出せる 處 の上德 のみに て、 總 a と 斗 代と 

を 以て 兩樣に 免 を 制する 法 術 を 並べ て、 其理を 示す 事 左の 如し。 。は ^縣ぎ 

六 石  一石 五斗  山の 上德  • 

六 石  一石 五斗  川の 上德 

六 石  一石 五斗  野の 上德  ， 

合 十八 石 合 四 石 五斗 

平均 六 石 半 均 一 石 五斗 

六 石  一石 五斗  居の 上德 
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六 石  一石 五斗  村の 上德 

六 石  一石 五斗  民の 上德 

合 十八 石 合 四 石 五斗 

平均 六 石 1^ 均一 石 五斗 

六 石  一石 五斗  田の 上德 

六 石  一石 五斗  田の 上德 . 

六 石  I 石 五斗  田の 上德 

六 石  一石 五斗  田の 上德 

合 二十 四 石 合 六 石 

平均 六 石 K1. 均 一 石 五斗 

內外田 三 事 

六 石  一石 五斗  外の 平均 ー德 

六 石  一石 五斗  內の 平均 ー德 

六 石  一石 五斗  田の 平均 ー德 

合 十八 石 合 四 石 五斗 


_:4. 均 六 石 罕均 一石 五斗 

此四分 一石 五斗 此 二分 七 斗 五 升 

此 二分 七 斗 五 升  „ 

右 墨に て 書る は、 田 一 反よ 6 生ずる 處の總 a にて 目 を 制する 算術 也 0 朱に て 寄る は、 其 總粗四 分の 一 な 

る 斗 代に ての 算術 也。 故に 墨書の 六 石 を 四 分して 朱赛の 如く 一  石 五斗と 成て、 是を 共に 二分して、 寄 

めん 

朱書と もに 七 斗 五 升の 七ッ 五分の 目と はなる 事 也 0 さて 此 算術 は、 十 品 皆 同 德ゅゑ 三 事に 三 合 三分す 

る 迄 もな き 乙と なれ ども、 定法の 如く 三 合 三分せ る 也。 是を 以て、 三 事 不同の 德を 平均す る理を 悟る ベ 

し。 內外田 平均の 一 徳を 合て 又 平均せ ざれば、 三 事 同德に 成ざる 事 也。 又、 內 外と 分けて 云 ふ 時 は 外 

田の 三 事 なれ ども、 地 他に 分く る 時は內 外の 德は 一 體 なる 事故、 內 外の 六德を 合て、 一竹 # に 六 分しても 

好き 事 也 。然 する 時 は 內外は 則同德 となる 事なる が、 其同德 なる 內：^ のニ德 と、 田の 平均 一 德を 八！： て 三 

事に 三分す る は 同じ 事 ど。 御 格式に は 斗 代 を 以て^ t したる にて、 且此三 事に 三分、 地 他に 二分の？ S 術 

ならし め ん 

を 合て  一 |1<； に 六 分せ る 故、 此 算術の 理を人 は辨へ 得ざる 者 也。 是 にて、 七ッ 五分と 成た る 平均 目の 竹_; 術 

一 渡 6 の 事は濟 たる 也。 さて、 是ょ 6 又 尙も其 精き を 云 はんとす るに、 此七ッ 五分の 七 斗 五 升 は 實は七 

石 五斗に て、 田 一 反に 付ての 總 a 也。 其譯 は、 十 德の總 a 六十 石 を、 六 德に六 分、 四 德に四 分に て 十分し 

て 六 石と 成 6、 是を三 事に 三 合 三分して 又 六 石、 是を 地； g に 二分して 三 石と なる 事 也 0 此三石 は、 十德 
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の 六十 石 を 平均せ る 者 なれば 一 德に 付ての 三 石 故、 十德 にて は 三十 石なる 事 也。 此算理 を 早く 云 ふ 時 

は、 他の 六德 三十 六 石と 地の 四德 二十 四 石と 合せて 二分せ る 道理に て、 他の 德 にて 餘れる 處の六 石 を 取 

、是を 地の 德の 足らざる 處へ 加へ、 地 他 共に 三十 石 宛の 平均と は爲 したる 者 也。 fir 分 上のに 六て 石？ に 一一 一一 Z 刀ば 

て 一 1 一石と せず 四 分して 一 石 五斗と し、 扨 後に 二分し て 七 斗 五 升と せる は、 四 分 一 なる 斗 代に ての 箅 術と 引合 せ、 早く 1^ さて ヽ： ny こ 

算 同様の 理を 知ら しめたる 也。 今 愛に 云ふ處 は、 總 粗に て箕 する 處の本 理を尙 も 精く 云ふ處 也。 人よ く 是を辨 ふべ し 1 ヌる 

て平均する處の算理は盡，^る事にて、是ょ6後の算術は、其平均せる處のものょ，.^入貢を分.o出す算術 

也。 故に 其 三十 石 を 地の 四 德に再 四 分して、 一 反に 付 粗 七 石 五斗の 當.. ^となる 事 を 知れる 也。 是、 六 石 

を 限. 0 とせる 田德 なれ ども、 他の 德ょ 6 取て 地の 德へ加 へたる 六 石 を、 田の 四 品に 四 分して 一 石 五斗 を 

I？ したる 處也。 是を 又、 再 他の 六 德に六 分して 一 石 二 斗 五 升の 入貢と す。 是 四と 六 を 合て 是を 平均し、 

又 四と 六 を 以て： Iji を 分配して 入-寅 を 量れる 者に て、 是を四 六の 法と は 云 ふ 事 也。 さて、 六 德に六 分して 

入 K とする、 是を名 付て 六ッ 成の 定 免と 云 ふ。 然して 其 入貢と する もの、 是を當 高と 云 ふ。 (^Iftisi ほ？ S 

ふ 事に して、 高と は义、 地 他 の十德 より 貢に 取る 處 の/高と 云 ふ 意の 事 也。 其譯 は、 十德を 平均して 積り 出した る 七 石 五斗に、 他の の 

1 石i^-斗加はりたるを以て知るべ し。 是を、 他の 德の餘 れる處 を 取て 地の 德の 足らざる 處 へ 加 へ たるに より、 其理 明かに 知らる 乂^ な 

るが、 他の 德 劣れる により 地の 德を 減らす 事 も あれ ども、 十 さて ヽ： H  、翁 寄 一 51 1?^ 丘 汁ヽ曰 y こ 丄ハの の 六を乘 じて 

を平均して其六分 一 を赏に取る15^5れぱ、其理は同じ事なり。 さ 「 ゴー， ま 1^  ^ー 、ュ ヨ^  -^x^f 

七 斗 五 升の 貢 米と なる。 是則、 上に 出た る七ッ 五分の 成，. > 免 也。 免 を 制する に は、 田 一 反よ，. - 出る 總粒 

を 以て 算 する は 本 術に して、 且、 上德 のみ を 以て 算 する は 其大. 14 なる 者 也。 故に 四 六法 方の 算理、 是を 

以て かく 明かに 云 はる、 事 也。 然る を 常に は 是を斗 代に て算 する 事に て、 共 術 は 朱書の 如く、 斗 代 一 石 


五斗 づ 、十德 にて は 十五 石なる を、 六 分と 四 分に て 十分して 一 石 五斗と し、 是を三 事に 三 八 n 三分して 又 

一 石 五斗、 是を地 他に 二分して 七 斗 五 升なる が、 是亦十 品の 一 德に 付ての 七 斗 五 升 故、 十！ i にて は 七 石 

五斗 也。 さて 又， M 六十 石の 算術 は、 地 他に 二分せ る 三十 石 を、 又 再 地の 四 德に四 分して 初て 七 石 五斗と 

は 成る 事なる を、 此斗代 十五 石の 算術 は、 再 其 四 德に四 分せ ずして 七 石 五斗と なる。 是斗代 は 田  一 11^ の 

a を 四 分せ る 者に て、 根源に 四 分の 一 法お は 6.^^ る 者なる 故の 事 也 0 さて 又旣 にも 云 へ る 如く、 此 S; 術 

は、 上田の 生米 三 石 六 斗と 下田の 生米 二 石 四 斗と 合テ算 する、 四 六の 法 術に 又よ く 合 へ る 者に して 、粗の 

算術 は 十の 位、 米の K 術 は 一 の 位 なれば、 a の 七 石 五斗 は 米の 七 斗 五 升 也。 又 十 品の 一 德ょ 6 見る 時 は 

粗 も 七 斗 五 升 也。 此七 五の 數には 斯く三 段の 譯 ある 事なる が、 是を 免と 名に 云 ふ は、 四 分 一 の K 法 田 

よ.^ 起れ る 事 なれば、 生米の 算術なる 上田の 三 石 六 斗と 下田の 二 石 四 斗 を 合て 二分せ る 三 石の 四 分 一 、 

ヒキ丘^り\^ こ^飞 る,^ヒさ て  一；； り〕 0 田 免と は 田 目と 云 ふ 事に して、 S の 字の i: つ 目なる 形に 付て、 其 田より 

フユ rvi 营 る.. r を さし ヤー メ  tt 七 出る もの を 四 分して 其 一 ト目 を- S に 取る 事 也。 是ら のこと、 精く は 訂正 

f 篇.^ 1^ 丄/ にる。 扭、 米の 算術 は 粒の 算術に 從て 出き たれる 算術に して、 四 六の 法數 皆よ く 合 ふ 事 なれ ど 

も、 米の 算術 は 地の 四 德の內 にの み 居て 算 する 事に して、 他の 六 德の法 は 無き 者 故、 實 地に 臨で は、 鄕位 

を 量 定めて 入貢 を 增減 する 眞の法 をな す 事 能 はざる 者 也。 然るに 今 此七斗 五 升の 米に て 免と なした る 

よりして、 是ょ 6 後 は、 又 此七斗 五 升 を 以て 活用ら かした る 法 術 也。 其譯を 精く 云 はんに、 檢地帳 は、 a 

の 四 分 一なる 入貢に 當る處 のみ を 記し 置 ものに て、 是を分 米と 云 ふ。 歉 t きき：！ は に \？ ての、 I は 
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I  て f  、？米 一石に 此七斗 五 升なる 七ッ 五分の 免 i ずる 時 は、？ 石の 出 米 入？ 斗 

【；； ！；？ 者の 位 やて、 七 斗 五 升の 入貢 米と なる 事 S  く 知れる 也。 さて 米 の算術は 一の 位、 粗の 算 

ま； の 位なる I て、 米の 七 斗 五 升 S の 七靈斗 S て、 一反 の粒六石 の 定法なる 者の 位 上りて、 

^iiii  iiiilii まの 本 術 

て、 此分 求の 一石より 田 一反に 付ての 平均 g.s ん とする に は、 彼の 七 石 五斗 を 六 分せ る 處の當 

.^m 一石へ 乘 ずる g  、響 5 一  石 二 斗 五 升と？、 然し 5 是に、 六 ッ成定 免の 

一； を以 て 六 分せ る |ハ| じて、？ 七 石 五斗 I を 知るべき 算術 也 。さて 上に 云へ る 如く、 粒の 本 

1 て 免 I し？ は 父 g?.f 出す 如き 理 にして ヽ實 地に 向て よく 其 法 I すべく、 米 gf- 

て 出く 墓に し 5 も 則蒙まど も、 是 S 地に 向て 其？ 施す 事 佳ず。 是、 父母 には子の 

& ぶ，， I？ が 如し。 然し S 米の 算術の 免と 成， 上に 5 、養 術の 働き 以て、 墓 

hi 是、 子の 父母に 代 5? 助る に 似 2 理と 5 べし。 さて、 米の 算術の 働き 

ュて. t ー义 S き，， 上 は、 定？？ 六 分して 雷と なし、 又 fs し £? 知る 事 は 

こ 云る 本 術の 如し。 さ 5、 米の 算術 四 分して 人 貢の ま 知. iss 其？ 六 分して 

入 まき 知る 事に てヽ四 分と 六 分と 其 術 は 同じから ざれ ども、 5? 取る 處は 同じ 事に て、 兩術 f 

お 五 升 sic 此 ii の理 如何ん と 云 ふに、 g 算術 は、 地の 四德へ 他の 六？ 加へ て算 しプ 


るに て、 定法の a 六 石へ 一 石 五斗 を 增シて 七 石 五斗と なした る 者 故、 此入貪 を 量る に は、 加へ たる 六. 德を 

以て 又 是を六 分すべき 算術の 理也。 是六 ッ成定 免の 大根 本に して、 十德を 平均して 其 六 分， 一 を K に 取る 

當 制の 定法 也。 米の 算術 は、 他の 六德を 加へ ず 地の 四德 のみに て算 する 術に て 、上田 下田の 總粗六 石と 

四 石の 生米 三 石 六 斗と 二 石 四 斗 を 合て 六 石、 是を 上田 下田に 二分して 平均 三 石と な 6、 是を 地の 四德に 

四 分して、 七 斗 五 升の 七ッ 五分の 免と はなる 事 也。 是又免 は 幾つ にても、 則 其 S 米なる 處の 大本なる 者 

也。 さて、 斯く 粒の 算術 を 本と して 米の 算術と 其 法 二つ ある は、 是古は a 納めの 法に して、 今 は 米 納め 

の 法と 成た るに 據る事 也。 此 算術 早く 其 結 極 を 云.' 時 は、 六の 餘れ る數と 四の 足らざる 數と 八：： せて 二分 

する 理也。 故に、 地 他の 二分 は此 算術の 大要 法な り。 然る を 人 は、 此三 事に 三分、 地 他に 二分の i::!; 術 を 

辨へ 得ず して、 此ニ算 を 合せた る 六 分の 法 を、 四 六の 六と 心得た る は 如何に どや。 さて 地 他の 二分 は大 

要なる 事故、 十 品の 斗 代 皆同德 なる 時 は、 早く 其 一 德を 二分して 免と なる 事に て、 上に 見えた る 如く、 一 

石 五斗 を 二分して 七 斗 五 升と なる は 是也。 さて 又ヽ免 は七ッ 五分よ， 0 過た る 者な く、 三 ッ 五分よ 0 劣れ 

る 者な しとせ る は、 是十 品と もに 上德斗 代の 一 石 五斗に て七ッ 五分、 又 十 品 共に 下德斗 代の 七 斗に て 三 

ッ 五分 なれば 也。 七 斗 を 二分して 是レ三 斗 五 升の 三ッ 五分 也。 上 免 下 免の 限 6, を 以て 免 を 制する 算術、 

是にて其§^を極め盡せるなれば、餘は是に准じて知るべ し。 さて、 四 六法 方の 算術 斯の 如き 事なる に 付 

て 思 ふに、 黑澤 家に て處 持せ し 傳書三 卷の內 、失せ 果たる 處の 一 卷は、 此四 六法 方の 精 術と、 又 四 田缺借 
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の 精 術 を 述られ たる 者なる べし。 御 格式 一 卷の 趣に 據て考 るに、 必ズ此 事 を 別 卷に云 はずして は 叶 はぬ 

事 也。 人 义御挤 式 一 卷の 趣に 向 ひ 思 を 深め、 心 を 平 かにして よく 是を思 ふべ し。 

〇 田の 字 は 則 其 田の 形 を 見て 畫る 者なる が、 其 形 は 又 十の 字よ 6 起れ る 事に して、 十の 字の 四方 を 園 ひ 

て 田斯の 如くす る 時 は、 是 田の 字と なる。 然して 其 形、 內は 四つ目に して、 其 四つ目の 外を圍 へ る畫は 

又 六の 數 也。 地の 四德、 他の 六 德の理 も 是に稱 へる に 似た.. >。 さて 六 は數の 餘れる 者、 四 は數の 足ら ざ 

みて   よめ 

る 者に て、 是を 合する 時 は 十と 成り、 其數 足..^ 備 はりて 則 十分に 滿る 象な 6。 さて 田の 字をミ ッ ルと訓 

な； I  みちみ つる 

るもヽ 中なる 十の 字の 意よ 6 出た る 事に して、 五穀の、 其 中に 填 滿の義 也。 是 は漢國 にての 義な るが、 皇 

た  ；. 1 る  はたつ もの  みた つらの 

國の 言に て E と 云 ふも是 足の 義 にして、 粟 稗 麥豆を 陸 田 種子と 定め 稻を 水田 種子と 定め、 乙の 五つの 食 

物 を 陸 田と 水田と に ffi 足 はして 人の 命を續 べき 事と 、神の 物し 玉 へ る 神代の 故事 も ある 事に して、 田と 

云 ふ 事の 理義 和漢 一 致な 60 さて、 其 田の 中に 十分に 滿 足ら へ る 食物 を 取て 君と 民と に 分配して、 其 民 

に は 又、 不平の 分配な き 様に する に は 四 六の 法 を 以てする 事に て、 其 四 六の 數は又 上に 云る 如ク にして、 

田の 字の 形に 備れる 事なる も 妙と 云 ふべ し。 是に 付て は 尙も云 ふべき 事 あれ ど、 今 は 先、 是を 限. 0 とし 

て 筆 をと むる 者 也。 人、 是らの 事 を も 心得 置べき 者な らん か。 
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〇 缺 法 

〇 上田.. 中 田 ¥ る缺法 は、 上田 I 

て 四 田 i して 十 sf f f r する X,  I て 中 田の- ffl さ 

g 上田 取て 5 事ず。 Jh,t:;l,t て 足ら S 有て、 i ら ぬぼ 

を 中 田？ る f 出來 I 也。 上田 ¥11:; る； T ぬ f へ 八十 六步六 I ずれば、 上 m 

也 f さき は、 If  I へ，； r 步 trn  f 百ぎ 取て 中 田 ¥ る 都 

也。 上田の 餘れる 步數に居 て算 すると、 中 田 ^,^^1 すれ は则 上田？ 田に する 步 f なる 事 

四 田 iiis」。 き r る rrht.、l す fiii して 一 

す。  f ュ暴 £1」 は f 故、 if 安气 

-ノ  TN  >fr- 1  一 IftM 
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中 田の 步數 へ乘 ずるに は 八 六 六 

上田の 步 數へ乘 ずるに は 一 一 三 四 • 

〇 中 田 を 下田に する 缺法 は、 中 田 百 步の內 二十 三 步を缺 て、 七十 七步 にて 下田の 百 步に當 る 事 也。 二 法 

の理又 同じ If- なれば 云 はず。 其 定法 目安 は、  ■ 

下田の 步 數へ乘 ずるに は 七 七 

中 田の 步數 へ乘 ずるに は  一 二三 

〇 下田 を 田に する 缺法 は、 下田 百 步の內 三十 步を缺 て、 七十 步 にて 下田の 百 步に當 る 事 也。 二 法の 理 

又 同じ si- なれば 云 はず。 其 定法 目安 は、 

下田の 步 數へ乘 ずるに は 七 

下田の 步 數へ乘 ずるに は 一三 

〇 上田 を 下 m にす る缺法 は、 上田 百 步の內 三十 三步四 を缺、 六十 六步 六に て 下田の 百 步に當 る 事 也。 二 

法の 理又 同じ^ なれば 云 はず。 其 定法 目安 は、 

下田の 步 數へ乘 ずるに は 六 六 六 

上田の 步 數へ乘 ずるに は 一 三 三 四 

〇 中 W を 下田に する 缺法 は、 中 田 百 步の內 四十 六步 一 五を缺 て、 五十 三步八 五に て 下田の 百 步に當 る 事 


也。 二 法の 理又 同じ 事 なれば 云 はず。 其 定法 目安 は、 

下田の 步 數へ乘 ずるに は 五三 八 五 

中 田の 步數 へ乘 ずるに は 一四 六 一 五 

〇 上田 を 下田に する 缺法 は、 上田 ぼ 步の內 五十 三步三 八を缺 て、 四十 六步六 二に て 下田の 百 步に當 る W 

也。 二 法の 理又 同じ 事 なれば 云 はず。 其 定法 目安 は、 

下田の 步 數へ乘 ずるに は 四 六 六 二 

上田の 步 數へ乘 ずるに は 一 五三 三 八 

〇 借 法 

〇 下田 を 下田に する 借 法 は、 下 田 百步の 外に 四十 三 步を增 て、 百 四十 三步 にて 下田の 百 步に， ひ" る 也 0 

さて 下田に て 譬ば百 步餘れ る 事 有て、 其 餘れる 百步を 取て 下田と する 事 あ. 00 然る 時 は、 北 (下田の 餘 

れる 步數を 百 四十 三 歩に 分れば、 則 下田 を 下田に する 步數 と. なる 事 也 0 又 下田に て譬 ば百步 足らぬ 

事有て、其足らぬ百步を下田の內ょり取て補ふ事ぁ..^o さる 時には、 其 下田の 足らぬ 步數へ 百 四十 三 

步を乘 ずれば、 下田 を 下田に する 歩數 出る 事 也。 下田の 餘れる 步數に 居て算 すると、 下田の 足らぬ 步 

數に 居て算 すると 二 法 ある 事缺 法と 同じ 事 なれ ども、 缺法は 二 法と も乘 じ、 借 法 は 一 法 は 除し 一 法 は 

四 田 缺借精 術  11 
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乘 ずる 事 也 0 此 差別 を 心得 置べ し. - 其 定法 目安 は、 

下田の 步數を 除す るに は 一 四 三 

下田の 步 數へ乘 ずるに も 一四 三 

0 下田 を 中 田に する 借 法 は、 下田 百步の 外に 三十 步を增 て、 百 三十 步 にて 中 田の ぼ 步に當 る 事 二 法 

の理又 同じ 事 なれば 云 はず。 其 定法 目安 は、 

下田の 步數を 除す るに は 一 三 

中 田の 步數 へ乘 ずるに も 一三 

〇 中 田 を 上田に する 借 法 は、 中 田 百步の 外に 十五 步 五を增 て、 百 十五 步五 にて 上田の 百 步に當 る 事 也。 

二 法の 理又 同じ 事 なれば 云 はず 其 定法 目安 は、 

中 田の 步數を 除す るに は 一一 五 五. 

上田の 步 數へ乘 ずるに も 一 一 五 五 

〇 下田 を 上田に する 借 法 は、 下田 百步の 外に 五十 步を增 て、 百 五十 步 にて 上田の 百 步に當 る 事 也。 二 法 

の理又 同じ 事 なれば 云 はず。 其 定法 目安 は、 

下田の 步數を 除す るに は 一 五 

上田の 步 數へ乘 ずるに も 一 五 


〇 下田 を 中 田に する 借 法 は、 下田 百步の 外に 八十 五步七 一 を增 て、 百 八十 五步七 一 にて 中 E の 百 步に當 

る 事 也。 二 法の 理又 同じ 事 なれば 云 はず。 其 定法 目安 は、 

. 下田の 步數を 除す るに は 一八 五 七 一 

中 田の 步數 へ乘 ずるに も 一八 五 七 一 

〇 下田 を 上田に する 借 法 は、 下田 百步の 外に 百 十四 步五 を增 て、 二百 十四 步五 にて 上田の 百 步に當 る， 

也。 二 法の 理又 同じ 事 なれば 云 はず。 其 定法 目安 は、 

下田の 步數を 除す るに は ニー  四 五 

上田の 步 數へ乘 ずるに も 二 一  四 五 

〇 

右缺 借の 算術 を 以て、 予が たる 慶長八 年の 角 館 西 根 小 貫 村の 橡地 帳なる 四 田 を缺 借して、 十 町 順逆の 

町 反 を 制し、 鄕位 を分定 むる 其 法 を 示す 事 左の 如し。 

小 貫 村檢地 帳尻の 四 田 町 反  . 

上田 十二 町 九 反 九 畝 二十 八步  、， 

中 田 五町 二 反 二 畝  +三步 

下田 四 町 六 反 九 畝 一 步 

四 3 缺借^ 術  Is 
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下田 一 反 三 ii 十四 步 

合 二十 三 町 零 四 畝 八 六 六 二十 六步 

此村は 斯く上 EE 多くして 下田 は 殊に 少なき 事故、 逆 制勝 地の 上鄕 ならん と 思 ふ 時 は、 此 合せた る 町 反 を 

逆の 上鄕に 制して 見る 事に て、 其 制 左の 如し。 

二十 三 町 零 四 畝 八 六 六 

下田 

下田 

中 田 

上田 

n: 疋を 上なる 實地四 ffl の 町 反と： iiiii 引して、 其 足らぬ 步 數と餘 れる步 數を缺 惜して、 此町 反の 法と 爲 さんと 

する 蓽 左の 如し。 

上田 四 町 四 反 七 畝 一八 實 地に て餘る 

此步數 一 萬 三千 四百 十五 步四 

下田 一 反 零 九 二 七 

此步數 三百 二十 七步八 


內三町 九 反 七 献五九 六 

同 四 町 五 反 八 畝 八 二 六 

同 五町 九 反 六 畝 三 九 四 

同 八 町 五 反 二  « 零 四 八 


中 田 七ば ral 畝 三 五  實地 にて 足らず 

此步數 二 千 二な 三十 步零五 

右步數 へ、 上田 を 中 田に する 定法 八 六 六 を 乗じ、 上田 千 九 百 三十 一 步六 一 三 を 以て これ を 補 

ふ。 さて 是は、 中 田の 足らぬ 步數に 居て算 する 上田の 缺法 也。 

下田 三 町 八 反 四 一六 五 赏地 にて 足らず  . . 

此步數 一 萬 千 五 百 二十 四 步九五  . 

內 四百 二十 六步ー 五三 

右 は、 實地 にて 餘れる 下田の 步數 三百 二十 七步八 一 へ、 下田 を 下田に する 定法の 一 三を乘 

じ、 下田と なして 不足の 內を 補ふ處 也。 さて 是は、 下田の 餘れる 步數に 居て？ 4 する 下田 へ 

の缺法 也。 

同 一 萬 千 九十 八 步七九 七 

右 は 下田の 右步數 へ、 上田 を 下田に する 定法の 四 六 六 ニを乘 じ、 上田 五千ぱ 七十 四 步ニ五 

九 を 以て、 下田と なして 其 不足 を 補ふ處 也。 さて 是は、 下田の 足らぬ 步數に S て fij する 上 

田の 缺法 也。 

如く、 下田の 餘れ る步數 三； 白 二十 七步八 一 は 下田の 足らぬ 處へ 足し 補 ひ、 上田の 餘れる 步數ー K 三 
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千 gr,::: 十五 步 四の 內、 千 九 百 三十 一 步六 一 三 は 中 田の 足らぬ 處へ 足し 補 ひ、 同 五 千 百 七十 四 步ニ五 九 は 

下田の 足らぬ 處へ 足し 補 ひても、 尙殘. ハ千 三百 九步五 二八 上田に て餘る 事故、 逆の 上鄕 よりも 位の 上 

れる村 なれ ども、 逆の 上鄉 よ.^ 上れる 鄕 位の 法 はなき 事故、 其 上れる 處は 免して 是を 逆の 上鄕 とす。 又 

六千三百步餘を免すと云 へば大ぃなる如く聞ゅれども、是を、十町分配の法へ積..^付て見る時は聊の事 

也。 共 J$ 術 も 後に 精く 云 ふ を 見て 知るべし。 扱、 此鄕村 は 上田 多くして 下田 少なき 事故、 缺法 のみに し 

て ^ 法の 術 は 出ぬ 事 也。 下田 多くして 上田 少なき 時 は、 借 法の 算術 出る 事 也。 其 算術 も是 に^じて 

辨ふ べし。 扱 又、 上なる 實 地の 町 反 二十 三 町 零 四 畝 八 六 六 を 逆の 上鄕に 制する に は、 其 町 反 を、 御 格式 

の 十 町 分配の 法に 見えた る 如く、 順の 下鄕の 定法 五町 七 反 九 畝 七に 分て 出た る 町 反 を 上田と し、 夫へ 中 

田 過の 定法 一 一 五 四を乘 じて 中 田の 町 反と し、 又 下田 增 過の 定法 一 五を乘 じて 下田の 町 反と し、 又 下 

田 I？ 過の 定法 二 一  四 三を乘 じて 下田の 町 反と し、 扱是を 逆に、 上田 を 下田と し、 中 田 を 下田と し、 下 を 

中 田と し、 下田 を 上田と する 事 也。 さて 此 逆の 上 鄕の斗 代 は 一石 二 斗 一升 一 合なる 事故、 是 へ 又 共鄕村 

に 付た る內外 六德の 一 德四 品の 法 を 加へ、 然して、 彼の 平均 三分 二分の 六法 を 以て 六 分して 免と は爲す 

事 也。 中 鄕下鄕 下鄕の 順逆と も、 是 に准じて 知るべし。 さて、 上に 云へ. -し 上田に て 餘れる 步數の 六 千 

三百 步を、 十 町 分配の 法 を 以て 斗 代へ 積 6 付て 見る 算術 左の 如し 0 

六 千 三百 步 右 は 上田に て 餘れる 步數。 但九步餘の處は切捨た..^o 此， a; 術 を 以て 分る 時 は 毛 厘の 


事 なれば 也。 

此町反 二 町 一反 

是を實 地の 總町反 二十 三 町 零 四 畝 八 六に 分て、 分配の 町 反 定法 十 町に 當れ る處 左の 如し。 

九 畝 一一 一 

是に、 上田の 斗 代 定法 一 五を乘 じて 此分米 一 石 三 斗 六 升 七 合、 是を十 町に 平均して 一 反に 付 

一 升 三 合 六 勺七才 にて、 聊 なる 事を辨 ふべ し。 

〇 免 を 制する 法 方の 事 は 御 格式に 精し く 見えた る 如く なれ ども、 今 愛に 缺 借の 法 方 を 精し く 示 せる に 

♦ 付て、 其 法に 出. る、 逆 制の 勝地 上 鄕の法 を 以て 免 を 制する 事 左の 如し。 

一石 五斗  山川 野 三 品ー德 上の 上  _ 

一石  居 村民 三 品ー德 下の 上 

一石 二 斗 一升 一 合 田の 四 品ー德 逆の 上鄕 

合 三 石 七 斗 一 升 一 合 

此 六分ヹ ハツ 一 分 八 厘五毫 

內六 ツー 分  成 免 

同 八 厘五毫  是を 剪捨っ 

四 田 缺借精 術  11 一六 一 
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剪 捨る處 の 八 厘 五 毫は是 八 合 五 勺な.. 是を剪 捨るは 民へ 免す 處也。 さて 上 ffl にて 餘れ る處の 一升 

三 合 六 勺 七才、 是を六 分して 二 合 二 勺八才 となる 0 是を八 合 五 勺へ 加 ふれば 一 升餘 となる 事故、 免 一 

分 上. 0 て六ッ 二分と なる 事 なれ ども、 合 勺 を 剪捨る 法に 據る時 は、 六 分して 一 升に 滿 ざる 處は剪 捨て 

可なる 事 也。 畠 斗 代な ど は 旣に三 升 三 合 迄 も剪捨 たる を 思ぶべし。 人是ら の 事 を も 心得 置て よ。 さ 

て 又 勝地 上 鄕の法 一石 二 斗 一升 一 合の 分 米 は、 小 貫 村の 檢地 帳に 向 ひ其實 地よ 6 出た る 法 なれ ども、 

山川 野 三 品 一 德の 一 石 五斗、 居 村民 三 品 一 德の 一 石 は、 其實 地よ 6 出た る 法に は 非ず。 假に其 法を設 

て 免 を 制する 處の 算術 を 示せる 也 0 人 又 此事を も 心得 置て よ。  ， 

〇缺 借の， a; 術 は、 實に其 上田 を 下田と なし 其 下田 を 上田と なす 事に は 非ず。 順逆の 八 鄕位を 制せん と 

する に、 必其 定法の 如き 町 反の 鄕村 あるべき 事に 非ず。 故に 缺 借の 法を設 て、 其 町 反 を 八鄕の 法に 稱 

はせ て 其 鄕位を 量. 0 分け、 免 を 制せん とする 時に 営ての 算術 也。 されば 其 免 を 制しての 後 は、 此 算術 

《おに は 用 ふる 事な き 者に して、 又 其 時の 算 せる 處を梭 地 帳 へ 記し 置 ものに も 非 ざれば、 後の 檢地役 等 

は 只 其 成た る處を 守れる のみに して、 遂に 此 算術 をば 忘れ 果て 知れる 者な く、 茂 木 治具な ど は 御 格式 

を 見て、 一 德四 品の 缺借 は、 實に其 田 を 一 德四 品に 缺借 する 事と 心得、 缺法 をば 宥捨 する 事と し、 借 法 

をば贯 を增 して 取る 者の 如く 思 ひて、 甚 斟酌 あるべき 事な りの、 又は、 場所に 依て 能々 勘校す ベ しと 

云 へる は 笑 ふべ し。 若 W 酌して 此法を 用 ひざる に 於て は、 如何にして 八 鄕の法 を 制する 事 ど。 但、 一 


徳四 品の 缺借を 以て 八 鄕の法 を 制する に は 非ず、 裡の法 四百 步ー 反なる を 知 6、 四 S の缺^ 3 數の法 

を も辨へ 知. 0 然して 八 鄕の法 を も 制する 事に て、 さる 事 ども を辨へ 知るべき 襄の よし は、 訂正 御 格式に 

精く 註せ るが 如し。 さて 治具が 此誣說 に 及べる よりして、 * 門に 入た る檢 地の 輩、 此 算術に 惑亂 して 又 

之 を 論じ、 愈 益 其 誣說を 募り、 更に 其 誤 を 誤と し. も 思ひ辨 へざる は 如何に どや。 予に 於て は 歎息に 堪ざ 

る處 也。 


祕 


本書な 古くから 相當 普及した 撿地 書で ある。 夭^ 二 年 

二月、 時の 撿地 役より 3^: 澤 多左衞 門、 中 川 宫內に 提出した 

る書册 と、 老蟻 集と い ふ檢 地祕傳 書と を 一 括して 「検地 i 

傅鐵 しと 題した ものである。 

前 liqi は 新田 目 氏が 愿々 其 著書に 引用して 註釋 論評した 

程の もので、 秋藩撿 地の 好い 手引と な つた ものである。 

又 後者に ついては 今 多く 知られて ない が、 檢地實 際 上の 

せ I 斑 方法 を 詳述した ものである。 た^ 後書に 於て 意味の 

^眛な 點を存 する は 遺憾で ある。 

本書 は奧 書に も ある. ま 7 り、 小 場 政治なる 入の 寫本 にし 

て、 編者の 所 藏本を 底本と した。 


檢地 祕傳集 序 


三十 步を 

三百 步を 

三千 步を 

〇 斗代附 

上田 一 就に 付 

中 田 同 

下田 同 

下田 同 


一 畝と 云 

一 反と 云 

一 町と 云 

代 一 斗 五 升 

代 一 斗 三 升 

代 一 斗 

代 七 升 


右 は 鄕高之 定免を 掛け物 成と なる 0 

譬ば 免六ッ 
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上田が = 一 畝 


代 一 斗 五 升 

五 問 六 間 を掛合 五六 三十 步 にて 一 畝と 定、 斗 代 一 斗 五 升え 免 を掛、 九 升 物 成 米。 此九 升に 四 を 掛三斗 

六 升、 一 畝の 坪數ょ 6 出 米。 

〇 取 米 之 次第 

、 上田 一 坪 四方 よら 米 一 升 二 合 

ヽ 中 田 同  米 一 升 四 勺 

、 下田 同  米 八 合 

、 下田 同  米 五合 六 勺 

上田 一 步の取 米 一 升 二 合 

但し 免 六 ッぇニ を かけ 一 升 二 合と なる。 右一 升 二 合 を 上田 斗 代 一 斗 五 升に 割、 中 田 斗 代 一 斗 三 升 

を掛候 得ば 中 田の 取 米と なる。 右 中 田 取 米 を 斗 代 一 斗 三 升に 割、 下田 斗 代 一 斗 を 懸け 下田 之 取 米 

を 知る。 下田の 取 米 を 一 斗に て 割、 七 を掛て 下田 之 取 米 を 知る。 

、 上田  一 S. 之 取 米 一 升 二 合と 定る事 は、 上田 斗 代 一 斗 五 升 を 三十 步 にて 割ば 一 坪に 五合 宛 之 御高、 是 

に 免 六 ッを掛 三 合と なる。 右三 合に 四 掛けて 一 升 二 合と なる 0 右三 合に 四 掛る心 は 聖田之 法に て、 

四 ッに割 一 つ は 地 tS 年貢、 一 つ は 諸役掛 6 物、 一 つ は 百姓 喰 料、 一 ッ は 百姓. 德 分と なる。 俗に、 田 之 字 


四つに 割る 心と 云。 

〇 毛 見 之 次第 

一、 上 m 一  坪に 七 七 四十 九株植 る、 內ょ 6 上中下 稻三株 刈 6 此德數 六十 一 本。 上 十五 本、 一 本に 付 六十 

三 粒、 此 a 九 百 四十 五 粒 也。 中 十七 本、 一 本に 付 五十 三 粒、 此&數 九 百 一 粒。 下 十六 本、 一 本に 付 六十 

粒、 此粒數 七 百 三十 六 粒。 下 十三 本、 一 本に 三十 五 粒、 此 もみ 四百 五十 五 粒 也。 您粒數 八：： 三千 三十 七 

粒、 三つ 割 は 千 十二 粒。 上中下 三 株 を 刈 故 平均 三つ 割 一 株に 千 十二 粒と 知る。 此千 十二 粒に 四 卜. 儿 

株 を掛、 一 坪 之 粒數四 fsi 九 千 五 ぼ 八十 八 粒 有。 是を六 六に て 割， り 此米七 合 五 勺 一 才と定 、一 升 二八：： 之 

內七合 五 勺 一 才引、 殘 6 四 合 四 勺 九才と 定，^  、 一  升 二 合に て此 不足 米 四 合 四 勺 九才を 割 6、 一  „2 一  石に 

付 三 斗 七 升 四 合。 是毛引 三 割 七 分 四に 當る。 

一 、 右 ps^ 用 之 通、 上田 一 坪 之定米 取. - 一 升 二八：： よら 不足 之 時 は 何 合 にても 不足 米 を 立定、 一 升 二 合に て 

割 候えば、 高 一 石に 付 何程と 毛 引 相 見え 申 候。 但し 一 合 不足 之 時 は 一 升 二 合に て 割、 高 一 石に 付 八 升 

三 合 三 勺 之 毛 引。 

一 ヽ 巾田下田下田とも右同心にて定，《^、取米に\し不足を割候ぇば毛引高知れ申候o 

〇 鄕高百 石の 村に て 惣冇米 見 申 候 時 は 

一 、 上田 二十 五 石 
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此町 十六 町 六 反 六 a 十 歩 此步數 四 萬 九 千 九 百 九十 步 

取 米 五十 九 石 八 斗 八 升 八 合 

、 中 田 二十 五 石 

此町 十九 町 二 反 三 畝- 此步數 五 萬 七 千 六 百 九十 步  - 

取 米 五十 九 石 九 斗 九 升 五合 

、 下田 二十 五 石 

此町 二十 五町  此步數 七 萬 五千步 

取 米 六十 石 

、 下田 二十 五 石 

此町三 拾 五町 七 畝 二十 一 步 此步數 十 萬 五 千 二百 三十 一 步 

此米 五十 九 石 九 斗 八 升 八 合 

、 上田 一 石に 付 此步數 二百 步、 稻 八十 束、 一 歩に 四 把 刈。 但し 一 束に 付 米 三 升 宛。 但し 二 石 四 斗 0 

、 中 田 一 石、 此步數 二百 三十 一 步、 稻八 十七 束、 一 步に付 三 把 八 分。 一 束に 付 二 升 七 合 五 勺。 . 

、 下田 一 石、 此步數 三百 步、 稻九 十六 束、 一 步に付 三 把 二分。 一 束に 付 二 升 五合 取。 

、 下田 一石、 此步數 四百 二十 九步、 稻百七 束、 但し 一 步に付 二 把 半。 一 束に 付 二 升 二 合 五 勺 取。 


〇 田 一 坪に 付稻刈 積... 見様 之 事 


、 上田 一 坪に て  四 把 刈 

、 中 田 同  三 把 八 分 

、 下田 同  三 把 二分 

、 下田 同  二 把 半 


右 株植る 四十 九 株。 上田 四十 九 株 を 十二 二 五に て 割ば 四 把と 知る。 中 田 四十 九 株 を 十二 八 九に て 割 

ば 三 把 八 分と 知る 0 下田 四十 九 株 を 十五 三に て 割ば 三 把 二分と しる。 下田 四十 九 株 を 十九 六に て 割 

ば 二 把 半と しる。 

右目 安 を 見る 事 は、 上田 四十 九 株 を 四に て 割ば 十二 二 五と なる。 中 田 四十 九 株 を 三 八に て 割ば 十二 

八 九と 出る。 下田 四十 九 株 を 三 二に て 割ば 十五 三と 出る。 下田 四十 九 株 を 二 五に て 割ば 十九 六と 出 

る 0 

又 法 

一、 上田 一 坪に 付 稻四把 刈と 定める 事、 六尺 四方に て 六 株 有れば 六 六 三十 六と 掛、 一 把に 付 九 株に て 割 

ば 四 把と 知る。 中 田 一 坪に 稻三把 八 分、 六尺 四方に 六 株 三十 六と かけ、 九 株 四 七に て 割ば 三 把 八 分と 

知る。 下田 一 坪に 稻三把 二分、 六尺 四方に 三十 六と かけ、 十 一 株に て われば 三 把 二分と しる" 下 m 一 
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坪に 稻ニ把 半、 右三 十六と 掛 十四に 割ば 二 把 半と しる。 

、 上田 三十 六 株 を 九 株に て 割 心 は、 三十 六 株 を 四 把 宛 割れば 九 株と 成る、 故に 九に て 割。 中 田 下田 下 

田 も 右 同前 也。 

撿地 祕傳集 二 

、 鄕廻之 事 ， 

一 鄕竿入 候 時 は、 川 水、 澤水、 堤、 樋掛. ^、土 之 位、 谷地、 野 之 境、 日當. ^、遠近、 東西南北、 諸事に 心 を 付 

肝要 也。 

、 竿に 大事 有る 事 

一 鄕之 百姓 共內々 檢德 あ.^、 是は 大方 竿に 不同 有 之 故 也。 他國 にて は 竿 を 地に 置、 かきめ を あて 間 を 

計 中儀尤 至極 也。 御當 方に 打 時 は、 重き 竿、 深 田、 向 風、 德田、 草 田、 爪先き 上り、 人 之 長に て是 合、 此等 

の 間 詰 6 中な.^。 水な き 田、 追風、 爪先き 上，.^、 急 竿、 畠 之 竿、 此等は 間延申 候な，.^。 

、 田 形 を 造る 事 

田なりにすみを立、中竿、三角のかねにて可レ入なft^o 是を菱 金と 云 ふな..^ 0(  ロ傳) 

、 田 位 を 見 違 之 事 


德田、^^f田、畝塗<^田、^田、水多き田、心A.」付る事第 一 な 60 

、 田 心得 之 事 

水懸. 0 を 見る 儀 は 肝要な り。 土に も よるべからず。 

、 土 之 切掛 を 知る 事  " 

一 鄕之上 之 土、 能 見 覺候儀 肝要な 60 中 下下の 土 は 上 之 土 さ ゑ 見極め 候 得ば 馴安 きな. oO  ^ 

、 竿餘. -之事 

縱 令ば 三尺 五寸 あまり 候 は. 七に て 割れば 五分な. 00 撗 間なら ば竪間 かくる 時 何步と 出るな. 00 是ー 

を步 入と 云 ふな.. 

一 

、 竿 入 心得 之 事  一 

畝 を 引、 水田 斗 6 七 尺 有る 積. 0 竿 入な り 0 田地 形に 高下 有 之 、畝 廣き狹 きを 心^べきな. OO  ； 

ぶ つけ  一 

、 開 分附之 1$ 

諸 給 人 開帳 之內 名々 分附 致、 帳尻え も分附 可.， 印 也。  ； 

ヽ 古 開 新開 之 事  一 

帳 之 內には 古 開、 新開と 分附、 帳尻に は 古 開、 新開と 斗 可 レ印也 0  一 

、 一 鄕免變 之 事  .  1 

檢 地 祕傳集  i  一 


秋 田 叢書 第 十一 卷  ゝ，. •  i こ 了 文 まり。 樣| に は 問 少し 斗 有 之 は 斗 

ail  n 

、本 E 成 共 免替事  ^,.、、5ヒゥけ免1^可申事0 

1 鄉之內 、谷 SS 杯 か 有 所 格別に 5 敷 所なら は 101. . 

一 、 新田 S 商 可 8  C 度 i 中. -I  .  一  int 先 づ横問 打 時 

縱 令ば 本 I 一斗 一一 一升 有 打 分て 波！ 中 ^7,,  t とも 心得 5 也。 ss  二百 三十 

Is 一 五1| 分と！  i 

六 坪 在り、 此田打 分 渡 時 は 1:r とギち 十二 步 ^{B う . 

れば五 尺六寸 STM^H- 二 歩 入と 打つ 也。 

一 、 本 田 不二 失檢： 之 事  ^  古新 共に 可 L 直 也。 

二、，、  tiM 尔 9^ ョこ 4^ 事、 跡々 よわ 數多^ i 亲 

^令 V< 本 田 川； 跡 開に 成 本 田 荒 跡^ 田 ー 

〇 斗 代 之 事 

a  一  斗 五 升 


上田 一 畝  一 

中 田 同  一斗 三 升 


下下 田 同  七 升 

菅田 同  七 升 

释田 同  五 升 

るく さ だ 

蘭 田 同  一 斗 五 升 

苗代 同  一 斗 五 升 

一 、 苗代 渡 申 積 6 之 事 

高 一 石に 上 之 土  二 斗 五 升、 中 之 土 三 斗、 下 之 土 四 斗、 下 之 土 五斗 也。 

一 ヽ 斗 代お と 6 わ 6 之 察 

上田 一 束に 付 米 三 升 取 時 は 

中 田 同 にて 米 二 升 六合  ， 

此 目安 一 々五 

下田 同  米 二 升 

此 目安 一 五  ♦ 

下田 同  米 一升 四 合 

目 やす ニー  四 

右 は 上田 之 米 目安に 割ば、 おと.^ 知る 也 (口 傅)。 此 目安 割出 *?、 上田 斗 代 を 中 田、 下田、 下田 斗 代に 

て 割 也 0  • 

〇 免 之 次第  . 
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一 、 御 儉地之 時 土 免 見る 事 は、 縱 令ば 上田， =  二 反 六 畝 十八 歩、 分 米 三 石 九 斗 九 升と 打 申 時、 其 作 人に 

致 ニ詮義 (此 田に て 刈 米 取 由尋候 得ば、 此 所に て稻 三百 二十 束 を^、 米 は 一 束に 付 二 升 七 合に 御座 候 由 

申 候 得ば、 一 割增 にて 二 升 九 合 七 勺 三百 二十 束へ 掛、 其 米 三 石 九 斗 九 升 を 高へ 割、 其 上 四つ 割、 五ッ九 

分五リ ンと 知る 也。 ロ傳。 

一 、 御 檢地之 時、 土 は 能 候 得共關 添に て淸 水、. » 水懸. > なれば 上田に は難レ 成、 亦 中 田に も難レ 落、 Iff き は 

作 人に 刈 米 取 候 事詮義 致、 右 打 立 候 土 免 六 ッに候 は 、二十 四 石 目安に て 割ば 高 何程と 定侯 間、 上ョ 

中 田 共 落着 申 候 事。 

一 、 縱 令ば 肝 煎 申 候 は、 此田之 儀 は 高く 御座 候 間 百姓 四 五 人 も替へ 申、 御 地頭よ 6 も 土 免 御 切 被 下 候 得 

よき 

共 績不レ 申と 申 所 も 御座 候 0 是も 右の ごとく 作 人 へ 尋申候 得ば、 何 石に 打て 能事 知れ 申 候 事。 

一、 田に 寄 打 出しの 所 も 御座 候。 是も右 之 ごとく 致 ニ詮義 1 無二 相違 一 候 得ば、 いか 程 打 出し 高 御座 候と 

も共通-^に可レ致候事。 

一 、 位 見る 事 は、 當 年生 子 引、 殘 人數縱 令ば 二百 二十 五 人 有 時、 一 人に 付 米 四 斗宛掛 出し 候 得ば 九 石な 

60 此內ょ 6、 米 一 石に 付 二 斗 三 升 四 合 宛 掛時は 二 石 一 斗 六合な. OO 九 石よ 6 引ば、 殘六石 八 斗 九 升 

四 合な. 00 一  村 之惣高 五百石 あれば、 五ッに 割ば 一 分 三 厘 八 毛 也、 右 土 免へ 加へ 中 候。 但し 二 斗 三 升 

四 八 " 掛は小 役 銀 之 指 引 也。 


〇 Q     O 〇 〇 Q  O' 
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1 、 御 isl^T 所 村 免 切 二三 ケ年傳 馬 步夫調 一 年分 を 勘へ、 縱 令ば 一 年に 傅 •fcr 八 百 匹 又は 步夫四 ぼ 人 

を 出 申 候 は、 二人 を 馬 一 疋に 直し 申 候 二百 疋と、 右 之 八 百 疋とニ 口 合千疋 な.. 又 上下 之 往還 百 文 之 

かるく 

場に 候 得ば ニッ割 一 疋に付 五十 文、 御定馬 數に掛 時 五十 貫 文、 一 貫 文に 付 銀 十三 匁 五分 買に して 六 百 

七十 五 匁と 定、 米 相場 一 石に 付 二十 五 匁と して、 右 之 銀に て 米 買 申 時 二十 七 石に 御座 候 事。 

一 、 除 屋敷 當高 十五 石と も 有 之 候 は 、：- 、御物 成 扶持 方 指 引 八 石 八 斗 八 升、 口 米と もに 出 候 外に 小役^ 七 

十 一 匁 七 分 出す を 右 之 相場に て 米に 直し 二 石 八 斗 七 升 也。 二 口 合 十 一 石 七 斗 五 升 也。 右 之 二十 七 石 

之內 にて 引けば 殘て 十五 石 二 斗 五升冇 る。 此內ー 石 二 斗 三 升 四 合 を 掛れば 三 石 五斗 六 升 八 な..^。 

. 是を 引ば 殘る 十一 石 六 斗 八 升 二 合 也。 一村 之惣高 五一 Q 石に われば 二 步三厘 三毛、 此外 村々 の 赦免 諸 

役に 取合 勘へ 定免 之內引 也。 

一 、 穂 田 之 上 を 以毛見 之 事。 譬ば 上田に て 七 尺 四方 一 坪 之 稻株調 積.^。 

下 三 株 刈 圖之事  ， 

但し 一 本に 百 三十 一 粒、 合 千 七 "rS 三 粒 

一 本 百 粒、 合 千 六 百 粒 

一 本に 八十 粒、 合 千 二百 粒 

ffi し 一 本に 五十 粒、 合 三百 五十 粒 

S 
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四 口 合 四千 八 百 五十 三 粒 

三ッ割 一 株に 千 六 百 十七 粒 也。 

右 千 六 百 十七 粒に 四十 九 株 を 掛れば 七 萬 九 千 二百 三十 三 粒、 六 六え 割れば 米 一 升 二 合と なる。 五ッ 

力 ^ 

割、 其 上 四に て 割ば 免 六ッと 知る。 但し 三 株 刈 取 其 粒 數を算 へ、 三ッ割 一 株に 定候も 同理。 次に 其 年 

之 作 之 高下 均 勘へ 可.， 申 事。 ロ傳。 

一 、 德田之 上に て 免 切 事。 ロ傳。  - 

一 、 竿 は 六尺 五 寸に候 得 共、 內 證五寸 赦免 御 ffi 候 間 七 尺 四方 一 坪に 積 6 申 事。 

一 、 六 六に 割 候 事 は、 升 之 法 六 萬 四千 八 百 二十 七 粒 也。 米 持 之 時、 われく だけ 捨分入 候 故 六 萬 六 千 粒に 

て 割な， 

一 、 加 斗 之 村 こて 免 候 事 は 畑 之 反 畝 合 左. 0 に 置、 分 米 合 右に 置、 反献 割れば 則 可 レ爲レ 免 事。 

一 、 右 之 割 ili 見 候 事 は 反 畝 をニッ 割、 分 米 を 割付 五に 割、 其 上 四に わ." 候へば 右 之 免 可 レ爲： 同前-事。 

一、 分 米 一 五に て 割 其 上 反 畝に 割、 三を掛 五に て 割、 共 上 四に 割ば 右 之 免 可レ爲 M 同前 一事。 外に も 割 有 

之 候 w 共 不.， 及.， 印。 

ばかり 

一 、 其 村 之 家 數人數 調 帳尻へ 印 可 申 事。 人 數は用 立 候、 家數は 算用に 入 不レ申 候 得 ども、 人 數斗記 候て 

は la 姓 心 申 候 間 態と 加へ 申 候 事 0 


右 之條々 古來ょ 6 祕傳に 御座 候 得 ども 依， 一而 御用 一書 上申 候 o 以上 0 

天 和 二 年 二月 六 口 

地 役 


老蟻 動錢挂 

、 是は思 俊と 云 人、 子ども 衆へ 書 立 見せられ たる を、 知 音 之 者 は 見 添 之、 他へ 池し 間鋪候 誓文 番 にて 

寫 たる 書 也。 誓文 無 之 衆へ 御寫 させ 有 間 敷 候。 兎角 手前 之 心得 斗に 見て、 見せて 無レ詮 3- 也。 波る 事 

手前 之 可レ爲 二重 寶 1 能々 御 吟味 有 度 候。 

> 檢地 被； I 仰 付 一 候 は 是非 其 1^ へ 様子 ある もの 也。 然ば肝 煎 見廻して 何 村へ 御 出 可 有との 日限 尊る も 

.. の 也。 何時 行べき 段 申 渡、 其 時 筆頭 肝 煎に 可， 一 申 付, は、 移.^ 肝 煎、 小走气 百姓、 水吞 迄に 起請 を か、 す 

检地 秘傳集  i  , 
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べし。 明日 行と ならば ， るよ 6m も是 取、 きら やかに 精進 仕 相 尋可申 事。 尤熊 野牛 王 求め 差 置 事 

迄 可 申 付候リ 

、 檢地、 すべて 其 村へ 移 6 山 之 切 様、 川 之 流れ、 一 村 之 居な み、 田畑 之樣 子、 水 掛，. ^、關 掛.. ^、堤 掛.^  、樋 

ざいしょ 

掛. 、又 天道 田 杯と て 其 年 雨 潤； 5 斗.. にて 仕 付 候 在所 稀に は 有 もの 也。 肝 煎 百姓 を 先立て 能々 水杯 

之^ 子 見廻. o、 此村之 免 何程なる 事 兼て 知.. > て 、帳面 を 能 見て 上中下 之 刈 積.. >  、物 成 積り、 小 役 銀 之 

積. o、 其 村 之 免^て 竿 入 もの 抱。 刈積..^末書に有.„-。 相 別 田 之 親と 云 は 水 なれば、 能々 水 之 様子 見 分 

有べき 事 肝要な..^。 

〇 五段 之 土 之 事 

、 赤眞 土と 云 は  赤ねば の 事な .h-o 

ヽ 出 Cll 異 土と 云 は  黑土之變..„^てゃまと.ft-のょふに赤黑く見ゅる也o 

ヽ 卞； E:jy (土と 云 は  靑 ねばの 事 也。 ， 

ヽ 砂 眞士と 云 は  土に 砂の 交.^ たる 事 也。 

、 黑 十と 可 6： 所、 霞眞 土に は有レ 是間鋪 候。 

ヽ 黑 K  土と 云 は  黑 くして よきねば 6 ある 土な. AO 

右 五段 之 土 能 土と 心得べ し。 


1 、 檢 地検 見 之 時 竹 杖 をつ くと 云 事 あ. 此心は 土の ねば 6 をし りて、 上中下 下田 之 土 を 乙 、 ろみべ 

きため 也。 能 程ねば.^、 惡き 程ね ばらぬ 者 也。 竹 は 肌 なめらか 成る ゆへ に、 姓 □ あらき 土 はっきかぬ 

る もの 也。 上田 之 土 は、 水に 入て 振って 見る に 落 難し。 下田 下田 は 落 安し。 末に、 下田 下田の 理 6 の 

所に も 委しく 書付。 是非共檢地者竹杖突ものと覺 へたるに□、ねば..^、ねばらぬは知べけれ共爲ニ心 

得, 之 如斯に 候。 又 去る 人の 云 は、 土の 八 色 有る と 云 也。 尤幾色 も 有べ けれども、 土 斗 6 知りて^ 地 

馴れたる 者な し。 夫は、たんれんふ6を見せべきため云ものどもな..^0 心得 有 レ之萬 事物 語.^ すべ 

きょし。 餘の 事に も 引合せ、 もの 云べき ものと い われた ると な 々o 

一 、 上田 成べき 所、 家 近き 所、 五段 之 土、 日當. 0,、 水掛. 0 見 分すべし。 

一 、 中 田 成 可 所、 五段の 土 成れ 共 家の 下な どの ゑし る懸 り、 上田に 打內 に、 田 數に寄 一 筆 二 筆 斗り 中に 

とす 事 あ..^。 是非とも 中 田に 打べき に はな けれども、 ゑし る 掛.. -て は、 稻生 過て 實入 甲斐な きもの 

なク。 竿に て 指 引しても 帳面に は 見得 兼ねれば、 む 6 なる 上田の よし 檢地衆 思 ふ 事 あ.. >0 夫に は 竿 

を い かに も 打 詰て 位 を 引下げ. る 有 6 、能 相談して 定 べき 由な. 00 中 田に は、 土よ けれども 人 居よ..^ 

と をく、 高く ろ、 日當. ^などの ちと 不足 有る 所、 水枯、 上と は定 がた き 所なる ベ し。 高 畝に まし 添な ど 

は時にょ.a虫付者な.c^o 

一 、 下田なる べき 土 は 大方 なれ 共 馬 足不レ 入、 日當 6 障 6 冇か、 堤掛. 0 杯の 水お も ふよ ふなき 所 か、 人の 
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； 家に 遠き 所 か、 何に か此 一 樣 にも 二様に も 差 合 有 所 たるべし。 第一 、馬 かきに ならぬ 田 は 中 迄 は 登..^ 

兼べ し 0. 去ながら 家 近く 土 さへ よき は少々 位付惡 敷、 位、 チ ト 無理なる と 思 ふ 所に て は 竿に 指 引 相談 

可し 有 之 候。 夫 共に 竿 取次 第 也。 問 合 談合なら ばすべし。 功 者 振 6 して 物 每に指 出た る を、 さん ^ 

しらぬには /^と.^たるょしな6^0 

一 、 下下 ffl 成べき 所、 土 野な く 谷地 土に て 杖に も 付 翁、 尤深 田に て 堤 下、 谷地の 中、 瀧 水 掛.^  、淸 水掛 り、 

中 田 下田に も 引合べき 様な き 田地 下田 たるべし。 まへ よ 6 も 開 在所 杯に、 一 ケ所 踏ば 五 間 も 三 間 も 

動き まわ， P  、底 ひ ゑて □ はなき 所 をば、 稗 田の 位に 竿に て 差 引すべし。 

1 ヽ 下田 一 畝 七 升な 6、 稗 田 は 五 升な .0。 竿 を 引、 五 升の 稗 田の 積り にして 帳に は 下下 田と 付、 本 田に 

成 6./- と 6 諸 役 もお と. 0 たると 有。 又帳面の窨拔、本の諸役するもぁ..=^o 夫 を 能々 相 究て本 田へ 可 こ 

打入ーを、觅に角少も開惡敷ければ德なきゅ へに、休間斗作て荒す事ぁ..^。 無理に 德な きを 作れと は 

云難き.^^也0 能々 竿 取 吟味 可 有是者 也。. 委しく 書 之。 

1 、 上 畝 成べき 處、 屋鋪の あた..^、 麻昌、 大根 畠、 煙草 畠、 其 外 根に もなる べき 畑と 見合 位 付 可 有 之 候 事 0 

一 ヽ 中 .=2 可 レ成所 は 家 近く、 けれ 共し かとな く 作 人の 辛勞 にて、 やし 杯 を 造 6 たる 畑 あらば 中 畑に も 

位 付べ し 0 其 時 は 竿 を 打 詰べ し。 總別竿をゅるかせにして位をぁぐるは惡敷事な.^0 切 そふべき 在 

； 所と おも は 竿 は不レ 入、 見地に て 間 を 足すべし。 


一 ヽ 下 畠と 成べき 所、 土 も 大方 なれ ども、 しつけさし、 少も Nl わし 杯： ^、こやしな くば へ 兼る ベ き 在所 

されば 人家に 近き 處 ならば 下 畠に 定 べし。 

一 、 下 畑、 山 合、 山 之 上、 岩 土、 木 之 下、 水つ き、 石 交.^、 人家に 遠き 處下畑 たるべし。 乍 レ去畑 米 積り 一 畝 

五 升、 中 畑 四 升、 下 畠 三 升、 下 畑 二 升 成ば、 其 作物に 寄て いかにも 安き 年 s な、 り。 左様 之. 德分成 無レ 

是候 得ば 百姓 績乙 となし、 能々 吟味して 竿 打事專 一 也。 又 下 畑に て 帳に 印、 下 畑と 一 筆 二 筆 入た る も 

. い \ が、 又 中 畑なら ベて 中 畑と 記 能 御座 候。 差 引 無 付 候 事、 以 之外惡 しき 辜な. 

一 ヽ 畑 之 かちた， る 村、 百牲 のく つろ ぎと 知べ し。 

、 新開 之 有 是時は 右 同斷。 

一  > 先 づ帳末 を 見て 心得 有べき 事。 

田畑 屋敷 合 十 町 

1; ヽ \r> そ 入え， m  二  4-vn 是に畑 屋敷 入に 見れば 皆 上田 之 位に 成、 

1 , ハ. ^ザみ arrn  二  7» る ケ樣成 は 無 之 候へ 共 自然 書 出す。 

1 、 分 米 合 百 十 石 ^1。 田 之 位 也、 

1. ヽ t.J.i.i,.fT;mu:L  是に 下田 之 位 也。 開な ど 穴 

I タ.^ <lwrBK^  十 石 七十 石 斗と も 出 若 也。 

1ヽ 其 村 之 免 定る事 □□□ 候へ 共 大方つ も. 

一：、 上田 一 反步 一 石 五斗、 二 之 位に て 割ば 七 斗 五 升な，.^。 七ッ 五分と 心得べ し。 
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、中 田 一反 步ー 石 三 斗、 ニッ 割ば 六 斗 五 升、 是 則六ッ 五分と 知るべし 0 

、下田 一反 步ー 石、 ニッに 割ば 五斗 也。 是五ッ な.^ と 知るべし 0 

、 下田 一反 步七 斗、 ニッに 割ば 三 斗 五 升、 三ッ 半と 心得べ し。  ノ 

此外 

、 市、 山川、 船 着、 竹 木、 右 免に 加る 0  ロ傳。 相 別、 免 は 二十 年に 一 度 切替 ものな.. ^0 

、 稻刈積..^、村々の稻手把には寄る事なれ共、昔ょ..^ケ樣にぁたる覺な..=^。 

、 上田 一 反に 付 上作 百 二十 束、 但し 一 束に 付 粒 六 升と..^。 中 下 之 作に は 百 十 束。 

、 中 田 一 反に 付 上作 百 十 束、 但し 一 束に 付 粒 五 升 取。 中の 作 百 束 0 

、 下田 一 反に 付 上作 百 束、 但し 一 束に 付 粒 四 升 取。 中 作 九十 束。 

、 下田 一 反に 付 上作 七十 束、 但し 一 束に 付 粒 三 升 取。 中 作 六十 朿。 

是は粒 積り 六合 引 積..^。 但し 一 束と は 十 把 之 直な..^。 

〇 土 免 之 事 

、 上中下 下田 各 一 反に 付 分 米 一 斗 五 升、 一 斗 三 升、 一 斗、 七 升。 何れに 成 „ ^、二 ッ 割ば 右 四 段 之 免 知る 

、な.. -、 前窨 にも 有」 是 通.. -に御 痤 候。 

但し 上中下 下町 反に 上中下 下田 分 米 を 割ば、 上に 付 何 称 あたる と 申 候。 


一 、 其 日檢地 仕た る 算用 其 夜に 究む べし o 

一 、 總 算用 都. ^口 之 時 は目錄 にして 見 時、 も..^ へ り あらば 十 步と有 所え 一 合、 盛 6 出 あらば 二  T. 步と^ 引 

すべ し 0 

一 、 竿 詰べき と 心得べき 候 事。 

竿 取の 足元 深 田、 穗田、 草 田、 向 風、 風下よ.. - 高見へ 竿 打、 竿と 6 深き にて おもき 竿 取つ 力れ たる 時 向 

へ 之目附 へ 迫.^ て 打 竿、 竿 取 腰 そらし 打 時、 見合せ 竿に 指 引 可 レ有レ 之 者な 6Q 

一、 竿延 にて 知るべき 事。 淺田、 水 無き 田、 追風、 高みよ. -下 6 打 竿、 竿 打 時雨 杯 俄に 降. - 出し 急いで 打 

時、 竿 取 腰 を か， めて 打 時。 百姓 共 竿 取に 禮を致 事 昔 は 腰折 錢と 云、 是 にて 竿 取に も 心 を 付て 見る ベ 

し。 左様 成る 竿 取 を 堅く 申 付 余 之 者に 爲レ 打べ し。 竿 不同 成 は檢地 第一 之 不足 也。 大方の 事なら ば 

竿に て 指 引すべし。 

一 ヽ 膳榈 田可レ 引と な .=-0 上 6 下. >  の 竿に 可レ寄 大方 苦 敷 也。 積. >  て 引た る は 能 在.^。 高 畝 なれば 畔下 

稻化 i 無き ものな..^、 水 堀 杯 有る もの 也。 能々 見 分す ベ し。  - 

一、 水口 は 水 堀 有 者 也。 竿に 指 引 可レ有 候。  . 

一 、 底に 石 之 有 田 は 杖に て可レ 知。 位下に すべ し。 

1、 底に 岩の 有 田 は 水 を 能 持、 障..^ なき 所に 可 n 心得 1 な，..^。 
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一、 大 竿を不 レ可レ 打と 云、 半 竿に て 高 登 者 也。 兎， 角大 竿に は 見合せ 竿 を可レ 引、 畔 引し 打者 なれば 其 心 

• 得な. 00 さ^ど も 田 形に 寄. ft- 見通.. >定 兼 申 者 也、 其 時 は 打に くき 所 をば 小 竿に て 打 切て、 田 形 能時ナ 

；竿を 打べ し。 見切 兼 □□□ 打 をす るな ど K 人に はお も ふべ けれども、 末代 之 事 なれば 、いかにも 細に 

百姓 詰まらぬ ょラ に、 又は 地頭 之 損 無 やうに 打 を 功 者と は 可レ申 由。 上方に て は 檢地之 時、 侍 自身と 

. 竿 を 取と 云 ふ、 此 心得 有べ し。 竿 をと るに て 位 付 も 心 易 かるべし。 竿 取に 付て 畔を 引べ し。 淺き深 

き 見る 位 付 も 心安 かるべし。 横 竿 入所 肝要な .=^。 

一 ヽ 1^5 に 上田 三ケ 一 打 度き 者と 御座 候。 鄕にょ..^上田になる田なき所にては、其村之內能在所にて 

竿 を 指 引。 上田 少も 無處之 上田と は此蔡 成べ し。  • 

一 、 上田な 6 に 寄. 0 心 能 打 たれぬ 事 有べ し。 足 目 遠くよ 6 取べ 力らず。  一 

一、 はさみ 田な き 様に 打べ し。 

一、 關を またぎ 打べ からず。 若 打 立 不レ叶 所なら ば、 關越 共、 關ま. ぐと も 帳面に 書べ し。 

一 ヽ 入 步と云 事。 一 竿 打 合 事なら びて ある 事 有、 夫 をば 入步 にす るな.^。 乍レ去 も！ ^ハ= 五六 卅 坪と 一 畝 

也。 一 歃とは 別 筆に 打べ し。 ，—貳 拾 四步、 廿九步 と 入步は 不レ苦 候。 竿 取次 第な.^。 田 十五 步有 

. 事 は 能 御座 候。 

一，、 分 竿し げく  31- ると も 帳面に は 見に く、、 上田に は 無 ヒー 乙 わし、 中 田に は 落されず など、 云 田 あら 


ば、 £1 と 付べき を；^ l^I: と附て よし。 

一 ヽ rw付少な，.=^とも强き思ふ心ぁるか、又竿i^!に少もっまるとぉもふ事ならば、筆數多きものならば數 

積.，^て殊の外出者也o 亦 用捨の 心少も 出れば、 心の 外 打べ 6 出る もの 也。 野帳を直し、出た6減た.<^ 

。 迚野帳 をな おし 候へば 末々 用 立不」 申 事、 人の 前に 出して 引合 も 難 レ成候 間、 是非とも 其 田に て 上中下 

埒明、 たと へ 何程 減 共 出る 共 構な く、 我が 腹 一 ばいに 打た る檢 地、 則老蟻 に 叶べき 由、 功 者 衆よ. 相 

傳申 候。 

一 、 儉地申 時 川缺を 調る 事 在る 者 也。 檢 地の 時 河 端 をば、 押付缺 べきと 思 ひ 竿 を 引て 打 衆 有、 又 引て S 

て川缺 ならば 百姓 申出 候 事 も 有。 御 儉使ロ 事 可 レ有レ 之、 其 時爲レ 引候樣 にと 無： 一 用捨 一打 衆 も 有。 是心 

得 肝要な ft^o 見 分に て缺殘 打と 見得べ し、 其 打 様に 心得 有レ 之。 殘.^ 田地 並 田畑に 入な どして はやく 

なる もの 有、 田 は 脇 口田 帳面 を 引合 間 積 見 分して、 少も まか へ 無.， 是と 心得ば 缺殘 引べ し。 缺殘 無し 之 

- 候 は ど格別の事な<^o 

一 、 檢 地の 時 關代、 道 代、 堤 代 杯 肝 煎 申立る 者に 候、 大事 也。 田地 を 汚す 者 御座 候 得 はい かに も 念 を 入 

て、 引渡 時、 肝 煎、 百姓に も 可 申付樣 は、 ケ 様に 爲レ 引重て 右 申請 候 通りに 不致、 一 年 も 作.^ 直し 末 迄 仕 

一」 付 候 は 白 姓の よ 6 訴人 出 候 は -ヽ 肝煎始 曲事 可 被 成 候。 柳に て 剌しヽ W 付 道に も 仕 候へ と斷 べき 

な 60 竿 取 衆 も 日 帳 作. 0,、 何と 申 百姓の 田畑の 內何 間々々 關代、 道 代に 引た る を 指 置、 末に 出入 出 候 

檢地 祕陣集  11ー八五 


秋 田 叢書 第 十 一 卷  Is 

時日 帳に て詮 儀す る もの 也。 覺 なくして 空に は 無心 元 候 Q 

一 、 檢 地の 時 土に 念 を 入、 畔も ぬらぬ 以前の 檢地冬 田の 儘 なれば、 畔も 掛け 上田 中 田 見 へ、 中に 田 を 见 

分が たき 所 も 有。 畔怀、 きわよ く 塗た る 田 を 能 見て 位 付 爲レ登 度 事な..^。 德田、 草 田、 其 年の 作に よ. ft^ 

中 田 も 下田 も 見 分な きもの 也、 肝要。 土、 水掛 能々 取合 位 付べ し。 

一 、 檢 地の 時稻を 見る に、 稻の名 杯 も 知.^ たる 能 御座 候。 

一、 三助と 云 白稻と 云稻、 常に 作候稻 にて 候。 但し 白稻 を大步 ひと 云、 見かけ 能く 米 を不レ 取、 檢見 まけ 

すべし。 豐 後と 云稻是 近年の 種の よし、 毛な く 餅稻に 似た る稻 な..^。 さの み稻 など 大きなる 稻には 

無レ是 候へ ども、 余 もみより 米 を 取る もの 也。 粒の 皮 薄き 故 也。 か は 口と 云 ふ 稻是は 餘の稻 也。 粒 か 

さ 有 之、 米 はすくな し 0 見かけは能候得共撿見まけをする稻な..^o 赤 早稻と 云稻、 早く 出る 稻 なれば 

重寶 なる 稻 なり。 され 共 余の 衩 より 米 とらぬ もの 也。 镭田 餅は粳 よ..^ 賈 買なら ば 高直 なれ ども ヽ题 

米よ 6 米 とらぬ ゆへ 百姓 造り 兼る 也 0 心得 あるべし。 朝露、 夕日 指に は、 稻見 違る 者 也。 

1 、 新開に 竿 を 入 候 事、 其 所の 地形に 寄 本 田に とらぬ 所 は 格別な..^、 谷地 中 杯の 草 お ひ 薄く、 不出來 

成 所 數多有 者 也。 給 人の ため を 思 は.. - 書付、 稗 田 之 位に 竿 入た るが 能 候 由 申 候。 損の 有 田 なれば、 三 

年 休の 間 斗り 作て 水 掛かね 候な どく 云、 水 通し 申 候 間 溜. 9 不レ申 杯と、 樣々 田に 難 を 付け 荒す 者に 候。 

無理に も 本々 無 之 候へば 不レ 被レ申 候。 成程 相危を 入た る は 拾.^ 申 候 得ば 給 人の 爲に無 是候。 開 百姓 


くつろぎ、 田畑 も 拾り 間 敷 時分 竿 入 直し 可. 然由尤 に は 御座 候 得 共、 開 在所に 不寄、 本田餘 6 水に て 開 

は 格別な. 

一 ヽ 俊地檢 見に 出る 時 心得 可 有事 也。 所 ましく 聞 翁 杯 見て たんれん ふ 6 出し、 是はケ 様、 夫 は 左 «J:g と 

頭 衆へ、 又 年寄 年增の 同役 衆 杯に ろうさい 過た ると おも はれば さんく たるべし。. 乍 レ去 無口 成 もい 

か 能々 相手 衆の 恰好 見合 肝要な.^。 

一、 何たる御役な6共、同役間途；5無様に云合事肝要な.<^0 若 心に 乘 ずば 氣 分と ま. 立、 代 を 申請 度 者 

也。 夫、 人の 心 を 付ぬ 事 は 中々 手前の 不合 と 心得べ し。 程 相談 あるべき. E 也。 

一 、 先 帳 之 分 米と 出し 候 所に て 其 村 之 竿 位 知事。 田畑 屋敷 合 十 町。  . 

攀 

分 米 百 二十 石  上田 位 

分 米 百 十 石  中 田 位 

. 分 米 百 石  下田 位 

先、 ケ樣に 見る 當成、 ロ傳 多し。 

一 、 稻本坪 之 算用。 一 坪 は 一 步な..^o 上田 六尺 四方 一 坪に 付 三十 六本の 當、 六六卅 六本 を稻ー 把 刈 化 水 

て 見れば 九 株 一 に當 る。 六尺四方にては稻四把刈積，.^。 上中下 下、 是 にて a つもり、 も 6 あて 見る ベ 
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し 0 

ヽ 肝 煎 屋敷 一一 .}•  = 以上。 乍 レ去共 村 之 肝 煎、 居な しに 寄 6 差 引 あるべし。 

、 百姓 屋敷 事。 先 帳より 持よ て 打 出しても いか なるべし。 大方 定 りさり 0 

、 小 走、 行人、 座頭、. E 伏、 神 子、 先 帳より 引付 あらば 格別 也。 

、 神 田、 寺 屋敷 も 右 同 

、 檢地帳 之 末に、 村 上、 人 上中下 付る 也。 村 上と は 土 免に 出る を 見て 付る。 人 上と は 高 百 石に }2 姓數 

十一 人 上な.， ^0 夫に 隨て 上中下 下 迄 付 出すべし 0 

、 其 村に 新開 之 有 r, 在所 一は 百姓 くつろぎ 有べ し。 畑 かち 同斷。 

、 苗代、 高 拾 石に 付 三 斗 位。 下下 田 過た る 所 は 心得て 渡すべし。 田 面 鹿き 故 也。 

^  TJ  一 、 檢地之 時 起請 爲.， 致 事。 以來 出入 無 之 様に 堅 申 可 レ付候 肝要な.^。 

\  一 、 大菱と 云 かね 、如何様なる 田 形に あ..^ ても埒 明た る 見通し 候。 兼 

^  ロ傳。 吞込 難き 事 なれ ども 有ら 增繪圆 にいた す。 尤 山の 根 廻..^ 打、 

ノ  三角なる 田 竿 入 候 事 繪圆を 致 二 第一 1 者 也。 大 蓬に てなら ふと 云 田な 

\  らば 無」 之 候。 此大菱紙を此成に切..>、又は如何様に成..^とも此心持 

C  . 1 ^ に 配，.^、 其 かね 次第に 立て、 過た る 所 押當て 見れば 角に 角 見へ、 ひ つ 


なりに も 四方に も 見へ る。 樣々 形に 寄ロ傳 おり。 殊の外 祕の 外にて 稽古 申た るかね にて 候 問、 a 子 

一 W と 可 思 召 候。 


此 三角 之 E 印に よび 不申候 得 共、 乍レ去 初心なる もの、 爲也。 

立と 書、 竿 何 間と 書留 申 候。 横 拾 間なら ば 五 ii: と 付べ し。 


ハの极 か 出 島な ど ある 處に、 此 かねの 事 可 得傳受 侯。 


、 六ッ成 御檢見 割之覺 末に 委く嘗 付 中お 

刈 積 七 拾 代 

檢地 祕傳集  《- 
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、上田 一石  此米ニ 石 一 斗 

此步數 二百 步。 但し 一 步に付 一 升 五 勺。 免に 一 合 七 勺 五 才。 

、中 田 一石  此米ニ 石 一 斗 

此 I 岁数 ニぼ卅 一歩。 但ー 步に付 九 合 九 勺。 一 免に 一 合 五 勺 一 才 五。 

、下田 一石  此米ニ 石 一 斗 

此步數 三百 步。 但し 一 步に付 七 合。 一 免に 一 合一 勺 七才。 

、下 W 一石  此米ニ 石 一 斗 

此步數 四百 廿九 步。 但し 一 步に付 四 合 八 勺 九才。 一 免に 八 勺 一 才五。 

右 之 毛 引 

、 上田 一 坪に 付 二 合 不足の 時、 內ー 合 不足に は 高 一 石に 付 九 升 五合 毛 引。 

、 中 田 一 坪に 付 二 合 不足の 時、 內ー 合 不足に は 高 一 石に 付 一 斗 一 升 毛 引。 

、 下田 一 坪に 付 二 合 不足の 時、 內ー 合 不足に は 高 一 石に 付 一 斗 四 升 三 合 毛 引- 

、 下田 一 坪に 付 二 合 不足 之 時、 內ー 合 不足に は 高 一 石に 付 二 斗 四 合 毛 引。 

五ッ成 

、上田 一石  一 石 七 斗 五 升 


此步數 二百 步。 但し 一 步に八 合 七 勺 五才。 一 免に 一 合 七 勺 五才。 

此五ッ 成に て 一 石 七 斗 五 升と 引出 事。 

免 一 合 七 勺五才 に五ッ とかけ、 其 上 二百 步； H 掛も なじ。 

一、 中 田 一石  此米ー 石 七 斗 五 升 

此步數 二百 卅ー 步。 但し 一 步に七 合 五 勺 七才。 一 免に 八 勺 一 才五。 

一、 下田 一石  此米ー 石 七 斗 五 升 

此步數 三百 步。 但し 一 步に付 五 4： 八 勺 五才。 一 免に 一 合一 勺 七才。 

一、 下田 一石  此米ー 石 七 斗 五 升 

此步數 四百 廿九 步。 但し 一歩に 四 合 七 勺 五。 一 免に 八 勺 一才 五。 

右 之 毛 引 

一、 上田 一 坪に 付 二 合 不足の 時、 內ー 合 不足に は 高 一 石に 付 一 斗 一 升 四 合 毛 引 Q 

一、 中 田 一 坪に 二 合 不足の 時、 內ー 合 不足に は 高 一 石に 一 斗 三 升 二 合 毛 引。 

一、 下 S 一  坪に 二 合 不足の 時、 內ー 合 不足に は 高 一 石に 一 斗 七 升 一 合 毛 引。 

一、 下田 一 坪に 二 合 不足 時、 內ー 八！： 不足に は 高 一 石に 付 二 斗 五 升 五合 毛 引。 

四ッ成 
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、上田 一石  此米 一石 四 斗 

此步數 二百 步。 但し 一 步に付 七 合。 一 免に 一 合 七 勺五才 0 

、中 田 一石  右同斷 

此步數 二百 卅 ー步。 但し 一 歩に 六合 六才。 一 免に 一 合 五 勺 一 才五 Q 

、 下田 も  右同斷 

此步數 三百 步。 但し 一歩に 三 合 二 勺 六才。 一 免に 八 勺 一才 五。 

、 下田 も  右同斷 

右 之 毛 引 

、 上田 一 坪に 付 二 合 不足の 時、 內ー 合 不足に は 高 一 石に 一 斗 四 升 二 合 八 勺 毛 引。 

、中 田 。同 高 一石に 一斗 六 升 五合 引。  . 

、 下田。 同 高 一 石に 二 斗 一 升 四 合 五 勺 引。 

、 下田 0 同 高 一 石に 三 斗 六合 七 勺 引。 

右 御 檢見被 ：1 仰 付, 候 者、 一 坪に 不足に は 何程 成 共 半分 は 御 公儀 樣之御 損、 半分 は 百姓 之 損に 可 仕 候 0 

若 一 坪に 不足に 候 は 何程 成 共 半分 半分 不足 を 六ッ 高直し 候 を 割付 候 得ば、 一 石に 付 何程 之 毛 引見 

得. S. 候 0 上中下 下 も 同前に 御座 候。 但し 免 下り は 五 ッ四ッ 成の 如くに、 五ッ 半、 四ッ 半、 三ッ 半、 三ッ 


も、 右 之 心？ s にて 割 候 へ ば 能 御座 候。 . 但し 六 ッ 免よ.^ 上に 免 御座 候 得ば、 六 ッ 免 之 かねに て 御 檢見可 

仕 候。 免 下り 次第 毛 引 可 致 候、 多き 毛 引け 之 樣に候 得 共、 本 段々 減 候 間 毛 引 多く 有 ui- 間鋪 事。 

未ノ 八月 十八 日  御 檢地定 © 

五 ッ七分 

、上田 一石  此米ニ 石 

此步數 二百 步 0 位 し 一歩に 一升。 一 免に 一 合 七 勺五才 0 

、中 田 一石  右同斷 

此步數 二百^ ー步。 但し 一 歩に 八 合 六 勺 五才。 一 免に 一 合 五 勺 一 才五 0 

、 下田  右同斷 

此步數 三百 步。 但し 一 步に 六合 六 勺 六才。 一 免に 一 合 五 勺七才 0 

、 Tffl  右同斷 

此步數 四百 廿九步 0 但し 一 歩に 四 合 六 勺 六才。 一 免 八 合 一 才五。 

五ッ 五分 

、上田 一石  此米ー 石 九 斗 三 升 

此步數 二百 步。 但し 一 步に九 合 六 勺 五 才九。  • 
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ヽ 中 W  右同斷 

此步數 二百 卅 ー步。 但し 一 歩に 八 合 三 勺五才 Q 

、 下田  右同斷 

此步數 三百 步。 但し 一 步に 六合 四 勺 三才。 

、 p.- 田  右同斷 

此步數 四百 廿九 步。 但し 一 步に四 合 五 勺。 

五ッ 二分 

、上田 一石  此米ー 石 八 斗 二 升 

此步數 二百 步。 但し 一 步に九 合 一 勺。 

、 中 S  右同斷 

此步數 二百 卅 一歩。 但し 一 步に七 合 八 勺七才 0 

、 下田  右同斷 

此步數 三百 步。 但し 一 步に 六合 六 勺 Q 

、 下田  右同斷 

此步數 四百 廿 九步。 但し 一 步に四 合 二 勺四才 0 


四 ッ七分 

一、 上田 一石  此米ー 石 六 斗 五 升 

此步數 二百 步。 但し 一 歩に 八 合 二 勺 五才。 

一 、 中 田  右同斷 

此步數 二百 卅 一 步。 但し 查 歩に 七 合 一 勺 四才。 

一 、 下田  右同斷 

此步數 三百 步。 但し 一 步に 五合 五 勺。  - 

一 、 下田  右同斷 

此步數 四 kn 廿 九步。 但し 一 步に， 三 合 八 勺 四才。 

四ッ 五分 

一、 上田 一石  此米 一 石 五斗 七 升 五合 

此步數 二百 步。 但し 一 步に七 合 八 勺 七才五 Q  . , 

一 、 中 田  右同斷 

此步數 二百 i ー步。 但し 一 步に 六合 八 勺。 

一 、 下田  右同斷 

^地祕 集  一 2 
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此步數 三百 步。 但し 一 步に 五合 二 勺 五才。 

、 下田  右同斷 

此步數 四百 廿九 步。 但し 一 歩に 三 合 六 勺七才 

四ッ 二分 

、上田 一石  此米 一石 四 斗 七 升 . 

此步數 二百 步，。 但し 一 步に付 七 合 三 勺五才 Q 

ヽ 中 田  右同斷 . 

此步數 二百 卅 一 歩。 但し 一 步に 六合 三 勺六才 

、 下田  右同斷 

此步數 三百 步。 一 步に四 合 九 勺 Q 

、 下田  右同斷 

此步數 四百 廿九 步。 一 步に三 合 四 勺 ニ才。 

三ッ 五分 

、上田 一石  此米ー 石 二 斗 三 升 

此步數 二 Kn 步。 ー步に 六合 二 勺五才 0 


、 中 田  右. li! 斷 

此步數 二百 卅ー 步。 一歩に 五合 三 勺 ニ才。 

、 下田  右同斷 

此步數 三百 步。 一 步に四 合 一 勺。 

、 下田  右同斷 

此步數 四百 廿九 步。 一 步にニ 合 八 勺 六才。 

三ッ 

、上田 一石  此米ー 石 五 升 

此步數 二百 步。 一歩に 五合 二 勺 五才。 

、 中 田  右同斷 

此步數 二百 卅 一歩。 一歩に 四 合 六 勺。 

、 下田  右同斷  • 

此步& 三百 步。 一 步に三 合 五 勺。 

、 下田  右同斷 

此步數 四百 廿九 步。 一歩に 二 合 四 勺。 

检 地秘傳 集. 
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ニッ 五分 

一、 上田 一石  此米ー 石 八 斗 七 升 五合 

此步數 二百 步。 一 步に四 合 三 勺七才 五。 

一 、 中 田 一 石  右同斷 

此步數 二百 卅ー 步。 一歩に 三 合 七 勺 八才。 

一 、 下田  右同斷 

此步數 三百 步。 一歩に 二 合 九 勺 ニ才。 

一 、 下田  右同斷 

此步數 四百 廿 九步。 一歩に 二 合 四 勺。 

〇 又 御 定之寫 

一、 此ー 合 不足 を 六 ッに割 候へば 當高 一 勺 六才六 六と なる を、 上田 一 免の 定 6 米 一 八：： 七 勺五才 にて 右 

之 一 勺 六 才六六 を 割 候 得ば、 上田 一 石 之 所 高 九 升 五合 を 生じて、 何程の 上田 之 高な り 共 毛 引 知な.^。 

中 下下 田 も 右 同斷。 

四 ッ八分 

士！： 口 七.： T 五才 

一、 上田 一 石 六 斗 八 升 一 步に八 八 I： 四 勺 


T』 化合. 力 勺 壹才五 

一 、 中 田 右同斷  一 歩に 七 八：： 二 勺七才 

查合壹 勺七才 

一、 下田 同  一 步に 五合 六 勺 

八 勺 壸才五 

一、 下田 同  一 步に三 合 九. tr 

末 々 失念 無」 是樣 に委く 書付 置 申 候 0 

一 、 六ッ 成に て 一 束に 三 升 取 七十 代、 一 石に 付 二 石 一 斗、 二百 步也 0 一  步に 一 升 五 勺。 

一、 右 之 一 升 五 勺 を、 免 六 ッに候 ゆ へ六ッ にて わ 6 候へば、 一 免 一 合 七 勺五才 になる 0 五 ッ成も 四ッな 

り も 三ッ成 も、 譬 へば 右 同前 也。 一 免 を 元に 致し 免へ かけ 候へば、 二百 步 一 石に 米 何程と 知 申 候 0 

一、 右 之 一 免 之 一 合 七 勺 五才に 二百 步を掛 候へば 三 斗 五 升と 成る、 免 六 ッを掛 候へば 一 石に 二 石 一斗 

之 定免出 可 申 候。 

一 、 一 步に付 一 合と 毛：^ 御座 候に 二百 步を掛 二 斗と 成 を、 一 石 之 定ニ石 一 斗に て 割ば 何 升 之 引. 3 と：： 

へ 申 候。 一石に 九 升 五 勺 宛 引 高と 見へ 申 候。 

〇 覺 

一 、 百姓 取 分 考見申 候 得ば、 上田 十 石 は 稻八百 束 刈 申 候へば、 一 束に 米 三 升 取に て 二十 四 石と 申 候 0 

其內、 ものな ゥ、 小 役、 諸 色 入 目差 引 申 候 積 米。 

1 、 米  二十 四 石  ， 
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內 六 石 

內 二 斗 


物 成 米 

小 役 扶持 方 


此ロ米 一 斗 二 升 

二  口 合 

右 は 地頭へ 納 

同 三 斗 

同 一 石 九 斗 一 升 二 合 

同 十二 石 六 斗 

同 一 石 六 斗 六 升 

同 六 斗 

同 五斗 

同 二 斗 五 升 

同 二 斗 五 升 八 合 


-申分 

種 a 五斗 代 

小 役 之 分。 人足 馬 代 四十 七 匁 八 分 分。 但 一石 二十 五.^ 直 段 

作 人 之 六 人 扶持 0 內四人 はおとな、 男女 共に、 同 二人 は 枠。 半年 は 晝飯長 □ 

被 下 候、！ &はニ 合 五 勺 宛、 晝飯 なし 

右 は 作 人 六 人 之 衣装。 但し 箕濃、 笠、 手掛 等。 米 直 右 同 

* 嗜代 ffi 共 

鍬、 鋤、 鎌 之 代。 米 直し 右 同 

馬 一 疋之 飼料、 諸 色取 役 仕 候 

S の 代、 糠ロロ 等拂申 分に て 有 之 候  ， 


〇 畠 斗 代 割付 

、上 畑 一 畝  分 米 五 升 

ヽ 中 畑 同  同 四 升 

、 下 畑 同  同 三 升 

、 下 畑！！  同 ニ^ 

、 屋敷 同  同 


斗 


〇 檢地斗 代 割付 六 之 法 

、 上田 一 步に米 三 合 十 歩に 三 升 


、 中 田 同 

ヽ 下 ffl 同 

、 下田 同 

ヽ ^田 同 

、 ^田 同 

、 苗代 同 

、 上 畑 同 

检 地 


米 二 合 六 勺 

(口 

一 合 四 勺 

一 合 四 勺 

一 合 

三 合 

一 合 

秘傳集 


同 二 升 六合 

同 二 升 

同 一 升 四 合 

右 同 

同 一 升 

同 三 升 

同 一 升 


一 1g に 九 升 

同 七 升 八 合 

同 六 升 

同 四 升 二 合 

右 同 

同 三 升 ， 


同 

同 


九 升 

三 升 
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、 中 畑 同  八 勺  同 八 合 

、 下 畑 同  六 勺  同 六合 

、 下 畑 同  四 勺  同 四 合 

、 屋敷 同  二 合  同 二 升 

〇 米 之 取 様 之 事 

、 上田に て 一 束に 付 米 三 升 刈 取候義 は、 田 坪十步 より 出 候 稻之事 也。 但是に 三の 位 を 掛六を 以て 割 

候 得ば、 上田の 分 米 一 畝の 高に 成る。 附り 0 中 下下 田 共に 割合 之分此 手段な 60 毛 見 之 時 は 年々 斗 

代に も 入 申 候！ n 傳。 

、上田 一 畝  一 斗 五 升 

御當方 御控。 但慶 長年 中御國 入の 時よ，.^ 御定 りな，. ^0 

ヽ中田 一 畝  一 斗 三 升 

此目 安二 五 之 法。 

、 下田 同  一 斗  _ 

此 目安 一 五 之 法。 

、 下田！：  七 升 


同 二 升 四 合 

同 一 升 八 合 

同 一升 二 合 

同 六 升 


此 目安 一 四 之 法 G 

右 は 上田 斗 代 一 斗 五 升、 段々 之 目安 を 以て 割 候へば 夫々 に 斗 代 出 可 申 候。 

〇 斗 代 割合 別法 

、 上田 一 束に 付 米 三 升 刈 取 候 時 は 中 田 一 束に 米 二 升 六合 五 勺 取 

但し 此 目安 一 一 五 を 以上 田 米 三 升 を 割ば 二 升 六合と なる 0 是に 三の 法 を 掛け 七 升 八 合と なる。 

又 六を以 割ば 中 田 斗 代 一 升 三 合 出る。 

、下田 一束に 一 升 四 合 取 

但し 此目 安二 一  五 を 以上 田 米 三 升 を 割ば 一 升 四 合と なる。 是に田 法 を 以掛四 升 二 合と なる。 又 

六を以 割ば 下田 斗 代 七 升になる。 

〇 畠 斗 代 割 之 法 

、上 畑 斗 代 一 畝  五 升 

但し 目安、 田 法 を 以て 上田 斗 代 一 斗 五 升 を 割ば 五 升と なる 0 

ヽ中畑 同  四 升 

但し目安、上畑之斗代ぇ八の法を褂四升となるな..^0 

、下 畑 同  - 三 升 

檢 地祕傳 集  BQJH 
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伍し 此 目安、 上 畑 斗 代 へ 六. の 法 を掛三 升と なる。 

但し 目安、 上 畑 斗 代へ 四の 法 を掛ニ 升と なる。 

右 斗 代 は總て 日本 之 格 取 分。 御 當方之 □□ 方に は 上田 一献 斗 代 一斗 六 升 六合 六 勺 宛 也。 日本の 法よ 

ゥ. ± 一  升 六合 六 勺 宛 過な..^。 

〇 土 免 割合 之 事 

、上田 ー步  米 一 升 五合 

但し 十 歩に 一 斗 二 升、 一 畝に 三 斗. 六 升 也。 四の 法を以 割ば 九 升、 一 畝 之 分 上納米と なる Q 

、中 田 同  米 一 升 四 勺 

但し 十 歩に 一 斗 四 合 一 畝に 三 斗 一 升 二 合。 是を 四の 法を以 割ば 七 升 八 合、 一 畝之分上納米な，.^。 

ヽ 下田 同  米 八 合 

但し 十 步に八 升、 一 畝に 二 斗 四 升。 是を 四の 法を以 割ば 六 升、 一 a 之 分 上納米 也。 

、 下田 同  米 五合 六 勺 

但し 十 步に五 升 六合、 一 畝に 一 斗 六 升 八 合。 是を 四の 法を以 割ば 四 升 二 合、 一 畝 之 分 上納米と な 

る 0 


〇 同 取 立方 之 直 

一、 上田 一 免  二 合  . 

但し 二 合に 六の 法を掛 一 升 二 合、 一 步之出 米な. ^0 是を 四の 法 を 以割三 合 上納 也。 

一、 中 田 同  一 合 七 勺 三才 

但し  一 七 勺 三才に 六の 法 を 掛 一 升 四才、 一 坪 出 米と なる。 是を 四を以 割ば 二 合 六 勺、 上納米な 

一 、 下田 同  一 合 三 勺 三才 

但し 一 合 三 勺 三才に 六の 法 を掛八 合、 一 坪の 出 米な.^。 是を 四の 法を以 割ば 二 合、 上納米 也。 

一、 下田 同  九 勺 三才 三 

但し 九 勺 三才 三に 六を掛 五合 六 勺、 一 坪の 出 米 也。 是を 四の 法を以 割ば 一 合 四 勺、 上納な ft'o 

〇 本 田 御藏 入 高 御郷 役 之 法 

一 、 當高百 石に  人足 二百 人^ 蒲き S 仏 . 

-  > っ夂  三. 右 は 薪 十签、 夏 萱查萬 把、 雪 垣 二十 問、 春 垣 三 

一 0  . 三 叶-/,^ 十 間、 藁 百 三十 丸、 糠 五斗 入に て 三俵 之御定 

〇 但し 十 石に 付 銀 

一 、 十八み  薪 一 签 i^l 她^ 

撿地 祕傳集 


秋 3  ^ 書お 十 一 卷 

、 銀 六 匁 

、 同 六 匁 

、 同 五 匁  • 

、 同 一 匁 五分 

、 同 六 匁 五分 

銀ダ 三十 八 匁 


冬 誓 il^l 

fc^ 直 三 Hs- 此 人足 三 1< 

irvr 三 HH- 扶持米 三 升 

糠 五斗 人 三俵舰 J^fM 誠に 


if 


之 


Ml-.^ 三. f!^ 但 六尺 丸、 但し 

藻. il 三 Irs 查 丸に 付 五分 宛 

當高十 石よ 6 納 

二 五 を掛、 文 銀 五十 一 匁 三分と 成、 外に 三人 御 人足。 但， 


〇 御給 分 御 鄉役銀 

赏高十 石に 付 

、 銀 十八 匁 

、 同 六，^ 

、 同 五 匁 

,、 同 六 匁 

、 同 六 匁 五分 

、 M 一  匁 五分 

、 ^ 一  匁 八 分 


薪 十签此 人足 九 入 扶持米 九 升 

Is^l 官ーチ 此 人足 四 人 扶持米 四 升 ♦ 

春 垣 三間此 人足 一一 一人 扶持米 三 升 

雪 垣 三間此 人足 四 人 扶持米 四 升 

藁 十三 丸 但し 六尺 詰に て壹 丸に 付 五分^ 

據三俊 但し 五斗 入に て查 俵に 付 五分 宛 

詰 夫 三人 六 分 5- し壹 人に 付 五分 宛 


、 同 三 匁  馬 三 疋诅し fi_s に壹匁 宛， 口 取 共  ： 

s\  ^4|ヒ5-,^1>^-赏高拾石之御定。 是へ壹 三 五 かければ 文 

楚产 P サ，^ -^-/-^ 銀 六 拾 四 匁 五分 三 厘と なる。 上納 也。 

矢 寺长ニ  y+ 但し 三 割 半 ％ にて 上納 可レ 致。 右  . 

ぉォー 、、一は 小 役 扶持に て 鄕中引 米と なる。 

n.p-£i.p-l,s.h 化 I 常 高 拾 石に 付 拾 九 匁 掏 

ゆ x-^^^g-ftx- お^ 定。 內四匁 糠 藁 代。 

、 銀 九 匁  薪 代 

、 同 三 匁  夏萱代 

、 同 三 匁  雪 垣 代  . 

、 同 七 分 三 厘  糠 代 

ヽ 同 三 匁 一 分  藁 代  一 

4|\.^^\1:^三1是へ壹三五かけ甙十四匁ーニ分  一 

i パ寸 /.^「/タ 三瓜貳 厘、 當高十 石の 上納な り。 

、 9^ヒ，52^£^^大 坂俵賃 造、 右京 目 上納。  i 

ilv.^  ^t1 ズノ 但 し 上納米拾石 よ り出分。 

〇 肝 煎之覺  - 

、 御物 成 百 石に 付 免 米 二 石 也。 百 石 餘はニ 石 五斗 也、 二百 石 餘は米 は 五斗 づ V 、此末 何 ぼ 石 にても 此ー 

割合にて 可 t 取」 之 候。 但し 三 石 以上 は 端 米に 掛不申 候。 給 分 は納米 斗に 二 を掛 るな. >o  < 

〇 小物 成 納方覺 

检地 祕傳集  . 
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當高百 石に  • 

、 大豆 三 石 一 、 小豆 四 斗 

、 糯米 三 石  一、 荏 油 一石 

、 胡麻 二 斗。  右 割合にて 上納 可 有 之 候 Q 

〇 此引 米之覺 


大豆 一 石 


こ 


但し 米壹 石に 大豆 

有。 


、小豆 一石 

、荏 油 一石 

、 胡麻 一 石 

〇 萬 引 米之覺 

、 馬沓 十 足に て 


一 枚に 付 

一 升に 付 

大小 百尋に 

十本に 付 

、 繼杭 十本に 付 


米七斗六升九合割合§^3?^-^ 

米 八 斗 代 

同 一 石 

同 一 石 

銀に て 二分 宛 

米 五合 


、 i 

臣£ 

はしら 

、 抹 


同 一 升 

同 一 合 三 勺 三才 

米 五合 但し 末 口 11^ 寸 より 贰寸 五分 拾 本に 付 壹升ー 


柴 三尺 丸  一 \ に 同 五合 

葉 も同斷 

叨俵 一俵に 付  米 二 合 

屋根 石 十に 付  同 三 合 

土埠 ^ 一  尺 長 三尺 百缚に 一 升 

葉萱 三尺 \ 一  把に 五合 五 勺 

同 一尺 ニ寸 丸一 丸に 付 同一 合 

御 扶持 人足 一人に 一升 

干葉 十 連に 

薪 十 束に 付 

苫 一枚 長 二 間に 

糖 五斗 入 一俵 

割 木 三尺 

藁 五 尺 丸一 丸に 

蘆 一 駄に付 

11 地 秘傳集 


米 五合 

同 一 升 五合 

同 六合 

同 六合 

同 六合 八 勺五才 

同 四 合 八 勺 

同 二 升 
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、簾 一間に  米 二 合 五 勺 

、 薪柴 二 尺 丸十 わに 同 二 升 

、麥 一升  同 六合 

、小德 一斗に  同一 升 

、蔬 長 二 間 楠 二 尺五寸 一枚に 同 二 升 

、 靑草 • 五十 把 一 駄に 同 二 升 

、粟 一升に  同 三 合 

、 草履、 草鞋 十 足に 同 二 合 

、 煤 三 斗 入 一 俵に 同 七 合 五 勺  . 

、 御藏 鄕御本 田 糠 藁 代 銀 は、 當高十 石に 八 匁 宛。 別 水 御開 は 半 役に て 四 匁 宛。 

、 雪 垣 代 銀 見る 時 は當高 へ 六掛べ し。 

、 右 引 米 取に は 當高百 石に 五斗 割合な.. ^0  .  • 

、 签木代銀之引米見るには銀を十八に割と云、釜木五把引米知るな..^Q 但し 百 石に 十八 签、 代 銀 十八 

分 宛 之 者 也。 

〇 御 檢地之 法 


一、 上田 十 七十 五、 是を田 法 三に わ.. -ニ 1a 十五 步と 成。 一献と は 三十 坪 之^ 也。 二十 九 歩 迄 歩に 出 

f。 亦 分 米 を 見る に は、 右 之 十五 步を 三に 割ば 都合 二 畝 半と なる。 是へ 上田の 一 五 を 掛れば 三 斗 

七 升 五合と なる。 惣て畝 反 を 見る に 豎横掛 合せ 田 法 三に て 割ば 畝 反 幾 献步と 知る 也。 夫え 上 中ド下 

の 位 を 掛れば 高 知る 也。 其當 高見る に、 五ッ 成なら ば 五を掛 六に 割ば 常 高 知る 也。 四ッ、 三ッ 半、 二 

ッも八 ッも右 同斷。 

1 、 上 五ッ、 中 畑 四ッ、 下 畑 三ッ、 下 畑 ニッ、 S 敷 は 十に 下田 之 位 也。 

C 御忠進 御開 御 小 役 法 

一 ヽ 當高十 石に 付 半 銀 之御定 

1 ヽ 艮 OTS-  ま ii4^,y 、但し 御 本 田に は 八 匁に 候へ ども、 半 銀 

一 ^にタ *  6纖》 ^ま 之御定 にて g 匁に 取 立 可レ申 もの 也。 - 

一 、 銀 九 匁  薪萱代 共、 右同斷 

一 、 同 六 匁  雪 垣 代 共に 

銀. k 十九 匁な り。 

〇 田地 苗代 免 被； 一 下 置 一定 式  ， 

一 、 上田 當高 一 石に 付  六步 

一 、 中 田 同  七步 

檢地 祕傳第  E  二 
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一 、 下田 同  九步 

一 、 下田 同  十二 步 


天 保 十五 歲 

辰 正月 上旬 


男 鹿 北 浦 村 

小 楊 政治 謹寫 


,、 、  < きしりで、 小物 成、 小 

$務 提要と も 云； へ 

.2-li?pfusf. 記載 して 居る。 底本 は編者 

「黑印 御 5」 は 山 本 都 U 岡ぎ 田衬  1  西と 布 h 帳々 尻の f 附し、 物 成の 出 高 

る。 最初に 村の 總高| しその 田の 種類 等を記 し、 最後に 一般 § 

を I し て 一 ケ條と な し 以 T 順ま^ 1^、 ま、 村の I は、 長 百姓 以下 水吞に 至る 

の 就く f 敎 へて 居る。 而濱 しみて 1  す 一" 居た ものである。 I 

まで を 一堂に 集めて、 是 力す 事と-; ま 檢地 帳と を 併せ 見て- ^ 

盡 せりの 施政 I し らば、 こ . に-訂正 御 格式」 の 響が 一 層 I 

時 秋 田 藩の 祖稅の 量 を S したな お 


する であらう と思ュ 


御金 藏御 定法 書 


〇 給 分 高 十 石に 付 

、釜 木ー签 此 人足 九 人 扶持米 九 升 

、 K 萱千把 此 人足 四 人 扶持米 四 升 

ヽ ^三 俵 m し壹 俵に 付 五斗 人 引 米な し 

、 卷垣 此 人足 三人 扶持米 三 升 

、 養 41 三 |J 六尺 結  但し 引 米な し 

、 雪 垣 此 人足 四 人 扶持米 四 升 

、 詰 夫 三人 六 分 引 米な し 

、 詰 馬三疋 右同斷 ロ附 ともに 

右 扶持米 二 斗 右 銀 四十 七 夂八分 

飼 金蔵 御 定法 書 


此銀 十八 匁 

此銀六 匁 

此銀 一 匁 五分 

此銀五 匁 

此鈒六 匁 五分 

此銀六 匁 

此銀ー 匁 八 分 

此銀三 匁 


«9 
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〇 御 鄕役當 高 kn 石に 付 

、銀 百 八十 目 釜 木 十 釜 此引米 一石 五斗 

、 銀 六十 目 萱 一 萬 把 此引米 五斗 

、 銀 六十 目 雪 垣 代 此引米 五斗 、 

、 銀 十五 匁 雜 三十 俵 但し 五斗 人 

、 銀 六十 五 匁 藁 百 三十 把 但し 六尺 結 

右 銀 合 三百 八十 目 右 引 米 合 二 石 五斗 

〇□ 用 御 定法 

、銀 五分 繩百尋 御鄕役 銀之內 引べ し 

、 銀 五分 明 俵 十 俵 御鄕役 銀之內 引べ し 

、銀 一 匁 二分 裏 菰十枚 御鄕役 銀之內 引べ し 

、銀 一 奴 五分 藁 筵 十 枚 御鄕役 銀之內 引べ し 

、 御城 下 通り 村々 は 薪 半 役 之 ^ 

ヽ 男鹿村々薪之內八釜、船見御番所四ケ所但し壹ケ所に贰釜宛、殘分割合之^$ 

、 百 三 駄三ケ 村 薪 二 釜、 船 見 御 番所え □ 納メ 


〇 殘分 割合  ， 

給 人 御 帳 付 手 作 は 御 役 御免 之 事。 

〇 肝 煎 免 之 事 _ 

•0 石より と. 4» 石に 付 一 斗 但し 百 石に は 甙石端 迄 右 之 定め 

ヨ t,r>.PJ,llln こ于 二，； 'ぜ 但し 貳百石 は 三 石。 但し 何百 石 有 之 候と も 其 內貳百 石 は 一一 1 石な り、 殘り 何百 石 にても 御 

PIH?.r-fvp.ll^,v^l 、、フタ 定法の 五ッ 懸け。 但し 查 石よ リ同肝 前 一 免 無 之 事。 但し 物 成より 出る 口 米 候 5!^ は 不懸。 

〇 當高十 石に 付 小物 成 割合 

大豆 三 斗 五割增 阿仁 比內 とも 三 割 增檜山 二割 增秋 田、 仙 北 

ィ斗 

小豆 四 升  一 割增 

ィ斗  ィ 

胡麻 二 升  米 一億 


、 油 一斗 


同 目 升 

同 目 升 

〇 在々 給 人 御 役米覺 

、 丄咼 五十石 以上 百 石に 付 七 石 四 斗 

、 高 五十石 以下 十 石に 付 米 五斗 三 升 八 合 之殘. > 

〇 御 本 田 御鄕役 定法 高 百 石 
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、丁 銀； CI 八十 目 签 木七签 此引米 一石 五斗 

、 丁 銀 六十 0 萱  一 S  . 此引米 五斗 

、 す 銀 十五 匁 難 三十 俵 但し 五斗 人 引 米な し 

、 丁 銀 六十 五 匁 蘂百 三十 把 但し 六尺 三寸 結 引 米な し 

、 丁 銀 六十 目 S 垣 代 此引米 五斗 

,t ^銀 八 n 三百 尸 十目 右 引 米 合 二 石 五斗 但し 御開き は 半 役 銀な り、 依て 引 米 も 壹石ニ 斗 五 升。 諸 役と もに 半 役 之 市 y 

、常 高-白 石に 付 物 成 六十 石 外 口 米 一石 二 斗 

ニロズ 六十 一 石 二 斗. 內ニ石 萬 人足 扶持米 引 殘， 0 五十 九 石 二 斗 

_  _ 胡 痲ニ斗  f  f  I  .  i  i 


、 米 四 斗 

、米 一石 


荏 油 一 石 

小豆 四 斗 


大豆 三 石 


、 米 三 斗 六 升 三 合 

、 米 二 石 五斗 

、 米 三 石  糯米三 石 1 

米 五十一 石 九 斗 三 升 七 合 米に て 上納 一 


、 文 銀 四百 七十 八 匁  小 役 銀 

內 百 八十 匁 薪十签 人足 九十 人  此 扶持米 九 斗 

一 、 內六 十目 人足 四十 人 夏萱 一 萬 把 一 人に 付 一 匁 五分 宛 

一、 內五 十目 春 垣 人足 三十 人 一人に 付 一 匁 六 分 七 毛 宛 

一、 內六 十目 冬 垣 人足 四十 人 二百 間 之 所 

一、 內 十五 匁 S 三十 俵 但し 五斗 入. 

一、 內六 十五 匁 藁 百 三十 把 但し 六尺 三寸 結 

一 、 內 十八 匁 詰 夫 三十 六 人 

一 、 內 三十 匁 馬 三十 疋、 ロ附 ともに 

總 扶持 方 米 二 石 


一 人に 付 一 匁 五分 宛 

此 扶持米な し 

此 扶持米な し 

此 扶持米な し 

此 扶持米な し 


〇 

小豆 一斗 一升 

大豆 一 斗 二 升 

鬵麥ー 斗 

胡麻 一 斗 

御金 蔵 御 定法 書 


此引米 一 斗 但し 十 一 にて 割る 

此引米 一 斗 但し 十二に て 割る 

此引米 六 升 

此引米 二 斗 


此 扶持米 四 斗 

此 扶持米 三 斗 

此 扶持米 四 斗 


SI? 


秋 田 叢 

、 i$ 油 一斗 


^十 一 


、 桑實 一 斗 

ヽ ぜん まひ 一 駄 

ヽ 割 木 一 束 但し 一一 一尺 結に て 

ヽ 一  束 ffi し 銀に て 五分 

ヽ 苦  一 ％但 六尺 四方 

、 藤 弦 百 尋に付 

、 蒲 萄弦百 尋こチ 


、 瑪沓 一 足 

、乘馬 一疋 


此引米 一 斗 

此引米 三 升 

此引米 一 升 三 合 

此引米 五合 

此引米 七 合 

此引米 四 升 

此引米 一 升 

„ ^「り 米 三 升 

此引米 二 合 

此引米 一 升 五合 


但し 大豆 二 升 米 二 升.： S 渡替、 引 米 二 升 

、 靑草 一 駄 但し 五月 一 曰より 九月 晦日 迄 =y 引 米 一 一升 

、 繩 にて 納候時 は 百 尋に付 米 一 升 宛 銀 五分 

、 ^俵 十 俵 但し 古來銀 五分 宛 此引米 二 升 

、 上筵 十 枚 m し 古 來銀查 匁 五分 此引米 二 升 . 


ぎ 

A 


、 裹莛十 枚 但し 古 來銀查 分 五 厘 一 升 五合 

、 杭十本但し末ロ壹寸長查丈同五合亦11^寸五分ョ寸は 一 升 

はしら 

、抹 十本  此引米 マ 升 

御 普請 人足 扶持米 九 合 但し 御用 銀は壹 人に 付 古 銀 四 分 宛 

、 柴 三尺 丸十 丸  此引米 五 升 

、 芝缚十 枚に 付  . 此引米 一 升 

、 屋根 石 百に 付  此引米 三 升 

、石垣 ーッ  此引米 六 升 

但 一 尺五寸 よら 二 尺 迄 厚一 尺より 一 尺 二 三寸 迄 

延享贰 五月 能 代 大火 事 之 節 調製 候 處右之 通り 被 成 下 ロ候0 

〇 

文 銀 四 分 

文 銀 五 厘 

文 銀 一 匁 一分 

文 銀 七 分 


杭 十本 

よしら 

秣 十本 

苫十枚 

菰十枚 
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秋 田 叢書 第 十 一 卷  E さ 

一 、 荒 川缺、 砂埋、 山 崩、 揠下、 其 外 御用 地に 成 候 田地 於 有 之 は、 少分 にて SH€ 之 内 引落し 有 a にて 諸 役 

一、 高 一 石 以下 は 物 成 之 外 諸 役 御免 之 事 

ほん S 

一 ヽ 本圖 直し 以後 引 高 有 之ば、 御金 藏 役人 書付 次第 引落し 御鄕役 上納 可 致 事 aggf  。印 

一 、 御 檢使打 直し 高 於 有 之 は、 御金 藏ょ 6 御高 書 出し 次第 御 役 取 可 申 事 

附休 明開キ 同前 之 事 

〇 御金 藏 定め 

一 、 當高六 百 五十石 此物 成六ッ 五分 納めに て 三百 五十 七 石 五斗、 口 米 七 石 一 斗 五 升 

二 口 合 三百 六十 四 石 六 斗 五 升 此 納め 

一、 十三 石 三 斗 二 升 五合 御 鄕役引 米、 高 百 石に 付 二 石 五 升づ、  、 

一 、 三 石 七 斗 八 升 五合 肝 煎 免 

一、 三百 四十 七 石 五斗 四 升 米 上納 分 

但し 肝 煎 免 は 物 成 三百 五十 七 石 五斗 之內 二百 石に て 三 石、 殘 6 百 五十 七 石え 定の五 を 懸け 七 斗 八 升 

五八 "な 60 千 石 にても 二百 石に て 三 石、 殘. 0 五 を懸る 0 

〇 


、 阿仁、 大小 比內 分と も 大豆 五 割增、 檜 山 分 は 三 割增、 秋 田、 仙 北と もに 二割 增、 小豆 は 御領 中 村々 と 

もに 一 割增。 

〇  . . 

、 畑 返，.^、 荒 開き、 起 返.^、 畠 屋敷に 成り 出目 ニケ年 休。 但し 除屋鋪 上る 分 休 無 之 候。 

、 新開き は 畑 屋敷と もに 三ケ年 休。 

〇 

、 御物 成 翌年 七月 迄 利 足 御免、 八月よ- -五割 之 利 足 付 候箬、 寶永ニ 酉の 年よ 6 御 改め。 御金 藏 役人 方 

己 酉 九月 十日 權 太夫、 又 太郞、 右兩 人證據 出る。 

、 指 上米 不納 は 翌年 七月 中 利 足 御免、 八月 朔 日よ，.^ 五 割の 御 利 足 付 候 事。 二 書に 據る) 

、 御 鄕役は 翌年 正月 廿日 迄 は 利な し、 廿日 過 候 得 は 三步利 足、 先年よ， 9 御定 6 な..^。 

〇  . 

、 四步 は切捨 り、 五步は 上るな，.^。 算用 定め 寶永七 寅 三月 廿 四日 權 太夫 定 書付。 岩 見 山 內十步 勘定 

之內、 萱秣柴 知行 役 錢定之 外、 銀 米と もに。 

〇 御 鄕役銀 御 宥赦之 事 

、 御傳馬所は大方薪萱御免に付十四匁.な..^Q 

驂 
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一、 八 森 村 は 雪 垣 代 御免に て 三十 二 匁な り。 

一 、 阿仁 村々 は 三十 八 匁 所、 能 代 御 材木 被 仰 付 候に 付薪萱 御免に て 十四 匁な. 

一 、 八 森 村 之 內岩館 村 津輕御 境目 並に 御 傳馬所 故、 先年よ..^ 雪 垣 代 斗 6- にて 上納 六 匁な り。 

一 、 能 代 は 町並に て 諸 役 相 勤め 是迄畑 斗 6 物 成 上納、 小 役 は 跡より 御免な.. 

よろ.. つ 

〇 御鄕 役より 萬 引 米 出 法 

一 、 當高十 石に 付 御鄉役 十四 匁。 但し 引 米 五 升。 高 十 石え 六ッ 懸け、 五ッ 懸け、 六 ッ以割 候 得ば 引 米 知 

るな- 00 

一、 同 高 同 十八 匁 此引米 二 斗 五合 

內ー 升 五合 薪 代、 內 五升萱 代、 內五升 雪 垣 代。 但し 雪 垣、 萱代銀 見る には當 高え 十二 を 懸け、 此引米 見 

る 時 は 銀 高え 八 三 三 懸け 知る 也。 

一 、 薪 代 銀 見る には當 高え 五八 三 を 懸け、 糂糠藁 代 銀は當 高え 八 を 懸け 、但し 引 米な.. ^0 

一 、 三十 八 匁え 引 米 銀に て 見る に は、 當 高え 三 を かければ 薪、 萱、 雪 垣 代 銀 知る 也。 其 銀え 六 八 三を懸 

ければ 引 米と なる。 

一 、 同 銀 四十 七 匁 八 分の 所 は 高 十 石に 付 米 二 斗 宛、 銀に て 引 米 見る 時 は 四 一 八 を 懸け 引 米 知る 也。 

一 、 別 水 開き は 高 十 石に 付 一 斗 二 合 五 勺。 右高え 一 五 を 懸ければ 薪、 萱、 雪 垣 代の 半 役 銀 知る 也。 . 


一 、 銀 高え 六 八 三 を 懸ければ 米 知る 也。 糖 藁 は 高え 四 を 懸ければ 知る 也。 但し 引 米な 6  0  . 

一 、 御 人足 代 銀、 本 田 は 高 十 石に 付 三人、 此代銀 一 匁 五分。 御開き 高 十 石に 付 三人、 四 匁 五分 宛。 

一 、 大坂傣 造 賃は米 七 五 を 懸ければ 銀になる。 夫れ え 一 三 五 を 懸ければ 文 銀と なる。 

一、 草 高より 當 高見る に は、 草 高え 免 を 懸け 夫 を 六に 割れば 當 高になる 0 但し 六ッ なれば 則當 高な. ^0 

當 高よ，. >  草 高見る に は、 當 高え 六 を 懸け 夫 を 免に て 割れば 草 高と なる。 

一、 五斗米 は當 高え 五 を 懸け、 銀は當 高え 四 七 八 を 懸ければ 古 銀な，.^。 夫え 一 三 五 を 懸ければ 文 銀 知 

る 也 0 

一 、 御 本 田 御 人足 は、 高え 三 を 懸け、 夫れ え 五 を 懸ければ 代 銀になる。 夫れ え 一 三 五 を 懸ければ 文 銀に 

なる 0 

一、 森 岡 村 は、 雪 垣 代 銀 は 御 傳馬六 を 懸ければ 古 銀になる。 同 高え 八 を 懸ければ 雜藁代 銀 知る 也。 

十 石 十四 匁な，.^ Q 

一 、 御傳馬 高え 五 を 懸ければ 口 御 鄕役銀 引 米 知る。 夫れ え 一 三 五 を 懸ければ 文 銀と なる。 

一 、 上.. -知銀 は 高え 四 七 八 を 懸け、 夫れ え 一 三 五、 引 米 高え 二 を 懸ければ 知る 也。 

一 、 森 岡 村 御 鄕役は 十四 匁な 60 但し 十 石に 付。 內六匁 は 雪 垣 代 銀、 同 六 匁 五分 藁 十三 \ 代、 同 一 匁 五 

分は體代銀、\十四匁な，.^0 
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一 、 右 引 米え、 雪 垣 銀 目え 三 を 懸け、 當 高え 五 を 懸ければ 二 口 引 米 知るな，. 

1、 森闹 村、 鹿 渡 村、 檜 山 町 右 同斷。 母 體村之 儀 は 山 下 村 之 事故 右 同斷。  ：  . 

1、 志 戶橋村 も 右同斷 Q 御傳馬 高の 內能代 町 諸 役 御免。 但し 御 本 田 御 人足 は 百 石に 付 三十 人 法に て、 

"人足 代 銀 一 ト通 6 出 申 候。  .  . 

一 、 岩 館 村 は 雪 垣 一 ト通..^にて、外糠藁は御免。 但し 右 村の 上ら 知 も 御 本 田 同前な， 00 

一：、 八 森 村 は、 御 境鄕の 事故 御 鄕役は 二十 三，^ な.^。 內九匁 薪 代 半 役、 內六 匁， 雪 垣 代 丸 役、 內八匁 糠 藁 

代 同斷。 ダニ 十三 匁 也。 

一 、 引 米 之 儀 は 薪 代 銀え 五三 五 を 懸け、 雪 垣 代 三 を 懸け、 糠 藁 代 四 を 懸け。 但し 雪 垣 代、 ffi 藁 二 口 引 米 

一 ッに 知る 時當 高え 五 を 懸け。 

一 、 上 岩 川、 下 岩 川、 大口 村、 中澤 村、 向能代 村、 右 村々 は 御 本 田 御 入， 0 にて 當高十 石に 三十 八.^ 御鄕役 

な. oO 

內 十八 匁 薪 代 銀、 內六匁 雪 垣 代 銀、 內六匁 夏萱代 銀、 內八匁 糠 藁 代 銀。 ダ三 十八 匁 也。 

一 、 上り 知 高 は 何方 村 にても 四十 七 匁 八 分な 6 る 但し 一 石よ， 0 下の 村 は 小 役 銀 御免 0 御 本 田 御開きと 

もに 右 同斷。 

一、 御開き 高 は、 久米 岡、 富 岡、 淺 田、 沼田、 濱田 村と も 十九 匁御鄕 役な 60 但し 御 本 田 三十 八 匁の 半 役 


一 、 大 坂俵賃 帳面 調 方 之 儀 は、 年々 御 皆 濟に罷 登.^ 候 もの、 御藏 鄕有 米え、 米 一 石に 付 古 銀 七 分 五 厘.； S 

の懸算 にて 右 帳面 調 ひ 指 上 可 申 候。 ，.，-.•:, 

一、 鹿 渡、 森 岡、 豐岡、 志戶 橋、 檜 山、 母體、 八 森、 岩 館、 大口、 下 岩 川、 上 岩 川、 右 村々 な 60 但し 中 澤村先 

年より 出不申 候。 

一、 右 俵 賃之儀 は 年 切に 違 ひ 有 之 候。 其譯 は、 毛 引 並に 米 過に 有 之 時 は 有 米 不足に 相 成 候 故 定り無 之 

候 。尤嚷 年 紙 等 は 有米內 よ.^ 引落し 正 米え 七 分 五 厘： 掛 るな.^ 。• 

一 、 御 本 田 往還 御 傳馬高 御鄕役 銀、 當高百 石に 付 

一、 銀 六十 目 雪 垣 代 銀 此引米 五斗  ，， ゝ 

一、， 銀 八十 目 糠 藁 代 銀 但し 引 米な し  , 1. おに ： ... ： ，：； 

ダ百 四十 目 

一 、 御 本 田 脇 御藏 御鄕役 銀、 當高百 石に 付 

一、 銀 六十 目 雪 垣 代 銀 此引米 五斗 に ~ 

一 、 同 百 八十 目 薪 代 銀 此引米 一 石 五斗 

御金 藏御 定法 書  SIS 
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一 、 同 六十 目 夏 萱代銀 此引米 五斗 

三 口. U  二百 目  引 米 合 二 石 五斗 

外に 八十 目 糠 藁 代 銀。 右二 ログ 三百 八十 目。 

一、 引 米は當 高え 二 〇 五 を 懸け 申 候 得ば 米 知るな 60 御 人足 は 當高百 石に 付 三十 人、 代 銀 は 一 人に 付 

平目 銀 五分 宛、 薪 代 銀 當高十 石に 付 十八 匁、 引 米 は 銀 百匁に 付 五斗 八 升 三 合 三 勺。 但し 御傳馬 高、 御 

山 下タ、 御 境目 鄕は 御免。 

雪 垣、 夏 萱代銀 當高十 石に 付 十二.^、 銀 百 目に付 引 米 八 斗 三 升 三 合、 孰 も 糠 藁 代銀不 入。 薪、 夏萱、 雪 

垣 代 銀 一 ッ 度に 懸る時 は、 當 高え 三 を 懸けて 銀になる。 糠 藁 代 銀は當 高え 八 を懸る 也。 

一、 大坂俵 賃銀 は、 去年 中の 御 皆 濟萬ッ 引 米 外米え 七 五 を 懸けるな，. ^0 

〇  . 

一 、 上 6 知 御藏 高 御鄕役 銀、 當高百 石に 付 

一、 銀 百 八十 目 薪 六尺 三寸 張十签 此 人足 九十 人 此引米 九 斗 

、 銀 五十 五 匁 春 垣 代 銀  御 人足 三十 人 此引米 三 斗 

、銀 六十 目 夏 萱ー萬 把  御 人足 四十 人 此引米 四 斗 


、 銀 五十 五 匁 雪 垣 代 銀  御 人足 四十 人 此引米 四 斗 

、 銀 十五 匁 糂 五斗 入  三十 俵 

、 銀 六十 五 匁 藁 六尺 三寸 結 百 三十 ダ 

、 銀 三十 目 御傳馬 三十 疋  三十 疋 

、 銀 十八 匁 人足 三十 六 人 代 銀 一 人に 付 五分 づ く 

右銀グ 四百 七十 八 匁  引 米 合 二 石 

〇 

一 、 御 米 積り 引 米は當 高え ニを懸 る。 諸 役 銀 當高十 石に 付 四十 七 匁 八 分、 銀 百 目に付 引 米 四 斗 一 升 八 

合 五 勺、 口 米 出物 成 ニを懸 る。 御 本 田 上，.^ 知、 別 水 御開 共。 

〇 別 水 御開き 御 鄕役銀 百 石に 付 

一、 銀 六十 目 雪 垣 代 銀 此引米 五斗 

一、 同 百 八十 匁 薪 代 銀 此引米 一石 五斗 

一、 同 六十 匁 夏 萱代銀 此引米 五斗 

三 ログ 三百 目  此引米 合 二 石 五斗 

右 半 役 銀に て 百 五十 目 也。 外 糠 藁 代 銀 八十 目の 內半 役に て 四十 目。 半 役 二 口 合 百 九十 目 也。 

, 斜<|藏 御 定法 書  II  I  § 
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、 引 米 半 役 米に て當 高え 一 斗 二 合 五 勺の 法に て、 十 〇 二 五 を 懸て引 米 知るな，. 又 半 役 銀 糠 藁 代 銀 

除く 外、 六 八 二 懸るは 御 皆 濟目錄 相違な し。 

、 別 水 御開き 高、 當 高え 十五 を懸る 也。 是ぇ引 米 六 斗 八 升 二 合 懸ければ 引 米 違 ひなし。 十 〇 二 五. は 

少違ぁ 6.0 

、 薪、 夏萱、 雪 垣 代 銀は當 高え 十五 懸ける。 糠 藁 代銀當 高え 四 を懸る 也。 

、京 目 足 銀 は 百 目に付 古 銀に て 二分 づ 

、 御 符賃は 一 匁に 付 錢三步 づく。 御金 藏御皆 » 御鄕役 銀寬政 十一 未年 立方、 平目 銀に て 御皆濟 帳え 

相 立 京 目 入 候而。 

. 御 本 田 當高百 石に 付 

一、 文 銀 平目 二百 四十 四 匁 二分 二 厘 薪 代 銀 

一 、 文 銀 平目 八十  一 ， ^四 分 一 厘 萱、 雪 垣 代 銀 

一 、文 銀 平目 二十 目 三分 五 厘  糠 代 銀 

一 、 文 銀 平目 八十 三 匁 一 分 九 厘 藁 代 銀 

上. 0 知 當高百 石に 付 

一 、 文 銀 平目 六 百 四十 八 匁 五分 三 厘 諸 役 代 銀 


御開き 當高百 石に 付 

一、 文 銀 平目 百 二十 二 匁 一分一厘 薪 代 銀  ， 

一 、 文 銀 平目 四十 目 七 分  二 稾代銀  . 

一 、 文 銀 平目 四十 目 七 分  雪 垣 代 銀 

一 、 文 銀 平目 十 匁 一 分 八 厘  糠 代 銀 

\ 一  貫 二百 九十 一 匁 三分 九 厘 

右 之 通， 0 懸候樣 に 被 仰 付、 肝 煎 免 石 以下よ. 0 も ニ升ヅ 、 同年より 被 下 候 0 郡 方 帳 は 出 高よ. 0 九 才迄切 

捨、 當高出 米 も 右 同斷、 御 鄕役も 右 同斷。 本 田、 御開き 御 人足 は 不被下 候。 引 米 も 九 迄 切 捨ロロ な.^。 

〇 秋 田 六 郡 村々 萬 引 物 米 

、 稻穗 十本に 付  此引米 二 升 

、石 場大 石ーッ jg 派 ま t«n 此引米 九 升 

、 ばらの 實 一 升  此引米 三 合  ， 

、 葉萱 三尺 丸一 羽  此引米 二 合 五 勺 

ヽ葉萱 一尺 ニ寸 通り 十 羽 葭同斷 此引米 四 合 

、上白 米 一升  此引米 一升 三 合 
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， 上 中 白米 一 升 

. 人足 一 人 扶持 方 

_ 人足 詰 夫 手形 有 之 時 は 

_  二 本 松立歸 6 夫 一 人 

ほほ づき 

_ 鬼 灯 百 粒 

干葉 十 連 

イ^ ii^ 1 K 1 h 夂但鳥 打、 廳匠、 諸 

at  ノ  職人 晝食 あり 

ィ 道中 乘馬 

通詣乘 一疋 一夜 

豆腐 粕 一 斗 

、ゝ Jn- もつ こ 

鳥 湯 筵 一 枚 長貳間 

鳥 腸 筵 揄五尺 長 五 尺 

ちしゃの 實 一 升 

砂利 俵 一 俵 

苫 長 六尺 七 寸揄五 尺 

糠 五斗 入 一 後 炭 も同斷 


此引米 一 升 二 合 

此引米 一 升 五合 

此 弓 米 五 yK 

此引米 三 合 

此引米 五合 

此引米 一 升 

此引米 大豆 二 升 

此引米 三 合 

此引米 六合 

此引米 三 合 . 

此引米 三 升 

此引米 二 升 

此引米 四 合 

此引米 六合 


K 百 羽に 付 五 尺 丸 右同斷 

藁 百 羽に 付 一 尺六寸 通り 

藁 三尺 通り 

藁 筵 一 枚 

割 木 一尺 丸一 束 

割 木 薪 三尺 通 6_ 一  束 

かけ 槌  一 丁 

から 竹 三尺 四寸 

#1ー 百 羽 但し 代 銀 六 分 

f  1 、. ^こォ 但し 六尺 三寸 

1^  ィ張代 銀 十八 匁 

駕籠 者 一人 一夜 賄 

よし 一 駄 

一 間 萱簾 も同斷 

1 丈 一疋 一 夜分 

I 丈 rJ も 一枚 
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此引米 四 合 五 勺 

此引米 七 合 

此引米 一 合 七 勺五才 

此引米 五合 

此引米 六合 八 勺 

此引米 五合 

此引米 七 合 

此引米 五合 

ず 

此引米 五合 

此引米 一 升 五合 

此引米 二 升 

此 米 一 一升 

此引米 二 合 五 勺 

此引米 五合 

此引米 二 合 
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、 明 松 十本 

はしら 

、 秣 十本 

、 繩 百尋 

、麥 一升 

、 馬沓 一 足 

ヽ i  一  £ 但し 馬に て 請 取 

I 刃 手形 有 之時納 

ラ こ ざ 

、 五加 木 一 本 

、 苫ニ尺 一 枚に 付 

、 苧柄 六尺  一 \ 

、 苧柄 三尺 丸一 ダ 

、沓 一足 

、 鍬臺  一 丁 

ヽ 長 七 尺より 八 尺 迄 

お 末 ロニ 寸 三寸 

、黑實 一升 

、 山芋 十本 


此引米 五合 

此引米 三 合 三 勺 三才 

此引米 六合 

此引米 二 合 

此引米 大豆 二 升 

此引米 三 升 

此引米 三 合 

此引米 一 升 五合 

此引米 五合 

此引米 二 合 

此引米 七 合 五 勺 

此引米 一 合 

此引米 三 合 

此引米 二 合 


山萱 百 羽 

丸 ± 末 i5 三寸 四寸 一 本 

なべつ る 

鍋 柄 一 本 

天 蓼 弦 一 本 

ふと ふ實 一 斗 

藤 三尺 一 束 尋と云 ふ 時百尋 

ふと ふ 弦 百尋 

菰 十 枚 長 間 

同 ニ尋、 揄ニ尺 五 間 

同 長 八 尺、 楠 六尺 一 枚 

荒 糠 一 石 

靑 百 目 

靑 大豆 一尺 丸一 羽 

靑 大豆 一 駄 

粟穗 百 本 
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此 pu,> 米 一 升 

此引米 七 合 

此引米 二 合 

此引米 二 合 

此引米 三 升 

此引米 六合 六 勺 

此 ro.^ 一  升 

此引米 二 升 

此引米 一 合 六尺 

此引米 四 合 

此引米 一 升 二 合 

此引米 一 升 五合 

此引米 四 合 

此引米 五 升 

此引米 六合 


S 一 


秋 田 叢書 第 十 一 卷 

、 靑 大豆 二 尺 丸 一 羽 

、 靑 大豆 六尺 丸 一 羽 

、 靑 大豆 一尺 丸一 羽 

、 靑 大豆 三尺 丸 一 羽 

、明 俵 一俵 

、 靑草 一 駄 

、粟 一升 

、粟穗 一尺 丸一 羽 

、酒粕 一升 

、 笹 十 羽 

、 草履 一 足 

、草履 一足 剌付筵 一 枚 

、木炭 一斗 

、柠木  一丁 

、きのめ 一羽 


此引米 五合 

此弓永 ニー 升 

此引米 二 合 

此弓米 一 升 

此引米 二 合 

此 nr> 未 一 一升 

此引米 六合 

此引米 一 升 二 合 

此引米 三 合 

此引米 五合 

此引米 二 合 

此引米 一 升 三 合 

此引米 五 升 

此引米 五合 

此引米 一 合 


va 

養 


、黍 一升 

、 雪 垣 一 間 

、雪 かへ すき 一枚 

、 柴 一 尺 ニ寸尺 十本 

、 柴 三尺 丸十 羽 

、 柴 五 尺 丸 一 羽 

ヽ 白糸 百 目 

、鹽 一升 

、 芝 博 十 枚 

、 蜆 貝 柄 一 升 

、 江 戶立歸 夫 一 人 

、荏 油 一 合 

、 禝實 一 升 

、稗 一升 

、檜 串 長 一 尺 十本 
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此引米 五合 

此 ？ソ ボニー  升 

此引米 三 合 

此 po.;K 一  升 

此引米 五 升 

此引米 一 升 五合 

此 ro.;K  ニー  升 

此引米 五合 

此弓未 一 升 

此引米 一 合 

此引米 一 石 

此弓未 一 升 

此引米 三 合 

此引米 六合 

此引米 一 合 三 勺 三才 
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、救 一升 

、 桃ず よ ひ 十本 

、 李の 皮 一 組 二百 目 

、 李 皮 一 羽 長 二 尺 五寸丸 

、砂 一俵 

、 砂 一 坪と 言 時 

、 炭 五斗 入 一 俵 

、 中 目 六 貫 六 百 目 

、 炭 四 貫目 

、 炭 三 貫目 

、 煤 三 斗 入 一 俵 


此引米 六合 

此引米 五合 

此弓米 三 升 

此弓永 一 升 

此引米 七 合 

此引米 五 升 

此引米 三 升 四 合 

此 ro.^ 一 一  升 

此引米 一 升 三 合， 


此引米 七 合 五 勺 

、 當高十 石に 付 御 人足 三十 人づ 一人に 付 京 目 一 匁 五分 づ 

お 本 田 

、 赏高十 石に 付 御 人足 三十 人 宛 0 平目 銀 五分 づ、 0 


IS 


大坂 俵造賃  . 

本 田 御物 成 一 石に 付 京 目 七 分 五 厘 宛。 別 水 は 除き 0 

右 之 通 6、 寬政 十一 未年 御金 藏御 皆濟 帳え 平目 銀に て 相 立 候 所、 京 目 入 候と 被 仰 付。 仍而如 S 

記 置 申 候。 

以 上 


嘉永三 歲庚戌 霜月 吉日 

田 仲 與四郞 用 之 


. 山 本 郡 久米岡 村 物 成 並 諸 役 相 定絛々 

新田 

免 一 ッ If 一 石 一斗 一 升 四 合 新田 

當高 \ 三百 十六 石 二 斗 一升 六合  。 

此物成 百 八十 九 石 七 斗 三 升 但水損 千 損 其 年 之 見 分 I たるべし 

一 ヽ 六 ッ成高 百 石 S 物 成 六十 石 宛 5 給 分 共 I 姓 可 納之事 

一、 升 S 之 升に て 可 斗 之。 若 非 分に 計 取 者 於 有 之 は售可 If 

一、 口 米 之儀 、物 成 六十 石に 付 米 一石 二 斗宛 可 出 之 事 
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、 藁 草 は 物 成 六十 石に 付 六尺 結繩 にて 百 三十 丸 可 出 之、 藁 之 本 を 打 違兩方 揃、 中 を 六尺 丸に 可 致 之 事 一 

、 據は物 成 六十 石に 付 五斗 入 三十 俵 宛 可 出 之 事  一 

、 藏入之 村人 足 入 次第 可 出 之、 扶持 方 は 一 人 一 日に 忖判之 升に て 一 升 五合 宛、 年貢 納候時 之 勘定に 可 一 

引合。 竈 木、 夏萱、 雪 垣 等 之 人足 扶持 方 も 可爲右 同前 事  - . 

、 給 分 之 村、 六 ッ成高 百 石に 付 一 ケ 年に 人足 二百 三十 六 人 可 出 之。 扶持 方 は 一人 一 日に 付 判 之 升に 一 

て 一 升 宛 可 取 之。 內 二百 人 は 春 垣、 夏萱、 雪 垣、 竈 木 之 分 也。 同 三十 六 人 は 入用 次第 可 勤 之 事  一 

、 藏入之 村、 馬 入 次第 可 出 之。 一疋に 口 付 一人、 此 扶持 方 判 之 升に て 米 二 升 宛、 年貢 納候時 之 勘定に 一 

可 引合 事 

、 給 分 之 村、 六 ッ成高 百 石に 付 一 ケ 年に 馬 三十 疋宛可 出 之。 但 一疋に 付 口 付 一人、 此 扶持 方 判 之 升に 

て 米 二 升 宛 可 取 之 事 

、 藏入之 村、 六 ッ成高 千 石に 付 詰 夫 一 人 宛 可 出 之 事  一 

、 給 分 之 村、 其 給 人 江 戶詰之 時 は 六 ッ成高 百 石に 付 江 戶夫ー 人 宛 可 相 勤。 道中、 江戶 逗留 中 給 人 致扶ー 

一 

持 之 外 一 ケ 年に 付 判 之 升に て 米 五 石 宛、 半年 詰 は 米 一 石 五斗 可 請 取 之 事 

一 

、 藏入之 村人 足 仕、 六 ッ成高 百 石に 付 一 ケ 年に 三十 人 宛 可 召 仕 之 事  一 

、 藏入之 村 肝 煎 免、 物 成 米 百 石に 付 二 石、 二百 石に 付 三 石、 其 上 之 高 は 百 石に 五斗 宛 之 算用に 藏ょ. 


肝 煎 取 之。 物 成 皆濟之 時分 勘定に 可 引合 事 

、 一 鄕之肝 煎 支配 之 百姓家 一 軒に 付、 一 ケ 年に 人足 四 人 宛 可 召 仕 之 事 

、 一 鄕に 新田 之 肝 煎 於 有 之 は、 支配 之 新田 百姓家 一 軒に 付 一 ケ 年に 人足 四 人 宛 新旧 之 肝 煎 可 召 仕 之。 

本 田 之 肝 煎 一 鄕 新田 之 百姓家 一 軒に 付、 一 ケ 年に 人足 二人 宛 可 召 仕 之。 本 田作 候 百姓 新田 を も 作 候 

は、 家 一 軒に 付 一 ケ 年に 人足 四 人 宛 本 田 肝 煎 仕 之、 新田 肝 煎 は 人足 二人 宛 可 召 仕 之 事 

、 藏入之 村 給 分 之 村 共に、 一 鄕之肝 煎 作 候 高 六ッ成 二十 石 迄 は 夫傳馬 人足 不出 之、 肝 煎 二十 石高 之 分 

は 百姓 可 勤 之、 二十 石より 上作 候 は 過 之 分 は 何程 にても 肝 煎 可 勤 之 事 

、 山川 野 役 如 相 定之藏 え 可 納之事 

、 藏入之 本 田、 新田、 關、 堤 普請 一 村之內 にても、 自分 之 田え 不掛 水な，？ とも 一 村 之 百姓 無殘 人足 出し 

可 勤 之 

但給人 之 新田 は、 正 保慶安 年中 平均 之 竿 入 候 分 は 本 田可爲 同前。 其 以後 之 開 は 右水 掛 6 之 田作 候 百 

姓ば.^ 人足 可 出 之 事  . 

、 藏入之 村 給 分 之 村 共に 缺落 百姓 於 有 之 は、 當物成 小 役 共に 一 鄕之 百姓 可 致 皆濟。 附て跡 田地 作 人 

有 之 迄 は 一 鄕之 者， 作 之 荒 間鋪事 

、 藏入之 本 田、 開 之 水に て、 延寶 二， M 之 年よ 6 以來給 人 新田 致 候 分は藏 入に 竿 可 入 之 事 

黑印 御定書  ES1 
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一 、 藏入之 本 田、 開 之 堰ぇ給 人 新田 之 水 を 加 取 候 儀 停止 之 事 

一 、 地頭 代官え 禮錢之 儀 百姓 可 爲存寄 次第 事 

一 、 跡々 よ 6 如 申 付、 在々 所々 之 百姓 奢た る 儀不仕 農業 を專 にいた し、 進退 持 立 候檨に 常々 心懸 諸事 不 

可 致 油斷事  . 

一、 領分 中 百姓 返 之 儀 撿地之 時、 在 付 候 帳面 次第 たるべし 

但 地頭 代官より 暇 爲取候 百姓 は 可爲各 別事 

一 、 藏入之 村 代官 之 者、 給 分 之 地頭 並 在々 公用 勤 候 者 非 分 之 儀 於 有 之 は、 急 度 可 致 披露 事 

一 、 不孝 之 百姓 於 有 之 は可處 罪科 事 

一、 從 先年 如 申 付、 肝 煎 百姓 不應其 身に 屋作 不可 致 之。 但街 道筋 之 家、 人 宿 仕 者 は 可爲各 別事 

一 、 百姓 衣類、 江戶ょ 6 御法度 書 之 通 可 致 事 

一 、 勸進 相撲、 あやつ.. >  等 之 芝居 之 者、 在々 所々 に 一 切 不可 留置 事 

一 、 神事 祭禮 或は 葬禮 年忌 之佛 事、 或は 娶取鸯 取 諸事 之 祝儀 等に 至 迄、 百姓に 不 似合 結構 不可 致 之 事 

一 、 往還 之 旅人に 不可 致 慮外。 夫傳馬 無滯出 之、 駄賃 木賃如 制札 之 可 取 之 事 

右條々 可 相 守 之 者 也 

賓永ニ 年 酉 十一月 日 (黑 印) 


郡 
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米 
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I 田 目 道 茂 著 

年々 の 作 合に 因て 六 郡 生米 多少の 考 

〇 一億 八 千 六 百 六十 二 萬 四千 辟  . 

プ 郡の 田地 凡 四 里に 十 里程 こ U -、  5TSJOE!;?:x、d 1、1 ？ 

- 1^^^ 四 里の， E 數八千 六 百 四十 間、 二十 

, も ー  く は 訂正 御 格式 を 見て 知るべし。 

內 三百 七十 三 萬 二 千 四百 八十」 平 

苗代に 除く。 但百 M 'こ ォニ平 こ,」、 p,,^  >  , . 

，^  ^ザ ニ坏充 にて ぶが 國の反 法 四百 步 一反に 付 八 坪の 去。 feral 

一反 を裡の 法と す。  ^四百 步 

此町反 千 二百 四十 四 町 一 反 六.,^ 
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但、 是は 一 反 三百 步の法 なれ ども 是も尙 裡の法 也。 步數を 四百 步に 除て 出で たる 町 反 

を 三百 步の町 反と 立る は 表の 法な 6  0 是を 心得 置くべし。 

此鄕高 一 萬 二 千 四百 四十 一 石 六 斗 

但平均下田の積..^、 一  反 一 石の 法 

〇 一— 殘坪 一億 八 千 二百 八十 九 萬 千 五 百 二十 坪 

此町反 六 萬 九 百 六十 三 町 八 反 四 畝  , 

但、 一 反 三百 步の 法に して 是亦裡 の 法なる 事 上に 同じ。 

此鄕高 六十 萬 零 九 千 六 百 三十 八 石 四 斗 

但 平均 下田の 積，.^、 一  反 一 石の 法  • 

此總粒 二百 四十 三 萬 八 千 五 百 五十 三 石 六 斗 

但 一反に 付 四 石の 法 

此出米 百 四十 六 萬 三千 百 三十 二 石 一 斗 六 升 

但ー 升に 付 六合 摺 6 め 法  ， 

右 は 平均 下田の 法に して 八 分の 作に 當る 生米の 積 6 なる が、 其 作 合に 因て 其 生米の 多少 左 

の 如し 0 


〇 一— 此刈稻 七 千 三百 十五 萬 六 千 六 百 零 八 束 

但 平均 三 手 打 一 把の 十 把 一 束に て、 百 坪に 四十 束の 法 

A 此 生米 平均 作 合 十分よ リ 三分 迄 八 段の 積り 

坪 一升 百 八十 二 萬 八 千 九 百 十五 石 二 斗 但 一束 二 升 五合 

百 六十 四 萬 六 千 二十 三 石 六 斗 八 升 但ー 束 二 升 二 合 五 勺 

百 四十 六 萬 三千 百 三十 二 石 一 斗 六 升 但 一束 二 升 


〇 十分 

〇 九分 

〇 八 分 

〇 七 分 

〇 六 分 

〇 五分 

0 四 分 

〇 三分 


坪 九 合 

坪 八 合 

坪 七 合 

坪 六合 

坪 五合 

坪 四 合 

坪 三 合 


百 二十 八 萬 二百 四十 石 六 斗 四 升  但 一束 一 升 七 合 五 勺 

百 九 萬 七 千 三百 四十 九 石 一斗 二 升 但 一束 一升 一 合 

九十 一 萬 四千 四百 五十 七 石 六 斗 但 一束 一 升 二 合 五 勺 

七十 三 萬 千 五 百 六十 六 石 八 升  但 一束 一升 

五十 四 萬 八 千 六 百 八十 四 石 五斗 六 升 但 一束 七 合 五 勺 

右 十分よ 6 三分 迄の 八 段に て盡る 事と すべし 0 但十 一 分、 十二分の 作 合も必 なしと 云べき に 

は 非 ざれ ども、 十 一分 は 一 坪 一升 一 合に 一 束 二 升 七 合 五 勺、 十二分 は 一 坪 一 升 二 合に 一 束 三 升 

にて、 一 坪 一 合の 差； 5 は 凡 十八 萬 石 程 故、 十 一 分と して は 二百 萬 石 程に、 十二分と して は 二百 

十八 萬 石稃な 6。 十分と 云 ふ 作 合の、 十 度に 一 度 も 斯る作 合の 交る 事 も 有ん か。 又 三分 は 凶 
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年の 極みと 云 ふべ し、 天 保 四 巳年の 大凶 は此 三分に 當れる 事な らん か。 翌 午年 十 萬 石 程の 食 

物 を 御 下しと 成 ，0- たる 事なる が、 此 三分の 五十 四 萬 八 千 石 餘へ十 萬 石 加 へ 六十 四 萬 八 千石餘 

にして、 六 郡の 下民 死亡に 及べ る 事 は 人 皆是を 知る 處 也。 尙又下 あに 記す 處の六 郡の 人 積 6^、 

米 積， 9 を 以てよ く 是を辨 ふべ し。 

〇 六 郡 人 積り 

参  - 

〇 四十 三 萬 五 千 人 

六郡總 人數。 但天保 四 巳年の 調べに は 四十 三 萬 五 千 二百 六十 二人 なれ ども、 二百 六十 二人 

は是を 除く。 

但 內 十二 萬 三千 九 百 人  强 業の 耕 夫 

但 田の 總坪數 一 億 八 千 六 百 六十 二 萬 四千 坪、 畠の 總坪數 六 千 百 二十 五 萬 坪、 二  口 合て 二 億 四 

千 七 百 八十 七 萬 坪。 此 四百 步ー 反の 町 反 六 萬 千 九 百 六十 八 町 五 反。 右 四百 步の 一 反に 付 耕 

夫 二人の 法に て 十二 萬 三千 九 百 三十 七 人 なれ ども、 三十 七 人 は 之 を 除く。 又 天 保 四 巳年の 

調べ に は 六 郡の 總民數 三十 六 萬 九 千 四百 八十 一 人なる が、 是を 三十 七 萬 人と して 一 家 六 人 

に、 內 二人 は 耕 夫に て 其 耕 夫 十二 萬 三千 三百 三十 三人な. 其 實人數 よ. 0 出力る W 夫. の數 


と、 反數に 因て 出た る 耕 夫の 數と其 大數の 差 はざる を 見て、 耕 夫 積 6 と 田 畠の 町 反 積. o と、 

其 中 勘せ る 處の差 はざる を 知る ベ し。 

外に 一 萬 人  他領よ，. 入.^ 人の 大凡 考 

但十 崎、 能 代 舟 手の者 共、 或は 久保 田、 仙 北、 下 筋、 又は 銀山、 銅山 等 へ 入 込み、 商人 並に 雲水 

の 僧 、虚無 惯、 行人、 角力 取、 役者、 藝者、 香具 賣の 類、 其 外總て 往來の 旅人と も 凡 二 萬 人の 半 

年分。 

合て 四十 四 萬 五 千 人 

內五千 人  地の 者 他領へ 出る 處の 大凡 考 

但江戶、大坂へ御家中登.^詰合、供回.^共、或は商人、手間取.^、伊勢參.^、金^羅參-^、羽黑 

參， o、ll5 侶の 本山 登. 、雲水 共 凡 一 萬 人の 半年 分。 

殘 6 四十 四 萬 人 

A 右人 數 にて 一 ケ年 入用の 米積リ 

〇 四十 萬 五 千 八 百 九十 六 石 四 斗  强 業の 耕 夫 十二 萬 三千 九 百 人の 飯 料 

但ヽ 一 年 三百 六十 日の 內 七十 二日 は柔 業の 日に て 一 日 一 人 七 合 半、 同 二百 八十 八日 は强 業の 

日に て 一 日 一 人 九 合 半、 都合 一 年 一 人 三 石 二 斗 七 升 六合 充。 右 食 積.^ の 法 精く は 訂正 御 格 
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式 を 見て 知るべし。 右軿 夫の 外 山 子な ども 强 業の 者 なれ ども、 此耕 夫人 數の內 へ 見込て 可 

なるべし。  • 

〇 五十 三 萬 二百 八十 石  平民 二十 四 萬 五 千 五 百 人の 食料 

但、 農民の 總數天 保 四 年の 調べに て 三十 六 萬 九 千 四百 八十 一 人 なれ ども、 是を 三十 六 萬 九 千 

四百 人と 見て、 內 十二 萬 三千 九 百 人の 强業耕 夫 を 引、 殘 6 右人 數ー 日 一 人 六合、 一年 三百 六 

十日に て 二 石 一 斗 六 升 充の積 6。 但御 格式の 法 は、 平民 共に 强 業の 者と 同く 一  年 三 石 二 斗 

七 升 六合の 積り なれ ども、 夫れ は 濁酒 迄 も 見込みた る 法なる が、 今 は獨酒 をば 別に 積り 出し 

. たる 事故 其 濁酒の 見込 を 引き、 平 人 定法の 五合へ 一 合を增 して、 婦人 老幼と も 平均 六合と せ 

る 也 0 是は强 業の 者に は 有 ざれ ども、 農民 丈 は 平 人よ. 0 强 食なる ベ く、 又 子供な ども、 御城 

下回 ft- の 如く 菓子 やうの^ 物 も ある まじき を 以てな， 90 

〇 十二 萬 七 千 八十 石  平 人 七 萬 六 百 人の 食料 

但、 總人數 四十 四 萬 人の 內 農民 三十 六 萬 九 千 四百 人 引、 殘.. ^右人 數 一 日 一 人 五合に て、 一 年 

三百 六十 日に は 一 石 八 斗充の 積，.^。 

〇 八 萬 石  六郡淸 酒造 6. 米、 ffi 米、 並に 搗減， 0 とも 定石 一 萬 五百石 程に 割！？ 加 へ 大凡 考 

ai 、久保 田 町並に 牛 島、 田 中、 八丁、 合て 請 石 二 千 四百 石の 平均 三遍 返し、 此 造.^ 米 七 千 二  _ 白 


石、 此 a 米 三千 六 百 石、 外に 搗 減.. -米千 二百 石、 都合 一 萬 二 千 石。 在々 合て 請 石 八 千 石の 平 

均五遍 反し、 此 造，^ 米 四 萬 石、 此雜米 二 萬 石、 外に 搗減米 六 千 七 百 石、 都合 六 萬 六 千 四百 石。 

總合七 萬 八 千 七 百 石、 是を八 萬 石と 積る。 右 造，.^ 米 二 口 合て 四 萬 七 千 二百 石、 此水酒 五 萬 二 

千 石、 十一 の 滴. 0 に 當る。 但此水 酒 積. 9 は 定法 なれ ども、 實は 十二 半の 滴 6 にも 當る べし。 

• 然る 時 は 五 萬 九 千 石なる が 六 萬 石 は あるべし。 

〇 十 萬 石  濁酒 造り 米、 ffi 米 共 大凡 考。 但六郡 村々、 並に 組 下、 給 人、 御 足輕町 場と も 

但、 下モ、 仙 北 共 大高持 分限の 者 は、 家內の 扶持米に も齊 しき 程 濁酒 米に 潰す と 云 へ ども、 小 

百姓 は 扶持米の 五，、 力 一 も 造らず。 但此 扶持米と 云 ふ 事 は、 上に 記せる 如く 農民の 食 米 積.^ 

七 合 半、 九 合 半な どの 事 を 以て 云 ふに 非ず。 平 人の 輕升 五合の 積 6 を 以て 云 ふ 事 也。 御 格 

式に は、 强 業の 外なる 平民 を も 七 合 半、 九 合 半な どと 積 6 たる は、 旣 にも 云る 如く 濁酒 迄 も 

見込た る 物なる を 知るべし。 又 濁酒 は粃、 乾の 類 を も 加へ 造る 事故、 夫れ を も 見込みた る 

考也。 

〇 六 萬 五千石  糯 米凡考 

但、 一 ケ年の餅、强飯、干餅、菓子、飴、白酒、染形粘の額品々になる積<^。 下 *、 仙 北と もに、 持 

高 十 石の 百姓 は 大體高 一 石糯 作る 物 なれ ども、 二百 石 三百 石の 高 持の 者 は、 又 其 如く 十，， 力 一 
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の 割に も 作らず。 又 城下 近在 は 千 刈に 二百 刈 も 作れ ども、 奥 在 は 千 刈に 六 七十 刈 も 作る 故、 

總當高 凡 三十 四 萬 石に 八 分の 平均 當高ニ 萬 七 千 二百 石と 見て、 其 生米 積 6  二 四の 定法。 

〇 三 萬 千 五百石  味噌 雜米 

但、 一 家 六 人に 付 大豆 六 斗、 雜米四 斗 三 升の 法に て、 總人數 四十 四 萬 人の 分 ン三萬 千 五 百 三十 

石餘 なれ ども、 三十 石 餘の端 は是を 除く。 

〇 一 萬 五千石  小 遣； 5 品々 の分ン 大凡 考 

但、 酢、 醬油 等の 雜、 彼岸 圑子、 其外シ ン コ、 カウ レ ン、 干菓子、 鮮飯、 餅の 取 6 粉 等の 考。 總人 

數四 十四 萬 人の、 一 家 六 人の 一 軒に 付 二 斗程づ K の 積. >。 

〇 一 萬 千 石  種 救になる べき 米 積 6 

但、 田の 總坪 一 億 八 千 六 百 六十 二 萬 四千 坪の 內、 三百 七十 三 萬 二 千 四百 八十 坪 苗代 分ンに 引、 

殘. 0 一  億 八 千 二百 八十 九 萬 千 五 百 二十 坪。 此 四百 步 一 反の 町 反 四 萬 五 千 七 百 二十 二 町 八 反 

八 S の、 一 反に 付 四 田 平均 粒に て 四 升 一 合九勺三才に當る法なれどもき|^赌一:^|^4 ほ御是は 

餘る 丈に 積れ る 定法 故、 是を四 升と して 此總籾 一 萬 八 千 二百 八十 九石餘 とな- >  、此米 一 萬 九 

百 七十 石餘 となる。 是を 右に 積る。 

合 百 三十六^ 五 千 七 百 五十六 石 四 斗 


內十萬 五 千 七 百 五十六 石 四 斗 

' ' ^)  ししな こめさき 

六 君 在々 S 、乾 SSI に 加へ、 又 S の 在々 並に i 等の 米 不足の 付 t 々比、 

乾、 又は 麥、 粟、 稗、 蒙き 飯 料へ 加 ふる 事故、 右に て 正 米の 浮きと な 

內七萬 三千 石 靴、^  - 

同 三 萬 二 千 七 百 五十六 石 四 斗 麥、 粟、 稗、 蕭 等の 大凡 考 

但ヽ秕 、乾 は 粒 一 石に 付 三升充 出る？ 六 郡 平均 下田の？ 一  反に 付着 石 取，^， 

として、 此 5 一 一  百 四十 三 萬石餘 へ 三 升 を i て W の 如し。 右 七 萬 學 石の 內 養- 1 

屢十萬 石の 內へ 見込み、 i 二 千 石 は 飯 料の 方へ 見 g べき か。 麥、 粟、 稗、 扉の 積 

らは、 六 郡 壽三萬 石、 此 S 六 千 百 二十 五 3 の 一二 ガ 一 は麥、 粟、 稗、 BS 仕 付く 

1 にて 此 1^ 數ニ千 四十 一 萬 六 千 六 百 六十 5、 此 四百 步 一 反の 町 憂 千 百 四 町 一 反 

七 畝、 此取 6 實、 麥、 粟、 稗、 鬵麥 押なら し 一 反に 付 二 石 四 斗 位の 積り m 據を ばに * き . ^ャし 

二 萬 石 程。 內 i 二 千 七 百 五十六 石 四 斗 S 料の 內へ 見込み、， 八 萬 石？，、.， 

子、 餛飩、 素麵、 鬵麥切 等、 其 外 g などになる 分， ともの 簧.. 

〇 殘百 二十 六 萬 石 一 ケ 年の 入 目 

此 見合せ 


ill 
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〇 百 八十 三 萬 石 程  十分の 作 

內百 二十 六 萬 石 

同 二十 萬 石 

殘三 十七 萬 石 

〇 百 六十 四 萬 六 千 石 程 九分の 

內百 二十 六 萬 石 

同 十五 萬 石 

殘ニ 十三 萬 六 千 石 

〇： 白 四十 六 萬 三千 石 程 八 分の 作 

內百 二十 六 萬 石 

同 十 萬 石 

殘十萬 三千 石  に 

〇 百 二十 八 Jsi 石 程  七 分の 作 

內百 二十 六 萬 石 

殘ニ萬 石 


四き 1 


一 年の 入 目 

沖 出の 考 

凶年 備 

一 年の 入 目 

沖 出の 考 

凶年 備 

一 年の 入 目 

沖 出の 考 

凶年 備 

一 年の 入 目 

凶年 備 但沖 出な し 


〇 百 九 萬 七 千 石 程  六 分の 作 

白 二十 六 萬 石  一 年の 入 目  • 

差 引 十六 萬 三千 石  不足 

〇 酒造 を 禁じて 補 ふべ き 事な らん か。 

〇 九十 一 萬 四千 石 程 五分の 作  ， 

百 二十 六 萬 石  一 年の 入 目 

差 引 三十 四 萬 六 千 石  不足 

〇 酒造 米 十八 萬 石に、 糯米六 萬 五千石の 半減 三 萬 二 千 五百石に、 麥粟 等の 八离石 半減 四 萬 石に て 

都合 二十 五 萬 二 千 五百石。 其 餘は備 米 を 出して 補 ふべき 事な らん か。 

〇 七十 三 萬 千 石 程  四 分の 作 

百 二十 六 萬 石  一年の 入 目 

差 引 五十二 萬 九 千 石  不足  - 

〇 酒造 米 十八 萬 石に、 糯米六 萬 五千石の 四 分 通，^  二 萬 六 千 石に、 麥粟等 八 萬 石の 四 分 通，.^ 三 萬 二 

千 石 合て 二十 三 萬 八 千 石。 また 農民の 食 積り 平均 五合 扶持と して 此 浮き 二十 七 萬 石餘、 總合五 

十 萬 八 千 石餘。 其 餘は備 米 を 出して 補 ふべき 事な らん か。 
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〇 五十 四 萬 八 千 石 程 三分の 作 . 

百 二十 六 萬 石  一 年の 入 目 

楚引 七十 一 萬 二 千 石  不足 

〇 此補 ひも 前條 に准じて 知る ベ し。 是は、 旣 にも 云 る 如く 天 保 四 年の 作に 類す ベ き 事 なれ ど 

も、 備 米の 用意 だに あらば 下民の 死亡に 及ぶ 程の 事 は 無らん か。 されば、 十分よ 6 八 分 迄の 作 合 

に は 兼て 其 用意 あるべき 事な らん か。 其 作 合 五厘增 して 凡そ 九 萬 石の 生米 ある 事故、 よく 兼て 

是を 量， 0 考 へ たらん に は、 十分に 其備 をな すに 足る ベ き 事な らん か。 乙 とし 嘉永四 年の 作 合 は 

實に 十分と 云 ふべ し。 彼の 凶年より 十九 年に して この 豊年に 逢へ る悅 びが てら、 予が豫 て 思； 5 

置つ る 事の 趣 を 以て 是を 記す 處 也。  . 

△ 考說， 

〇 上方 筋な どに て、 國々 の 作 合を考 へ 何分々々 と 書付に 記して 諸國 へ 配，.^、 又御國 にても、 今年 は 何分 

の 作 合な. 0 などよ く 云 ふ 事なる が、 其 何分 は、 何 を 見當の 本と して 云 ふこと ならん と、 或 人 予に問 へ る 

事 あり。 此 問の 不審 大いに 其理 ある 事 也。 是に 因て、 其 上方 筋な どに て 云 ふ處の 何分々々 と 云ふ窜 の 

趣 を：： ムん に、 彼の 十-免 法と 年 免の 反 取 6 米と 云 ふ 事の 二つに 從て、 米 商人 等が 空按 へに 云 ふ 事 也。 土 免 


法と は、 土の 善惡と 年の 豊凶に 因て、 粒 一 升よ 6 米の 出目 七 八 合よ.. M 一三 合 迄の 差ヒ ある 事と し. て 云 ひ、 

又 反 取り 米と は 高の 一 石 を 米の 一 石と して、 其 一 石 を 其 田より 出る 所の 總 米と 心得、 是を 本と して 其內 

より 貢に 取る 所 を 量..^ て 何分々 々と 云 ふ 事に て、 田 より 出る 處の 其實 米に は 更に 當ら ざる 事共 也。 高 

と 云 ふ は 則ち 粒の 事なる が、 其 高の 法 は 其國に 因て 差； 5 も ある 事 なれ ども 諸國 押なら して は、 田よ.^ 出 

る 處の粒 を 四 分して 其 一 を： 真に 取る 處の 高と 立てた る 物故、 其 年の 作 合に 從て其 國の其 赏米を 量り 知 

らんと ならば、 其 國の其 高へ 四乘 じて 其總 a を 知， o、 是 へ 六乘 じて 其 生米 を 知 6 是へ其 年の 作 合 何分 

乘 じて 其 實米を 知る 事と したらん に は、 先づ 多くの 差 ひ は 有 まじき 事 也 0 御國 にて 云 ふ處の 何分々々 も 

土 免 法と 反 取 6 米と 云 ふ 事の 趣に 從て、 同く 米 商人 どもの 筌按に 云 ふ處也 0 其 年の 作 合に 固て 其 生米 

を量>.=^知るは田法の肝耍にして、其生米を量るには六尺四方 一 坪の 生米よ • り 量る は 是皇國 の 古法な 60 

OS 一  升に 米 六合ず 6 とする は是亦 皇國の 古法なる が 人 作の 法に は 非ず、 天地 自然の 神 作と 云 ふべ し。 

然る を 米 納めの 法と 成て 以來田 法 四 六の 古法 を 失 ひ、 土 免 法と 云 ふ 事の 出き たれる よ 6ヽ 七 八 八：： よ. り 二 

たぶ.；！ わざ 

三 合 迄の 差 ひ ある 事と して 是を 免の 法と 立てた る は、 天地の 神 作 を 亂 せる 狂 所 爲と云 ふべ し。 予、 今年 

二き  うす  4,^ め  あ， つも、、 J 

の 新 稻を浮 こなし 襲に かけて 是を 様し 見た るに、 a 一  石 挽て 米 五斗 七 升いで、 乾 二 升 四 合に 粃 一 升 出で 

ひげし ね なかて 

た， 00 但是 は髭稻 の中稻 にて 斯の 如し 0 髭 稻は粒 持へ に 能く 念 を 盡 しても、 升へ、 入， 0 不足の 物なる 故 

也。 豐後稻 なれば 七 八 合 も 出る 物な 60 されば 六合と 立て. る は、 還 稻に豐 後稻、 又 早稻、 中稻、 晚稻押 
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ならしての 事に して、 又 其 六合 は、 所謂る 元 回しの 六合に て輕 升の 事に は 非ず。 總 て古法は 輕 升と 云 ふ 

事よ なき 法の 物 也。 ，^今招っ^せる霸にて五合七勺、豊後稻にて^八言ぁるべき以てヽ平 

均輕 升の 六合 六 勺、 元 回しの 六合 は あるべき 事 をよ く辨 ふべ し。 故に 上に 出しち 星 米， の 法 は、 皆 

元 回しの 升目 也。 人是 を辨 へ 置べ し。 又 一 ケ年米 入 目， の 法 は  一 Is へ を 加 へ ヽ是も 其 一 兀回 

しの 儘 こて 積れ る^。 此事を も 心得 置べ し。  す 

〇 米 一升の 法よ 六 萬 四千 八 百 二十 七 粒 なれ ども、 g 粒 數を 以て 米の 升數に 量る 時には 、襲に？ 割れ 

，の 出る f 考へ 合せ、 六 萬 四千 八 百 二十 七 粒と 千 百 七十義 を 加へ S 六 千 粒 S 二 升と する 

達る が、 此 割れ 捨， りと なる 處の考 へ 一 升に 付 千 百 七十 三 粒 故、 一 石に は 十 一 萬 七 千 三百 粒 是き 

の 升 管？？ &  一  an 一  石 S 么」. 一 米 六 斗の 外に 一 升 八 合の S る 法な 

るが、 是は？ 一粒 算 へに 算 へての 法 故、 粃の 交らざる 法なる S へ 知るべし，) され は m と 云 ふ 物 は 

稻穗 tg., て S 人交り 5 其？ は 取.^ i て、 其？ よき？^? て 上へ も納 S にして ヽ是中 

古 I めの 時の 法に 5 「も， fm とする ほ靈 is るべき 害 なれ ども、 米 納めの 法と 成て 後は 

f へに ii れ する も 詮なき 事の やうに は 成、 り ，也。 故に S: たる f る粃 f の？直 に 磬へ掛 て 

rzf 故に S 外に 又ず 出る 事に て 、夫れ 丈 米の 出 も 不足と 成.. 、又 米の 出の S にもなる 

5 あ S 也。 g へに？ 去る は、 米 待へ に pf と 同じ 理の 事, 米 納めと I る は 元 和 中よ 


..^s-事なるが、僅ニ百年來の間にai£ へ の 法 を 忘れ 果て、 今 は 六合 磨. „ ^の 法 を 五合 磨..^ と 立る 國も ある 

樣 にな.^、 又 前條に 云る 如く 彼の 土 免 法な どに は、 七 八 合よ， 9  二三 合 迄の 差 ひ ぁる襄 と 立てた る は 歎息 

すべし。 然れ どもよ く 意 を 用 ひて 古の 事 を 考れ ば、 米 を 量る 升の 算術に 其法殘 りて 顯然 たる 第 也。 人 

よく 之 を辨 ふべ し。 さて ヽ米 納めに する には粃 交.. > の a にて 抒 くも 聞え たれ ど、 今 も 粒に て 納めさせら 

る、 分 も ある 事 なれば、 是には 其 心得 あるべき 事な らん か。 

〇 上に 云 へ る 如く 、叙 一 石 磨り て は 米 六 斗に 乾 一 升 八 合 程 出る は 古よ 6 の 定法なる が、 予が 磨り 試 を 爲 

たるに は 二 升 四 合 出た.^。 是は其 作 合に も 因，^、 其稻 草に も 因る 事に して 一 樣には 定め 難き 襄 ながら、 

是 にも 亦 一 ッの譯 ある 事 也。 御國は 米の 澤 山なる に 因.^、 自然に 米 をい 力 はる 意 薄く、 磬へ米 を 多く 掛 

て カラに 任せて 是を抒 き、 其 働きの 尺 取處を 主にす る 事に て、 五合 や 一 升の 米な ど碎れ 捨.. ^になる 事 へ 

は、 深く 拘ら ざるよ..^ の 事 也。 公儀より a 御 買 上の 事 有て、 其 役人の 御國に 於て 磨り 試し を爲 たる を 見 

るに、 米 を 多く 襲へ 掛けず 小 磨..^ に 磨た るに て 乾 は 多く 出ず して 大體 六合ず りに 稱ひ. るが、 郡 方に て 

內 試し 爲 たるに は 六合に 足ら ざ..^ しと 云へ..^。 予が 試.^ る も、 是に 同じく 大磨 にせる 故 也。 されば 五 

合 七 勺 出. _ ^る も、 只に 粃 交..^ なる 故の みの 事に も 非ず。 人 是らの 事 を も 心得 置く ベ し。 

〇 上に 云る 如く、 予が 磨り 試しせ る は 乾 二 升 四 合に 粃 一 升に て 都合 三 升 四 合 出 たれ ども、 大 磨.^ にせる 

よりの 事と 見て 三 升の 中 勘と なした.. ^0 人 是をも 心得 置べ し。 
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〇上に記し，^^る鄕高六十萬石餘、是を平均免四ッと見て四乘六除すれば當高四十萬石賒となる0 內十 

萬 石 は 三年 耕して 一 年の 食 を 得る と 云 ふ 法 方の 延び 高な. =-0 殘. M  二十 萬 石餘、 是 表の 法なる 當 高な.^。 

其 精し き 事 は 訂正 御 格式 を 見て 知るべし 0 

〇 田の 步數. 昌 の步數 共、 其 多分なる を 疑 ふべ からず。 是は御 格式の 法、 水田ば か.^ 七 尺 竿に て 三百 步尺 

り ヽ是を 六尺 坪に 直す 時 は 四百 八 步三三 三と なる 算術に て斯の 如し。 畠 は 田の 如く 苗代 引 をす るに 及 

ばぬ 事 也。 故に 畑 高の 分量に 應 じて は 其 步數尙 多分な，. 其 精し き は 訂正 御 格式 を 見て 知るべし。 

〇 白 E 高 一 萬石の取..^實十ニ萬石程とするも、多分なる事と疑ふ人もぁらんが、畠は田と同じからざる譯 

ある 事 也。 延享 中檢地 役の 積 6 たる 物に も、 麥、 粟、 稗、 養 麥等を 仕 付る ins 咼を 一 萬 石餘と 見て、 其 取.^ 

K を 九 tai: 八 千 石餘と 積れ. >0 是は 三百 步ー 反の 算術なる に、 予が 算術 は 四百 步ー 反の 法 也。 されば、 十 

二 ^石 程と 積れ るも內 端に 見た る考 なる どかし。 

〇 延享 中檢地 役の 積れ る 物に 總高を 三十 四 萬石餘 とし、 田 高 を 三十 萬 石 程と せる 也。 今 は 田 高 二十 四 

萬 石と なれる 也。 され ど 實は尙 三十 萬 石 程 あるべき 考 也。 延享の 積..^ は 其 三十 萬 石 程へ 定法の 二 四 を 

乘 じたる 算術に して、 此出米 は 七十 二 萬 石な. o。 其 後の 檢地役 等が 積れ る を 見ても 皆此 算術な. 00 若 

し此 K 術の 如くなる 事な らんに は、 一 年の 入 目 百 二十 六 萬 石に して、 年々 定式に 五十 萬 石 充足らぬ 事な 

る を 如何にす る 事 どや。 一 年の 入 目 百 二十 六 萬 石の 外に、 沖 出 米 は 多く 出て 十五 石、 夫よ. 次に て は 


十二 三 萬 石、 • 夫よ， り 次に て は 十 萬 石 位の 沖 出 米 ある 事なら ず や。 又 右 沖 出 米の 外に も、 他領 へ少々 充越 

し 米 等 も あるべき 事 也。 人よ く 是を辨 ふべ し。 

〇 旣に云 へ る 如く 鄕高を 六十 萬 石、 免 を 平均 四 ッ として 當高 四十 萬 石と なる。 然るに 上に 記せる 如く 

總 a 二百 四十 萬石餘 なる 事故、 上に て 取る 處は六 分の 一 に當 る。 又 四十 萬 石の 內 延び 高の 十ず：： 石 を：^、 

殘.^ たる 表の 法なる 當高 三十 萬 石と する 時 は、 上に て 取る 處是八 分の 一 に當る 事なる が、 今 は 又 二十 四 

萬 石の 當 高と なれる 事故、 上に て 取る 處は 十分の 一 に當る 事と なれる 也。 但 田より 出る 處の總 粒よ 6ヽ 

上に て 取る 處の粒 高 は 右の 如く 當る事 なれ ども、 抑 も 免と 云 ふ 物 は、 其鄕 村に 因.. >  入貢 の諸掛 6 を！ 3- 込 

みて 是を 施す ものに て、 其 諸 掛.. >  を 引て 民の 手に入る 處 共に 同じく 四 分. の 三に 當る樣 にす る 物なる が、 

御 國の法 は 三十 萬 石の 外に 十 萬 石の 延び 高 ある 事故、 是を加 へ て は 五分 三 三 三の 一 程に 當る 1$ 也。 其 

算術の 精し き は 訂正 御 格式 を 見て 知るべし。 併し 是も 又、 其 作 合の 好き 時には 六 分の 一 にも 八 分の 一 

にも 當る べし。 是らの 割合、 人よ く 心得 置くべき 事な らん か。 

〇 吉川某 郡 奉行 中、 芳賀 某が 考 へたる と 云 ふ 物に 總人數 調べ を 四十 四 萬 八 千 人と したれ 共、 天 保 四 年の 

實 調べ など も 無き 以前の 事に て 如何 にゃあ らんと 思 はる、 事 も あれば、 予は是 を切捨 して 四十 四 }SJ 人 

とせ. 一  年の 米 積. 0 を 百 二十 一 萬石餘 とせる も稱 はざる 事 也、 そ は 第 一 に 取調ぶ ベ き、 一 寓千 石の 種 

粒 積. 0 取 6 落した る 也。 其外强 業の 耕 夫 食 積り を 始め、 其 法に 稱 はざる 事共 多ければ 是も 取捨せ る 也。 

六 郡 生 米 考  g ル 
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高 積. o、 生米 積 6, に 於て は 精し からぬ 事に して、 本よ 6 其 法 方に 稱 はざる 事 なれば 是は 一 圓に 取らず。 

〇 免 を 平均 四ッと 33^ る は、 何 を 見當 にせる 事に やと 疑 ひ 思 ふ 人 も あらんが、 抑 生米 を考 へ 見ん とする に 

は 免の 高下に 預からざる 事に して、 鄕高 にて 其 生米 は 量 6 知らる、 事 也。 故に 凡 六十 萬 石の 鄕 高に 向 

て 其 生米 を 量.. -、 又 其 作 合に 因て 其 多少す る 處を考 へ、 又 一 年の 入 目 を考 へ て是を 引合せ、 又 加 ふるに 

年々 の 沖 出 米を考 へ 合せ 引合せ、 其 引合 ふ 事な らんに は 其 考へ差 はざる 事と して、 鄕高を 六十 萬 石と 居 

る 事な.. -。 さて 田 高 を 三十 萬 石と する は元祿 中よ..^ の 事に して、 又 三 十 萬 石に 十 萬 石の 延高 ある は 御 

格式の 法 方 なれば、 是を 加へ て當高 四十 萬 石 也。 然る 時 は 平均 四ッ 免と 自ら 知らる V 事 也〕 田 高 今 は 

二十 四 tB!; 石と な. りたる 事 なれ ども、 元祿 中よ. り 今に 至る 迄、 其實は 依然として 三十 萬 石 は ある 事 也。 人 

よく 之 を 思惟 ふべ し。 茂木宗 閑が、 齡 八十に 至る 迄 生涯 坐 右に 置た る 御 格式へ、 直筆の 頭書に、 

古人の 曰、 御 當國は 一 竿に 一 足 免す、 此高凡 十 萬 石、：：： 疋を 知る 人な し。 御 家老、 御水 方 奉行 其 年の 作 

豐凶を 考 へ 、出 米 を 考 へ 、御領 中の 人民 數に 因. り 食 米、 備米を 考て餘 を 沖 へ 出す ベ き 事。 

宗閑是 を 己が 處 持の 御 格式へ 頭書に しながら、 此 算術の 理を辨 へ 知らず して、 非ぬ 事 を 云る 事の 論は步 

尺 精辨を 見て 知るべし。 然て此 一 竿に 一 足 免す 處の十 萬 石 は、 是則 上.、、 に 云 へ る處 の、 三十 萬 石に 十 Jsi: 

石の 延び 高 ある 御 格式の 法 方に して、 之 を 加 へ て は當高 四十 萬 石に して、 今 も Ci: 其 四十 萬 石 は ある 事な 

る どかし。 • 


黑澤 道家 覺 書の 序 

此 一 卷 は、^ 江 內膳政 光 主の、 黑澤 甚兵衞 道家に 國 家の 事 を 遺言の 一 卷な 60 本書 は 予が師 小 野 岡義般 

主の 藏本 にて、 心得 置べ き 者 なれば 寫し取 3 べきの 旨 を 申さる 、 に 依. y  、朝夕の 官暇を 窺て 是を寫 し 取 

んと文 机の 上に 物して 是を 見る に、 其 文 體處々 寫 誤と 見 ゆる も あれば、 又 本よ 6 の 不文 かと も 見え 其ず： 

通らず して 聞え かぬ る處も あ.. >0 然る を 其 儘に して 寫し 取ん も 本意な き所爲 なれば、 其 文 を 訂正して 

是を補 ひ 見ば やと 思 ふ 心の 起り て 物す る 事と なれる に、 其 文 を 補て 其 旨を斷 らんと する に ヽ又其 文意 を 

も 註せ ずして は 心 ゆかぬ 事の 如に 成て、 其 文意 を も 註す る 事と はなれる 也。 然して、 又 其 文意よ. 0 して 

政 光 主 遺言の 旨 をよ く 思 ふに、 抑 慶長七 年よ.^ 同 十九 年 迄 十三 个 年の 間國 家の ため 粉骨碎 身して、 常時 

の 事 を 思 ひ 後年の 趣 を 計て 檢地田 法の 事 を 全備せ しめ、 國家萬 代の 基本 を 立ん とする を、 如何が はせん 

生て 再歸 るべ からざる 出陣に 當れる 事、 是に 依て 止む 事 を 得ず して、 同く 出陣の 人 なれ ども 見ら る、 處 

有て、 後々 の 事 を此 道家に 申し 殘 された ると なん。 然るに 予始此 本書 を 見る に、 表題に は 黑澤治 道の 覺 

書と 有て 其 人の 記した る 物の 如くなる が、 卷 末に は 又 黑澤氏 道 忠慶長 十九 年 七月 十三 日と 有て 此人 

の記したる物の如くにも見ぇた<^o 書中 總て寫 誤の 多 かるに 依て 思へば ヽ 一 方は寫 誤な らんと は 思 は 

るれ ど、 又 前後 名の 二 ッ なるには其故ぁる事ならんも計，.=^難く思はる 、旨も有て、鬼角黑澤氏の家に就 

黑澤 道家 覺書  § 
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て 聞に しかず と 彼の 家に 往て 聞た るに、 治 道 も 道忠も 彼の 家に は 無き 名に して、 政 光 主よ 6 檢 地の 事 を 

傳受 して 遺言 をも受 たる は 道家と 云 へ る 人 也け る。 又 其 道家の 二 男 道 治と 云 へ る 有て 黑澤時 之 助 某の 

元祖 也。 是に 依て 考れ ば、 表題の 治 道と ある は 此道治 を 誤て 顚 倒せる 者なる 事 知られ、 又卷 末の 道忠と 

ある は 道家に して、 家の 字 草書に て (家) と樣に 書り けん を、 忠の 字の 草書 (忠) と 見て 誤た る 者に 疑 ひな 

のこさ 

し。 されば 今の 世に 遺れ たる 此本 は、 道家の 覺書 にせし を 二 男 道 治の 寫し 置た る 者と 定む べし。 さる 

は黑澤 道家の 家に て は、 政 光 主よ. 傳受 せる 田 法の 書 は三卷 也し と 云ひ傳 へたり。 故 有て 其 本書 は 皆 

失せ 果たる は惜 むべ く、 今 も、 其 書 を 入れた る 箱の みある は 遺 慽の事 ども 也。 其 三 卷の內 なる 一 卷は此 

覺 也。 一 卷は 又、 ffi 江 家の 組 下なる 刈 和 野 給 人 梁 某の 寫し 置た るに して、 其 家よ 6 出て 世に 遺 6 たる 

御 常國御 格式 撿地祕 傳之書 是也。 ー卷は ロ傳方 書の 類な らんと 云へ..^。 是は 世に 傳 はらず して 失 果た 

る は 是非な き 事 也。 さて 思 ふに、 此 本の 其 はじめは 覺 書と 表題して、 其侧 へ 黑澤道 治と 記して 寫， 之と 

か所藏 とかの 事 も 有 けん を、 後人、 道 治の 政 光 主よ 6 正に 聞 取 6 たる 覺 書と 心得 誤り、 且道治 の 名 を も 

顕 倒し 黑澤治 道之覺 書と 表題せ るよ 6、 世の 人 治 道の 覺 書との み 心得、 卷 末に は 道忠と ある を 訝 かしみ 

思 ふ 事 も 無して 在け る は、 人 は 古 を 忍ぶ 心の 深から ぬ 故に こそ。 哀れ 此道 治と 梁 某 無 か.^ せば、 彼の 御 

格式 も 此覺書 も、 世に 傳 はらず して 空しき 事と 成ぬべく なん。 是に 依て 今 は 其 元に 復し、 表題 を 黑澤道 

家 之 覺誊と 改め、 道 治の 功 をば 此序 中に 顯 はし 置 もの 也。 但此 二子の 手に 依て 此兩卷 は 世に 遺ら たる 


事ながら、 是亦 偏に 政 光 主と 道家の ニ靈、 幽界に 在て 二子の 手 を 借た る 者な らんと 予は思 はる。 又 道 治 

の通稱 は黑澤 味右衞 門と 云て、 町奉行 勤め 力る 人 也け.^。 予亦 町奉行に て、 計らず も此 人の 寫し, せ 

る 物を斯 しも 釓し 得、 然して 是を 補遺 訂正す る 事 と^たる 0 是 はた 不思議の 因緣 とや 云 はん。 さて、 此 

政 光 主 遺言の 旨 を 思 ふに 忠心義 膽の程 感ずべ く、 實に是 、御當 家に 取ての 楠 子と も 云 ふべ し 0 去れば 此 

大人の精神此遺言に止ま<^たる者なれば、撿地の學に入らんと思ふ者は勿論にて、又豈獨檢地舉の事の 

み 成らん や。 讀 見て、 武士の 武士た るべき 魂 を 堅むべき 者は此 遺言 覺書 なる どかし。 人是を 姊 そかに 

見過す 事な かれ。 


新田 目 轉藤原 道 茂 (花押) 

弘化四 T 未年 九月 廿 五日の 夜 是を字 す 


止 § 江 政 光之 遺 言 

、  ，  一  * 


5  ほ して 定め や ふ 云へ ども、 誠に 定まる、、 へ If ずし て S 公 亡び 給 

夫 11::^:^  ，_^。..r に 心 11 あら i、ii 

ひ a 。然れ ども 什法稳長公 の.. へ， 71i  i し、 曰 本の 檢，？ 有らん と t 

にて ヽ檢 地と ま なし。 f  tif^  v 手 こ 人る。 f 見る に、 何れ 取 纏 

f し 霞、 誠に 天の 與へ か、 信 長 公の 曰 本 巡 見し.^ る檢 I まけ はに こヒ し？。 依 1 お 

. ト，^ る. もり x,^、 六 あの 考. -ヽ 日本の 土地 上 中 T ともに 言^ 

ひたる 事に 非ず。 然れ ども 斗 代 又は 免の S  U  S て I 過分 gf まに 難 有 1。 S 

也の 主た らんと 心 懸し處 に、 御 裏へ 不思議に 来れ，. p.hf^ 一して い を， る I 

f よ ^ 長 七年 霊 八月 七 暴し S 御 S  土民 服す 覚えず、 因乂服 

it  0§s 然れ ども 某 兼て 梭 地に 心 s せた るに- & 山 ノ；； £1 
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の 生米 を 定め SKg は K 、！^ ほ，： お 2;^〔へ定 レ- 生米-免 を考 へさ 德を相 定む。 猶巡 見して 郡 村の 境 迄 も改む 

べきの 處、 今年 御陣の 御供た，.^。 某 生て 二度 歸る 事な し、 末の世 迄 も 一 卷の書 を 殘し御 國の寶 とも 爲す 

ならば、 某が 心を盡 したる 事 も 顯れ、 諸 民に 於ても 安 搭是に 過べ からず と、 今此 一 卷を書 殘す者 也。 51  曰 

某盡 したる 事 も 顯れ諸 民 安绪不 過 之、 然れ ども 云々 と あ &1ども.14^:^静0きをょく，^る^^11なし0 本書には未ゅ書^^<-^！？ 

り。 詞と乂 の はずして 梵 しから ざれば 斯くは 補 ひたり。 タ "ねと." ォ 養^. A お をよ く，^  る L な し と 有て、 此書は 未 

誰に も 見せぬ 事故 知れる 者な しと 一： ムふ意 かと も 思 へ ど、 夫に しても、 是を行 ふ 者 有べ，， から さ^- こ卦てもT^もるy ち 

ずと 云へ るより 受る時 は、 此 書の 意 をよ く 知る 者な き 故の 事 なれば， 斯くは 補 ひたり。 ^^fl  ^  i -  I 

く  AI コ i5 レニ s>os:  ：  ^-f  0  、> つ： uo 本書に はサ レバと 云ふ詞 なし。 又、 以來 鏡に 掛 べし、 書 綴と 云 

邦く 逢に 緣 ると 云メ とも 曰， 几 を 行メ者 ある へ 力ら す C ふと も 行 ふ 者 見えず と あれ ど、 予が補 ひたる 處を 見る ベ し。 M て 

は 後代に 至. OZ 某が 綴 6 たる 書を敎 にすべし。 段々 取合， る 故斯の 如く 物語す る 也。 

〇 註に 云。 此 段は此 遺言 物語 6 の 序文に して、 末の世 迄 も 一 卷の書 を殘し 云々 と 云 へ るよ 6 以下、 政 

光 主の 精神 を 籠め られ たる 先見 感慨の 物語 6、 實に 是淚を 垂れて 見るべき 者 也。 其 比 は 勿論に て、 

今の 世に 至る 迄此 遺言と 御 格式の 意 をよ く 得て、 是を行 ふ 者な き は 歎息 の 事共 也。 新田 開發 すべ 

からざる 事は此 遺言の 第一 に 云 へる 事なる を、 人 は 深き 辨へ もな く、 目前の 利に 迷 ひ 一 分の 功 を 計 

て、 其 開發を 第一 に 心懸る 人の み 多き 事 也。 殊に 御 遷封當 初の 事 は 野 谷地 多く 山林 も 多ければ、 水 

も 亦 不足な き 事故 新田 は 開き 易く、 誰もく 是に のみ 目の 付く 事 也。 然る を、 是を 第一 に 戒めた る 

政 光 主の 心底 を 見る ベ し。 

〇 又 云。 六 郡 を 巡 見なし 土 田の 生米 を 定め、 免を考 へ六德 を相定 むと ある は、 御 格式なる 樋 渡 茶が 践 


文に V 慶長 十五 年よ 6 六 郡の 撿地を 始め 三ケ 年に して 其 功 成.^、 然して 後に 政 光 主郡鄉 を巡兑 して 

鄕 村の 免 を 剪り、 諸 役 を 定めた る 由に あると 相 叶 ひたる 事 也。 されば、 彼の 十 町 順逆 八鄕の 法と 內 

外 六德の 一 德四 品の 法 を 以て、 政 光 主の 自身と 免 を 剪られた る 者と 見えた 6,0 其證は 又、 鹿 長 八 年 

と 同 十九 年の 檢地帳 を 得て 是を 見る に、 极 地 役 は 只 上中下 下 四 田 を 分て 竿 を 打た るの みに して、 其 

檢地 帳に は 免 をば 剪らず して 有る 事 也。 然る 時 は 六郡鄕 村の 免 は 十 町 順逆の 法よ 6 出た る^なる 

が、 其 後々 の-平均 竿に は此法 方の 辨へ 無く、 其 時の 振 合に 任せて 亂リに 其 免 を 上下せ し 者と 思 はる 0 

さて 予が 得た る 處の檢 地 帳 は 上に 云 へ る 如く 慶長八 年と 十九 年なる が、 御 格式^ 文に は、 十五 年よ 

り檢 地して 三ケ 年に して 其 功 なれる 由なる は、 最中に 其 事 をな したる 其 大體を 云 へ る 者なる ベ し 0 

又 政 光 主の 鄕村を 巡 見して 免 を 剪られた る は、 檢 地す るに 三 ケ年を 過ての 後に は 非ず、 竿の » たる 

村々 を 其 跡よ 6 巡 見して、 同じ 三ケ 年中に 免 を も 剪.^ る 事なる ベ し。 又、 此 時に 初て 六 郡 を巡见 さ 

れ たるに は 非ず、 其 以前よ..^ も處々 巡 見 をな して、 三年 平均の 土 田 生米 をば 定められ たるべ し。 

〇 又 云。 猶巡 見して 郡 村の 堺迄 も改 むべき の處と 有て、 是 より 十五. 年 を 過て、 梅 政景. 冤 永 五 年 六 郡 

を 巡 見して、 此^々 を も 改めた る. ffl 御 格式の K 文に あれ ど、 政景 日記に は此事 見えず。 且此宽 永 五 

年 は、 政 景江戶 へ 登. 0 萱橋 御領の 免 を 定め. る 年 なれば、 御 國六郡 を 巡 見せる と 云 ふ 事 心 元な し。 

去ながら、 此 年の 前後 中に 此 人の 改めた る 事な らんと 思 はる。 
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〇 又 云。 末の世 迄 も 一 卷の書 を 殘し御 國の寶 とも 爲 すなら ば、 某が 心を盡 したる 事 も 顯れ、 諸 民に 於 

て も 安 猪是に 過べ からず と ある を 以て、 土民の 服す 事を專 として、 當 制の 步尺は 他 國に增 たる 延有 

て、 輕税の 法と なした る 者なる を 知るべし。 されば、 諸 民に も 兼々 此意を 知らし め 置べき 事 也。 然 

る を 人 は、 斯る事 を祕傳 として 諸 民に は 知らし むべ からざる 事の 如くす る は、 政 光 主の 意に^ へ る 

事 也。 人よ く是 を辨 ふべ し。 

〇 又 云。 此 段の 前に^ 江 政 光の 遺言と 記した る は 本書に は 無き 事 なれ ども、 無て は 叶 は ざ る 事故 予 

が 補 ふ處な 60 

〇 某 巡 見す るに、 御 當國は 山川 野 海と もに 田の 倍た.. 他國 に， 是 無く 悉. Jnj  くして 何れも 自由た. o、 世々 

る^ ある まじ。 關東ょ6御供の面々、家は先づ屋敷回.，^ともに見苦しく三度の垣も見苦しけれど、後 

々に 至らば 美 たるべし。 されば、 末に は 役 銀と なしな ば 土民 も勞 あるべからず。 重ねて 役 銀と 定 むべ 

ン 0 本書 に は、； 一-度の 垣 も 見苦し、 後 々 に 至らば 美た る ベ し、 末に は 云 々 

と あれ ど、 見苦し けれどと 補 ひ、 义、 され ぱ 末に は 云々 と 補 ひたり。 

〇 註に 云。 山川 野 海と もに 悉宜 くして 田の 倍た. 0 と ある は、 外の 三 德に又 加 免と なすべき 海 どもと 

云 ふ 事に して、 海に は 又 江湖の 事 を も 持せ て 云 へ る 者 也。 さて 御國は 山川 野と も宜 く、 又是に 加る 

. に 海 江湖 も 有て、 共に 皆宜 くして 不自由なる 事な く、 他 國には 箇樣の 事 は 無しと 也。 田の 倍たり と 

は、 山川 野 海 江湖の 地方の 廣大 なる を 云 へ るに して、 此比は 又、 今よ. 0 は 田 も 不足に して 野 谷地 も 


多 かる を 思 ふべ し。 人 は 野 谷地 は 不用の 者と 思 ふ 事 なれ ども、 野 谷地に は葭萱 、又 草 飼、 野菜 物、 又 

第 一 は^！！の用ぁる事にしてヽ御袼式にヽ野の德は畠也とぁるを思ふべ し。 

〇 又 云。 三度の 垣 も 見苦しと あるに て、 御 遷封當 坐 御 家中の 面々 家居の 樣思 ひやるべし。 又、 後々 に 

至らば 美. るべ しと 云 へ る辭の 如く、 今の 御 家中 家居の 樣をも 見る ベ し。 さて 三度の 坂と は、 四季 

民 役の 內 なる 春 垣、 冬 垣の 事に して、 此兩度 は 百姓の 勤る 事なる が、 夏 は 又 葉 萱を納 さする 事に て、 

是は 第一 屋根 を ふく 用なる が、 其 序に は 又 自分に て 垣の 手 入な どもせ しに や。 さる 事 どもよ 6、 三 

度の 垣と は 云 ひ 習 はした る 者なる べし。 a 、此 三度の 垣と 云 へる に 四季の 民 役 を 押 くるめて、 末に 

は 役 銀と 爲す べしと 云る 也。 此役 銀と 爲 したる 事 も、 寬永五 年に、 梅 津政景 の 改めた る 事に 御 格式 

の 跋文に は あれ ども、 政景 日記に は 見えぬ 事な. 00 され ど、 此政景 の 比よ. 0 始ま 6 たる 事と は 思 は 

る、 者 也 0 

〇 斗 代 三 品に したる 事 は、 後々 に 至らば 田 畠 共に 多く 開くべし、 位下げ て は 障る 事ながら 下げず して は 

又 障る、 故に 三 品 を 四 品と した 6。 位 多く 變じ なば 極て 田 畠 多 かるべ し、 必々 位 多く は 下ぐ ベ か. ず。 

田^1£多き時は木も草も入る故に、山の備 へ猥.0に成るべし0 

〇 註に 云。 本書に は、 斗 代 三 品に したる 事 は、 後々 に 至らば 田 畠と もに 多 X 開べ し、 位下げ て は 障る 

故に 三 品と した 60 位 多く 變じ なば 極て 田 畠 多 かるべし、 必々 位下ぐべからず 云々 と 有て、 斗 代 を 
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三 品と し.？ -る 如く なれ ども、 御 格式に は 三 品に 仍て四 品に 配す と 有る 事に て、 皆 四 品の 法 を 以てせ 

る者な，„^0 然る を此 遺言に は、 三 品と したる と 有る 事の 引合 はぬ に 付て ゆ、 予も 久しく 疑 ひ を 腹る 

事なる が、 慶長八 年と 同 十九 年の 撿地帳 を 得て 是を 見る に、 斗 代 は 皆 四 品と なした る 者 也。 爱に於 

てヽ此 遺言 覺書 は是 誤て 詞を脫 したる 者と 思； 5 を 決めて、 斯くは 改め 補； 5 た.， a 、位下げ て は 障 

る 事ながら 下げず して は 又 障る、 故に 三 品 を 四 品と した.， >  と 改めた る跑を 

よく 田ひ メ へ LO 上に、 土 

民 服す 事 を専 として、 胸 を 痛めた る 事 也し と 云 へ るに 引合 ひたる 事 也 0 又、 必々 位 多く は 下ぐ ベ か 

ら ずと 補 ひたる、 多く はと 云 ふ 詞に心 を 付て 見る ベ し。 位下げ ずして は 又 障る 事故、 據 なく 四 品と 

迄 は 位下げ， る 事 也、 必々 多く は 下ぐ ベ からずと云ふ意な..^。 然る を 今 は 稗 田と 云 ふ 者 を も 加 へ、. 

此斗代 を 五斗と なし 田の 斗 代 五 品と なした る は、 政 光 主の 意を辨 へざる 者 也 0 

〇 又 云。 山の 備へ 猥，. ^に 成るべし と 云 はれた る 如く、 實に、 山の 備へ猥 に 成. 0 たる 今の 世に 當れる 

事なる を 思 ふべ し。 

〇 又 云。 御 格式の^ 文に は、 寬永五 年 梅 津政景 六 郡 を 巡 見して、 田の 制 三重 を變 じて 四重と なした る 

由に ある は、 斗 代の 三 品なる を 四 品と 改 ため 爲 したる と 云 ふ 事なる が、 寬永五 年 は政景 の江戶 へ 登 

..^ 力る 年に て、 六 郡 を 巡 見せる と 云 ふ 事の 心 元な き 事 は 旣に云 へ るが 如く、 又 上に 云 へ る 如く 鹿 長 

帳旣に 四重の 制なる 事 なれば、 此事は 樋 渡 某の、 古傳を 聞 誤た る 者なる Y し。 B 政景の よ. 0 新 ffl 


開發の 盛と なりたる 事故、 其 新田の 免 位 は 下げた る 事なる べし。 稗 田 を 加 へ て 斗 代 を 五 品と なし 

たる も此比 よらの 事に や。 

〇 御 國は田 CIS 諸 役悉輕 し、 因て 後世に 至らば 新田 悉 あるべ し。 新田 ある 時 は 古田に 思 ひ 付う すし、 必 iS: 

止すべし。 能々 功 者の 者に 傳ふ べし。 

〇 註に 云。 田 畠 諸 役悉輕 しと ある は、 入貢 も 民 役 も 共に 輕 きょし 也。 入貢の 輕き は、 上に も 云へ る 如 

く步 尺に 延の ある 故 也。 民 役 は、 古法 は 三百 六十 歩の 一 反より 一 年に 一 人 也、 常 制 は、 裡の法 四百 

歩の  一 sょ，.^ 一  年に 六 分 一 厘 也。 總て是 等の 精き 事 は、 訂正 御 格式に 註せ る を 見るべし。 a 、新田 

ある 時 は 古田に 思 ひ付ラ すしと ある は、 今の 世に 當れる 事 也。 又 功 者の 者に 傳 ふべ しと ある は、 撿 

地 役の 功 者の ものと 云 ふ 事 也。 後の 條に、 土 田の 生米 法式 を定 むる 故に 自檢地 役を定 む、 古法 傅受 

して 取 失 はざる 様に 云々 など ある を 以て 是を 知る ベ し。 

〇 又 云。 後世に 至らば 新田 悉 あるべ しと 有る 事なる が、 其 後世な らんに は 鬼に も 角に もの 事な らん 

が、 政 光 主 討死の 後 は、 間もなく 新田 開發の 事と なれる も 是非な き 事な 60 

〇 御國は 山川 萬ッ 共に 田畑の 倍々 の 出物 也。 後々 に 至て は盡 ベく、 今の 三ケ 一 にも 成べ し。 左 あれば、 

能き 時と 中の 時と 下の 時と 合せて 備 へを變 じ、 山林 第一 に備 ふべ し。 往々 草木に は 手 支 ふ 事 有る まじ 0 

此儀功 者の ものに 能々 心 付べ し。 然れ ども、 功 者の もの 計，.^ にて 上に て 知らざる 時 は 用に 立ず。 今の 
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如く 郡 役 を 立 置き 檢地役 を 手に 添せ なば、 山々 盡る事 ある まじ。 此儀 後々 ともに 申 傳候儀 肝要な.. ^0 

〇 註に 云。 山川萬ッともと云 へ るは山川野海江湖の事な..^。 田 畠の 倍々 の 出物 也と 云へ る は 上に も 

云 へ る 如く、 此比は 今の 如くに 田 畠 は 多から ぬ を 知るべく、 然して 又 山川 野 海 江湖の 出物の 多 か.^ 

し を 思 ふべ し。 殊に 此比 は院內 銀山 は大 盛な，^ しに、 總て 金銀 銅 鉛の 山々、 秋 田、 仙 北處々 に 有て、 

今よ 6 は 其 山々 もい と 多 か. 0 し 也。 さて、 能き 時と 中の 時と 下の 時と 合せて 備 へ を變 じ、 山林 第 一 

に備 ふべ しと 云 へ る は、 此比は 金山 も 多き に 付て は 薪 も 多く 入た る 事なる ベ けれど、 有る に 任せて 

伐 取りた る 事 なれ ども、 い つも 其 心して 伐 取 6 て は 行かぬ 事故、 伐 減らした る 時には 伐 減らした る 

時の 様に、 備へ をば 倫へ に 立 置て 伐盡 さぬ 樣に、 山林 第一 に備 ふべ しと 也。 山林 は 田地の 水 元にし 

て是檢 地の 大要 也。 此條 の、 功 者の ものに 心 付べ しと 云へ る も檢地 役の 事 也。 檢地役 は赏に 大事 

の 役 なれば、 人 を も 撰で 使 はるべき 事 也。 郡 役 又 勿論の 事なる べし。 

〇 田 新 發宜く 有るべし。 其 時 は、 上よ 6 役 銀 諸 土へ 相 渡されな ば 土民 も勞 ある まじ 0 役 銀は微 也、 田 

.a の 出物 は 直き 也。 是は 先づ、 某 末 を 思 ふ 故の 事 也。 末 を を 田 2f の  11^ ありれ と< ひ ^.f^f りせ、 

〇 註に 云。 役 銀と は 四季 民 役の 事に して 今の 小 役 銀の 事なる が、 此 時には 未 役 銀 積 6, のな き 事 なれ 

ども、 末 を 思； 5 計らての 事 也。 さて 上よ 6 諸士 へ 相 渡されな ば 土民 も勞 ある まじと 有る を 思 ふに、 

新田 多くなる に 付て は、 土民の 農事 も 相 增て勞 する 事 も 多 かるべ ければ、 小 役 銀 をば 上より 相 渡さ 


れ て 土民の 勞を^ かるべ しとの 事な らん。 新 發宜く 有る ベ しと は、 多くお る ベ しと 云 ふ 事 也。 役 銀 

は微 也、 田 畠の 出物 は宜き 也と 云 へ る も、 出物 は 多き 也と 云 ふ 事 也。 さて 新發 多く 其 田畑の 出物 多 

く ある 時 は、 其 出物 だけ 沖 出 等も增 すべき 事故、 其 沖 役 銀 をも考 へられた る 事な らん。 故に 其新發 

の 小 役 銀 は、 上より 渡されても 善 かるべし と 云 へ る 事な らん か。 扨 又、 新 發の事 は 政 光 主 返す ^ 

も 禁ぜら る k 事 なれ ども、 是を用 ふる 人な く、 後々 遂に は新發 多く あ. 0 ぬべ く、 然る 時 は後條 にも 

見えた る 如く、 定 免の 法 方 も 破れて 惡 作の 訴も 出く る 様に 成ぬべし。 故に 其惡 作の 訴 をば 出させ 

ず、 其 代りに は、 定式に 小 役 銀 をば 免す 法と 爲 して 如何 あらんと、 先 づは政 光 主の 試に 云 はれた る 

様の 事なる べし。 されば 末 文の 辭に、 是は先 づ某末 を 思 ふ 故の 事 也と ある を 思 ふべ し。 

〇 國の寶 は 山 也。 然れ ども 伐 盡す時 は 用 立ず、 盡 ざる 儀、 前に 傳 へたる 如く 郡 役 を 立べ し。 必本を 失 は 

ざる 儀 尊 一 也。 山々 の吟味なき時は自盡る也、山の衰は則國の衰也、是を知る者希な..^。 他 國は极 地 役 

と 云 ふ 者 さして 無し。 御 國は某 考へを 以て 土 田の 生米 法式 を定 むる 故に、 自檢地 役 を定 む。 古法 傅受 

して 取 失 はざる 様に 必郡役 を 放すべからず。 何時も 郡 役に 撿地役 を 添し めて、 田. 出 川 海 ともに 諸 

色 出物の を 肝要に 取 行 はせ なば、 萬 代の 御 M と某考 へ た，.^。 書に も 見えた る 事 ど、 必 しも 汕斷 あるべ 

き _^c-HFro 本書に に、 式の 出物と 有て 夫 も 聞えざる にも 有ね ど、 諸 色と 一： ム へ る 方な らんと 然 V" めたり。 乂 、肝要に 行 はせ なば と 有 

n ^ れ ども、 取 行 はせ な ぱと云 ふ ベ き詞 故し か 補 ひたり。 又書に見ぇたりと有れども、書にも見ぇたるis^rそと云はでは調は 

ぬ處 故、 しか 

補 ひたり。  -- 
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〇 註に 云。 國の寶 は 山 也、 山の 衰は則 國の衰 也な ど 云 はれた るは實 にさる 事に て、 山 は國の 元なる 者 

也。 人 能々 是を辨 へ 知るべし。 書に も 見えた る 事 どと 下 文に 云 はれた る も皆此 山林の 事に して、 

書に も 多く 有る 事なる が、 古く は 書 經の舜 典に 封 二十 有 二 山 1 涛レ 川と 云 ふ 事 も 有て、 山 を 封ず ると 

は 山 祌を其 山に 封 じて 山 神の 領分と し、 人の 手 を 付ぬ と 云 ふ 事な り。 然して 又 其 川 を » ふ すると 

云 ふ 事に て、 山に 隨て川 を » ふ すと 云 ふ は此事 也。 山林 盡る時 は、 川の あせて 田地の 水に 不足す る 

のみならず、 又 洪水の 憂 も ある 事^。 其 外、 一 體氣 候の 不順と なる 事な ども ある 事な， 人よ く是 

を 思 ふべ し 0 

〇 又 云。 某 考へを 以て 土 田の 生米 を定 むる 故に 自撿地 役 を定 むと は、 土 田の 生米 を定 むる 爲に 自身 

と儉地 役の する 事を爲 し、 さて 後の 檢地役 を も 定めた ると 云 ふ 意 也。 後の 檢地 役た らん 者此旨 を 

心 g: たらん に は、 政 光 主の 田 法 をよ く 窺 ひ 得ず して は 叶 はぬ 事なる を、 さる 役 方の 者 も 見えざる は 

予に 於て 歎息に 堪ざ. る處 也。  . 

〇 土民 は 國の寶 也、 よく 惑み を 成すべし。 土民盛なれば國も盛な..^、土民衰ふ時は國も亦衰ふ。 其證眼 

前 也。 惠み候 儀 前に 申した る 如し。 

〇 註に 云。 土民 は 國の寶 也と は 聞え たる 事なる が、 御 民 を 皇國の 古言に ォ ホミ タカ ラと訓 む も此意 

fo 人是を 心得 置べ し。 み 候 儀 前に 申した る 如しと は、 物語の 序文に、 諸 民に 於ても 安 « 是に 


過べ からず と 云 へ る 如く、 又 其 後 條に御 國は田 畠 諸 役悉輕 しな ど 云 へ る 如く、 當 制の 輕税 なる は则 

民 を む處 なる を 云へ る 也。 餘は 聞え たるが 如し。 さて 又 本書に は 前に 書た る 如しと あれ ども、 

然る 時 は 記者の 詞 となる 事 也。 政 光 主の 語らる、 處を 記す 事故、 前に 申した る 如しと あるべ き 事 

也。 故にしか改めた..^o 

〇 他國 は、 其 年の 作の 高下 を 考へ年 每に定 むる 也。 御國は 全く 左に 非ず。 お は；. ttl が^ よ ^^11 ユ^ 1  れ 

ひ 某 自身に^ 見して ヽ 三年の 作の 高下 を考 へ 定式に 備 へた.. 故に 惡 作の 訴 あるべ からず。 若し 新 

田 あらば 訴 あるべし、 されば 此 備へ赦 すべきに 非ず。 tisrfr 處れ 故ば 補. ijll^ なし、 

〇 註に 云。 三年の 作の 高下 を考 て、 定式に 其.^: 米 を 極めて 備 へられた る 事 は、 精く 御 格式に 見えた る 

が 如し。 扭 爱の備 へと 云 ふ 詞はヽ 前に 見え. る 山の 備ひ など \ は 異なる 事 也。 山の 備 ひと 云 ふ は 

山林の， 貯 ひと 云 ふ 意 也。 愛の 備 へと 云 ふ は、 生米 を 計， 9 定めて 其 法 を 全備せ る 事に て、 則備 はらせ 

たる 義 也。 、ノ ラ セ の 三 言 を 反す 時 は へ となる 故に、 備 ヒと備 へ と假 字の 差； 5 にて 其 意に 又 差 ある 

事 也。 人是 を辨へ 置べ し。 视此 備へ赦 すべきに 非ず と は、 若し 新田 あらば 惡 作の 訴も 出く る 様に 

成て、 茶が 定式に 備 へたる 生米の 法 も 崩る ベ し。 されば 新田 あらせぬ 様に して、 浙く備 へたる 此法 

方 を、 ゆるめて 崩すべからず と 云 ふ 意 也。 

〇 平均 竿 は 二三 十 年に して 改む べし。 一 度 減る とも 又 改め 候 勢； 5 にて、 土民 も 土地に 心 をよ せ 能く 作 
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- 出す 也。 尤 土地 も 手 入 能す る 故に、 後の 平均 竿に は 免 位と もに 自 上るな 6。 能々 心 寄すべし。 

〇 註に 云。 此條は聞ぇたる如くなるが、平均竿の事斯くぁ<^度事共なら_。 

〇今御分國の撿地直す事前にも申置た，.^0 竿 は 一 間六尺の積，.^に候 へども、五寸延し六尺五寸づ 、 の 

二 間 竿に て、 是を 打に 一 足 越えさせ、 土民 服す 事を專 にした. o。  き 越 竿.；. i4 尺と に/るへ を ど、 き、 くお は 寸補延 ひ 一 ！^り洋 又 

二三 十 年 も 過な ば 土民 悉宜 しかるべし。 せ (時 御 國中檢 地 させ、 某が 綴 6 たる 書 を傳受 させて 直すべし。 

必備 はらすべし。 此襲は 肝要 也。 新發ょ 堅く 致さすべからず。 本書に^ 某 ね.？ 3 書、 を 云々 と 0 あれ ども、 其が 緩 

ィ  J も J-t If  ( 1 i  ^ 尸 X つ りたる 書 を 云々 と 改め 補 ひたり。 書き連ね たる 書 

へ ば^し w> ど、 書き は 云 ふ詞を 省きて 連ねた る 書との み 云て は 調 ひかぬ る詞 なり。 初の 條に、 某辍 りたる 書 を 云々 と 云し 詞 有て 

此詞 よければ、 此 例に 依て 斯くは 補へ る 也。 乂必備 へべ しと ある を、 必備 はらす べしと 改 J たり 0 是 "5.=- 備へ 備^ら 5 は 同 な s^if 

上に 云へ る 如く にて、 爱は懶 はらす ベ し 

と 云へば 聞よ き 虚故斯 く は 補へ るな り。 

〇 註に 云。 此條は 御 格式に も 漏た る 當制步 尺の 事 有て、 此事 は、 後の 輩 偽の 事 を 云 ひ 出して 田 法の 大 

事 を 誤た る 事 なれば、 能 聞え、 人の 辨へ 易から ん樣 にと 心して 步 尺の 本文 を 補へ る 者 也。 御 格式に 

は畔 引、 苗代 引 等の 事 を 云 はざる は、 此 一 足 越えさせと ある 越 足の 法 方 中に 籠た る 者なる を， P る、、/ 

し。 其 精き 事 は、 予が步 尺 精辨を 見て 辨ふ べし。 

〇 又 云。 二三 十 年 も 過な ば 土民 悉宜 しかるべ しと は、 是又當 制の 輕稅 なる を 知るべき 物語に して、 土 

民の 服す 事 を赛 として 竿延を 付けた る 事 なれば、 追々 百姓の 手內宜 くなる べしと 云 ふ 事 也。 其 時 

に は 叉 御 國中检 地 させて 直すべし と は、 平均す べしと 云 ふ 事 也。 扭其 平均す る は、 前の 平，； I？ 竿の：^ 


に 云 へ る 如く、 免 位の 上るべき 處も あるよりの 事 也。 さて、 必備 はらす ベ し、 此儀は 肝要 也と は、 上 

にも 云 へ る 如く 三年 平均せ る 生米の 法 を 以て、 定 免の 法 方 を 決して 崩すべからず と 云 ふ 事 也。 故 

に 又、 新 發の事 をば 堅く 禁め たる 也。 然る を 人 是を辨 へず、 新田の 事 起て 政 光 主の 法 方 全備せ ざる 

は、 例の 予が 歎息す る處 也。 

〇 諸 法度 は 其 時の 主人 心 持 たるべし、 撿地は 其 時の 心 持に て 行く 事に 非ず、 國を 治る の 本 也。 俊 地の 人 

は 申す に 及ばず、 郡 役 も 悉く 人 を 選で 片付べ し。 是御國 の 第一 也。 後々 ともに 練に 思 ふべ からず。 

〇 註に 云。 檢地 は國を 治る の 本に て、 其 撿地は 又 其 役人よ 6 出る 事 なれば、 實に 是此條 は御國 第一 の 

事な 6^0 

〇 御國替 則に も 六 郡 を老 役の 巡 見すべき 事 なれ ども、 未 巡見是 なく 某 一 人 巡 見せ.^。 後々 は 老中 も 一 

^  1 2.9  * ひ "11 旷、 7 し 0 本書に は 六 郡と 云 ふ 事な し、 無き は辭 のおらぬ せ 故 補 

ケ く-;  一  t« つく？； f-BJ- すへ し ひたり。 一段の 意は閗 えたる 如く なれば I,; を 加へ す。 

0  土民 諸 願の 事 有. て訴 あらば！！ *? な し 有け ク; f ば あ、 お；， はく 否や 取上げ、 相違なる 儀 あらば 极地役 

を 出し 吟味して 郡 役へ 申 屈 候 上、 急 度 法度に 申し渡す ベ し。 何れに も 願 は 取上げ、 尤なる 事なら ば 土 1^ 

p:ofi こ J1 寸 ォてヽ とよ， ogrrKic 義ょぎ 、、/ き S こ iiL-fo 本書に は、 急 度 法度に 申 渡し、 何れと も 願 取 上、 土  Kg の., i に 

les グ ^^/v>f  ュょ， o. 伊：^ 個ば 确 へ き 毒 》^.nvs す 片付、 上より 僞候儀 は 有事に 非ず と ある を、 斯くは 補 ひたり。 やる 

百姓 相違なら ば、 檢地 役の 者 所存に 任せな ば 世 々偽 有べき に 非ず。 

〇 註に 云。 此條 大意 は 聞え たるが 如し。 否や 取上げ 云々 と は、 早速に 取上げ 捌き も 乂遲滯 すべ から 
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ずと 云 ふ 意 也。 上よ. 0 偽 候 儀 は 有べき 事に 非ず と は、 上よ. -事を 曲げて 捌く ベ からず と 云 ふ 事 也 

若 百 生 相違なら ば撿地 役の 者 所存に 任せな ば 云々 と は、 前の、 檢地役 を 出し 吟味して、 郡 役へ 申 屈 

候 上 云々 と 云 へ る處 へ 立！：^ 6. 、 押 返して 云 ふ 事 也。 只檢地 役の みの 所存 次第と 云 へ る 事に は 非ず。 

〇 土民 さ物掛 り、 其 後 逐電 ある 事 も 計.， J 難し、 左 あらば 急 度 詮議 あるべ し。 猶行 先と もに 詮議 致し 法度 

, . . 本書 こ. H  、由 像と 云 ふ辭の 上に 若と 

こ 申 付け、 若し 由緣 ある 掛 6 あらば 吟味の 上 < ^抱 ある ハ L。 云 ふ辭は 無き， を、 例の 補 ひたり。 

〇 註 こ 云。 役 物卦. 0 と は、 年赏 など を滯 6 又は 引 負 ひたる を 云 ふ。 若し 由緣 ある 掛 ならば、 却て 介抱 

す、 7 き 由に 云 はれた るに 心 を 付て 見る ベ し。 

〇 御藏 升 取 は 時々 是を改 むべ し。 

〇 米 役人 も 右 同斷。 

〇 此ニ ケ條は 聞え たるが 如し。 

F^&.,,r、、、  >.HLC  0 本書に は、 某此 事物 詰に 非げ：^ あれ。 ！ ^">n- ども、 是 迄の 御國土 田の 生米、 六 

〇 某、 此事を 物語す へき 事に も 非す ども、 詞 足らぬ S 故 斯くは 補 ひた リ 7 l^fEH 

きり も を 破 却に 爲 すなら ば、 御 國替以 來慶長 七宙； 年 八月 上旬より、 晝は 公務、 夜 は 諸 民往々 の 勞を除 力 

、ゝ ヽ本謇 こ. H 六德破 却に 

, しゃ： P 今年 今 乙」 胸 を め、 夜 も 心よ く寢る 事無くして 心を盡 せし 事 も 空く.^ る へ く 云々 と ある を、 法の 

字 を 足し 桢 ひた リ。 又 r ム々 夜 は寢る 事な しと あれ 共、 上， に、 は 破 却に fy, よなきら 俵、 臣下の 內 奧右衞 門に 申し 傳度 

§ 故 、ねる  1^ なしと は辭調 はぬ 車 なれば、 夜 も 心よ くと 云 へ るより 以下 は 皆 足し へ り 

候へ ども、 今 世に 評の 惡 しき 事 も あわ.、 されば 奧右衞 門 は 我等に 勝れた る 者 なれ ども 、御園に 殘し 力た 


くて 召 速る 、也。 ！^! J 取 i;f と 世. 4 評々 惡 とし ぁパ； 5、 右 斯衞く 門 はは補我 ひ 等た にり f 是に 依て 後世の 爲 たらん 事 を 以て、 今贵 殿に 

語. -畢 ぬ。 r も 曰き S  、を是 、ま は 甲 g  、斯义 く A は f ひ i マに "。ふ 今度 生て 歸る 事に は 非ず、 末の世に 此氣 付き を 出 

されば 某 本望の 至 也。 お！" はい if さ氣れ 付ば きと を JV. りば。 と 信 長 公の 綴られた る 書 を 出さば 皆 心 ふれ、 某が 辛苦の 考 

/令る、 7  ノ  0 本書に は 連ねた る 書 を 云々 と あれ ども、 是は 上に も 云へ る 如くの 事に て、 且 にあが R^VJ, ャぉ g こて 堯. IV ム. =.1 

广 おる へ し め辭に 一； ム ふべき 慮 なれ ぱ斯く は 補 ひたり。 又、 身 苦と ある を 辛苦と 改めた るな り。 EV- スー 此處 { 121^ ダュ JJ 

必踩に 思 はず、 世々 に 語 6 殘し 玉へ かし。 誠に 御國の 大事 也。 此寧 各 知るべし。 ni^i に. f 各、 知 誠る に 1 ほ S!t 


る を 5^. 

補 ひた" 


〇 註に 云。 此 一 段は此 遺言 物語 6 の 跋文に して、 某 此事を 物語すべき 事に も 非ず と ある は、 此 物語の 

一 體へ 掛れる 事に は あれ ども、 此 物語 は 根源 述懐の 趣 有て 申 述らる V 事に して、 物語の 序に、 W  く 

書 綴る と 云 ふと も 是を行 ふ 者 あるべからず。 因て は 後代に 至.^、 某が 綴.^ たる 書を敎 にす ベ しと 

云 はれ. る 如く、 當時是 を 行 ふべき 者の 無き を かこちて 世を慽 みられた る 事共 故、 斯る事 は 口外に 

爲べ き 事に も 有ら ざれ どもと 云 ふ 意に して、 第 一 物語の 序言 へ 掛れる 事なる を 知る ベ し。 

〇 又 云。 此氣 付きと は、 某が 斯く申 置 心 付きの 次第と 云 ふ 意 也。 さて、 精神 凝て 信 長の 著した る窨を 

燒 捨られ たる 處を 人よ く 思ぶべし。 實に 等閑に は 見過し まじき 事に なん。 此 物語の 趣 先づは 道家 

に對 して 語らる、 事ながら、 廣く 世の 人へ 掛けて 申さる 、物にして、 愛の トジメ に 至り、 誠に 御國 

の 大事 也、 此處を 各 知る ベ しと 云 はれた るは此 物語の 耍處 にして、 道家 は語殘 さる ベ し、 世 々の 人 

黑澤 道家 覺書  S 九 


l^i.  -5 年 の 字*¥ を 補 ひ.；？"  ！^セル書院 に て 具 さ 

. ^'ラニーー^^ヽ减こ月？円光なるに&せられ姊？ぃ气^淸光なるにと補ひたリき . 

お 條々、 慶長 十九.. A 年 七月 十三夜 誠； 、<  ぶ 二、 一一 i^m 手に 付、 萬 事 御差圖 受候處 言語に も 及 

f  i。  is  junuuit!^ 一 S 遷 li 醫 ii 

が II。  SM^^^HHMMIII ほ 


政 光 主の 御功勲 を稱 へまつ る 歌 

新田 目 道 茂 

ゆかみ づ  ゆかむ  ベ  かへ りみ  よめ 

海 行ば 水漬く 屍、 山 行ば 草 生す 屍、 大君の 邊に こそ 死なめ、 顧 はせ じと 讀 6 し 

こ.、〕 ご、、 i  あ  みお や  み を さき  ^K- つ  ま すが ふ 

言の 如、 是の佐 竹の 吾が 君の、 御祖の 君の 御 尾 前と、 仕 奉..^ し眞菅 生の、 ffi 江 

う し  おくて  あら を  おりた  た ご  あらき な  い- づ 

の 大人い 奧稻 刈る、 秋 田の 國の新 小 田に、 下 立つ 田 子の 新懇 如す、 勞 きまして 

S  S せまり み S せ あ ひ-たうば たま  やすい  あさち ぼら つばらつ ばら  のり  ふみわけ 

十 年餘、 三年が 間 烏羽玉の、 安寢 もせず て淺茅 原、 詳々 に 田の 法の、 道蹈 分て 

ふみ  かき  いひ をへ  みいく さ  み ぅ&^さき 

其 書 を、 世に 書 殘し其 言 も、 世に 云竟て 蘆が 散る、 難 波の 冬の 御 軍の、 御馬 前 

つるぎ だち  * /つき  ひ* すら を  うつし  ながさ 

にて 劍 太刀、 研し 心の 益 荒 雄と、 淸き其 名 は 梓弓、 今の 現在に 流布へ る、 &江 

うし  みい さ を  た ふ、/】  かも  ^  V- 

の 大人の 御 功 動 は、 貴き ろ哉此 大人. の、 此御功 勳の此 大人 を、 稱へ ざらめ や、 

§: が ざらめ や。  . 


附錄 斗 代 名義 考の序 

御 格式の 中、 免と 云 ふ 事の 名義と 此斗 代と 云 ふ 事の 名義と に 於て は、 理 にも 常らざる 附會の 事なる は 念 

なき 事共 也。 され ど、 是は檢 地の 法 術に か、 は. 0 て 其 誤と 成た るに は 非ず、 只 其 事の 說を 誤た るの みの 

事 也。 且其誤 は 獨政光 主の 非なる に は あらず、 古說の 誤に 從 はれた る 誤に して、 中古 以來 は、 囀る や 淡 

くに  ュり  いそ かみ ふるこ ご 

國學 びの 風に のみ 移 6 行て、 世に は、 石の 上古 言學 びと 云 ふ 事 を、 辨へ 知れる 人の 無 か. 0 し 事 なれば 如 

何が はせん。 扱、 免と 云 ふ 事の 名義 は 訂正 御 格式に 精く 註せ るが 如く、 斗 代と 云 ふ 事の 名義 も 同く 註せ 

る 如く なれ ども、 事 長く して 彼の 註に は盡し 難き に 依， C> 一  冊子と し、 此政光 主 遺言 覺 書の 後 へ に 附錄し 

て、 共に 此事を も廣く 世の 人に 知らし めんと する 者 也。 人 此事を も辨へ 知て、 然して 御 格式 一 卷の趣 を 

ば 仰ぎ 尊むべき 者 也 0 穴 かし, vjo 

新 田 目 ^？」 茂 誌 

嘉永 元年 德見 月朔日 

斗 代 名義 考  85 


斗 代 名義 考 


新田 目 道 茂. 述 


今 田 一 反よ 6 生ずる 處の粒 高 、入貢 四 分の 一 に當る 石數を さして 斗 代と 云 ふ 事なる が、， 名義 を考 るに 

み 、/"しろ  み 、、j しろ  、、) -3 

古く. 田 代と 云 ふ 言 有て、 又御戶 代と も 御 刀 代と も 書り。 戶、 刀 は 共に 借 字に して 又, の轉音 なれば、 

御田 代と 書る は 正字 也。 さて、 御, 代の 御 は稱へ 言に してが m は 田の ii おの 事 也。 是則、 其 田 を 作る 民 

よ 6 出して 上へ 納る 貢の 名 なれば、 今の 斗 代と 云 ふは是 也。 其譯は 末に 精く 說 きもて 行く を 見るべし Q 

歷朝詔 詞解第 十三、 詔に 、大神宮 平始 S 諸 神 1.^ 御 戶代奉 々と ある は、 神 達に 御高 奉 6 云々 と 云 ふ 事に し 

て、 神 領高を 奉られ 力る を 云 ふ。 又 一れ f 儀式 帳に 御田 代 御田 平 佃 奉 ま 云々 と ある は、 大神 か" の 御高なる 御 

田地 を 佃 6 まつ.. て 云々 と 云 ふ 事 也。 然る を詔詞 解に は、， ぎ； 似 は 或 人の^ぎ し I 也と 云へ る は 宜し。 年 

と は 稻を云 ふ、 神の 御稻を 作る 料の 田 也 0 代 は 苗代な ど 云 ふ 代に て、 則 田の 事 也と 云 へる は尙 未し き 事 

ゼ- さて 年と は稻の 事に して、 年と 云 ふ 言よ 又 田 寄の 義；^ ォ„_ に 田 寄な りと は、 タ ョ の 反し ト となる 故、 トシと. H 云 ふ 

乍  Ir^ARi グ妻 也 。さて 田 寄と 云 ふ 意 は、 春夏秋冬と 一年 かけて 漸^  一^ g 

S せ f よ 4f ふい P をリ 君へ 予が云 ふ 處の田 代の 義 にも 近き に 似た るが ヽ 儀式 帳の、^^ し 八乂 田と ある 事 を m 心 
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しろ 

はざる 物にして、 果は代 を 田の 事 也と 云へ る は 大いに 差へ る 事 也。 贿滅 お f 田 ^ 麵 田喊 きば ほ f 鼓 

おさ < 田. を 非ばぬ 上 If て、 gf^^ を 一れ： Kg はでし 代 を 田の 事と I ば、 詔詞の は、 曲ても 其 解の 如く 

み マ』 しろ み た 

なさば 成. 0 ぬべ けれど、 儀式 帳なる 御田 代ノ 御田と 云 ふ 言 は、 是 大神宮の 御田の 御田と 云 ふ 事と な. 0 て、 

^らしろ  、、- しろ  ものし ろ 

其理. 0 通えぬ 言と なる をば 如何に かせん。 又庸 をば 力 代と 云 へ る を 以て も、 田 代 は 田よ. 0 出る 物 代の 

¥ こ ンてヽ Mrasar つ 霧.^ る ヒ^る、 7 き ら： U や 0 力 代と は、 上の 爲に 民の カを勞 して 役 はる X 赛の ある、 其 代りに 出 

llrtlf-,^ しズ 貝， f  ,1^ 萄 。を头 る  <- き 3 ならす V して 納る 物赏 (ものし ろ) の 市！ f にして、 今の 小 役 銀に 當れる 事 也。 田 

^ は 又 則 物 成 の 蓽故、 田 代と 力 代 は 是相並 ベ る 言 也。 义 田より 出る 處の 貢を租 (たちから ) とも 云 ふ、 5： 是 にも 乂其 差別 あ る 事 也。 田 

と 力 代 は 其 物 代 を 取る に 付て 云 ふ 事 也。 租は其 物 を 美 讚す る に 付て 云 ふ 事に して、 田 力の 義也。 されば 寶と 一： ム ふ 言 も义田 力の 義 なる 

て 民 大を御 ォ寳ホ の、 P カレ. むの も 置た へる，？ S 扱 序に 尙も其 精き を 云 は ，\ 君は國 持の 義、 民 は 田 持の 義 にし 

てき。 ニ贩 r タモ はチ 田の や 5 ほ、 同國く 持モを f," お" j 君の 持 居らる、 國內に 居て 其 田 を 民の 持 居る 乙と 故、 其 田の 代 

ちからしろ 

を 君へ 奉 6 又 其 君に も 役 はる、 事に して、 其 役 はる 、代 6 に 出して 奉る 物 を 力 代と は 云 ふ 事 也。 さて 

又 君の 國 持なる 事 は、 今國 主の 事 を國持 大名と 云 ふ を 以て も 知るべく、 又 儀禮の 註に 天子 諸侯 及 卿大夫 

有レ地 者曰レ 君と 見え、 又 誊經に 后非レ 民罔レ 使と ある は、 后の 持 居る 其 國の民 故 使 ふと 云 ふ 意なる が、 又 

流亡の 民 を に 作 6 一  に 又 虻に 作れ. 00 此 字形 を 以て、 民 は 田 持の 意なる 事共に 漢國も 亦 同き を 知る 

,、  れいもつ  ゐゃ しろ  る や A  、-ひ  もの I ろ 

ぺ し。 扭又禮 物の 事 を 古言に 禮 代と 云て、 是は 其禮の 印し に 出して 人へ 贈る 其物實 也。 又、 力 代 は 上に 

も 云 へ る 如く、 役 はる、 代 6. に 出して 納る 其物赏 にて、 其 言 義の理 .0 皆 同じ 事なる を 能く 思 ふべ し。 さ 

S しろ  S だい 

て 田 代 を戶 代、 刀 代な ど 書る を、 古言に 暗く して 漢字の みを賴 みとす る 後世の 人、 字音に 刀 代と 讀み誤 


ヾ J  s  さか しら 

6、 石數に 付て 云ふ辭 なる 故 刀の 字 は當ら ず、 斗の 字に/ VJ そな ど、 狡 意に 斗 代と は窨 初めたり けん。 扱、 

それよ 6 して 本の名の 意 は隱れ 果て 世に 知る 人な く、 斗 代の 字に 付て 非ぬ 說を 設け 出し 科 H ゆき f れ， I 

K^s^ にたる よりして、 斗 代と 云 ふ 事に は 何 ど 故 ある 物の 如く 云 ひなした る 者 也。 は^^ばぉ娜^；^^賴 

の 由、 其國人 の 書る 成形 圖說と 云 ふ 物に 見えて、 是 は 定式 に 居 ゑて 置く 田 代と 云 ふ 意の 言 に し て 古言 の 意 を 失 0  i,x^  u-tij 

はず、 よく 今の 俗言に 轉 したる 言な り。 是を 以て も、 斗 代 は 刀 代 を 字 苷に讀 誤りた る 事の 趣 を 思 ひ辨ふ ベ し。 ま T」^  7XH^I^ 

めの 法なる 者に して、 其 法 は此斗 代に 殘れる 者 也。 下田 一 反の 斗 代 一 石は是 a の 一 石に して、 此總 a は 

タ J しろ 

四 石に して、 其 四 分 一 の 一 石 を 田 代と して 取た る 也。 是を米 納めの 法と する 時 は 此總米 二 石 四 斗に て、 

其 四 分 一 の 六 斗は是 入貢なる 者 也。 是は皆 人の 心得た る、 a 一  升に 六合の 出 米 定法 也。 四 田と も、 斗 代 

ぐ J し ろ 

と 米との 算術 皆是に 同じ、 そ は自算 して 是を辨 ふべ し。 さて 斗 代と 云 ふ 事 は 本 田 代と 云 ふ 事 なれば、、 ゼ 

一 反に 付た る 調 貢の 名に は 非ず、 廣く調 貢の 事 を 云 ふ 名なる を、 今 は 一 反に 付た る 四 分 一 の a 納めに 限 

たる 名の 如く 成た る は 如何ん と 云 ふに、 調 貢の 法 數を定 むる に は元是 一 11^, に 付て 定る 事に して、 且古 

は 粒 納めの 法なる が、 今 は 米 納めの 法と な..^ て 籾 納めの 算術 を 常に は 用 ふ 事な く、 其？？； 術 は此斗 代に 殘 

たるよ， 0 の 事 也。 さて 又 高と 云 ふ 事 も此粒 納めの 調 貢 を 云 ふ 名に して、 是は 一 反に 限らず 廣く調 貢 を 

云 ふ 名と 成た る 也。 此 高と 云 ふ 事 は 調 貢に も 限らず 總て數 の 積，. たる 處を さして 云 ふ 言に て、 錢高、 金 

高な ども 云 ふ を 以て 其 意 を 知る ベ し。 されば 高と 云 ふはヽ 入貢に 當る其 高と 云 ふ 意の 言 也。 又、 粒 高の 

S しろ 

入貢の 事 を 分 米と も 云 ふ、 是は 貢に 分配せ る 米と 云 ふ 意の 言 也。 田 代と 云 ふ は 上に 云 へ る 如く、 君の 知 
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ら せる 國內に 居て 其 田 を 佃る 事故、 其 代 を 君へ 奉る と 云 ふ 意の 言 也。 古今の 言語 雅俗 同じから ずと 雖 

其 SSii と 其 漢字と に據 てよ く 是を考 る 時 は、 同意よ 6 出た る 語 なれば、 皆斯く 同意に 解る 事 也。 然る 

にだ と 云ふ此 文字と 此 語に 於て はヽ調 貢なる 意に は絕て 解く ベ きょし 無き 者 也。 Hi 式に 註せ る 如く 一 

,  S たい  S  L5 

斗 升て て 量り 分た る 如き 率 なれば、 則 一 斗 升の 代と 云 ふ 意 ぞと云 ふ 事 -;^ ど 2. よ.； r-?l り， 分 vii る J と 是斗 代の 文字 は 刀 代 を 

お よりの ■ ならば 一斗 升に も 限る ベから ざれば、 升 代と 云 ひても 濟む 事と 成て 更に^ら ぬ 事 也 

字音に 讀 誤りた る明證 なる 者 也。 人 思 ひ を 深めて よく 思ぶべし。 
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門 間 氏 古文書 _ 


「野 田 村 御 tl」 は 標題の 如く s$ 六 ;p ぁヒ _p 

が、 II、 同 十 5i、l5u,ru て 野 

i 一 5、 明治 元年の 各 年に 於て 檢地 改め をた し 所 rl;^- 

… ぼ。 I た め之を も 一 々記すべき て あ i に 

帳 改訂 を 行って 居る 參考 の.^,..^  J 乂  0 

耐えず して 除き、 今 は檢地帳 本來の 11 す ことにの み 1J 

(編者 蔵本)  已. * り W 参で、 山 

、rmn!  二  pytTT^^ こ 提出せ る 記録の ぎォー I 

「門 間 氏 古文書」 に 明 和 七 £ノ 月ず，.； て 大田氏 羊 ける 

本 iQ 衬 『間 氏の 所まで ある。 本書に よって 秋 田 氏 や； 

i こ- , 一》 C -、， f ベく、 珍 m- な，； 料て 

秋 田 S 地方 の 一ず さ、，， 田 i 

^^^^『5^兵右衞鬥の裔にして 秋 田氏遷 

ある。 門 間 氏 は 秋 田 實季の 家臣=r^^.K.Wぉ 

^^^>P.J;.  くせ ハ職を 相承せ る 家^て 

封 後よ 野に 下リ、 爾來 地方の 肝ず" - とて 尔  . 
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久保田 諸 遠路 不勤 麵駄 y 

江戶、 京都 定住 

徒 並輕輩 


^-tJ^.^>御藏出高、御藏出米、御合カ米惣じて同例。 半 知、 四 六 

pi  M< ぼ-^ 不關御 省略 中 五ケ 年引繼 〇 辛 勞免高 御 借 上 無 之 


四 六 之 割 

久保 田諸士 

1 ヒ ト. 口に 在々 住居、 刈 和 野 

._^々|  ノ給 人、 鄕士同 例 

角 館 住居 

v.^ 並 W 輩 

御藏 出 米 御 借 上 割 

御藏 出 米 半 知 之 割 

指 上高定 


久保 田諸士 遠路 不動 If 例 粋 

江戶、 京都 住居 

寺 院 


五一 七 
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御藏 出 米 四 六 之 割 

ヽ .^ち寺.^.&3ヒ^ 御 省略 中 五 

# 扶.^ t 借 上害ケ 年引繼 

に 口 .NH. 矢 寺ヶー M 徒 並 輕輩同 例、 想 じて 

ク ft 田 在々； 之 害 遠路 不動 之 割 無 之 


生涯 捨御 扶持 之 割 半 知、 四 六不關 

寺院 御 扶持 之 割 


嫡子 嫡孫 御 扶持 之 割 半 知、 S ハ不關 

進退 引 之 事 

百姓 町人 御 扶持 之 割 半 知、 2 ハ不關 

. ヽ ん： ：艮， 印 半 知、 m 六 不關、 御 

- t.l^^^^f  -害 省略 中 五ケ 年引繼 

,&.i!nE5,- 弋 J\  一：^ 家 骨， 局 住 無差別、 刈 和 野 袷 入幷徒 

北 ，5之 害 並 輕輩同 例 〇 在々 給 人 御給 銀 無 之 

商 1^ 有 系. ^んロ  I クー M 刈 和 野 給 人 嫡子 嫡孫 同 例 〇 在々 耠 

害 人 住居 共 嫡子 嫡孫 御給 銀 無 之 

寺院 御給 銀 之 割 

一 、 役 料 銀 穀御借 上 割 f  l，g 五 

ffi 高 之 割  役 料 高 之 割 

役 料 銀 之 割  ， 役 料銀穀 定式 割 之 外 御 借 上 之 割 


旨 上 高 定 

±rj  一 


,1 ,  出 高 

)S5 行 高 摘 惜上害 同 例 


〇 半 知 之 害 

〇 久保 田諸士 

高 七十 石 以上 

同 七十 石 以下 六十 石 迄 

同 六十 石 以下 五十石 迄 

同 五十石 以下 四十 石 迄 

同 四十 石 以下 三十 石 迄 

- 同 三十 石 以下 二十 五 石 迄 

旨  ヒ  高  定 

ネ  _ 


拾 石に 付 


同 


同 


五 石 

四 石 五斗 

四 石 

三 石 三 斗 

二. 石 八 斗 

二. ： 石 


ル 
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一、 同 二十 五 石 以下 二十 石 迄  同  一石 二 斗 五 升 

一 、 同 二十 石 以下 十 一 石 迄  同  六 斗 

但十 一 石 以下 割合 無 之。 

0 久保 B 諸士 遠路 不勤 麵人 同、 辦 

一 、 高 七十 石 以上  拾 石に 付 五 石 五斗 

一 、 同 七十 石 以下 六十 石 迄  同  五 石 

一 、 同 六十 石 以下 五十石 迄  同  四 石 五斗 

一、 同 五十石 以下 四十 石 迄  同  三 石 八 斗 

一、 同 四十 石 以下 三十 石 迄  同  三 石 三 斗 

但 三十 石 以下 割合 勤 並 之 通。 

Dfe 令ん 口、 在々 住居、 刈 和 野 

C 右 々系 ソ 給 入、 鄕士同 例 

一 、 割合 久保 田諸士 遠路 不勤 同然 也。 ぉ崎歸|^5滅 

但、 久保田 並 諸 役 相 勤 候 もの は、 勤 中 久保田 勤 並 之 割た るべ し 0 役 にても 久保田 並に 無 之 役々 は 

此 例に あらず。 

〇 江戶 京都 定居 


一 、 高 百 石に 付 金 二十 二 兩之割 を以被 下々 

但し 分限 之 多少に よらず 一 例な.. 

〇 角 館 定 居- 

一 、 高 七十 石 以上 

、 同 七十 石 以下 六十 石 迄 

、 同 六十 石 以下 五十石 迄 

一 、 同 五十石 以下 四十 石 迄  . 

一 、 同 四十 石 以下 三十 石 迄 

一 、 同 三十 石 以下 二十 五 石 迄 

一 、 同 二十 五 石 以下 二十 石 迄 

一 、 同 二十 石 以下 十 一 石 迄 

但十 一 石 以下 割合 無 之。 

〇 徒 並輕輩 

一 、 割合 總 じて 諸士同 例。 は 々十, 定並之  1 

〇 百姓 町人 


本 御 家中 之 外 住居に 在々 割 之 通。 開 高 

定 にて 小 役 銀 拾 丸 匁 代 故 割合 別 例な り。 

拾 石に 付 三 石 三 斗 三 升 

同  三 石 

同  二 石 六 斗 六 升 

同  二 石 二 斗 

同  一 石 八 斗 六 升 

同  一 石 三 斗 三 升 

同  八 斗 三 升 

同  四 斗 

勤と 

0 

御藏 出 高、 御藏 出 米、 御^力 米 總而同 例。 半 知、 s: 六 

不關御 省略 中 五ケ 引繼。 〇 辛 勞免高 御 借ヒ無 之。 
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高 二十 石 以上 

同 二十 石 以下 


卷 


三ケ 一一、 小 役 銀 共 

半 高、 小 役 銀 共 


右 は 半 知、 四 六に よらず 年々 定式 御 借 上 

〇 四 六 之 割  j 

〇 久保 田諸士  . 

高 七十 石 以上 

同 七十 石 以下 六十 石 迄 

六十 石 以下 五十石 迄 

同 五十石 以下 四十 石 迄 

同 四十 石 以下 三十 石 迄 

十五 石 迄 


拾 石に 付 六 石 

同  五 石 四 斗 

同  四 石 八 斗 

同  三 石 九 斗 六 升 

同  三 石 三 斗 六 升 


同 三十 石 以下 二十 五 石 迄  同  二 石 四 斗 

同 二十 五 石 以下 二十 石 迄  同  一石 五斗 

同 二十 石 以下 十一 石 迄  同  七 斗 一 I 升 

但十 一 石 以下 割合 無 之。 

0 久保 田諸士 遠路 不勤 


拾 石に 付 六 石 三 斗 


同 

同 


五 石 七 斗 

五 石 一 斗 

四 石 一 斗 四 升 

三 石 六 斗 六 升 


在々 住居， 刈 和 野 

給 人、 鄉士同 例 


高 七十 石 以上 

同 七十 石 以下 六十 石 迄 

同 六十 石 以下 五十石 迄 

同 五十石 以下 四十 石 迄 

同 四十 石 以下 三十 石 迄 

但 三十 石 以下 割合 勤 並 之 通。 

〇 在々 給 人 

割合、 久保 田諸士 遠路 不動 同然 也。 

但久保 田 並 諸 役 相 勤 候 もの は 久保田 勤 並 之 割た るべ し。 

〇 江戶、 京都 定居 

高 百 石に 付 金 二十 兩之割 を 以被下 之。 

但 分限 之 多少に よらず 一 例な. hNO 

主 & 本 御 家中 之 外 住 

貧： 居 居 は 在々 割 之？^ 

高 七十 石 以上  拾 石に 付 四 石 

同 七十 石 以下 六十 石 迄  同  三 石 六 斗 

指 上高定 


3 


同 


同 


二 石 六 斗 四 升 

二 石 二 斗 四 升 

一 石 六 斗 

一 石 

四 斗 八 升 
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同 六十 石 以下 五十石 迄 

同 五十石 以下 四十 石 迄 

同 四十 石 以下 三十 石 迄 

同 三十 石 以下 二十 五 石 迄  同 

同 二十 五 石 以下 二十 石 迄  同 

同 二十 石 以下 十一 石 迄  同 

但十 一 石 以下 割合 無 之。 

.. 〇 寺  院 

高 十 石に 付  半 小 

但半知 之 節 御 借 上 無 之。 

〇 天明 二へ 午 ，ポ 初而 五ケ 年 屮小役 銀 無 殘御借 上。 

寛 政 一一-亥： ヰ 半 小 役 銀狨相 弛以來 五ケ 年 宛 引繼。 

0 半 小 役 銀 御 借 上 之 年 御 合力 被 下 候 寺院 左 之 通 ！s ま^ ハれ 

文 銀 五 百 目  天德寺 

右は錄 所に 御 合力。 

同 銀 三百 五十 目  一 乘. 院 


役 銀 


右 は 役 寺に 付 御 合力。 

一 、 同 銀 三百 五十 目  寶 鏡 院  ； 

右 は 右 同斷。  ■ 

- 、 同 銀 百 五十 目.  闐信寺 

右 は 御 尊 靈樣 御供 養 仕 候 付 » 合力。  、 

男 鹿 

一 、 同 銀 百 五十 目  永 禪 院 

右 は 門 中八ケ 村有 之 相續難 ffi に 付 御 合力。 

.  〇 徒 並輕輩 

一 、 割合 總て 諸士同 例。 

〇 御藏 出 米 御 借 上 割 

御藏 出 米、 半 知、 四 六と も總而 知行 高 割合 之 出 米 を 以被召 上 之。 

方 例 左 之 通。 

〇 御藏 出 米 半 知 之 割 

一 、 御藏 出 米 七十 石 以上 
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十 石に 付 .  二 石 九 斗 六 升 

但 知行 高 七十 石 以上 十 石に 付 五 石 之 割に 準、 其 出 米 を 以被召 上 候。 

十 石に 付  三 石 二 斗 五 升 六合 

但 知行 高 七十 石 以上 十 石に 付 五 石 五斗 之 割合に 準 右 同斷。 . 

、 七十 石 以下 段々 割合 準 之。 

〇 御藏 出 米 四 六 之 割 

、 御藏 出 米 七十 石 以上 

. 十 石に 付  三 石 五斗 五 升 二 合 

但 知行 高 七十 石 以上 十 石に 付 六 石 之 割合に 準 其 出 米 を 以被召 上 候。 

十 石に 付  三 石 七 斗 三 升 

但 知行 高 七十 石 以上 十 石に 付 六 石 三 斗 之 割合に 準 右同斷 0 

、 七十 石 以下 段.々 割合 準 之。  .ゾ 

、 在々 給 人 は 遠路 不勤之 割 同然 也。 

、 寺院 は 四 六 之 節 斗諸士 割合 之 半分 被 召 上 候。 半 知 之 節 は 御 借 上 無 之。 


〇 御 扶持 御 借 上 割 fill 五 

〇 久保田 在々 御 扶持 之 割 雖 If 雜 S 咖き而 

、 十 人 御 扶持 以上  拾 人 御 扶持に 付 一人 御 扶持 

旦 b" 印ク て， も i.K  一  0 天明 五巳：^ 初 而御借 

i4A^^lt.ftl^-^ 上以來 五ケ 年 引繼。 

高 拾 .^f; 石 以上 へ 添 

、 五 人 御 扶持 以上  五 人 御 扶持に 付 一人 御 扶持 

日 之；. 川 却： H 曰と ffi" ケー 0 天明六午^^初而御借上以來五ケ^！^引繼。 

i^^^lfflf 御步行 以下 御 扶持 同 より 初 而御借 上。  . 

、 在々 給 人 無 御給 十 人 扶持 以上  一 人 御 扶持 

但四六 年 御 借 上、 半 知 年 は 半 人 御 扶持 御 借 上。 贩讓 I 辦 5^， 

0 嫡子 嫡孫 御 扶持 之 割 l，M 六 

、 高 百 五十石 以上 

御 判 紙 高 百 五十 五 石 以上 御 竿 打 減 高、 辛勞 免、 御 引 上 高、 其 外 本田捨 6 高、 荒 地、 川缺、 畑に 成 減 

目 等に て、 百 石に 付 二十 石 之 御 割合に 相 叶、 御代 知 不被下 候 分 は 分限 高に 無 之 故、 御 判 紙願不 

申 上 候と も、 右 之 分 引落 百 五十石 以下に 相 成 候 は 以下 之 御 取扱。 

嫡子 御 扶持  半分 御 借 上 

指 上高定  S 
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在々 給 人 は 無 殘御借 上- 

嫡孫 御 扶持 

在々 給 人 は 無 殘御借 上 _ 

高 百 五十石 以下 七十 石 迄 

嫡子 御 扶持 

在々 給 人 は 半分 御 借 上- 

嫡孫 御 扶持 

在々 給 人 は 無 殘御借 上- 

同 七十 石 以下 三十 石 迄 

嫡子 御 扶持 

在々 給 人 同 例。 

嫡孫 御 扶持 


さ 一 < 


半分 御 借 上 


* 御 借 上 


半分 御 借 上 


無 御 借 上 


半分 御 借 上 


在々 給 人 五十石 以上 之 嫡孫 は 無 殘御借 上、 五十石 以下 三十 石 迄 は 半分 御 借 上 Q 

十 一 人 御 扶持 以上 

嫡子 御 扶持  - ： 無 御， 借 上 


t  ^^ol^^^o 當 時拾壹 入， 扶 

,1^ 々乾. sil^ 恢 持 以上 無し。 

嫡孫 御 扶持  半分 御 借 上 

在々 給 人 同 例。 

一 、 高 三十 石 以下 並 十 人 御 扶持 以下 嫡子 嫡孫、 久保田 在々 共 無 御 借 上。 

一 、 在々 住 215、 刈 和 野 給 人 嫡子 嫡孫 御 扶持 御 借 上 割合 久保 W 之 通。 

但角館 住居 之. 円本 御 家中 は 嫡子 嫡孫 現 米 三 石 六 斗 被 下 之。 右 割 父祖 之 分限に 應じ 半分^ ュ ^ 又は 

i^ttHhv.r^t>wt^#^^HIn  4\ 一  ^£ こ 葬 0 以上 御 扶持 之 割 百 五 拾 石 以上 之 嫡子、 一一-拾 石以 

殘.^ 借丄之 r^s  おお 5^ 惜丄. N 定 }^ 上 之 嫡孫 等 天明 六 午年 被 仰 渡 之。 其 外 不詳。 

一 、 局 住に て 一 騎償高 被 下 候 もの 御 扶持 御 引 上。 

一 、 住に て 御 右筆 相 勤 候 もの 局 住 二人 御 扶持え 三人 御 扶持 被增 下、 都合 五 人 御 扶持 之內 二人 御 扶持 

御 借 上。 

但 家督 五 人 御 扶持 以下 之 もの、 五 人 御 扶持 都合に 被 增下候 分 無 御 借 上。 

一 、 役 付近 進 之 嫡子 嫡孫、 役 方に 付 被 下 候 御 扶持 は 御 借 上な し。 

一 、 新 知舊知 拜領、 又は 開發出 高、 其 外 引受 高 有 之 一 騎 分限に 相 成 候 もの、 其 年 九月まで は 嫡子 嫡孫 御 

K 寺 卸 sfqo  4«nrr、，9 一 、卸 失 寺 昔と 0 文化 十 一 戌年 六月 極。 後 例 覺雜例 之 部。 f 、若木 

おお.^; 5^ も丄 寸月ょ.^>  ノ^お 惜丄 右 衞門御 加 增高拜 領壹騎 分限に 相 成 候 節 本條之 通。 

附 知行 處減高 有 之查騎 分限 之者駄 輩に 相 成 候 節、 嫡子 御 扶持 十月より 無 御 借 上 之 事。 文政^fi午年山崎左 

仲 知行 處之内 御 竿 打 減 高 有 之、 八月 中 被 仰 渡 之 壹騎之 所駄輩 分限に 相 成 候 節、 伺 申出 評議 之 上 極。 

指 上高定  Wii 九 
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一 、 諸士 三人 勤 之 もの 嫡孫 御 扶持 無 殘御借 上 候 所、 父祖 隱居 又は 病死 等に て兩人 勤に 相 成 候 節 其 月よ 

. ^無 御 借 上。 

0 生涯 捨御 扶持 之 割 網 六 

一、 七十 石 以下 之 局 住 病身に 付 御 奉公 御 暇 被 下 候 ものへ、 生涯 二人 御 扶持 之內 一人 御 扶持 御 借 上。 三 

十 石 以下 御 扶持 方 之 家督 右 同断に 付 被 下 候 分 御 借 上 無 之。 J^ll。 

一 、 徒並輕 輩、 百姓 町人え 被 下 候 生涯 御 扶持 御 借 上 無 之。 i^J^f 極 寛。  . 

一 、 徒 並 內意又 者 支配 之內意 等に て 病名 を以御 奉公 御 暇 被 下 候 もの は、 生涯 二人 御 扶持 之內ー 人御扶 

寺， sf^zho  ^!?士內意にて返身之も。 

^^^i のに 捨御 扶持 不被下 侯。 

〇 進退 引 之 事  . 

一 、 諸士 知行 高 三十 石 以下 御 扶持 方 之 面々 七十 歲 以上に 相 成 候 得 者、 月並 御番 御免被 成 下 候 上 嫡子ば 

進 返 引 之 願 申立 候 得ば、 及 言上 追 而願之 通 被 仰 出 之 趣 申 渡、 其 砌子共 之 御 扶持、 御給 銀 共 に 其 父 え 引 

繼被下 候 事。 

但 御給 銀 者 天明 六 午年よ.^ 無 殘御借 上 0 町 ssi に 見。 

一 、 三步行 以下 諸 職人 等 五十 ケ年 以上 御 奉公 相 勤 候 得 者、 一 代 大御番 え 被 召 立 候 以來七 ケ年相 勤 候 得 

者 一代 一 人 御 加 扶持 被 下 候 所、 當人 病死^ 支配 所 依願 子 共 一 代 引 繼被下 候 辜。 I 


〇 寺院 御 扶持 之 割 

、 五 人 御 扶持よ 6 九 人 御 扶持 迄  半 人 御 扶持 

、 十 人 御 扶持よ.. - 十四 人 御 扶持 迄 ，  一人 御 扶持 

、 十五 人 御 扶持よ. - 十九 人 御 扶持 迄  一 人 半 御 扶持 

、 二十 人 御 扶持よ. -ニ 十四 人 御 扶持 迄  二人 御 扶持 

右 以上 之 御 扶持 割 準 之。 

g  < こ J.pn£3 11 ヽ さ m  /  一 inLS£ ョヒ も、/ 一  O 天明 六 午 ギ五人 御 扶持よ リ九 入御 扶持 迄壹 入御 扶持 苑、 其餘 右。 に 

右 者 四 六 之 節徇借 上、 半 知 之 ffft 借 上 無 之。 ぉ初而 借 上 之 所、 寛 政 一一： 亥年 本 倏之通 割 直、 以來 五ケ 年 引繼。 

、 修驗大 頭 相 勤 候 もの、 十 人 御 扶持 被 下 候內ー 人 御 扶持 御 借 上。 雕髓 I， 

但四 六、 半 知 御 借 上に 不拘御 借 上 之 事。 

、 社 人 大頭相 勤 候 もの、 五 人 御 扶持 被 下 候 內半人 御 扶持 御 借 上。 |纖|， 

但右 同斷。 

,  〇 百姓 町人 御 扶持 之 割 

、 五 人 御 扶持より 九 人 御 扶持 迄  一人 御 扶持 

、 十 人 御 扶持より 十四 人 御 扶持 迄  二 人 御 扶持 

、 十五 人 御 扶持よ，^ 十九 人 御 扶持 迄 .  三人 御 扶持 

指 上高定  i 
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、 二十 人 御 扶持よ 二十 四 人 御 扶持 迄  四 人 御 扶持 

C  ell  5 百姓 町 入御 扶持、 天明 六 午年 初 而御借 上 五ケ 年 引， 

右 以上 之 御 扶持 割 準 之。 5^ 麵、 町 も 4f^1r 有" に 付 文化 I 年 本文 之 通 定之。 

}p\rT ョく  f;?p-irT  二.： 半 知 四 六 不關、 御 省，  . 

〇 御給 銀 御 借 上 害 略 中 五ケ la. 引繼 

ソ fl-、„r$ 二  4^ こ .y 家督、 局 住 無差別、 刈 和 野 給 人、 ま 並 

〇 御給 銀 定式 之 害 lis: 例。 在々 給 人 御給 銀 無 之 

、 銀 五 百 目 以上  五ケ 1 

、 同 五 百 目 以下 三百 目 迄  七ケー 

、 同 三百 目 以下 百 目 迄  「ゾ ケ. 

、 同 百 目 以下 五十 目 迄  九 ケ 

、 五十 目 以下  十 ケ 一 

ヽ 金 一 兩銀 五十 七 匁 替之定 、右 御 借 上 割合 銀 之定に 準。 f 午&諸 I 之 I。 

但， 被 相 度 候 節 者 本條之 通。 若 七 歲未滿 又は 末期 養子、 其 外 不調法 等に 付 御給 金 之 內被召 

か、 攻 一、 未 や 十月 二 

上 ry- 節 者 一 兩六 十目 金に 定置、 右 之內ょ 6 被 召 上 候 分. リり洛 候 事。 日 御 割 役 申出る。 

、 知行 高 並 御藏 出 高 十一 石 以上え 添 御 扶持 御給 銀 は、 高よ 6 割合 被 召 上 候 故 御給 銀 御 借 上 無之リ 

一 、 御 扶持 方 御 右筆 相 勤 候 得 者、 本 御給 銀と も 金子 五. 兩 都合に 被 直下 內ニ^ 御 借 上、 殘三兩 無 割合 被 下 


之) 但本 御給 銀三兩 以上の もの へ は 一 圓不被 下 置 候。 

う SKL-swi&& 艮. K 一勺 刈 和 野 給 人 嫡子 嫡孫 同 例、 在々 給 

〇 嫡子 嫡孫；^: ^銀 之 昏 人 住居 共 嫡子 嫡孫 御給 銀 無 之。 

一 、 高 七十 石 以上 御 判 紙 高 也 . . 嫡子 嫡孫 御給 銀  無 殘御借 上 

一 、 同 七十 石 以下 三十 石 迄  嫡子 S 孫 御給 銀 錢， き覚合 

但大 小姓 者 御給 銀 六十 目 之 內九ケ 一 御 借 上 之 外 御 借 上 無 之。 Isri 。孫  . 

〇 御.^ 姓 同 例。 〇 先年 小 宅 恒內不 背 承祖孫 九郎局 住に 而御 小姓 相 勤 候 節、 御給 銀 

六 拾 目 無 御 借 上 候 御 例 有 之、 以來 不肖 局 住 大小 姓 同 例に 極る。 文化 十二 年 正月。 

一、 十一 人よ. > 十九 人 御 扶持 迄  嫡子 嫡孫 御給 銀 餘ぉ赠 合 

一、 二十 人 御 扶持  嫡子 嫡孫 御給 銀 無 殘御借 上 

一 、 高 三十 石 以下 並 十 人 御 扶持 以下、 嫡子 嫡孫 御給 銀 定式 割合 之 外 無 御 借 上。 

一 ヽ 高 三十 石 以下 並 御 扶持 方 之 面々 嫡子と 進 返 引 被 仰 付 候 節、 親え 被 下 候 御給 銀 無 殘御借 上。 gsl^ チ針 

ケ ：ゃ 

引繼。 

一 、 局 住に て 一 騎惯高 被 下 候 もの 爲住 御給 銀 御 引 上。 

一 、 局 住に て 御 右筆 相 勤 候 得 者、 御給 金 三 雨に 被 直下 定式 八ケ 一 割合 之 外 無 御 借 上。 

一 、 役 付近 進 之 嫡子 嫡孫、 役 方に 付 被 下 候 御給 銀 定式 之 外 無 御 借 上。 

つ fei 冗. P. 合 及. N 一；^ 寺院 御給 銀 之割不 一 例 

C 诗 ^^力ぬ iN 害 候、 依 而銘々 左に 記 之 

指 上高定  i 一一 
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、 Rid 夂 * 呸 此目壹 枚に 付 四 拾  一 Is 

^3^.^ に而 古銀定 にあらず 

勺 一 殳. や 昔と 此割 t 之 指 

^  4^^.;^  55:^;^ ュ上銀 無 之。 

ヽ 同 三枚 宛 此 目前に 同じ 

311 卜 一 C3^ld\^>;呸.pi^t銀壹枚之半分に當る_ 

內 二十 一 匁 玉 < ？.^ _從 佶，. H 割合 之 外 指 上 銀 無 之- 

^同 百 目 

r  一  .^dj 曰ヒ此 割合 之 ^ 差 

HI-/ ケ 招 I- 上浪無 之。 


1四 


修驗大 頭兩人 


御城 下 社 人 組頭 兩人 


匕 


性 院 


半 知 四 六 不關、 御 


〇 役 料 銀 榖御借 上 之 割 llfj^w^ 引 一 


3  5  S  一  0 御 判 紙 高 之內、 御 竿 打減义 者辛勞 免、 御 引 上 高、 本 田 荒 地、 川缺、 畑で 成 t 城， ば、 

oft  一口  li 之 害 其外捨 高等に て 百 石に 付 貳拾石 之 割合に 相 叶、 御代 知 不被下 分 引落 殘 高え 償 

被 下 候。 但譯有 之 御 判 紙 御 書 替願不 ま 上 候と 

も 引落 高に 候 故、 殘 高え 償 被 下 候 事。 


高 十 石に 付 

但小役 銀 無 殘御借 上 Q 


五 石 差 上 高 


御 家老 償. 高え 者 小 役 銀 付 故、 六 一 二 之 出 米之內 人足 扶持 方 引、 殘五九 二 之 出 米 を 以被下 之。 外 償 高 者 小 役 銀 無 之 一 

0.K 月まで 新 知 舊知被 下 候 而茂償 高 其 年分 無 差 引 被 下 之。 十月 後 新 知 舊知被 下 候 得 者 債 高 其 年より 引落に 相 成 

〇 役 料 高 之 割 


、 高 三十 石 以上 


拾 石に 付 六 石 差 上 高 


但御 家老 役 料 高に 限惯高 割合に 準。 〇 役 料 高 三十 石 以上 之 もの 本 知 分限に 寄 は 御 借 上 有 之、 

殘高 三十 石 以下に 候 はて 右 以下 之 割合。 

同  五 石 差 上 高 

. 同  三 石 八 斗 七 升 五合 差 上 高 


re- 


同 三十 石 以下 十五 石 迄 

同 十五 石 以下 

〇 役 料 銀 之 割 

文 銀 五 百 目 以上 

同 銀 五 百 目 以下 三百 目 迄 


五 ケ 

七 ケ 

八 ケ 

九 ケ 

十 ケ 


同 銀 三百 目 以下 百 目 迄 

同 銀 百 目 以下 五十 目 迄 

同 銀 五十 目 以下 三十 目 迄 

但三 十目 以下 割合 無 之 ◦ 

役 料 高え 添 候 役 料 銀 者、 兩 様之內 一 方よ. 0 御 借 上 一 方 無 御 借 上。 

〇 役 料銀穀 定式 割合 之 外 御 借 上 之 割 

御 家老 本 知 高 千 石 以下、 償 高 千 料 共 千 五 ぼ 石、 都合 右 役 料之內 三百 石 御 借 上。 插 ぼ 1i。 

但役料 高 五百石 之內、 本 知 千 石 以上 之 上 者 右 以上 之 分と も 三百 石 御 借 上、 殘 二百 石 被 下 之。 千 三 
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百 石 以上 之 ものに 候 得 者、 右 本 知 差 引 殘御借 高 無 差 引 被 下 之〕 I ぼ 者 千 五百石 以上 之 ものへ 

よ 一 lF?f 皮 fTi^、o 天明 六 午年より 御 役 料、 小 役 銀 共無殘 五ケ 年 

22  B^l If 引 繼御借 上 之 所、 寛 政 八 申年より 本條之 通。 

一 、 御 相手 番本知 五百石 以下、 惯役料 五百石 都合 之內 五十石 御 借 上。 隐。 明 は JI お S 肺 I 卿。 引 

但本知 四百 五十石 以上に 候 得 者、 御 借 上 高 差 引に 相 成 一 圓不被 下 候。 以下 準 之〕 ^§1 一き ま 肺^ 歸 

得^|^惯ー=11不 

被 下 置 候。 

一 、 寺社 奉行 四百 石 以下 償 高 役 料 共 五百石 都合、 右 役 料之內 五十石 御 借 上。 同斷。 

一 、 大 番頭 三百 石 以下、 償 高 三百 石 役 料と も 三百 五十石 都合 之內、 役 料 五十石 御 借 上。 同斷。 

一 、 一 騎 ffi 高 百 五十石 都合 被 下候內 十五 石 御 借 上。 同斷。 

一 、 御 副 役、 其 外 駄輩役 之 もの 本 知 百 三十 五 石 以上 者 役 料 無 殘御借 上。 同斷。 

一 、 御 副 役定役 二十 ケ年相 勤 候 得 者、 增御役 料 高 十 石 被 下 之 內五石 指 上 高 何月 被 仰 渡 候と も、 無 殘被下 

候 事。 

但 一 騎惯高 被 下役え、 口 役 又 者 切支丹 改役兼 帶被仰 付 候 得 者 被 成 御 引 上 候。 

一 、 大番 組頭 其 外と も 償 高 百 石 都合 被 下 候 もの、 內十石 御 借 上。 同斷。 

一 、 御 側 醫本知 三十 石 以下 慣高 三十 石 役 料と も 六十 石 都合、 右 役 料之內 二十 石 御 借 上。 同斷。 

一 、 勤 功^ 料 銀 一 枚 無 御 借 上。 


一 、 三十 石 以下 並 十 人 御 扶持 以下に て 近 進 諸 役 相 勤 候 付 銀 二 枚 被 下 候內、 一 枚 御 借 上。 t!J^illm。 

0 御 代官 III 方 以前よ 1 一十 石. 以下 之 ものへ 斗 本條之 通。 

〇  . 

右差 上 高 定之內 雕 JH 爲 

半 知 中 役 馬 並 持 鎗之事 

一、 乘馬之 儀、 半 知 被 召 上 候 內は本 知 五百石 以上 は 常 立 可 致 候。 五百石 以. 下 は 役 •  海 常 立 可 被 成 御免 

候。 並 千 石 以下、 御城 下 徘徊 之 節 鎗不爲 持 候と も不苦 候。 大御番 は 御武頭 御城 泊 番並御 武頭長 坂 固 

之 節 鎗爲持 候 義可爲 格別 候 0 出火 之 節 前々 » 爲持來 候 面々 は、 知行 之 不依高 鎗爲持 候 義可爲 勝手 次 

第 候。 

附 萱橋袷 人 も 右 同斷。 但定居 之 もの 殘高ョ 百 五 拾 石 有 之ば 役 馬 可 相 立 候。 

一 、 半 知 差 上米 被 召 上 候內、 江戶 詰に 罷登候 もの は 本 知 高 三 ぼ 五 拾 石 以上より^ 爲牽、 在番中 "：^ 立 可 申 

候。 罷下之 節、 御供 外 は江戶 にて liiT 拂候義 不及御 伺 勝手次第 たるべく 候。 但急登 一 ケ 年お 被 仰 付 俄 

に 馬求爲 牽候義 御免被 成 候 間、 江戶 にて 馬 求 候 內は御 貸 馬 可 被 仰 付 候。 

附. 知行 高 五！ 0 石 以下 之の も 立 歸罷登 候 は江戶 にて 御 貨馬可 被 仰 付 候。 


秋 田 叢書 第 十-を  フ にも,？ t 三 Sk-M 下 g 間 在 番中馬 立 可 申 侯。 

, f  .SF11kn£4« 石 乞」、 >^戶 におね て 馬 求 代金 子 三兩可 

、 本 知 高 一香 五十 I 下 二百 五十？ . ま 、き 中 If  I 候き 御 I 成 間 敷候。 

罷下之 節不及 返上 勝手に 可 致 候。 一 通 馬 代 ¥候以 後 在 fs.^  5 


自分に て 調 可 相 I。  上、 於 江 戶被下 候 高 代金 四 兩於秋 田 被相 

御供に て 罷登候 もの 知行 高 三百 五十石 以 T 二お i 寸 


渡、 御 道中 馬 爲牽可 罷登候 Q 

但右之 義元文 二 年 巳 十二月 何れも 評議 


^^i-^J-^ フノ-  -ノ-  —  .  .  .  ^co 

知行 高 二百 五十石 以下、 唯今？ 之 可 御 I 御用 有 之 |候節 者 

在々 給 人 駕常立 之義、 自今 御 判 紙 高 五百石 以上 之 もの * 可ネ 


常 立 之 馬 爲見可 申 候。 

右二 ケ條 追々 極 候歟、 年月 不，^ . 


、 總而勤 並に 相 成 候 節 者 十 二月に て も 其 年 よ 6 割合 可 被 直下 候リ 

、 遠路 不勤之 者 家督に 相 成 候 節、 家督 十二月まで 被 仰 付 候 は 、：^ 不勤之 割 其 年よ. 0 可 被 召 上 候 

正月え 越 家督 被 仰 付 候 は V 前年 差 上 高 其 儘に い たし、其年ょ<^不勤之割可被召上候o 

、 末期に 付 減祿之 もの 十月 後 致 病死 候 得 共、 其 年 者本祿 にて 所 務被仰 付 指 上 高 不及割 直。 

但 不調法に て 減祿之 もの 十月 後に 候 得 共同 例。 

、 役 御免 等 之 者 は 十二月 にても 其 年よ.^ 不勤之 割 可 被 召 上 候。 

、 御 苗字、 幼年た..^ とも 勤 並 之 割 たるべし。 

、 御所 預並龃 下 持 之 輩、 幼年に 付 得 後見 相 勤 候と も 勤 並 之 割 たるべし 0  • 
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一 ヽ 御所 预 組 下 持 幼年に 付 在々 給 人後 見 gli^;^ 被 仰 付 候 は . ^、右 御 勤 中 久保田 勤 並 之 割 を 以可被 召 上、 

久保 田諸士 後見 被 仰忖其 所え 引越 相 勤 候 は 勤 並 被 成 下 候。 

但 相談 一 ト通被 仰 付 候 もの は不勤 御免被 成 間 敷 候。 

一 、 御所 預、 組 下 持、 遠慮 閉門 等に 付 其 間 取扱 被 仰 付 候 もの 、不動 御免被 成 間 敷 候。  • 

一 ヽ 遠盧、 閉門 等 之 もの 割合 無 別儀。 

一 ヽ ：：：；-.，乂ヽ面】4|^?14»^ こ 95:*,|^!5^:^|<11^1幼钊叮皮..艾，郸^^#^  0 長 病 之 者たり とも 右 年齢に 相至疾 y  不勤割 

I  -o.y まスョ pt き{^、ルfeネまォき會司sle^:^R^I^ 可 被 成 御免。 安永 申年 八月 御 割 役え 被 仰 渡 之。 

但、 御 役 相 勤 候 付 不勤割 御免被 成 候 後 返 役 等 にても 一 代 御免被 成 候。 四十 歲 以下 病氣 十六 ヶ月 

に 相 成 候 得 者 不勤並 可 被 召 上 候〕 . 

C 文化 十 一 戌年、箭田野|!5治？1拾贰歳に罷成候付遠路不勤御割御免可被成下哉之旨^:申3,7狭付、御割役听御吟味被_1^?.疾所、安 

永 九 午年 岡 谷內記 w 拾壶 歳に て御屆 申出、 前年 分 被 返 下 候 段. a 出 候。 TO: 拾 歲之節 御 屆可申 上 御 規定 之 、心 5^ 違 を以年 を！^ 

候而申出候^^^f故、前々之分可被返下義に者無之事に談議之趣、御用番帶刀殿ぇ黑澤監物(御>^4役) 

伺 之 候. M 、其 通りと 御差圔 に付淸 治え 者 戌年 分より 御 割合 被 割 弛 候 段 申 渡 之。 于時 同年 ra: 月。 

一、 廻 坐、 在々 え 上使 相 勤 候 得 者 勤 並 可 被 成 下 候。 

一、 七十 石 以上 之 者 在々 え 之 上使 相 勤 候 得 者 勤 並 可 被 下 候。 右 之 外 御領 內 公用 相 勤 候と も 出馬 之 格に 

^£w^ko 〇文= ^八 未年 九月 仙 北 筋 御 巡覽之 節、 御 

SM-Mm.cs 供駄輩 以上 之 面々 も 不動 割 御免被 成 候。 

但駄輩 之 もの 御金 役、 御 鄕役銀 受取 役、 御雜 用役き、 は 11 似が 定相勤 候 得 者 勤 並に 被 成 下 候 3 右 之 外. 

一 ケ年役 相 勤 候と も 不勤割 御免被 成 間 敷 候 0 


、 七十 石 以下 並 御 扶持 方 之， つの 一 ケ年 役、 其 外 近在 御 賄 被 下 候 公用 相 勤 候 得 者 勤 並に 可 被 成 下 候。 

に 被 仰 渡 候。 于 時文 

政 已 十二月。  . 

、 御 度 野、 御 迫 野 御供に て 在え 罷越 候と も 不勤割 御免被 成 間 敷 候。 文化 六已. 牛 極 

、 一 ケ年ま 被 仰 付 候 もの 病氣 又は 不調法に 付 役 御免 之 節、 六 ヶ月まで 相 勤 候 は.^ 其 年 斗 不勤割 御免 

成翌 fe. よ 6 又々 可 被 召 上 候。 七 ヶ月 以上 相 勤 候 得 者 永々 勤 並に 可 被 成 下 候。 

、 定役 、定 加勢 並 511^1.? も S 被 仰 付， の is 成 下, 加勢 宣ケ年 相 I 上 勤 並 可 被 

■  リ勢 こても u,7  ^ 敌^ は 尤勤 並に， H- 被 成 下 

成 下 候。 當座 加勢 者 幾年 相 勤 候と も 不勤割 被 成 御免 際 叛候。 候 C 駄 S 者 加勢 乂者 (ns 座 加勢に て 出-おり 致 候と も、 

加勢： 一- ケ  <ギ に 不滿內 は 不勤割 被 成 御免 間 19 候に^ ほ壮， け ゆ JC 極。 

御 政務 所 御物 書 は 加勢 被 仰 付 候お-より 不勤割 被 成 御免 候  J 

B 定役 並， 加勢 見習 御 番札被 拔置候 もの、 病 氣返役 或 者 不調法に 付 御免 之 節 者 不勤之 S を以被 

召 上、 追 而御番 入 被 仰 付 候 上 勤 並に 可 被 成 下 候。 御 人 繰 之た め 御免 之 もの は 卽御番 入 被 仰 付 候 

故 勤 並 之 割を以 IE- 被 召 上 候。 定 加勢 見^ 御 番札不 被 拔置候 もの 並 加勢 勤 並に 相 成 候 もの 御免 之 

節 者、 直々 勤 並 之 割 を 以可被 召 上 候。 

一 、 在々 給 人、 定式 久保田 並 之 役 相 勤 候 もの は 勤 中 久保田 勤 並 之 割にて 可 被 成 下、 返 役 後者 在々 定式 之 

指 上 高條例  . 
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割 を 以可被 召 上 候。 假令定 役 にても 久保田 並に 無 之 役々 者、 在々 定式 之 割た るべ く 候。 猶御 領內諸 一 

公用 相 勤 候と も 在々 割 被 成 御免 間 敷 候。 

、 横手 高屋 五左衞 門、 山 添 兵 庫兩家 者、 代々 御物 頭 相 勤 付 久保田 勤 並に 被 成 下 候 0  - 

但 出仕 致 候而茂 御物 頭 不被仰 付 候 內者不 勤 之 割 を 以可被 召 上 候。 

、 御應 役、 御 軍 具 役、 御 大工 頭 者 勤 並に 被 成 下 候。  .1 

al 幼年 又よ 長 s にて 右， pfl 不.^ 劾 IP- よ i^}-^ 勤 之 を 以叮. KSL.lfe<0  ，，つ 仅長 病に て 十六 ヶ月 差 入 候而！ 

,^,,s<?r う f  |ダ} ーズ f 月 一 ノネ秦 ィ！  -y-l^fe^i^p  tzr  -f 茂、 子 共 御 奉公 相 勤 候 得 者 不勤割 i 

不被召 上、 子ども 出仕 以前  一 

に 候 得 者 不動 被 召 上 候。  ，ー 

、 大番、 御 小姓、 九 ケ年無 懈怠 相 勤 候 は 不勤之 割 不被召 上 候。 g 鶴她 鮮録。  一 

但十ケ 年 目 之 春 前年よ 6 御免 之 段 被 仰 渡 之。  一 

、 大小 姓 五ケ 年 無 懈怠 相 勤 候 は 不勤之 割 被 成 御免 候。 gsl。  ： 

但六ケ 年 目 之 * 前年よ 6 御免 之 段 被 仰 渡 候。 

、• 御茶 道 十 五ケ 年， 懈怠 相 勤 候 は . ^不勤 之 割 可 被 成 御免 候。 和續據§ 織。  * 

〇^rA 覽御^ 並 御： 站內公 用 相  - 

勤 候？ 3 ば 不勤割 成 御免 候。 

、 勤 並 之 もの 病氣 十六 ヶ月に 至 候 得 者 病人 之 割 を 以可被 召 上 候。 ぼ ^ゆ" に  一 

但、 病氣 十六 ヶ月 餘に至 候と も 五月まで 出勤 致 候 得 者 勤 並 定式 之 割 たるべし 0 六月に 至 十六 ケー 


月に 相 成 候 は ^其 年よ， 9 病人 之 割 を 以可被 召 上 候。 六月 は 差 上 高- t 差 3:Tfe< 故 享俅之 度 八 S 中 差 上 高 

t  ，  M- J< -、  1  帳 差 出 所 1. 女 永 七 戌 

之 通り 改； S 一  旦 病人 之 割に 相 成 候 もの 五月 迄に 致 出勤 候 は.：. 其 年よ 6 可 被 成 御免 候。 i ル役之 もの 

病 氣に付 役 御 訴訟 申 上 候 而も 御免 無之內 者、 十六 ヶ月 餘入 候と も 勤 並 之 割た るべ し。 役 御 訴訟 

不申上 十六 ヶ月 差 入 候 もの は 不勤之 割 を 以可被 召 上 候 C 役 御 訴訟 申 上 御免被 成 下 候 もの、 其 月 

よ 6 十六 ヶ月に 相 成 候 得 者 勿論 不勤之 割 を 以可被 召 上 候。 

、 江戶、 大 坂え 翌年 登 被 仰 付 候 もの、 右 被 仰 渡 候 年よ 6 勤 並 之 割に 可 被 成 下 候。 若病氣 又は 御 繰 八" 之 

ため 御免に 候 は 、翌年よ， -亦々 不勤之 割 を 以可被 召 上 候。 出立 之 上病氣 又は 御用に オ^ 召 返 候よ 

Y 水く 動 並に 可 被 成 下 候。 

、 江戶、 京 等え 勤 學罷登 候 もの 勤 並に 可 被 龙 下 候 0  S 衝。 

ぽ ^ 

醫師、 他倾 御領 內御 城下 御用 相 勤 候 得 者 不勤之 割 御免被 成 下 候 0 

但町 醫 よ 6 御醫 者え 養子に 相 成 候 もの、 町 醫中動 學に罷 登 候 得 者 勤 並に 可 被 成 下 候。 徒 並 等よ 

6 御醫 者に 養子に 相 成 候 もの 同 例。 

、 神 保？、  I 直お 蒙 不膽候 ま 於 簾 館 御 試駕、 療治 相應£勤 候 S 勤 並に 可？ 

下 候 0  § は ii 月，? jij ，且. ^ム 治、 咖 ^嚷に 付、 相應之 御用 被 仰 付 被 下 度 之 趣 神 r,, 

.i  . ^保 三 淸 より 申立 御 承知に 付 不勤被 成 御免 候 ビ.^ 1  化 「4?^^V}^_,B^I; 

但も 年に 付 f 不相成 候 得 者 不動 之 割 を 以被召 上、 追 而御試 相 濟業相 應相勤 候 節 勤 並に 可 被 成 下. 

指 上 一 局條例 
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侯。 

、 御醫 者以來 二十 ケ年無 懈怠 相 勤 候 は 、. -不勤 御 割合 御免 可 被 成 下 候。 

但、 二十 ケ年 以下 にても 十 五ケ 年 以上 無 懈怠 相 勤 五十 歲 以上 之 もの は、 右 御 割合 御免 可 被 成 下 候 

爾時 文政 八 年 酉 十 

二月 二十 五日 極。 

、局 住 中 勤 並に 相 當候儀 有 之 候 は、. -、 家督に 相 成 候 節 勤 並に 可 被 成 下 候。  . 

、 御 扶持 分限 之 者 不肖に 相 成、 不肖 之 もの 駄 輩に 相 成 候 もの、 以前 勤 並に 候 得 者 直々 御免被 成 候。 

、 勤 並 之 もの、 筋目 之た め實家 又は 宗家 之 家 跡に 相 立 候 節、 假令 分限 相違； 5 候と も 直々 勤 並 之 割 を以 

可 被 召 上 候。 

、 出仕 以後 之 者、 小屋 見繼等 之た め 江戶、 大 坂え 罷 登臨 時 御用 被 仰 付 相 勤 候 得 者、 家督に 相 成 候 節 勤 

並に 可 被 成 下 候。 浪人、 右 同斷之 もの 養子に 相 成 御 奉公 致 候と も 勤 並に 被 成 下 間 敷 候。 ほ 

相. 成^ ヒ勤 並に 相 成 侯 例 御座 饒得 

共、 嫡子と は 差別 有 之に 付改 之。 

、 御勘當 御免 御 扶持に て 被 召 出 候 以後 奮 知 高 三十 石 以上 被 返付 候不 $1： 之 面々、 御 扶持に て 被 召 出 中 

致 出- fer 候 者 は 右 御 割合 不被召 上 候 趣 被相定 候。 測 f ま III。 

〇 田 中 六 兵衞御 勘へ. E 御免 御 扶持に て 被 召 出 中 致 出-,^ 候。 以 

後 藉知高 七 拾 石 以上 被 返 下 候 所不勤 割合 を 以被召 上 候。 

、 八 木 九十 郞去 十二月 中 家督に 罷成 遠路 御 奉公 不相動 候 付 不勤割 を 以可被 召 上 候 所、 役 方 有 之に 付 


遠路 之 御用 不相勤 候と も 此末勤 並 之 割 を 以被召 上 候。 。年 ^+^£^§1。 

、 長 病に て 御 訴訟 申 上進 返 並 之 公用 子 共に 被 仰 付 候 もの、 勤 之 者 之 定式 之 通に て 被 召 上、 並 廻番、 代 

番 にて 相 勤 候 病人 も 右 同斷。 - 

ヽ 駄輩之 節 致 出馬 其 後 高 減し 不肖に 罷成候 は 不肖 致 出馬 候 もの 定式 之 通に て 被 召 上 候 0 15slf:。 

、 江 戶定居 秋 田 勝手 被 仰 付 候 もの 差 上 高 御免 之 割 左 之 通。 jjf 肝；^。 丑 

1 ヽ せ ijlmvn 以で御 判 紙 〇 江戸 定居秋 田 勝手 被 仰 付 候 もの 勤 

S 高之定 並に 被 成 下 候。 (御 捉七之 部 五十 三〕 

其年者定式割合無殘、翌年ょ..„^ニ ケ年者三 ケ 一 一 宛 御免。 

一 、 同 五百石 以下 

其 年 者 定式 割合 無殘、 翌年よ，. M 一  ケ年者 半 高 宛 御免。 

但 依願 被 差 下 候 もの は此 例に あらず。 明 和 EI 亥年 十一月 極。 


.2 高 帳、 年 々 六月 中 御 割 役所 へ 可 指 出 之。 ggillss 被 仰 渡 

、 指 上 高 鐘 出 候 後、 不 勤の 者霊に 相 成、 勤 並の 者不 勤に S1il5 人よ ^ 

は宥赦 高等に 付 割合に 相 戍候節 f」 ，差 添 御 評定 听へ申 か- 疾 へ，. 御 3- ；;^.^^^ へ； -御 割へ 中 渡 之 本.^ 增減亦 

？ a 下は其年£無之故、££。2§^まぉ以八月十五曰迄に候 

へ は^ 上 高 帳 可 相 1^ 一 候。 ^^，^ デ 、も、 帳 合 極 候へば 地方： て ゆ  f 

I  ,」、、  K 扱叛乏 翌泰 朱書 帳 を以御 取扱む 相— 成て 悴 S 右日限後に候へ.^^帳面不ほぽ、」，內，£ト乂 

,f 候分 米 は御米藏 役、 小 役 銀、 御金 役へ 朱 fl!H^  i 

八月に 相 成 候へば 毛 引に 拘候 故、 き， て r 有 it ト！： ： 老中 if お 

5 い，， し lltiMl 产ネ直 i 御 S 所に て 不相成 候 故 ヽ羅？ に 御 朱書 


帳に い たし 御 割 役所よ 6 差 出 候 事 0 

延享四 卯年 十月 御 割 役 へ 被 仰 渡. 宾內 


右二 ケ條 S ともに、 差 上 高 御 割 帳 御 評定 所へ 

極 候。 舊 ii ま、 i 在 ま ii 蕭。 t  MiJ 

肯  二  i  - 1 
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但、 本 知增減 並宥赦 高等 當高ー 石 以上に 候へば 其 年よ 6 割合 可 被 相 直、 一 斗 以下に 候へば 其 年 

は 其 儘に いたし、 翌年 差 上 高 帳 差 出候砌 割合 可 相 直 候。 若、 勤 並 又は 不勤並 等に 相 成 候た め 割 

合 被 相 直 候 序 有 之 節 は、 一 斗 以下た，.^ とも 其 年よ 6 割合 相 直 候。 

一 、 知行 所の 內御檢 地 役 秋 調に て、 御用 地、 堰 下等に 相 成 候 節 當高五 升 以上に 候へば、 其 年分 物 成、 御 小 

役 銀と も 上より 可 被 相 渡 候。 

御米藏 役、 御金 役 へ 御 朱書 帳 相 渡。 

五 升 以下に 候へば 不被相 渡 候。 都て 翌ハ 止： 御代 知 被 下 之。  • 

御 檢地役 春 調に て 御用 地に 相 成 候 節 は、 其 年 七月 御代 知 被 下 候 ゆへ 此ケ 條に不 相拘。 

先年 は 三 升 以上 以下 候 所、 本條の 通. り 文化 九 申年 十月 改之。  . . 

御用 地に 限らず、 總 じて 御 竿 減 にても 五 升 以下 は 不被下 置 候。 假令御 竿 減に て 三 升、 御用 地代 

にて 二 升 や 取合 五 升に 相 成 候と も 不被下 置 候。 右の 段 御金 藏 役へ 被 仰 渡 之。 爾時 文化 十 一 戌 

九月。 

一 、 指 上 高 上納 以後 不動の もの 勤 並に 相 成、 又は 知行 高 減 高等 有 之 割合に 相 成 被 返 下 候 節、 最前に 窨上 

置 候 高に 毛 引 有 之 候 は V 總 高に 平均 其 分 差 引 可 被 相 渡 候〕 勤 並の もの 不動 並に 相 成、 或は 增 高等 有 

之 割 直に 相 成 h 納被仰 付 候 節 は、 毛 引 高に 準 差 引 上納 可 被 仰 付 候。 


、 指 上 高 引 殘高百 石に 付 十五 石 以上 毛 引 有 之 候 は，. -、 右 毛 引 高三ケ 一 償 米 可 被 下 之。 十五 石 以下 候 

は. 御 取 极被成 間 敷 候。 ， 

、 御 判 紙 御 書替願 申立 置 候 もの は、 右 願 高 を 主にいた し 差 上 高. 被 書 出 候〕 舊御判 紙 高 差 上 高 帳へ 

相 □ に 不及。 . 

但、 差 上 高 帳 不差出 以前 御 判 紙 御 書替願 申立 候 もの は 其 年よ 6 相 改可窨 出 之、 指 上 高 出候以 

後に 候 は 翌年よ. 0 可相改 候。 若 御 判 紙 願 申立 置、 右 願 高 を 以書出 候 もの 子細 有 之 願書 申 卸 候 

は -ヽ差 上 高 帳 不差出 以前に 候 は 其 年より 舊御判 紙 を 以可指 出 候。 差 上 高 帳 指 出 候 後に 候 は 

翌年よ 6 右 同 斷可書 出 候。 

、 御 儉地役 調 一 紙 差 出、 指 上 高 御 差 引に 相 成 候 分。 

御 竿 打 減 荒 地 川缺 休 高 畑に 成 減 目 土 免宥赦 隨地 一 作 荒 If 請 地 

右の 外 捨高並 手前 開、 堰 下に 成 捨 高と も。 

、 御 知行 拜領仕 候 もの、 極月 にても 其 年の 物 成、 小 役 可 被 下 事。 上 6 知行の 儀 は、 極月 にても 其 年の 

物 成、 小 役 差 上 可 申 事 0 

元祿 十六 年 未 十二月 五日 「拔 御定の 部) 但物成 は 御藏 出、 小 役 銀 は 御金 役よ 6 被 相 渡 候。 

新 知 又は 御 加 增被下 候 もの 三月 卅日 前に 拜領被 仰 付 候 分 は、 前年の 物 成、 小 役 鋭よ. -被 下、 四月 朔 H 
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より 以後 拜領の 分 は、 其 年の 暮の物 成、 小 役 銀よ 6 所 務仕候 所に、 向後 は 何月 拜領被 仰 付 候ても 知行、 

地方 拜領の 義に候 間、 其 年の 暮の物 成、 小 役 銀よ 6 致 所務候 様に 被 仰 付、 前の 年の 物 成、 小 役 銀 は 被 下 

間 敷、 寶永六 s 年 四月 二日、 又 太郞、 宇右衞 門、 與左衞 門 吟味、 三 奉行、 副 役 列 坐に て 相濟。 

、 末期 養子 又は 不調法に 付 減 祿被仰 付 候 節、 拾 高 半分 割合へ 加 被 召 上 分。 

荒 地 川缺 休 高  _ 

右の 外 開、 堰 下に 成 捨高、 畑に 成 減 目 共。 

但本田 新田と も、 荒 地 高の 半分 可 被 召 上 高の 五ケ 四よ 6 餘に相 當候は 五ケ 四 は 荒 地 高、 五ケ 

一 は 有 高の 割-を 以可被 召 上 候。 本 田の 荒 地 は 本 田、 新田の 荒 地 は 新田に て 割合 可 致 事。 文化 六 

年 巳 十二月 極。 

、 町人 知行 差 上 高、 半 知 四 六に 不拘 二十 石 以上 三ケ 二、 右 以下 は 半 高 御 借 上に 候へ ども、 勤勞筋 又は 

本家よ 6 分地の 譯 合に 寄、 諸士 遠路 不動の 割 を 以御借 上の 事。 小 役 銀 は 御 借 上 無 之。 

長 谷川 勘 兵衞、 大野 嘉兵衞 、右 兩人は 格別の 御 吟味 を 以て、 諸士 遠路 不 勤の 割 を 以御借 上の 事 0 

御用 聞 栗 林 正右衞 門、 本家 栗 林與藤 治よ 6 御 判 紙 外 開 高 三十 石 分地 仕 候 所、 正 右 衞門義 は 本家 御 

用 向 並に 湊 融通 方 共 深切に 取 斗 候 付、 栗 林 八 郞兵衞 御用 聞の 通の 割 を 以御借 上の 事。 文政 六 未 

年 七月 廿 九日 0 


指 上 高 暖 


外 


覺 

高 三十 九 石 九 斗 

同 三 石 二 斗 六 升 

\ 四十 三 石 一 斗 六 升 

內八斗 三 合 

同 八 斗 四 合 

\ 一  石 六 斗 七 合 

殘高 四十 一 石 五斗 五 升 三 合 

此出高 十五 石 七 斗 九 升 

御 代官 茂 木 平四郞 

內八斗 二 升 五合  羽 見內村 


右. H 仙 北 都巧ッ 室 村に 而 新開 出 高. 赏 寅^より 休 明。 御检地 

役 g 原 兵 右衛門、 關 勘左衞 門、 石 川 文治 調 一 紙 此度指 出 申 候 


前 々より 御 指 引 

被 下 候 不足 高 


右 は 秋 田 郡 道 川 村に 而去 丑年よ 

り^ 窗年迄 貳ケ年 土 免 宥赦高 


匕 a 


上 


高 


帳 


SI 
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御 代官 武藤六 左衞門 

同 九 斗 六 升 五合  四 ッ屋村 

御 代官 石山 與助 

同 十四 石  造 山村 

右 之 通 當指上 高に 御座 候 以上 

天明 二 年宙； 六月  上 杉龜次 

國 安角 右 衞門殿 

嘉 藤 嘉 門 殿  , 

〇  • 

天明 五 年 巳 四月 町觸 を以、 知行 所 不定 高 荒 地 宥赦に 相 成 候 時 は 御 檢地役 調 可 書 出 被 仰 渡 候に 

付、 左 之 通 一町 役へ 指 出 候。 

覺 

、 高 三十 九 石 九 斗 

ヽ iHMiiln 二 LT」 、十 右 は 去る 寅年 仙 北 郡 四 

11E  二  二  、ュ， ，1 ノチ ッ屋 村に 而 新開 出 高 

\ 四十 三 石 一斗 六 升 

內ー 石 六 斗 七 合 不足 高 

內ニ斗 二 升 五合 平 鹿 郡 造 山村 


內ー 斗 七 升 

同 五 升 五合 


賽 昏 四 戌年より 田地.； 3 に 成捨り 高。 御撿地 

役 杉 山 杏右衞 門、 大和 田 傅み、 上 杉 文藏調 


安永 一一； 午年より 荒 地。 御 撿地役 小 柳 

傅左衞 門、 宮澤 伊右衛門、 大槻藤 次 調 

田 

同 一 石 三 斗 八 升 二 合 秋 田 郡 道 川 村 


安永 五 申 より 荒 地。 御 檢地役 村 上 四 

郎兵衞 、進 藤 K 左衞 門、 戶澤與 右 衞鬥調 

天明 一一： 卯年よ リ 未年 迄 だ ケ^ 引續宥 放。 御撿 

地 茂乂新 太郎、 横 尾 茂左衞 門、 小 松 丹 右衛門 調， 


上 杉龜次 


內 五斗 七 升 八 合 

同 八 斗 四 合 

右 之 通 不足 高に 御座 候 

天明 五 年 巳 四月 十六 日 

布 川 伊右衛門 殿 

落 合 與八郞 殿 

〇 

天明 五 年 巳 八月 十八 日 指 上 高、 指 上 銀 書 上 左 之逋。 今年よ. 0 末 五 ケ年四 六 之 御 割に 而六御 か 

上 銀 百 石に 付 五十 目 宛 

、 當高 三十 九 石 九 斗  上 杉龜次 

ヽ , ^高 三 石 二 斗 六 升  右は仙北郡£ッ屋村に而.新開，出高0.ま.3?,ギ：3^明。_^1.地 


役立 原 兵左衞 1： 、^勘 左衞 門、 石 川 文治^ 一  紙の 節 指 出 


ten 


上 


高 


帳 


星 


秋 田 叢書 第 十  一 ^;、ム 

\ 四十 三 石 一 斗 六 升 

內ー 石 六 斗 七 合 

內八斗 四 合 

殘高 四十 一 石 五斗 五 升 三 合 


不足 高 

前々 より 御 指 引 

被 下 候 不足 高 

右 は 秋 田 郡 道 川 村に 而 去る 卯年より 五ケ 年 引續土 免宥敦 

高。 御 檢地役 茂 又 新 太郞、 横 尾 茂左衞 門、 小 松 丹 右 衞門調 


此指 上半 七 石 二 斗 三 合 

御 代官 八 木 下 彌五衞 門 

內八斗 二 升 五合  羽 見內村 

御代 宜 伊藤 半 左衞門 

同 十六 石 三 斗 七 升 八 合 造 山 村 

旨， U9;^  二. 4ltlnvd,:>r> 但斗升 合 相 除き、 高 

I  _  t '目 3"^ 百 石に 付 一.^ 拾 目 宛 


內五匁 三分 二 厘 

同 十五 匁 一 分 八 厘 

右 之 通 御座 候 以上 

八月 十八 日 

布 川 伊右衛門 殿 

落 合 與八郞 殿 


羽昆內 村 

造 山 村 


當高 三十 七 石 九 斗 三 升 九 合  上 杉 平 右衞門 

內 十二 石 七 斗 四 升 八 合 當 さし 上 高  • 

同 五 石 二 斗 八 升  造 山村 毛 引 相對引 , 

同 三 斗 二 升 二 合  道 川 村 右同斷 

殘 十九 石 五斗 八 升 九 合 

此出米 十 一 石 五斗 九 升 七 合 

：  平 鹿 郡 

內三石 一 斗 二 升 六合 造 山 村 

同 七 石 九 斗 八 升 二 合  道 川 村 

仙 北 郡 

同 四 斗 八 升 九 合  羽 見內村 

\ 此輕升 十二 石 七 斗 五 升 七 合 

內ニ斗 五 升  造 山 紐 代 免 

同 一 斗 五 升  道 川 村 右同斷 

同 四 斗 八 升  造 山村より 大豆 六 斗 

同 九 升  右 は 同村よ 6 小豆 一斗 

11^ 三 升  右 は 同村よ 油 三 斗 

指 上 高 帳 
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同 一 斗 四 升 

同 六 斗 

同 三 斗 

同 十四 石 四 斗 

同 八 斗 

\ 十七 石 五斗 一 升 

指 引 四 石 七 斗 五 升 三 合 

、 局 住 二人 御 扶持 

此石三 石 六 斗 

右 之 通 6 に 御座 候 以上 

那可 4=^. お 殿 


_s 六： 


右 は 同村よ、 り 胡麻 七 


、ユ 


右 は 同村 よら 糯六斗 

道 川 村よ 6 糯三斗 

右 は家內 上下 八 人、 常 戌 十月よ 6 來亥 九月 迄 飯 料 

a 米 


不足 米 


上 杉" 牛 右衞門 


上 杉 平 左衞門 


次 田 口 之 助 殿 

天 保 九 戌 十月 中 御 條目並 執 達 を 以被仰 渡 有 之、 戌年より 亥年 迄 五ケ 年中 家 口 取調に 付 右 之 通り 飯 料、 

小間物 等 之 指 引 * 付 指 出 申 候。  一 


延寶三 卯年より 同 七 未年まで iPf  . 九ケ r ケー 

め 八き 年より 貞享 三. 年 迄  五ケ 一 、も 卜 

f ノ^  差 上高淘 免。 但病 1^/-  . 

貞享四 卯年  IM 

元祿元 K 年より 寶永ニ 酉年まで  四ケ 一 。 .，5 度 さ こ 若、 同 十三-反 年より 地形 を以 被お 

ミ： ， お，， ノご ュ皮フ と あり。 被 仰波控 に^  5  一  二 ぉ/J 

淨運日 に、 元祿 元年より 地 开を以 被ノ丄 f 

上、， 猶諸 年賦 上納 もの 等 御 用捨 御 取 上 被 成 候 事に 見。 

寶 永三戌年ょり 正 望 巳年 迄  5高全 御免 

同 四 午年よ 6 享保元 申年 迄  二十 ケ  一  I  、ナ 、さや 年より 乂 

正德琶年江 戶之 御屋敷 讓に 付、 御 a 御用 知行 之 a 上 度 i 中 iT-f  3 を 年 

々御 借 上 C  i 

先年より 御 借 上 高 之 次第 
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〇 正 德以來 御 借 高 之 次第 


〇 正德四 午年 

〇 久保田 勤 並 

高 七十 石 以上 

同 七十 石 以下 五十石 迄 

同 五十石 以下 四十 石 迄 

〇 同 遠路 不勤 病人 枠 無 

高 五十石 以上 

同 五十石 以下 三十 石 迄 

〇 在々 給 人 

高 五十石 以上 

同 五十石 以下 三十 石 迄 

〇 享保元 申年 

〇 同 二 酉年 


二十 ケ 一 

三十 ケ 一 

四十 ケ 一 

出馬 之 者 

高 百 石 付 贰百贰 拾 或 

匁 宛 御 役 銀 衩召上 候 

高 百 石 付 百 六 拾 

查匁 四 分 三 厘 宛 


高 拾 石 付 七 斗 

s: 升 之 御 割 

高 百 石 付 五 石 三 斗 

八 升 查合之 御 割 

.4?MS  


〇 久保田 勤 並 

、 高 五十石 以上  六ケ 一 

、 同 五十石 以下 三十 石 迄  一 割 二 

〇 遠路 不勤 病人 枠 無 出馬 之 者 

、 高 五十石 以上  二割 

、 同 五十石 以下 三十 石 迄  一 割 半 三 

に 在 

〇_ ^三 戌年 

〇久 保 田 勤 並 

、 高 五十石 以上  二割 半 

、 同 五十石 以下 三十 石 迄  一 割 八 

〇 遠路 不勤 病人 枠 無 出 "iiT 之 者 

、 高 三十 石 以上  三 割 

〇 在々 右同斷 

〇 同 四 亥年よ. 0 同 六 丑年まで  半 知 

〇 同 七- 年  三ケー 

先^^ょり御借上高之次^  .  . 
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〇 江戶、 京都 定居 面々 


、 高 七十 石 以上  高 百 石 付 十 一 石 宛 

、 同 七十 石 以下 五十石 迄  同 十 石 付 一 石 宛 

、 同 五十石 以下 三十 石 迄  同 十 石 付 七 斗 七 升 宛 

〇 同病 人 枠 

、 高 五十石 以上  高 百 石 付 三十 石 

、 同 五十石 以下 三十 石 迄 ■  同 十 石 付 二 石 三 斗 宛 

〇 同 八 卯年  右同斷 

〇 同 九 辰年  右同斷 

〇 同 十 巳年よ 6 同 十三 申年まで  四ケ _ 

〇 同 十四 酉年よ 6 同 十九 寅年まで 半 知 

〇 同 二十 卯よ 6 元 文 二 巳年まで  三ケ 一 

〇 同 三 午年  半 知 

〇 同 四 未年  三ケ 一 

〇 同 五 申年  半 知 


五 
六 


〇 寬保元 酉年より 同 三 亥年まで 

〇 延享元 子年より 同 四 卯年まで 

〇 寬延元 辰年よ 6 寶曆元 未年まで 

〇 同 二 申年よ 6 同 七 丑年まで 

〇 同 八 寅年 . 

〇 同 九 卯年よ，.^ 明 和 二 酉年まで 

〇 同 三 戌年 

〇 同 四 亥年 

〇 同 五子 年 

〇 同 六 丑年よ 6 安永 三 午年まで 

〇 同 四 未年 

〇 同 五 申年 

〇 同 六 酉年よ.^ 天明 三 卯年まで 

〇 同 四 辰年よ.^ 寬政十 午年まで 

〇 同 十 一 未年よ.. = ^文化 二  a 年まで 
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